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本翻訳版発行に当たっての注記事項 
 

 

A：本翻訳版は非売品である。 

B ： 本 翻 訳 版 は 、 [Radiation Protection and Safety of Radiation Sources: 
International Basic Safety Standards, General Safety Requirements Part 3, 
IAEA Safety Standard Series No. GSR Part 3] ©International Atomic Energy 
Agency,［2014］の日本語訳である。 
本翻訳版は、原子力規制庁により作成されたものである。本翻訳版に係る IAEA 出

版物の正式版は、国際原子力機関（IAEA）又はその正規代理人により配布された

英語版である。IAEA は、本翻訳版に係る正確性、品質、信頼性又は仕上がりに関

して何らの保証もせず、責任を持つものではない。また、本翻訳版の利用により生

じるいかなる損失又は損害に対して、これらが当該利用から直接的又は間接的・結

果的に生じたものかを問わず、何らの責任を負うものではない。 

C：著作権に関する注意：本翻訳版に含まれる情報の複製又は翻訳の許可に関しては、

オーストリア国ウィーン市 1400 ウィーン国際センター（私書箱 100）を所在地

とする IAEA に書面により連絡を要する。 

D：本翻訳版は、業務上の必要性に基づき、原子力規制庁が IAEA との合意に基づき

発行するものであり、唯一の翻訳版である。 

E：原子力規制庁は本翻訳版の正確性を期するものではあるが、本翻訳版に誤記等が

あった場合には、正誤表と合わせて改訂版を公開するものとする。また、文法的

な厳密さを追求することで難解な訳文となるものは、分かりやすさを優先し、本

来の意味を損なうことのない範囲での意訳を行っている箇所もある。 

なお、本翻訳版の利用により生じるいかなる損失又は損害に対して、これらが当

該利用から直接的又は間接的・結果的に生じたものかを問わず、原子力規制庁は

何らの責任を負うものではない。 
 

  



 

GSR Part 3 翻訳版の正誤表（2022 年 3 月） 
 

１．翻訳の整合を図った 
項目 該当箇所 正 誤 

“prompt(ly)”と

“immediate(ly)”
の訳の統一 

３.48 項 速やかに 直ちに 
3.55(b)項 迅速に 速やかに 

3.137(d), (e)項 迅速に 速やかに 
要件 41 迅速に 速やかに 
3.180 項 迅速に 速やかに 

表Ⅳ.1 上段 速やかに 迅速に 

表Ⅳ.1 下段 
速やかな 迅速に 
速やかな 迅速な 

用語：緊急事態区分 速やかな 迅速な 
用語：運用上の介入レベル 速やかに 迅速に 

 
２．付則の表Ⅰ.1、Ⅱ.D、Ⅱ.E で原文の漏れ等があるので、訳注を追加。 

 
  



 

邦訳版への序 

 本書は、国際原子力機関（IAEA）によって 2011 年 9 月に承認され、共同策定機関によ

る承認の後、2014 年 7 月に刊行された文書： 
Radiation Protection and Safety of Radiation Sources:  

International Basic Safety Standards 
(General Safety Requirements No. GSR Part 3) 

を、原子力規制委員会による IAEA 安全基準の利用者の理解促進及び知見活用のため邦訳

版の発行に向けた IAEA との合意のもとで、日本語に翻訳したものである。邦題は「放射

線防護と放射線源の安全：国際基本安全基準」（通称「BSS」）となる。 
 
 BSS の邦訳は、まず、原子力規制庁からの委託を受けて公益財団法人原子力安全研究協

会に設置された国際放射線防護調査 IAEA 安全基準翻訳ワーキンググループにおいて行わ

れた。その訳稿を上位の専門委員会で了承していただき、原子力規制庁で確認いただい

て、最終稿を決定した。その作成過程にあたっては、IAEA の安全原則および安全要件に

関する既刊の邦訳文書との整合性を保ちつつ、可能な限り原文に忠実な表現を用いるよう

留意するとともに、原文の記述が分かりにくい場合や、日本語で表現するのに補足が必要

と思われた場合には、若干の加筆や修正、訳注の付加などを行い、原文の意味が読者に間

違いなく伝わるよう努めた。それら一連の作業にご尽力くださった専門家・事務局・行政

機関の方々に、上記ワーキンググループを代表して厚く御礼を申し上げる。 
 
 国際原子力機関（IAEA）は、1996 年以後、安全基準シリーズの策定を進めており、原

子力安全、放射線安全、輸送安全及び廃棄物安全に対して、統一的な安全原則（Safety 
Fundamentals）を「基本安全原則」として 2006 年に刊行し、全ての施設と活動に対して

適用しうる 一般安全要件（General Safety Requirements: GSRs）、及び施設と活動に係

る個別安全要件（Specific Safety Requirements: SSRs）を整備し、さらにこれらの安全

要件を具体的に履行していくための一般安全指針（General Safety Guides: GSGs）及び

個別安全指針（Specific Safety Guides: SSGs）に文書を階層化しつつ、再構成を進めてき

た。BSS は、IAEA が刊行している 7 つの一般安全要件の１つであり、線源の安全管理等

の幅広い分野における放射線防護の国際統一基準として利用されている。 
 

BSS の作成には、IAEA 加盟国から派遣された専門家をはじめ、世界保健機関

（WHO）、国際労働機関（ILO）、経済協力開発機構原子力機関（OECD／NEA）等の

関連する多くの個人や団体が共同で作業にあたった。そのため、時には異なる意見や要望

が衝突することもあったが、IAEA のリーダーシップにより、あらゆる論点においてバラ

ンスの取れた合意を得て関係者が満足できる内容にできたことは特筆したい。 



 

 
 そして、BSS 作成当時の IAEA をリードし支えておられた、故天野之弥・IAEA 前事務

局長(2019 年 7 月ご逝去)の不断のご努力と傑出した手腕に、この場をお借りして心からの

敬意と感謝の意を表したい。日本人として初めて国連専門機関のトップになられた天野先

生には、「平和と開発のための原子力」を掲げて IAEA の事務局長を 3 期 10 年にわたり

指揮され、その献身的な働きと比類なきバランス感覚で安全保障上の多くの難題を解決に

導かれた。私事ながら、小職は 2011 年から 3 年間ウィーン市にある国連機関に勤務して

いたが、現地で折に触れ天野先生と言葉を交わすたび、その率直で真摯な振舞いと深い洞

察力に感銘を受け、同じ日本人であることに誇りを感じたものであった。そうしたカリス

マ性のある天野先生を任期半ばで失ったことは、我が国はもちろん世界にとっても大きな

損失であり、哀惜の念に堪えない。 
 
 このたび BSS の邦訳版が原子力規制委員会から発行されることにより、そこに記されて

いる重要な内容が、天野先生への記憶とともに、我が国で原子力・放射線の利用や規制に

関わられている多くの人に周知されることを強く願うものである。 
 

2020（令和 2）年 3 月 
 
 
 

IAEA 安全基準翻訳ワーキンググループ 
主査 保 田  浩 志 

 



 

  

原子力規制庁 
平成 31 年度放射線対策委託費（国際放射線防護調査）事業 

 
 

国際放射線防護調査専門委員会 
 

委員長  占部 逸正 （福山大学） 

委員  飯本 武志  （東京大学） 

  川口 勇生  （量子科学技術研究開発機構） 

  高田 千恵  （日本原子力研究開発機構） 

  服部 隆利  （電力中央研究所） 

  保田 浩志  （広島大学） 

  山田 崇裕  （近畿大学） 

  横山 須美  （藤田医科大学） 

 
 

IAEA 安全基準翻訳ワーキンググループ 
 

主査  保田 浩志  （広島大学） 

委員  木名瀬 栄  （日本原子力研究開発機構） 

  中居 邦浩  （日揮株式会社） 

  服部 隆利  （電力中央研究所） 

  水野 秀之 （量子科学技術研究開発機構） 

   

（委員は五十音順・敬称略） 
 

平成31年度放射線対策委託費（国際放射線防護調査）事業の受託者は、（公財）原子力
安全研究協会であり、本翻訳の事務局を担った。 
 

事務局 
 

  米原 英典 （公財）原子力安全研究協会 

  土橋 竜太 （公財）原子力安全研究協会 

  立川 博一 （公財）原子力安全研究協会 

  本庄 浩司 （公財）原子力安全研究協会 

  



 

序文 
 

天野之弥 事務局長 
 

IAEA 憲章は、「健康を防護するとともに生命及び財産に対する危険を最小化するための

安全基準を…確立もしくは採択する」権限を IAEA に授与しており、これらの基準を IAEA
は自らの活動において用いなければならず、各国は原子力及び放射線の安全に関する自国

の規制上の規定によって適用することができる。IAEA はこれを、国連の所管機関及び関係

専門機関との協議の上で行っている。定期的なレビューを受ける一連の包括的な高品質基

準は、安定的で持続可能なグローバルな安全体制の重要な要素であり、それらの基準の適用

における IAEA の支援もまた然りである。 
IAEA は、その安全基準プログラムを 1958 年に開始した。品質、合目的性、そして継続

的な改善に重点が置かれたことは、IAEA 基準が世界中で広く用いられることにつながって

いる。安全基準シリーズには現在、高いレベルの防護及び安全を構成する際の土台となる国

際的なコンセンサスを表す一つに統合された基本安全原則が含まれている。安全基準委員

会の強力な支援を受けて、IAEA はその基準のグローバルな受け入れ及び利用を促進するこ

とに取り組んでいる。 
基準は、それらが実際に適切に適用される場合にのみ効力を有する。IAEA の安全サービ

スは、設計、立地及び工学上の安全、運転（操業）上の安全、放射線安全、放射性物質の安

全輸送及び放射性廃棄物の安全管理並びに政府組織、規制上の事項、そして組織における安

全文化を包含している。これらの安全サービスは、基準の適用において加盟国を支援すると

ともに、貴重な経験及び見識が共有されることを可能にするものである。 
安全規制は国の責任であり、多くの国は自国の規制において用いるために IAEA 基準を

採用することを決定している。さまざまな国際安全条約の締約国にとって、IAEA 基準は、

それらの条約に基づく義務の有効な履行を確保する、整合性があり信頼できる手段を提供

するものである。これらの基準はまた、原子力発電並びに医療、産業、農業及び研究におけ

る原子力利用の安全を強化するために、世界中の規制機関及び事業者によって適用されて

いる。 
現在も将来も－安全はそれ自体が目的なのではなく、すべての国における人と環境の防

護という目的のための必要条件である。電離放射線に関わるリスクは、公平で持続可能な発

展に対する原子力の寄与を過度に制限することなしに評価し管理しなければならない。政

府、規制機関及び事業者はどの国であっても、核物質及び放射線源が有益に、安全に、そし

て倫理的に利用されることを確保しなければならない。IAEA の安全基準はこれを促進する

ことが意図されたものであり、私はすべての加盟国がこれらの基準を利用することを奨励

する。 
  



 

事務局による注記 
 

IAEA 安全基準は、人と環境を電離放射線の有害な影響から防護するための高いレベルの

安全を構成する際の土台となる国際的なコンセンサスを反映している。IAEA 基準を策定し、

レビューし、確立するプロセスには、IAEA 事務局及びすべての加盟国が関与しており、4
つの IAEA 分野別安全基準委員会及び IAEA 安全基準委員会に多くの加盟国から代表が出

ている。 
IAEA 基準は、グローバルな安全体制の重要な要素として、事務局、分野別安全基準委員

会及び安全基準委員会による定期的なレビューを受け続けている。事務局は、IAEA 基準の

適用における経験に関する情報並びにこれらの基準が引き続きユーザーのニーズを満たし

ていることを確保する目的の行事のフォローアップから得られた情報を収集している。本

出版物は 2010 年までに蓄積されたフィードバック及び経験を反映しており、基準に対する

厳格な審査過程を経たものである。 
2011 年 3 月 11 日の大地震と津波の後の日本の福島第一原子力発電所における事故から

学び得る教訓は、本 IAEA 安全基準が今後改定され発行されるときに反映されることにな

る。 
  



 

共同策定機関による前文 
 

IAEA 理事会による国際基本安全基準の制定と共同策定機関による承認 
 
放射線防護と放射線源の安全：国際基本安全基準は、欧州委員会（EC）、国際連合食糧農

業機関（FAO）、国際原子力機関（IAEA）、国際労働機関（ILO）、経済協力開発機構／原子

力機関（OECD/NEA）、汎米保健機構（PAHO）、国際連合環境計画（UNEP）及び世界保

健機関（WHO）（共同策定機関）により共同策定されている。 
IAEA 理事会は、その 2011 年 9 月 12 日の会合で、国際基本安全基準（以下「本基準」

という）の改定版の英文テキストの草案を IAEA の基準として定めた。 
OECD/NEA の管理組織である NEA 運営委員会は、その 2011 年 10 月 27 日～28 日の会

合で、本基準を承認し、共同策定することに合意した。 
FAO の事務局長は、2011 年 10 月 29 日に本基準の是認と共同策定を確認した。 
UNEP の事務局長は、2012 年 3 月 12 日付の IAEA 事務局長宛の手紙で本基準への支援

と共同策定を確認した。 
ILO の理事会は、2012 年 3 月 21 日の第 313 回総会において、本基準の出版を承認した。 
WHO の執行理事会は、2012 年 5 月 28 日の第 131 回会合において本基準を確認し、こ

れにより共同策定者としての WHO による必要な措置が完了した。 
EC は、2012 年 8 月 14 日付の IAEA 事務局長宛の手紙で欧州原子力共同体（Euratom）

の代表として本基本安全基準の是認を通知した。 
PAHO について、2012 年 9 月 20 日の第 28 回汎米衛生会議は、本基準を是認し、PAHO

にその履行に関して、加盟国と共に協力することが要請された。これにより、共同策定機関

による共同策定に向けた許認可プロセスが完了した。 
これによって、共同策定機関を代表して IAEA は、IAEA 安全基準シリーズに本基準を一

般安全要件 No. GSR Part 3 として発行している。本基準は、最終出版物として、アラビア

語、中国語、フランス語、ロシア語及びスペイン語で発行される。一般安全要件 No. GSR 
Part 3 は、それ自体が FAO、IAEA、ILO、OECD/NEA、PAHO 及び WHO の共同策定の 



 

下、1996 年 2 月に IAEA 安全シリーズ No. 115（以下「1996 年版 BSS」という）として発

行された国際基本安全基準を置き換えた、2011 年に発行された一般安全要件 No. GSR Part 
3（暫定版）を置き換えるものである。 
 
本基準の基礎 
 
国際政府間機関の体制において、放射線の防護と安全に関する国際基準の制定について

の IAEA による最初の試みがなされたのは 1950 年代のことであった。IAEA 理事会は 1960
年 3 月1に初めて健康と安全への対策を承認し、その際に理事会は「当機関の基本安全基準

は、可能な限り国際放射線防護委員会（ICRP）の勧告に基づくこととする」と述べた。 
IAEA 理事会は、1962 年 6 月に初めて「基本安全基準」を承認し、これは「IAEA 安全

シリーズ No. 9」2として IAEA により出版された3。改定版は、1967 年に発行された。第 3
版は「1982 年版 IAEA 安全シリーズ No. 9」4として IAEA により出版されており、この版

は IAEA、ILO、OECD/NEA 及び WHO により共同策定されたものである。更なる改定版

は、「電離放射線に対する防護と放射線源の安全のための国際基本安全基準」であり、「IAEA
安全シリーズ No. 115」として 1996 年 2 月に IAEA により発行されており5、これは FAO、

IAEA、ILO、OECD/NEA、PAHO、及び WHO によって共同策定されたものである。 
  

 
1  INTERNATIONAL ATOMIC ENERGY AGENCY, The Agency’s Health and Safety Measures, 
INFCIRC/18, IAEA, Vienna (1960); The Agency’s Safety Standards and Measures, INFCIRC/18/Rev.1, 
IAEA, Vienna (1976). 
2 INTERNATIONAL ATOMIC ENERGY AGENCY, Basic Safety Standards for Radiation Protection, 
IAEA Safety Series No. 9, IAEA, Vienna (1962). 
3 INTERNATIONAL ATOMIC ENERGY AGENCY, Basic Safety Standards for Radiation Protection 
(1967 Edition), IAEA Safety Series No. 9, IAEA, Vienna (1967). 
4 INTERNATIONAL ATOMIC ENERGY AGENCY, Basic Safety Standards for Radiation Protection 
(1982 Edition), IAEA Safety Series No. 9, IAEA, Vienna (1982). 
5 FOOD AND AGRICULTURE ORGANIZATION OF THE UNITED NATIONS, INTERNATIONAL 
ATOMIC ENERGY AGENCY, INTERNATIONAL LABOUR ORGANISATION, OECD NUCLEAR 
ENERGY AGENCY, PAN AMERICAN HEALTH ORGANIZATION, WORLD HEALTH 
ORGANIZATION, International Basic Safety Standards for Protection against Ionizing Radiation and 
for the Safety of Radiation Sources, IAEA Safety Series No. 115, IAEA, Vienna (1996). 



 

本基準は IAEA 安全原則を適用している：基本安全原則（SF-1）6は、基本的な安全目的

について述べるとともに、IAEA 安全基準のすべての分野への実践に共通した安全性への基

本的な考え方を要約し、統一された一連の原則について述べている。電離放射線による有害

な影響から（個人及び集団として）人と環境を防護するための基本的な安全目的は、放射線

リスクを引き起こす施設の操業や活動の実施を不当に制限することなく達成されなければ

ならない。 
SF-1 は、IAEA の安全基準プログラムに基づき、本基準が電離放射線による有害な影響

から人と環境を防護するための要件及び放射線源の安全のための要件を定める際の基礎を

構成するものである。また、IAEA のより広範囲にわたる安全関連プログラムに論理的根拠

を提供するものである。SF-1 は、Euratom、FAO、ILO、国際海事機関（IMO）、OECD/NEA、

PAHO、UNEP 及び WHO により共同で策定されたものである。 
本基準は IAEA 安全基準シリーズとして出版されたもので、この中には他の関連する次

のような国際基準が含まれている、「放射線物質安全輸送規則」（IAEA 輸送規則（No. SSR-
6)）；「政府、法律及び規制の安全に対する枠組み」（一般安全要件 No. GSR Part 1）。「原子

力又は放射線緊急事態への準備と対応」（No. GS-R-2）；「施設と活動のためのマネジメント

システム」（No. GS-R-3）；「施設と活動のための安全評価」（一般安全要件 No. GSR Part 
4）；「放射性廃棄物の処分前管理」（一般安全要件 No. GSR Part 5）；「施設のデコミッショ

ニング」（一般安全要件 No. GSR Part 6）。 
他の国際機関も、それぞれの活動領域において独自に基準、規約及び指針を策定してきて

いる。とりわけ ILOは、「電離放射線からの労働者の防護に関する条約」＊1960年（No. 115）、
及び「電離放射線からの労働者の防護に関する勧告」1960 年（No. 114）を策定している。

ILOはまた、作業者の放射線からの防護に関する行動規約とその関連文書を発行している。

PAHO と WHO は、作業者及び放射線の医学利用を受ける患者に対する防護と安 

 
6 EUROPEAN ATOMIC ENERGY COMMUNITY, FOOD AND AGRICULTURE ORGANIZATION OF 
THE UNITED NATIONS, INTERNATIONAL ATOMIC ENERGY AGENCY, INTERNATIONAL 
LABOUR ORGANIZATION, INTERNATIONAL MARITIME ORGANIZATION, OECD NUCLEAR 
ENERGY AGENCY, PAN AMERICAN HEALTH ORGANIZATION, UNITED NATIONS 
ENVIRONMENT PROGRAMME, WORLD HEALTH ORGANIZATION, Fundamental Safety 
Principles, IAEA Safety Standards Series No. SF-1, IAEA, Vienna (2006). 
＊（訳注） ILO 駐日事務所 Web では「電離放射線からの労働者の保護に関する条約」と訳している。 



 

全に関連する多くの出版物を発行している。FAO と WHO は、FAO/WHO 合同食品規格委

員会を通じて、国際貿易によって移動する食料品に含まれる放射性物質に対するガイドラ

イン値を策定している。WHO は飲料水の水質について、放射性核種の含有に関連した飲料

水の安全性を評価するための規準を含めたガイドラインを策定している。 
OECD/NEA は、放射線の防護と安全に関連した特定の主題についての出版物を発行して

いる。Euratom は、1959 年 2 月 20 日以来、理事会指令（Euratom）において策定された、

一般公衆と作業者の健康を電離放射線の危険から防護するための「基本安全基準」を採用し

ており、国際基準の発展と密接に連携してこれを更新してきた。Euratom 基準は EU 加盟

国に対して拘束力を持つものであり、このような基準を定めることにおける Euratom の独

自の責任は、Euratom の手順と法律を損なうことなく、その国際基準の共同策定が世界規

模の調和のとれた国際基準の履行を促進することを意味する。 
本基準は、責任を持つ機関によりその業務に対して適用されるものであり、国やその国内

当局によって、また他の国際機関によって、各々の活動に関連して使用することが勧告され

る。EU 加盟国による本基準の適用は、Euratom 法令の履行により保証されている。 
国際条約と IAEA 安全基準は、産業界の基準及び詳細な国家要件により適切に補足され

て、電離放射線による有害な影響から人と環境を適切に防護するための首尾一貫した包括

的な基礎を確立するものである。 
 

国際基本安全基準の改定手続きについて 
 
本基準は、安全基準は国際的に協調して施行されることへ向けた数十年にわたる継続的

な試みを反映したものである。1996 年版基本安全基準のレビューと改定への国際的な試み

では、共同策定機関の加盟国や専門家機関から数百人の専門家の参加を得た。 
2004 年 11 月に開かれた会合において IAEA の安全基準委員会は、1996 年版基本安全基

準について可能なレビューと改定に関して、2005 年 6 月に開かれる会合において発表する

ための概要を用意するよう、IAEA 事務局に対して要請した。 
2005 年 9 月、IAEA 総会は決議 GC(49)/RES/9A として、IAEA 事務局に対して 1996 年 



 

版基本安全基準のレビューを行うよう要請した。放射線安全に関する関係機関間の委員会

（IACRS：Inter-Agency Committee for Radiation Safety）7は、2005 年 10 月の会合にお

いて、共同事務局（以下「基本安全基準事務局」という）を設置することで合意した。2005
年 12 月、IAEA は国連と他の政府間機関の代表者を正式に招請し、基本安全基準事務局の

設立を通じて、1996 年版基本安全基準のレビューと改定を共同で行うこととした。基本安

全基準事務局は IAEA によって調整され、EC、FAO、IAEA、ICRP、ILO、OECD/NEA、

PAHO、UNEP、WHO からの代表者で構成されることとなった。 
2006 年 9 月、IAEA 事務局長は IAEA 総会に対して、1996 年版基本安全基準のレビュー

について、速やかな改定を必要とするような大きな問題はないものの、これまでに提案され

てきた数々の改善点を反映するために改定すべき点が指摘されたことを報告した。IAEA 総

会は、決議 GC(50)/RES/10 として、決議 GC(49)/RES/9 における第 10 段落への対応とし

て行われた 1996 年版基本安全基準のレビューを確認するとともに、改定は基本安全基準事

務局によって調整されたことを確認した。決議 GC(50)/RES/10 はまた、改定案について基

本安全基準事務局が注意深く熟慮しまた根拠を示すことを促すとともに、改定による規制

当局への影響についても説明を求めることとした。 
2006 年第 4 四半期において、1996 年版基本安全基準の改定のための概要は 4 つの IAEA

分野別安全基準委員会によって承認されるとともに、IAEA 安全基準委員会によって承認さ

れた。IAEA 分野別安全基準委員会は事務局に対して、1996 年版基本安全基準の包括的か

つ完備された性質が新たな改定版においても残されるように勧告した。そのことにより、医

療、一般産業、原子力産業、放射性廃棄物管理及び放射性物質の輸送を含むすべての分野に

おいて、放射線源と放射線安全への取組みを制御するための規制インフラを継続して支援

することを企図している。IAEA 安全基準委員会は更に、改定版には職業被ばく、医療被ば

く、公衆被ばくの分野を取り扱うとともに、通常での被ばくと緊急被ばくについても取り扱

うよう勧告した。 
1996 年版基本安全基準の改定作業は、IAEA、ILO、WHO、OECD/NEA、PAHO の主催

により、題目別分野での一連の草案作成会合とともに 2007 年初めに開始された。本会合に

おいて作成された草案は、共同策定機関の代表者を交えて 2007 年 7 月に開催された技術会 

 
7 IACRS は、放射線安全に関連した機関/組織の活動に関する各者間の情報交換のためのフォーラムを提

供する。IACRS は、EC、FAO、IAEA、ILO、OECD/NEA、PAHO、原子放射線の影響に関する国連科学

委員会（UNSCEAR）及び WHO のメンバーで構成されている。次の非政府組織は現在オブザーバーの地

位を持っている：国際放射線単位測定委員会（ICRU）、ICRP、国際電気標準会議（IEC）＊、国際放射線

防護学会（IRPA）＊及び国際標準化機構（ISO）。 
＊（訳注） 英語原文には、（IEC）と（IRPA）の略称はないが訳文に追記している。 



 

合での議論の基礎となった。技術会合は基本安全基準の新たな改定版について、可能な限り

ICRP の新たな主勧告に従うこと、特に被ばく状況について ICRP Publ. 1038に示された区

分：「計画被ばく状況」、「緊急時被ばく状況」、「現存被ばく状況」に従うよう結論付けた。 
技術会合は、更に新たな改定版の構成について、「計画被ばく状況」、「緊急時被ばく状況」、

「現存被ばく状況」の呼称に準拠させることを勧告するとともに、対応する主要な章につい

ては：職業被ばく、公衆被ばく、（「計画被ばく状況」についてのみ）医療被ばくのように、

類似の技術用語に従うことを勧告した。また技術会合は、すべての被ばく状況に対して適用

可能な一般要件に関する主要な章を設けることを勧告した。 
また、技術会合は、基本安全原則と一致するように、新たな改定版では環境防護を取り扱

うことを勧告した。 
新たな改定版の本文は、UNSCEAR による所見と ICRP による勧告を考慮している。技

術会合は、線量限度の値とそれと関連した線量について、新たな改定版において変更しない

ことを確認している。これは、線量の名目リスク係数に関して放射線防護の基礎をなす放射

線生物学について大きな変更が無いことをUNSCEAR と ICRP の双方が述べていたからで

ある。 
4 つの IAEA 分野別安全基準委員会は、新たな改定版について提案された構成に関する技

術会合の決定事項について、2007 年遅くに開催されたそれぞれの会合において承認した。 
2007 年 9 月、IAEA 総会は、決議 GC(51)/RES/11 として、ICRP による 2007 年勧告の

近日出版を確認するとともに、基本安全基準事務局に対して、ICRP による勧告と矛盾を来

さないようにしつつ、改定による規制当局への影響と国際基準の安定性を維持することの

重要性について説明するとともに、1996 年版基本安全基準への改定案について注意深く熟

慮し根拠を示すことを再度求めた。 
草案作成及びレビューに関する更なる共同策定機関との会合は、2007 年後半から 2009

年にかけて開催された。IAEA 分野別安全基準委員会といくつかの共同策定機関からの専門

家グループは、新たな改定版の草稿に対して 2008 年と 2009 年に意見を述べた。共同策定

機関が参加した更なる技術会合は 2009 年 12 月に開催され、2009 年 11 月に ICRP によっ 

 
8  INTERNATIONAL COMMISSION ON RADIOLOGICAL PROTECTION, The 2007 
Recommendations of the International Commission on Radiological Protection, Publication 103, 
Elsevier (2007). 



 

て発表されたラドンに関する声明文について議論するとともに、この声明文の新たな改定

版への影響について評価した。技術会合は新たな改定版について、住居でのラドンによる被

ばくとラドンによる職業被ばくに関する本文について勧告した。 
新たな改定版の草稿は、意見聴取のために、IAEA 加盟国に対して 2010 年 1 月 28 日に

提出された。それぞれの共同策定機関はそれぞれの手順と手続きによって、意見聴取のため

に本部又はその加盟国に対して草稿を提出した。意見受付期限の 2010年 5月 31日までに、

1500 を超える意見が 41 の IAEA 加盟国と共同策定機関から寄せられた。これらの意見は、

改定草稿の準備において考慮された。 
原子力安全基準委員会と輸送安全基準委員会は、2010 年 11 月にそれぞれの会合におい

て、新たな改定版の草稿を承認した。放射線安全基準委員会と廃棄物安全基準委員会は、

2010 年 12 月にそれぞれの会合において、新たな改定版の草稿を承認した。これらの委員

会は、安全基準委員会によって新たな改定版の草稿が承認される前に、眼の水晶体への線量

限度について ICRP が声明を発することになっていることを確認した。 
ICRP は 2011 年 4 月、組織反応に関する声明を発表した。この中で ICRP は、職業被ば

くにおける眼の水晶体への等価線量に関する線量限度について、5 年間で平均 1 年当たり

20 mSv（ただし、その 5 年間の内のどの 1 年間においても 50 mSv を超えない）を勧告し

た。それまでは、眼の水晶体への線量限度は 1 年当たり 150 mSv であった。安全基準委員

会は 2011 年 5 月に開催された会合において新たな改定版の草稿を承認したが、眼の水晶体

について提案された新たな線量限度を加盟国が協議するように要請した。加盟国は 2011 年

7 月 7 日までに、眼の水晶体について提案された新たな線量限度に関して意見を表明するよ

うに招請された。放射線安全基準委員会の新旧委員長の勧告を受けて安全基準委員会委員

長は、2011 年 7 月 12 日に、眼の水晶体に関する新たな線量限度を承認した。 
 

国際基本安全基準の適用について 
 
基本安全基準事務局の IAEA 理事会への提出を受けて（GOV/2011/42）、理事会は 2011

年 9 月 12 日の会合において、新たな改定版の英語草稿について、「IAEA 憲章第 III 条 A.6
に基づいた IAEA の安全基準である」9とするとともに「IAEA 事務局長に対して本安全要

件を公布し、それらの本安全要件を安全基準シリーズの中の安全要件出版物として発行す 

 
9 Statute of the International Atomic Energy Agency, IAEA, Vienna (1990). 



 

る権限を与えることとした」。IAEA 理事会は、また加盟国に対して、「本安全要件を満たす

ための準備を実行に移すこと」を促した。IAEA 総会はその第 55 回年次総会での決議

GC(55)/RES/9 において、加盟国に対し「IAEA によって発行された安全基準について加盟

各国の国内での規制プログラムにおいて用いること」を促すとともに、「～加盟各国の国内

規制と指針について国際的に確立された規制と指針に定期的に合わせることの必要性を指

摘した」。 
本基準は、放射線安全に係る国際的なベンチマークを具体化したものであり、政策策定及

び意思決定に大きな影響を与えるものである。本基準の採用と適用によって国際安全基準

の適用を容易にすることができるとともに、異なる国々での防護と安全のための取り決め

についてより一貫性を高めることができる。したがって、すべての加盟国が本基準を採用し

適用することが望ましい。本基準は、IAEA が自ら行う業務に関して拘束力を持つとともに、

IAEA による支援の下で加盟国が行う業務に関して拘束力を持つことになる。 
本基準はまた、共同策定機関がその業務を行う際にも適用されるものである。本基準は、

国、国内規制当局、他の国際機関がそれぞれの活動を行う際に、利用が勧告される。EU 加

盟国におる本基準の適用は、Euratom 法令の履行によって保証されている。他の共同策定

機関に加盟している他の国については、その国自身の活動への適用のために、その国自身の

裁量又は加盟国が遵守すべき義務に従って、本要件を採用することができる。 
本要件を完全に実現するために既存の放射線防護の体系を変更するには時間を要するこ

とが認識されている。IAEA 事務局は、IAEA 自身の業務や IAEA の支援を受けた業務につ

いて、本要件を実現するためには、本要件の採用から 1 年以内に準備が行われる必要があ

ると予見している。 
本基準は、次のような主体によって適用、利用されることを想定している。施設と活動の

許認可に係る権限を持つ規制機関を含めた政府当局；原子力施設を操業する組織、ウラン鉱

山のような鉱物・原材料処理施設、放射性廃棄物管理施設、産業・研究・医療の目的で放射

線源を製造し又は使用する他の諸施設；放射性物質を輸送する組織；施設のデコミッショニ

ングを行う組織；そのような組織や当局を支援するような職員や技術的・科学的支援組織。 
加盟国はまた、その管轄下で行われる原子力や放射線に関連した活動に関する国際条約

に署名している。原子力事故の早期通報に関する条約、原子力事故又は放射線緊急事態の場 



 

合における援助に関する条約、原子力の安全に関する条約、使用済燃料管理及び放射性廃棄

物管理の安全に関する条約、電離放射線からの労働者の保護に関する条約（1960 年、No. 
115）は総じて加盟各国に対して特定の義務を定めている。本基本安全基準及び他の IAEA
安全基準は、これらの国際条約の下で加盟各国がそれぞれの職務遂行を評価するにあたり、

有用な手段を構成するものである。国際条約と IAEA 安全基準は、産業界の基準及び詳細

な国家要件によって適切に補足されて、電離放射線による有害な影響から人と環境を適切

に防護する為の首尾一貫した包括的な基礎を確立するものである。 
本基準と他の IAEA 安全基準はまた、放射線源の安全とセキュリティに関する行動規約、

研究炉の安全に関する行動規範、そして WHO 加盟国に対して法的拘束力を持つ国際協定

である国際保健規則の適用を支援するものである。 
 

IAEA 安全基準の法的性質について 
 

IAEA 安全基準の法的根拠は、IAEA 憲章第 III 条 A.6 に見つけることができる。この条

約の結果、IAEA は次の権限を持つ： 
 
「国際連合の権限のある機関及び関係専門機関と協議し、かつ、適当な場合にはそれらと

協力して、健康を防護し並びに人命及び財産に対する危険を最小にするための安全上の

基準（労働条件のための基準を含む。）を設定し又は採用すること、機関自らの活動並び

に機関が自ら提供し、その要請により提供され又はその管理下若しくは監督下において

提供された物質、役務、設備、施設及び情報を利用する活動に対して、前記の基準が適用

されるように措置を講じること並びに当事国の要請があったときは、いずれかの二国間

若しくは多数国間の取決めに基づく活動に対して又はある国から要請があったときは、

その国の原子力分野における何らかの活動に対して、前記の基準が適用されるように措

置を講じること。」 
 
この権限に従って、IAEA 安全基準の確立に係る最初の一歩は、IAEA 理事会が 1960 年

3 月 31 日に健康安全文書「当機関の安全基準と方策」（INFCIRC/18）を承認した時に踏み

出された。それ以降、IAEA 憲章第 III 条 A.6 と「当機関の安全基準と方策」（INFCIRC/18）
に従って、様々な安全基準（例えば基本安全基準や IAEA の輸送規則）が確立された。「当 



 

機関の安全基準と方策」（INFCIRC/18）は 1975 年に改定され、1976 年 2 月に IAEA 理事

会によって承認された（INFCIRC/18/Rev.1 に再掲）。 
INFCIRC/18/Rev.1 の第 1 段落には次のような関連する定義が記載されている： 
 
「1.1 「安全基準」とは、人と環境を電離放射線から防護し、生命と財産への危険を最

小化するための基準、規制、規則又は活動規約を意味する。 
 
「1.2 「当機関の安全基準」とは、理事会の権限の下で当機関によって確立された安全

基準を意味する。そのような基準は次に記載する事柄を構成する： 
 
(a) 当機関の放射線防護のための基本安全基準、これは最大許容線量と線量限度を規定

する； 
(b) 当機関の特定の規制、これは特定の業務に関連した安全規定である；及び 
(c) 当機関の活動規約、これは特定の活動のための最低要件を定めるもので、経験と現在

の技術に鑑みて、適切な安全を保証するために実現されるものでなければならない。

活動規範は、適切な方法によって、それらを実行する際に従う必要が生じ得る手続き

に関する情報を指し示す安全指針によって補足される。 
 
「1.3 「安全対策」とは、安全基準の遵守を保証するような任意の行動、条件、又は手

続きのことである。」 
 

本文の解釈 
 
本基準において適用される定義のリストが含まれている。定義リストには次のようなも

のが含まれる：「IAEA 安全用語集：原子力安全と放射線防護で用いられる用語（2007 年版）」

の見出しに記載されていない新たな用語の定義；IAEA 安全用語集（2007 年版）の中の見

出しで定義されている用語について更新された定義；参照を容易にするために引用してい

る既存の用語及び IAEA 安全用語集（2007 年版）の見出しに記載されている既存の定義。

新たな用語と更新された定義に関する見出しは IAEA 安全用語集の次回改定版に含まれる

予定で、これにより、IAEA 安全基準の目的に沿って、更新された定義が既存の定義に置き

換わることとなる。更に関連した用語について、当文書において含まれていない定義は、

IAEA 安全用語集に記載されている。以下のサイトも参照されたい：http://www-
ns.iaea.org/standards/safety-glossary.asp 
  



 

当文書には CD-ROM も含まれており、この中には、IAEA 安全用語集（2007 年版）と基

本安全原則（2006 年）それぞれのアラビア語、中国語、英語、フランス語、ロシア語及び

スペイン語版が入っている。CD-ROM は、個別に購入可能である。以下のサイトを参照さ

れたい：http://www-pub.iaea.org/MTCD/publications/publications.asp 
本基準の本文は、英語のみで開催された、草案作成及びレビューに関する会合並びに技術

会合において策定された。IAEA 事務局は、本基準の草稿について、アラビア語、中国語、

フランス語、ロシア語、スペイン語の公式訳を作成した。これは、承認を得るため IAEA 理

事会に対して新たな改定版の草稿を提出することを目的としたものである。承認された本

文は、2011 年 11 月に、IAEA 安全基準シリーズにおいて英語のみの暫定版の中で安全要件

出版物として発行された。この暫定版は、他の共同策定機関に対して承認を得るために提出

された。本基準の新たな改定版草稿に関して、IAEA 理事会のために IAEA 事務局が作成し

たアラビア語、中国語、フランス語、ロシア語、スペイン語への公式訳は、付属 CD-ROM
の中の暫定版に含まれている。 
当文書の中で引用されている参考文献は、本基準が確立した時点での最新版に対するも

のである。当文書で引用している参考文献の最新版は、国の法令によって採択されている場

合がある。当文書において引用されている出版物が最新版に置き換わっている場合には、最

新版を確認されたい。以下のサイトも参照されたい：http://www-ns.iaea.org/standards/ 
IAEA 事務局は、本安全基準に関しては、アラビア語、中国語、フランス語、ロシア語、

スペイン語、英語において、共同策定された IAEA 安全要件の出版物として発行すること

になっている。技術内容、用語、言語に関する意見や質問並びに明らかな過誤、省略又は翻

訳の間違いに関する通知については、IAEA 事務局による将来的な審査過程における考慮の

ために、Rad.prot.unit@iaea.org と Safety.Standards@iaea.org 宛てに電子メールで、又は

IAEA 安全基準ウェブサイト http://www-ns.iaea.org/standards/ 経由で提出することがで

きる。 
IAEA は、すべての共同策定機関を代表し、本基準に関しコンセンサスの形成と到達に至

るプロセスにおいて、また、草案作成、レビュー及び改定作業におついて尽力されたすべて

の関係諸氏に対して、心からの謝意を表す。 
  



 

 



 

IAEA 安全基準 
 

背景 
 
放射能は自然現象であり、自然放射線源（自然線源）は環境の特徴である。放射線及び放

射性物質には、発電から医療、産業及び農業における利用まで、多くの有益な用途がある。

これらの利用から生じ得る作業者及び公衆並びに環境に対する放射線リスクは、評価され

なければならず、必要ならば管理しなければならない。 
したがって、放射線の医療利用、原子力施設の運転、放射性物質の生産、輸送及び利用や

放射性廃棄物の管理などの活動には安全基準を適用しなければならない。 
安全を規制することは各国の責任である。しかし、放射線リスクは国境を越える場合があ

り、国際協力は、経験を共有することによって、また、危険性を管理する、事故を防止する、

緊急事態に対応する、そしてあらゆる有害な影響を緩和する能力を高めることによって、グ

ローバルな安全体制を促進し強化することに役立つ。 
各国には、注意及び配慮の義務があり、国内の、また国際的な義務を遂行することが求め

られている。 
国際安全基準は、環境の防護に関するものなど、国際法の一般原則に基づくその義務の遂

行において各国に支援を提供するものである。国際安全基準はまた、安全に対する信頼を促

進し保証するとともに、国際商業や貿易も容易にする。 
グローバルな原子力安全体制は実施されており、常に改善されている。拘束力のある国際

的な協定及び国内安全基盤の実施を支える IAEA 安全基準は、このグローバル体制の基礎

である。IAEA 安全基準は、これらの国際条約に基づく遂行を締約国が評価するための有用

な手段となる。 
 

IAEA 安全基準 
 

IAEA 安全基準の位置づけは IAEA 憲章に由来しており、同憲章は、国連の所管機関及び

関係専門機関と協議並びに適切な場合には協力して、健康を防護するとともに生命及び財

産に対する危険を最小化するための安全基準を策定又は採用し、それらの適用を規定する

権限を IAEA に付与している。 
  



 

電離放射線の有害な影響からの人と環境の防護を保証するために、IAEA 安全基準は、人

の放射線被ばく及び放射性物質の環境への放出を管理し、原子炉炉心、核連鎖反応、放射性

線源又は他のあらゆる放射線源に対する管理の喪失につながるかもしれない事象の可能性

を限定し、そのような事象が仮に起こった場合にはその影響を緩和するための基本的な安

全原則、要件及び措置を定めている。これらの基準は、原子力施設、放射線及び放射性線源

の利用、放射性物質の輸送や放射性廃棄物の管理など、放射線リスクを生じさせる施設と活

動に適用されている。 
安全対策とセキュリティ対策1はともに、人の生命及び健康並びに環境の防護を目的とし

ている。安全対策とセキュリティ対策は、セキュリティ対策が安全を損なうこと及び安全対

策がセキュリティを損なうことのないように統合的に計画し実施しなければならない。 
IAEA 安全基準は、人と環境を電離放射線の有害な影響から防護するうえで高いレベルの

安全を形成するものに関する国際的なコンセンサスを反映している。これらの基準は、3 つ

のカテゴリーを有する IAEA 安全基準シリーズとして発行されている（図 1 を参照）。 
 

安全原則 
安全原則は、基本的な安全目的及び防護と安全の原則を示したものであり、安全要件の基

礎となっている。 
 

安全要件 
統合されたかつ一貫した一連の安全要件は、現在と将来の両方において人と環境の防護

を保証するために満たされなければならない要件を定めたものである。これらの要件は、安

全原則の目的及び原則によって決定されている。要件が満たされていない場合、要求される

安全水準を達成又は回復するための措置を講じなければならない。これらの要件の形式及

び文体は、国内の規制枠組みを調和された方法で確立するために要件を利用することを容

易にしている。安全要件は、満たされるべき付随条件の記述とともに「しなければならない

（shall）」文を用いている。特定の当事者に向けられていない要件は多くあり、これは、適

切な当事者がそれらの要件を充足する責任を負うことを含意する。 
  

 
1 IAEA 核セキュリティシリーズとして発行されている出版物も参照のこと。 



 

 
 

図１ IAEA 安全基準シリーズの長期的な構造 

 
安全指針 
安全指針は、安全要件に従う方法に関する勧告及びガイダンスを提供するものであり、勧

告された措置（又は同等の代替措置）を講じることが必要であるという国際的なコンセンサ

スを示している。安全指針は国際的な良好事例を示したものであるが、高い安全レベルの達

成に取り組むユーザーを助けるために最善事例をますます反映するようになっている。安

全指針に示される勧告は、「すべきである（should）」文として表現されている。 
 

IAEA 安全基準の適用 
 

IAEA 加盟国における安全基準の主たるユーザーは、規制機関及び他の関連する国の当局

である。IAEA 安全基準は、共同策定機関によって、また、原子力施設を設計し、建設し運

転する多くの組織並びに放射線及び放射性線源の利用に関わる組織によっても利用されて

いる。 
  

 

 

 

 

 

 
一般安全要件 

 

 

 

 

 

 

 

安全指針集 



 

IAEA 安全基準は、関連性に応じて、平和目的のために利用されるすべての施設及び活動

－既存のものと新規のもの－の供用期間全体を通して、また、存在する放射線リスクを低減

するための防護措置に対して適用可能である。これらの基準は、施設及び活動に関する国内

規制のための参考文献として各国によって利用されうる。 
IAEA 憲章によって、安全基準は、IAEA 自身の活動に関して IAEA を、また、IAEA に

よって支援される活動に関して各国を拘束するものとなっている。 
IAEA 安全基準は、IAEA の安全レビューサービスの基礎にもなっており、また、教育カ

リキュラム及び訓練コースの開発など、能力構築を支援するために IAEA によって利用さ

れている。 
国際条約には IAEA 安全基準に含まれるものと同様の要件が含まれており、条約によっ

てこれらの要件は締約国を拘束するものとなっている。国際条約、業界標準及び詳細な国内

要件によって補完された IAEA 安全基準は、人と環境を防護するための一貫した基礎を確

立するものである。安全には、国レベルで評価することが必要な特別な側面もいくつかある

ことになる。たとえば、IAEA 安全基準の多く、特に計画又は設計における安全の側面を扱

ったものは、主として新規の施設及び活動に適用することが意図されている。IAEA 安全基

準に定められているこれらの要件は、以前の基準にしたがって建設された一部の既存施設

においては完全には満たされないかもしれない。そのような施設に IAEA 安全基準をどの

ように適用すべきかは、それぞれの国の決定に委ねられる。 
IAEA 安全基準の根底にある科学的な考察は、安全に関する決定のための客観的な基礎と

なる；しかし、意思決定者は、情報に基づく判断も行わなければならず、ある措置又は活動

の便益とそれに伴う放射線リスク及びそれが生じさせる他のあらゆる有害な影響の最適な

バランスを取る方法を決定しなければならない。 
 

IAEA 安全基準の策定プロセス 
 
安全基準の作成及びレビューには、IAEA 事務局及び 4 つの分野ごとの安全基準委員会

（SSC）すなわち、原子力安全（NUSSC）、放射線安全（RASSC）、放射性廃棄物安全（WASSC）

並びに放射性物質安全輸送（TRANSSC）の各分野に関する安全基準委員会、そして IAEA
安全基準プログラムを監督する安全基準委員会（CSS）が関与している（図 2 を参照のこ

と）。 
すべての IAEA 加盟国は、安全基準委員会（SSC）のために専門家を推薦することがで

き、ドラフト基準に対するコメントを提示することができる。安全基準委員会（CSS）の構

成員は、事務局長により任命され、国内基準の規定に責任を有する政府高官を含む。 
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図２ 新規の安全基準の策定又は既存の基準の改定のためのプロセス 

 
 

IAEA 安全基準の計画立案、策定、審議、改定及び確立プロセスのために、マネジメント

システムが構築されている。これは、IAEA の義務、安全基準、政策及び戦略の将来的な適

用の展望、そして対応する職務及び責任を表現したものである。 
 

他の国際機関との相互作用 
 
原子放射線の影響に関する国連科学委員会（UNSCEAR）の所見及び国際的な専門家の

団体、特に国際放射線防護委員会（ICRP）の勧告は、IAEA 安全基準の策定において考慮 

CSSによる承認 

事務局と外部有識者 
新規の起草または、 
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事務局により準備される概要 
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最終草案 
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されている。いくつかの安全基準は、国連組織の食糧農業機関、国連環境計画、国際労働機

関、OECD 原子力機関、汎米保健機構や世界保健機関など、国連組織内の他の機関又は他

の専門機関と協力して策定されている。 
 

文章の解釈 
 
安全関連用語は、IAEA 安全用語集に示された定義に沿って理解されることになる

（http://www-ns.iaea.org/standards/safety-glossary.htm を参照）。そこに示されていない

語句は、コンサイス・オックスフォード辞書の最新版の中で割り当てられている綴り及び意

味で用いられる。安全指針の場合、英語版の文章が正式版である。 
IAEA 安全基準シリーズにおける各基準の背景及び前後関係並びにその目的、範囲及び構

成は、各出版物の第 1 章「はじめに」のなかで説明されている。 
本文中には適切な場所がない資料（たとえば、本文の補足である又は本文から独立してい

る、本文における記述を裏づけるために含まれている、もしくは計算の方法、手順又は制限

及び条件を説明する資料）は、付録又は添付資料の中に示される場合がある。 
付録が含まれている場合、これは安全基準の一部として不可欠な部分を形成するとみな

される。付録に含まれている資料の位置づけは本文と同じであり、IAEA がその著者となる。

添付資料及び本文の脚注が含まれている場合、これは実例もしくは追加の情報又は説明を

示すために用いられている。添付資料及び脚注は、本文の一部として不可欠な部分ではない。

IAEA によって出版された添付資料は、必ずしも IAEA の著作物として発行されているわけ

ではない；他の著者による資料が安全基準の添付資料の中に示される場合もある。添付資料

の中に示されている外部の資料は、一般に有用なものとなるように必要に応じて抜粋され

改作されている。 
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1．はじめに 
 
 

背景 

 
1.1. 一般安全要件となる本書、すなわち、IAEA 安全基準シリーズ No. GSR Part 3、放射

線防護と放射線源の安全：国際基本安全基準（以下「本基準」という）は、IAEA 安全基準

シリーズとして発行される。これは、1996 年に発行された電離放射線に対する防護と放射

線源の安全のための国際基本安全基準（1996 年版 BSS）1を置き換わるものである。1 章で

は、要件は含んでいないが、後に続く 2 章から 5 章と付則において確立されている要件の

関連状況や概念、原則について説明している。 
 
1.2. 放射能は自然現象であり、自然放射線源（自然線源）は環境の特徴である。放射線2と

放射性物質には人工起源のものもあり、医療、産業、農業、研究そして原子力発電での使用

といった多くの有益な用途がある。放射線及び放射性物質の使用から生じる可能性のある

人と環境への放射線リスクについては、安全基準を適用することにより評価し、管理しなけ

ればならない3。 
 
1.3. 人の組織又は臓器の放射線被ばくは、被ばくした組織又は臓器の機能を損なうほど重

大な細胞死を引き起こす可能性がある。この種の影響は「確定的影響」と呼ばれ、放射線量

があるしきい値を超える場合にのみ個人について臨床的に観察可能である。線量がしきい

値レベルを超えると、確定的影響は線量が高くなるにつれより重篤になる。 
  

 
1 国連食糧農業機関、国際原子力機関、国際労働機関、経済協力開発機構／原子力機関、汎米保健機構、

世界保健機関、「電離放射線に対する防護と放射線源の安全のための国際基本安全基準」、IAEA 安全シリ

ーズ第 115 号、IAEA、ウィーン（1996 年）。 
2 「放射線」という用語はこの文脈の中で電離放射線を意味する。 
3 1 章の「しなければならない（must）」と記されている義務は、基本安全原則から引用している[1]。 
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1.4. 放射線の被ばくは、細胞の非致死性の形質転換を誘発する可能性もあり、形質転換し

た細胞は依然として細胞分裂能力を維持する可能性がある。異常な細胞を検知し破壊する

のには、人体の免疫系は効果的である。しかしながら、もしその細胞が体細胞であると、細

胞の非致死性の形質転換は、ある潜伏期間の後にがんを誘導する可能性がある；一方、もし

その細胞が生殖細胞であると、そのような細胞の変異は遺伝性影響を招く可能性がある。こ

のような影響は「確率的」影響と呼ばれる。本基準の目的のため、確率的影響の起きる確率

は、しきい値がなく、被ばく線量に比例するものと仮定している。すべてのがんリスクと遺

伝性影響のリスクを含む「損害で調整された名目リスク係数」は 5 %/Sv である[2]。このリ

スク係数は、新たな科学的知見が得られるたびに調整する必要があるかもしれない。 
 
1.5. 本基準で定める要件は、基本安全原則[1]の目的、概念と原則に準拠している。本基準

は、1996 年版 BSS4の要件を適用するに当たり加盟国の経験から導出された情報を、そし

て放射線と原子力技術を活用するに当たって多くの国における経験から導出された情報を

参考としている。また、放射線の健康影響及び線源の安全な設計と運用に関する対策や技術

に取り組む、各国のまた国際的な科学技術組織による広範な研究開発の成果も参考として

いる。本基準はまた、原子放射線の影響に関する国連科学委員会（UNSCEAR）の報告[3]
及び国際放射線防護委員会（ICRP）の勧告[2]についても考慮している。科学的考察は防護

と安全に関する意思決定の根拠のすべてではないので、本基準では、リスク管理に関連する

価値判断の用例についても述べている。 
 
防護と安全の体系 
 
1.6. 基本安全原則[1]に記述されているとおり、「基本安全目的は、人及び環境を電離放射

線の有害な影響から防護することである」。この目的は、放射線リスクを生じる施設の操業 

 
4 国連食糧農業機関、国際原子力機関、国際労働機関、経済協力開発機構／原子力機関、汎米保健機構、

世界保健機関、「電離放射線に対する防護と放射線源の安全のための国際基本安全基準」、IAEA 安全シリ

ーズ第 115 号、IAEA、ウィーン（1996 年）。 
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又は活動の実施を不当に制限することなく達成されなければならない5。したがって、防護

と安全の体系は、健康影響のリスクと環境に与えるリスクを含む放射線リスクが合理的に

達成可能な限り低減されるよう、放射線からの被ばくを評価、管理及び制御することを目的

とする。 
 
1.7. 本基準は、基本安全原則[1]における以下の原則に基づいている： 
 
原則 1：安全に対する責任 
 

安全のための一義的な責任は、放射線リスクを生じる施設と活動に責任を負う個人又

は組織が負わなければならない。 
 
原則 2：政府の役割 
 

独立した規制機関を含む安全のための効果的な法令上及び行政上の枠組みが定められ、

維持されなければならない。 
 
原則 3：安全に対するリーダーシップとマネジメント 
 

放射線リスクに関係する組織並びに放射線リスクを生じる施設と活動では、安全に対

する効果的なリーダーシップとマネジメントが確立され、維持されなければならない。 
 
原則 4：施設と活動の正当化 
 

放射線リスクを生じる施設と活動は、正味の便益をもたらすものでなければならない。 
  

 
5 「放射線リスク」という用語は、以下について一般的な意味で用いられる： 

— 放射線被ばくの有害な健康影響（そのような影響の生じる可能性を含む）。 
— 以下の直接的な結果として生じる可能性のあるその他の安全に関連するリスク（環境に対するもの

を含む）： 
・放射線の被ばく； 
・放射性物質（放射性廃棄物を含む）の存在又は環境への放出； 
・原子炉の炉心、核連鎖反応、放射性線源又はその他のすべての放射線の発生源に対する制御の喪

失。 
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原則 5：防護の最適化 
 

合理的に達成できる最高レベルの安全を実現するよう防護を最適化しなければならな

い。 
 
原則 6：個人へのリスクの制限 
 

放射線リスクを制御するための対策は、いかなる個人も害の許容できないリスクを負

わないことを保証しなければならない。 
 
原則 7：現在及び将来の世代の防護 
 

現在及び将来の人と環境を放射線リスクから防護しなければならない。 
 
原則 8：事故の防止 
 

原子力又は放射線の事故を防止及び緩和するために実行可能なすべての努力をしなけ

ればならない。 
 
原則 9：緊急事態への備えと対応 
 

原子力又は放射線の異常事象に対する緊急事態への備えと対応のための取決めを行わ

なければならない。 
 
原則 10：現存又は規制されていない放射線リスクの低減のための防護措置 
 

現存又は規制されていない放射線リスクの低減のための防護措置は、正当化され、最適

化されなければならない。 
 
正当化、防護の最適化、線量限度の適用という放射線防護の 3 原則については、安全原則

[1]の 4、5、6 及び 10 にも明記されている。 
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1.8. 安全に対する一義的責任は、放射線のリスクを生じる施設と活動6に責任を負う個人

又は組織にある[1]。他の関係者も一定の責任を負う。例えば、放射線発生装置と放射性線

源の供給者は、それらの安全に使用するための設計及び製造並びに操作説明書に関し責任

を負う。医療被ばくの場合、医療現場でそのような被ばくが発生するため、患者の防護と安

全に対する一義的責任は、本基準に「放射線臨床医」と記されている放射線量の管理の責任

者である医療従事者（health professional）にある。他の種類の医療従事者（health 
professionals）が、放射線診療手技の準備と実施に関与する可能性があり、本基準に定める

とおり、それぞれの種類で具体的な責任を負う。 
 
1.9. 安全のために正しく構築された政府、法律及び規制の枠組みは、放射線リスクを引き

起こす施設と活動に対する規制を定めている。政府から、規制機関、そして放射線被ばくを

伴う活動に責任を負う組織やそれに従事する個人に至るまで、この枠組みの中の責任にも

階層がある。政府は、各国のまた国際的な義務を有効に果たすために必要と思われる法律、

規制、基準や対策から成る国の法制度内での採択と、独立した規制機関の設置に対し責任を

負う。複数の政府組織が、放射線や放射性物質の規制に関する管轄内の活動について、規制

機関としての役割を果たしている場合もある。 
 
1.10. 人と環境を有害な放射線の影響から防護するための基準の設定と規制の枠組みの設

定においては、政府と規制機関の双方が重要な責任を負う。これらの基準は、政府の部局及 

 
6 「施設と活動」という用語は、人々を自然起源又は人工の線源による放射線リスクに曝露させ得るいか

なる人間活動をも含有する一般的用語である。「施設」という用語は、原子力施設、照射施設、ウラン鉱山

のような採鉱及び原材料処理施設、放射性廃棄物管理施設、そして防護と安全の配慮が要求される規模で、

放射性物質が製造、処理、使用、取扱い、保管、処分されている場所又は放射線発生装置が設置されている

場所などを指す。「活動」という用語は、産業、研究、医療目的での放射線源の製造、使用、輸出入、放射

性物質の輸送；施設のデコミッショニング；放流物の排出といった放射性廃棄物管理活動；そして過去の

活動からの残渣による影響を受けたサイトの修復における側面などを含む。 
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び規制機関を含む防護と安全に責任を負う諸機関との間の調整、また政府の部局と公衆衛

生、環境、労働、鉱業、科学技術、農業、教育に関係する諸機関との間の調整がなされるこ

とを確実にすることを政府に要求する。 
 
1.11. 政府はまた、必要に応じて、教育や訓練などのサービス、技術サービス、必要となり

得る機能を支援するための規定が確実に整っていることに対しても責任を負う。このよう

なサービスが国内で利用できない場合、それを提供する他の仕組みを検討する必要がある

かもしれない。一方、規制機関は、要件や基準の確立、施設と活動の許認可と検査、立法上

の規定や規制上の規定の施行など、要件とされる規制機能の実施に責任を負う。 
 
1.12. 安全に関する事項でのリーダーシップは組織の最高レベルで実証されなければなら

ず、安全は効果的なマネジメントシステムを通して達成・維持されなければならない。この

システムは、防護と安全に関する要件が、経済的考察とともに、健康、人的パフォーマンス、

品質、環境の防護及びセキュリティに関するものといった他の要件と首尾一貫した方法で

設定、適用されるよう、マネジメントのすべての要素を統合しなければならない。このマネ

ジメントシステムはまた、安全文化の促進、安全に係る実績の定期評価、学び得た教訓の適

用を確実なものにしなければならない。安全文化は、リーダーシップ、マネジメント及びす

べての階層で要員の安全への個人と集団での関与を含む。「マネジメントシステム」という

用語は、「品質管理」（製品の品質を管理すること）の初期概念及びその「品質保証」（製品

の品質を保証するシステム）を通じて進化したもの並びに「品質マネジメント」（品質をマ

ネジメントするシステム）のすべてを含む。 
 
1.13. 新たな放射線源の導入、被ばく量の変化又は被ばくの可能性の変化を伴う施設の操

業又は活動の実施は、生じる損害が、予期される個人と社会の便益が上回るという観点から

正当化されなければならない。損害と便益の比較は、しばしば防護と安全の考慮の域を超え

て、経済的、社会的及び環境上の要因の考慮も含む。 
 
1.14. 医療被ばくに正当化の原則を適用するには、特別なアプローチが必要である。医療

被ばくの包括的な正当化として、医療における放射線の使用が患者に害より益をもたらす

ことが、認められている。ただし、次の段階では、保健当局が適切な専門機関と連携して、 
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実施する所定の放射線診療手技について、総合的に正当化する必要がある。このことは、進

歩に伴う新たな技術や技法の正当化にも該当する。正当化の最終段階では、ある特定の個人

への放射線診療手技の適用について考察されなければならない。照射の具体的な目的、臨床

状態、関係する個人の特徴については、専門機関と保健当局が作成する参照ガイドラインに

より考慮に入れなければならない。 
 
1.15. 作業者と公衆の構成員及び放射線診療手技を受ける患者の介護者と介助者の被ばく

に適用される場合の防護と安全の最適化とは、社会的、経済的、環境上の要因を考慮に入れ

た上で、被ばくの起こり易さと大きさ及び被ばく人数が合理的に達成可能な限り低くなる

ことを確実にするためのプロセスである。このことは、防護のレベルが、その時点で広く見

られる状況の下において最善であることを意味する。最適化とは、定性的判断と定量的判断

の両方を必要とする前向きで、相互作用的なプロセスである。 
 
1.16. 正当化の場合と同様に、患者の医療被ばくや、生物医学研究プログラムの一環とし

てのボランティアの医療被ばくへ最適化の原則を適用するには、特別なアプローチが必要

である。がんが治癒しない又は画像が適切な診断ができる品質でないなど、低すぎる線量は

高すぎる線量と同様に悪影響があると考えられる。医療被ばくが必要な結果をもたらすこ

とが最も重要である。 
 
1.17. 計画被ばく状況においては、職業被ばくと公衆被ばくに対する特定の線量限度を超

えないこと及び防護と安全が期待されるレベルに到達するために最適化が適用されること

を確実にするために、被ばくとリスクは制御の対象となる。 
 
1.18. 原子力又は放射線の事故を防止し、緩和するために、あらゆる実際的取り組みを実

施しなければならない。施設と活動に端を発する最も有害な影響は、原子炉炉心、核分裂連

鎖反応、放射線源又は他の線源に対する制御喪失により発生してきた。それ故、有害な影響

を伴う事故の可能性が非常に低くなることを確実にするためには、以下の対策が講じられ

なければならない： 
 

— そのような制御不能に結びつくかもしれない故障又は異常状態（セキュリティの違

反を含む）の発生を防ぐこと； 
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— 生じ得るあらゆる故障又は異常状態の段階的拡大を防ぐこと； 
— 放射性線源や他の線源の喪失又は制御喪失を防止すること。 

 
1.19. 原子力又は放射線の異常事象に対する緊急事態への備えと対応のための配備が行わ

れなければならない。原子力又は放射線の緊急事態への備えと対応の主たる目標は、以下の

とおりである： 
 

— 原子力又は放射線の緊急事態に対して、現場で有効な対応についての配備と、また適

宜地元、地方、各国のまた国際的なレベルで有効な対応についての配備を確実にする

こと； 
— 合理的に予測可能な異常事象の場合、放射線リスクが確実に軽微となるようにする

こと； 
— 実際に生じたすべての異常事象に対して、人の生命と健康及び環境への影響を緩和

するための実際的対策を講じること。 
 
被ばく状況の種類 
 
1.20. 防護と安全に関する実際的要件を定める目的で、本基準は被ばく状況を、計画被ば

く状況、緊急時被ばく状況及び現存被ばく状況の 3 つに区別している[2]。これら 3 つの被

ばく状況は、本基準が適用される被ばく状況をすべて網羅している： 
 
(a) 計画被ばく状況とは、計画に基づく線源の運用や、結果的に線源により被ばくするとい

うような、計画に基づく活動から生じる被ばく状況である。関連する活動を開始する前

に防護と安全のための規定を定めることが可能であるため、関連する被ばくとその発

生の可能性は最初から制限することができる。計画被ばく状況において被ばく量を制

御する主たる方法は、設備、機器及び操作手順を良好に設計し、訓練を行うことである。

計画被ばく状況では、あるレベルの被ばくが発生することは予測することができる。被

ばくが確実に発生することは予測されないが、事故又は不確実な単一事象若しくは一

連の事象が原因で生じる可能性がある場合、その被ばくは「潜在被ばく」と呼ばれる。 
(b) 緊急時被ばく状況とは、事故、悪意のある行為又はその他の予期せぬ事象の結果発生し、

悪影響を回避又は低減するために迅速な措置を必要とする被ばく状況である。予防措

置と緩和活動は、緊急時被ばく状況が発生する前に考慮されなければならない。しかし、 
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一旦緊急時被ばく状況が実際に発生すれば、被ばく量は、防護措置を講じることによっ

てのみ低減可能である。 
(c) 現存被ばく状況は、制御の必要性について判断しなければならないときに既に存在す

る被ばく状況である。現存被ばく状況には、自然バックグラウンド放射線による被ばく

が含まれる。また、それには、規制上の管理の対象でなかった過去の行為に由来する残

留放射性物質による被ばく又は緊急時被ばく状況の終了後に残存する放射性物質によ

る被ばくも含まれる。 
 
潜在被ばくの評価において検討された単一事象又は一連の事象が実際に発生した場合には、

計画被ばくとして取り扱われるか又は緊急事態が宣言されている場合は緊急時被ばく状況

として取り扱われることがある。 
 
1.21. 上記 1.20 項に提示されている 3 つの被ばく状況の説明は、ある状況においてどの被

ばく状況が該当するかを明確に決定するには、それだけでは必ずしも十分ではない。例えば、

緊急時被ばく状況から現存被ばく状況への移行は時間の経過とともに漸次起こることがあ

り、また自然線源による被ばくには、計画被ばく状況と現存被ばく状況の両方の特徴がある

と思われるものがある。本基準では、実際的な考察によりある状況への最も適切な被ばく状

況が判断されている。本基準の目的は、宇宙放射線による航空機乗務員の被ばくについては、

5 章の現存被ばく状況の中で考察されている。宇宙放射線からの宇宙飛行士の被ばくは例外

的状況を代表するものであり、5 章で個別に考察されている。 
 
線量拘束値と参考レベル 
 
1.22. 線量拘束値と参考レベルは、防護と安全の最適化のために使われ、そこで意図した

結果は、社会的、経済的及び環境上の要因を考慮して、すべての被ばく状況が合理的に達成

可能な限り低いレベルに管理されることである。線量拘束値は、計画被ばく状況における職

業被ばくと公衆被ばくに適用される。線量拘束値は、管理下の各線源別に設定され、それら

は防護と安全の最適化の目的のために選択枝の幅を定める境界条件として与えられる。線

量拘束値は線量限度ではない、すなわち線量拘束値を超えても規制要件を遵守していない

こととはならないが、フォローアップ活動に繋がる可能性がある。 
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1.23. 職業被ばくと公衆被ばくを管理するための線量拘束値の使用の目的は類似するが、

線量拘束値は異なる方法で適用される。職業被ばくにおいては、線量拘束値は、施設と活動

に対して責任がある個人又は組織による防護と安全の最適化において定められ、用いられ

る手段である。計画被ばく状況での公衆の被ばくにおいて、政府又は規制機関が、サイト及

び施設又は活動の特徴、被ばくのシナリオと関心のある人々の見解を考慮して、線量拘束値

の確立又は承認を確実にする。被ばくが生じた後、線量拘束値は、実施されている防護と安

全のために最適化された戦略（防護戦略と呼ばれる）の適合性を評価するため、また必要に

応じて調整するため、ベンチマークとして用いられることがある。線量拘束値の設定は、他

の健康と安全の規定及び利用可能な技術と併せて考慮する必要がある。 
 
1.24. 参考レベルは、緊急時被ばく状況と現存被ばく状況において防護と安全の最適化の

ために用いられる。これは、政府、規制機関又は別の関連当局によって定められ又は承認さ

れる。緊急時被ばく状況と現存被ばく状況における職業被ばくと公衆被ばくに関して、参考

レベルは、防護措置の実施における最適化の目的のために選択肢の幅を特定する境界条件

として与えられる。参考レベルは、これ以上では被ばくの発生を許容する計画が不適切と判

断され、これ以下では防護と安全の最適化が実施されている線量又はリスクのレベルを示

す。参考レベルに選ばれる値は、考慮する被ばくのその時点で広く見られる状況に依存する。

最適化された防護戦略は、被ばく線量を参考レベル以下に保つことを意図している。緊急時

被ばく状況が発生する又は、現存被ばく状況が特定されるとき、実際の被ばくは参考レベル

より上でも下でもあり得る。参考レベルは、追加の防護措置が必要かどうか、もしそうだと

すれば、その適用の優先順位を判断するためのベンチマークとして用いられるだろう。防護

と安全の最適化は、初期線量が参考レベル以下であっても、緊急時被ばく状況と現存被ばく

状況に適用されるべきである。 
 
1.25. ICRP は 2 桁に及ぶ線量範囲を推奨しており、通常その範囲内で線量拘束値や参考

レベルの値が選択される[2]。この範囲の下限では、線量拘束値や参考レベルは、自然起源

の放射線源による被ばくからの 1 年間に受ける線量とは別に、約 1 mSv まで増加を表して 



11 

いる7。それは個人が、個人の便益はほとんど又は全くないが社会一般にとっては便益があ

るかもしれない線源からの放射線に被ばくする場合に用いられる。これには、例えば、計画

被ばく状況における公衆被ばくのための線量拘束値を設定する場合がある。 
 
1.26. 1～20 mSv の線量拘束値又は参考レベルは、被ばく状況が、被ばく自体必ずしも便

益はないが、個人にとって便益がある場合に用いる。それは例えば、計画被ばく状況におけ

る職業被ばくの線量拘束値を設定する又は現存被ばく状況における公衆の構成員のための

参考レベルを設定する場合である。 
 
1.27. 制御されていない線源からの放射線に個人が被ばくしている又は線量低減のための

活動が不釣り合いに破綻しているところでは、20～100 mSv の参考レベルが使用される。

これには、例えば、原子力又は放射線緊急事態後の残存線量の参考レベルを設定する場合が

ある。本基準で特に取り上げる緊急時作業者の被ばくに関連する状況を除き、短期間又は 1
年以内に 100 mSv を超える線量を被るいかなる状況も容認できない。 
 
1.28. 線量拘束値や参考レベルの値の選定は、下記のような被ばく状況の特徴に基づいて

行う： 
 

— 被ばくの性質及び被ばくの低減又は防止の実行可能性； 
— 個人と社会の被ばくによって期待される便益又は被ばく状況の管理に関連する他の

社会的判断基準と同様に、生活環境に害を及ぼすおそれがある予防措置又は防護措

置を回避することの便益； 
— 国際的ガイダンスと他の良好事例を考慮に入れた、国や地域的要因。 

 
1.29. 本基準により要求される防護と安全の体系は、典型的であるが様々な喫煙習慣のあ

る集団の平均的リスクレベルに基づくラドンによる被ばくに対する防護のための判断基準 

 
7 UNSCEAR[4]によると、ラドンを含めた自然起源の放射線源からの世界年平均被ばく線量は、2.4 mSv
である。ある大きな集団においては、約 65 %は 1～3 mSv の年線量を受けるであろう。その集団の約 25 %
は 1 mSv 未満の年線量を、約 10 %は 3 mSv 以上の年線量を受けると見込まれている。 
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を含む。喫煙とラドン被ばくの相乗効果により、喫煙者のラドンによる被ばくの単位線量に

由来する肺がんの絶対リスクは、非喫煙者に比べて大幅に高い[3、5、6]。ラドン被ばくの

リスクに関して人々へ提供される情報には、喫煙者に対するリスクが高まることを強調す

る必要がある。 
 
1.30. 線量拘束値は、介護者と介助者及び生物医学研究プログラムにおいて被ばくするボ

ランティアの防護と安全を最適化する上でも使用される。線量拘束値は、診断や治療のため

の放射線診療手技における患者の放射線被ばくには適用しない。 
 
1.31. X 線医用画像診断、画像誘導インターベンション検査及び核医学診断において、診

断参考レベルは精査が必要かを示唆するために使用される。定期的な評価が、医療施設にお

いて投与される放射性医薬品の標準的な線量や放射能について行われる。もし、投与された

放射性医薬品の標準的な線量又は放射能が既定の診断参考レベルと比較してあまりに高い

か異常に低かった場合には、防護と安全が最適化されているか、あるいは何かしらの是正処

置が必要かを確認するため、現場のレビューが開始される。 
 
環境の防護 
 
1.32. グローバルかつ長期的視点において、施設の運用と活動の実施に関連する放射線リ

スク－特に、国境を越えて、長時間にわたって持続し得るようなリスク－に対する人と環境

の防護は、公平で持続可能な開発を達成するために重要である。 
 
1.33. 本基準で定める防護と安全の体系は一般的に、放射線の有害な影響から環境を適切

に防護することである。それでも尚、この分野における国際動向は、環境の脆弱性に対する

意識の高まりを示している。この動向はまた、人と環境との関わりに関わらず、広範な環境

において、環境が放射性核種を含む産業汚染物質の影響から守られていることを（想定する

のではなく）立証できることが必要であることを示している。これは通常、環境への影響を

特定し、環境防護のための適切な判断基準を定義し、防護のための利用可能な選択肢の影響

を評価して予測される結果を比較するために、予測的環境影響評価によって達成される。こ 
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のような評価の方法と判断基準が今なお策定中であり、今後も進展を続けるであろう。 
 
1.34. 特定の環境内における放射線影響は、1 種類だけの影響から成り、たいていの場合、

特定の施設と活動による主たる影響とはならない。加えて、環境への影響評価は、特定の線

源に適用される要件を定めるため、防護と安全の体系の他の特徴と総合的に審査されるこ

とが望ましい。複雑な相互関係があるため、人と環境の防護へのアプローチは、人と他の生

物種の放射線学的影響の防止に限定されるものではない。規則を確立する際に農業、林業、

漁業及び観光業並びに天然資源の使用において、現在と将来における持続可能性を確実に

するために、統合した視点が採用されなければならない。そのような統合した視点はまた、

例えば、放射性物質の不法投棄と放射線源の廃棄を含む、環境と環境を経由した潜在的な結

果を伴う認可されていない行為を防ぐ必要を考慮しなければならない。環境に放出される

長寿命放射性核種がビルドアップし集積する可能性も考慮する必要がある。 
 
1.35. 本基準は、環境の防護について評価が必要な課題とみなすように策定されており、

その一方で、放射線リスクに釣り合った環境評価の結果を意思決定プロセスに取り込む際

の柔軟性を許容している。 
 
安全とセキュリティのインターフェース 
 
1.36. 安全対策とセキュリティ対策は、人の生命と健康と環境を防護するための一般的な

目的を持っている。加えて、セキュリティ対策が安全性を損なうことがなく、また安全対策

がセキュリティを損なうことがないように、安全対策とセキュリティ対策は統合された方

法で計画され実施されなければならない。 
 
1.37. セキュリティの基盤と安全の基盤は、可能な限りよく調整された方法で開発される

必要がある。関与するすべての組織は、安全とセキュリティの共通性と違いの両方を開発計

画に組み入れることができるように、それらについて認識している必要がある。互いに補完

し強化するように、安全とセキュリティの間の相乗作用を進展させなければならない。 
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目的 

 
1.38. 本基準は、電離放射線による有害な影響からの人と環境の防護や、放射線源の安全

を確実にするための基本要件を定める。 
 
 
範囲 

 
1.39. 本基準は、ガンマ線、X 線及びベータ粒子、中性子、陽子、アルファ粒子、重イオン

といった粒子を含む電離放射線に対する防護にのみに適用される。本基準では健康、安全、

環境の放射線以外の側面に関する管理は具体的には取り上げられていないが、これらの側

面も考慮される必要がある。非電離放射線の有害な影響からの防護は、本基準の範囲外であ

る。 
 
1.40. 本基準は主に、政府及び規制機関が使用するためのものである。要件はまた、当事

者、2 章に規定されている他の関係者、保健当局、専門機関及び技術支援組織などサービス

提供者にも適用される。 
 
1.41. 本基準は、セキュリティ対策については取り上げていない。IAEA は、IAEA 核セキ

ュリティシリーズの中で核セキュリティに関する勧告を発行する。 
 
1.42. 本基準は、制御することになじむ放射線被ばくを伴うすべての状況に適用される。

制御がなじまないとみなされる被ばくは、本基準の範囲から除外されている。8 
 
1.43. 本基準は、放射線リスクを生じるすべての施設と活動において満たされるべき要件

を確立する。原子炉等施設、放射性廃棄物管理施設及び放射性物質の輸送のような所定の施

設と活動に関しては、本基準を補完する他の安全要件も適用される。IAEA は、本基準の適

用を支援する安全指針を発行する。 
 
1.44. 本基準は、職業被ばく、公衆被ばく及び医療被ばくの 3 つの被ばくのカテゴリーに

適用される。 
  

 
8 例えば、体内の 40K や地表面での宇宙放射線の制御は実行可能ではないという考えは一般的に受け入れ

られている。 
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1.45. 本基準は、以下のように放射線被ばくを伴う人間活動に適用される： 
 

— 本基準の採用を決定する国、又は本基準の適用を要求する共同策定機関で実施され

る活動； 
— 関連する国内規則と規制に照らして、国連食糧農業機関、IAEA、国際労働機関、汎

米保健機構、国連環境計画又は世界保健機関の支援を受けて国が行う活動； 
— IAEA により実施される活動又は IAEA によるか若しくは IAEA の要請によって入

手可能にされた物質、役務、設備、施設及び非公開情報の利用に関わる活動又は IAEA
の管理下若しくは監督下において入手可能にされたそれらの利用に関わる活動；又

は 
— いずれかの二国間又は多数国間の取決めの下、それによって、当事国が IAEA に本

基準を適用するよう措置を執るよう要請して実施された活動。 
 
1.46. 本基準に使用される数量と単位は、国際放射線単位測定委員会の勧告に準拠する[7]。 
 
 
構成 

 
1.47. 本基準の要件は、全種類の被ばく状況に適用可能な要件と、計画被ばく状況、緊急

時被ばく状況及び現存被ばく状況に適用可能な一連の個別の要件に分類される。同要件は、

それぞれ 3 つの被ばく状況別に、職業被ばく、公衆被ばく及び（計画被ばく状況においての

み）医療被ばくの要件へと、更にグループ分けされる。 
 
1.48. 本基準によって定められた要件は、通し番号を付け太字で示す「包括的」要件と、他

の要件のいずれも、「shall（しなければならない）」として表現される。各個別の包括的要件

には、付随要件が続いている。 
 
1.49. 2 章では、すべての被ばく状況と 3 つのカテゴリーの被ばく（職業被ばく、公衆被ば

く及び医療被ばく）に一般的に適用される要件を定めている。これらの要件には、防護と安

全プログラム及びマネジメントシステムの実施、安全文化の促進並びにヒューマンファク 
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ターの考慮に関して、政府、規制機関、当事者及び他の関係者への責任の割り当てを含んで

いる。 
 
1.50. 3 章では、－2 章の要件に加えて－計画被ばく状況に関する要件を定めている。3 章

には、すべての 3 つのカテゴリーの被ばくに適用される要件、線源の安全に関する要件並

びに職業被ばく、公衆被ばく及び医療被ばくに関する一連の個別の要件を含んでいる。 
 
1.51. 4 章では、－2 章の要件に加えて－緊急時被ばく状況に関する要件が定められてい

る。4 章には、緊急時被ばく状況における公衆被ばくと職業被ばく（すなわち、緊急時作業

者の被ばく）の要件が含まれる。これには、緊急時被ばく状況から現存被ばく状況への移行

に関する要件も含まれる。 
 
1.52. 5 章では、－2 章の要件に加えて－現存被ばく状況に関する要件を定めている。5 章

には、現存被ばく状況における公衆被ばくと職業被ばくの要件が含まれる。これには、サイ

トの修復と残留放射性物質を伴う地域での居住、住居と作業場でのラドン、日用品中の放射

性核種及び航空機乗務員と宇宙飛行士の被ばくに関する要件も含まれる。 
 
1.53. 各被ばく状況に関連する被ばくのカテゴリーについて、本基準の要件の構成を、表

1 に示す。すべての被ばく状況のための一般要件は、2 章で示され、異なる被ばく状況に対

する要件は、3～5 章で示される。したがって、特定の施設と活動に関しては、以下の例で

説明されるとおり、本基準の複数の章が考慮される： 
 
(a) 2 章で示す規制機関への要件は、すべての被ばく状況とすべての被ばくカテゴリーに適

用される。それらは、施設と活動に責任を負う個人や組織が課された要件を遵守しなけ

ればならない基本的な規制の枠組みを提示する。したがって、それらの要件は、規制機

関の一般的な規制上の責任を定めるものである。被ばく状況のいずれかの種類に適用

するための規制機関向けの追加の要件は、3～5 章に示されている。これらのさらなる

要件は、2 章の要件に追加されるものである。 
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表 1. 本基準における要件の構成 

 職業被ばく 公衆被ばく 医療被ばく 

計画被ばく 
状況 

2 章； 
3 章：3.5～3.67 項 
及び 3.68～3.116 項 

2 章； 
3 章：3.5～3.67 項 
及び 3.117～3.144 項 

2 章； 
3 章：3.5～3.67 項 
及び 3.145～3.185 項 

緊急時被ばく 
状況 

2 章； 
4 章 

2 章； 
4 章 該当なし 

現存被ばく 
状況 

2 章； 
5 章 

2 章； 
5 章 

該当なし 

 
 
(b) 放射線発生装置又は放射性線源を使用する医療施設に責任を負う人又は組織には、2 章

に示すすべての被ばく状況とすべての被ばくのカテゴリーの要件及び 3 章に示すすべ

ての計画被ばく状況に共通の要件が課される（3.5 項～3.67 項）。加えて、そのような

人又は組織には、職業被ばく（放射線を放出する医療機器を操作する医療スタッフの被

ばくなど）（3.68 項～3.116 項）、公衆被ばく（放射線を発生する機器を収納している部

屋に隣接した室内での被ばくなど）（3.117 項～3.144 項）及び医療被ばく（患者の被ば

くなど）（3.145 項～3.185 項）に関して 3 章に示されている個別の要件も課される。 
 
1.54. 付則 I～IV では、要件を裏付ける数値を示しており、それらの数値は、免除とクリ

アランス、密封線源の分類、計画被ばく状況の線量限度及び緊急事態への備えと対応に使用

する判断基準を包含する。 
 
1.55. 使用する用語の定義は本基準に含まれている。 
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2．放射線防護の原則の適用 
 
 

定義 

 
2.1. 使用される用語は、「定義」で与えられた意味を持つ。 
 
 
解釈 

 
2.2. 共同策定機関の法定管理組織によって特別に認可された場合を除き、共同策定機関の

事務局長による書面による解釈以外の、同機関のいかなる役員又は従業員による本基準の

解釈も、同機関を法的に拘束しないであろう。 
 
 
矛盾の解決 

 
2.3. 本基準の要件は、関連する拘束力のある条約や国内法及び規制のような、他の適用し

得る要件に追加されるものであって、これに置き換わるものではない。 
 
2.4. 本基準の要件と他の適用し得る要件との間に矛盾がある場合、政府や規制機関は適宜、

どちらの要件を施行すべきか決定しなければならない。 
 
2.5. 本基準の内容は、別の面で防護と安全のために必要になる可能性のあるいかなる対策

も制限する又は 2.40 項及び 2.41 項で規定する関係者に対し適用できる法律と規制を緩和

すると解釈されてはならない。 
 
 
発効 

 
2.6. 本基準は、共同策定機関による採択又は承諾された日から 1 年後に、適宜発効しなけ

ればならない。 
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2.7. もしある国が本基準の採択を決める場合、当該国による正式な採択において示された

時点で本基準が発効されなければならない。 
 
 
放射線防護の原則の適用 

 
要件 1：放射線防護の原則の適用 
 
防護と安全に責任を負う関係者は、放射線防護の原則がすべての被ばく状況に関して適用

されることを確実にしなければならない。 
 
2.8. 計画被ばく状況に関して、防護と安全に責任を負う各関係者は、関連する要件がその

関係者に適用される場合、正当化されないいかなる行為も実施されないことを確実にしな

ければならない。 
 
2.9. 緊急時被ばく状況及び現存被ばく状況に関して、防護と安全に対する責任を負う各関

係者は、関連する要件が当該関係者に適用される場合、防護措置又は修復措置が、防護戦略

に定められる目標を達成するような方法で正当化され実施されることを確実にしなければ

ならない。 
 
2.10. すべての被ばく状況に関して、防護と安全に責任を負う各関係者は、関連する要件

がその関係者に適用される場合、防護と安全が最適化されることを確実にしなければなら

ない9。 
 
2.11. 医療被ばく以外の計画被ばく状況に関して、防護と安全に責任を負う各関係者は、

関連する要件が当該関係者に適用される場合、規定された線量限度を超えないことを確実

にしなければならない。 
 
2.12. 防護と安全の体系に関する要件の適用は、被ばく状況に関連する放射線リスクと釣

り合いが取れていなければならない。 
  

 
9 「防護と安全が最適化される」とは、防護と安全の最適化が適用され、そのプロセスの結果が実施され

たことを意味する。 
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政府の責任10 

 
要件 2：法律と規制の枠組みの確立 
 
政府は、防護と安全のための法律と規制の枠組みを確立し、維持しなければならず、特定の

責任と機能を持つ実効的に独立した規制機関を設置しなければならない。 
 
2.13. 政府は、すべての被ばく状況における防護と安全に適した効果的な法律と規制の枠

組みを構築し維持しなければならない。11この枠組みは、政府の責任を割り当て果たすこと、

また放射線リスクを生じさせる施設と活動に対する規制上の管理を含まなければならない。

枠組みは国際的な責務の履行を考慮しなければならない。 
 
2.14. 政府は、放射線リスクを生じさせる施設の運用又は活動の実施を不当に制限せずに、

人と環境が現在そして将来にわたり電離放射線の有害な影響から防護されるように、十分

な取決めが整っていることを確実にしなければならない。これは、現在及び将来の世代の人

の防護並びに現在の施設と活動から離れている集団の防護に対する取決めを含まなければ

ならない。 
 
2.15. 政府は、特に、下記のような法律を制定しなければならない： 
 
(a) すべての被ばく状況に対する防護と安全のための要件の法的根拠となる； 
(b) 防護と安全に対する一義的な責任は、放射線リスクを生じさせる施設と活動の実施主

体である個人又は組織にあることを明記する； 
(c) その適用可能な範囲を明記する； 
(d) 防護と安全を規制するための明解に規定された機能と責任を持つ独立した規制機関を

設置し、その機関の維持について規定する； 
(e) すべての被ばく状況における防護と安全に関連する責任を負う当局間の調整について

規定する。 
  

 
10 加盟国にはそれぞれ異なる法制が敷かれているため、IAEA 安全基準に用いられる「政府」という用語

は広義で理解されるべきであり、「国」と適宜置き換えて解釈されるべきである。 
11 施設と活動の安全性に関する政府、法律及び規制の枠組みの要件は、参考文献[8]に定めている。 
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2.16. 政府は、関心のある人々からの過度の影響や利益相反がないよう、規制機関が、放

射線及び放射性物質を使用する又はその使用を推進する人や組織とは、防護と安全に関連

する意思決定において実効的に独立していることを確実にしなければならない。また、政府

は、規制機関が、その意思決定に際して不当な影響を及ぼす可能性のある責任又は利害のあ

る存在から機能的に独立していることを確実にしなければならない。 
 
2.17. 政府は、規制機関が法的機能と責任を果たすのに必要な法的権限、能力及び資源を

保有していることを確実にしなければならない。 
 
2.18. 政府は、規制要件の適用が被ばく状況に関連する放射線リスクと見合うよう、放射

線被ばくの規制上の管理にグレード別アプローチが適用されることを確実にしなければな

らない。 
 
2.19. 政府は、以下を確実にするための仕組みを確立しなければならない： 
 
(a) 規制機関の活動について、2.15 項(e)に従って、他の政府当局、関連する責任を負う各

国のまた国際な機関との調整を図る； 
(b) 関心のある人々は、規制に係わる意思決定又は決定の支援プロセスに適宜参加する。 
 
2.20. 政府は、規制機関の権限に含まれない防護と安全に関する国レベルでの意思決定の

ための取決めがなされていることを確実にしなければならない。 
 
2.21. 政府は、下記のための要件が定められていることを確実にしなければならない： 
 
(a) 防護と安全に関連する活動に従事する者全員に対する、防護と安全面での教育、訓練、

資格認定及び能力； 
(b) 資格のある専門家の公式認定12； 
(c) 防護と安全に関する責任を負う組織の能力。 
  

 
12 「公式認定（formal recognition）」とは、認可された活動を実施する上で負う責任を果たすのに必要な

資格と専門知識を有していることを、関連当局が書面で証明することを意味する。 
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2.22. 政府は、防護と安全に関する責任を負う組織と人の能力を構築し維持するために必

要な教育訓練サービスを提供するための取決めを確実にしなければならない。 
 
2.23. 政府は、例えば、個人線量計測のためのサービス、環境モニタリング及びモニタリ

ング機器並びに測定機器の校正など、防護と安全に関わる技術サービスを提供するための

取決めを確実にしなければならない。 
 
2.24. 政府は、施設の安全なデコミッショニング[9]、放射性廃棄物の安全管理[10、11]、
そして使用済燃料の安全管理のための取決めを確実にしなければならない。 
 
2.25. 政府は、国際的に承認されている基準や IAEA 輸送規則に基づく勧告を考慮した上

で、放射性物質の輸送が、IAEA 放射性物質安全輸送規則（IAEA 輸送規則）[12]や適用さ

れるすべての国際条約に従っていることを確実にしなければならない。13 

 

2.26. 政府は、遺棄、紛失、置き違い、盗難、またそれ以外に適切な許認可なく譲渡された

放射線源の管理を回復するための配備を確実にしなければならない。 
 
2.27. 政府は、放射線源の安全とセキュリティとの橋渡しのためのインフラの整備を確実

にしなければならない。 
 
2.28. 政府は、防護と安全のための法律や規制の枠組みを構築する上で： 
 
(a) 個別の国際的責務を履行しなければならない； 
(b) 国際的なピアレビューを含む、関連する国際的配備への参加を考慮しなければならな

い； 
(c) 安全を全世界で向上させるための国際協力を推進しなければならない。 
  

 
13 放射性物質の輸送におけるセキュリティのためには、追加対策が実施される。IAEA は、放射性物質の

輸送におけるセキュリティに関するガイダンスを、IAEA 核セキュリティシリーズで出版する。 
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規制機関の責任 

 
要件 3：規制機関の責任 
 
規制機関は、防護と安全に関する規制及び指針を定め又は採択し、その実行を確実にする

ための体系を構築しなければならない。 
 
2.29. 規制機関は、すべての被ばく状況を対象に 2.8 項～2.12 項に規定されている放射線

防護の原則を適用するための要件を定めるとともに、防護と安全のための規制及び指針を

定め又は採択しなければならない。 
 
2.30. 規制機関は、以下を含む防護と安全のための規制体系を構築しなければならない[8]： 
 
(a) 届出と許認可； 
(b) 施設と活動の審査と評価； 
(c) 施設と活動の検査； 
(d) 規制要件の執行； 
(e) 緊急時被ばく状況及び現存被ばく状況に関連する規制機能； 
(f) 規制機関の決定によって影響を被る関係者、また適宜公衆や他の関心のある人々へ情

報提供及びそれらの関係者との協議。 
 
2.31. 規制機関は、規制要件の適用が被ばく状況に関連する放射線リスクに見合うように

防護と安全の体系の実施にグレード別アプローチを導入しなければならない。 
 
2.32. 規制機関は、防護と安全に関連する活動に従事する者全員の防護と安全における教

育、訓練、資格認定及び能力に関する要件の適用を確実にしなければならない。 
 
2.33. 規制機関は、規制経験、運転経験、異常事象及び事故並びに関連する知見から得ら

れた防護と安全のための教訓に関わる情報を、線源の供給業者、利用者などの関連する関係

者へ適時に伝えるための仕組みが整備されていることを確実にしなければならない。この

ように確立された仕組みは適宜、各国のまた国際なレベルで、関連する他の組織に対して関

連情報を提供するために活用されなければならない。 
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2.34. 規制機関は他の関連当局と連携して、規制や出版されている基準の適用により、使

用時に防護と安全に密接に関係するすべての製造又は建設された線源、機器、設備又は施設

に関する承認要件と性能要件を規定しなければならない。 
 
2.35. 規制機関は、施設と活動に関する適正な記録を作成、保管及び検索できるように整

備しなければならない。それらの記録は、以下を含まなければならない： 
 

— 密封線源及び放射線発生装置の登録簿14； 
— 職業被ばくによる線量の記録； 
— 施設と活動の安全に関する記録； 
— 施設の運転停止及びデコミッショニング又は閉鎖に必要となる可能性のある記録； 
— 環境への放射性物質の非定常放出を含む事象の記録； 
— 放射性廃棄物及び使用済燃料の保管量。 

 
2.36. 規制機関は、防護と安全に関連するすべての課題のために関連する関係者と専門的

かつ建設的な交流を伴うコミュニケーションや議論のための仕組みを確立しなければなら

ない。 
 
2.37. 規制機関は、保健当局と協議した上で、患者の放射線診療手技又は緊急事態の結果、

密封又は非密封線源を含んでいることがわかっている遺体や身体を取扱う上で、防護と安

全を確保するための規定が整っていることを確実にしなければならない。 
 
2.38. 規制機関は、規制機関の目標と連携し、その目標達成に寄与するマネジメントシス

テムを確立、実施、評価し、そして改善に向けて絶えず努力しなければならない。 
  

 
14 規制機関は、関連リスクを十分考慮した上で、どの線源を登録簿と保管量に含めるべきかを規定する。 
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防護と安全に対する責任 

 
要件 4：防護と安全に対する責任 
 
放射線リスクを生じさせる施設と活動の実施主体である個人又は組織は、防護と安全に対

する一義的責任を負わなければならない。他の関係者は防護と安全に対して特定の責任を

負わなければならない。 
 
2.39. 放射線リスクを生じさせる施設と活動の実施主体である個人又は組織は、防護と安

全に対する一義的責任を負わなければならず、これは他者に委任することはできない。 
 
2.40. 防護と安全に責任を負う当事者は以下のとおり： 
 
(a) 登録者若しくは許認可取得者又は届出のみを必要とする施設と活動に責任を負う個人

又は組織； 
(b) 職業被ばくに関連する雇用主； 
(c) 医療被ばくに関連する放射線臨床医； 
(d) 緊急時被ばく状況又は現存被ばく状況への対応が指定されている者又は組織。 
 
2.41. 他の関係者もまた、防護と安全に対する特定の責任を負わなければならない。他の

関係者は以下のとおり： 
 
(a) 線源、設備、ソフトウェア又は一般消費財の供給業者； 
(b) 放射線防護監督者； 
(c) 依頼医； 
(d) 医学物理士； 
(e) 診療放射線技師； 
(f) 資格のある専門家、当事者が割り当てた特定の責任を委任する他のすべての関係者； 
(g) この段落の(a)～(f)に挙げた以外の作業者； 
(h) 倫理委員会。 
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2.42. 関連する当事者は、被ばく状況に適した防護と安全のプログラムを確立し、履行し

なければならない。この防護と安全のプログラムは以下のとおり： 
 
(a) 本基準の要件に準拠して、防護と安全の目的を採択しなければならない； 
(b) 被ばく状況に関連する放射線リスクに見合った、また本基準の要件への遵守を確実に

するために適切である防護と安全のための対策を適用しなければならない。 
 
2.43. 関連する当事者は、防護と安全のプログラムを実施する上で、以下を確実にしなけ

ればならない： 
 
(a) 防護と安全の目的を達成するのに必要な対策と資源が決定され、適切に提供される； 
(b) その効果と、継続的な目的への適合性を評価するために、プログラムが定期的に見直さ

れる； 
(c) 防護と安全における不具合と不備は特定して修正され、再発防止措置が実施される； 
(d) 関心のある人々との協議が手配される； 
(e) 適切な記録が保存される。 
 
2.44. 防護と安全に関連する当事者と、特定の責任を負う他の関係者は、防護と安全に関

連する活動に従事するすべての者が、自らの責任を理解し、手順に従って適切な判断により

自らの任務を十分に果たすことができるように、適切な教育や訓練、そして資格認定を受け

ることを確実にしなければならない。 
 
2.45. 関連する当事者は、規制機関の正式に認可された代表者が、施設と活動そして防護

と安全の記録を検査するために立ち入ることを許可しなければならず、その検査の実施に

協力しなければならない。 
 
2.46. 関連する当事者は、資格のある専門家が認定されていて、その専門家と必要に応じ

て本基準の適正な遵守状況について協議することを、確実にしなければならない。 
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マネジメント要件 

 
要件 5：防護と安全のためのマネジメント 
 
当事者は、防護と安全が、責任を負う組織のマネジメントシステム全体に効果的に統合さ

れていることを確実にしなければならない。 
 
マネジメントシステムの防護と安全の要素 
 
2.47. 当事者は、責任を負う組織の中で最も高いレベルで防護と安全に取り組んでいるこ

とを実証しなければならない。 
 
2.48. 当事者は、マネジメントシステム15が以下の方法で防護と安全を向上するよう設計

され適用されることを確実にしなければならない： 
 
(a) 防護と安全のための要件を、運用性能のための要件を含む他の要件と整合し、またセキ

ュリティのためのガイドラインと整合をとって適用する； 
(b) 防護と安全のための要件が満たされていることについて適切にその信頼性を示すのに

必要となる計画的で体系的な措置について記述する； 
(c) 防護と安全が他の要件によって損なわれないことを確実にする； 
(d) 防護と安全の性能を定期的に評価し、経験から得られた教訓を適用する； 
(e) 安全文化を促進する。 
 
2.49. 当事者は、マネジメントシステムの防護と安全の要素が活動の複雑さと活動に伴う

放射線リスクに見合っていることを確実にしなければならない。 
 
2.50. 当事者は、マネジメントシステムの防護と安全のための要件が効果的に履行されて

いることを実証できなければならない。 
  

 
15 施設と活動のためのマネジメントシステムに関する要件は、参考文献[13]に規定されている。 
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安全文化 
 
2.51. 当事者は、以下によって安全文化を促進し維持しなければならない： 
 
(a) 組織のあらゆるレベルで、防護と安全への個人と集団での取り組みを推進する； 
(b) 組織内での安全文化の重要な側面について共通の理解を確実にする； 
(c) 個々人、技術及び組織の間の相互作用を考慮に入れて、個々人やチームが業務を安全に

かつ成功裡に遂行できるように、組織が支援するための手段を提供する； 
(d) 防護と安全を取り扱った方針、規則及び手順の策定と履行に、作業者、その代表者及び

他の関連する個人の参加を促す； 
(e) 防護と安全のすべての階層における組織と個人の説明責任を確実にする； 
(f) 組織内で及び適宜、関連する関係者との間で防護と安全に関する開かれたコミュニケ

ーションを奨励する； 
(g) 防護と安全に関して、質問し、学ぶ姿勢を奨励し、自己満足に陥るのを防止する； 
(h) 組織が継続的にその安全文化を醸成し強化しようと努力するための手段を提供する。 
 
ヒューマンファクター 
 
2.52. 防護と安全に関連する当事者と、特定の責任を負う他の関係者は、適宜、特に下記

の事項を確実にすることにより、ヒューマンファクターを考慮し、人と組織が引き起こす不

具合を防止するための良好な行動や事例を支援しなければならない： 
 
(a) 設備の安全な運転と使用を促進し、誤操作が原因で事故に至る可能性を最小にし、正常

状態／異常状態の表示を誤解する可能性を低減するよう、設備の設計や操作手順書の

作成において、健全な人間工学的原則に準拠する。 
(b) 適切な設備、安全系、操作上の要件を提示し、他の必要な規定を以下のために整備する： 

(i) ヒューマンエラーや不注意な行為が誰かの被ばくをもたらす事故や他の事象を生

じる可能性を、実行できる限り低減する； 
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(ii) ヒューマンエラーを検出し、それを修正又は補償する手段を提供する； 
(iii) 安全系の不具合又は、防護と安全対策に不具合が生じた際の防護措置と是正処置

を容易にする。 
 
 
 

3．計画被ばく状況 
 
 
範囲 

 
3.1. 計画被ばく状況の要件は、以下の行為に適用される： 
 
(a) 放射性物質、密封線源や非密封線源などの放射性物質を含有する装置及び一般消費財

の生産、供給、提供及び輸送； 
(b) 線形加速器、サイクロトロン及び固定式と可動式の X 線撮影装置を含む放射線を発生

する装置の生産及び供給； 
(c) 核燃料サイクルに関連する放射線被ばく又は放射性物質による被ばくを伴うかその可

能性のあるすべての活動を含む原子力発電； 
(d) 医療、産業、獣医学、農業、法律若しくはセキュリティ目的の放射線又は放射性物質の

使用及びそのような使用が放射線被ばくに影響を及ぼす可能性のある関連設備、ソフ

トウェア又は装置の使用； 
(e) そのような使用が放射線又は放射性物質による被ばくを伴うかその可能性のある活動

を含めた、教育、訓練若しくは研究のための放射線又は放射性物質の使用； 
(f) 放射性物質による被ばくを伴う原材料の採掘及び処理； 
(g) 規制機関が定めるその他の行為。 
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3.2. 計画被ばく状況の要件は、行為16における以下の線源による被ばくに適用される： 
 
(a) 放射線被ばく又は放射性物質による被ばくを伴うかその可能性のある原子炉等施設、

医療放射線施設、獣医学用放射線施設、放射性廃棄物管理施設、放射性物質処理施設、

照射施設並びに採鉱及び選鉱施設を含めた、放射性物質及び放射線発生装置を有する

施設； 
(b) 規制機関の要件に従い、適宜、3.2 項(a)に記載される施設内の線源を含めた、個別の放

射線発生源。 
 
3.3. 計画被ばく状況の要件は、3.1 項及び 3.2 項に定める行為若しくは行為内の線源によ

る職業被ばく、医療被ばく又は公衆被ばくに適用される。 
 
3.4. 自然線源による被ばくは、一般的には現存被ばく状況と見なされ、5 章の要件に従う。

ただし、以下の被ばくには、3 章の計画被ばく状況に関連する要件が適用される： 
 
(a) 3.1 項に定められているすべての行為における、ウラン壊変系列又はトリウム壊変系列

中の放射性核種の放射能濃度が 1 Bq/g 以上又は 40K の放射能濃度が 10 Bq/g 以上の物

質17による被ばく； 
(b) 上記(a)に定める物質を含む行為から生じる放射性廃棄物の排出又は管理により生じる

公衆被ばく； 
  

 
16 例えば、滅菌用ガンマ線照射装置は放射線による食品の保存という行為のために用いられる線源であ

る。X 線装置は放射線診断という行為の線源になる場合がある。原子力発電所は核分裂による発電という

行為の一部であり、単一線源として（例えば、排出の観点で）又は線源の集合体として（例えば、職業上の

放射線防護の目的で）見なされることがある。1 つの区域若しくはサイトにおける複合又は複数の施設は、

適宜、本基準の適用目的のために単一線源と見なされることがある。 
17 食品、飼料、飲料水、農業用肥料及び土壌改良剤、建材並びに環境中の残留放射性物質中の自然起源の

放射性核種による被ばくの状況は、関係する放射性核種の放射能濃度にかかわらず、現存被ばく状況とし

て扱われる。 
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(c) ウラン壊変系列又はトリウム壊変系列中の他の放射性核種による職業被ばくが計画被

ばく状況として管理される作業場における 222Rn 及び 222Rn の子孫核種、220Rn 及び

220Rn の子孫核種による被ばく； 
(d) 作業場の空気中の 222Rn の年間平均放射能濃度が、5.28 項の要件が履行された後に、

5.27 項に従って定められた参考レベルを超えた状況における、222Rn 及び 222Rn の子孫

核種による職業被ばく。 
 
 
一般要件 

 
3.5. いかなる個人又は組織も、本基準の要件に従う場合を除き、行為を採用、導入、実施、

中止又は停止してはならず、また該当する場合には、行為に含まれるいかなる線源も、それ

を採掘、抽出、処理、設計、製造、製作、組立、装荷、取得、輸入、輸出、供給、提供、流

通、貸与、貸借、受理、配置、設置、委託、所有、使用、運転、維持、修理、移転、デコミ

ッショニング、分解、輸送、保管又は処分してはならない。 
 
要件 6：グレード別アプローチ 
 
計画被ばく状況における本基準の要件の適用は、行為又は行為内の線源の特性及び被ばく

の起こり易さと大きさに見合ったものでなければならない。 
 
3.6. 本基準の要件の適用は、グレード別アプローチに従わなければならず、また規制機関

が定めるいかなる要件にも適合しなければならない。ただし、本基準のすべての要件があら

ゆる行為や線源又は 3.5 項に定めるすべての活動に関係しているわけではない。 
 
要件 7：届出と許認可 
 
施設の運営又は活動の実施を意図する個人又は組織は、規制機関に届出を行わなければな

らず、適宜、許認可を得るための申請をしなければならない。 
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届出 
 
3.7. 3.5 項に定める活動のいずれかの実施を意図する個人又は組織は、そのような意図を

規制機関に届出をしなければならない18。行為又は活動に付随する被ばくが、規制機関が定

める該当する限度をわずかでも超える可能性が低く、また潜在被ばくの起こり易さと大き

さ及びその他の潜在的な有害影響が無視できる程度であるなら、届出のみで十分である。一

般消費財に対する届出は、製造、保守、輸入、輸出、提供、流通、場合によっては処分に関

連する場合のみに要求される。 
 
許認可：登録又は許可 
 
3.8. 3.5 項に定める活動のいずれかの実施を意図するいかなる個人又は組織も、届出のみ

で十分である場合を除き、登録19又は許可のいずれかの形式で規制機関に許認可 18を得るた

めの申請しなければならない。 
 
3.9. 許認可を申請するいかなる個人又は組織は： 
 
(a) 申請を裏付けるのに必要な関連情報を規制機関に提出しなければならない； 
(b) 登録又は許可証が発行されるまで、3.5 項に定めるいかなる活動の実施も控えなければ

ならない； 
(c) 線源に起因する被ばくの特性、起こり易さと大きさを評価しなければならず、また防護

と安全のためにあらゆる必要な措置を講じなければならない； 
(d) もし規制機関が定めたレベルを超える被ばくの可能性があるならば、安全評価を行い、

申請の一部として規制機関に提出しなければならない； 
  

 
18 IAEA 輸送規則[12]に基づく輸送物に関しては、届出と許認可に対する本基準の要件は、IAEA 輸送規

則の要件の遵守によって満たされる。 
19 登録に適する典型的な行為は、以下のとおりである：(i)施設及び設備の設計によりほぼ安全が確保でき

る；(ii)操作手順に従うのが簡単である；(iii)安全に関する訓練要件が最小限である；及び(iv)運転における

安全性に関して今までほとんど問題がない。登録は運転操作があまり変化しない行為に最も適している。 
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(e) 規制機関の要請に応じて、施設又は活動に関連する放射線リスクに応じて、環境への放

射線影響について適切に予測的評価を行わなければならない。 
 
要件 8：免除とクリアランス 
 
政府又は規制機関は、どの行為又は行為内の線源が、本基準の要件の一部又はすべてから

免除されるのかを決定しなければならない。規制機関は、届出又は認可された行為の中で、

物質及び物体を含むどの線源が、規制上の管理からクリアランスされ得るかを承認しなけ

ればならない。 
 
免除 
 
3.10. 政府又は規制機関は、付則 I に定める免除のための判断基準又はそれらの基準に基

づいて規制機関が定める免除レベルをこの決定の判断基準の根拠として用いて、どの行為

又は行為内の線源が、届出、登録又は許認可のための要件を含む本基準の要件の一部又はす

べてから免除されるのかを決定しなければならない。 
 
3.11. 正当化されないと見なされる行為に対しては、免除してはならない。 
 
クリアランス 
 
3.12. 規制機関は、付則 I に定めるクリアランスの判断基準又は規制機関がそれらの判断

基準に基づいて定めるクリアランスレベルを承認の根拠として用いて、届出又は認可され

た行為の中で、物質及び物体を含むどの線源が、規制上の管理からクリアランスしてよいの

かを承認しなければならない。この承認によって、規制機関が特に定めない限り、規制上の

管理からクリアランスされた線源が、再び届出、登録又は許可の要件を課せられないことを

確実にしなければならない。 
 
要件 9：計画被ばく状況における登録者及び許可取得者の責任 
 
登録者及び許可取得者は、計画被ばく状況における防護と安全の責任を負わなければなら

ない。 
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3.13. 登録者及び許可取得者は、認可された行為及び線源に対する防護と安全のために必

要な技術的かつ組織的な対策を設定し実施する責任を負わなければならない。登録者及び

許可取得者は、これらの責任に関する業務を実施するために、適切な有資格者を任命しても

よいが、防護と安全の一義的な責任は保持しなければならない。登録者及び許可取得者は、

本基準の要件に従うことを確実にするために任命された者の氏名と責任を文書化しなけれ

ばならない。 
 
3.14. 登録者及び許可取得者は、認可された行為又は線源に変更を行う意図を、その変更

が防護と安全に対して重大な影響を与える可能性がある場合は必ず、規制機関に届出なけ

ればならない。また、その変更が規制機関に具体的に認可されるまで、その変更を実施して

はいけない。 
 
3.15. 登録者及び許可取得者は： 
 
(a) 認可された線源に対する防護と安全のための責任及び説明責任の明確な指揮系統を確

立し、防護と安全のための組織的配備を確立しなければならない； 
(b) 当事者によるいかなる責任の委譲も文書化されることを確実にしなければならない； 
(c) 認可され、かつ 3.9 項(d)で安全評価が求められる線源に対し、3.35 項に従って、その

ような安全評価を実施しそれを最新の状態に保たなければならない； 
(d) 認可され、かつ規制機関が環境への放射線影響の予測的評価（3.9 項(e)を参照）を求め

る線源については、その評価を実施し、それを最新の状態に保たなければならない； 
(e) 潜在被ばくの起こり易さと大きさ、その起こり得る影響及びそれによって影響を受け

る可能性のある人数を評価しなければならない； 
(f) 防護と安全のための操作手順及び取決めを整備し、マネジメントシステムの下で定期

的に見直し、更新しなければならない； 
(g) 事故及び他の異常事象について報告し、それらから教訓を得るための手順を確立しな

ければならない； 
(h) 防護と安全のための対策の全体的な有効性の定期的な見直しのための取決めを確立し

なければならない； 
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(i) 適正な保守、試験及び業務が必要に応じて行われることを確実にし、線源がその寿命を

通じて防護と安全の設計要件を満足するようにしなければならない； 
(j) 発生したすべての放射性廃棄物の安全な管理及び制御を確実にし、それら廃棄物を規

制要件に従って処分しなければならない。 
 
要件 10：行為の正当化 
 
政府又は規制機関は、正当化される行為のみが認可されることを確実にしなければならな

い。 
 
3.16. 政府又は規制機関は、適宜、あらゆる種類の行為の正当化を決定し、審査するため

の規定20を整備しなければならず、必要に応じて、正当化される行為21のみが認可されるこ

とを確実にしなければならない。 
 
3.17. 以下の行為は、正当化されないと見なされる： 
 
(a) 医療被ばく22を含む正当化された行為を除き、人による経口摂取、吸入若しくは経皮摂

取又は人への適用を目的とする、食料、飼料、飲料、化粧品又はその他の日用品若しく

は製品への放射性物質の意図的な添加や放射化23によって放射能が増加する行為； 
(b) 玩具及び個人用の宝石若しくは装身具などの日用品又は一般消費財における、放射線

や放射性物質の不注意な使用を伴う行為で、放射性物質の意図的な添加や放射化によ

って放射能が増加する行為 23； 
(c) 芸術又は広告目的として実施される放射線を用いた人体のイメージング。 
  

 
20 そのような規定には、必ずしも放射線の安全な使用に対して直接責任を持たない、保健、法務、出入国

管理、公安などに関する省庁のような複数の政府の当局が関与するかもしれない。 
21 いかなる行為の正当化のための規定にも、届出のみで十分な行為が含まれる。 
22 医療被ばくの正当化の特定要件は、3.155 項～3.161 項に定められている。 
23 この要件は、利用可能な日用品又は製品中の放射能が増加しないような、短期の日用品又は製品の放射

化を伴う行為の禁止を意図しない。 
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3.18. 職業上、法律上又は健康保険の目的24で、臨床上の指示と関係なく実施される、放射

線を用いる人体のイメージングは通常、正当化されないと見なさなければならない。そのよ

うな人体のイメージングの正当化を例外的に検討する場合、政府又は規制機関は 3.61 項～

3.64 項及び 3.66 項の要件を適用しなければならない。 
 
3.19. 窃盗を検知する目的に放射線を用いる人体のイメージングは、正当化されないと見

なさなければならない。 
 
3.20. 密輸防止の目的のための隠された物体の検知に放射線を用いる人体のイメージング

は通常、正当化されないと見なさなければならない。政府又は規制機関が例外的にそのよう

な人体のイメージングの正当化を検討する場合、3.61 項～3.67 項の要件を適用しなければ

ならない。 
 
3.21. 国のセキュリティを脅かす犯罪に使用される可能性のある隠匿物を検知するための

放射線を用いる人体のイメージングは、政府によってのみ正当化される。政府がそのような

行為の正当化の検討を判断する場合は、3.61 項～3.67 項の要件を適用しなければならない。 
 
要件 11：防護と安全の最適化 
 
政府又は規制機関は、防護と安全の最適化の要件を規定し、実施しなければならず、登録者

又は許可取得者は防護と安全が最適化されることを確実にしなければならない。 
 
3.22. 政府又は規制機関は： 
 
(a) 防護と安全の最適化の要件を規定し実施しなければならない； 
(b) 防護と安全の最適化を取り扱う文書の作成を要求しなければならない； 
  

 
24 放射線を用いた人体のイメージングの実施目的には、以下を含む：雇用に際しての健康診断（雇用前又

は雇用期間中定期的に）；職業又はスポーツへの生理学的適合性評価；指名又は移籍前の運動選手の検査；

法的目的のための年齢測定；法的証拠の獲得；体内に隠された薬物の検出；出入国要件；保険加入前確認；

補償要求目的のための証拠取得。 
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(c) 適宜、防護と安全の最適化に用いる線量拘束値25及びリスク拘束値又は拘束値を規定す

るためのプロセスを確立又は承認しなければならない。 
 
3.23. 登録者及び許可取得者は、防護と安全が最適化されることを確実にしなければなら

ない。 
 
3.24. 職業被ばく及び公衆被ばく26について、登録者及び許可取得者は、以下の目的の達成

に寄与するため、すべての関連する要因が防護と安全の最適化プロセスにおいて首尾一貫

した方法で考慮されることを確実にしなければならない： 
 
(a) 利用可能な防護と安全の選択肢並びに被ばくの性質、起こり易さと大きさを考慮して、

その時点で広く見られる状況に対して最適化される防護と安全の対策を決定する； 
(b) 最適化の結果に基づき、事故を防止しその影響を緩和するための対策によって被ばく

の起こり易さと大きさを制限するための判断基準を定める。 
 
3.25. 職業被ばく及び公衆被ばくについて、登録者及び許可取得者は、行為内の特定の線

源の防護と安全の最適化において、適宜、関連する拘束値が使用されることを確実にしなけ

ればならない。25 
 
要件 12：線量限度 
 
政府又は規制機関は、公衆被ばく及び職業被ばくについての線量限度を定め、登録者又は

許可取得者はこれらの限度を適用しなければならない。 
  

 
25 職業被ばくに対して、関連する線量拘束値は作業者の個人線量に関連するものであり、登録者と許可取

得者によって、線源に対する防護と安全の最適化における選択肢の範囲を設定するために確立され使用さ

れる。公衆被ばくに対しては、関連する線量拘束値は、管理下のすべての線源の計画された運用からの線

量を考慮して政府若しくは規制機関によって確立又は承認された線源関連の値である。個々の線源の線量

拘束値は、何よりも、管理されているすべての線源の計画された運用からの線量の合計が線量限度内に留

まることを確実にするよう意図されている。 
26 医療被ばくの最適化の要件は、3.162 項～3.177 項に定められている。 
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3.26. 政府又は規制機関は、計画被ばく状況により生じる職業被ばく及び公衆被ばくに関

して付則 III で定める線量限度を設定しなければならず、規制機関はその線量限度を遵守さ

せなければならない。 
 
3.27. 付則 III で定める線量限度を、認可された別の行為による被ばく線量の起こり得る

組み合わせによって超過しないことを確実にするため、政府又は規制機関は、もしあるので

あれば、登録者及び許可取得者が従わなければならない追加的制限を決定しなければなら

ない。 
 
3.28. 登録者及び許可取得者は、認可された行為による個人の被ばくを制限することによ

り、実効線量及び組織や臓器の等価線量のいずれも、付則 III に定める関連する線量限度を

超えないようにすることを確実にしなければならない。27 
 
要件 13：安全評価 
 
規制機関は、安全評価の要件を確立し施行しなければならず、放射線リスクを生じさせる

施設若しくは活動に責任を持つ個人又は組織は、この施設又は活動の適切な安全評価を実

施しなければならない。 
 
3.29. 規制機関は、放射線リスクを生じさせる施設と活動に対して責任のある個人又は組

織が適切な安全評価を実施するための要件を定めなければならない28。許認可の付与に先立

ち、個人又は組織は、安全評価を提出しなければならず、その評価は規制機関により審査さ

れ評価されなければならない。 
 
3.30. 3.9 項(d)で要求されているような個人若しくは組織又は登録者及び許可取得者は、

適宜、彼らが責任のある行為又は線源について、一般的又は個別の安全評価のいずれかを実

施しなければならない。29 
  

 
27 線量限度は医療被ばくには適用しない。 
28 施設と活動に関する安全評価の要件は、参考文献[14]に定められている。 
29 一般的な安全評価は、設計において高い均一性のある種類の線源については通常十分である。個別の安

全評価は、他の場合に通常必要とされるが；その種の線源に対して一般的安全評価がすでに実施されてい

るならば、個別の安全評価は一般的安全評価によってカバーされる側面を含む必要はない。 



39 

3.31. 安全評価は、施設又はその一部分の立地、設計、製造、建設、組立、試運転、運転、

保守及びデコミッショニング（又は閉鎖）を含む様々な段階で実施されなければならず、適

宜、以下のために実施される： 
 
(a) 線源とそれらの関連設備に直接関わる事象の影響や外部事象の影響を考慮して、被ば

くが生じる可能性のある経路を特定する； 
(b) 定常運転時において予想される被ばくの起こり易さと大きさを決定し、合理的かつ実

行可能な範囲で、潜在被ばくを評価する； 
(c) 防護と安全のための規定の妥当性を評価する。 
 
3.32. 安全評価は適宜、以下の体系的な批判的レビューを含まなければならない： 
 
(a) 施設の運転に関する運転限度及び条件； 
(b) 防護と安全に関連する、ソフトウェアと手順を含む、構築物、系統及び機器が単独若し

くは組合せで支障をきたすかもしれない道筋又は被ばくをもたらすかもしれない道筋

とその事象による結果； 
(c) 外部要因が防護と安全に影響を与える道筋； 
(d) 防護と安全に関する操作手順書が誤っている可能性のある道筋と、その誤りの影響； 
(e) あらゆる変更の防護と安全に対する意味合い； 
(f) セキュリティ対策又はセキュリティ対策へのあらゆる変更の防護と安全に対する意味

合い； 
(g) あらゆる不確実性又は仮定及び防護と安全に対する意味合い。 
 
3.33. 登録者又は許可取得者は、安全評価において以下を考慮しなければならない： 
 
(a) 放射性物質の大量放出を生じる可能性のある要因と、そのような放出を防止又は制御

するために利用できる方策及び閉じ込めに関して重大な故障が起きた場合に環境中に

放出されるかもしれない放射性物質の最大放射能； 
(b) 小規模であるが継続的な放射性物質の放出を生じる可能性のある要因及びそのような

放出を検出、防止又は制御するために利用可能な方策； 
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(c) 放射線発生装置の意図しない作動又は遮蔽の喪失を生じさせる可能性のある要因及び

そのような事象の検出、防止及び制御に利用可能な対策； 
(d) 1 つの故障がその他の故障に繋がらない、互いに独立した冗長かつ多様な安全系の使用

が、潜在被ばくの起こり易さと大きさを制限するために適切である範囲。 
 
3.34. 登録者及び許可取得者は、安全評価を文書化し、適切な場合には、関連するマネジ

メントシステム内で独立して見直されることを確実にしなければならない。 
 
3.35. 登録者及び許可取得者は、技術仕様又は使用条件が、以下の場合にも満たされ続け

ることを確実にするため、必要に応じて、安全評価の追加レビューを実施しなければならな

い： 
 
(a) 施設又はその運転若しくは保守手順の重大な変更が予想される； 
(b) 施設又はサイトにおける活動の安全性に影響する可能性のある重大な変更がサイトで

生じている； 
(c) 運転経験又は被ばくに至る可能性のある事故や他の異常事象に関する情報は、現在の

評価が有効ではないかもしれないことを示している； 
(d) 活動において重大な変更が予想される； 
(e) 指針や基準において関連する変更が実施されたか又は予想される。 
 
3.36. 安全評価の結果又はその他の何らかの理由によって、防護と安全を改善する機会が

ありそうで改善することが望ましいと考えられる場合、そのためのすべての変更は、慎重に、

かつ防護と安全に対してあらゆる意味合いで好ましいと評価された後にのみ行われなけれ

ばならない。防護と安全を最適化するため、あらゆる改善の実施が優先されなければならな

い。 
 
要件 14：遵守の検証のためのモニタリング 
 
登録者、許可取得者及び雇用主は、防護と安全に係わる要件への適合を検証するためのモ

ニタリングを実施しなければならない。 
 
3.37. 規制機関は、防護と安全に係わる要件への適合を検証するためのモニタリング及び

測定を実施する要件を定めなければならない。規制機関は、登録者及び許可取得者のモニタ 
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リング並びに測定計画を審査し承認する責任を持たなければならない。 
 
3.38. 登録者、許可取得者及び雇用主は、以下を確実にしなければならない： 
 
(a) 本基準の要件の適合の検証に必要なパラメータのモニタリング及び測定を実施する； 
(b) 適切な設備が提供され、検証のための手順を実施する； 
(c) 設備は、国内又は国際基準のトレーサビリティが確保される基準に準拠して、適切な間

隔で、適切に維持、試験、校正する； 
(d) 規制機関からの要請に応じて、本基準に従って行われた試験及び校正の記録を含む、モ

ニタリング及び適合の検証結果の記録が保存される； 
(e) モニタリング及び適合の検証の結果は、要請に応じて、規制機関と共有される。 
 
要件 15：事故の防止及び緩和 
 
登録者及び許可取得者は、良好な工学事例を適用し、事故を防止し、それらが起きた場合の

影響を緩和するための実行可能なあらゆる対策を講じなければならない。 
 
良好な工学事例 
 
3.39. 登録者又は許可取得者は、他の責任のある関係者と協力し、施設又はその一部分の

立地、位置、設計、製造、建設、組立、試運転、運転、保守及びデコミッショニング（又は

閉鎖）が、適宜、以下の良好な工学事例に基づいていることを確実にしなければならない： 
 
(a) 国際的な基準及び国の基準を考慮している； 
(b) 施設の寿命全体を通じて防護と安全を確保することを目的とし、管理的及び組織的に

支持されている； 
(c) 通常運転時における信頼性のある性能を確保するよう、施設の設計及び建設並びに施

設に関わる運転に十分な安全裕度を含み、事故の防止、それらの影響の緩和及び将来の 
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被ばくの制限に重点を置いて、必要な品質、冗長性及び検査のための能力を考慮してい

る； 
(d) 技術規準に関連する開発及び防護と安全に関する研究の結果並びに経験から学んだ教

訓の反映を考慮している。 
 
深層防護 
 
3.40. 登録者及び許可取得者は、潜在被ばくの起こり易さと大きさに見合った防護と安全

のための一連の独立した対策である多層の（深層防護）システムが、登録者及び許可取得者

が認可された線源に対して適用されることを確実にしなければならない。登録者及び許可

取得者は、もし一つの防護レベルが機能しなくなった場合、それに続く独立した防護レベル

が確実に機能しなければならない。そのような深層防護は、以下の目的のために適用されな

ければならない： 
 
(a) 事故を防止すること； 
(b) 実際に発生した事故の影響を緩和すること； 
(c) そのような事故の後、線源を安全な状態に戻すこと。 
 
事故防止 
 
3.41. 登録者及び許可取得者は、施設と活動のための防護と安全に関する、ソフトウェア

を含む、構築物、系統及び機器が、合理的に可能な限り事故を防止するように設計、建設、

試運転、運転及び維持されることを確実にしなければならない。 
 
3.42. 施設若しくは活動の登録者又は許可取得者は、以下のために適切な取決めをしなけ

ればならない： 
 
(a) 施設又は活動において合理的に予想される事故を防止する； 
(b) 発生した事故の影響を緩和する； 
(c) 潜在被ばくを制限するのに必要な情報、教育、訓練及び機器を作業者に提供する； 
(d) 施設の管理及び合理的に予想される事故の管理に対する適正な手順があることを確実

にする； 
(e) 安全上重要なソフトウェアを含む構築物、系統及び機器、と他の設備について、異常な

状態又は不十分な性能をもたらす可能性のある劣化について検査でき、定期的に検査

し試験できることを確実にする； 
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(f) 防護と安全のための対策の維持に適した保守、検査及び試験を、過度の職業被ばくなし

に行えることを確実にする； 
(g) 適切であればいつも、運転条件が規定範囲外にある場合に施設を安全に停止するか又

は施設からの放射線放出を低減させるための自動システムを提供する； 
(h) 適時に是正処置をとるために、十分迅速に応答するシステムによって、防護と安全に重

大な影響を及ぼす可能性のある異常な運転条件が検出されることを確実にする； 
(i) すべての安全に関連する文書が、使用者に理解可能かつ適切な言語で利用できること

を確実にする。 
 
緊急事態への備えと対応 
 
3.43. もし安全評価が、作業者又は公衆の構成員のいずれかに影響を及ぼす緊急事態が十

分に起こり得ることを示すならば、登録者又は許可取得者は、人と環境の防護のための緊急

時計画を備えなければならない。この緊急時計画の一部として、登録者又は許可取得者は、

緊急事態を迅速に同定するための整備と適切な緊急時対応のレベルを決定するための配備

を含まなければならない[15]。登録者又は許可取得者による現場での緊急時対応の配備に関

連して、緊急時計画は、特に、以下を含まなければならない： 
 
(a) 個人モニタリング及びエリアモニタリングに関する規定並びに医療処置の配備； 
(b) 緊急事態の影響を評価し、緩和するための配備。 
 
3.44. 登録者及び許可取得者は、自らの緊急時計画の実施に責任を持たなければならず、

また効果的な対応のために必要な措置を講じられるよう備えなければならない。線源の制

御の喪失につながる可能性のある状況の発生又はそのような状況の拡大を防ぐため、登録

者及び許可取得者は、適宜、以下を行わなければならない： 
 
(a) 線源の制御の喪失を防止し、必要に応じて線源の制御を取り戻すための手順を開発、維

持及び実行する； 
(b) 必要になる可能性のある設備、計装及び診断支援機器を利用可能にする； 
(c) 従うべき手順に関係する職員を訓練し、定期的に再訓練して、その手順を練習させる。 
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要件 16：運転経験に関する情報の調査及びフィードバック 
 
登録者及び許可取得者は、施設の運転又は活動の実施において生じる異常状態の正式な調

査を実施しなければならず、防護と安全にとって重要な情報を普及しなければならない。 
 
3.45. 登録者及び許可取得者は、通常運転と異常状態の両方に関する防護と安全にとって

重要な情報が、適宜、規制機関及び規制機関の定める関連する関係者に普及されるか利用可

能になることを確実にしなければならない。この情報は、例えば、所定の活動に付随する詳

細な線量、保守データ、事象の説明及び是正処置情報、他の関連する施設と活動における運

転経験情報を含む。 
 
3.46. 登録者及び許可取得者は、以下の場合に、規制機関が定める調査を実施しなければ

ならない： 
 
(a) 防護と安全に関する数量又は運転上のパラメータが、調査レベルを超えるか又は運転

条件の規定範囲から外れた；又は、 
(b) 関連する限度又は運転制限を超えるような数量を生じる可能性のある機器故障、事故、

誤動作、災害若しくは他の異常な事象又は状態が起きている。 
 
3.47. 登録者又は許可取得者は、事象の後できる限り速やかに調査を実施しなければなら

ず、またその原因又はその原因の疑いがあるものに関して、被ばく線量若しくは預託線量の

検証又は決定並びに事象の再発及び類似事象の発生防止に関する勧告を含めて文書記録を

作成しなければならない。 
 
3.48. 登録者又は許可取得者は、線量限度を超える線量を引き起こす被ばくを含む、規制

機関によって規定された事象に関する公式の調査報告書を、適宜、規制機関及びその他の関

連する関係者に伝えなければならない。また登録者及び許可取得者は、線量限度を超えた事

象を速やかに規制機関に報告しなければならない。 
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要件 17：放射線発生装置及び放射線源 
 
登録者及び許可取得者は、放射線発生装置及び放射線源の安全を確保しなければならない。 
 
3.49. 放射線発生装置及び放射線源の生産者又は他の供給者である登録者及び許可取得者

は、該当する場合、以下の責任が果たされることを確実にしなければならない： 
 
(a) 以下のような良好に設計、製造、構築された放射線発生装置又は放射線源及びそれらを

含む装置を供給する： 
(i) 本基準の要件に適合する防護と安全を提供する； 
(ii) 工学、性能及び機能仕様を満足する； 
(iii) ソフトウェアを含む系統、機器の防護と安全の重要性に見合った品質基準を満足

する； 
(iv) 操作盤の鮮明な表示、ダイヤル及び指示を、使用者が理解できる適切な言語で提供

する。 
(b) 関連する仕様に適合していることを実証するため、放射線発生装置及び放射線源が試

験されることを確実にする。 
(c) 性能仕様、運転及び保守指示並びに防護と安全の指示を含む、放射線発生装置又は放射

線源の適正な設置及び使用並びにその付随するリスクに関する情報を、使用者が理解

可能な適切な言語で利用できるようにする。 
(d) 遮蔽及び他の防護器具によって提供される防護が最適化されていることを確実にする。 
 
3.50. 該当する場合、登録者及び許可取得者は、放射線発生装置及び放射線源の供給者、

規制機関及び関連する関係者と、以下の目的ために適切な取決めをしなければならない： 
 
(a) 防護と安全のために重要となり得る使用条件及び運転経験に関する情報を取得する； 
(b) 他の使用者の防護と安全に関係する又は放射線発生装置及び放射線源の防護と安全に

対する改善の可能性に関係するフィードバックと情報を提供する。 
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3.51. 放射線発生装置又は放射線源を使用又は保管する場所を選定する場合、登録者及び

許可取得者は以下を考慮しなければならない： 
 
(a) 放射線発生装置又は放射線源の安全管理及び制御に影響を及ぼす可能性がある要因； 
(b) 放射線発生装置又は放射線源により引き起こされる職業被ばくと公衆被ばくに影響を

及ぼす可能性がある要因； 
(c) 工学設計に前述の要因を考慮することの実現可能性。 
 
3.52. 大量の放射性物質を内蔵し、大量の放射性物質が放出される可能性のある施設のサ

イトを選定する場合、登録者及び許可取得者は、防護と安全に影響を及ぼす可能性のある特

徴、施設の健全性又は機能に影響を及ぼす可能性のある特徴並びにサイト外での防護措置

の実施が必要になった場合に、それらを実施することの実現可能性を考慮しなければなら

ない。 
 
3.53. 登録者及び許可取得者は、以下の記録を含む在庫記録を保存しなければならない： 
 
(a) 彼らが責任を持つ各放射線発生装置又は放射線源の所在と説明； 
(b) 彼らが責任を持つ各放射線源の放射能と形態。 
 
3.54. 登録者及び許可取得者は、放射線発生装置及び放射性線源の彼らの在庫記録から、

要請に応じて規制機関に適切な情報を提供しなければならない。 
 
3.55. 登録者及び許可取得者は、放射線発生装置及び放射線源の喪失又は損傷を防止し、

認可されていない者が 3.5 項で定める活動のいずれかを実施することを防止するために、以

下を確実にすることによって、それらを管理下に置かなくてはならない： 
 
(a) 放射線発生装置又は放射線源の管理が、登録又は許可証に指定されるすべての関係要

件に適合する場合にのみ放棄される； 
(b) 規制機関が、喪失若しくは所在不明又は管理下にない、放射線発生装置又は放射線源に

関する情報を迅速に通知される； 
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(c) 受取者が必要な許認可を保有している場合にのみ、放射線発生装置又は放射線源が引

き渡される； 
(d) 放射線発生装置又は放射線源が所定の場所にあり管理下にあることを確認するために、

3.53 項で要求される在庫量が定期的に点検される。 
 
3.56. 登録者及び許可取得者は、密封線源が付則 II で定める分類計画に従って分類され、

かつ規制機関の要件に合致していることを確実にしなければならない。 
 
3.57. 放射線源又は放射線源を含有する装置の製造者は、実行可能な場合、線源自体及び

その容器に、国際標準化機構[16]が勧告する標識が付いていることを確実にしなければなら

ない30。 
 
3.58. 登録者及び許可取得者は、製造者と協力して、実行可能な場合、密封線源が識別可

能かつトレーサビリティが確保されていることを確実にしなければならない。 
 
3.59. 登録者及び許可取得者は、放射線源が使用されていない場合、それらが防護と安全

のため適切に保管されることを確実にしなければならない。 
 
3.60. 登録者及び許可取得者は、放射線発生装置及び放射線源を使用しないことを一旦決

定したら、適切な資金提供を含む、安全な管理及び制御のための手配を迅速に行うことを確

実にしなければならない。 
 
要件 18：医学的診断、治療又は生物医学的研究以外の目的で放射線を利用する人体のイメ

ージング 
 
政府は、医学的診断、治療又は生物医学的研究以外の目的のための人体のイメージングに

関する電離放射線の使用が、防護と安全の体系に従うことを確実にしなければならない。 
 
3.61. 政府がもし、3.18 項、3.20 項及び 3.21 項に応じて決定した場合、行為の正当化のた 

 
30 付則 II に定義されるカテゴリー1、2 及び 3 の密封線源について、製造者は、線源付近、望ましくは遮

蔽上又は線源へのアクセスが可能な場所付近に、参考文献[17]に定める補足標識を配置することを考慮し

てもよい。補足標識は、輸送パッケージ、貨物コンテナ若しくは輸送手段の外側面又は建屋の点検口に配

置してはならない。 
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めの 3.16 項の要件が、医学的診断、治療又は生物医学研究プログラムの一環のため以外の

目的で放射線が使用されるいかなる種類の人体のイメージングにも適用されることを確実

にしなければならない。正当化のプロセスは、以下を考慮しなければならない： 
 
(a) 人体のイメージングを実施することの利益と不利益； 
(b) 人体のイメージングを実施しないことの利益と不利益； 
(c) 人体のイメージングの導入に関連する法的又は倫理的課題； 
(d) 意図された用途のための放射線装置の妥当性を含む人体のイメージングの有効性と適

切性； 
(e) 意図された行為の期間を通して安全に人体のイメージングを実施する十分な資源の利

用可能性。 
 
3.62. 3.61 項に定めるプロセスにより、放射線を用いる人体のイメージングの特定の行為

が正当化された場合、そのような行為は規制上の管理に従わなければならない。 
 
3.63. 規制機関は、適宜、他の関連当局、機関及び専門機関と協力して、正当化の審査を含

む、行為の規制上の管理の要件を定めなければならない。 
 
3.64. 臨床的兆候と関係なく、法的又は健康保険31目的で、医療従事者（medical personnel）
が、職業に関連して、人を被ばくさせる医療放射線装置を用いて実施する、放射線を用いた

人体のイメージングについては、以下のとおりとする： 
 
(a) 政府は、関係当局、専門機関及び規制機関の間の協議に基づき、そのような人体のイメ

ージングに関する線量拘束値が設定されることを確実にしなければならない； 
  

 
31 そのような放射線を用いた人体のイメージングを実施する目的には、以下を含む：雇用に際しての健康

評価（雇用前又は雇用期間中定期的に）；職業又はスポーツへの生理学的適合性評価；指名又は移籍前の運

動選手の検査；法的目的のための年齢測定；法的証拠の取得；体内に隠された薬物の検出；出入国要件；保

険加入前確認；補償請求目的のための証拠取得。 
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(b) 登録者又は許可取得者は、3.162 項～3.177 項に定める医療被ばくの適切な最適化の要

件が、診断参考レベルの代わりに上記(a)での要求に応じた線量拘束値を用いて、適用

されることを確実にしなければならない。 
 
3.65. 体表面若しくは体内に隠し持った武器、禁止品又は他の物体を検出する目的で人を

被ばくさせる放射線が用いられる検査用イメージング装置による検査は、公衆被ばくを生

じさせると見なさなければならない。登録者及び許可取得者は、計画被ばく状況における公

衆被ばくの要件を適用しなければならない。特に、登録者及び許可取得者は、防護と安全の

最適化が、政府又は規制機関により定められたいかなる線量拘束値も満足することを確実

にしなればならない。 
 
3.66. 登録者及び許可取得者は、電離放射線を用いた検査用イメージング装置による検査

を受けるすべての人に対して、利用可能な場合は、電離放射線を使用しない代替検査手法の

使用を求めることができることを通知されることを確実にしなければならない。 
 
3.67. 登録者又は許可取得者は、体表面又は体内に隠した物体の検出のために使用される

いかなる検査用イメージング装置が、その使用する国で製造されたか、輸入されたかどうか

にかかわらず、国際電気標準委員会、国際標準化機構の適用し得る基準又は同等の国の基準

に適合することを確実にしなければならない。 
 
 
職業被ばく 

 
範囲 
 
3.68. 計画被ばく状況における職業被ばくの要件（3.69 項～3.116 項）は、3.1 項～3.3 項

に記載される行為又は行為内の線源による職業被ばくに適用され；4 章で定める緊急時被ば

く状況と 5 章で定める現存被ばく状況における職業被ばくに適用される。自然線源による

被ばくの場合、計画被ばく状況における職業被ばくのための、そのような要件は、適宜、3.4
項(a)、(c)及び(d)に定める被ばく状況にのみ適用される。 
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要件 19：職業被ばくに係る規制機関の責任 
 
政府又は規制機関は、防護と安全が最適化されることを確実にするための要件を規定し実

施しなければならず、規制機関は、職業被ばくの線量限度を遵守させなければならない。 
 
3.69. 政府又は規制機関は、計画被ばく状況における職業被ばくの要件の適用に関する雇

用主、登録者及び許可取得者の責任を定めなければならない。 
 
3.70. 政府又は規制機関は、防護と安全が、職業被ばくのために最適化されることを確実

にするために、要件を規定し実施しなければならない。 
 
3.71. 政府又は規制機関は、職業被ばくのために付則 III に定める線量限度を規定しなけ

ればならず、規制機関は遵守させなければならない。 
 
3.72. 新規又は変更された行為を許認可する前に、規制機関は、適宜、責任のある関係者

に以下を記した関係書類を要求し、審査しなければならない： 
 
(a) あらゆる運転状態及び事故状態における、作業者の被ばく及び潜在被ばくに関する設

計規準及び設計上の特徴； 
(b) あらゆる運転状態及び事故状況における、職業被ばくに対する作業者モニタリングの

ための適切なシステム及び計画の設計規準及び設計上の特徴。 
 
要件 20：職業被ばくのモニタリング及び記録の要件 
 
規制機関は、計画被ばく状況における職業被ばくのモニタリング及び記録の要件を規定し

実施しなければならない。 
 
3.73. 規制機関は、以下について適宜、責任を持たなければならない： 
  



51 

(a) 本基準の要件に従った、計画被ばく状況における職業被ばくのモニタリング、記録及び

管理に関する要件の規定及び実施； 
(b) 登録者及び許可取得者によるモニタリング計画のレビューは、計画被ばく状況におけ

る職業被ばくに関する要件が満たされていることを十分保証するものでなければなら

ない； 
(c) 個人モニタリング及び校正サービスのためのサービス提供者の許認可又は承認； 
(d) 雇用主、登録者及び許可取得者により提出された職業被ばくに関する定期報告（モニタ

リング計画及び線量評価の結果を含む）のレビュー； 
(e) 職業被ばくの線量評価結果及び被ばく記録を保存するための規定； 
(f) 認可された行為の、職業被ばくの管理に関する要件への適合の検証。 
 
要件 21：雇用主、登録者及び許可取得者の、作業者を防護する責任 
 
雇用主、登録者及び許可取得者は、職業被ばくから作業者を防護する責任を持たなければ

ならない。雇用主、登録者及び許可取得者は、防護と安全が最適化され、職業被ばくの線量

限度を超過しないことを確実にしなければならない。 
 
3.74. 計画被ばく状況における職業被ばくを受ける又は受ける可能性がある活動に従事す

る作業者のために、雇用主、登録者及び許可取得者は以下の責任を負わなければならない： 
 
(a) 職業被ばくからの作業者の防護； 
(b) 本基準の他の関連要件の遵守。 
 
3.75. 登録者又は許可取得者でもある雇用主は、雇用主及び登録者又は許可取得者の両方

の責任を負わなければならない。 
 
3.76. 雇用主、登録者及び許可取得者は、職業被ばくを伴うか伴う可能性のある活動に従

事するすべての作業者について、以下を確実にしなければならない： 
 
(a) 職業被ばくが、付則 III に定める職業被ばくに関連する線量限度を超過しないように管

理されること； 
(b) 本基準の要件に従って、防護と安全が最適化されること； 
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(c) 防護と安全のための対策に関する決定が記録され、規制機関が定める関連する関係者

が、適切な場合にはその代表者を通じて利用できるようにすること； 
(d) 職業被ばくを管理するための設計対策と技術対策を重視して、本基準の関連要件を実

施するための防護と安全に関する方針、手順及び組織的配備を確立すること； 
(e) 防護と安全のための適切かつ適正な施設、設備及びサービスが提供され、その種類と範

囲が、予想される職業被ばくの起こり易さと大きさに見合っていること； 
(f) 必要な作業者の健康監視及び保健サービスが提供されること； 
(g) 適切なモニタリング装置と個人用防護具が提供され、それらの適切な使用、校正、試験

及び保守管理のための配備が行われていること； 
(h) 防護と安全における適切かつ適正な人材及び適切な訓練が提供され、さらに必要な能

力レベルを確保するに必要な定期的な再訓練が提供されること； 
(i) 本基準の要件に従って適切な記録が保存されていること； 
(j) 防護と安全に関する作業者との協議及び協力を円滑にするための手配が、適切な場合

にはその代表者を通じ、本基準の有効な適用を達成するのに必要なすべての対策につ

いて行われること； 
(k) 安全文化を促進するのに必要な条件が提供されること。 
 
3.77. 雇用主、登録者及び許可取得者は： 
 
(a) 防護と安全の最適化に、適切な場合には、代表者を通して作業者が関与しなければなら

ない； 
(b) 防護と安全の最適化の一部として、適宜、拘束値を設定して使用しなければならない。 
 
3.78. 雇用主、登録者及び許可取得者は、行為内の線源による放射線に被ばくする作業者

が、その作業に必要でないか又は直接関係しない場合は、公衆の構成員に対する被ばくと同

じレベルの防護を受けることを確実にしなければならない。 
 
3.79. 雇用主、登録者及び許可取得者は、放射線被ばくに対する自身の防護及び他者の防

護並びに線源の安全に対して特定の義務と責任を持つ一般労働衛生及び安全計画において、 
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防護と安全を確保することが不可欠な要素であることを作業者が知らされることを確実に

するのに必要な管理業務を遂行しなければならない。 
 
3.80. 雇用主、登録者及び許可取得者は、本基準の要件の遵守に影響を与え得る状況を識

別する作業者からのいかなる報告も記録し、適切な行動を取らなければならない。 
 
3.81. 本基準のいかなる内容も、作業場のハザードを所管する国及び地域の該当する法令

及び規制の適合から雇用主を免除すると解釈されてはならない。 
 
3.82. 雇用主、登録者及び許可取得者は、本基準の要件の作業者による遵守を促進しなけ

ればならない。 
 
要件 22：作業者による遵守 
 
作業者は、その義務を履行し、防護と安全のための任務を果たさなければならない。 
 
3.83. 作業者は： 
 
(a) 雇用主、登録者又は許可取得者が定める、防護と安全のための該当する規則及び手順に

従わなければならない； 
(b) 提供されたモニタリング装置や個人用防護具を適切に使用しなければならない； 
(c) 防護と安全及び作業者の健康監視プログラムと線量評価計画に関し、雇用主、登録者又

は許可取得者と協力しなければならない； 
(d) 作業者自身及び他者の効果的かつ包括的な防護と安全の確保に関連する作業者の過去

及び現在の作業に関する情報を、雇用主、登録者又は許可取得者に提供しなければなら

ない； 
(e) 作業者自身又は他者を、本基準の要件に従わない状況に置く可能性のある故意の行動

を慎まなければならない； 
(f) 作業者は本基準の要件に従って作業を実施することができるように、防護と安全に関

するそのような情報、指示及び訓練を受け入れなければならない。 
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3.84. 作業者は、防護と安全に悪影響を与え得る状況を特定した場合、できるだけ早くそ

のような状況を雇用主、登録者又は許可取得者に報告しなければならない。 
 
要件 23：雇用主、登録者及び許可取得者間の協力 
 
雇用主、登録者及び許可取得者は、責任のあるすべての関係者によって防護と安全の要件

に適合するために、必要な範囲で協力しなければならない。 
 
3.85. 作業者が雇用主の管理下にない線源を扱うか扱う可能性のある作業に従事する場合、

その線源に責任を持つ登録者又は許可取得者と雇用主は、両者が本基準の要件に適合する

ために必要な範囲で協力しなければならない。 
 
3.86. 雇用主と登録者又は許可取得者間の協力には、適切な場合には、以下を含まなけれ

ばならない： 
 
(a) 雇用主の管理下にない線源を扱うか扱う可能性のある作業に従事する作業者の防護と

安全の対策が、登録者又は許可取得者の従業員と同様に良好であることを確実にする

ための、特定の被ばく制限及び他の手段の開発と使用； 
(b) (a)に規定された作業者が受ける線量の個別の評価； 
(c) 職業上の防護と安全に対する、雇用主及び登録者又は許可取得者それぞれの明確な責

任配分と文書化。 
 
3.87. 関係者間の協力の一環として、線源又は被ばくに責任を持つ登録者又は許可取得者

は、適宜： 
 
(a) 自営業者を含む雇用主から、3.103 項で定める作業者のこれまでの職業被ばくの履歴及

びその他の必要な情報を取得しなけれなばらない； 
(b) 雇用主が要請する本基準の要件の遵守に関連する利用可能な情報を含む適切な情報を

雇用主に提供しなければならない； 
(c) 作業者と雇用主の両方に、関連する被ばく記録を提供しなけれなばならない。 
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要件 24：放射線防護計画下での取決め 
 
雇用主、登録者及び許可取得者は、職業被ばくに係る放射線防護計画の中で、管理区域及び

周辺監視区域の指定、所内規則並びに作業場モニタリングのための、組織上、手順上及び技

術上の取決めを定め、維持しなければならない。 
 
エリア区分：管理区域 
 
3.88. 登録者及び許可取得者は、防護と安全のために特定の対策が必要であるかその可能

性のあるすべての区域32を、管理区域として指定しなければならない： 
 
(a) 通常の運転条件における被ばく管理又は汚染拡大防止； 
(b) 予想される運転状態及び事故状態における被ばくの防止又はその起こり易さと大きさ

の制限。 
 
3.89. 管理区域境界の決定において、登録者及び許可取得者は、通常運転で予想される被

ばくの大きさ、予想される運転上の出来事と事故状態における被ばくの起こり易さと大き

さ及び防護と安全に必要な手順の種類と範囲を考慮しなければならない。 
 
3.90. 登録者及び許可取得者は： 
 
(a) 管理区域を物理的手段又はそれが合理的に実行可能でない場合は、他の何らかの適切

な手段により示さなければならない。 
(b) 線源が間欠的に運転又は稼働されるか又は場所から場所へ移動する場合には、その時

点で広く見られる状況で適切な方法によって適切な管理区域境界を示し、また、被ばく

時間を特定しなければならない。 
(c) 管理区域内の入口と他の適切な場所に、国際標準化機構[16]が推奨する標識と指示を表

示しなければならない。 
  

 
32 放射性物質の輸送は、IAEA 輸送規則によって規制される[12]。 
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(d) 適宜、汚染の拡大を制御するための物理的対策並びに管理区域の所内規則及び手順を

含むような防護と安全のための対策を定めなければならない。 
(e) 作業許可の使用などの管理手続及びロック又はインターロックを含むこともあり得る

物理的障壁により、管理区域への立ち入りを制限しなければならない。制限の程度は、

予想される被ばくの起こり易さと大きさに見合ったものでなければならない。 
(f) 管理区域の入口で、適宜、以下を提供しなければならない： 

(i) 個人用防護具； 
(ii) 個人及び作業場のモニタリング装置； 
(iii) 個人の衣服の適切な保管。 

(g) 管理区域の出口で、適宜、以下を提供しなければならない： 
(i) 皮膚及び衣服の汚染をモニタリングする装置； 
(ii) 管理区域から持ち出した物体又は物質の汚染をモニタリングする装置； 
(iii) 洗濯やシャワー施設、他の個人用除染施設； 
(iv) 汚染された個人用防護具の適切な保管。 

(h) 防護と安全のための対策又は管理区域の境界を変更する必要性があるかどうかを評価

するための条件を、定期的に見直さなければならない； 
(i) 管理区域内で作業する人に対して適切な情報、指示及び訓練を提供しなければならな

い。 
 
エリア区分：周辺監視区域 
 
3.91. 登録者及び許可取得者は、まだ管理区域として指定されていないが、特定の防護と

安全のための対策が通常は必要なくても、職業被ばく条件を見直し続ける必要のある区域

を、周辺監視区域として指定しなければならない。 
 
3.92. 登録者及び許可取得者は、周辺監視区域における被ばくと汚染の性質、起こり易さ

と大きさを考慮して、以下を行う： 
 
(a) 適切な手段により周辺監視区域を区別しなければならない； 
(b) 適宜、周辺監視区域への入口に承認された標識を表示しなければならない； 
(c) 防護と安全のための対策の必要性又は周辺監視区域の境界の変更の必要性を決定する

ための条件を定期的に見直しなければならない。 
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所内規則、手順及び個人用防護具 
 
3.93. 雇用主、登録者及び許可取得者は、以下の予防措置の階層に従い、優れた工学的対

策及び十分な勤労条件を提供することにより、防護と安全のための運営管理及び個人用防

護具に頼る必要性を最小限に抑えなければならない： 
 
(1) 工学的対策； 
(2) 運営管理； 
(3) 個人用防護具。 
 
3.94. 雇用主、登録者及び許可取得者は代表者を通じて又は作業者と協議の上で、適切な

場合には： 
 
(a) 作業者及び他の人の防護と安全のために必要な所内規則及び手順を、文書化しなけれ

ばならない； 
(b) 所内規則及び手順に、関連する調査レベル又は認可レベル及びこれらレベルを超えた

場合に従うべき手順を含めなければならない； 
(c) 所内規則及び手順並びに防護と安全のための対策を、それらが適用される作業者及び

それらに影響を受ける可能性のある他の人に知らせなければならない； 
(d) 作業者が職業被ばくを受ける又は受ける可能性があると思われる作業が適正に監督さ

れることを確実にしなければならず、規則、手順、防護と安全のための対策の遵守を確

実にするために、合理的なすべての措置を講じなければならない； 
(e) 規制機関が設定した判断基準に従い、適宜、放射線防護監督者を指定しなければならな

い。 
 
3.95. 雇用主、登録者及び許可取得者は、以下を確実にしなければならない： 
 
(a) 作業者に、適宜、以下を含む関連基準や仕様を満たす適切かつ適正な個人用防護具を提

供する： 
(i) 防護服； 
(ii) その特性を使用者に知らせた呼吸保護具； 
(iii) 防護エプロン、防護手袋及び臓器の遮蔽。 

(b) 適切な場合には、作業者はサイズが合うかどうかの試着を含む呼吸保護具の適切な使

用に関する適正な指示を受ける。 
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(c) ある特定の個人用防護具を必要とする作業は、医師の助言に基づいて、必要となる更な

る労力を安全に持続することができる作業者にのみ割り当てられる。 
(d) 緊急時に使用される装置を含むすべての個人用防護具が適切な条件で維持され、適切

な場合には、定期的に試験される。 
(e) 個人用防護具の使用を所定の作業で考慮する場合には、追加時間又は不便さにより生

じる可能性のある追加的被ばく及び保護具使用時の作業の実施に付随する可能性のあ

る追加的非放射線リスクを考慮する。 
 
作業場のモニタリング 
 
3.96. 登録者及び許可取得者は、適切な場合、雇用主と協力して、放射線防護監督者又は

他の資格のある専門家の下で作業場のモニタリング計画を策定し、維持し、見直しを続けな

ければならない。 
 
3.97. 作業場モニタリングの種類と頻度は： 
 
(a) 以下を可能にするのに十分でなければならない： 

(i) すべての作業場における放射線学的条件の評価； 
(ii) 管理区域及び周辺監視区域内における被ばく評価； 
(iii) 管理区域及び周辺監視区域内の区分の見直し。 

(b) 空間線量率、空気中及び表面汚染の放射能濃度、それらの予想される変動及び運転時と

事故時において予想される被ばくの起こり易さと大きさに基づくかなればならない。 
 
3.98. 登録者及び許可取得者は、適切な場合、雇用主と協力して、作業場モニタリング計

画の結果の記録を保存しなければならない。作業場モニタリング計画の結果は、適切な場合、

作業者の代表者を通じて、作業者が利用できるようにしなければならない。 
 
要件 25：職業被ばく及び作業者の健康監視の評価 
 
雇用主、登録者及び許可取得者は、作業者の職業被ばくの評価と記録、及び健康監視のため

の配備を行う責任を持たなければならない。 
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職業被ばくの評価 
 
3.99. 雇用主、自営業者並びに登録者及び許可取得者は、適切な場合、個人モニタリング

に基づき、作業者の職業被ばく評価のための配備を行う責任を負わなければならず、品質マ

ネジメントシステムの下で運営される認可又は承認された線量計測サービス提供者と共に

配備が行われることを確実にしなければならない。 
 
3.100. 通常は管理区域で従事する作業者又は管理区域で時々作業し職業被ばくにより有

意な線量を受ける可能性のある作業者については、適切な場合、適正かつ実行可能な場合、

個人モニタリングが行われなければならない。個人モニタリングが不適切、不適正又は実行

不能な場合、職業被ばくは、作業場モニタリングの結果及び作業者の被ばくの場所と継続時

間に関する情報に基づいて評価されなければならない33。 
 
3.101. 周辺監視区域で定期的に従事する作業者又は時々管理区域に立ち入る作業者につ

いては、職業被ばくは、適宜、作業場モニタリング又は個人モニタリングの結果に基づいて

評価されなければならない。 
 
3.102. 雇用主は、呼吸保護具を使用する作業者を含め、汚染により被ばくする可能性のあ

る作業者が特定されることを確実にしなければならない。雇用主は、防護と安全のための対

策の有効性を実証し、放射性核種の取込み量と預託実効線量を評価するために必要な程度

の適切なモニタリングができるように配備しなければならない。 
 
職業被ばくの記録 
 
3.103. 雇用主、登録者及び許可取得者は、3.99 項～3.102 項において職業被ばくの評価を

要求されるすべての作業者の被ばく記録34を保存しなければならない。 
  

 
33 3.100 項及び 3.101 項のモニタリングを目的とする作業者の種類は、欧州連合法[18]のカテゴリーA 及

びカテゴリーB の作業者の種類と類似している。 
34 職業被ばくの記録は、「被ばく記録」又は「線量記録」とも呼ばれる。 
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3.104. 各作業者の職業被ばく記録は、作業者の就労期間中とその後少なくとも作業者が

75 歳に達するか達したと思われるまで及び職業被ばくを伴う作業終了後少なくとも 30 年

間、保存されなければならない。 
 
3.105. 職業被ばくの記録には、以下を含まれなければならない： 
 
(a) 作業者が職業被ばくを受けた作業の一般的な性質に関する情報； 
(b) 規制機関により定められた関連する記録レベル以上の線量評価、被ばく及び取込みに

関する情報並びに線量評価の基礎となるデータ； 
(c) 作業者が 2 名以上の雇用主に雇用されている間に被ばくするか又は被ばくしていた場

合、各雇用主による雇用の日付及びそのような各雇用における線量、被ばく及び取込み

に関する情報； 
(d) 緊急時に取られた措置、事故又は他の異常事象による、線量、被ばく及び取込みのすべ

ての評価の記録は、通常の作業時の線量、被ばく、取込みの評価と区別され、関連する

調査の報告書で言及されなければならない。 
 
3.106. 雇用主、登録者及び許可取得者は： 
 
(a) 自身の被ばく記録の情報へのアクセスを作業者に提供しなければならない； 
(b) 職業被ばく記録へのアクセスを作業者の健康監視プログラムの監督者、規制機関及び

関連する雇用主に提供しなければならない； 
(c) 作業者が雇用主を変更する場合、新規雇用主に作業者の被ばく記録のコピーが円滑に

提供されよう促さなければならない； 
(d) 元作業者の被ばく記録が、雇用主、登録者又は許可取得者により、適宜保存されるため

の取決めを行わなければならない； 
(e) (a)～(d)の遵守において、記録の秘密保持にしかるべき注意を払わなければならない。 
 
3.107. もし、雇用主、登録者又は許可取得者が作業者の職業被ばくを伴う活動を止める場

合、規制機関若しくは国家登録により又は、関連する雇用主、登録者若しくは許可取得者に

より、適宜、作業者の職業被ばく記録が保持されるよう取決めを行わなければならない。 
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作業者の健康監視 
 
3.108. 3.76 項(f)で要求される作業者の健康監視プログラムは： 
 
(a) 労働衛生[19]の一般原則に基づかなければならない； 
(b) 対象とする作業への作業者の最初の適性及びその後の適性を評価するように作成しな

ければならない。 
 
3.109. 1 名以上の作業者が、雇用主の管理下にない線源からの被ばくを伴うか又は伴う可

能性のある作業に従事する場合、その線源に責任を持つ登録者又は許可取得者は、そのよう

な従事の前提条件として、規制機関又は他の関連当局が規定する規則に合致する必要のあ

る作業者の健康監視のための特別な取決めを雇用主と結ばなければならない。 
 
要件 26：情報、指示及び訓練 
 
雇用主、登録者及び許可取得者は、防護と安全に関する適正な情報、指示及び訓練を作業者

に提供しなければならない。 
 
3.110. 雇用主は、登録者及び許可取得者と協力して： 
 
(a) すべての作業者に対して、通常の操作、予想された運転上の出来事と事故状態における

職業被ばくによる健康上のリスクに関する適正な情報、防護と安全に関する適正な指

示及び訓練と定期的な再訓練並びに防護と安全に対する作業者の行動の重要性に関す

る適正な情報を提供しなければならない； 
(b) 緊急事態への対応により影響を受けるか又はそれに関与する可能性のある作業者に対

して、防護と安全に関する適切な情報、適正な指示及び訓練と定期的な再訓練を提供し

なければならない； 
(c) 個別の作業者に提供された訓練の記録を保存しなければならない。 
 
要件 27：雇用条件 
 
雇用主、登録者及び許可取得者は、防護と安全のための対策の代替として便益を提供して

はならない。 
 
3.111. 作業者の勤務条件は、彼らが職業被ばくを受ける又は受ける可能性があるかどうか

とは無関係でなければならない。給与、特別な保険の適用、労働時間、休暇期間、付加的な 
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休日若しくは退職金に関する特別な補償的取決め又は優遇措置が、本基準の要件に従う防

護と安全のための対策の代替として与えられたり、使用されたりしてはならない。 
 
3.112. 雇用主は、作業者が健康上の理由からこれ以上職業被ばくを伴う又は伴う可能性の

ある就業を続けられないであろうと、規制機関により決定されるか又は本基準の要件に従

って作業者の健康監視プログラムの枠組みにおいて決定された場合、代わりとなる適切な

雇用をその作業者に提供するよう、あらゆる合理的な努力を払わなければならない。 
 
要件 28：女性作業者及び訓練中の 18 歳未満の人に対する防護と安全のための特別な取決

め 
 
雇用主、登録者及び許可取得者は、胚又は胎児及び授乳中の乳児の防護のために、必要に応

じて、女性作業者に対して特別な取決めを行わなければならない。雇用主、登録者及び許可

取得者は、訓練中の 18 歳未満の人に対して防護と安全のための特別な取決めを行わなけれ

ばならない。 
 
3.113. 雇用主は、登録者及び許可取得者と協力して、管理区域若しくは周辺監視区域に立

ち入るか又は緊急時の職務を行う可能性のある女性作業者に、以下に関する適切な情報を

提供しなければならない： 
 
(a) 妊娠中の女性の被ばくによる胚又は胎児へのリスク； 
(b) 女性作業者が、妊娠35の可能性のある又は授乳中の場合、直ちに雇用主に知らせること

の重要性； 
(c) 授乳により放射性物質を経口摂取した場合の乳児への健康影響リスク。 
 
3.114. 妊娠の可能性のある又は授乳中であることの雇用主への届出が、女性作業者を作業

から外す理由と見なされてはならない。女性作業者が妊娠の可能性のあることや授乳中で

あることを通知された雇用主は、胚若しくは胎児又は乳児が、公衆の構成員のために要求さ 

 
35 妊娠の可能性がある又は授乳中であることの雇用主への届出は、本基準における女性作業者の要件に

はできない。しかし、すべての女性作業者が、かかる届出を行い、それに応じて勤労条件が変更されるこ

との重要性を理解する必要がある。 
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れるのと同程度の防護レベルが得られるよう、職業被ばくに関する労働条件を調整しなけ

ればならない。 
 
3.115. 雇用主、登録者及び許可取得者は、16 歳未満の人が職業被ばくを受ける又は受け

る可能性がないことを確実にしなければならない。 
 
3.116. 雇用主、登録者及び許可取得者は、18 歳未満の人が、監視下で、職業被ばくを受け

る又は受ける可能性のある雇用の訓練又は線源を用いる研究の目的でのみ、管理区域に立

ち入ることが許容されることを確実にしなければならない。 
 
 
公衆被ばく 

 
範囲 
 
3.117. 計画被ばく状況における公衆被ばくに関する要件（3.118 項～3.144 項）は、3.1 項

～3.3 項に記載される行為又は行為内の線源による公衆被ばくに適用される。自然線源によ

る被ばくの場合、そのような要件は、3.4 項(a)及び(b)に定める公衆被ばくにのみ適用され

る。 
 
要件 29：政府及び規制機関の公衆被ばくに係る責任 
 
政府又は規制機関は、関連する関係者の公衆被ばくに係る責任を定めなければならず、最

適化に関する要件を定め実行しなければならず、公衆被ばくに対する線量限度を定めなけ

ればならず、かつ規制機関はこれを遵守させなければならない。 
 
3.118. 政府又は規制機関は、計画被ばく状況における公衆被ばくの要件の適用に関して、

一般消費財の登録者及び許可取得者、供給者、及び提供者36の責任を定めなければならない。 
  

 
36 「一般消費財の提供者」という用語には、一般消費財の設計者、製造者、生産者、施工者、設置者、配

布者、販売者、輸入者及び輸出者が含まれる。 
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3.119. 政府又は規制機関は、個人が公衆被ばくを受ける又は受ける可能性のある状況に係

る防護と安全の最適化に関する要件を定め実行しなければならない。 
 
3.120. 政府又は規制機関は、公衆の構成員の防護と安全の最適化に使用される線量拘束値

及びリスク拘束値を、規定し又は承認しなければならない。行為内の線源に関する拘束値を

規定又は承認する場合、政府又は規制機関は、適宜、以下を考慮しなければならない： 
 
(a) 公衆被ばくに関連する線源及び行為の特性； 
(b) 類似する線源の使用における良好事例； 
(c) 設計及び計画段階で推定される他の認可された行為又は将来認可される行為37からの

線量の寄与により、公衆の構成員が受ける総線量が、線源の運転開始後のいかなる時点

でも線量限度を越えないこと； 
(d) 関心のある人々の見解。 
 
3.121. 政府又は規制機関は付則 III に定める公衆被ばくの線量限度を規定し、規制機関は

これを遵守させなければならない。 
 
3.122. 新規又は修正された行為を許認可する前に、規制機関は、責任のある関係者から安

全評価（3.29 項～3.36 項）並びに防護と安全の最適化、公衆の構成員の被ばくと潜在被ば

く評価に関連する設計規準及び設計特徴を記載した他の設計関連文書の提出を要求し、審

査しなければならない。 
 
3.123. 規制機関は、認可された排出限度を含む、公衆被ばくに関する運転限度及び条件を

確立又は承認しなければならない。これらの運転限度及び条件は： 
 
(a) 登録者及び許可取得者が、線源の運用開始後に適合性の実証のための判断基準として

用いなければならない； 
  

 
37 将来認可される可能性がある行為からの線量寄与は、現実的な仮定に基づいて行われる評価において

予測されなければならない。 
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(b) 防護と安全の最適化の結果を考慮した線量限度を下回る線量に相当しなければならな

い； 
(c) 類似する施設の運転又は活動における良好事例を反映させなければならない； 
(d) 運転上の柔軟性に余裕を持たせなければならない； 
(e) 規制機関の要件に従って受ける放射線環境影響の予測される評価結果を考慮しなけれ

ばならない（3.9 項(e)及び 3.15 項(d)を参照）。 
 
3.124. 行為内の線源がその線源が置かれている国の管轄又は管理下の領土又は他の領域

の外側で、公衆被ばくを引き起こす可能性がある場合、政府及び規制機関は： 
 
(a) 放射線学的影響の評価が、国の管轄又は管理下の領土又は他の領域の外側での影響を

含むことを確実にしなければならない； 
(b) 可能な範囲で排出管理のための要件を確立定めなければならない； 
(c) 適宜、影響を受けた国との情報交換及び協議のための手段を手配しなければならない。 
 
要件 30：公衆被ばくに係る関連する関係者の責任 
 
関連する関係者は公衆の構成員の被ばくを防護するため、防護と安全の体系を適用しなけ

ればならない。 
 
概論 
 
3.125. 登録者及び許可取得者は、責任を持つ線源によりもたらされるいかなる公衆被ばく

についても、一般消費財の供給者及び提供者と協力して、本基準の要件を適用し、規制機関

が定めるように、それらの遵守を確認し実証しなければならない。 
 
3.126. 登録者及び許可取得者は、供給者と協力して、線源の設計、計画、運転、デコミッ

ショニング（又は廃棄物処理施設の閉鎖及び閉鎖後期間）における防護と安全の最適化の原

則を適用する際に、以下を考慮しなければならない： 
 
(a) 線源の特性及び使用の変化、環境中の拡散条件の変化、被ばく経路の変化又は代表的個 
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人の決定に用いられるパラメータ値の変化など、公衆の構成員の被ばくに影響を及ぼ

す可能性のあるあらゆる条件の潜在的変化； 
(b) 類似の線源の使用又は類似の行為の実施における良好事例； 
(c) 線源の利用期間中に排出された放射性物質の環境中でのビルドアップ及び集積の可能

性； 
(d) 線量評価における不確実性、特に、線源と代表的個人が、時間的又は空間的に隔たりの

ある場合の線量への寄与における不確実性。 
 
3.127. 登録者及び許可取得者は、責任下にある線源に関し、以下を確立、実施及び維持し

なければならない： 
 
(a) 本基準の要件に従って、公衆被ばくに関する防護と安全のための方針、手順及び組織的

配備。 
(b) 以下を確実にするための対策： 

(i) 防護と安全の最適化； 
(ii) 許認可に従う、そのような線源により生じる公衆の構成員の被ばくの制限。 

(c) そのような線源の安全を確保するための対策。 
(d) 公衆の構成員の防護と安全のための、被ばくの起こり易さと大きさに見合った適切か

つ適正な資源（施設、設備及びサービスなどを含む）の提供。 
(e) 必要な能力レベルを確保するために、必要に応じた定期的な再訓練や、公衆の構成員の

防護と安全に関する機能を持つ人員への適切な訓練のためのプログラム。 
(f) 公衆被ばくを評価するための適切なモニタリング設備、モニタリング計画及び方法の

提供。 
(g) モニタリング計画の適正な記録。 
(h) 線源に関連する放射線リスクの性質と大きさに見合った、緊急時計画、緊急時の手順と

配備。 
 
訪問者 
 
3.128. 登録者及び許可取得者は、適切な場合には、雇用主と協力して： 
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(a) 管理区域又は周辺監視区域に立ち入る訪問者に、公衆被ばくに関する本基準の関連要

件を適用しなければならない； 
(b) 管理区域において、その管理区域の防護と安全のための対策に詳しい人を訪問者に同

伴させることを確実にしなければならない； 
(c) 訪問者及び訪問者の行動により影響を受ける可能性のある他の個人の適切な防護と安

全のために、管理区域又は監視区域に立ち入る前に、訪問者に適正な情報と指示を与え

なければならない； 
(d) 訪問者の管理区域又は周辺監視区域への立ち入りに際し、そのような区域での標識の

使用を含む適正な管理が維持されることを確実にしなければならない。 
 
公衆の構成員が立入り可能な区域における外部被ばく及び汚染 
 
3.129. 登録者及び許可取得者は、線源が公衆の構成員の外部被ばくを引き起こし得る場合、

以下を確実にしなければならない： 
 
(a) そのような線源を利用するすべての新しい施設の平面図及び機器の配置図並びに既存

施設への大幅な変更は、適宜、試運転に先立って規制機関により審査され承認される； 
(b) 遮蔽及び出入管理を含む他の防護と安全のための対策が、特に開放地での工業用ラジ

オグラフィーの適用などにおいて、公衆被ばくを制限するために適宜提供される。 
 
3.130. 登録者及び許可取得者は、適宜、以下を確実にしなければならない： 
 
(a) 公衆の構成員が立入り可能な区域で汚染の拡大を引き起こす可能性のある線源の設計

及び使用について、特定の封じ込め設備の設置； 
(b) 施設内の公衆の構成員が立入り可能な区域での汚染への公衆被ばくを制限するための、

防護と安全のための対策の実施。 
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要件 31：放射性廃棄物及び排出 
 
関連する関係者は、放射性廃棄物及び環境への放射性物質の排出が、許認可に従って管理

されることを確実にしなければならない。 
 
放射性廃棄物 
 
3.131. 登録者及び許可取得者は、適宜、供給者と協力して： 
 
(a) 発生する放射性廃棄物の放射能と体積が、実行可能な限り最小限に抑えられることを

確実にしなければならない； 
(b) 放射性廃棄物が、本基準、他の適用し得る IAEA 基準の要件及び関連する許認可に従

って管理されることを確実にしなければならない； 
(c) 放射性廃棄物の貯蔵と処分のための利用可能な選択肢を考慮し、放射性廃棄物は、放射

性核種含有量、半減期、放射能濃度、容積及び物理的、化学的性質などの要素の相違に

よって適切な別々の処理があることを、防護と安全の目的のために放射性廃棄物の混

合することも含めて、確実にしなければならない； 
(d) 放射性廃棄物の処分前管理及び廃棄物処分のための活動が、適用し得る IAEA 基準38及

び許認可に従うことを確実にしなければならない； 
(e) 発生、保管、移転又は処分されるすべての放射性廃棄物の保管量の記録を保存しなけれ

ばならない； 
(f) 放射性廃棄物管理のための戦略を策定し実施しなければならず、防護と安全が最適化

されているという適切な証拠を含まなければならない。 
 
排出 
 
3.132. 登録者及び許可取得者は、供給者と協力して、排出の許認可の適用において、適宜： 
  

 
38 放射性廃棄物の処分前管理に関する要件は参考文献[10]に規定され、放射性廃棄物の処分に関する要件

は参考文献[11]に規定されている。 
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(a) 排出される物質の特性と放射能及び排出予定場所並びに方法を決定しなければならな

い； 
(b) 適切な運転前調査により、排出された放射性核種が公衆の構成員の被ばくをもたらす

可能性のあるすべての重要な被ばく経路を決定しなければならない； 
(c) 計画的な排出による代表的個人への線量を評価しなければならない； 
(d) 規制機関の要請に応じて、防護と安全の体系の特徴と統合された方法で、放射線環境影

響を考慮しなければならない； 
(e) 3.123 項に従い、認可された排出限度とその実施の条件を規制機関による規定への入力

として、上記(a)～(d)の結果を規制機関に提出しなければならない。 
 
3.133. 登録者及び許可取得者は、公衆被ばくに関する運転限度及び条件は 3.123 項及び

3.124 項に基づいて満たされていることを確実にしなければならない。 
 
3.134. 登録者及び許可取得者は、適宜、規制機関に従い、以下を考慮して、その排出管理

対策を見直し修正しなければならない： 
 
(a) 運転経験； 
(b) 排出による線量の評価に影響し得る、被ばく経路又は代表的個人の特性の変化。 
 
要件 32：モニタリング及び報告 
 
規制機関及び関連する関係者は、線源モニタリング及び環境モニタリング計画が整備され、

その結果が記録され利用可能になることを確実にしなければならない。 
 
3.135. 規制機関は、適宜、以下に責任を持たなければならない： 
 
(a) 登録者及び許可取得者のモニタリング計画について、以下のために十分な審査と承認： 

(i) 計画被ばく状況における公衆被ばくに関する本基準の要件が満たされることを確

実にする； 
(ii) 公衆被ばくの線量を評価する。 
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(b) 登録者及び許可取得者により提出された、公衆被ばくに関する定期報告（モニタリング

計画及び線量評価の結果を含む）の審査。 
(c) 独立したモニタリング計画に関する規定の作成。 
(d) 登録者及び許可取得者により提供されたモニタリングデータに基づき、独立したモニ

タリングデータ及び評価を用いた、国内の認可された線源及び行為による公衆被ばく

総量の評価。 
(e) 排出の記録、モニタリング計画の結果及び公衆被ばくの評価の結果を保存するための

規定の作成。 
(f) 認可された行為の、公衆被ばくの管理に関する本基準の要件への適合の検証。 
 
3.136. 規制機関は、線源モニタリング及び環境モニタリング計画並びに公衆被ばくの線量

評価の結果を、適宜、公表又は要請に応じて利用可能にしなければならない。 
 
3.137. 登録者及び許可取得者は、適宜、以下を行わなければならない： 
 
(a) 責任下にある線源による公衆被ばくが適正に評価され、その評価が許認可に適合して

いることが十分に実証されることを確実にするためのモニタリング計画を作成し実施

すしなければならない。この計画には、適宜、以下のモニタリングを含めること： 
(i) そのような線源による外部被ばく； 
(ii) 排出； 
(iii) 環境中の放射能； 
(iv) 公衆被ばくの評価に重要な他のパラメータ。 

(b) モニタリング計画及び推定された公衆の構成員の線量の結果の適切な記録を保存する

こと。 
(c) 排出のレベル及び組成、サイト境界及び公衆の構成員が利用できる構内での線量率、環

境モニタリングの結果、さらに該当する場合、代表的個人に対する線量の遡及的評価の

結果を含めて、モニタリング計画の結果を、承認された間隔で規制機関に報告するか又

は規制機関が利用できるようにすること。 
(d) 認可された排出限度を含む公衆の被ばくに関連する運転限度及び条件を超えるいかな

るレベルの超過についても、規制機関が規定する報告規準に従って迅速に規制機関に

報告すること。 
(e) 認可された行為に起因する可能性のある環境中の線量率又は放射性核種の濃度の大幅 
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な増加を、規制機関が確立する報告規準に従って迅速に規制機関に報告すること。 
(f) 認可された線源又は施設に起因する事故又は他の異常事象により、環境中の放射線レ

ベル又は放射性核種の濃度が予想外に増加する事象の際に、緊急モニタリングを実施

する能力を得て維持すること。 
(g) 公衆被ばく及び放射線環境影響評価について行われる仮定の妥当性を検証すること。 
(h) 線源モニタリング及び環境モニタリング計画と公衆被ばくからの線量の評価の結果は、

適宜、公表若しくは要請に応じて結果を利用できるようにすること。 
 
要件 33：一般消費財 
 
一般消費財の提供者は、公衆の構成員による、それらの使用が正当化され、それらの使用が

免除されているか又は公衆への提供が認可されたかのいずれかの場合を除き、一般消費財

が、公衆に利用可能でないことを確実にしなければならない。 
 
3.138. 一般消費財の提供者は、公衆の構成員によるそれらの使用の正当化が政府又は規制

機関に承認されるか、それら製品の使用が付則 I で定めている判断基準に基づいて免除さ

れているか若しくは公衆への提供が認可されているかのいずれかの場合を除いて、一般消

費財が公衆に利用可能でないことを確実にしなければならない。 
 
3.139. 一般消費財を公衆に供給することの許認可の要請の受領に基づいて、規制機関は： 
 
(a) 一般消費財の提供者に、3.138 項～3.144 項の要件に適合することを実証する文書を提

出するよう求めなければならない； 
(b) 許認可の要請書に記載されている評価及びパラメータの選択を検証しなければならな

い； 
(c) 一般消費財の最終用途を免除できるかどうかを決定しなければならない； 
(d) 許認可の特定条件に従って、適切な場合、一般消費財の公衆への提供を許認可しなけれ

ばならない。 
 
3.140. 一般消費財の提供者は： 
 
(a) 一般消費財を公衆に提供するための許認可の条件に従わなければならない； 
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(b) 一般消費財が本基準の要件に合致することを確実にしなければならない； 
(c) 一般消費財のサービス、保守、再利用及び処分に関する適切な取決めを計画しなければ

ならない。 
 
3.141. 通常の取扱い、輸送及び使用並びに誤った取扱い、誤用、事故又は処分時に、被ば

くに影響を及ぼす可能性のある特徴に関する一般消費財の設計及び施工は、防護と安全の

最適化に従わなければならない。このことについて、一般消費財の設計者、製造者及び他の

提供者は、以下を考慮しなければならない： 
 
(a) 一般消費財で使用される可能性のある各種の放射性核種及びそれらの放射線の種類、

エネルギー、放射能及び半減期； 
(b) 一般消費財で使用される可能性のある放射性核種の化学的及び物理的形態並びにそれ

らの通常状態及び異常状態における防護と安全への影響； 
(c) 一般消費財中の放射性物質の閉じ込め及び遮蔽並びに通常状態及び異常状態における

これら放射性物質への接近； 
(d) 一般消費財の点検又は修理の必要性及びその方法； 
(e) 類似の一般消費財に関連する経験。 
 
3.142. 一般消費財の提供者は、以下を確実にしなければならない： 
 
(a) 実行可能な場合、以下の読み易いラベルが各一般消費財の目に見える面にしっかり貼

られている： 
(i) 一般消費財が放射性物質を含有する旨を記載し、放射性核種及びそれらの放射能

を特定する； 
(ii) 一般消費財の公衆への提供が、規制機関により認可されている旨を記載する； 
(iii) 必要な又は推奨されるリサイクル若しくは処分の選択肢に関する情報を提供する。 

(b) 上記(a)に定める情報が、一般消費財を供給する小売包装にも読み易く表示されている。 
 
3.143. 一般消費財の提供者は、以下に関する明確で適切な情報及び指示を各一般消費財に

提供しなければならない： 
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(a) 一般消費財の正しい設置、使用及び保守； 
(b) 点検及び修理； 
(c) 放射性核種及び指定日の放射能； 
(d) 通常運転時並びに点検及び修理時の線量率； 
(e) 必要な又は推奨される再利用若しくは処分の選択肢。 
 
3.144. 一般消費財の提供者は、適切な安全情報並びに輸送及び保管上の手引きを、一般消

費財の小売業者に提供しなければならない。 
 
 
医療被ばく 

 
範囲 
 
3.145. 計画被ばく状況における医療被ばくの要件（3.146 項-3.185 項）は、意図された、

意図しない及び事故的な被ばくを含む、すべての医療被ばく39に適用される。 
 
3.146. 線量限度は、医療被ばくには適用されない。 
 
要件 34：政府の医療被ばくに係る責任 
 
政府は、関連する関係者がその役割と責任を担う認可を与えられることを確実にし、また

診断参考レベル、線量拘束値及び患者の退院に関する判断基準及び指針が確立されること

を確実にしなければならない。 
 
3.147. 政府は、2.13 項～2.28 項に従い、医療被ばくに関しては、保健当局、関連専門機関

及び規制機関の間の協議の結果として、2.40 項及び 2.41 項に規定される関連する関係者が

その役割と責任を担う認可を与えられることを確実にしなければならず、医療被ばくを受

ける個人の防護と安全に関する職務を通知されることを確実にしなければならない。 
  

 
39 医療診断、治療又は生物医学研究以外の（したがって医療被ばくの範囲内ではない）目的のための、放

射線を利用した人体のイメージングの要件は、3.61 項～3.67 項に述べられている。 
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3.148. 政府は、2.15 項に規定される責任の一環、また保健当局、関連専門機関及び規制機

関の間の協議の結果として、画像誘導インターベンション検査を含む医療イメージングに

よる医療被ばくの診断参考レベル一式が、適正な画像品質の必要性を考慮に入れて設置さ

れ、3.169 項の要件が履行されることを可能にすることを確実にしなければならない。その

ような診断参考レベルは、できる限り、大規模調査に基づくか又は現地の状況に適した公表

値に基づかなければならない。 
 
3.149. 政府は、保健当局、関連専門機関及び規制機関の間の協議の結果として、以下の設

置を確実にしなければならない： 
 
(a) 3.173 項及び 3.174 項の要件が履行されることを可能にするための、それぞれ以下に関

する線量拘束値： 
(i) 放射線手技を受ける患者の介護者と介助者の被ばく40； 
(ii) 生物医学研究プログラムに参加する志願者の診断的調査による被ばく。 

(b) 非密封線源を用いて放射線治療手技を受けた患者又は密封線源を体内に保持したまま

の患者の退院に関する判断基準及び指針。 
 
要件 35：規制機関の医療被ばくに係る責任 
 
規制機関は、医療被ばくに対する責任を担う医療従事者（health professonals）が、適切な

分野を専門とし、関連する専門における教育、訓練及び能力の要件を満たすことを要求し

なければならない。 
 
3.150. 規制機関は、特定の医療放射線施設で実施される医療被ばくの許認可において、要

員（放射線臨床医、医学物理士、診療放射線技師及び患者の放射線防護において特定の職務

を担うその他の医療従事者（health professonals）を含む）が以下である場合のみ、本基準

が指定する責任を負うことが認められることを確実にしなければならない： 
  

 
40 介護者と介助者に係る拘束値の選択は、当該人物の年齢や、女性の場合は妊娠している可能性など、多

くの因子が考慮しなければならない複雑なプロセスである。 
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(a) 適切な分野41を専門とする42； 
(b) 2.32 項に従い、放射線防護におけるそれぞれの教育、訓練及び能力要件を満たす； 
(c) 登録者又は許可取得者により維持される最新リストに名前が挙げられている。 
 
要件 36：登録者及び許可取得者の医療被ばくに係る責任 
 
登録者及び許可取得者は、適切な紹介があり、責任は防護と安全を確実にするために想定

され、被ばくを受ける人が予想される利益とリスクの適切な通知されている場合を除き、

誰も医療被ばくを受けないことを確実にしなければならない。 
 
3.151. 登録者及び許可取得者は、症状の兆候の有無にかかわらず、以下の場合を除き、患

者が医療被ばくを受けないことを確実にしなければならない： 
 
(a) 依頼医から検査又は治療が要求され、臨床状況に関する情報が提供されている放射線

診療手技の場合又は承認された検診プログラムの一環である場合； 
(b) 医療被ばくが、適宜、放射線臨床医及び依頼医間の協議により正当化されている又はそ

れが承認された検診プログラムの一環である場合； 
(c) 放射線臨床医が、3.154 項(a)に規定される医療被ばくの計画立案と照射において防護

と安全に対する責任を負っている場合； 
(d) 患者又は患者に法的な権限のある者が、放射線診療手技の放射線リスクだけでなく、期

待される診断又は治療上の利点についても適宜知らされている場合。 
 
3.152. 登録者及び許可取得者は、もし 3.161 項で定める倫理委員会（又は関連当局により 

 
41 「適切な分野」とは、第一に、放射線診断学、画像誘導インターベンション検査、放射線療法又は核医

学（放射線診断手技、放射線治療手技又は両方）を意味する。しかしながら、多くの場合、専門分野は、特

に放射線臨床医に関しては、より狭い可能性が高い。例えば放射線診断学の場合、歯科学、カイロプラク

ティック学又は足病学の専門家、画像誘導インターベンション検査における循環器専門医、泌尿器科医や

神経科医などである。 
42 「専門とする」とは、関連専門機関、保健当局又は適切な組織によって認知されるほどに専門性がある

ことを意味する。 



76 

それら倫理委員会と類似する機能を割り当てられた他の制度的機関）によって被ばくが承

認されず、放射線臨床医が 3.154 項(a)に指定されるような責任を負わないならば、誰も生

物医学研究プログラムの一環として医療被ばくを負わないことを確実にしなければならな

い。登録者及び許可取得者は、3.174 項に定める要件は、生物医学研究プログラムの一環と

して、被ばくする人に対する防護と安全の最適化のための条件が満たされていることを確

実にしなければならない。 
 
3.153. 登録者及び許可取得者は、介護者又は介助者が放射線診療手技を受けている個人の

介護及び介助を行う前に放射線防護及び放射線リスクに関する関連情報を受け取り理解し

ている場合を除き、介護者又は介助者として医療被ばくを受ける人がいないことを確実に

しなければならない。登録者及び許可取得者は、3.173 項に規定された要件が、個人が介護

者又は介助者となるいかなる放射線診療手技のための防護と安全の最適化のために満たさ

れることを確実にしなければならない。 
 
3.154. 登録者及び許可取得者は、以下を確実にしなければならない： 
 
(a) 放射線手技を実施又は監督する放射線臨床医が、3.155 項～3.161 項に定める放射線診

療手技の正当化及び 3.162 項～3.177 項に定める医学物理士と診療放射線技師との協

力による防護と安全の最適化を含む、医療被ばくの計画及び実施時における患者の全

体的な防護と安全を確保する責任を負っている； 
(b) 放射線臨床医、医学物理士、診療放射線技師及び所定の放射線手技に関して患者の防護

と安全に関する特定の職務を担う他の医療従事者（health professonals）が、適切な分

野を専門としている； 
(c) 十分な医療従事者（medical personnel）及び医療補助従事者（paramedical personnel）

が、保健当局の指定に応じて対応可能である； 
(d) 放射線治療手技においては、3.167 項、3.168 項(c)、3.170 項及び 3.171 項に規定され

る、本基準の校正、線量計測及び品質保証（医療放射線装置の受け入れ及びコミッショ

ニングを含む）の要件が、医学物理士により又は医学物理士の監督下で確認される； 
(e) 放射線診断手技及び画像誘導インターベンション検査においては、3.167 項、3.168 項

(a)及び(b)、3.169 項、3.170 項並びに 3.171 項に記載される、本基準の医療イメージン

グ、校正、線量計測及び品質保証（医療放射線装置の受け入れ及びコミッショニングを 
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含む）の要件が、医学物理士により若しくは医学物理士の監督下で又は医学物理士の文

書化された助言を受けて、履行される。その場合、医学物理士の関与の程度は、放射線

手技の複雑さと関連する放射線リスクによって決定される； 
(f) 当事者によるあらゆる責任の委譲が文書化される。 
 
要件 37：医療被ばくの正当化 
 
関連する関係者は、医療被ばくが正当化されることを確実にしなければならない。 
 
3.155. 医療被ばくは、生み出されると予測される診断又は治療の利益43と、引き起こされ

る可能性のある放射線損害（放射線デトリメント）とを比較検討し、医療被ばくを伴わない

利用可能な代替技術の利益とリスクを考慮に入れて正当化されなければならない。 
 
3.156. 放射線診療手技の一般的正当化は、保健当局により適切な専門機関と協力して行わ

れなければならず、また新しい知識や技術開発を考慮に入れて時々見直されなければなら

ない。 
 
3.157. 個々の患者に対する医療被ばくの正当化は、特に患者が妊婦か、授乳中又は小児の

場合、放射線臨床医と依頼医間の協議を通して、適宜、以下を考慮して行われなければなら

ない： 
 
(a) 依頼の妥当性； 
(b) 放射線診療手技の緊急性； 
(c) 医療被ばくの特性； 
(d) 個々の患者の特性； 
(e) 患者の以前の放射線診療手技からの関連情報。 
 
3.158. 放射線診療手技における個々の患者の医療被ばくの正当化については、関連する国

の又は国際的な参照ガイドラインを考慮しなければならない。 
  

 
43 医療被ばくがもたらしてくれる診断又は治療の利益が必ずしも被ばくする個人にあるとは限らない。

患者にとっては明らかに利益があるが、生物医学研究における被ばくの場合、利益は生物医科学及び将来

の健康管理にあると考えられる。同様に、介護者と介助者に付随する利益は、例えば、子供の診断手技が

うまく実施されることかもしれない。 
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3.159. 無症状の人々に対する検診プログラムの一環として行われる放射線診療手技の正

当化は、保健当局により、適切な専門機関と協力して行われなければならない。 
 
3.160. 疾患の早期発見のために実施されるが、承認された検診プログラムの一環ではない

無症状者の放射線診療手技は、関連専門機関や保健当局の指針に従って、放射線臨床医と依

頼医によって、その個人の個別の正当化がなされなければならない。このプロセスの一環と

して、個人は放射線診療手技の期待される利益、リスク及び限界に関する情報を事前に知ら

されなければならない。 
 
3.161. 生物医学研究プログラムの一環としての志願者の医療被ばくは、以下である場合を

除き、正当化されないと見なされる： 
 
(a) ヘルシンキ宣言[20]の規定に従い、国際医学団体協議会（CIOMS）[21]により作成され

た指針及び国際放射線防護委員会の勧告[22]を考慮する； 
(b) 倫理委員会（又は関連当局によりそれら倫理委員会と類似する機能を割り当てられた

別の制度的機関）による承認、（3.149 項(a)(ii)及び 3.174 項で定めているような）指定

され得る線量拘束値及び適用され得る国の規制と地方自治体の規制に従う。 
 
要件 38：防護の最適化 
 
登録者、許可取得者及び放射線臨床医は、防護と安全が医療被ばくごとに最適化されるこ

とを確実にしなければならない。 
 
設計上の考慮 
 
3.162. 3.49 項に基づく責任が果たされることを確実にすることに加え、該当する場合、登

録者及び許可取得者は供給者と協力して、もたらされる医療被ばくに影響を及ぼすかもし

れない医療放射線装置及びソフトウェアが国際電気標準会議及び国際標準化機構の適用可

能な標準又は規制機関によって採用された国の規格に従う場合のみ、使用されることを確

実にしなければならない。 
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運転上の考慮 
 
3.163. 放射線診断手技及び画像誘導インターベンション検査について、放射線臨床医は、

診療放射線技師、医学物理士及び適切な場合には放射性医薬品を扱う薬剤師又は放射化学

者と協力して以下の使用を確実にしなければならない： 
 
(a) 適切な医療放射線装置とソフトウェア、核医学の場合は適切な放射性医薬品； 
(b) 関連専門機関により設置された容認可能な画像品質の関係規範及び3.148項及び3.169

項に従って設置された関連する診断参考レベルを考慮した、放射線診療手技の臨床目

的の達成しつつ患者への医療被ばくを最小限にするための適切な技術及びパラメータ。 
 
3.164. 放射線治療手技のために、放射線臨床医は医学物理士及び診療放射線技師と協力し

て、各患者についての計画標的体積（PTV）が許容誤差内で処方線量が投与されながら、そ

れ以外の領域の被ばくが合理的に達成可能な限り低く抑えられることを確実にしなければ

ならない。 
 
3.165. 放射性医薬品の投与を伴う放射線治療手技について、放射線臨床医は、医学物理士、

診療放射線技師及び適切な場合には放射性医薬品を扱う薬剤師又は放射化学者と協力して、

各患者に適切な放射性医薬品及び放射能が選定及び投与され、放射能が主として関心臓器

（複数）に局在し、その一方で身体の他の部位の放射能は合理的に達成可能な限り低く抑え

られるようにすることを確実にしなければならない。 
 
3.166. 登録者及び許可取得者は、以下の最適化プロセスにおいて、医療被ばくの特別な側

面が考慮されることを確実にしなければならない： 
 
(a) 医療被ばくを受ける小児患者； 
(b) 承認された検診プログラムの一環としての医療被ばくを受ける個人； 
(c) 生物医学研究プログラムの一環として医療被ばくを受ける志願者； 
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(d) 患者に対する比較的高い線量44； 
(e) 特に妊娠中の女性患者の腹部若しくは骨盤が有効な放射線ビーム内にあるか又は大量

の線量を受ける可能性のある放射線診療手技の場合の胚又は胎児の被ばく； 
(f) 女性患者が放射性医薬品を用いる放射線診療手技を受ける結果としての授乳中の乳児

の被ばく。 
 
校正 
 
3.167. 3.154 項(d)及び(e)に従い、医学物理士は、以下を確実にしなければならない： 
 
(a) 医療被ばくを生じさせるすべての線源は、国際的に又は国内で容認された手順を用い

て、適切な量に校正する； 
(b) 臨床での使用に先立ってユニットのコミッショニングをする時、線量計測に影響を及

ぼし得る保守作業の後及び規制機関により承認される間隔で、校正が行われる； 
(c) 臨床での使用に先立ち、放射線治療装置の校正が独立して検証される45； 
(d) 患者の線量計測又は線源の校正に使用されるすべての線量計の校正が、標準線量計測

機関までトレーサビリティが確保されている。 
 
患者線量計測 
 
3.168. 登録者及び許可取得者は、患者の線量計測の実施、文書化に当たっては、医学物理

士又はその監督下で、校正された線量計を用い、国際的又は国内で容認された手順に従い、

下記を決定することを確実にしなければならない： 
  

 
44 「比較的高い線量」という用語は、ある状況の枠の中で適用されることが意図されている。明らかに、

放射線治療手技による線量は画像誘導インターベンション検査のように、「比較的高い線量」に含まれてい

る。医療イメージングにおいて、「比較的高い線量」には、コンピューター断層撮影での被ばくや高い線量

を伴う核医学の放射線手技からの被ばくが該当する。 
45 「独立した検証」とは、理想的には別の線量計測装置を用いて別の医学物理士が検証することを意味す

る。しかし、2 人目の医学物理士若しくは 2 つ目の装置一式による検証又は郵送での熱ルミネッセンス線

量計（TLD）検証の枠組みを用いるなど、他の選択肢も容認される場合がある。遵守の確認において、規

制機関は地域的資源の限界を認識する必要がある。 
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(a) 放射線診断手技において、一般的な検査における患者への典型的な線量； 
(b) 画像誘導インターベンション検査において、患者への典型的な線量； 
(c) 放射線治療手技において、外部照射療法及び/又は小線源治療を受ける各患者について

の計画標的体積への吸収線量及び放射線臨床医により判断される関連する組織又は臓

器への吸収線量； 
(d) 非密封線源を用いる放射線治療手技において、患者への典型的な吸収線量。 
 
診断参考レベル 
 
3.169. 登録者及び許可取得者は、以下を確実にしなければならない： 
 
(a) 診断参考レベルが設定されている放射線診療手技について、3.168 項で定める計測に基

づく現地アセスメントを承認された間隔で行う（3.148 項）。 
(b) 患者の防護と安全の最適化が適正かどうか又は所定の放射線手技が以下の場合、是正

処置が必要かどうかを決定するための審査を行う： 
(i) 標準的な線量又は放射能が関連する診断参考レベルを超えている場合；又は 
(ii) 標準的な線量又は放射能が関連する診断参考レベルを大幅に下回り、被ばくが有

用な診断情報を提供しないか又は予想される医学的利益を患者に与えない場合。 
 
医療被ばくの品質保証 
 
3.170. 登録者及び許可取得者は、マネジメントシステムに関して本基準の要件を適用する

際に、医学物理士、放射線臨床医、診療放射線技師、また、複合核医学施設においては放射

性医薬品を扱う薬剤師と放射化学者及び適宜、他の医療従事者（health professionals）と

連携して、医療被ばくに関する品質保証の全体計画を定めなければならない。世界保健機関、

汎米保健機構及び関連専門機関が定める原則を考慮しなければならない。 
 
3.171. 登録者及び許可取得者は、適宜、医学放射線施設を含む医療被ばくに関する品質保

証の計画が以下を含むことを確実にしなければならない： 
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(a) 医学物理士によって又は医学物理士の監督下で行われた以下の医療放射線装置の物理

的パラメータの測定： 
(i) 受け入れ時及び患者への臨床使用に先立つ装置のコミッショニング時； 
(ii) その後一定期間ごと； 
(iii) 患者の防護と安全に影響するかもしれないあらゆる主要な保守点検の後； 
(iv) 患者の防護と安全に影響するかもしれないあらゆる新しいソフトウェアのインス

トール又は既存ソフトウェアの修正の後。 
(b) 上記(a)における物理的パラメータの測定値が、定めた許容限度から外れている場合の

是正処置の実施。 
(c) 放射線手技で用いられる適切な物理的及び臨床的因子の検証。 
(d) 関係する手順と結果の記録の保存。 
(e) 線量計測機器及びモニタリング装置の校正と動作状況の定期点検。 
 
3.172. 登録者及び許可取得者は、定期的かつ独立した監査が、医療被ばくに関する品質保

証計画で構成され、それらの頻度が、実施される放射線診療手技の複雑さと関連するリスク

に見合うことを確実にしなければならない。 
 
線量拘束値 
 
3.173. 登録者及び許可取得者は、関連する線量拘束値（3.149 項(a)(i)）が、個人が介護者

又は介助者の役割を果たす放射線診療手技における防護の最適化に使用されることを確実

にしなければならない。 
 
3.174. 登録者及び許可取得者は、倫理委員会（又は関連当局によりそれら倫理委員会と類

似する機能を割り当てられた別の制度的機関）により、生物医学研究の提案の一環として

個々の場合に応じ（3.161 項）、指定又は承認された線量拘束値が、生物医学研究プログラ

ムの一部として被ばくする人の防護と安全の最適化に使用されることを確実にしなければ

ならない。 
 
要件 39：妊娠中又は授乳中の女性患者 
 
登録者及び許可取得者は、女性患者が妊娠中又は授乳中の可能性がある場合、適切な放射

線防護のための取決めがなされていることを確実にしなければならない。 
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3.175. 登録者及び許可取得者は、適切な言語による標識が、公的な場所、患者の待合室、

個室や他の適切な場所に置かれることを確実にしなければならず、放射線診療手技を受け

る女性患者が、放射線臨床医、診療放射線技師や他の要員に以下の事情を通知することを求

める際に、適宜、他のコミュニケーション手段46も用いられることを確実にしなければなら

ない： 
 
(a) 彼女は妊娠しているか、妊娠の可能性がある； 
(b) 彼女は授乳中であり、予定されている放射線手技が、放射性医薬品の投与を含んでいる。 
 
3.176. 登録者及び許可取得者は、胚又は胎児に大量の線量を与える可能性のある放射線診

療手技の実施前に、生殖能力のある女性患者の妊娠の有無を確認するための手順が整備さ

れ、その情報が放射線診療手技の正当化（3.155 項及び 3.156 項）と防護と安全の最適化

（3.166 項）において考慮できるようにすることを確実にしなければならない。 
 
3.177. 登録者及び許可取得者は、女性患者が、受乳中の乳児に有意な線量を与えるかもし

れない放射性医薬品の投与を含む放射線診療手技を実施する前に、現在は授乳中ではない

ことを確実にするための取決めがなされなければならず、この情報は、放射線診療手技にお

ける正当化（3.155 項及び 3.157 項）と防護と安全の最適化（3.166 項）において考慮され

得る。 
 
要件 40：放射性核種治療後の患者の退院 
 
登録者及び許可取得者は、患者が放射性核種治療後に退院する前に、公衆の構成員及び家

族に対する適切な放射線防護を保証するための取決めがなされていることを確実にしなけ

ればならない。 
 
3.178. 放射線臨床医は、医学物理士又は施設の放射線防護監督者により以下が立証される

まで、密封又は非密封線源による放射線治療手技を受けた患者が医療放射線施設から退院

しないことを確実にしなければならない： 
  

 
46 「他のコミュニケーション手段」には、妊娠している若しくはその可能性があるかどうか又は授乳中で

あるかどうかを女性患者に明確に尋ねることが含まれる。 
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(a) 患者の体内の放射性物質の放射能は、公衆の構成員及び家族が受ける可能性のある線

量が、関連当局により設定された要件に従うものである（3.149 項(b)）；及び 
(b) 患者又は患者の法定後見人に、以下の情報が提供されている： 

(i) 患者に接触するか又は患者の近くにいる人への線量を合理的に達成可能な限り低

く抑え、汚染の拡大を避けることを目的とする書面での指示； 
(ii) 放射線リスクに関する情報。 

 
要件 41：意図しない及び事故的な医療被ばく 
 
登録者及び許可取得者は、意図しない又は事故的な医療被ばくの起こり易さを最小限にす

るためのあらゆる実行可能な対策が取られることを確実にしなければならない。登録者及

び許可取得者は、意図しない及び事故的な医療被ばくを迅速に調査し、適切な場合には、是

正処置を講じなければならない。 
 
3.179. 登録者及び許可取得者は、2.51 項、3.41 項～3.42 項及び 3.49 項～3.50 項の関連

要件に従い、医療放射線装置の設計上のミスや操作での誤り、ソフトウェアの欠陥や間違い

又はヒューマンエラーの結果として生じる意図しない又は事故的な医療被ばくの起こり易

さを最小限にするためのあらゆる実行可能な対策が取られることを確実にしなければなら

ない。 
 
意図しない及び事故的な医療被ばくの調査 
 
3.180. 登録者及び許可取得者は、以下のいずれかの意図しない又は事故的な医療被ばくを

迅速に調査しなければならない： 
 
(a) 間違った個人若しくは患者の間違った組織若しくは臓器に与えられるか又は間違った

放射性医薬品を使用するか又は放射線臨床医により規定された値から大幅に異なる

（上回るか下回る）放射能、線量若しくは線量分割を用いるか又は過度に重篤な二次的

影響をもたらす可能性のある医療； 
(b) 間違った個人又は患者の間違った組織又は臓器が被ばくする、いかなる放射線診断手

技又は画像誘導インターベンション検査； 
(c) 意図されたものより大幅に大きい診断目的の被ばく； 
(d) 画像誘導インターベンション検査により生じる、意図されたものより大幅に大きい被

ばく； 
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(e) 放射線診療手技の実施過程における胚又は胎児の不注意による被ばく； 
(f) 意図されたものより大幅に異なる医療被ばくを患者が受ける可能性のある、医療放射

線装置の故障、ソフトウェア若しくはシステムの故障、事故、エラー、災難又は他の異

常事態。 
 
3.181. 登録者及び許可取得者は、3.180 項に従って調査されたいかなる意図しない又は事

故的な医療被ばくに関して、以下を行わなければならない： 
 
(a) 受けた線量及びそれらの患者の体内での分布を計算又は推定する； 
(b) 意図しない又は事故的な医療被ばくの再発を防ぐのに必要な是正処置を示す； 
(c) 自らの責任下におけるすべての是正処置を実施する； 
(d) 調査後できる限り速やかに又は規制機関の定めに従い、意図しない又は事故的な医療

被ばくの原因、上記(a)～(c)に定める情報で該当するもの、他の規制機関で定める情報

を含む文書記録を作成して保持する；また、重大で意図しない又は事故的な医療被ばく

に際しては、あるいは規制機関の定めに従い、可能な限り速やかに規制機関と、適切な

場合には関連する保健当局にも、この文書記録を提出する； 
(e) 適切な放射線臨床医が、依頼医と患者又は意図しない若しくは事故的な医療被ばくを

受けた患者の法的に正式な代理人に通知していることを確実にする。 
 
要件 42：レビュー及び記録 
 
登録者及び許可取得者は、医療放射線施設で定期的に放射線に関するレビューが実施され

ることとその記録が保存されていることを確実にしなければならない。 
 
放射線に関するレビュー 
 
3.182. 登録者及び許可取得者は、医療施設で、放射線臨床医により、定期的に放射線に関

するレビューが診療放射線技師及び医学物理士と協力して実施されることを確実にしなけ

ればならない。放射線に関するレビューでは、医療放射線施設で実施されている放射線診療 
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手技の正当化と最適化の放射線防護原則の現行の実際的運用の精査及び批判的レビューが

含まれる必要がある。 
 
記録 
 
3.183. 登録者及び許可取得者は、人に関する以下の記録を規制機関が定める期間保存し、

適宜利用可能にしなければならない： 
 
(a) 当事者による責任の委譲の記録（3.154 項(f)で定める）； 
(b) 放射線防護における人の訓練記録（3.150 項(b)で定める）。 
 
3.184. 登録者及び許可取得者は、以下の校正、線量計測及び品質保証の記録を規制機関が

指定する期間保存し、要請に応じて利用可能にしなければならない： 
 
(a) 患者の治療に使用されている関連性の高い物理的、臨床的パラメータの校正と定期的

なチェックの結果の記録； 
(b) 3.168 項で定める、患者の線量計測記録； 
(c) 3.169 項で定める、診断参考レベルに関して行われた現地アセスメント及びレビュー； 
(d) 3.171 項(d)で定める、品質保証計画と関連する記録。 
 
3.185. 登録者及び許可取得者は、以下の医療被ばくの記録を規制機関が定める期間保存し、

適宜利用可能にしなければならない： 
 
(a) 放射線診断の、被ばくの回数及び透視検査の持続時間を含む、遡及的線量評価に必要な

情報； 
(b) 画像誘導インターベンション検査の、透視の持続時間及び取得した画像の数を含む、遡

及的線量評価に必要な情報； 
(c) 核医学の、投与された放射性医薬品の種類及びその放射能； 
(d) 外部放射線治療又は小線源治療の、計画標的体積の記載、計画標的体積の中心の吸収線

量及び計画標的体積に投与された最大及び最小の吸収線量又は計画標的体積への吸収 
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線量と等価な代替情報及び放射線臨床医により決定された関連する組織又は臓器への

吸収線量；加えて、外部放射線治療における線量分割及び全治療期間； 
(e) 生物医学研究プログラムの一環として医療被ばくを受ける志願者の被ばくの記録； 
(f) 意図しない又は事故的な医療被ばくの調査報告書（3.181 項(d)で定める）。 
 
 
 

4．緊急時被ばく状況 
 
 
範囲 

 
4.1. 4 章に定める緊急時被ばく状況の要件は、原子力又は放射線緊急事態への備えと対応

において実施される活動に適用される。 
 
 
一般要件 

 
要件 43：緊急事態マネジメントシステム 
 
政府は、統合され調整された緊急事態マネジメントシステムが確立・維持されていること

を確実にしなければならない。 
 
4.2. 政府は、原子力又は放射線緊急事態発生時には、人の生活、健康及び環境を防護する

ことを緊急時対応の目的として、緊急事態マネジメントシステムが国の領土とその所管内

に確立・維持されていることを確実にしなければならない。 
 
4.3. 緊急事態マネジメントシステムは、ハザード評価の結果に見合うように[15]、また、

施設又は活動に関連する合理的に予見可能な事象（非常に低い確率の事象を含む）に対して

効果的な緊急時対応を可能にするように計画されなければならない。 
 
4.4. 緊急事態マネジメントシステムは、実行可能な範囲で、全ハザードに対する緊急事態

マネジメントシステムに統合されなければならない。 
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4.5. 緊急事態マネジメントシステムは、適宜次項を含む、現場で、また地元、国、国際的

レベルでの必要不可欠な要素を提供しなければならない[15]： 
 
(a) ハザード評価； 
(b) 緊急時計画及び緊急事態の手順の作成と演習； 
(c) 緊急事態への備えと対応のための配備の役割を担う人と組織の明確な責任分担； 
(d) 組織間の効率的かつ効果的な協力と調整のための配備； 
(e) 情報公開を含む信頼できるコミュニケーション； 
(f) 環境防護に関連する考慮を含め、緊急事態において被ばくする可能性がある公衆の構

成員を防護するための対策の実施と終了に関する最適化された防護戦略； 
(g) 緊急時作業者の防護に関する配備； 
(h) 緊急時対応に関わるすべての人の放射線防護の訓練及び緊急時計画と緊急事態の手順

の演習を含む教育訓練； 
(i) 緊急時被ばく状況から現存被ばく状況への移行に向けた備え； 
(j) 緊急事態における医療対応や公衆衛生への対応に関する配備； 
(k) 個人モニタリング及び環境モニタリング並びに線量評価のための規定； 
(l) 関連する関係者及び関心のある人々の関与。 
 
4.6. 政府は、自国の緊急事態への配備及び能力並びに関連する国際的な緊急事態への配備

の調整を確実にしなければならない。 
 
 
公衆被ばく 

 
要件 44：緊急事態への備えと対応 
 
政府は、防護戦略が計画段階において作成され、正当化され、最適化されていること、そし

て緊急時対応が適時に実施されることを確実にしなければならない。 
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4.7. 政府は、公衆被ばくに起因する確定的影響を回避し、確率的影響の可能性を低減する

ために、ハザード評価に基づいたシナリオを使用して、防護戦略が計画段階において作成さ

れ、正当化され、最適化されることを確実にしなければならない。 
 
4.8. 防護戦略の作成では、以下の 3 つの連続する段階を含まなければならないが、これに

限定してはならない： 
 
(1) 残存線量で示される参考レベルは、すべての被ばく経路による線量寄与を含め、典型的

には 20～100 mSv の範囲の実効線量で設定されなければならない。防護戦略には、残

存線量を参考レベル以下に合理的に達成できる限り低くするための計画が含まれなけ

ればならず、この戦略は最適化されなければならない。 
(2) 参考レベルを用いた防護戦略の最適化の結果に基づいて、予測線量又は受けた線量で

示される、所定の防護措置及び他の対応措置に関する包括的判断基準が作成されなけ

ればならない。もし、包括的判断基準47の数値を上回った場合、その防護措置及び他の

対応措置が、単独又は組み合わせて実行されなければならない。 
(3) 防護戦略が一旦最適化され、一連の包括的判断基準が作成された際には、その包括的判

断基準から、主に初期段階に向けての緊急時計画の様々な要素を開始するための前も

って設定すべき運用上の判断基準が導出されなければならない。現場の状態、運用上の

介入レベル、緊急時活動レベルといった運用上の判断基準は、パラメータや観測可能な

条件で示されなければならない。その時点で広く見られる条件の進展を考慮して、緊急

事態におけるこれらの運用上の判断基準を適宜修正するために、前もって配備が確立

されなければならない。 
 
4.9. それぞれの防護措置は、防護戦略に照らして正当化されなければならない。 
 
4.10. 政府は、緊急事態への備えと対応の配備を行う際には、緊急事態は動的であること、

緊急時対応の初期の決定がその後の対策に影響する可能性があること、そして、地理的に異

なる場所ではそれぞれのその時点で広く見られる条件があり、対応の要件も異なる場合が

あることが考慮されていることを確実にしなければならない。 
  

 
47 添付資料の表 A-1（380 頁）には、20～100 mSv の範囲内の参考レベルに対応する防護戦略で用いる

ための一連の包括的判断基準を示すとともに、様々な時間枠における特定の対策の詳細を述べている。 
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4.11. 政府は、緊急時被ばく状況における対応が、これに限定されるわけではないが、以下

を含む緊急時対応のための配備が適時に履行されることを確実にしなければならない： 
 
(a) 観測された条件に基づき、重篤な確定的影響を回避する防護措置及び他の対応措置を

迅速に、もし可能であれば被ばくが発生する前に実施する。重篤な確定的影響を防止す

るための包括的判断基準として使用されることが求められる線量レベルは、付則 IV の

表 IV.1（372 頁）に示されている； 
(b) 実施される防護措置及び他の対応措置の有効性を評価し、適宜それを修正する； 
(c) 残存線量が参考レベルを超えるグループを優先して、残存線量を適用可能な参考レベ

ルと比較する； 
(d) その時点で広く見られる条件と利用可能な情報を基にして、必要に応じて追加の防護

戦略を実施する。 
 
 
緊急時作業者の被ばく 

 
要件 45：緊急時作業者の被ばくを制御するための配備 
 
政府は、緊急事態において緊急時作業者の受ける線量を管理、制御、記録するためのプログ

ラムを確立しなければならない。 
 
4.12. 政府は、緊急事態において緊急時作業者が受ける線量を管理、制御、記録するため

のプログラムを確立しなければならず、それは、対応組織や雇用主によって履行されなけれ

ばならない。 
 
4.13. 4.14 項～4.19 項の要件遵守を確実にすることに責任のある対応組織や雇用主は、緊

急時計画で指定されなければならない。 
 
4.14. 緊急時被ばく状況においては、4.15 項で要求されるものを除き、計画被ばく状況に

おける職業被ばくに関連する要件（3.69 項～3.116 項）が、グレード別アプローチに従って

緊急時作業者に適用されなければならない。 
 
4.15. 対応組織及び雇用主は、以下の場合を除き、緊急事態において、いかなる緊急時作

業者も 50 mSv を超えた被ばくを受けないことを確実にしなければならない： 
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(a) 救命又は重度の傷害防止のため； 
(b) 重篤な確定的影響を防止する措置及び人と環境に著しい影響を与え得る壊滅的状態へ

の進展を防止するための措置を講じる場合；又は、 
(c) 大規模な集団線量を回避するための措置を講じる場合。 
 
4.16. 4.15 項に明記された例外的な状況においては、対応組織及び雇用主は、緊急時作業

者への線量を付則 IV の表 IV.2（373 頁）に規定されている値未満に抑えるためのあらゆる

合理的取り組みを実施しなければならない。更に、付則 IV の表 IV.2 で定める値に近づくか

超え得る活動を行う緊急時作業者は、他の人への期待される利益が緊急時作業者のリスク

を明らかに上回る時に限り、その活動を行うものとしなければならない。 
 
4.17. 対応組織及び雇用主は、受ける線量が 50 mSv を超えるかもしれない活動を行う緊

急時作業者が、自発的48にその活動を行うこと、防護と安全のための利用可能な対策と関連

する健康上のリスクについて事前に明確かつ包括的に知らされていること、また、実施が必

要となる可能性がある活動について、実行可能な限り訓練を受けていることを確実にしな

ければならない。 
 
4.18. 対応組織及び雇用主は、緊急事態において緊急時作業者が受ける線量を評価し記録

するためのあらゆる合理的措置を講じなければならない。受けた線量の情報とそれに伴う

健康上のリスクに関する情報は、関与する作業者に伝達されなければならない。 
 
4.19. 緊急時被ばく状況において線量を受ける作業者が、その後職業被ばくを受けること

を、通常妨げてはならない。しかし、その作業者が 200 mSv を超えて線量を受けた場合、

あるいは作業者の要請によって、その後の職業被ばくの前に、資格のある医師の助言を受け

られなければならない。 
  

 
48 緊急時作業者が取るべき活動の自主性については、通常、緊急時の取決めにおいて考慮される。 
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緊急時被ばく状況から現存被ばく状況への移行 

 
要件 46：緊急時被ばく状況から現存被ばく状況への移行に関する配備 
 
政府は、緊急時被ばく状況から現存被ばく状況への移行に関する配備がなされ、適宜、実行

されることを確実にしなければならない。 
 
4.20. 総合的な緊急事態への備えの一環として、政府は、緊急時被ばく状況から現存被ば

く状況へ移行に関する配備が適切であることを確実にしなければならない。この配備では、

異なる地理的な区域において異なる時期に移行があることを考慮しなければならない。責

任当局が、現存被ばく状況への移行を実施する決定を下さなければならない。関係当局及び

関心のある人々が関与して、組織間で責任の必要な移管を行うことにより、調整された秩序

ある方法で移行が実施されなければならない。 
 
4.21. プラントや建屋の補修若しくは放射性廃棄物管理の活動のような作業を実施する作

業者又はサイトや周辺区域の除染のための修復措置を実施する作業者は、3 章に定めた計画

被ばく状況における職業被ばくのための関連要件に従わなければならない。 
 
 
 

5．現存被ばく状況 
 
 
範囲 

 
5.1. 5 章の現存被ばく状況に関する要件は、以下に適用される： 
 
(a) 下記から生じる残留放射性物質に由来する地域の汚染による被ばく： 

(i) 規制上の管理の対象でなかった又は規制上の管理の対象であったが本基準に準拠

していなかった過去の活動； 
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(ii) 緊急事態の解除が宣言された後の、原子力又は放射線緊急事態（4.20 項で定める）。 
(b) 5.1 項(a)に述べるような残留放射性物質に由来する放射性核種を含む食品、飼料、飲料

水及び建材などの日用品による被ばく。 
(c) 下記を含む自然線源による被ばく： 

(i) ウラン壊変系列又はトリウム壊変系列の他の放射性核種による被ばくが計画被ば

く状況として管理されている作業場以外の作業場における、また公衆の構成員の

滞在係数（居住係数）が高い住居及び他の建物における、222Rn とその子孫核種及

び 220Rn とその子孫核種； 
(ii) 放射能濃度に関わらず、食品、飼料、飲料水、農業用肥料及び土壌改良を含む日用

品、建材並びに環境中の残留放射性物質など、自然起源の放射性核種； 
(iii) 上記(c)(ii)以外の、ウラン壊変系列又はトリウム壊変系列のいずれかに属するいか

なる放射性核種の放射能濃度も 1 Bq/g を超えず、かつ 40K の放射能濃度が 10 Bq/g
を超えない物質； 

(iv) 航空機乗務員及び宇宙飛行士の宇宙放射線被ばく。 
 
 
一般要件 

 
要件 47：現存被ばく状況に係る政府の責任 
 
政府は、どのような職業被ばく及び公衆被ばくが放射線防護の観点から重要かについて決

定するために、特定された現存被ばく状況が評価されることを確実にしなければならない。 
 
5.2. 政府は、現存被ばく状況が特定されるとき、防護と安全確保の責任が割り当てられ適

切な参考レベルが確立されることを確実にしなければならない。 
 
5.3. 政府は、防護と安全のための法律及び規制の枠組み（2 章参照）に、現存被ばく状況

を管理するための規定が盛り込まれていることを確実にしなければならない。政府は、法律

と規制の枠組みの中で、適宜： 
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(a) 現存被ばく状況の範囲に含まれる被ばく状況を指定しなければならない；49 
(b) 修復措置及び防護措置が正当化されると判断されたとき、被ばく低減のために作成さ

れた防護戦略の基本となる一般原則を定めなければならない；50 
(c) 規制機関と他の関連する当局51、また必要に応じて修復措置や防護措置の適用に関与す

る登録者、許可取得者及び他の関係者に対して、防護戦略の確立と実施のための責任を

割り当てなければならない； 
(d) 防護戦略の作成と実施に関する決定への関心のある人々の関与について、必要に応じ

て定めなければならない。 
 
5.4. 現存被ばく状況のための防護戦略の確立を割り当てられた規制機関又は他の関連当

局は、同計画が以下について定めていることを確実にしなければならない： 
 
(a) 防護戦略によって達成される目的； 
(b) 適切な参考レベル。 
 
5.5. 規制機関又は他の関連当局は、以下を含む防護戦略を実施しなければならない： 
 
(a) 目的を達成するための利用可能な修復措置と防護措置の評価に必要な整備、及び計画

され、実行された措置の効率の評価に必要な整備； 
(b) 潜在的な健康リスク及び被ばくとその付随するリスクを低減するために利用可能な手

段に関する情報を、被ばくを受ける個人が確実に利用できるようにすること。 
  

 
49 ラドンによる被ばくの場合、現存被ばく状況の範囲に含まれる種類の状況は、ラドンが作業に直接関係

しない作業場並びに 222Rn の年間平均放射能濃度が 5.27 項に従って確立される参考レベルを超えると予想

される作業場を含むだろう。 
50 かかる措置には、建材の使用制限、食物の消費制限、土地の使用制限、土地又は建物への立入制限とい

った他の長期的な防護措置、また線源の除去又は低減といった修復措置が含まれる。 
51 規制機関の管轄下にない現存被ばく状況においては、保健当局など別の関連当局が、防護と安全のため

の対策をとる権限を持っている可能性がある。 
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公衆被ばく 

 
範囲 
 
5.6. 現存被ばく状況における公衆被ばくの要件（5.7 項～5.23 項）は、5.1 項に定める状

況により生じる公衆被ばくに適用する。 
 
要件 48：防護措置の正当化及び防護と安全の最適化 
 
政府及び規制機関又は他の関連当局は、修復措置及び防護措置が正当化され、防護と安全

が最適化されることを確実にしなければならない。 
 
5.7. 政府と規制機関又は他の関連当局は、5.2 項と 5.4 項に従って確立された現存被ばく

状況の管理のための防護戦略が現存被ばく状況に関連付けられる放射線リスクに見合って

いることを確実にしなければならず、また、修復措置又は防護措置が、放射線リスクという

形態の損害も含めて、それらの実施に関連する損害を上回るのに十分な便益をもたらすこ

とが予想されることを確実にしなければならない。52 

 
5.8. 修復措置又は防護措置に責任を負う規制機関又は他の関連当局及び他の関係者は、係

る措置の形態、規模、期間が最適化されることを確実にしなければならない。この最適化の

プロセスは、被ばくを受けるすべての個人の最適化された防護を提供することを意図して

いると同時に、線量が参考レベルを超える集団に対して優先的に与えらなければならない。

線量が参考レベルを上回り続けることを防ぐために、すべての合理的な措置がとられなけ

ればならない。参考レベルは、典型的に、1～20 mSv の範囲の代表的個人に対する年間実

効線量又は他の相当する数量、状態を管理する実現可能性や過去の類似する状態の管理経

験に基づく実際の値として、表示されなければならない。 
  

 
52 修復措置（修復）の実施は、すべての放射能又は放射性物質の痕跡を除去することを意味するものでは

ない。最適化プロセスは、広範な修復につながると考えられるが、必ずしも以前の状態が回復される訳で

はない。 
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5.9. 規制機関又は他の関連当局は、参考レベルがその時点で広く見られる状況と照らして

依然として適切であることを保証するために、定期的に再評価しなければならない。 
 
要件 49：残留放射性物質のある地域を修復する責任 
 
政府は、残留放射性物質のある地域に対して責任を持つ個人又は組織を特定するための；

修復プログラム及び修復後の管理対策を確立して実行するための、また適切な場合には；

放射性廃棄物管理のための適切な戦略を整備するための、規定が作成されることを確実に

しなければならない。 
 
5.10. 過去の活動若しくは原子力又は放射線緊急事態に由来する残留放射性物質のある地

域（5.1 項(a)）の修復のために、政府は、防護と安全の枠組みに以下が規定されていること

を確実にしなければならない： 
 
(a) 汚染地域及び修復プログラムの資金調達のために責任を負う個人又は組織の同定と、

もしそのような個人や組織が存在しなくなったか、その債務を履行できない場合は、代

替の資金源のための適切な配備の決定； 
(b) 修復措置の立案、実施、結果の検証に責任を負う個人や組織の指定； 
(c) 修復前、修復中、また必要であれば修復後における、本地域の使用及び立入に関するあ

らゆる制限の規定； 
(d) 汚染の性質と範囲について、修復前や修復中及び修復後の決定について、また修復措置

の完了後のすべてのモニタリングプログラムの結果を含む、修復措置の結果の検証に

関する情報について、それらを網羅する記録の維持、取り出し、修正のための適切なシ

ステム。 
 
5.11. 政府は、修復措置により生じるすべての廃棄物を扱うために、放射性廃棄物管理の

ための戦略が整備されることを確実にしなければならず、またそのような戦略のための規

定が、防護と安全のための枠組みのなかで定められることを確実にしなければならない。 
 
5.12. 修復措置の立案、実施及び検証に責任を負う個人又は組織は、適宜、以下を確実に

しなければならない： 
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(a) 安全評価によって支持される修復措置計画を準備し、承認を得るために規制機関又は

他の関連当局へ提出する。 
(b) 修復措置計画は、放射線リスクの適時かつ漸進的な削減を目指し、そして可能な場合、

最終的には本地域の使用又は立入制限の解除を目標とする。 
(c) 修復措置の結果、公衆の構成員が受けるあらゆる追加線量は、年線量の低減結果の考慮

を含む正味の利益の結果に基づいて正当化される。 
(d) 最適化された修復の選択肢を選ぶに当たり： 

(i) 人と環境への放射線影響について、人と環境への非放射線影響及び技術的、社会的

及び経済的要因とともに考察する； 
(ii) 放射性廃棄物の輸送及び管理の費用、放射性廃棄物を管理する作業者の放射線被

ばく及び健康リスク、そしてその処分に関連するその後のあらゆる公衆被ばくを

すべて考慮する。 
(e) 情報公開のための仕組みが整備され、関心のある人々は、修復に続くあらゆるモニタリ

ングを含む修復措置の計画、実行と検証に関与する。 
(f) モニタリング計画が確立され、実施されている。 
(g) 現存被ばく状況に関する、また防護と安全のために取られる措置に関する、適切な記録

を維持するためのシステムが整備されている。 
(h) 防護と安全に関連するあらゆる異常状態を規制機関又は他の関連当局へ報告する手順

が整備されている。 
 
5.13. 2.29 項に従い、規制機関又は他の関連当局は、特に以下に対する責任を負わなけれ

ばならない： 
 
(a) 責任のある個人や組織により提出された安全評価の見直し、修復措置計画やその後の

修復措置計画の変更、及びあらゆる必要な許認可の付与を承認する； 
(b) 安全評価のための判断基準と手法を構築する； 
(c) 作業手順書、モニタリング計画と記録を見直す； 
(d) 放射線の環境影響があるかもしれない又は修復措置の作業者や公衆の構成員の被ばく

条件を変えるかもしれない手順や設備の重大な変更について、見直して承認する； 
(e) 必要な場合、修復後の管理対策の規制要件を確立する。 
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5.14. 修復措置の実行に責任を負う個人又は組織は： 
 
(a) 発生する放射性廃棄物の管理を含め、作業は修復措置計画に基づいて実施されること

を確実にしなければならない； 
(b) 安全評価の実施を含め、防護と安全のすべての側面に対し責任を負わなければならな

い； 
(c) 規制機関又は他の関連当局の承認に従って、汚染のレベルを確認し、放射性廃棄物管理

のための要件の遵守を検証し、あらゆる予期しないレベルの放射線を検出できるよう

にし、それに応じて修復措置計画を修正できるようにするため、修復中に当該地域を定

期的にモニタリングしなければならない； 
(d) 修復措置計画に定められている終了条件に合致していることを実証するため、修復措

置の完了後に放射線学的調査を実施しなければならない； 
(e) 最終的な修復報告書を作成し保管しなければならず、写しを規制機関又は他の関連当

局へ提出しなければならない。 
 
5.15. 修復措置完了後、規制機関又は他の関連当局は： 
 
(a) 修復措置計画に既に明記されている修復後の管理対策の種類、範囲及び期間を、残留放

射線リスクを十分に考慮した上で見直し、必要に応じて修正し、正式なものとしなけれ

ばならない。 
(b) 修復後の管理対策に責任を負う個人又は組織を特定しなければならない。 
(c) 必要な場合、修復した地域について以下の特別な制限を課さなければならない： 

(i) 認可されていない個人の立入り； 
(ii) 放射性物質の除去又は日用品での使用を含む放射性物質の使用； 
(iii) 水資源の利用、それの食物や飼料の生産への利用、本地域で採れた食物の消費を含

めた当該地域の将来における利用。 
(d) 修復された地域の状況を定期的に見直さなければならず、適適切な場合には、いかなる

制限も修正又は解除しなければならない。 
 
5.16. 修復後の管理対策に責任を負う個人又は組織は、修復後の管理が必要な地域におけ

る完了した修復措置の長期的有効性を検証するために、規制機関又は他の関連当局に要求 
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される限り、モニタリングに必要なすべての規定も含む適切なプログラムを確立して維持

しなければならない。 
 
5.17. 政府により居住と社会的・経済的活動の再開が可能であると決定された、長期的な

残留放射性物質のある区域に関して、政府は、関心のある人々と協議して、以下を含む、持

続可能な生活のための条件を確立する目的で被ばくを継続的に管理するための取決めが、

必要に応じて整備されていることを確実にしなければならない： 
 
(a) 日々の生活に見合った防護と安全のための参考レベルの確立； 
(b) 情報と助言の提供などによって、またモニタリングによって、影響を受けた地域での

「自助防護活動」の維持を支援するためのインフラ構築。 
 
5.18. 修復措置完了後にその時点で広く見られる条件は、規制機関又は他の関連当局が制

約や管理を課していないのであれば、あらゆる新たな施設や活動又はその土地における居

住についての背景条件を制定するために検討されなければならない。 
 
要件 50：屋内ラドンによる公衆被ばく 
 
政府は、屋内ラドンレベルの情報と関連する健康リスクの情報を提供しなければならず、

適切な場合、屋内ラドンによる公衆被ばく管理のための行動計画を確立し実施しなければ

ならない。 
 
5.19. 5.3 項に定める責任の一環として、政府は以下を確実にしなければならない： 
 
(a) 公衆の構成員の滞在係数の高い住居や他の建物53内におけるラドンの放射能濃度の情

報を、代表的なラドン調査など適切な方法によって収集する； 
(b) 喫煙に関連する増加したリスクを含む、ラドンによる被ばくと付随するリスクについ

ての関連情報を、公衆の構成員と他の関心のある人々へ提供する。 
  

 
53 公衆の構成員の滞在係数が高い建物には、幼稚園、学校及び病院などがある。 
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5.20. 公衆衛生に対して懸念があるラドンの放射能濃度が、5.19 項(a)に定めるように収集

された情報に基づいて同定される場合、政府は、既存建造物及び将来の建造物におけるラド

ンの放射能濃度を低減するために調整された措置を含めて行動計画が確立されることを確

実にしなければならず54、それには以下が含まれる： 
 
(a) その時点で広く見られる社会的及び経済的状況を考慮して、通常は 222Rn の年平均放

射能濃度の 300 Bq/m3 55を超えない、公衆の構成員による滞在係数が高い住居や他の

建築物における 222Rn の適切な参考レベルを設定する； 
(b) 防護が最適化されるレベルまで 222Rn の放射能濃度及びその結果として生じる被ばく

を低減させる； 
(c) その措置が最も有効であると思われる状況において、222Rn の放射能濃度の低減措置に

優先順位を与える56； 
(d) 222Rn の侵入を防止し、また必要に応じてさらなる措置を容易にするための適切な予防

措置と是正処置を、建築基準法に包含する。 
 
5.21. 政府は、以下の責任を割り当てなければならない： 
 
(a) 屋内 222Rn による公衆被ばくの管理のために行動計画を確立し実施する； 
(b) 法的要件及びその時点で広く見られる社会的経済的状況を考慮して、措置が義務的な

のか又は自発的なのかの状況を決定する。 
 
  

 
54 例えば、ラドンのための行動計画の準備のガイドラインが、参考文献[6]に提供されている。 
55 222Rn の平衡係数（平衡ファクタ）0.4、年間滞在 7000 時間と仮定すると、300 Bq/m3 という 222Rn の

放射能濃度の値は、10 mSv のオーダーの年間実効線量に相当する。 
56 その措置が最も有効であると思われる状況において、222Rn の放射能濃度の低減に優先順位を与える例

として(i)防護が最適化されていると見なされる滞在係数の高い住居や他の建物内における 222Rn の放射能

濃度のレベルを指定する；(ii)ラドンの蓄積し易い地域を特定する；(iii)高い 222Rn 放射能濃度を引き起こ

す可能性のある建物の特徴を特定する；及び(iv)比較的低コストで導入可能な将来の建物中のラドンに対す

る予防措置を特定し要求する。 
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要件 51：日用品に含まれる放射性核種による被ばく 
 
規制機関又は他の関連当局は、日用品に含まれる放射性核種の参考レベルを設定しなけれ

ばならない。 
 
5.22. 規制機関又は他の関連当局は、建材、食物や飼料、飲料水のような日用品に含まれ

る放射性核種による被ばくのために個別の参考レベルを確立しなければならない。それら

は典型的には代表的個人への年間実効線量として表現されるかそれに基づかねばならず、

これは通常はおよそ 1 mSv の値を超えないものである。 
 
5.23. 規制機関又は他の関連当局は、国際連合食糧農業機関/世界保健機関食品規格委員会

が共同で公表している、原子力又は放射線緊急事態の結果として放射性物質を含む可能性

のある国際的に取引される食品中の放射性核種のガイドラインレベル[23]を考慮しなけれ

ばならない。規制機関や他の関係当局は、世界保健機関が公表している飲料水に含まれる放

射性核種のガイドラインレベル[24]を考慮しなければならない。 
 
 
職業被ばく 

 
範囲 
 
5.24. 現存被ばく状況における職業被ばくに関する要件（5.25 項～5.33 項）は、5.1 項に

定める状況から生じるあらゆる職業被ばくにも適用される。 
 
要件 52：作業場での被ばく 
 
規制機関は、現存被ばく状況における作業者の防護のための要件を確立し、実施しなけれ

ばならない。 
 
5.25. 5.7 項～5.9 項で定める公衆被ばくに関する要件は、5.26 項～5.33 項で特定されてい

る特別な状況を除き、現存被ばく状況における作業者の防護と安全に適用されなければな

らない。 
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残留放射性物質がある地域の修復 
 
5.26. 雇用主は、修復措置を実施する作業者の被ばくが、3 章で定める計画被ばく状況にお

ける職業被ばくの関連要件に従って管理されることを確実にしなければならない。 
 
作業場におけるラドンによる被ばく 
 
5.27. 規制機関又は他の関連当局は、222Rn の適切な参考レベルの確立を含む、作業場の

222Rn による被ばくに対する防護の戦略を確立しなければならない。222Rn の参考レベルは、

その時点で広く見られる社会的及び経済的状況を考慮して、222Rn の年平均放射能濃度の

1000 Bq/m3を超えない値に設定されなければならない。57 

 

5.28. 雇用主は、作業場の 222Rn の放射能濃度が 5.27 項に従って定められている参考レベ

ル以下で合理的に達成可能な限り低いことを確実にしなければならず、その防護が最適化

されることを確実にしなければならない。 
 
5.29. もし、ラドンの放射能濃度低減のための雇用主によるあらゆる合理的な努力にもか

かわらず、作業場の 222Rn の放射能濃度が 5.27 項に従って定められた参考レベルよりも高

いままならば、3 章で定めた計画被ばく状況における職業被ばくのための関連要件を適用し

なければならない。 
 
航空機乗務員及び宇宙飛行士の宇宙放射線による被ばく 
 
5.30. 規制機関又は他の関連当局は、航空機乗務員の宇宙放射線被ばく評価が正当化され

るかどうかを決定しなければならない。 
 
5.31. そのような評価が正当化されると見なされる場合、規制機関又は他の関連当局は、

線量の参考レベルや、宇宙放射線による航空機乗務員が受ける職業被ばくの線量評価と記

録方法を含む枠組みを定めなければならない。 
  

 
57 222Rn の平衡係数 0.4、年間 2000 時間滞在と仮定すると、1000 Bq/m3 という 222Rn の放射能濃度の値

は、10 mSv のオーダーの年間実効線量に相当する。 
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5.32. 5.31 項に従って： 
 
(a) 航空機乗務員の線量が参考レベルを上回りそうな場合、航空機乗務員の雇用主は： 

(i) 線量を評価し記録を保存しなければならない； 
(ii) 航空機乗務員が線量の記録を利用できるようにしなければならない。 

(b) 雇用主は： 
(i) 宇宙放射線への被ばくによる胚又は胎児に対するリスク並びに妊娠の早期届出の

必要性について、女性の航空機乗務員に知らせなければならない； 
(ii) 妊娠の届出に関して、3.114 項の要件を適用しなければならない。 

 
5.33. 規制機関又は他の関連当局は適切な場合には、宇宙という例外的な条件に対して適

切な、宇宙での活動において個人に適用される放射線防護のための枠組みを定めなければ

ならない。線量限度に関する本基準の要件は宇宙での活動における個人には適用されない

が、そのような活動の範囲を過度に制限せずにこれらの個人が受ける線量を制限すること

で、宇宙での活動における個人のための防護を最適化するために、合理的なあらゆる取組み

が行われなければならない。 
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付則 I 
 

免除とクリアランス 
 
 
免除の判断基準 
 
I.1. 本基準の一部又はすべての要件における、行為又は行為内の線源の免除のための一般

的な判断基準は、以下のとおりである： 
 
(a) 行為又は行為内の線源による放射線リスクが、規制上の管理が正当化されないほど十

分に低く、免除のための一般的な判断基準を満たさないことにつながる状況が発生す

る明らかな見込みがない；又は 
(b) 個人線量又は健康上のリスクを低下させる上で、価値ある見返りが得られる合理的な

規制上の管理の方策はないという点で、行為又は線源の規制上の管理が正味の便益を

もたらさない。 
 
I.2. 行為又は行為内の線源について、すべての合理的に予測可能な状況下において、免除

された行為又は行為内の線源によって個人が受けると予想される実効線量（通常は安全評

価に基づいて評価される）が年間 10 μSv のオーダー以下であるならば、I.1 項(a)に基づい

て、追加の検討なしに本基準の一部又はすべての要件から免除できる。確率の低いシナリオ

を考慮に入れるために、異なる判断基準、すなわちこのような低い確率により個人が受ける

と予測される実効線量が年間 1 mSv を超えないという判断基準を採用することができる。 
 
I.3. I.1 項及び I.2 項に設定される判断基準に基づき、正当化される行為内にある以下の線

源は、追加の検討なしに、届出、登録又は許可に関する要件を含め、この基準の要件から自

動的に免除される： 
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(a) 中程度の量の物質 58 であり、あらゆる時点での敷地内に存在する個々の放射性核種の

総放射能量又は行為で使用される放射能濃度のいずれかが、表 I.1（111 頁）59 に示さ

れる該当する免除レベルを超えていない。 
(b) 大量の物質 58 であり行為で使用される人工起源の所定の放射性核種の放射能濃度が、

表 I.2（124 頁）59で示される関連する数値を超えていない。 
(c) 規制機関に承認された種類又は視覚画像の表示のための陰極線管のような電子管の形

態の放射線発生装置で、以下を条件とするもの： 
(i) 通常の操作条件において、適宜、当該装置の接近できる表面から 0.1 m の距離に

おいて 1 μSv/h を超える周辺線量当量率又は方向性線量当量率を誘発しない；又

は 
(ii) 発生する放射線の最大エネルギーが 5 keV を超えない。 

 
I.4. 自然起源の放射性核種については、大量の物質の免除は、自然バックグラウンドレベ

ルの放射線による典型的な線量に見合った年間 1 mSv のオーダーの線量基準を用いて、個

別 60に検討する必要がある。 
  

 
58 表 I.1 に示される免除値（放射能濃度）は、中程度の量の物質を考慮したシナリオに基づいて計算され

ている：「その計算値は最大でも 1 トンのオーダーの小規模な放射能利用を伴う行為に適用される」（参考

文献[25]参照）。規制機関は、特に表 I.2（124 頁）に該当する値が示されておらず、量の制限に意味がない

多くの放射性核種を念頭に置いて、表 I.1 の濃度値を適用する量を規定する必要がある。 
59 表 I.1（111 頁）に示される免除レベル及び表 I.2 に示される免除とクリアランスのレベルは次の考察

に基づいている：(a)(i)それぞれ I.2 項と I.11 項の判断基準に基づき、そして(ii)使用と処分のための一連の

制限（境界）シナリオに基づき、保守的モデルを用いて導出されたものである（表 I.1 の場合は参考文献

[25、26]、表 I.2 の場合は参考文献[27]参照）；(b)複数の放射性核種の場合、その混合物に対する免除レベ

ルやクリアランスレベルは、I.7 項及び I.14 項に定めるように決定される。 
60 自然起源の放射性核種を含む物質のうち、ウラン壊変系列又はトリウム壊変系列のいかなる放射性核

種の放射能濃度も 1 Bq/g より少なく、かつ 40K が 10 Bq/g より少ないものは、3 章にある計画被ばく状況

のための要件の対象外である（3.4 項(a)）；したがって、この基準の要件からの免除の概念はこのような物

質には適用しない。 
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I.5. IAEA 放射性物質安全輸送規則[12]（IAEA 輸送規則）は、免除される物質や運搬物に

は適用しない；すなわち、（免除される物質についての）放射能濃度又は（免除される運搬

物についての）運搬物中の放射性核種の総放射能が、IAEA 輸送規則の要件からの免除のた

めの IAEA 輸送規則に定められた、関連する「放射性核種の基本値」を超えない輸送中の物

質には、これらの規則は適用しない 61。通常、この放射性核種の基本値は、それぞれ表 I.1
（111 頁）に示された免除放射能濃度や免除放射能と、数値的に等しい。 
 
I.6. 免除は、放射性物質の物理又は化学形態、またその使用や処分の手段に関連する条件

など、規制機関の定める条件に従って認められることがある。特に、I.3 項(a)に基づいて、

追加の検討なしに本基準の一部又はすべての要件から自動的に免除されない放射性物質を

含む装置に対しても、下記条件に基づいて免除が認められることがある： 
 
(a) 放射性物質を含む機器が規制機関により承認された種類のものである。 
(b) 放射性物質が以下の条件を満たす場合： 

(i) 密閉線源の形態をとっており、放射性物質との接触とその漏えいを有効に防止し

ている；又は 
(ii) ラジオイムノアッセイに使用される線源など、少量の非密封線源である。 

(c) 通常操作条件において、適宜、当該装置の接近可能な表面から 0.1 m の距離において 1 
μSv/h を超える周辺線量当量率又は方向性線量当量率を誘発しない。 

(d) 機器の処分に必要な条件が規制機関により定められている。 
 
I.7. 複数の放射性核種を含む放射性物質の免除に関して、表 I.1（111 頁）及び表 I.2（124
頁）に示されるレベルに基づき、当該基準の一部又はすべての要件からの免除の条件は、 

 
61 輸送中の物質に関して、「免除」とは、IAEA 輸送規則[12]の要件からの免除を意味する。 
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個々の放射性核種の放射能又は放射能濃度の合計が、適宜、その混合物に関して下記の式に

より導出される免除のレベル（Xm）未満であることである： 
 

= 1
∑ ( )( )

                               (I. 1) 

 
ここで、 
 
f(i) は、適宜、混合物に含まれる放射性核種 i の放射能又は放射能濃度の割合であり； 
X(i) は、表 I.1（111 頁）又は表 I.2（124 頁）に示される放射性核種 i の該当するレベル

であり； 
 
そして n は存在する放射性核種の数である。 
 
I.8. 認可された排出による放射性物質は、規制機関による特段の定めがない限り、届出、

登録又は許認可に関する要件から免除される。 
 
I.9. 表 I.1 及び I.2 に示されている値は、排出管理又は環境中の残留放射性物質の管理に

適用することを意図したものではない。 
 
 
クリアランスの判断基準 
 
I.10. クリアランスの一般的な判断基準は： 
 
(a) クリアランスされる物質による個人の放射線リスクが、規制上の管理が正当化されな

いほど十分に低く、クリアランスの一般的な判断規準を満たさないことにつながる可

能性があるシナリオが発生する明らかな見込みがない；又は 
(b) 個人線量又は健康上のリスクを低下させる上で、価値ある見返りが得られる合理的な

管理対策がないという点で、物質の継続的な規制上の管理が正味の便益をもたらさな

い。 
 
I.11. 合理的に予測可能な状況において、クリアランスされた物質により個人が受けると 
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予想される実効線量が年間 10 μSvのオーダーかそれ以下であるならば、追加の検討なしに、

I.10 項(a)に基づいてその物質はクリアランスできる。確率の低いシナリオを考慮するため

には、異なる判断基準、すなわちそのような低い確率により個人が受けると予想される実効

線量が年間 1 mSv を超えないという判断基準を採用することができる。 
 
I.12. 届出又は認可された行為の範囲内の放射性物質については、下記条件に基づき、追加

の検討なしにクリアランスできる： 
 
(a) 個々の人工起源の固体状の放射性核種の放射能濃度が表 I.2（124 頁）62 に示された関

連するレベルを超えない；又は、 
(b) 自然起源の放射性核種の放射能濃度が表 I.3（128 頁）63 で与えられた関連するレベル

を超えない；又は 
(c) 建材 64 としてリサイクルされるかもしれない又は処分により飲料用水供給に汚染をも

たらしがちな残渣中の自然起源の放射性核種の場合、残渣中の放射能濃度が、自然バッ

クグラウンドの放射線レベルによる典型的な線量に見合った年間 1 mSv のオーダーの

線量基準を満たすように導き出された特定の値を超えない。 
 
I.13. クリアランスは、I.10 項及び I.11 項の規準に基づき、当該放射性物質の物理的若し

くは化学的形状とその用途又は処分手段を考慮して、特定な状況について規制機関に認め

られることがある 65。そのようなクリアランスレベルは、単位質量あたりの放射能濃度又は

単位表面積あたりの放射能濃度として定めることがある。 
  

 
62 表 I.1（111 頁）に示される免除のレベル及び表 I.2 に示される免除とクリアランスのレベルは次の考

察に基づいている：(a)(i)それぞれ I.2 項及び I.11 項の規準に基づく、そして(ii)使用と処分のための一連の

制限（境界）シナリオに基づく、保守的モデルを用いて導出されたものである（表 I.1 の場合は参考文献

[25、26]、表 I.2 の場合は参考文献[27]参照）；(b)複数の放射性核種の場合、その混合物に対する免除レベ

ル又はクリアランスレベルは、I.7 項及び I.14 項に定めるように決定される。 
63 これらの放射能濃度の値は、表 I.3 に示されている自然起源の放射性核種に対応する放射性核種に具体

的な値を定めるまで、I.11 項に示されているクリアランス基準に従って、行為によって生じる物質のクリ

アランスに適用してもよい。 
64 放射性核種を含む建材の規制上の管理は、現存被ばく状況として 5 章において扱われている。 
65 例えば、金属、建物の瓦礫及び埋立処分場に処分される廃棄物について、個別のクリアランスレベルを

策定してもよい。 
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I.14. 複数の人工起源の放射性核種を含む放射性物質のクリアランスに関して、表 I.2（124
頁）に示されるレベルに基づき、クリアランスの条件は、個々の放射性核種の放射能又は放

射能濃度の合計が、その混合物に関して下記の式で導出されるクリアランスレベル（Xm）

未満であることである： 
 

= 1
∑ ( )( )

                               (I. 2) 

 
ここで、 
 
f(i) は混合物に含まれる放射性核種 i の放射能濃度の割合であり； 
X(i) は表 I.2 に示された放射性核種 i の該当するレベルであり； 
 
そして n は存在する放射性核種の数である。 
 
I.15. 自然起源の放射性核種と人工起源の放射性核種の混合物を含む大量の物質のクリア

ランスについては、I.12 項(b)及び I.14 項に示す両方の条件に合致しなければならない。 
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表 I.1. 追加の検討を必要としない中程度の量の物質についての免除のレベル：放射性核種

の免除放射能濃度と免除放射能 

放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

 放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

H-3 1 × 106 1 × 109  Sc-45 1 × 102 1 × 107 
Be-7 1 × 103 1 × 107  Sc-46 1 × 101 1 × 106 
Be-10 1 × 104 1 × 106  Sc-47 1 × 102 1 × 106 
C-11 1 × 101 1 × 106  Sc-48 1 × 101 1 × 105 
C-14 1 × 104 1 × 107  Sc-49 1 × 103 1 × 105 
N-13 1 × 102 1 × 109  Ti-44 1 × 101 1 × 105 
Ne-19 1 × 102 1 × 109  Ti-45 1 × 101 1 × 106 
O-15 1 × 102 1 × 109  V-47 1 × 101 1 × 105 
F-18 1 × 101 1 × 106  V-48 1 × 101 1 × 105 
Na-22 1 × 101 1 × 106  V-49 1 × 104 1 × 107 
Na-24 1 × 101 1 × 105  Cr-48 1 × 102 1 × 106 
Mg-28 1 × 101 1 × 105  Cr-49 1 × 101 1 × 106 
Al-26 1 × 101 1 × 105  Cr-51 1 × 103 1 × 107 
Si-31 1 × 103 1 × 106  Mn-51 1 × 101 1 × 105 
Si-32 1 × 103 1 × 106  Mn-52 1 × 101 1 × 105 
P-32 1 × 103 1 × 105  Mn-52m 1 × 101 1 × 105 
P-33 1 × 105 1 × 108  Mn-53 1 × 104 1 × 109 
S-35 1 × 105 1 × 108  Mn-54 1 × 101 1 × 106 
Cl-36 1 × 104 1 × 106  Mn-56 1 × 101 1 × 105 
Cl-38 1 × 101 1 × 105  Fe-52 1 × 101 1 × 106 
Cl-39 1 × 101 1 × 105  Fe-55 1 × 104 1 × 106 
Ar-37 1 × 106 1 × 108  Fe-59 1 × 101 1 × 106 
Ar-39 1 × 107 1 × 104  Fe-60 1 × 102 1 × 105 
Ar-41 1 × 102 1 × 109  Co-55 1 × 101 1 × 106 
K-40 1 × 102 1 × 106  Co-56 1 × 101 1 × 105 
K-42 1 × 102 1 × 106  Co-57 1 × 102 1 × 106 
K-43 1 × 101 1 × 106  Co-58 1 × 101 1 × 106 
K-44 1 × 101 1 × 105  Co-58m 1 × 104 1 × 107 
K-45 1 × 101 1 × 105  Co-60 1 × 101 1 × 105 
Ca-41 1 × 105 1 × 107  Co-60m 1 × 103 1 × 106 
Ca-45 1 × 104 1 × 107  Co-61 1 × 102 1 × 106 
Ca-47 1 × 101 1 × 106  Co-62m 1 × 101 1 × 105 
Sc-43 1 × 101 1 × 106  Ni-56 1 × 101 1 × 106 
Sc-44 1 × 101 1 × 105  Ni-57 1 × 101 1 × 106 
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表 I.1. 追加の検討を必要としない中程度の量の物質についての免除のレベル：放射性核種

の免除放射能濃度と免除放射能（続き） 

放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

 放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

Ni-59 1 × 104 1 × 108  As-72 1 × 101 1 × 105 
Ni-63 1 × 105 1 × 108  As-73 1 × 103 1 × 107 
Ni-65 1 × 101 1 × 106  As-74 1 × 101 1 × 106 
Ni-66 1 × 104 1 × 107  As-76 1 × 102 1 × 105 
Cu-60 1 × 101 1 × 105  As-77 1 × 103 1 × 106 
Cu-61 1 × 101 1 × 106  As-78 1 × 101 1 × 105 
Cu-64 1 × 102 1 × 106  Se-70 1 × 101 1 × 106 
Cu-67 1 × 102 1 × 106  Se-73 1 × 101 1 × 106 
Zn-62 1 × 102 1 × 106  Se-73m 1 × 102 1 × 106 
Zn-63 1 × 101 1 × 105  Se-75 1 × 102 1 × 106 
Zn-65 1 × 101 1 × 106  Se-79 1 × 104 1 × 107 
Zn-69 1 × 104 1 × 106  Se-81 1 × 103 1 × 106 
Zn-69m 1 × 102 1 × 106  Se-81m 1 × 103 1 × 107 
Zn-71m 1 × 101 1 × 106  Se-83 1 × 101 1 × 105 
Zn-72 1 × 102 1 × 106  Br-74 1 × 101 1 × 105 
Ga-65 1 × 101 1 × 105  Br-74m 1 × 101 1 × 105 
Ga-66 1 × 101 1 × 105  Br-75 1 × 101 1 × 106 
Ga-67 1 × 102 1 × 106  Br-76 1 × 101 1 × 105 
Ga-68 1 × 101 1 × 105  Br-77 1 × 102 1 × 106 
Ga-70 1 × 102 1 × 106  Br-80 1 × 102 1 × 105 
Ga-72 1 × 101 1 × 105  Br-80m 1 × 103 1 × 107 
Ga-73 1 × 102 1 × 106  Br-82 1 × 101 1 × 106 
Ge-66 1 × 101 1 × 106  Br-83 1 × 103 1 × 106 
Ge-67 1 × 101 1 × 105  Br-84 1 × 101 1 × 105 
Ge-68b 1 × 101 1 × 105  Kr-74 1 × 102 1 × 109 
Ge-69 1 × 101 1 × 106  Kr-76 1 × 102 1 × 109 
Ge-71 1 × 104 1 × 108  Kr-77 1 × 102 1 × 109 
Ge-75 1 × 103 1 × 106  Kr-79 1 × 103 1 × 105 
Ge-77 1 × 101 1 × 105  Kr-81 1 × 104 1 × 107 
Ge-78 1 × 102 1 × 106  Kr-81m 1 × 103 1 × 1010 
As-69 1 × 101 1 × 105  Kr-83m 1 × 105 1 × 1012 
As-70 1 × 101 1 × 105  Kr-85 1 × 105 1 × 104 
As-71 1 × 101 1 × 106  Kr-85m 1 × 103 1 × 1010 
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表 I.1. 追加の検討を必要としない中程度の量の物質についての免除のレベル：放射性核種

の免除放射能濃度と免除放射能（続き） 

放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

 放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

Kr-87 1 × 102 1 × 109  Y-94 1 × 101 1 × 105 
Kr-88 1 × 102 1 × 109  Y-95 1 × 101 1 × 105 
Rb-79 1 × 101 1 × 105  Zr-86 1 × 102 1 × 107 
Rb-81 1 × 101 1 × 106  Zr-88 1 × 102 1 × 106 
Rb-81m 1 × 103 1 × 107  Zr-89 1 × 101 1 × 106 
Rb-82m 1 × 101 1 × 106  Zr-93b 1 × 103 1 × 107 
Rb-83b 1 × 102 1 × 106  Zr-95 1 × 101 1 × 106 
Rb-84 1 × 101 1 × 106  Zr-97b 1 × 101 1 × 105 
Rb-86 1 × 102 1 × 105  Nb-88 1 × 101 1 × 105 
Rb-87 1 × 103 1 × 107  Nb-89 1 × 101 1 × 105 
Rb-88 1 × 102 1 × 105  Nb-89m 1 × 101 1 × 105 
Rb-89 1 × 102 1 × 105  Nb-90 1 × 101 1 × 105 
Sr-80 1 × 103 1 × 107  Nb-93m 1 × 104 1 × 107 
Sr-81 1 × 101 1 × 105  Nb-94 1 × 101 1 × 106 
Sr-82b 1 × 101 1 × 105  Nb-95 1 × 101 1 × 106 
Sr-83 1 × 101 1 × 106  Nb-95m 1 × 102 1 × 107 
Sr-85 1 × 102 1 × 106  Nb-96 1 × 101 1 × 105 
Sr-85m 1 × 102 1 × 107  Nb-97 1 × 101 1 × 106 
Sr-87m 1 × 102 1 × 106  Nb-98 1 × 101 1 × 105 
Sr-89 1 × 103 1 × 106  Mo-90 1 × 101 1 × 106 
Sr-90b 1 × 102 1 × 104  Mo-93 1 × 103 1 × 108 
Sr-91 1 × 101 1 × 105  Mo-93m 1 × 101 1 × 106 
Sr-92 1 × 101 1 × 106  Mo-99 1 × 102 1 × 106 
Y-86 1 × 101 1 × 105  Mo-101 1 × 101 1 × 106 
Y-86m 1 × 102 1 × 107  Tc-93 1 × 101 1 × 106 
Y-87b 1 × 101 1 × 106  Tc-93m 1 × 101 1 × 106 
Y-88 1 × 101 1 × 106  Tc-94 1 × 101 1 × 106 
Y-90 1 × 103 1 × 105  Tc-94m 1 × 101 1 × 105 
Y-90m 1 × 101 1 × 106  Tc-95 1 × 101 1 × 106 
Y-91 1 × 103 1 × 106  Tc-95m 1 × 101 1 × 106 
Y-91m 1 × 102 1 × 106  Tc-96 1 × 101 1 × 106 
Y-92 1 × 102 1 × 105  Tc-96m 1 × 103 1 × 107 
Y-93 1 × 102 1 × 105  Tc-97 1 × 103 1 × 108 
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表 I.1. 追加の検討を必要としない中程度の量の物質についての免除のレベル：放射性核種

の免除放射能濃度と免除放射能（続き） 

放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

 放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

Tc-97m 1 × 103 1 × 107  Ag-106m 1 × 101 1 × 106 
Tc-98 1 × 101 1 × 106  Ag-108m 1 × 101 1 × 106 
Tc-99 1 × 104 1 × 107  Ag-110m 1 × 101 1 × 106 
Tc-99m 1 × 102 1 × 107  Ag-111 1 × 103 1 × 106 
Tc-101 1 × 102 1 × 106  Ag-112 1 × 101 1 × 105 
Tc-104 1 × 101 1 × 105  Ag-115 1 × 101 1 × 105 
Ru-94 1 × 102 1 × 106  Cd-104 1 × 102 1 × 107 
Ru-97 1 × 102 1 × 107  Cd-107 1 × 103 1 × 107 
Ru-103 1 × 102 1 × 106  Cd-109 1 × 104 1 × 106 
Ru-105 1 × 101 1 × 106  Cd-113 1 × 103 1 × 106 
Ru-106b 1 × 102 1 × 105  Cd-113m 1 × 103 1 × 106 
Rh-99 1 × 101 1 × 106  Cd-115 1 × 102 1 × 106 
Rh-99m 1 × 101 1 × 106  Cd-115m 1 × 103 1 × 106 
Rh-100 1 × 101 1 × 106  Cd-117 1 × 101 1 × 106 
Rh-101 1 × 102 1 × 107  Cd-117m 1 × 101 1 × 106 
Rh-101m 1 × 102 1 × 107  In-109 1 × 101 1 × 106 
Rh-102 1 × 101 1 × 106  In-110 1 × 101 1 × 106 
Rh-102m 1 × 102 1 × 106  In-110m 1 × 101 1 × 105 
Rh-103m 1 × 104 1 × 108  In-111 1 × 102 1 × 106 
Rh-105 1 × 102 1 × 107  In-112 1 × 102 1 × 106 
Rh-106m 1 × 101 1 × 105  In-113m 1 × 102 1 × 106 
Rh-107 1 × 102 1 × 106  In-114 1 × 103 1 × 105 
Pd-100 1 × 102 1 × 107  In-114m 1 × 102 1 × 106 
Pd-101 1 × 102 1 × 106  In-115 1 × 103 1 × 105 
Pd-103 1 × 103 1 × 108  In-115m 1 × 102 1 × 106 
Pd-107 1 × 105 1 × 108  In-116m 1 × 101 1 × 105 
Pd-109 1 × 103 1 × 106  In-117 1 × 101 1 × 106 
Ag-102 1 × 101 1 × 105  In-117m 1 × 102 1 × 106 
Ag-103 1 × 101 1 × 106  In-119m 1 × 102 1 × 105 
Ag-104 1 × 101 1 × 106  Sn-110 1 × 102 1 × 107 
Ag-104m 1 × 101 1 × 106  Sn-111 1 × 102 1 × 106 
Ag-105 1 × 102 1 × 106  Sn-113 1 × 103 1 × 107 
Ag-106 1 × 101 1 × 106  Sn-117m 1 × 102 1 × 106 
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表 I.1. 追加の検討を必要としない中程度の量の物質についての免除のレベル：放射性核種

の免除放射能濃度と免除放射能（続き） 

放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

 放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

Sn-119m 1 × 103 1 × 107  Te-123m 1 × 102 1 × 107 
Sn-121 1 × 105 1 × 107  Te-125m 1 × 103 1 × 107 
Sn-121mb 1 × 103 1 × 107  Te-127 1 × 103 1 × 106 
Sn-123 1 × 103 1 × 106  Te-127m 1 × 103 1 × 107 
Sn-123m 1 × 102 1 × 106  Te-129 1 × 102 1 × 106 
Sn-125 1 × 102 1 × 105  Te-129m 1 × 103 1 × 106 
Sn-126b 1 × 101 1 × 105  Te-131 1 × 102 1 × 105 
Sn-127 1 × 101 1 × 106  Te-131m 1 × 101 1 × 106 
Sn-128 1 × 101 1 × 106  Te-132 1 × 102 1 × 107 
Sb-115 1 × 101 1 × 106  Te-133 1 × 101 1 × 105 
Sb-116 1 × 101 1 × 106  Te-133m 1 × 101 1 × 105 
Sb-116m 1 × 101 1 × 105  Te-134 1 × 101 1 × 106 
Sb-117 1 × 102 1 × 107  I-120 1 × 101 1 × 105 
Sb-118m 1 × 101 1 × 106  I-120m 1 × 101 1 × 105 
Sb-119 1 × 103 1 × 107  I-121 1 × 102 1 × 106 
Sb-120 1 × 102 1 × 106  I-123 1 × 102 1 × 107 
Sb-120m 1 × 101 1 × 106  I-124 1 × 101 1 × 106 
Sb-122 1 × 102 1 × 104  I-125 1 × 103 1 × 106 
Sb-124 1 × 101 1 × 106  I-126 1 × 102 1 × 106 
Sb-124m 1 × 102 1 × 106  I-128 1 × 102 1 × 105 
Sb-125 1 × 102 1 × 106  I-129 1 × 102 1 × 105 
Sb-126 1 × 101 1 × 105  I-130 1 × 101 1 × 106 
Sb-126m 1 × 101 1 × 105  I-131 1 × 102 1 × 106 
Sb-127 1 × 101 1 × 106  I-132 1 × 101 1 × 105 
Sb-128 1 × 101 1 × 105  I-132m 1 × 102 1 × 106 
Sb-128m 1 × 101 1 × 105  I-133 1 × 101 1 × 106 
Sb-129 1 × 101 1 × 106  I-134 1 × 101 1 × 105 
Sb-130 1 × 101 1 × 105  I-135 1 × 101 1 × 106 
Sb-131 1 × 101 1 × 106  Xe-120 1 × 102 1 × 109 
Te-116 1 × 102 1 × 107  Xe-121 1 × 102 1 × 109 
Te-121 1 × 101 1 × 106  Xe-122b 1 × 102 1 × 109 
Te-121m 1 × 102 1 × 106  Xe-123 1 × 102 1 × 109 
Te-123 1 × 103 1 × 106  Xe-125 1 × 103 1 × 109 
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表 I.1. 追加の検討を必要としない中程度の量の物質についての免除のレベル：放射性核種

の免除放射能濃度と免除放射能（続き） 

放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

 放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

Xe-127 1 × 103 1 × 105  La-131 1 × 101 1 × 106 
Xe-129m 1 × 103 1 × 104  La-132 1 × 101 1 × 106 
Xe-131m 1 × 104 1 × 104  La-135 1 × 103 1 × 107 
Xe-133m 1 × 103 1 × 104  La-137 1 × 103 1 × 107 
Xe-133 1 × 103 1 × 104  La-138 1 × 101 1 × 106 
Xe-135 1 × 103 1 × 1010  La-140 1 × 101 1 × 105 
Xe-135m 1 × 102 1 × 109  La-141 1 × 102 1 × 105 
Xe-138 1 × 102 1 × 109  La-142 1 × 101 1 × 105 
Cs-125 1 × 101 1 × 104  La-143 1 × 102 1 × 105 
Cs-127 1 × 102 1 × 105  Ce-134 1 × 103 1 × 107 
Cs-129 1 × 102 1 × 105  Ce-135 1 × 101 1 × 106 
Cs-130 1 × 102 1 × 106  Ce-137 1 × 103 1 × 107 
Cs-131 1 × 103 1 × 106  Ce-137m 1 × 103 1 × 106 
Cs-132 1 × 101 1 × 105  Ce-139 1 × 102 1 × 106 
Cs-134m＊ 1 × 103 1 × 105  Ce-141 1 × 102 1 × 107 
Cs-134 1 × 101 1 × 104  Ce-143 1 × 102 1 × 106 
Cs-135 1 × 104 1 × 107  Ce-144b 1 × 102 1 × 105 
Cs-135m 1 × 101 1 × 106  Pr-136 1 × 101 1 × 105 
Cs-136 1 × 101 1 × 105  Pr-137 1 × 102 1 × 106 
Cs-137b 1 × 101 1 × 104  Pr-138m 1 × 101 1 × 106 
Cs-138 1 × 101 1 × 104  Pr-139 1 × 102 1 × 107 
Ba-126 1 × 102 1 × 107  Pr-142 1 × 102 1 × 105 
Ba-128 1 × 102 1 × 107  Pr-142m 1 × 107 1 × 109 
Ba-131 1 × 102 1 × 106  Pr-143 1 × 104 1 × 106 
Ba-131m 1 × 102 1 × 107  Pr-144 1 × 102 1 × 105 
Ba-133 1 × 102 1 × 106  Pr-145 1 × 103 1 × 105 
Ba-133m 1 × 102 1 × 106  Pr-147 1 × 101 1 × 105 
Ba-135m 1 × 102 1 × 106  Nd-136 1 × 102 1 × 106 
Ba-137m 1 × 101 1 × 106  Nd-138 1 × 103 1 × 107 
Ba-139 1 × 102 1 × 105  Nd-139 1 × 102 1 × 106 
Ba-140b 1 × 101 1 × 105  Nd-139m 1 × 101 1 × 106 
Ba-141 1 × 102 1 × 105  Nd-141 1 × 102 1 × 107 
Ba-142 1 × 102 1 × 106  Nd-147 1 × 102 1 × 106 

  

 
＊ 訳注）他の核種と同様 Cs-134、Cs-134m の順が逆転している。 



117 

表 I.1. 追加の検討を必要としない中程度の量の物質についての免除のレベル：放射性核種

の免除放射能濃度と免除放射能（続き） 

放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

 放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

Nd-149 1 × 102 1 × 106  Eu-155 1 × 102 1 × 107 
Nd-151 1 × 101 1 × 105  Eu-156 1 × 101 1 × 106 
Pm-141 1 × 101 1 × 105  Eu-157 1 × 102 1 × 106 
Pm-143 1 × 102 1 × 106  Eu-158 1 × 101 1 × 105 
Pm-144 1 × 101 1 × 106  Gd-145 1 × 101 1 × 105 
Pm-145 1 × 103 1 × 107  Gd-146b 1 × 101 1 × 106 
Pm-146 1 × 101 1 × 106  Gd-147 1 × 101 1 × 106 
Pm-147 1 × 104 1 × 107  Gd-148 1 × 101 1 × 104 
Pm-148 1 × 101 1 × 105  Gd-149 1 × 102 1 × 106 
Pm-148m 1 × 101 1 × 106  Gd-151 1 × 102 1 × 107 
Pm-149 1 × 103 1 × 106  Gd-152 1 × 101 1 × 104 
Pm-150 1 × 101 1 × 105  Gd-153 1 × 102 1 × 107 
Pm-151 1 × 102 1 × 106  Gd-159 1 × 103 1 × 106 
Sm-141 1 × 101 1 × 105  Tb-147 1 × 101 1 × 106 
Sm-141m 1 × 101 1 × 106  Tb-149 1 × 101 1 × 106 
Sm-142 1 × 102 1 × 107  Tb-150 1 × 101 1 × 106 
Sm-145 1 × 102 1 × 107  Tb-151 1 × 101 1 × 106 
Sm-146 1 × 101 1 × 105  Tb-153 1 × 102 1 × 107 
Sm-147 1 × 101 1 × 104  Tb-154 1 × 101 1 × 106 
Sm-151 1 × 104 1 × 108  Tb-155 1 × 102 1 × 107 
Sm-153 1 × 102 1 × 106  Tb-156 1 × 101 1 × 106 
Sm-155 1 × 102 1 × 106  Tb-156m (24.4 h) 1 × 103 1 × 107 
Sm-156 1 × 102 1 × 106  Tb-156m’ (5 h) 1 × 104 1 × 107 
Eu-145 1 × 101 1 × 106  Tb-157 1 × 104 1 × 107 
Eu-146 1 × 101 1 × 106  Tb-158 1 × 101 1 × 106 
Eu-147 1 × 102 1 × 106  Tb-160 1 × 101 1 × 106 
Eu-148 1 × 101 1 × 106  Tb-161 1 × 103 1 × 106 
Eu-149 1 × 102 1 × 107  Dy-155 1 × 101 1 × 106 
Eu-150 1 × 101 1 × 106  Dy-157 1 × 102 1 × 106 
Eu-150m 1 × 103 1 × 106  Dy-159 1 × 103 1 × 107 
Eu-152 1 × 101 1 × 106  Dy-165 1 × 103 1 × 106 
Eu-152m 1 × 102 1 × 106  Dy-166 1 × 103 1 × 106 
Eu-154 1 × 101 1 × 106  Ho-155 1 × 102 1 × 106 
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表 I.1. 追加の検討を必要としない中程度の量の物質についての免除のレベル：放射性核種

の免除放射能濃度と免除放射能（続き） 

放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

 放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

Ho-157 1 × 102 1 × 106  Lu-172 1 × 101 1 × 106 
Ho-159 1 × 102 1 × 106  Lu-173 1 × 102 1 × 107 
Ho-161 1 × 102 1 × 107  Lu-174 1 × 102 1 × 107 
Ho-162 1 × 102 1 × 107  Lu-174m 1 × 102 1 × 107 
Ho-162m 1 × 101 1 × 106  Lu-176 1 × 102 1 × 106 
Ho-164 1 × 103 1 × 106  Lu-176m 1 × 103 1 × 106 
Ho-164m 1 × 103 1 × 107  Lu-177 1 × 103 1 × 107 
Ho-166 1 × 103 1 × 105  Lu-177m 1 × 101 1 × 106 
Ho-166m 1 × 101 1 × 106  Lu-178 1 × 102 1 × 105 
Ho-167 1 × 102 1 × 106  Lu-178m 1 × 101 1 × 105 
Er-161 1 × 101 1 × 106  Lu-179 1 × 103 1 × 106 
Er-165 1 × 103 1 × 107  Hf-170 1 × 102 1 × 106 
Er-169 1 × 104 1 × 107  Hf-172b 1 × 101 1 × 106 
Er-171 1 × 102 1 × 106  Hf-173 1 × 102 1 × 106 
Er-172 1 × 102 1 × 106  Hf-175 1 × 102 1 × 106 
Tm-162 1 × 101 1 × 106  Hf-177m 1 × 101 1 × 105 
Tm-166 1 × 101 1 × 106  Hf-178m 1 × 101 1 × 106 
Tm-167 1 × 102 1 × 106  Hf-179m 1 × 101 1 × 106 
Tm-170 1 × 103 1 × 106  Hf-180m 1 × 101 1 × 106 
Tm-171 1 × 104 1 × 108  Hf-181 1 × 101 1 × 106 
Tm-172 1 × 102 1 × 106  Hf-182 1 × 102 1 × 106 
Tm-173 1 × 102 1 × 106  Hf-182m 1 × 101 1 × 106 
Tm-175 1 × 101 1 × 106  Hf-183 1 × 101 1 × 106 
Yb-162 1 × 102 1 × 107  Hf-184 1 × 102 1 × 106 
Yb-166 1 × 102 1 × 107  Ta-172 1 × 101 1 × 106 
Yb-167 1 × 102 1 × 106  Ta-173 1 × 101 1 × 106 
Yb-169 1 × 102 1 × 107  Ta-174 1 × 101 1 × 106 
Yb-175 1 × 103 1 × 107  Ta-175 1 × 101 1 × 106 
Yb-177 1 × 102 1 × 106  Ta-176 1 × 101 1 × 106 
Yb-178 1 × 103 1 × 106  Ta-177 1 × 102 1 × 107 
Lu-169 1 × 101 1 × 106  Ta-178 1 × 101 1 × 106 
Lu-170 1 × 101 1 × 106  Ta-179 1 × 103 1 × 107 
Lu-171 1 × 101 1 × 106  Ta-180 1 × 101 1 × 106 
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表 I.1. 追加の検討を必要としない中程度の量の物質についての免除のレベル：放射性核種

の免除放射能濃度と免除放射能（続き） 

放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

 放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

Ta-180m 1 × 103 1 × 107  Os-191 1 × 102 1 × 107 
Ta-182 1 × 101 1 × 104  Os-191m 1 × 103 1 × 107 
Ta-182m 1 × 102 1 × 106  Os-193 1 × 102 1 × 106 
Ta-183 1 × 102 1 × 106  Os-194b 1 × 102 1 × 105 
Ta-184 1 × 101 1 × 106  Ir-182 1 × 101 1 × 105 
Ta-185 1 × 102 1 × 105  Ir-184 1 × 101 1 × 106 
Ta-186 1 × 101 1 × 105  Ir-185 1 × 101 1 × 106 
W-176 1 × 102 1 × 106  Ir-186 1 × 101 1 × 106 
W-177 1 × 101 1 × 106  Ir-186m 1 × 101 1 × 106 
W-178b 1 × 101 1 × 106  Ir-187 1 × 102 1 × 106 
W-179 1 × 102 1 × 107  Ir-188 1 × 101 1 × 106 
W-181 1 × 103 1 × 107  Ir-189b 1 × 102 1 × 107 
W-185 1 × 104 1 × 107  Ir-190 1 × 101 1 × 106 
W-187 1 × 102 1 × 106  Ir-190m (3.1 h) 1 × 101 1 × 106 
W-188b 1 × 102 1 × 105  Ir-190m’ (1.2 h) 1 × 104 1 × 107 
Re-177 1 × 101 1 × 106  Ir-192 1 × 101 1 × 104 
Re-178 1 × 101 1 × 106  Ir-192m 1 × 102 1 × 107 
Re-181 1 × 101 1 × 106  Ir-193m 1 × 104 1 × 107 
Re-182 1 × 101 1 × 106  Ir-194 1 × 102 1 × 105 
Re-182m 1 × 101 1 × 106  Ir-194m 1 × 101 1 × 106 
Re-184 1 × 101 1 × 106  Ir-195 1 × 102 1 × 106 
Re-184m 1 × 102 1 × 106  Ir-195m 1 × 102 1 × 106 
Re-186 1 × 103 1 × 106  Pt-186 1 × 101 1 × 106 
Re-186m 1 × 103 1 × 107  Pt-188b 1 × 101 1 × 106 
Re-187 1 × 106 1 × 109  Pt-189 1 × 102 1 × 106 
Re-188 1 × 102 1 × 105  Pt-191 1 × 102 1 × 106 
Re-188m 1 × 102 1 × 107  Pt-193 1 × 104 1 × 107 
Re-189b 1 × 102 1 × 106  Pt-193m 1 × 103 1 × 107 
Os-180 1 × 102 1 × 107  Pt-195m 1 × 102 1 × 106 
Os-181 1 × 101 1 × 106  Pt-197 1 × 103 1 × 106 
Os-182 1 × 102 1 × 106  Pt-197m 1 × 102 1 × 106 
Os-185 1 × 101 1 × 106  Pt-199 1 × 102 1 × 106 
Os-189m 1 × 104 1 × 107  Pt-200 1 × 102 1 × 106 
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表 I.1. 追加の検討を必要としない中程度の量の物質についての免除のレベル：放射性核種

の免除放射能濃度と免除放射能（続き） 

放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

 放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

Au-193 1 × 102 1 × 107  Pb-201 1 × 101 1 × 106 
Au-194 1 × 101 1 × 106  Pb-202 1 × 103 1 × 106 
Au-195 1 × 102 1 × 107  Pb-202m 1 × 101 1 × 106 
Au-198 1 × 102 1 × 106  Pb-203 1 × 102 1 × 106 
Au-198m 1 × 101 1 × 106  Pb-205 1 × 104 1 × 107 
Au-199 1 × 102 1 × 106  Pb-209 1 × 105 1 × 106 
Au-200 1 × 102 1 × 105  Pb-210b 1 × 101 1 × 104 
Au-200m 1 × 101 1 × 106  Pb-211 1 × 102 1 × 106 
Au-201 1 × 102 1 × 106  Pb-212b 1 × 101 1 × 105 
Hg-193 1 × 102 1 × 106  Pb-214 1 × 102 1 × 106 
Hg-193m 1 × 101 1 × 106  Bi-200 1 × 101 1 × 106 
Hg-194b 1 × 101 1 × 106  Bi-201 1 × 101 1 × 106 
Hg-195 1 × 102 1 × 106  Bi-202 1 × 101 1 × 106 
Hg-195mb 1 × 102 1 × 106  Bi-203 1 × 101 1 × 106 
Hg-197 1 × 102 1 × 107  Bi-205 1 × 101 1 × 106 
Hg-197m 1 × 102 1 × 106  Bi-206 1 × 101 1 × 105 
Hg-199m 1 × 102 1 × 106  Bi-207 1 × 101 1 × 106 
Hg-203 1 × 102 1 × 105  Bi-210 1 × 103 1 × 106 
Tl-194 1 × 101 1 × 106  Bi-210mb 1 × 101 1 × 105 
Tl-194m 1 × 101 1 × 106  Bi-212b 1 × 101 1 × 105 
Tl-195 1 × 101 1 × 106  Bi-213 1 × 102 1 × 106 
Tl-197 1 × 102 1 × 106  Bi-214 1 × 101 1 × 105 
Tl-198 1 × 101 1 × 106  Po-203 1 × 101 1 × 106 
Tl-198m 1 × 101 1 × 106  Po-205 1 × 101 1 × 106 
Tl-199 1 × 102 1 × 106  Po-206 1 × 101 1 × 106 
Tl-200 1 × 101 1 × 106  Po-207 1 × 101 1 × 106 
Tl-201 1 × 102 1 × 106  Po-208 1 × 101 1 × 104 
Tl-202 1 × 102 1 × 106  Po-209 1 × 101 1 × 104 
Tl-204 1 × 104 1 × 104  Po-210 1 × 101 1 × 104 
Pb-195m 1 × 101 1 × 106  At-207 1 × 101 1 × 106 
Pb-198 1 × 102 1 × 106  At-211 1 × 103 1 × 107 
Pb-199 1 × 101 1 × 106  Fr-222 1 × 103 1 × 105 
Pb-200 1 × 102 1 × 106  Fr-223 1 × 102 1 × 106 
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表 I.1. 追加の検討を必要としない中程度の量の物質についての免除のレベル：放射性核種

の免除放射能濃度と免除放射能（続き） 

放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

 放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

Rn-220b 1 × 104 1 × 107  U-235b 1 × 101 1 × 104 
Rn-222b 1 × 101 1 × 108  U-236 1 × 101 1 × 104 
Ra-223b 1 × 102 1 × 105  U-237 1 × 102 1 × 106 
Ra-224b 1 × 101 1 × 105  U-238b 1 × 101 1 × 104 
Ra-225 1 × 102 1 × 105  U-239 1 × 102 1 × 106 
Ra-226b 1 × 101 1 × 104  U-240 1 × 103 1 × 107 
Ra-227 1 × 102 1 × 106  U-240b 1 × 101 1 × 106 
Ra-228b 1 × 101 1 × 105  Np-232 1 × 101 1 × 106 
Ac-224 1 × 102 1 × 106  Np-233 1 × 102 1 × 107 
Ac-225b 1 × 101 1 × 104  Np-234 1 × 101 1 × 106 
Ac-226 1 × 102 1 × 105  Np-235 1 × 103 1 × 107 
Ac-227b 1 × 10–1 1 × 103  Np-236 1 × 102 1 × 105 
Ac-228 1 × 101 1 × 106  Np-236m 1 × 103 1 × 107 
Th-226b 1 × 103 1 × 107  Np-237b 1 × 100 1 × 103 
Th-227 1 × 101 1 × 104  Np-238 1 × 102 1 × 106 
Th-228b 1 × 100 1 × 104  Np-239 1 × 102 1 × 107 
Th-229b 1 × 100 1 × 103  Np-240 1 × 101 1 × 106 
Th-230 1 × 100 1 × 104  Pu-234 1 × 102 1 × 107 
Th-231 1 × 103 1 × 107  Pu-235 1 × 102 1 × 107 
Th-232 1 × 101 1 × 104  Pu-236 1 × 101 1 × 104 
Th-234b 1 × 103 1 × 105  Pu-237 1 × 103 1 × 107 
Pa-227 1 × 101 1 × 106  Pu-238 1 × 100 1 × 104 
Pa-228 1 × 101 1 × 106  Pu-239 1 × 100 1 × 104 
Pa-230 1 × 101 1 × 106  Pu-240 1 × 100 1 × 103 
Pa-231 1 × 100 1 × 103  Pu-241 1 × 102 1 × 105 
Pa-232 1 × 101 1 × 106  Pu-242 1 × 100 1 × 104 
Pa-233 1 × 102 1 × 107  Pu-243 1 × 103 1 × 107 
Pa-234 1 × 101 1 × 106  Pu-244 1 × 100 1 × 104 
U-230b 1 × 101 1 × 105  Pu-245 1 × 102 1 × 106 
U-231 1 × 102 1 × 107  Pu-246 1 × 102 1 × 106 
U-232b 1 × 100 1 × 103  Am-237 1 × 102 1 × 106 
U-233 1 × 101 1 × 104  Am-238 1 × 101 1 × 106 
U-234 1 × 101 1 × 104  Am-239 1 × 102 1 × 106 
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表 I.1. 追加の検討を必要としない中程度の量の物質についての免除のレベル：放射性核種

の免除放射能濃度と免除放射能（続き） 

放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

 放射性核種 a 
放射能濃度 

(Bq/g) 
放射能 
(Bq) 

Am-240 1 × 101 1 × 106  Bk-247 1 × 100 1 × 104 
Am-241 1 × 100 1 × 104  Bk-249 1 × 103 1 × 106 
Am-242 1 × 103 1 × 106  Bk-250 1 × 101 1 × 106 
Am-242mb 1 × 100 1 × 104  Cf-244 1 × 104 1 × 107 
Am-243b 1 × 100 1 × 103  Cf-246 1 × 103 1 × 106 
Am-244 1 × 101 1 × 106  Cf-248 1 × 101 1 × 104 
Am-244m 1 × 104 1 × 107  Cf-249 1 × 100 1 × 103 
Am-245 1 × 103 1 × 106  Cf-250 1 × 101 1 × 104 
Am-246 1 × 101 1 × 105  Cf-251 1 × 100 1 × 103 
Am-246m 1 × 101 1 × 106  Cf-252 1 × 101 1 × 104 
Cm-238 1 × 102 1 × 107  Cf-253 1 × 102 1 × 105 
Cm-240 1 × 102 1 × 105  Cf-254 1 × 100 1 × 103 
Cm-241 1 × 102 1 × 106  Es-250 1 × 102 1 × 106 
Cm-242 1 × 102 1 × 105  Es-251 1 × 102 1 × 107 
Cm-243 1 × 100 1 × 104  Es-253 1 × 102 1 × 105 
Cm-244 1 × 101 1 × 104  Es-254 1 × 101 1 × 104 
Cm-245 1 × 100 1 × 103  Es-254m 1 × 102 1 × 106 
Cm-246 1 × 100 1 × 103  Fm-252 1 × 103 1 × 106 
Cm-247 1 × 100 1 × 104  Fm-253 1 × 102 1 × 106 
Cm-248 1 × 100 1 × 103  Fm-254 1 × 104 1 × 107 
Cm-249 1 × 103 1 × 106  Fm-255 1 × 103 1 × 106 
Cm-250 1 × 10–1 1 × 103  Fm-257 1 × 101 1 × 105 
Bk-245 1 × 102 1 × 106  Md-257 1 × 102 1 × 107 
Bk-246 1 × 101 1 × 106  Md-258 1 × 102 1 × 105 

a m 及び m’は、放射性核種の準安定状態を意味している。準安定状態 m’は、準安定状態 m よりも高エ

ネルギーである。 

b 線量計算において線量寄与を考慮する親核種及び子孫核種（したがって親核種の免除レベルのみが考

慮されることが要求される）について、以下に記載する： 

 
Ge-68 
Rb-83 
Sr-82 
Sr-90 

Ga-68 
Kr-83m 
Rb-82 
Y-90 

Y-87 
Zr-93 
Zr-97 
Ru-106 

Sr-87m 
Nb-93m 
Nb-97 
Rh-106 
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Ag-108m 
Sn-121m 
Sn-126 
Xe-122 
Cs-137 
Ba-140 
Ce-134 
Ce-144 
Gd-146 
Hf-172 
W-178 
W-188 
Re-189 
Ir-189 
Pt-188 
Hg-194 
Hg-195m 
Pb-210 
Pb-212 
 
Bi-210m 
Bi-212 
Rn-220 
Rn-222 
 
Ra-223 
 
Ra-224 

Ag-108 
Sn-121 (0.776) 
Sb-126m 
I-122 
Ba-137m 
La-140 
La-134 
Pr-144 
Eu-146 
Lu-172 
Ta-178 
Re-188 
Os-189m (0.241) 
Os-189m 
Ir-188 
Au-194 
Hg-195 (0.542) 
Bi-210, Po-210 
Bi-212, Tl-208 (0.36), 
Po-212 (0.64) 
Tl-206 
Tl-208 (0.36), Po-212 (0.64) 
Po-216 
Po-218, Pb-214, Bi-214, 
Po-214 
Rn-219, Po-215, Pb-211, 
Bi-211, Tl-207 
Rn-220, Po-216, Pb-212, 
Bi-212, Tl-208 (0.36), 
Po-212 (0.64) 

Ra-226 
 
 
Ra-228 
Ac-225 
 
 
 
Ac-227 
Th-226 
Th-228 
 
 
Th-229 
 
 
Th-234 
U-230 
 
U-232 
 
 
U-235 
U-238 
U-240 
Np-237 
Am-242m 
Am-243 

Rn-222, Po-218, Pb-214, 
Bi-214, Po-214, Pb-210, 
Bi-210, Po-210 
Ac-228 
Fr-221, At-217, Bi-213, 
Po-213 (0.978), 
Tl-209 (0.0216), 
Pb-209 (0.978) 
Fr-223 (0.0138) 
Ra-222, Rn-218, Po-214 
Ra-224, Rn-220, Po-216, 
Pb-212, Bi-212, Tl-208 (0.36), 
Po-212 (0.64) 
Ra-225, Ac-225, Fr-221, 
At-217, Bi-213, Po-213, 
Pb-209 
Pa-234m 
Th-226, Ra-222, Rn-218, 
Po-214 
Th-228, Ra-224, Rn-220, 
Po-216, Pb-212, Bi-212, 
Tl-208 (0.36), Po-212 (0.64) 
Th-231 
Th-234, Pa-234m 
Np-240m 
Pa-233 
Am-242 
Np-239 

 
注：この表に示される免除値（放射能濃度）は、中程度の量の物質を伴うシナリオに基づいて計算されて

いる：「適度な量が関与する、放射能の小規模利用を伴う行為に適用される計算値は、多くても 1 トン

という数字である」（参考文献[25]参照）。規制機関は、特に表 I.2 に該当する値が示されておらず、量

の制限に意味がない多くの放射性核種を念頭に置いて、この表の濃度値を適用する量を規定する必要

がある。この表に示される免除のレベル及び表 I.2 に示される免除とクリアランスのレベルは次の考

察に基づいている：(a)(i)それぞれ I.2 項及び I.11 項の規準に基づく、そして(ii)使用と処分のための一

連の制限（境界）シナリオに基づく、保守的モデルを用いて導出されたものである（表 I.1 の場合は参

考文献[25、26]、表 I.2 の場合は参考文献[27]参照）；(b)複数の放射性核種の場合、その混合物に関し

て導出される免除レベル又はクリアランスレベルは、I.7 項及び I.14 項に規定されているように決定

される。 
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表 I.2. 追加の検討を必要としない大量の固体状物質についての免除のレベルと、追加の検

討を必要としない固体状物質のクリアランスレベル：人工起源の放射性核種の放射能濃度 

放射性核種 
放射能濃度 

(Bq/g) 
 放射性核種 

放射能濃度 
(Bq/g) 

H-3 100  Co-58 1 
Be-7 10  Co-58m 10 000 
C-14 1  Co-60 0.1 
F-18 10  Co-60m 1 000 
Na-22 0.1  Co-61 100 
Na-24 1  Co-62m 10 
Si-31 1 000  Ni-59 100 
P-32 1 000  Ni-63 100 
P-33 1 000  Ni-65 10 
S-35 100  Cu-64 100 
Cl-36 1  Zn-65 0.1 
Cl-38 10  Zn-69 1 000 
K-42 100  Zn-69ma 10 
K-43 10  Ga-72 10 
Ca-45 100  Ge-71 10 000 
Ca-47 10  As-73 1 000 
Sc-46 0.1  As-74 10 
Sc-47 100  As-76 10 
Sc-48 1  As-77 1 000 
V-48 1  Se-75 1 
Cr-51 100  Br-82 1 
Mn-51 10  Rb-86 100 
Mn-52 1  Sr-85 1 
Mn-52m 10  Sr-85m 100 
Mn-53 100  Sr-87m 100 
Mn-54 0.1  Sr-89 1 000 
Mn-56 10  Sr-90a 1 
Fe-52a 10  Sr-91a 10 
Fe-55 1 000  Sr-92 10 
Fe-59 1  Y-90 1 000 
Co-55 10  Y-91 100 
Co-56 0.1  Y-91m 100 
Co-57 1  Y-92 100 
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表 I.2. 追加の検討を必要としない大量の固体状物質についての免除のレベルと、追加の検

討を必要としない固体状物質のクリアランスレベル：人工起源の放射性核種の放射能濃度

（続き） 

放射性核種 
放射能濃度 

(Bq/g) 
 放射性核種 

放射能濃度 
(Bq/g) 

Y-93 100  In-111 10 
Zr-93 10  In-113m 100 
Zr-95a 1  In-114ma 10 
Zr-97a 10  In-115m 100 
Nb-93m 10  Sn-113a 1 
Nb-94 0.1  Sn-125 10 
Nb-95 1  Sb-122 10 
Nb-97a 10  Sb-124 1 
Nb-98 10  Sb-125a 0.1 
Mo-90 10  Te-123m 1 
Mo-93 10  Te-125m 1 000 
Mo-99a 10  Te-127 1 000 
Mo-101a 10  Te-127ma 10 
Tc-96 1  Te-129 100 
Tc-96m 1 000  Te-129ma 10 
Tc-97 10  Te-131 100 
Tc-97m 100  Te-131ma 10 
Tc-99 1  Te-132a 1 
Tc-99m 100  Te-133 10 
Ru-97 10  Te-133m 10 
Ru-103a 1  Te-134 10 
Ru-105a 10  I-123 100 
Ru-106a 0.1  I-125 100 
Rh-103m 10 000  I-126 10 
Rh-105 100  I-129 0.01 
Pd-103a 1 000  I-130 10 
Pd-109a 100  I-131 10 
Ag-105 1  I-132 10 
Ag-110ma 0.1  I-133 10 
Ag-111 100  I-134 10 
Cd-109a 1  I-135 10 
Cd-115a 10  Cs-129 10 
Cd-115ma 100  Cs-131 1 000 
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表 I.2. 追加の検討を必要としない大量の固体状物質についての免除のレベルと、追加の検

討を必要としない固体状物質のクリアランスレベル：人工起源の放射性核種の放射能濃度

（続き） 

放射性核種 
放射能濃度 

(Bq/g) 
 放射性核種 

放射能濃度 
(Bq/g) 

Cs-132 10  Er-171 100 
Cs-134 0.1  Tm-170 100 
Cs-134m 1 000  Tm-171 1 000 
Cs-135 100  Yb-175 100 
Cs-136 1  Lu-177 100 
Cs-137a 0.1  Hf-181 1 
Cs-138 10  Ta-182 0.1 
Ba-131 10  W-181 10 
Ba-140 1  W-185 1 000 
La-140 1  W-187 10 
Ce-139 1  Re-186 1 000 
Ce-141 100  Re-188 100 
Ce-143 10  Os-185 1 
Ce-144a 10  Os-191 100 
Pr-142 100  Os-191m 1 000 
Pr-143 1 000  Os-193 100 
Nd-147 100  Ir-190 1 
Nd-149 100  Ir-192 1 
Pm-147 1 000  Ir-194 100 
Pm-149 1 000  Pt-191 10 
Sm-151 1 000  Pt-193m 1 000 
Sm-153 100  Pt-197 1 000 
Eu-152 0.1  Pt-197m 100 
Eu-152m 100  Au-198 10 
Eu-154 0.1  Au-199 100 
Eu-155 1  Hg-197 100 
Gd-153 10  Hg-197m 100 
Gd-159 100  Hg-203 10 
Tb-160 1  Tl-200 10 
Dy-165 1 000  Tl-201 100 
Dy-166 100  Tl-202 10 
Ho-166 100  Tl-204 1 
Er-169 1 000  Pb-203 10 
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表 I.2. 追加の検討を必要としない大量の固体状物質についての免除のレベルと、追加の検

討を必要としない固体状物質のクリアランスレベル：人工起源の放射性核種の放射能濃度

（続き） 

放射性核種 
放射能濃度 

(Bq/g) 
 放射性核種 

放射能濃度 
(Bq/g) 

Bi-206 1  Pu-241 10 
Bi-207 0.1  Pu-242 0.1 
Po-203 10  Pu-243 1 000 
Po-205 10  Pu-244a 0.1 
Po-207 10  Am-241 0.1 
At-211 1 000  Am-242 1 000 
Ra-225 10  Am-242ma 0.1 
Ra-227 100  Am-243a 0.1 
Th-226 1 000  Cm-242 10 
Th-229 0.1  Cm-243 1 
Pa-230 10  Cm-244 1 
Pa-233 10  Cm-245 0.1 
U-230 10  Cm-246 0.1 
U-231 100  Cm-247a 0.1 
U-232a 0.1  Cm-248 0.1 
U-233 1  Bk-249 100 
U-236 10  Cf-246 1 000 
U-237 100  Cf-248 1 
U-239 100  Cf-249 0.1 
U-240a 100  Cf-250 1 
Np-237a 1  Cf-251 0.1 
Np-239 100  Cf-252 1 
Np-240 10  Cf-253 100 
Pu-234 100  Cf-254 1 
Pu-235 100  Es-253 100 
Pu-236 1  Es-254a 0.1 
Pu-237 100  Es-254ma 10 
Pu-238 0.1  Fm-254 10 000 
Pu-239 0.1  Fm-255 100 
Pu-240 0.1    

a 線量計算において線量寄与を考慮する親核種及び子孫核種（したがって親核種の免除レベルのみが考

慮されることが要求される）について、以下に記載する： 
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Fe-52 
Zn-69m 
Sr-90 
Sr-91 
Zr-95 
Zr-97 
Nb-97 
Mo-99 
Mo-101 
Ru-103 
Ru-105 
Ru-106 
Pd-103 
Pd-109 
Ag-110m 
Cd-109 
Cd-115 
Cd-115m 
In-114m 

Mn-52m 
Zn-69 
Y-90 
Y-91m 
Nb-95 
Nb-97m, Nb-97 
Nb-97m 
Tc-99m 
Tc-101 
Rh-103m 
Rh-105m 
Rh-106 
Rh-103m 
Ag-109m 
Ag-110 
Ag-109m 
In-115m 
In-115m 
In-114 

Sn-113 
Sb-125 
Te-127m 
Te-129m 
Te-131m 
Te-132 
Cs-137 
Ce-144 
U-232 
 
 
U-240 
Np-237 
Pu-244 
Am-242m 
Am-243 
Cm-247 
Es-254 
Es-254m 

In-113m 
Te-125m 
Te-127 
Te-129 
Te-131 
I-132 
Ba-137m 
Pr-144, Pr-144m 
Th-228, Ra-224, Rn-220, 
Po-216, Pb-212, Bi-212, 
Tl-208  
Np-240m, Np-240 
Pa-233 
U-240, Np-240m, Np-240 
Np-238 
Np-239 
Pu-243 
Bk-250 
Fm-254 

 
注：表 I.1（111 頁）に示される免除のレベル及びこの表に示される免除とクリアランスのレベルは次の考

察に基づいている：(a)(i)それぞれ I.2 項及び I.11 項の規準に基づく、そして(ii)使用と処分のための一

連の制限（境界）シナリオに基づく、保守的モデルを用いて導出されたものである（表 I.1 の場合は参

考文献[25、26]、表 I.2 の場合は参考文献[27]参照）；(b)複数の放射性核種の場合、その混合物に関し

て導出される免除レベル又はクリアランスレベルは、I.7 項及び I.14 項に規定されているように決定

される。 

 
 
表 I.3. 物質のクリアランスレベル：自然起源の放射性核種の放射能濃度 

放射性核種 放射能濃度(Bq/g) 

K-40 10 

ウラン・トリウム系列の各放射性核種 1 
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付則 II 
 

一般的な行為で使用される密封線源のカテゴリー 
 
II.1. 表 II.1 は一般的な行為で使用される密封線源のカテゴリーを示しており、表 II.2 は

選ばれた放射性核種について危険線源に相当する放射能（D 値）を示している。 
 
 
表 II.1. 一般的な行為で使用される密封線源のカテゴリー 

カテゴリー 
危険と見なされる放射能に

対する線源の放射能の比 a

（A/D） 
線源 bと行為の例 

1 A/D ≥ 1000 

放射性同位体熱電気転換器； 
照射装置； 
外部照射線源； 
固定多門外部照射（「ガンマナイフ用」）線源 

2 1000 > A/D ≥ 10 
工業用ガンマ線ラジオグラフィー線源； 
高／中線量率小線源治療用線源 

3 10 > A/D ≥ 1 
高放射能線源を含む工業用固定計測器； 
検層計測器 

4 1 > A/D ≥ 0.01 

低線量率小線源治療用線源（アイプラーク、

永久挿入を除く）； 
高放射能線源を含まない工業用計測器； 
骨密度測定装置； 
静電気除去装置 
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表 II.1. 一般的な行為で使用される密封線源のカテゴリー（続き） 

カテゴリー 
危険と見なされる放射能に

対する線源の放射能の比 a

（A/D） 
線源 bと行為の例 

5 
0.01 > A/D 

及び 
A > 免除レベル c 

低線量率小線源治療アイプラーク及び永久

挿入の線源； 
蛍光 X 線分析装置； 
電子捕獲型検出器； 
メスバウアー分光法線源； 
陽電子断層撮影法チェック用線源 

a A は線源に含まれる放射性核種の放射能、D は危険と見なされる放射性核種の放射能である。危険線

源は、管理下に置かれなければ、重篤な確定的影響を引き起こすのに十分な被ばくを生じるものと定

義する。選ばれた放射性核種の D 値は、所定の被ばくシナリオと所定の線量基準に重篤な確定的影響

をもたらす可能性がある放射性物質の量に基づいて、表 II.2 に示されている。それ故、この表のこの

欄は、A/D 値だけに基づいて線源カテゴリーを決定するために使用することができる。これは例えば、

行為が明らかではないか又はリストにない場合、線源の半減期が短いか及び/又は密封されていない場

合、あるいは線源が集められている場合でも、適切であることがある。 

b これらの線源を特定のカテゴリーに割り当てる際、A/D 以外の要因も考慮されている[28]。 

c 免除レベルは付則 I に示されている。 
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表 II.2. 選ばれた放射性核種について危険線源に相当する放射能 a（D 値 b） 

放射性核種 
D 値 

(TBq) 
 放射性核種 

D 値 
(TBq) 

Am-241 
Am-241/Be 
Au-198 
Cd-109 
Cf-252 
Cm-244 
Co-57 
Co-60 
Cs-137 
Fe-55 
Gd-153 
Ge-68 
H-3 
I-125 
I-131 
Ir-192 
Kr-85 

6 × 10–2 
6 × 10–2 
2 × 10–1 
2 × 101 
2 × 10–2 
5 × 10–2 
7 × 10–1 
3 × 10–2 
1 × 10–1 
8 × 102 
1 × 100 
7 × 10–2 
2 × 103 
2 × 10–1 
2 × 10–1 

8 × 10–2 

3 × 101 

 Mo-99 
Ni-63 
P-32 
Pd-103 
Pm-147 
Po-210 
Pu-238 
Pu-239/Be 
Ra-226 
Ru-106 (Rh-106) 
Se-75 
Sr-90 (Y-90) 
Tc-99m 
Tl-204 
Tm-170 
Yb-169 
 

3 × 10–1 
6 × 101 
1 × 101 
9 × 101 
4 × 101 
6 × 10–2 
6 × 10–2 
6 × 10–2 
4 × 10–2 
3 × 10–1 
2 × 10–1 
1 × 100 
7 × 10–1 
2 × 101 
2 × 101 
3 × 10–1 

 
a この表には、どの線量判断基準が使用されたかは述べていないため、これらの D 値を放射能が既知の

線源から可能な被ばく線量を導出するために「逆に」用いることはできない。 

b 追加の放射性核種のための D 値及び D 値導出の詳細のすべては参考文献[29]で提供される。 
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付則 III 
 

計画被ばく状況の線量限度 
 
 
職業被ばく 
 
III.1. 18 歳を超える作業者の職業被ばくに関して、線量限度は以下のとおりである： 
 
(a) 連続する 5 年間の年平均実効線量 66は 20 mSv（5 年間で 100 mSv）、いずれかの 1 年

間で 50 mSv； 
(b) 連続する 5 年間の眼の水晶体の等価線量は 20 mSv（5 年間で 100 mSv）、いずれかの

1 年間で 50 mSv； 
(c) 四肢（手先及び足先）又は皮膚の等価線量 67は 1 年間で 500 mSv。 
 
妊娠又は授乳中であることを届け出た女性作業者の職業被ばくには、追加の制限が適用さ

れる（3.114 項）。 
 
III.2. 放射線被ばくを伴う職種で訓練中の 16～18 歳の実習生の職業被ばく及び研究過程

において線源を使用する 16～18 歳の学生の職業被ばくに関して、線量限度は以下のとおり

である： 
 
(a) 実効線量は 1 年間で 6 mSv； 
(b) 眼の水晶体の等価線量は 1 年間で 20 mSv； 
(c) 四肢（手先及び足先）又は皮膚の等価線量 67は 1 年間で 150 mSv。 
  

 
66 期間平均値の起算日は、遡及しての平均ではなく、当該基準の施行日以降の関連する 1 年の最初の日

と一致していなければならない。 
67 皮膚の等価線量限度は、皮膚で最も照射された面積 1 cm2 における平均線量に該当する。皮膚への線量

は実効線量にも寄与し、皮膚全体の平均線量への寄与分は、皮膚の組織加重係数で乗じられる。 
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公衆被ばく 
 
III.3. 公衆被ばくに関して、公衆の線量限度は以下のとおりである： 
 
(a) 実効線量は 1 年間で 1 mSv； 
(b) 特殊な状況下で 68、連続する 5 年間の平均線量が 1 年間で 1 mSv を超えない限り、い

ずれかの 1 年間でより高い実効線量が適用される； 
(c) 眼の水晶体の等価線量は 1 年間で 15 mSv； 
(d) 皮膚の等価線量は 1 年間で 50 mSv。 
 
 
線量限度との遵守の検証 
 
III.4. この付則に示される実効線量限度は、所定期間における外部被ばくによる関連線量

と、同じ期間における取込みによる関連預託線量の合計に該当する。預託線量の計算期間は

通常、一般成人による取込みについては 50 年間、小児による取込みについては 70 歳まで

としなければならない。 
 
III.5. 職業被ばくに関しては、透過性放射線の外部被ばくによる実効線量の近似値として、

個人線量当量 Hp(10) 69が使用されることがある。 
 
III.6. 自由空気中の単位空気カーマ当たりの実効線量と単位粒子フルエンス当たりの実効

線量の値は、表 III.1A～III.1D[30]に示されている。 
 
III.7. 放射性核種の経口摂取や吸入による預託実効線量の推定のための単位取込量当たり

の線量（線量係数）は、表 III.2A～III.2H（137 頁）に示されている[37、38]。 
  

 
68 例えば、一時的な被ばくの増加につながる、認可された、正当化された、そして計画的な操作状況。 
69 Hp(10)は、d = 10 mm の場合の個人線量当量 Hp(d)である。 
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表 III.1A. 自由空気中の空気単位カーマから、国際放射線単位測定委員会の ICRU スラブ

（光子）における Hp(10,0°)への換算係数[30] 

光子エネルギー 
(MeV) 

Hp(10,0°)/K 
(Sv/Gy) 

 
光子エネルギー 
(MeV) 

Hp(10,0°)/K 
(Sv/Gy) 

0.010 0.009  0.150 1.607 
0.0125 0.098  0.200 1.492 
0.015 0.264  0.300 1.369 
0.0175 0.445  0.400 1.300 
0.020 0.611  0.500 1.256 
0.025 0.883  0.600 1.226 
0.030 1.112  0.800 1.190 
0.040 1.490  1.0 1.167 
0.050 1.766  1.5 1.139 
0.060 1.892  3.0 1.117 
0.080 1.903  6.0 1.109 
0.100 1.811  10.0 1.111 
0.125 1.696    

 
表 III.1B. 自由空気中の空気単位カーマから、国際放射線単位測定委員会の ICRU スラブ

（光子）における Hp(0.07,0°)への換算係数[30]  

光子エネルギー 
(MeV) 

Hp(0.07,0°)/K 
(Sv/Gy) 

 
光子エネルギー 
(MeV) 

Hp(0.07,0°)/K 
(Sv/Gy) 

0.005 0.750  0.100 1.669 
0.010 0.947  0.150 1.518 
0.015 0.981  0.200 1.432 
0.020 1.045  0.300 1.336 
0.030 1.230  0.400 1.280 
0.040 1.444  0.500 1.244 
0.050 1.632  0.600 1.220 
0.060 1.716  0.800 1.189 
0.080 1.732  1.000 1.173 
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表 III.1C. 成人擬人化コンピュータファントムに関して国際標準化機構が定めた幾何学的

配置における単一エネルギー中性子のための単位中性子フルエンス E /Φ 当たりの実効線量

[30] 

中性子エネルギー 
(MeV) 

E /Φ 
(pSv⋅cm2) 

 
中性子エネルギー 
(MeV) 

E /Φ 
(pSv⋅cm2) 

1.00 × 10–9 2.40  1.50 × 10–1 35.2 
1.00 × 10–8 2.89  2.00 × 10–1 42.4 
2.53 × 10–8 3.30  3.00 × 10–1 54.7 
1.00 × 10–7 4.13  5.00 × 10–1 75.0 
2.00 × 10–7 4.59  7.00 × 10–1 92.8 
5.00 × 10–7 5.20  9.00 × 10–1 108 
1.00 × 10–6 5.63  1.00 × 100 116 
2.00 × 10–6 5.96  1.20 × 100 130 
5.00 × 10–6 6.28  2.00 × 100 178 
1.00 × 10–5 6.44  3.00 × 100 220 
2.00 × 10–5 6.51  4.00 × 100 250 
5.00 × 10–5 6.51  5.00 × 100 272 
1.00 × 10–4 6.45  6.00 × 100 282 
2.00 × 10–4 6.32  7.00 × 100 290 
5.00 × 10–4 6.14  8.00 × 100 297 
1.00 × 10–3 6.04  9.00 × 100 303 
2.00 × 10–3 6.05  1.00 × 101 309 
5.00 × 10–3 6.52  1.20 × 101 322 
1.00 × 10–2 7.70  1.40 × 101 333 
2.00 × 10–2 10.2  1.50 × 101 338 
3.00 × 10–2 12.7  1.60 × 101 342 
5.00 × 10–2 17.3  1.80 × 101 345 
7.00 × 10–2 21.5  2.00 × 101 343 
1.00 × 10–1 25.2    
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表 III.1D. 垂直入射する単一エネルギー電子についてのフルエンスから方向性線量当量へ

の参考換算係数[30] 

電子エネルギー 
(MeV) 

H ’(0.07,0°)/Φ 
(nSv⋅cm2) 

H ’(3,0°)/Φ 
(nSv⋅cm2) 

H ’(10,0°)/Φ 
(nSv⋅cm2) 

0.07 0.221   
0.08 1.056   
0.09 1.527   
0.10 1.661   
0.1125 1.627   
0.125 1.513   
0.15 1.229   
0.20 0.834   
0.30 0.542   
0.40 0.455   
0.50 0.403   
0.60 0.366   
0.70 0.344 0.000  
0.80 0.329 0.045  
1.00 0.312 0.301  
1.25 0.296 0.486  
1.50 0.287 0.524  
1.75 0.282 0.512 0.000 
2.00 0.279 0.481 0.005 
2.50 0.278 0.417 0.156 
3.00 0.276 0.373 0.336 
3.50 0.274 0.351 0.421 
4.00 0.272 0.334 0.447 
5.00 0.271 0.317 0.430 
6.00 0.271 0.309 0.389 
7.00 0.271 0.306 0.360 
8.00 0.271 0.305 0.341 
10.00 0.275 0.303 0.330 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq) 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
水素        
トリチウム水 12.3 a     1.000 1.8 × 10–11 
有機結合 
トリチウム 

12.3 a     1.000 4.2 × 10–11 

ベリリウム        
Be-7 53.3 d M 0.005 4.8 × 10–11 4.3 × 10–11 0.005 2.8 × 10–11 
  S 0.005 5.2 × 10–11 4.6 × 10–11   
Be-10 1.60 × 106 a M 0.005 9.1 × 10–9 6.7 × 10–9 0.005 1.1 × 10–9 
  S 0.005 3.2 × 10–8 1.9 × 10–8   
炭素        
C-11 0.340 h     1.000 2.4 × 10–11 
C-14 5.73 × 103 a     1.000 5.8 × 10–10 
フッ素        
F-18 1.83 h F 1.000 3.0 × 10–11 5.4 × 10–11 1.000 4.9 × 10–11 
  M 1.000 5.7 × 10–11 8.9 × 10–11   
  S 1.000 6.0 × 10–11 9.3 × 10–11   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
ナトリウム        
Na-22 2.60 a F 1.000 1.3 × 10–9 2.0 × 10–9 1.000 3.2 × 10–9 
Na-24 15.0 h F 1.000 2.9 × 10–10 5.3 × 10–10 1.000 4.3 × 10–10 
マグネシウム        
Mg-28 20.9 h F 0.500 6.4 × 10–10 1.1 × 10–9 0.500 2.2 × 10–9 
  M 0.500 1.2 × 10–9 1.7 × 10–9   
アルミニウム        
Al-26 7.16 × 105 a F 0.010 1.1 × 10–8 1.4 × 10–8 0.010 3.5 × 10–9 
  M 0.010 1.8 × 10–8 1.2 × 10–8   
ケイ素        
Si-31 2.62 h F 0.010 2.9 × 10–11 5.1 × 10–11 0.010 1.6 × 10–10 
  M 0.010 7.5 × 10–11 1.1 × 10–10   
  S 0.010 8.0 × 10–11 1.1 × 10–10   
Si-32 4.50 × 102 a F 0.010 3.2 × 10–9 3.7 × 10–9 0.010 5.6 × 10–10 
  M 0.010 1.5 × 10–8 9.6 × 10–9   
  S 0.010 1.1 × 10–7 5.5 × 10–8   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
リン        
P-32 14.3 d F 0.800 8.0 × 10–10 1.1 × 10–9 0.800 2.4 × 10–9 
  M 0.800 3.2 × 10–9 2.9 × 10–9   
P-33 25.4 d F 0.800 9.6 × 10–11 1.4 × 10–10 0.800 2.4 × 10–10 
  M 0.800 1.4 × 10–9 1.3 × 10–9   
硫黄        
S-35 87.4 d F 0.800 5.3 × 10–11 8.0 × 10–11 0.800 1.4 × 10–10 
（無機形）  M 0.800 1.3 × 10–9 1.1 × 10–9 0.100 1.9 × 10–10 
S-35 87.4 d     1.000 7.7 × 10–10 
（有機形）        
塩素        
Cl-36 3.01 × 105 a F 1.000 3.4 × 10–10 4.9 × 10–10 1.000 9.3 × 10–10 
  M 1.000 6.9 × 10–9 5.1 × 10–9   
Cl-38 0.620 h F 1.000 2.7 × 10–11 4.6 × 10–11 1.000 1.2 × 10–10 
  M 1.000 4.7 × 10–11 7.3 × 10–11   
Cl-39 0.927 h F 1.000 2.7 × 10–11 4.8 × 10–11 1.000 8.5 × 10–11 
  M 1.000 4.8 × 10–11 7.6 × 10–11   
カリウム        
K-40 1.28 × 109 a F 1.000 2.1 × 10–9 3.0 × 10–9 1.000 6.2 × 10–9 
K-42 12.4 h F 1.000 1.3 × 10–10 2.0 × 10–10 1.000 4.3 × 10–10 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
K-43 22.6 h F 1.000 1.5 × 10–10 2.6 × 10–10 1.000 2.5 × 10–10 
K-44 0.369 h F 1.000 2.1 × 10–11 3.7 × 10–11 1.000 8.4 × 10–11 
K-45 0.333 h F 1.000 1.6 × 10–11 2.8 × 10–11 1.000 5.4 × 10–11 
カルシウム        
Ca-41 1.40 × 105 a M 0.300 1.7 × 10–10 1.9 × 10–10 0.300 2.9 × 10–10 
Ca-45 163 d M 0.300 2.7 × 10–9 2.3 × 10–9 0.300 7.6 × 10–10 
Ca-47 4.53 d M 0.300 1.8 × 10–9 2.1 × 10–9 0.300 1.6 × 10–9 
スカンジウム        
Sc-43 3.89 h S 1.0 × 10–4 1.2 × 10–10 1.8 × 10–10 1.0 × 10–4 1.9 × 10–10 
Sc-44 3.93 h S 1.0 × 10–4 1.9 × 10–10 3.0 × 10–10 1.0 × 10–4 3.5 × 10–10 
Sc-44m 2.44 d S 1.0 × 10–4 1.5 × 10–9 2.0 × 10–9 1.0 × 10–4 2.4 × 10–9 
Sc-46 83.8 d S 1.0 × 10–4 6.4 × 10–9 4.8 × 10–9 1.0 × 10–4 1.5 × 10–9 
Sc-47 3.35 d S 1.0 × 10–4 7.0 × 10–10 7.3 × 10–10 1.0 × 10–4 5.4 × 10–10 
Sc-48 1.82 d S 1.0 × 10–4 1.1 × 10–9 1.6 × 10–9 1.0 × 10–4 1.7 × 10–9 
Sc-49 0.956 h S 1.0 × 10–4 4.1 × 10–11 6.1 × 10–11 1.0 × 10–4 8.2 × 10–11 
チタン        
Ti-44 47.3 a F 0.010 6.1 × 10–8 7.2 × 10–8 0.010 5.8 × 10–9 
  M 0.010 4.0 × 10–8 2.7 × 10–8   
  S 0.010 1.2 × 10–7 6.2 × 10–8   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Ti-45 3.08 h F 0.010 4.6 × 10–11 8.3 × 10–11 0.010 1.5 × 10–10 
  M 0.010 9.1 × 10–11 1.4 × 10–10   
  S 0.010 9.6 × 10–11 1.5 × 10–10   
バナジウム        
V-47 0.543 h F 0.010 1.9 × 10–11 3.2 × 10–11 0.010 6.3 × 10–11 
  M 0.010 3.1 × 10–11 5.0 × 10–11   
V-48 16.2 d F 0.010 1.1 × 10–9 1.7 × 10–9 0.010 2.0 × 10–9 
  M 0.010 2.3 × 10–9 2.7 × 10–9   
V-49 330 d F 0.010 2.1 × 10–11 2.6 × 10–11 0.010 1.8 × 10–11 
  M 0.010 3.2 × 10–11 2.3 × 10–11   
クロム        
Cr-48 23.0 h F 0.100 1.0 × 10–10 1.7 × 10–10 0.100 2.0 × 10–10 
  M 0.100 2.0 × 10–10 2.3 × 10–10 0.010 2.0 × 10–10 
  S 0.100 2.2 × 10–10 2.5 × 10–10   
Cr-49 0.702 h F 0.100 2.0 × 10–11 3.5 × 10–11 0.100 6.1 × 10–11 
  M 0.100 3.5 × 10–11 5.6 × 10–11 0.010 6.1 × 10–11 
  S 0.100 3.7 × 10–11 5.9 × 10–11   
Cr-51 27.7 d F 0.100 2.1 × 10–11 3.0 × 10–11 0.100 3.8 × 10–11 
  M 0.100 3.1 × 10–11 3.4 × 10–11 0.010 3.7 × 10–11 
  S 0.100 3.6 × 10–11 3.6 × 10–11   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
マンガン        
Mn-51 0.770 h F 0.100 2.4 × 10–11 4.2 × 10–11 0.100 9.3 × 10–11 
  M 0.100 4.3 × 10–11 6.8 × 10–11   
Mn-52 5.59 d F 0.100 9.9 × 10–10 1.6 × 10–9 0.100 1.8 × 10–9 
  M 0.100 1.4 × 10–9 1.8 × 10–9   
Mn-52m 0.352 h F 0.100 2.0 × 10–11 3.5 × 10–11 0.100 6.9 × 10–11 
  M 0.100 3.0 × 10–11 5.0 × 10–11   
Mn-53 3.70 × 106 a F 0.100 2.9 × 10–11 3.6 × 10–11 0.100 3.0 × 10–11 
  M 0.100 5.2 × 10–11 3.6 × 10–11   
Mn-54 312 d F 0.100 8.7 × 10–10 1.1 × 10–9 0.100 7.1 × 10–10 
  M 0.100 1.5 × 10–9 1.2 × 10–9   
Mn-56 2.58 h F 0.100 6.9 × 10–11 1.2 × 10–10 0.100 2.5 × 10–10 
  M 0.100 1.3 × 10–10 2.0 × 10–10   
鉄        
Fe-52 8.28 h F 0.100 4.1 × 10–10 6.9 × 10–10 0.100 1.4 × 10–9 
  M 0.100 6.3 × 10–10 9.5 × 10–10   
Fe-55 2.70 a F 0.100 7.7 × 10–10 9.2 × 10–10 0.100 3.3 × 10–10 
  M 0.100 3.7 × 10–10 3.3 × 10–10   
Fe-59 44.5 d F 0.100 2.2 × 10–9 3.0 × 10–9 0.100 1.8 × 10–9 
  M 0.100 3.5 × 10–9 3.2 × 10–9   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Fe-60 1.00 × 105 a F 0.100 2.8 × 10–7 3.3 × 10–7 0.100 1.1 × 10–7 
  M 0.100 1.3 × 10–7 1.2 × 10–7   
コバルト        
Co-55 17.5 h M 0.100 5.1 × 10–10 7.8 × 10–10 0.100 1.0 × 10–9 
  S 0.050 5.5 × 10–10 8.3 × 10–10 0.050 1.1 × 10–9 
Co-56 78.7 d M 0.100 4.6 × 10–9 4.0 × 10–9 0.100 2.5 × 10–9 
  S 0.050 6.3 × 10–9 4.9 × 10–9 0.050 2.3 × 10–9 
Co-57 271 d M 0.100 5.2 × 10–10 3.9 × 10–10 0.100 2.1 × 10–10 
  S 0.050 9.4 × 10–10 6.0 × 10–10 0.050 1.9 × 10–10 
Co-58 70.8 d M 0.100 1.5 × 10–9 1.4 × 10–9 0.100 7.4 × 10–10 
  S 0.050 2.0 × 10–9 1.7 × 10–9 0.050 7.0 × 10–10 
Co-58m 9.15 h M 0.100 1.3 × 10–11 1.5 × 10–11 0.100 2.4 × 10–11 
  S 0.050 1.6 × 10–11 1.7 × 10–11 0.050 2.4 × 10–11 
Co-60 5.27 a M 0.100 9.6 × 10–9 7.1 × 10–9 0.100 3.4 × 10–9 
  S 0.050 2.9 × 10–8 1.7 × 10–8 0.050 2.5 × 10–9 
Co-60m 0.174 h M 0.100 1.1 × 10–12 1.2 × 10–12 0.100 1.7 × 10–12 
  S 0.050 1.3 × 10–12 1.2 × 10–12 0.050 1.7 × 10–12 
Co-61 1.65 h M 0.100 4.8 × 10–11 7.1 × 10–11 0.100 7.4 × 10–11 
  S 0.050 5.1 × 10–11 7.5 × 10–11 0.050 7.4 × 10–11 
Co-62m 0.232 h M 0.100 2.1 × 10–11 3.6 × 10–11 0.100 4.7 × 10–11 
  S 0.050 2.2 × 10–11 3.7 × 10–11 0.050 4.7 × 10–11 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
ニッケル        
Ni-56 6.10 d F 0.050 5.1 × 10–10 7.9 × 10–10 0.050 8.6 × 10–10 
  M 0.050 8.6 × 10–10 9.6 × 10–10   
Ni-57 1.50 d F 0.050 2.8 × 10–10 5.0 × 10–10 0.050 8.7 × 10–10 
  M 0.050 5.1 × 10–10 7.6 × 10–10   
Ni-59 7.50 × 104 a F 0.050 1.8 × 10–10 2.2 × 10–10 0.050 6.3 × 10–11 
  M 0.050 1.3 × 10–10 9.4 × 10–11   
Ni-63 96.0 a F 0.050 4.4 × 10–10 5.2 × 10–10 0.050 1.5 × 10–10 
  M 0.050 4.4 × 10–10 3.1 × 10–10   
Ni-65 2.52 h F 0.050 4.4 × 10–11 7.5 × 10–11 0.050 1.8 × 10–10 
  M 0.050 8.7 × 10–11 1.3 × 10–10   
Ni-66 2.27 d F 0.050 4.5 × 10–10 7.6 × 10–10 0.050 3.0 × 10–9 
  M 0.050 1.6 × 10–9 1.9 × 10–9   
銅        
Cu-60 0.387 h F 0.500 2.4 × 10–11 4.4 × 10–11 0.500 7.0 × 10–11 
  M 0.500 3.5 × 10–11 6.0 × 10–11   
  S 0.500 3.6 × 10–11 6.2 × 10–11   
Cu-61 3.41 h F 0.500 4.0 × 10–11 7.3 × 10–11 0.500 1.2 × 10–10 
  M 0.500 7.6 × 10–11 1.2 × 10–10   
  S 0.500 8.0 × 10–11 1.2 × 10–10   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Cu-64 12.7 h F 0.500 3.8 × 10–11 6.8 × 10–11 0.500 1.2 × 10–10 
  M 0.500 1.1 × 10–10 1.5 × 10–10   
  S 0.500 1.2 × 10–10 1.5 × 10–10   
Cu-67 2.58 d F 0.500 1.1 × 10–10 1.8 × 10–10 0.500 3.4 × 10–10 
  M 0.500 5.2 × 10–10 5.3 × 10–10   
  S 0.500 5.8 × 10–10 5.8 × 10–10   
亜鉛        
Zn-62 9.26 h S 0.500 4.7 × 10–10 6.6 × 10–10 0.500 9.4 × 10–10 
Zn-63 0.635 h S 0.500 3.8 × 10–11 6.1 × 10–11 0.500 7.9 × 10–11 
Zn-65 244 d S 0.500 2.9 × 10–9 2.8 × 10–9 0.500 3.9 × 10–9 
Zn-69 0.950 h S 0.500 2.8 × 10–11 4.3 × 10–11 0.500 3.1 × 10–11 
Zn-69m 13.8 h S 0.500 2.6 × 10–10 3.3 × 10–10 0.500 3.3 × 10–10 
Zn-71m 3.92 h S 0.500 1.6 × 10–10 2.4 × 10–10 0.500 2.4 × 10–10 
Zn-72 1.94 d S 0.500 1.2 × 10–9 1.5 × 10–9 0.500 1.4 × 10–9 
ガリウム        
Ga-65 0.253 h F 0.001 1.2 × 10–11 2.0 × 10–11 0.001 3.7 × 10–11 
  M 0.001 1.8 × 10–11 2.9 × 10–11   
Ga-66 9.40 h F 0.001 2.7 × 10–10 4.7 × 10–10 0.001 1.2 × 10–9 
  M 0.001 4.6 × 10–10 7.1 × 10–10   
Ga-67 3.26 d F 0.001 6.8 × 10–11 1.1 × 10–10 0.001 1.9 × 10–10 
  M 0.001 2.3 × 10–10 2.8 × 10–10   

  



 

 

146 

表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Ga-68 1.13 h F 0.001 2.8 × 10–11 4.9 × 10–11 0.001 1.0 × 10–10 
  M 0.001 5.1 × 10–11 8.1 × 10–11   
Ga-70 0.353 h F 0.001 9.3 × 10–12 1.6 × 10–11 0.001 3.1 × 10–11 
  M 0.001 1.6 × 10–11 2.6 × 10–11   
Ga-72 14.1 h F 0.001 3.1 × 10–10 5.6 × 10–10 0.001 1.1 × 10–9 
  M 0.001 5.5 × 10–10 8.4 × 10–10   
Ga-73 4.91 h F 0.001 5.8 × 10–11 1.0 × 10–10 0.001 2.6 × 10–10 
  M 0.001 1.5 × 10–10 2.0 × 10–10   
ゲルマニウム        
Ge-66 2.27 h F 1.000 5.7 × 10–11 9.9 × 10–11 1.000 1.0 × 10–10 
  M 1.000 9.2 × 10–11 1.3 × 10–10   
Ge-67 0.312 h F 1.000 1.6 × 10–11 2.8 × 10–11 1.000 6.5 × 10–11 
  M 1.000 2.6 × 10–11 4.2 × 10–11   
Ge-68 288 d F 1.000 5.4 × 10–10 8.3 × 10–10 1.000 1.3 × 10–9 
  M 1.000 1.3 × 10–8 7.9 × 10–9   
Ge-69 1.63 d F 1.000 1.4 × 10–10 2.5 × 10–10 1.000 2.4 × 10–10 
  M 1.000 2.9 × 10–10 3.7 × 10–10   
Ge-71 11.8 d F 1.000 5.0 × 10–12 7.8 × 10–12 1.000 1.2 × 10–11 
  M 1.000 1.0 × 10–11 1.1 × 10–11   
Ge-75 1.38 h F 1.000 1.6 × 10–11 2.7 × 10–11 1.000 4.6 × 10–11 
  M 1.000 3.7 × 10–11 5.4 × 10–11   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Ge-77 11.3 h F 1.000 1.5 × 10–10 2.5 × 10–10 1.000 3.3 × 10–10 
  M 1.000 3.6 × 10–10 4.5 × 10–10   
Ge-78 1.45 h F 1.000 4.8 × 10–11 8.1 × 10–11 1.000 1.2 × 10–10 
  M 1.000 9.7 × 10–11 1.4 × 10–10   
ヒ素        
As-69 0.253 h M 0.500 2.2 × 10–11 3.5 × 10–11 0.500 5.7 × 10–11 
As-70 0.876 h M 0.500 7.2 × 10–11 1.2 × 10–10 0.500 1.3 × 10–10 
As-71 2.70 d M 0.500 4.0 × 10–10 5.0 × 10–10 0.500 4.6 × 10–10 
As-72 1.08 d M 0.500 9.2 × 10–10 1.3 × 10–9 0.500 1.8 × 10–9 
As-73 80.3 d M 0.500 9.3 × 10–10 6.5 × 10–10 0.500 2.6 × 10–10 
As-74 17.8 d M 0.500 2.1 × 10–9 1.8 × 10–9 0.500 1.3 × 10–9 
As-76 1.10 d M 0.500 7.4 × 10–10 9.2 × 10–10 0.500 1.6 × 10–9 
As-77 1.62 d M 0.500 3.8 × 10–10 4.2 × 10–10 0.500 4.0 × 10–10 
As-78 1.51 h M 0.500 9.2 × 10–11 1.4 × 10–10 0.500 2.1 × 10–10 
セレン        
Se-70 0.683 h F 0.800 4.5 × 10–11 8.2 × 10–11 0.800 1.2 × 10–10 
  M 0.800 7.3 × 10–11 1.2 × 10–10 0.050 1.4 × 10–10 
Se-73 7.15 h F 0.800 8.6 × 10–11 1.5 × 10–10 0.800 2.1 × 10–10 
  M 0.800 1.6 × 10–10 2.4 × 10–10 0.050 3.9 × 10–10 
Se-73m 0.650 h F 0.800 9.9 × 10–12 1.7 × 10–11 0.800 2.8 × 10–11 
  M 0.800 1.8 × 10–11 2.7 × 10–11 0.050 4.1 × 10–11 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Se-75 120 d F 0.800 1.0 × 10–9 1.4 × 10–9 0.800 2.6 × 10–9 
  M 0.800 1.4 × 10–9 1.7 × 10–9 0.050 4.1 × 10–10 
Se-79 6.50 × 104 a F 0.800 1.2 × 10–9 1.6 × 10–9 0.800 2.9 × 10–9 
  M 0.800 2.9 × 10–9 3.1 × 10–9 0.050 3.9 × 10–10 
Se-81 0.308 h F 0.800 8.6 × 10–12 1.4 × 10–11 0.800 2.7 × 10–11 
  M 0.800 1.5 × 10–11 2.4 × 10–11 0.050 2.7 × 10–11 
Se-81m 0.954 h F 0.800 1.7 × 10–11 3.0 × 10–11 0.800 5.3 × 10–11 
  M 0.800 4.7 × 10–11 6.8 × 10–11 0.050 5.9 × 10–11 
Se-83 0.375 h F 0.800 1.9 × 10–11 3.4 × 10–11 0.800 4.7 × 10–11 
  M 0.800 3.3 × 10–11 5.3 × 10–11 0.050 5.1 × 10–11 
臭素        
Br-74 0.422 h F 1.000 2.8 × 10–11 5.0 × 10–11 1.000 8.4 × 10–11 
  M 1.000 4.1 × 10–11 6.8 × 10–11   
Br-74m 0.691 h F 1.000 4.2 × 10–11 7.5 × 10–11 1.000 1.4 × 10–10 
  M 1.000 6.5 × 10–11 1.1 × 10–10   
Br-75 1.63 h F 1.000 3.1 × 10–11 5.6 × 10–11 1.000 7.9 × 10–11 
  M 1.000 5.5 × 10–11 8.5 × 10–11   
Br-76 16.2 h F 1.000 2.6 × 10–10 4.5 × 10–10 1.000 4.6 × 10–10 
  M 1.000 4.2 × 10–10 5.8 × 10–10   
Br-77 2.33 d F 1.000 6.7 × 10–11 1.2 × 10–10 1.000 9.6 × 10–11 
  M 1.000 8.7 × 10–11 1.3 × 10–10   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Br-80 0.290 h F 1.000 6.3 × 10–12 1.1 × 10–11 1.000 3.1 × 10–11 
  M 1.000 1.0 × 10–11 1.7 × 10–11   
Br-80m 4.42 h F 1.000 3.5 × 10–11 5.8 × 10–11 1.000 1.1 × 10–10 
  M 1.000 7.6 × 10–11 1.0 × 10–10   
Br-82 1.47 d F 1.000 3.7 × 10–10 6.4 × 10–10 1.000 5.4 × 10–10 
  M 1.000 6.4 × 10–10 8.8 × 10–10   
Br-83 2.39 h F 1.000 1.7 × 10–11 2.9 × 10–11 1.000 4.3 × 10–11 
  M 1.000 4.8 × 10–11 6.7 × 10–11   
Br-84 0.530 h F 1.000 2.3 × 10–11 4.0 × 10–11 1.000 8.8 × 10–11 
  M 1.000 3.9 × 10–11 6.2 × 10–11   
ルビジウム        
Rb-79 0.382 h F 1.000 1.7 × 10–11 3.0 × 10–11 1.000 5.0 × 10–11 
Rb-81 4.58 h F 1.000 3.7 × 10–11 6.8 × 10–11 1.000 5.4 × 10–11 
Rb-81m 0.533 h F 1.000 7.3 × 10–12 1.3 × 10–11 1.000 9.7 × 10–12 
Rb-82m 6.20 h F 1.000 1.2 × 10–10 2.2 × 10–10 1.000 1.3 × 10–10 
Rb-83 86.2 d F 1.000 7.1 × 10–10 1.0 × 10–9 1.000 1.9 × 10–9 
Rb-84 32.8 d F 1.000 1.1 × 10–9 1.5 × 10–9 1.000 2.8 × 10–9 
Rb-86 18.6 d F 1.000 9.6 × 10–10 1.3 × 10–9 1.000 2.8 × 10–9 
Rb-87 4.70 × 1010 a F 1.000 5.1 × 10–10 7.6 × 10–10 1.000 1.5 × 10–9 
Rb-88 0.297 h F 1.000 1.7 × 10–11 2.8 × 10–11 1.000 9.0 × 10–11 
Rb-89 0.253 h F 1.000 1.4 × 10–11 2.5 × 10–11 1.000 4.7 × 10–11 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
ストロンチウム        
Sr-80 1.67 h F 0.300 7.6 × 10–11 1.3 × 10–10 0.300 3.4 × 10–10 
  S 0.010 1.4 × 10–10 2.1 × 10–10 0.010 3.5 × 10–10 
Sr-81 0.425 h F 0.300 2.2 × 10–11 3.9 × 10–11 0.300 7.7 × 10–11 
  S 0.010 3.8 × 10–11 6.1 × 10–11 0.010 7.8 × 10–11 
Sr-82 25.0 d F 0.300 2.2 × 10–9 3.3 × 10–9 0.300 6.1 × 10–9 
  S 0.010 1.0 × 10–8 7.7 × 10–9 0.010 6.0 × 10–9 
Sr-83 1.35 d F 0.300 1.7 × 10–10 3.0 × 10–10 0.300 4.9 × 10–10 
  S 0.010 3.4 × 10–10 4.9 × 10–10 0.010 5.8 × 10–10 
Sr-85 64.8 d F 0.300 3.9 × 10–10 5.6 × 10–10 0.300 5.6 × 10–10 
  S 0.010 7.7 × 10–10 6.4 × 10–10 0.010 3.3 × 10–10 
Sr-85m 1.16 h F 0.300 3.1 × 10–12 5.6 × 10–12 0.300 6.1 × 10–12 
  S 0.010 4.5 × 10–12 7.4 × 10–12 0.010 6.1 × 10–12 
Sr-87m 2.80 h F 0.300 1.2 × 10–11 2.2 × 10–11 0.300 3.0 × 10–11 
  S 0.010 2.2 × 10–11 3.5 × 10–11 0.010 3.3 × 10–11 
Sr-89 50.5 d F 0.300 1.0 × 10–9 1.4 × 10–9 0.300 2.6 × 10–9 
  S 0.010 7.5 × 10–9 5.6 × 10–9 0.010 2.3 × 10–9 
Sr-90 29.1 a F 0.300 2.4 × 10–8 3.0 × 10–8 0.300 2.8 × 10–8 
  S 0.010 1.5 × 10–7 7.7 × 10–8 0.010 2.7 × 10–9 
Sr-91 9.50 h F 0.300 1.7 × 10–10 2.9 × 10–10 0.300 6.5 × 10–10 
  S 0.010 4.1 × 10–10 5.7 × 10–10 0.010 7.6 × 10–10 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Sr-92 2.71 h F 0.300 1.1 × 10–10 1.8 × 10–10 0.300 4.3 × 10–10 
  S 0.010 2.3 × 10–10 3.4 × 10–10 0.010 4.9 × 10–10 
イットリウム        
Y-86 
 
Y-86m 
 
Y-87 
 
Y-88 
 
Y-90 
 
Y-90m 
 
Y-91 
 
Y-91m 
 
Y-92 

14.7 h 
 
0.800 h 
 
3.35 d 
 
107 d 
 
2.67 d 
 
3.19 h 
 
58.5 d 
  
0.828 h 
 
3.54 h 

M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 

1.0 × 10–4 
1.0 × 10–4 
1.0 × 10–4 
1.0 × 10–4 
1.0 × 10–4 
1.0 × 10–4 
1.0 × 10–4 
1.0 × 10–4 
1.0 × 10–4 
1.0 × 10–4 
1.0 × 10–4 
1.0 × 10–4 
1.0 × 10–4 
1.0 × 10–4 
1.0 × 10–4 
1.0 × 10–4 
1.0 × 10–4 
1.0 × 10–4 

4.8 × 10–10 
4.9 × 10–10 
2.9 × 10–11 
3.0 × 10–11 
3.8 × 10–10 
4.0 × 10–10 
3.9 × 10–9 
4.1 × 10–9 
1.4 × 10–9 
1.5 × 10–9 
9.6 × 10–11 
1.0 × 10–10 
6.7 × 10–9 
8.4 × 10–9 
1.0 × 10–11 
1.1 × 10–11 
1.9 × 10–10 
2.0 × 10–10 

8.0 × 10–10 
8.1 × 10–10 
4.8 × 10–11 
4.9 × 10–11 
5.2 × 10–10 
5.3 × 10–10 
3.3 × 10–9 
3.0 × 10–9 
1.6 × 10–9 
1.7 × 10–9 
1.3 × 10–10 
1.3 × 10–10 
5.2 × 10–9 
6.1 × 10–9 
1.4 × 10–11 
1.5 × 10–11 
2.7 × 10–10 
2.8 × 10–10 

1.0 × 10–4 
 
1.0 × 10–4 
 
1.0 × 10–4 
 
1.0 × 10–4 
 
1.0 × 10–4 
 
1.0 × 10–4 
 
1.0 × 10–4 
 
1.0 × 10–4 
 
1.0 × 10–4 

9.6 × 10–10 
 
5.6 × 10–11 
 
5.5 × 10–10 
 
1.3 × 10–9 
 
2.7 × 10–9 
 
1.7 × 10–10 
 
2.4 × 10–9 
 
1.1 × 10–11 
 
4.9 × 10–10 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Y-93 
 
Y-94 
 
Y-95 

10.1 h 
 
0.318 h 
 
0.178 h 

M 
S 
M 
S 
M 
S 

1.0 × 10–4 
1.0 × 10–4 
1.0 × 10–4 
1.0 × 10–4 
1.0 × 10–4 
1.0 × 10–4 

4.1 × 10–10 
4.3 × 10–10 
2.8 × 10–11 
2.9 × 10–11 
1.6 × 10–11 
1.7 × 10–11 

5.7 × 10–10 
6.0 × 10–10 
4.4 × 10–11 
4.6 × 10–11 
2.5 × 10–11 
2.6 × 10–11 

1.0 × 10–4 
 
1.0 × 10–4 
 
1.0 × 10–4 

1.2 × 10–9 
 
8.1 × 10–11 
 
4.6 × 10–11 

ジルコニウム        
Zr-86 16.5 h F 0.002 3.0 × 10–10 5.2 × 10–10 0.002 8.6 × 10–10 
  M 0.002 4.3 × 10–10 6.8 × 10–10   
  S 0.002 4.5 × 10–10 7.0 × 10–10   
Zr-88 83.4 d F 0.002 3.5 × 10–9 4.1 × 10–9 0.002 3.3 × 10–10 
  M 0.002 2.5 × 10–9 1.7 × 10–9   
  S 0.002 3.3 × 10–9 1.8 × 10–9   
Zr-89 3.27 d F 0.002 3.1 × 10–10 5.2 × 10–10 0.002 7.9 × 10–10 
  M 0.002 5.3 × 10–10 7.2 × 10–10   
  S 0.002 5.5 × 10–10 7.5 × 10–10   
Zr-93 1.53 × 106 a F 0.002 2.5 × 10–8 2.9 × 10–8 0.002 2.8 × 10–10 
  M 0.002 9.6 × 10–9 6.6 × 10–9   
  S 0.002 3.1 × 10–9 1.7 × 10–9   
Zr-95 64.0 d F 0.002 2.5 × 10–9 3.0 × 10–9 0.002 8.8 × 10–10 
  M 0.002 4.5 × 10–9 3.6 × 10–9   
  S 0.002 5.5 × 10–9 4.2 × 10–9   

  



 

 

153 

表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Zr-97 16.9 h F 0.002 4.2 × 10–10 7.4 × 10–10 0.002 2.1 × 10–9 
  M 0.002 9.4 × 10–10 1.3 × 10–9   
  S 0.002 1.0 × 10–9 1.4 × 10–9   
ニオブ        
Nb-88 0.238 h M 0.010 2.9 × 10–11 4.8 × 10–11 0.010 6.3 × 10–11 
  S 0.010 3.0 × 10–11 5.0 × 10–11   
Nb-89 2.03 h M 0.010 1.2 × 10–10 1.8 × 10–10 0.010 3.0 × 10–10 
  S 0.010 1.3 × 10–10 1.9 × 10–10   
Nb-89m 1.10 h M 0.010 7.1 × 10–11 1.1 × 10–10 0.010 1.4 × 10–10 
  S 0.010 7.4 × 10–11 1.2 × 10–10   
Nb-90 14.6 h M 0.010 6.6 × 10–10 1.0 × 10–9 0.010 1.2 × 10–9 
  S 0.010 6.9 × 10–10 1.1 × 10–9   
Nb-93m 13.6 a M 0.010 4.6 × 10–10 2.9 × 10–10 0.010 1.2 × 10–10 
  S 0.010 1.6 × 10–9 8.6 × 10–10   
Nb-94 2.03 × 104 a M 0.010 1.0 × 10–8 7.2 × 10–9 0.010 1.7 × 10–9 
  S 0.010 4.5 × 10–8 2.5 × 10–8   
Nb-95 35.1 d M 0.010 1.4 × 10–9 1.3 × 10–9 0.010 5.8 × 10–10 
  S 0.010 1.6 × 10–9 1.3 × 10–9   
Nb-95m 3.61 d M 0.010 7.6 × 10–10 7.7 × 10–10 0.010 5.6 × 10–10 
  S 0.010 8.5 × 10–10 8.5 × 10–10   
Nb-96 23.3 h M 0.010 6.5 × 10–10 9.7 × 10–10 0.010 1.1 × 10–9 
  S 0.010 6.8 × 10–10 1.0 × 10–9   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Nb-97 1.20 h M 0.010 4.4 × 10–11 6.9 × 10–11 0.010 6.8 × 10–11 
  S 0.010 4.7 × 10–11 7.2 × 10–11   
Nb-98 0.858 h M 0.010 5.9 × 10–11 9.6 × 10–11 0.010 1.1 × 10–10 
  S 0.010 6.1 × 10–11 9.9 × 10–11   
モリブデン        
Mo-90 5.67 h F 0.800 1.7 × 10–10 2.9 × 10–10 0.800 3.1 × 10–10 
  S 0.050 3.7 × 10–10 5.6 × 10–10 0.050 6.2 × 10–10 
Mo-93 3.50 × 103 a F 0.800 1.0 × 10–9 1.4 × 10–9 0.800 2.6 × 10–9 
  S 0.050 2.2 × 10–9 1.2 × 10–9 0.050 2.0 × 10–10 
Mo-93m 6.85 h F 0.800 1.0 × 10–10 1.9 × 10–10 0.800 1.6 × 10–10 
  S 0.050 1.8 × 10–10 3.0 × 10–10 0.050 2.8 × 10–10 
Mo-99 2.75 d F 0.800 2.3 × 10–10 3.6 × 10–10 0.800 7.4 × 10–10 
  S 0.050 9.7 × 10–10 1.1 × 10–9 0.050 1.2 × 10–9 
Mo-101 0.244 h F 0.800 1.5 × 10–11 2.7 × 10–11 0.800 4.2 × 10–11 
  S 0.050 2.7 × 10–11 4.5 × 10–11 0.050 4.2 × 10–11 
テクネチウム        
Tc-93 2.75 h F 0.800 3.4 × 10–11 6.2 × 10–11 0.800 4.9 × 10–11 
  M 0.800 3.6 × 10–11 6.5 × 10–11   
Tc-93m 0.725 h F 0.800 1.5 × 10–11 2.6 × 10–11 0.800 2.4 × 10–11 
  M 0.800 1.7 × 10–11 3.1 × 10–11   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Tc-94 4.88 h F 0.800 1.2 × 10–10 2.1 × 10–10 0.800 1.8 × 10–10 
  M 0.800 1.3 × 10–10 2.2 × 10–10   
Tc-94m 0.867 h F 0.800 4.3 × 10–11 6.9 × 10–11 0.800 1.1 × 10–10 
  M 0.800 4.9 × 10–11 8.0 × 10–11   
Tc-95 20.0 h F 0.800 1.0 × 10–10 1.8 × 10–10 0.800 1.6 × 10–10 
  M 0.800 1.0 × 10–10 1.8 × 10–10   
Tc-95m 61.0 d F 0.800 3.1 × 10–10 4.8 × 10–10 0.800 6.2 × 10–10 
  M 0.800 8.7 × 10–10 8.6 × 10–10   
Tc-96 4.28 d F 0.800 6.0 × 10–10 9.8 × 10–10 0.800 1.1 × 10–9 
  M 0.800 7.1 × 10–10 1.0 × 10–9   
Tc-96m 0.858 h F 0.800 6.5 × 10–12 1.1 × 10–11 0.800 1.3 × 10–11 
  M 0.800 7.7 × 10–12 1.1 × 10–11   
Tc-97 2.60 × 106 a F 0.800 4.5 × 10–11 7.2 × 10–11 0.800 8.3 × 10–11 
  M 0.800 2.1 × 10–10 1.6 × 10–10   
Tc-97m 87.0 d F 0.800 2.8 × 10–10 4.0 × 10–10 0.800 6.6 × 10–10 
  M 0.800 3.1 × 10–9 2.7 × 10–9   
Tc-98 4.20 × 106 a F 0.800 1.0 × 10–9 1.5 × 10–9 0.800 2.3 × 10–9 
  M 0.800 8.1 × 10–9 6.1 × 10–9   
Tc-99 2.13 × 105 a F 0.800 2.9 × 10–10 4.0 × 10–10 0.800 7.8 × 10–10 
  M 0.800 3.9 × 10–9 3.2 × 10–9   
Tc-99m 6.02 h F 0.800 1.2 × 10–11 2.0 × 10–11 0.800 2.2 × 10–11 
  M 0.800 1.9 × 10–11 2.9 × 10–11   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Tc-101 0.237 h F 0.800 8.7 × 10–12 1.5 × 10–11 0.800 1.9 × 10–11 
  M 0.800 1.3 × 10–11 2.1 × 10–11   
Tc-104 0.303 h F 0.800 2.4 × 10–11 3.9 × 10–11 0.800 8.1 × 10–11 
  M 0.800 3.0 × 10–11 4.8 × 10–11   
ルテニウム        
Ru-94 0.863 h F 0.050 2.7 × 10–11 4.9 × 10–11 0.050 9.4 × 10–11 
  M 0.050 4.4 × 10–11 7.2 × 10–11   
  S 0.050 4.6 × 10–11 7.4 × 10–11   
Ru-97 2.90 d F 0.050 6.7 × 10–11 1.2 × 10–10 0.050 1.5 × 10–10 
  M 0.050 1.1 × 10–10 1.6 × 10–10   
  S 0.050 1.1 × 10–10 1.6 × 10–10   
Ru-103 39.3 d F 0.050 4.9 × 10–10 6.8 × 10–10 0.050 7.3 × 10–10 
  M 0.050 2.3 × 10–9 1.9 × 10–9   
  S 0.050 2.8 × 10–9 2.2 × 10–9   
Ru-105 4.44 h F 0.050 7.1 × 10–11 1.3 × 10–10 0.050 2.6 × 10–10 
  M 0.050 1.7 × 10–10 2.4 × 10–10   
  S 0.050 1.8 × 10–10 2.5 × 10–10   
Ru-106 1.01 a F 0.050 8.0 × 10–9 9.8 × 10–9 0.050 7.0 × 10–9 
  M 0.050 2.6 × 10–8 1.7 × 10–8   
  S 0.050 6.2 × 10–8 3.5 × 10–8   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
ロジウム        
Rh-99 16.0 d F 0.050 3.3 × 10–10 4.9 × 10–10 0.050 5.1 × 10–10 
  M 0.050 7.3 × 10–10 8.2 × 10–10   
  S 0.050 8.3 × 10–10 8.9 × 10–10   
Rh-99m 4.70 h F 0.050 3.0 × 10–11 5.7 × 10–11 0.050 6.6 × 10–11 
  M 0.050 4.1 × 10–11 7.2 × 10–11   
  S 0.050 4.3 × 10–11 7.3 × 10–11   
Rh-100 20.8 h F 0.050 2.8 × 10–10 5.1 × 10–10 0.050 7.1 × 10–10 
  M 0.050 3.6 × 10–10 6.2 × 10–10   
  S 0.050 3.7 × 10–10 6.3 × 10–10   
Rh-101 3.20 a F 0.050 1.4 × 10–9 1.7 × 10–9 0.050 5.5 × 10–10 
  M 0.050 2.2 × 10–9 1.7 × 10–9   
  S 0.050 5.0 × 10–9 3.1 × 10–9   
Rh-101m 4.34 d F 0.050 1.0 × 10–10 1.7 × 10–10 0.050 2.2 × 10–10 
  M 0.050 2.0 × 10–10 2.5 × 10–10   
  S 0.050 2.1 × 10–10 2.7 × 10–10   
Rh-102 2.90 a F 0.050 7.3 × 10–9 8.9 × 10–9 0.050 2.6 × 10–9 
  M 0.050 6.5 × 10–9 5.0 × 10–9   
  S 0.050 1.6 × 10–8 9.0 × 10–9   
Rh-102m 207 d F 0.050 1.5 × 10–9 1.9 × 10–9 0.050 1.2 × 10–9 
  M 0.050 3.8 × 10–9 2.7 × 10–9   
  S 0.050 6.7 × 10–9 4.2 × 10–9   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Rh-103m 0.935 h F 0.050 8.6 × 10–13 1.2 × 10–12 0.050 3.8 × 10–12 
  M 0.050 2.3 × 10–12 2.4 × 10–12   
  S 0.050 2.5 × 10–12 2.5 × 10–12   
Rh-105 1.47 d F 0.050 8.7 × 10–11 1.5 × 10–10 0.050 3.7 × 10–10 
  M 0.050 3.1 × 10–10 4.1 × 10–10   
  S 0.050 3.4 × 10–10 4.4 × 10–10   
Rh-106m 2.20 h F 0.050 7.0 × 10–11 1.3 × 10–10 0.050 1.6 × 10–10 
  M 0.050 1.1 × 10–10 1.8 × 10–10   
  S 0.050 1.2 × 10–10 1.9 × 10–10   
Rh-107 0.362 h F 0.050 9.6 × 10–12 1.6 × 10–11 0.050 2.4 × 10–11 
  M 0.050 1.7 × 10–11 2.7 × 10–11   
  S 0.050 1.7 × 10–11 2.8 × 10–11   
パラジウム        
Pd-100 3.63 d F 0.005 4.9 × 10–10 7.6 × 10–10 0.005 9.4 × 10–10 
  M 0.005 7.9 × 10–10 9.5 × 10–10   
  S 0.005 8.3 × 10–10 9.7 × 10–10   
Pd-101 8.27 h F 0.005 4.2 × 10–11 7.5 × 10–11 0.005 9.4 × 10–11 
  M 0.005 6.2 × 10–11 9.8 × 10–11   
  S 0.005 6.4 × 10–11 1.0 × 10–10   
Pd-103 17.0 d F 0.005 9.0 × 10–11 1.2 × 10–10 0.005 1.9 × 10–10 
  M 0.005 3.5 × 10–10 3.0 × 10–10   
  S 0.005 4.0 × 10–10 2.9 × 10–10   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Pd-107 6.50 × 106 a F 0.005 2.6 × 10–11 3.3 × 10–11 0.005 3.7 × 10–11 
  M 0.005 8.0 × 10–11 5.2 × 10–11   
  S 0.005 5.5 × 10–10 2.9 × 10–10   
Pd-109 13.4 h F 0.005 1.2 × 10–10 2.1 × 10–10 0.005 5.5 × 10–10 
  M 0.005 3.4 × 10–10 4.7 × 10–10   
  S 0.005 3.6 × 10–10 5.0 × 10–10   
銀        
Ag-102 0.215 h F 0.050 1.4 × 10–11 2.4 × 10–11 0.050 4.0 × 10–11 
  M 0.050 1.8 × 10–11 3.2 × 10–11   
  S 0.050 1.9 × 10–11 3.2 × 10–11   
Ag-103 1.09 h F 0.050 1.6 × 10–11 2.8 × 10–11 0.050 4.3 × 10–11 
  M 0.050 2.7 × 10–11 4.3 × 10–11   
  S 0.050 2.8 × 10–11 4.5 × 10–11   
Ag-104 1.15 h F 0.050 3.0 × 10–11 5.7 × 10–11 0.050 6.0 × 10–11 
  M 0.050 3.9 × 10–11 6.9 × 10–11   
  S 0.050 4.0 × 10–11 7.1 × 10–11   
Ag-104m 0.558 h F 0.050 1.7 × 10–11 3.1 × 10–11 0.050 5.4 × 10–11 
  M 0.050 2.6 × 10–11 4.4 × 10–11   
  S 0.050 2.7 × 10–11 4.5 × 10–11   
Ag-105 41.0 d F 0.050 5.4 × 10–10 8.0 × 10–10 0.050 4.7 × 10–10 
  M 0.050 6.9 × 10–10 7.0 × 10–10   
  S 0.050 7.8 × 10–10 7.3 × 10–10   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Ag-106 0.399 h F 0.050 9.8 × 10–12 1.7 × 10–11 0.050 3.2 × 10–11 
  M 0.050 1.6 × 10–11 2.6 × 10–11   
  S 0.050 1.6 × 10–11 2.7 × 10–11   
Ag-106m 8.41 d F 0.050 1.1 × 10–9 1.6 × 10–9 0.050 1.5 × 10–9 
  M 0.050 1.1 × 10–9 1.5 × 10–9   
  S 0.050 1.1 × 10–9 1.4 × 10–9   
Ag-108m 1.27 × 102 a F 0.050 6.1 × 10–9 7.3 × 10–9 0.050 2.3 × 10–9 
  M 0.050 7.0 × 10–9 5.2 × 10–9   
  S 0.050 3.5 × 10–8 1.9 × 10–8   
Ag-110m 250 d F 0.050 5.5 × 10–9 6.7 × 10–9 0.050 2.8 × 10–9 
  M 0.050 7.2 × 10–9 5.9 × 10–9   
  S 0.050 1.2 × 10–8 7.3 × 10–9   
Ag-111 7.45 d F 0.050 4.1 × 10–10 5.7 × 10–10 0.050 1.3 × 10–9 
  M 0.050 1.5 × 10–9 1.5 × 10–9   
  S 0.050 1.7 × 10–9 1.6 × 10–9   
Ag-112 3.12 h F 0.050 8.2 × 10–11 1.4 × 10–10 0.050 4.3 × 10–10 
  M 0.050 1.7 × 10–10 2.5 × 10–10   
  S 0.050 1.8 × 10–10 2.6 × 10–10   
Ag-115 0.333 h F 0.050 1.6 × 10–11 2.6 × 10–11 0.050 6.0 × 10–11 
  M 0.050 2.8 × 10–11 4.3 × 10–11   
  S 0.050 3.0 × 10–11 4.4 × 10–11   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
カドミウム        
Cd-104 0.961 h F 0.050 2.7 × 10–11 5.0 × 10–11 0.050 5.8 × 10–11 
  M 0.050 3.6 × 10–11 6.2 × 10–11   
  S 0.050 3.7 × 10–11 6.3 × 10–11   
Cd-107 6.49 h F 0.050 2.3 × 10–11 4.2 × 10–11 0.050 6.2 × 10–11 
  M 0.050 8.1 × 10–11 1.0 × 10–10   
  S 0.050 8.7 × 10–11 1.1 × 10–10   
Cd-109 1.27 a F 0.050 8.1 × 10–9 9.6 × 10–9 0.050 2.0 × 10–9 
  M 0.050 6.2 × 10–9 5.1 × 10–9   
  S 0.050 5.8 × 10–9 4.4 × 10–9   
Cd-113 9.30 × 1015 a F 0.050 1.2 × 10–7 1.4 × 10–7 0.050 2.5 × 10–8 
  M 0.050 5.3 × 10–8 4.3 × 10–8   
  S 0.050 2.5 × 10–8 2.1 × 10–8   
Cd-113m 13.6 a F 0.050 1.1 × 10–7 1.3 × 10–7 0.050 2.3 × 10–8 
  M 0.050 5.0 × 10–8 4.0 × 10–8   
  S 0.050 3.0 × 10–8 2.4 × 10–8   
Cd-115 2.23 d F 0.050 3.7 × 10–10 5.4 × 10–10 0.050 1.4 × 10–9 
  M 0.050 9.7 × 10–10 1.2 × 10–9   
  S 0.050 1.1 × 10–9 1.3 × 10–9   
Cd-115m 44.6 d F 0.050 5.3 × 10–9 6.4 × 10–9 0.050 3.3 × 10–9 
  M 0.050 5.9 × 10–9 5.5 × 10–9   
  S 0.050 7.3 × 10–9 5.5 × 10–9   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Cd-117 2.49 h F 0.050 7.3 × 10–11 1.3 × 10–10 0.050 2.8 × 10–10 
  M 0.050 1.6 × 10–10 2.4 × 10–10   
  S 0.050 1.7 × 10–10 2.5 × 10–10   
Cd-117m 3.36 h F 0.050 1.0 × 10–10 1.9 × 10–10 0.050 2.8 × 10–10 
  M 0.050 2.0 × 10–10 3.1 × 10–10   
  S 0.050 2.1 × 10–10 3.2 × 10–10   
インジウム        
In-109 4.20 h F 0.020 3.2 × 10–11 5.7 × 10–11 0.020 6.6 × 10–11 
  M 0.020 4.4 × 10–11 7.3 × 10–11   
In-110 4.90 h F 0.020 1.2 × 10–10 2.2 × 10–10 0.020 2.4 × 10–10 
  M 0.020 1.4 × 10–10 2.5 × 10–10   
In-110m 1.15 h F 0.020 3.1 × 10–11 5.5 × 10–11 0.020 1.0 × 10–10 
  M 0.020 5.0 × 10–11 8.1 × 10–11   
In-111 2.83 d F 0.020 1.3 × 10–10 2.2 × 10–10 0.020 2.9 × 10–10 
  M 0.020 2.3 × 10–10 3.1 × 10–10   
In-112 0.240 h F 0.020 5.0 × 10–12 8.6 × 10–12 0.020 1.0 × 10–11 
  M 0.020 7.8 × 10–12 1.3 × 10–11   
In-113m 1.66 h F 0.020 1.0 × 10–11 1.9 × 10–11 0.020 2.8 × 10–11 
  M 0.020 2.0 × 10–11 3.2 × 10–11   
In-114m 49.5 d F 0.020 9.3 × 10–9 1.1 × 10–8 0.020 4.1 × 10–9 
  M 0.020 5.9 × 10–9 5.9 × 10–9   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
In-115 5.10 × 1015 a F 0.020 3.9 × 10–7 4.5 × 10–7 0.020 3.2 × 10–8 
  M 0.020 1.5 × 10–7 1.1 × 10–7   
In-115m 4.49 h F 0.020 2.5 × 10–11 4.5 × 10–11 0.020 8.6 × 10–11 
  M 0.020 6.0 × 10–11 8.7 × 10–11   
In-116m 0.902 h F 0.020 3.0 × 10–11 5.5 × 10–11 0.020 6.4 × 10–11 
  M 0.020 4.8 × 10–11 8.0 × 10–11   
In-117 0.730 h F 0.020 1.6 × 10–11 2.8 × 10–11 0.020 3.1 × 10–11 
  M 0.020 3.0 × 10–11 4.8 × 10–11   
In-117m 1.94 h F 0.020 3.1 × 10–11 5.5 × 10–11 0.020 1.2 × 10–10 
  M 0.020 7.3 × 10–11 1.1 × 10–10   
In-119m 0.300 h F 0.020 1.1 × 10–11 1.8 × 10–11 0.020 4.7 × 10–11 
  M 0.020 1.8 × 10–11 2.9 × 10–11   
スズ        
Sn-110 4.00 h F 0.020 1.1 × 10–10 1.9 × 10–10 0.020 3.5 × 10–10 
  M 0.020 1.6 × 10–10 2.6 × 10–10   
Sn-111 0.588 h F 0.020 8.3 × 10–12 1.5 × 10–11 0.020 2.3 × 10–11 
  M 0.020 1.4 × 10–11 2.2 × 10–11   
Sn-113 115 d F 0.020 5.4 × 10–10 7.9 × 10–10 0.020 7.3 × 10–10 
  M 0.020 2.5 × 10–9 1.9 × 10–9   
Sn-117m 13.6 d F 0.020 2.9 × 10–10 3.9 × 10–10 0.020 7.1 × 10–10 
  M 0.020 2.3 × 10–9 2.2 × 10–9   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Sn-119m 293 d F 0.020 2.9 × 10–10 3.6 × 10–10 0.020 3.4 × 10–10 
  M 0.020 2.0 × 10–9 1.5 × 10–9   
Sn-121 1.13 d F 0.020 6.4 × 10–11 1.0 × 10–10 0.020 2.3 × 10–10 
  M 0.020 2.2 × 10–10 2.8 × 10–10   
Sn-121m 55.0 a F 0.020 8.0 × 10–10 9.7 × 10–10 0.020 3.8 × 10–10 
  M 0.020 4.2 × 10–9 3.3 × 10–9   
Sn-123 129 d F 0.020 1.2 × 10–9 1.6 × 10–9 0.020 2.1 × 10–9 
  M 0.020 7.7 × 10–9 5.6 × 10–9   
Sn-123m 0.668 h F 0.020 1.4 × 10–11 2.4 × 10–11 0.020 3.8 × 10–11 
  M 0.020 2.8 × 10–11 4.4 × 10–11   
Sn-125 9.64 d F 0.020 9.2 × 10–10 1.3 × 10–9 0.020 3.1 × 10–9 
  M 0.020 3.0 × 10–9 2.8 × 10–9   
Sn-126 1.00 × 105 a F 0.020 1.1 × 10–8 1.4 × 10–8 0.020 4.7 × 10–9 
  M 0.020 2.7 × 10–8 1.8 × 10–8   
Sn-127 2.10 h F 0.020 6.9 × 10–11 1.2 × 10–10 0.020 2.0 × 10–10 
  M 0.020 1.3 × 10–10 2.0 × 10–10   
Sn-128 0.985 h F 0.020 5.4 × 10–11 9.5 × 10–11 0.020 1.5 × 10–10 
  M 0.020 9.6 × 10–11 1.5 × 10–10   
アンチモン 
Sb-115 

 
0.530 h 

 
F 

 
0.100 

 
9.2 × 10–12 

 
1.7 × 10–11 

 
0.100 

 
2.4 × 10–11 

  M 0.010 1.4 × 10–11 2.3 × 10–11   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Sb-116 0.263 h F 0.100 9.9 × 10–12 1.8 × 10–11 0.100 2.6 × 10–11 
  M 0.010 1.4 × 10–11 2.3 × 10–11   
Sb-116m 1.00 h F 0.100 3.5 × 10–11 6.4 × 10–11 0.100 6.7 × 10–11 
  M 0.010 5.0 × 10–11 8.5 × 10–11   
Sb-117 2.80 h F 0.100 9.3 × 10–12 1.7 × 10–11 0.100 1.8 × 10–11 
  M 0.010 1.7 × 10–11 2.7 × 10–11   
Sb-118m 5.00 h F 0.100 1.0 × 10–10 1.9 × 10–10 0.100 2.1 × 10–10 
  M 0.010 1.3 × 10–10 2.3 × 10–10   
Sb-119 1.59 d F 0.100 2.5 × 10–11 4.5 × 10–11 0.100 8.1 × 10–11 
  M 0.010 3.7 × 10–11 5.9 × 10–11   
Sb-120 0.265 h F 0.100 4.9 × 10–12 8.5 × 10–12 0.100 1.4 × 10–11 
  M 0.010 7.4 × 10–12 1.2 × 10–11   
Sb-120m 5.76 d F 0.100 5.9 × 10–10 9.8 × 10–10 0.100 1.2 × 10–9 
  M 0.010 1.0 × 10–9 1.3 × 10–9   
Sb-122 2.70 d F 0.100 3.9 × 10–10 6.3 × 10–10 0.100 1.7 × 10–9 
  M 0.010 1.0 × 10–9 1.2 × 10–9   
Sb-124 60.2 d F 0.100 1.3 × 10–9 1.9 × 10–9 0.100 2.5 × 10–9 
  M 0.010 6.1 × 10–9 4.7 × 10–9   
Sb-124m 0.337 h F 0.100 3.0 × 10–12 5.3 × 10–12 0.100 8.0 × 10–12 
  M 0.010 5.5 × 10–12 8.3 × 10–12   
Sb-125 2.77 a F 0.100 1.4 × 10–9 1.7 × 10–9 0.100 1.1 × 10–9 
  M 0.010 4.5 × 10–9 3.3 × 10–9   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Sb-126 12.4 d F 0.100 1.1 × 10–9 1.7 × 10–9 0.100 2.4 × 10–9 
  M 0.010 2.7 × 10–9 3.2 × 10–9   
Sb-126m 0.317 h F 0.100 1.3 × 10–11 2.3 × 10–11 0.100 3.6 × 10–11 
  M 0.010 2.0 × 10–11 3.3 × 10–11   
Sb-127 3.85 d F 0.100 4.6 × 10–10 7.4 × 10–10 0.100 1.7 × 10–9 
  M 0.010 1.6 × 10–9 1.7 × 10–9   
Sb-128 9.01 h F 0.100 2.5 × 10–10 4.6 × 10–10 0.100 7.6 × 10–10 
  M 0.010 4.2 × 10–10 6.7 × 10–10   
Sb-128m 0.173 h F 0.100 1.1 × 10–11 1.9 × 10–11 0.100 3.3 × 10–11 
  M 0.010 1.5 × 10–11 2.6 × 10–11   
Sb-129 4.32 h F 0.100 1.1 × 10–10 2.0 × 10–10 0.100 4.2 × 10–10 
  M 0.010 2.4 × 10–10 3.5 × 10–10   
Sb-130 0.667 h F 0.100 3.5 × 10–11 6.3 × 10–11 0.100 9.1 × 10–11 
  M 0.010 5.4 × 10–11 9.1 × 10–11   
Sb-131 0.383 h F 0.100 3.7 × 10–11 5.9 × 10–11 0.100 1.0 × 10–10 
  M 0.010 5.2 × 10–11 8.3 × 10–11   
テルル        
Te-116 2.49 h F 0.300 6.3 × 10–11 1.2 × 10–10 0.300 1.7 × 10–10 
  M 0.300 1.1 × 10–10 1.7 × 10–10   
Te-121 17.0 d F 0.300 2.5 × 10–10 3.9 × 10–10 0.300 4.3 × 10–10 
  M 0.300 3.9 × 10–10 4.4 × 10–10   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Te-121m 154 d F 0.300 1.8 × 10–9 2.3 × 10–9 0.300 2.3 × 10–9 
  M 0.300 4.2 × 10–9 3.6 × 10–9   
Te-123 1.00 × 1013 a F 0.300 4.0 × 10–9 5.0 × 10–9 0.300 4.4 × 10–9 
  M 0.300 2.6 × 10–9 2.8 × 10–9   
Te-123m 120 d F 0.300 9.7 × 10–10 1.2 × 10–9 0.300 1.4 × 10–9 
  M 0.300 3.9 × 10–9 3.4 × 10–9   
Te-125m 58.0 d F 0.300 5.1 × 10–10 6.7 × 10–10 0.300 8.7 × 10–10 
  M 0.300 3.3 × 10–9 2.9 × 10–9   
Te-127 9.35 h F 0.300 4.2 × 10–11 7.2 × 10–11 0.300 1.7 × 10–10 
  M 0.300 1.2 × 10–10 1.8 × 10–10   
Te-127m 109 d F 0.300 1.6 × 10–9 2.0 × 10–9 0.300 2.3 × 10–9 
  M 0.300 7.2 × 10–9 6.2 × 10–9   
Te-129 1.16 h F 0.300 1.7 × 10–11 2.9 × 10–11 0.300 6.3 × 10–11 
  M 0.300 3.8 × 10–11 5.7 × 10–11   
Te-129m 33.6 d F 0.300 1.3 × 10–9 1.8 × 10–9 0.300 3.0 × 10–9 
  M 0.300 6.3 × 10–9 5.4 × 10–9   
Te-131 0.417 h F 0.300 2.3 × 10–11 4.6 × 10–11 0.300 8.7 × 10–11 
  M 0.300 3.8 × 10–11 6.1 × 10–11   
Te-131m 1.25 d F 0.300 8.7 × 10–10 1.2 × 10–9 0.300 1.9 × 10–9 
  M 0.300 1.1 × 10–9 1.6 × 10–9   
Te-132 3.26 d F 0.300 1.8 × 10–9 2.4 × 10–9 0.300 3.7 × 10–9 
  M 0.300 2.2 × 10–9 3.0 × 10–9   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Te-133 0.207 h F 0.300 2.0 × 10–11 3.8 × 10–11 0.300 7.2 × 10–11 
  M 0.300 2.7 × 10–11 4.4 × 10–11   
Te-133m 0.923 h F 0.300 8.4 × 10–11 1.2 × 10–10 0.300 2.8 × 10–10 
  M 0.300 1.2 × 10–10 1.9 × 10–10   
Te-134 0.696 h F 0.300 5.0 × 10–11 8.3 × 10–11 0.300 1.1 × 10–10 
  M 0.300 7.1 × 10–11 1.1 × 10–10   
ヨウ素        
I-120 1.35 h F 1.000 1.0 × 10–10 1.9 × 10–10 1.000 3.4 × 10–10 
I-120m 0.883 h F 1.000 8.7 × 10–11 1.4 × 10–10 1.000 2.1 × 10–10 
I-121 2.12 h F 1.000 2.8 × 10–11 3.9 × 10–11 1.000 8.2 × 10–11 
I-123 13.2 h F 1.000 7.6 × 10–11 1.1 × 10–10 1.000 2.1 × 10–10 
I-124 4.18 d F 1.000 4.5 × 10–9 6.3 × 10–9 1.000 1.3 × 10–8 
I-125 60.1 d F 1.000 5.3 × 10–9 7.3 × 10–9 1.000 1.5 × 10–8 
I-126 13.0 d F 1.000 1.0 × 10–8 1.4 × 10–8 1.000 2.9 × 10–8 
I-128 0.416 h F 1.000 1.4 × 10–11 2.2 × 10–11 1.000 4.6 × 10–11 
I-129 1.57 × 107 a F 1.000 3.7 × 10–8 5.1 × 10–8 1.000 1.1 × 10–7 
I-130 12.4 h F 1.000 6.9 × 10–10 9.6 × 10–10 1.000 2.0 × 10–9 
I-131 8.04 d F 1.000 7.6 × 10–9 1.1 × 10–8 1.000 2.2 × 10–8 
I-132 2.30 h F 1.000 9.6 × 10–11 2.0 × 10–10 1.000 2.9 × 10–10 
I-132m 1.39 h F 1.000 8.1 × 10–11 1.1 × 10–10 1.000 2.2 × 10–10 
I-133 20.8 h F 1.000 1.5 × 10–9 2.1 × 10–9 1.000 4.3 × 10–9 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
I-134 0.876 h F 1.000 4.8 × 10–11 7.9 × 10–11 1.000 1.1 × 10–10 
I-135 6.61 h F 1.000 3.3 × 10–10 4.6 × 10–10 1.000 9.3 × 10–10 
セシウム        
Cs-125 0.750 h F 1.000 1.3 × 10–11 2.3 × 10–11 1.000 3.5 × 10–11 
Cs-127 6.25 h F 1.000 2.2 × 10–11 4.0 × 10–11 1.000 2.4 × 10–11 
Cs-129 1.34 d F 1.000 4.5 × 10–11 8.1 × 10–11 1.000 6.0 × 10–11 
Cs-130 0.498 h F 1.000 8.4 × 10–12 1.5 × 10–11 1.000 2.8 × 10–11 
Cs-131 9.69 d F 1.000 2.8 × 10–11 4.5 × 10–11 1.000 5.8 × 10–11 
Cs-132 6.48 d F 1.000 2.4 × 10–10 3.8 × 10–10 1.000 5.0 × 10–10 
Cs-134 2.06 a F 1.000 6.8 × 10–9 9.6 × 10–9 1.000 1.9 × 10–8 
Cs-134m 2.90 h F 1.000 1.5 × 10–11 2.6 × 10–11 1.000 2.0 × 10–11 
Cs-135 2.30 × 106 a F 1.000 7.1 × 10–10 9.9 × 10–10 1.000 2.0 × 10–9 
Cs-135m 0.883 h F 1.000 1.3 × 10–11 2.4 × 10–11 1.000 1.9 × 10–11 
Cs-136 13.1 d F 1.000 1.3 × 10–9 1.9 × 10–9 1.000 3.0 × 10–9 
Cs-137 30.0 a F 1.000 4.8 × 10–9 6.7 × 10–9 1.000 1.3 × 10–8 
Cs-138 0.536 h F 1.000 2.6 × 10–11 4.6 × 10–11 1.000 9.2 × 10–11 
バリウム        
Ba-126 1.61 h F 0.100 7.8 × 10–11 1.2 × 10–10 0.100 2.6 × 10–10 
Ba-128 2.43 d F 0.100 8.0 × 10–10 1.3 × 10–9 0.100 2.7 × 10–9 
Ba-131 11.8 d F 0.100 2.3 × 10–10 3.5 × 10–10 0.100 4.5 × 10–10 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Ba-131m 0.243 h F 0.100 4.1 × 10–12 6.4 × 10–12 0.100 4.9 × 10–12 
Ba-133 10.7 a F 0.100 1.5 × 10–9 1.8 × 10–9 0.100 1.0 × 10–9 
Ba-133m 1.62 d F 0.100 1.9 × 10–10 2.8 × 10–10 0.100 5.5 × 10–10 
Ba-135m 1.20 d F 0.100 1.5 × 10–10 2.3 × 10–10 0.100 4.5 × 10–10 
Ba-139 1.38 h F 0.100 3.5 × 10–11 5.5 × 10–11 0.100 1.2 × 10–10 
Ba-140 12.7 d F 0.100 1.0 × 10–9 1.6 × 10–9 0.100 2.5 × 10–9 
Ba-141 0.305 h F 0.100 2.2 × 10–11 3.5 × 10–11 0.100 7.0 × 10–11 
Ba-142 0.177 h F 0.100 1.6 × 10–11 2.7 × 10–11 0.100 3.5 × 10–11 
ランタン        
La-131 
 
La-132 
 
La-135 
 
La-137 
 
La-138 
 
La-140 

0.983 h 
 
4.80 h 
 
19.5 h 
 
6.00 × 104 a 
 
1.35 × 1011 a 
 
1.68 d 

F 
M 
F 
M 
F 
M 
F 
M 
F 
M 
F 
M 

5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

1.4 × 10–11 
2.3 × 10–11 
1.1 × 10–10 
1.7 × 10–10 
1.1 × 10–11 
1.5 × 10–11 
8.6 × 10–9 
3.4 × 10–9 
1.5 × 10–7 
6.1 × 10–8 
6.0 × 10–10 
1.1 × 10–9 

2.4 × 10–11 
3.6 × 10–11 
2.0 × 10–10 
2.8 × 10–10 
2.0 × 10–11 
2.5 × 10–11 
1.0 × 10–8 
2.3 × 10–9 
1.8 × 10–7 
4.2 × 10–8 
1.0 × 10–9 
1.5 × 10–9 

5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 

3.5 × 10–11 
 
3.9 × 10–10 
 
3.0 × 10–11 
 
8.1 × 10–11 
 
1.1 × 10–9 
 
2.0 × 10–9 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
La-141 
 
La-142 
 
La-143 

3.93 h 
 
1.54 h 
 
0.237 h 

F 
M 
F 
M 
F 
M 

5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

6.7 × 10–11 
1.5 × 10–10 
5.6 × 10–11 
9.3 × 10–11 
1.2 × 10–11 
2.2 × 10–11 

1.1 × 10–10 
2.2 × 10–10 
1.0 × 10–10 
1.5 × 10–10 
2.0 × 10–11 
3.3 × 10–11 

5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 

3.6 × 10–10 
 
1.8 × 10–10 
 
5.6 × 10–11 

セリウム        
Ce-134 
 
Ce-135 
 
Ce-137 
 
Ce-137m 
 
Ce-139 
 
Ce-141 
 
Ce-143 

3.00 d 
 
17.6 h 
 
9.00 h 
 
1.43 d 
 
138 d 
 
32.5 d 
 
1.38 d 

M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 

5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

1.3 × 10–9 
1.3 × 10–9 
4.9 × 10–10 
5.1 × 10–10 
1.0 × 10–11 
1.1 × 10–11 
4.0 × 10–10 
4.3 × 10–10 
1.6 × 10–9 
1.8 × 10–9 
3.1 × 10–9 
3.6 × 10–9 
7.4 × 10–10 
8.1 × 10–10 

1.5 × 10–9 
1.6 × 10–9 
7.3 × 10–10 
7.6 × 10–10 
1.8 × 10–11 
1.9 × 10–11 
5.5 × 10–10 
5.9 × 10–10 
1.3 × 10–9 
1.4 × 10–9 
2.7 × 10–9 
3.1 × 10–9 
9.5 × 10–10 
1.0 × 10–9 

5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 

2.5 × 10–9 
 
7.9 × 10–10 
 
2.5 × 10–11 
 
5.4 × 10–10 
 
2.6 × 10–10 
 
7.1 × 10–10 
 
1.1 × 10–9 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Ce-144 284 d M 

S 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

3.4 × 10–8 
4.9 × 10–8 

2.3 × 10–8 
2.9 × 10–8 

5.0 × 10–4 5.2 × 10–9 

プラセオジム        
Pr-136 
 
Pr-137 
 
Pr-138m 
 
Pr-139 
 
Pr-142 
 
Pr-142m 
 
Pr-143 
 
Pr-144 
 
Pr-145 

0.218 h 
 
1.28 h 
 
2.10 h 
 
4.51 h 
 
19.1 h 
 
0.243 h 
 
13.6 d 
 
0.288 h 
 
5.98 h 

M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 

5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

5.0 × 10–4 

1.4 × 10–11 
1.5 × 10–11 
2.1 × 10–11 
2.2 × 10–11 
7.6 × 10–11 
7.9 × 10–11 
1.9 × 10–11 
2.0 × 10–11 
5.3 × 10–10 
5.6 × 10–10 
6.7 × 10–12 
7.1 × 10–12 
2.1 × 10–9 
2.3 × 10–9 
1.8 × 10–11 
1.9 × 10–11 
1.6 × 10–10 

1.7 × 10–10 

2.4 × 10–11 
2.5 × 10–11 
3.4 × 10–11 
3.5 × 10–11 
1.3 × 10–10 
1.3 × 10–10 
2.9 × 10–11 
3.0 × 10–11 
7.0 × 10–10 
7.4 × 10–10 
8.9 × 10–12 
9.4 × 10–12 
1.9 × 10–9 
2.2 × 10–9 
2.9 × 10–11 
3.0 × 10–11 
2.5 × 10–10 

2.6 × 10–10 

5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 

3.3 × 10–11 
 
4.0 × 10–11 
 
1.3 × 10–10 
 
3.1 × 10–11 
 
1.3 × 10–9 
 
1.7 × 10–11 
 
1.2 × 10–9 
 
5.0 × 10–11 
 
3.9 × 10–10 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Pr-147 0.227 h M 

S 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

1.8 × 10–11 
1.9 × 10–11 

2.9 × 10–11 
3.0 × 10–11 

5.0 × 10–4 3.3 × 10–11 

ネオジム        
Nd-136 
 
Nd-138 
 
Nd-139 
 
Nd-139m 
 
Nd-141 
 
Nd-147 
 
Nd-149 

0.844 h 
 
5.04 h 
 
0.495 h 
 
5.50 h 
 
2.49 h 
 
11.0 d 
 
1.73 h 

M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 

5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

5.3 × 10–11 
5.6 × 10–11 
2.4 × 10–10 
2.6 × 10–10 
1.0 × 10–11 
1.1 × 10–11 
1.5 × 10–10 
1.6 × 10–10 
5.1 × 10–12 
5.3 × 10–12 
2.0 × 10–9 
2.3 × 10–9 
8.5 × 10–11 
9.0 × 10–11 

8.5 × 10–11 
8.9 × 10–11 
3.7 × 10–10 
3.8 × 10–10 
1.7 × 10–11 
1.7 × 10–11 
2.5 × 10–10 
2.5 × 10–10 
8.5 × 10–12 
8.8 × 10–12 
1.9 × 10–9 
2.1 × 10–9 
1.2 × 10–10 
1.3 × 10–10 

5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 

9.9 × 10–11 
 
6.4 × 10–10 
 
2.0 × 10–11 
 
2.5 × 10–10 
 
8.3 × 10–12 
 
1.1 × 10–9 
 
1.2 × 10–10 

Nd-151 0.207 h M 
S 

5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

1.7 × 10–11 
1.8 × 10–11 

2.8 × 10–11 
2.9 × 10–11 

5.0 × 10–4 3.0 × 10–11 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
プロメチウム        
Pm-141 
 
Pm-143 
 
Pm-144 
 
Pm-145 
 
Pm-146 
 
Pm-147 
 
Pm-148 
 
Pm-148m 
 
Pm-149 
 
Pm-150 

0.348 h 
 
265 d 
 
363 d 
 
17.7 a 
 
5.53 a 
 
2.62 a 
 
5.37 d 
 
41.3 d 
 
2.21 d 
 
2.68 h 

M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 

5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

5.0 × 10–4 

1.5 × 10–11 
1.6 × 10–11 
1.4 × 10–9 
1.3 × 10–9 
7.8 × 10–9 
7.0 × 10–9 
3.4 × 10–9 
2.1 × 10–9 
1.9 × 10–8 
1.6 × 10–8 
4.7 × 10–9 
4.6 × 10–9 
2.0 × 10–9 
2.1 × 10–9 
4.9 × 10–9 
5.4 × 10–9 
6.6 × 10–10 
7.2 × 10–10 
1.3 × 10–10 

1.4 × 10–10 

2.4 × 10–11 
2.5 × 10–11 
9.6 × 10–10 
8.3 × 10–10 
5.4 × 10–9 
3.9 × 10–9 
2.4 × 10–9 
1.2 × 10–9 
1.3 × 10–8 
9.0 × 10–9 
3.5 × 10–9 
3.2 × 10–9 
2.1 × 10–9 
2.2 × 10–9 
4.1 × 10–9 
4.3 × 10–9 
7.6 × 10–10 
8.2 × 10–10 
2.0 × 10–10 

2.1 × 10–10 

5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 

3.6 × 10–11 
 
2.3 × 10–10 
 
9.7 × 10–10 
 
1.1 × 10–10 
 
9.0 × 10–10 
 
2.6 × 10–10 
 
2.7 × 10–9 
 
1.8 × 10–9 
 
9.9 × 10–10 
 
2.6 × 10–10 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Pm-151 1.18 d M 

S 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

4.2 × 10–10 
4.5 × 10–10 

6.1 × 10–10 
6.4 × 10–10 

5.0 × 10–4 7.3 × 10–10 

サマリウム        
Sm-141 0.170 h M 5.0 × 10–4 1.6 × 10–11 2.7 × 10–11 5.0 × 10–4 3.9 × 10–11 
Sm-141m 0.377 h M 5.0 × 10–4 3.4 × 10–11 5.6 × 10–11 5.0 × 10–4 6.5 × 10–11 
Sm-142 1.21 h M 5.0 × 10–4 7.4 × 10–11 1.1 × 10–10 5.0 × 10–4 1.9 × 10–10 
Sm-145 340 d M 5.0 × 10–4 1.5 × 10–9 1.1 × 10–9 5.0 × 10–4 2.1 × 10–10 
Sm-146 1.03 × 108 a M 5.0 × 10–4 9.9 × 10–6 6.7 × 10–6 5.0 × 10–4 5.4 × 10–8 
Sm-147 1.06 × 1011 a M 5.0 × 10–4 8.9 × 10–6 6.1 × 10–6 5.0 × 10–4 4.9 × 10–8 
Sm-151 90.0 a M 5.0 × 10–4 3.7 × 10–9 2.6 × 10–9 5.0 × 10–4 9.8 × 10–11 
Sm-153 1.95 d M 5.0 × 10–4 6.1 × 10–10 6.8 × 10–10 5.0 × 10–4 7.4 × 10–10 
Sm-155 0.368 h M 5.0 × 10–4 1.7 × 10–11 2.8 × 10–11 5.0 × 10–4 2.9 × 10–11 
Sm-156 9.40 h M 5.0 × 10–4 2.1 × 10–10 2.8 × 10–10 5.0 × 10–4 2.5 × 10–10 
ユウロピウム        
Eu-145 5.94 d M 5.0 × 10–4 5.6 × 10–10 7.3 × 10–10 5.0 × 10–4 7.5 × 10–10 
Eu-146 4.61 d M 5.0 × 10–4 8.2 × 10–10 1.2 × 10–9 5.0 × 10–4 1.3 × 10–9 
Eu-147 24.0 d M 5.0 × 10–4 1.0 × 10–9 1.0 × 10–9 5.0 × 10–4 4.4 × 10–10 
Eu-148 54.5 d M 5.0 × 10–4 2.7 × 10–9 2.3 × 10–9 5.0 × 10–4 1.3 × 10–9 
Eu-149 93.1 d M 5.0 × 10–4 2.7 × 10–10 2.3 × 10–10 5.0 × 10–4 1.0 × 10–10 
Eu-150 34.2 a M 5.0 × 10–4 5.0 × 10–8 3.4 × 10–8 5.0 × 10–4 1.3 × 10–9 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Eu-150m 12.6 h M 5.0 × 10–4 1.9 × 10–10 2.8 × 10–10 5.0 × 10–4 3.8 × 10–10 
Eu-152 13.3 a M 5.0 × 10–4 3.9 × 10–8 2.7 × 10–8 5.0 × 10–4 1.4 × 10–9 
Eu-152m 9.32 h M 5.0 × 10–4 2.2 × 10–10 3.2 × 10–10 5.0 × 10–4 5.0 × 10–10 
Eu-154 8.80 a M 5.0 × 10–4 5.0 × 10–8 3.5 × 10–8 5.0 × 10–4 2.0 × 10–9 
Eu-155 4.96 a M 5.0 × 10–4 6.5 × 10–9 4.7 × 10–9 5.0 × 10–4 3.2 × 10–10 
Eu-156 15.2 d M 5.0 × 10–4 3.3 × 10–9 3.0 × 10–9 5.0 × 10–4 2.2 × 10–9 
Eu-157 15.1 h M 5.0 × 10–4 3.2 × 10–10 4.4 × 10–10 5.0 × 10–4 6.0 × 10–10 
Eu-158 0.765 h M 5.0 × 10–4 4.8 × 10–11 7.5 × 10–11 5.0 × 10–4 9.4 × 10–11 
ガドリニウム        
Gd-145 
 
Gd-146 
 
Gd-147 
 
Gd-148 
 
Gd-149 
 
Gd-151 

0.382 h 
 
48.3 d 
 
1.59 d 
 
93.0 a 
 
9.40 d 
 
120 d 

F 
M 
F 
M 
F 
M 
F 
M 
F 
M 
F 
M 

5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

1.5 × 10–11 
2.1 × 10–11 
4.4 × 10–9 
6.0 × 10–9 
2.7 × 10–10 
4.1 × 10–10 
2.5 × 10–5 
1.1 × 10–5 
2.6 × 10–10 
7.0 × 10–10 
7.8 × 10–10 
8.1 × 10–10 

2.6 × 10–11 
3.5 × 10–11 
5.2 × 10–9 
4.6 × 10–9 
4.5 × 10–10 
5.9 × 10–10 
3.0 × 10–5 
7.2 × 10–6 
4.5 × 10–10 
7.9 × 10–10 
9.3 × 10–10 
6.5 × 10–10 

5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 

4.4 × 10–11 
 
9.6 × 10–10 
 
6.1 × 10–10 
 
5.5 × 10–8 
 
4.5 × 10–10 
 
2.0 × 10–10 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Gd-152 
 
Gd-153 
 
Gd-159 

1.08 × 1014 a 
 
242 d 
 
18.6 h 

F 
M 
F 
M 
F 
M 

5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

1.9 × 10–5 
7.4 × 10–6 
2.1 × 10–9 
1.9 × 10–9 
1.1 × 10–10 
2.7 × 10–10 

2.2 × 10–5 
5.0 × 10–6 
2.5 × 10–9 
1.4 × 10–9 
1.8 × 10–10 
3.9 × 10–10 

5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 

4.1 × 10–8 
 
2.7 × 10–10 
 
4.9 × 10–10 

テルビウム        
Tb-147 1.65 h M 5.0 × 10–4 7.9 × 10–11 1.2 × 10–10 5.0 × 10–4 1.6 × 10–10 
Tb-149 4.15 h M 5.0 × 10–4 4.3 × 10–9 3.1 × 10–9 5.0 × 10–4 2.5 × 10–10 
Tb-150 3.27 h M 5.0 × 10–4 1.1 × 10–10 1.8 × 10–10 5.0 × 10–4 2.5 × 10–10 
Tb-151 17.6 h M 5.0 × 10–4 2.3 × 10–10 3.3 × 10–10 5.0 × 10–4 3.4 × 10–10 
Tb-153 2.34 d M 5.0 × 10–4 2.0 × 10–10 2.4 × 10–10 5.0 × 10–4 2.5 × 10–10 
Tb-154 21.4 h M 5.0 × 10–4 3.8 × 10–10 6.0 × 10–10 5.0 × 10–4 6.5 × 10–10 
Tb-155 5.32 d M 5.0 × 10–4 2.1 × 10–10 2.5 × 10–10 5.0 × 10–4 2.1 × 10–10 
Tb-156 5.34 d M 5.0 × 10–4 1.2 × 10–9 1.4 × 10–9 5.0 × 10–4 1.2 × 10–9 
Tb-156m 1.02 d M 5.0 × 10–4 2.0 × 10–10 2.3 × 10–10 5.0 × 10–4 1.7 × 10–10 
Tb-156m’ 5.00 h M 5.0 × 10–4 9.2 × 10–11 1.3 × 10–10 5.0 × 10–4 8.1 × 10–11 
Tb-157 7.1 × 101 a M 5.0 × 10–4 1.1 × 10–9 7.9 × 10–10 5.0 × 10–4 3.4 × 10–11 
Tb-158 1.80 × 102 a M 5.0 × 10–4 4.3 × 10–8 3.0 × 10–8 5.0 × 10–4 1.1 × 10–9 
Tb-160 72.3 d M 5.0 × 10–4 6.6 × 10–9 5.4 × 10–9 5.0 × 10–4 1.6 × 10–9 
Tb-161 6.91 d M 5.0 × 10–4 1.2 × 10–9 1.2 × 10–9 5.0 × 10–4 7.2 × 10–10 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
ジスプロシウム        
Dy-155 10.0 h M 5.0 × 10–4 8.0 × 10–11 1.2 × 10–10 5.0 × 10–4 1.3 × 10–10 
Dy-157 8.10 h M 5.0 × 10–4 3.2 × 10–11 5.5 × 10–11 5.0 × 10–4 6.1 × 10–11 
Dy-159 144 d M 5.0 × 10–4 3.5 × 10–10 2.5 × 10–10 5.0 × 10–4 1.0 × 10–10 
Dy-165 2.33 h M 5.0 × 10–4 6.1 × 10–11 8.7 × 10–11 5.0 × 10–4 1.1 × 10–10 
Dy-166 3.40 d M 5.0 × 10–4 1.8 × 10–9 1.8 × 10–9 5.0 × 10–4 1.6 × 10–9 
ホルミウム        
Ho-155 0.800 h M 5.0 × 10–4 2.0 × 10–11 3.2 × 10–11 5.0 × 10–4 3.7 × 10–11 
Ho-157 0.210 h M 5.0 × 10–4 4.5 × 10–12 7.6 × 10–12 5.0 × 10–4 6.5 × 10–12 
Ho-159 0.550 h M 5.0 × 10–4 6.3 × 10–12 1.0 × 10–11 5.0 × 10–4 7.9 × 10–12 
Ho-161 2.50 h M 5.0 × 10–4 6.3 × 10–12 1.0 × 10–11 5.0 × 10–4 1.3 × 10–11 
Ho-162 0.250 h M 5.0 × 10–4 2.9 × 10–12 4.5 × 10–12 5.0 × 10–4 3.3 × 10–12 
Ho-162m 1.13 h M 5.0 × 10–4 2.2 × 10–11 3.3 × 10–11 5.0 × 10–4 2.6 × 10–11 
Ho-164 0.483 h M 5.0 × 10–4 8.6 × 10–12 1.3 × 10–11 5.0 × 10–4 9.5 × 10–12 
Ho-164m 0.625 h M 5.0 × 10–4 1.2 × 10–11 1.6 × 10–11 5.0 × 10–4 1.6 × 10–11 
Ho-166 1.12 d M 5.0 × 10–4 6.6 × 10–10 8.3 × 10–10 5.0 × 10–4 1.4 × 10–9 
Ho-166m 1.20 × 103 a M 5.0 × 10–4 1.1 × 10–7 7.8 × 10–8 5.0 × 10–4 2.0 × 10–9 
Ho-167 3.10 h M 5.0 × 10–4 7.1 × 10–11 1.0 × 10–10 5.0 × 10–4 8.3 × 10–11 
エルビウム        
Er-161 3.24 h M 5.0 × 10–4 5.1 × 10–11 8.5 × 10–11 5.0 × 10–4 8.0 × 10–11 

  



 

 

179 

表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Er-165 10.4 h M 5.0 × 10–4 8.3 × 10–12 1.4 × 10–11 5.0 × 10–4 1.9 × 10–11 
Er-169 9.30 d M 5.0 × 10–4 9.8 × 10–10 9.2 × 10–10 5.0 × 10–4 3.7 × 10–10 
Er-171 7.52 h M 5.0 × 10–4 2.2 × 10–10 3.0 × 10–10 5.0 × 10–4 3.6 × 10–10 
Er-172 2.05 d M 5.0 × 10–4 1.1 × 10–9 1.2 × 10–9 5.0 × 10–4 1.0 × 10–9 
ツリウム        
Tm-162 0.362 h M 5.0 × 10–4 1.6 × 10–11 2.7 × 10–11 5.0 × 10–4 2.9 × 10–11 
Tm-166 7.70 h M 5.0 × 10–4 1.8 × 10–10 2.8 × 10–10 5.0 × 10–4 2.8 × 10–10 
Tm-167 9.24 d M 5.0 × 10–4 1.1 × 10–9 1.0 × 10–9 5.0 × 10–4 5.6 × 10–10 
Tm-170 129 d M 5.0 × 10–4 6.6 × 10–9 5.2 × 10–9 5.0 × 10–4 1.3 × 10–9 
Tm-171 1.92 a M 5.0 × 10–4 1.3 × 10–9 9.1 × 10–10 5.0 × 10–4 1.1 × 10–10 
Tm-172 2.65 d M 5.0 × 10–4 1.1 × 10–9 1.4 × 10–9 5.0 × 10–4 1.7 × 10–9 
Tm-173 8.24 h M 5.0 × 10–4 1.8 × 10–10 2.6 × 10–10 5.0 × 10–4 3.1 × 10–10 
Tm-175 0.253 h M 5.0 × 10–4 1.9 × 10–11 3.1 × 10–11 5.0 × 10–4 2.7 × 10–11 
イッテルビウム        
Yb-162 
 
Yb-166 
 
Yb-167 

0.315 h 
 
2.36 d 
 
0.292 h 

M 
S 
M 
S 
M 
S 

5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

1.4 × 10–11 
1.4 × 10–11 
7.2 × 10–10 
7.6 × 10–10 
6.5 × 10–12 
6.9 × 10–12 

2.2 × 10–11 
2.3 × 10–11 
9.1 × 10–10 
9.5 × 10–10 
9.0 × 10–12 
9.5 × 10–12 

5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 

2.3 × 10–11 
 
9.5 × 10–10 
 
6.7 × 10–12 

  



 

 

180 

表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Yb-169 
 
Yb-175 
 
Yb-177 
 
Yb-178 

32.0 d 
 
4.19 d 
 
1.90 h 
 
1.23 h 

M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 

5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

2.4 × 10–9 
2.8 × 10–9 
6.3 × 10–10 
7.0 × 10–10 
6.4 × 10–11 
6.9 × 10–11 
7.1 × 10–11 
7.6 × 10–11 

2.1 × 10–9 
2.4 × 10–9 
6.4 × 10–10 
7.0 × 10–10 
8.8 × 10–11 
9.4 × 10–11 
1.0 × 10–10 
1.1 × 10–10 

5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 

7.1 × 10–10 
 
4.4 × 10–10 
 
9.7 × 10–11 
 
1.2 × 10–10 

ルテチウム        
Lu-169 
 
Lu-170 
 
Lu-171 
 
Lu-172 
 
Lu-173 
 
Lu-174 

1.42 d 
 
2.00 d 
 
8.22 d 
 
6.70 d 
 
1.37 a 
 
3.31 a 

M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 

5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

3.5 × 10–10 
3.8 × 10–10 
6.4 × 10–10 
6.7 × 10–10 
7.6 × 10–10 
8.3 × 10–10 
1.4 × 10–9 
1.5 × 10–9 
2.0 × 10–9 
2.3 × 10–9 
4.0 × 10–9 
3.9 × 10–9 

4.7 × 10–10 
4.9 × 10–10 
9.3 × 10–10 
9.5 × 10–10 
8.8 × 10–10 
9.3 × 10–10 
1.7 × 10–9 
1.8 × 10–9 
1.5 × 10–9 
1.4 × 10–9 
2.9 × 10–9 
2.5 × 10–9 

5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 

4.6 × 10–10 
 
9.9 × 10–10 
 
6.7 × 10–10 
 
1.3 × 10–9 
 
2.6 × 10–10 
 
2.7 × 10–10 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Lu-174m 
 
Lu-176 
 
Lu-176m 
 
Lu-177 
 
Lu-177m 
 
Lu-178 
 
Lu-178m 
 
Lu-179 

142 d 
 
3.60 × 1010 a 
 
3.68 h 
 
6.71 d 
 
161 d 
 
0.473 h 
 
0.378 h 
 
4.59 h 

M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 

5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

3.4 × 10–9 
3.8 × 10–9 
6.6 × 10–8 
5.2 × 10–8 
1.1 × 10–10 
1.2 × 10–10 
1.0 × 10–9 
1.1 × 10–9 
1.2 × 10–8 
1.5 × 10–8 
2.5 × 10–11 
2.6 × 10–11 
3.3 × 10–11 
3.5 × 10–11 
1.1 × 10–10 
1.2 × 10–10 

2.4 × 10–9 
2.6 × 10–9 
4.6 × 10–8 
3.0 × 10–8 
1.5 × 10–10 
1.6 × 10–10 
1.0 × 10–9 
1.1 × 10–9 
1.0 × 10–8 
1.2 × 10–8 
3.9 × 10–11 
4.1 × 10–11 
5.4 × 10–11 
5.6 × 10–11 
1.6 × 10–10 
1.6 × 10–10 

5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 

5.3 × 10–10 
 
1.8 × 10–9 
 
1.7 × 10–10 
 
5.3 × 10–10 
 
1.7 × 10–9 
 
4.7 × 10–11 
 
3.8 × 10–11 
 
2.1 × 10–10 

ハフニウム        
Hf-170 16.0 h F 0.002 1.7 × 10–10 2.9 × 10–10 0.002 4.8 × 10–10 
  M 0.002 3.2 × 10–10 4.3 × 10–10   
Hf-172 1.87 a F 0.002 3.2 × 10–8 3.7 × 10–8 0.002 1.0 × 10–9 
  M 0.002 1.9 × 10–8 1.3 × 10–8   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Hf-173 24.0 h F 0.002 7.9 × 10–11 1.3 × 10–10 0.002 2.3 × 10–10 
  M 0.002 1.6 × 10–10 2.2 × 10–10   
Hf-175 70.0 d F 0.002 7.2 × 10–10 8.7 × 10–10 0.002 4.1 × 10–10 
  M 0.002 1.1 × 10–9 8.8 × 10–10   
Hf-177m 0.856 h F 0.002 4.7 × 10–11 8.4 × 10–11 0.002 8.1 × 10–11 
  M 0.002 9.2 × 10–11 1.5 × 10–10   
Hf-178m 31.0 a F 0.002 2.6 × 10–7 3.1 × 10–7 0.002 4.7 × 10–9 
  M 0.002 1.1 × 10–7 7.8 × 10–8   
Hf-179m 25.1 d F 0.002 1.1 × 10–9 1.4 × 10–9 0.002 1.2 × 10–9 
  M 0.002 3.6 × 10–9 3.2 × 10–9   
Hf-180m 5.50 h F 0.002 6.4 × 10–11 1.2 × 10–10 0.002 1.7 × 10–10 
  M 0.002 1.4 × 10–10 2.0 × 10–10   
Hf-181 42.4 d F 0.002 1.4 × 10–9 1.8 × 10–9 0.002 1.1 × 10–9 
  M 0.002 4.7 × 10–9 4.1 × 10–9   
Hf-182 9.00 × 106 a F 0.002 3.0 × 10–7 3.6 × 10–7 0.002 3.0 × 10–9 
  M 0.002 1.2 × 10–7 8.3 × 10–8   
Hf-182m 1.02 h F 0.002 2.3 × 10–11 4.0 × 10–11 0.002 4.2 × 10–11 
  M 0.002 4.7 × 10–11 7.1 × 10–11   
Hf-183 1.07 h F 0.002 2.6 × 10–11 4.4 × 10–11 0.002 7.3 × 10–11 
  M 0.002 5.8 × 10–11 8.3 × 10–11   
Hf-184 4.12 h F 0.002 1.3 × 10–10 2.3 × 10–10 0.002 5.2 × 10–10 
  M 0.002 3.3 × 10–10 4.5 × 10–10   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
タンタル        
Ta-172 0.613 h M 0.001 3.4 × 10–11 5.5 × 10–11 0.001 5.3 × 10–11 
  S 0.001 3.6 × 10–11 5.7 × 10–11   
Ta-173 3.65 h M 0.001 1.1 × 10–10 1.6 × 10–10 0.001 1.9 × 10–10 
  S 0.001 1.2 × 10–10 1.6 × 10–10   
Ta-174 1.20 h M 0.001 4.2 × 10–11 6.3 × 10–11 0.001 5.7 × 10–11 
  S 0.001 4.4 × 10–11 6.6 × 10–11   
Ta-175 10.5 h M 0.001 1.3 × 10–10 2.0 × 10–10 0.001 2.1 × 10–10 
  S 0.001 1.4 × 10–10 2.0 × 10–10   
Ta-176 8.08 h M 0.001 2.0 × 10–10 3.2 × 10–10 0.001 3.1 × 10–10 
  S 0.001 2.1 × 10–10 3.3 × 10–10   
Ta-177 2.36 d M 0.001 9.3 × 10–11 1.2 × 10–10 0.001 1.1 × 10–10 
  S 0.001 1.0 × 10–10 1.3 × 10–10   
Ta-178 2.20 h M 0.001 6.6 × 10–11 1.0 × 10–10 0.001 7.8 × 10–11 
  S 0.001 6.9 × 10–11 1.1 × 10–10   
Ta-179 1.82 a M 0.001 2.0 × 10–10 1.3 × 10–10 0.001 6.5 × 10–11 
  S 0.001 5.2 × 10–10 2.9 × 10–10   
Ta-180 1.00 × 1013 a M 0.001 6.0 × 10–9 4.6 × 10–9 0.001 8.4 × 10–10 
  S 0.001 2.4 × 10–8 1.4 × 10–8   
Ta-180m 8.10 h M 0.001 4.4 × 10–11 5.8 × 10–11 0.001 5.4 × 10–11 
  S 0.001 4.7 × 10–11 6.2 × 10–11   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Ta-182 115 d M 0.001 7.2 × 10–9 5.8 × 10–9 0.001 1.5 × 10–9 
  S 0.001 9.7 × 10–9 7.4 × 10–9   
Ta-182m 0.264 h M 0.001 2.1 × 10–11 3.4 × 10–11 0.001 1.2 × 10–11 
  S 0.001 2.2 × 10–11 3.6 × 10–11   
Ta-183 5.10 d M 0.001 1.8 × 10–9 1.8 × 10–9 0.001 1.3 × 10–9 
  S 0.001 2.0 × 10–9 2.0 × 10–9   
Ta-184 8.70 h M 0.001 4.1 × 10–10 6.0 × 10–10 0.001 6.8 × 10–10 
  S 0.001 4.4 × 10–10 6.3 × 10–10   
Ta-185 0.816 h M 0.001 4.6 × 10–11 6.8 × 10–11 0.001 6.8 × 10–11 
  S 0.001 4.9 × 10–11 7.2 × 10–11   
Ta-186 0.175 h M 0.001 1.8 × 10–11 3.0 × 10–11 0.001 3.3 × 10–11 
  S 0.001 1.9 × 10–11 3.1 × 10–11   
タングステン        
W-176 2.30 h F 0.300 4.4 × 10–11 7.6 × 10–11 0.300 1.0 × 10–10 
      0.010 1.1 × 10–10 
W-177 2.25 h F 0.300 2.6 × 10–11 4.6 × 10–11 0.300 5.8 × 10–11 
      0.010 6.1 × 10–11 
W-178 21.7 d F 0.300 7.6 × 10–11 1.2 × 10–10 0.300 2.2 × 10–10 
      0.010 2.5 × 10–10 
W-179 0.625 h F 0.300 9.9 × 10–13 1.8 × 10–12 0.300 3.3 × 10–12 
      0.010 3.3 × 10–12 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
W-181 121 d F 0.300 2.8 × 10–11 4.3 × 10–11 0.300 7.6 × 10–11 
      0.010 8.2 × 10–11 
W-185 75.1 d F 0.300 1.4 × 10–10 2.2 × 10–10 0.300 4.4 × 10–10 
      0.010 5.0 × 10–10 
W-187 23.9 h F 0.300 2.0 × 10–10 3.3 × 10–10 0.300 6.3 × 10–10 
      0.010 7.1 × 10–10 
W-188 69.4 d F 0.300 5.9 × 10–10 8.4 × 10–10 0.300 2.1 × 10–9 
      0.010 2.3 × 10–9 
レニウム        
Re-177 0.233 h F 0.800 1.0 × 10–11 1.7 × 10–11 0.800 2.2 × 10–11 
  M 0.800 1.4 × 10–11 2.2 × 10–11   
Re-178 0.220 h F 0.800 1.1 × 10–11 1.8 × 10–11 0.800 2.5 × 10–11 
  M 0.800 1.5 × 10–11 2.4 × 10–11   
Re-181 20.0 h F 0.800 1.9 × 10–10 3.0 × 10–10 0.800 4.2 × 10–10 
  M 0.800 2.5 × 10–10 3.7 × 10–10   
Re-182 2.67 d F 0.800 6.8 × 10–10 1.1 × 10–9 0.800 1.4 × 10–9 
  M 0.800 1.3 × 10–9 1.7 × 10–9   
Re-182m 12.7 h F 0.800 1.5 × 10–10 2.4 × 10–10 0.800 2.7 × 10–10 
  M 0.800 2.0 × 10–10 3.0 × 10–10   
Re-184 38.0 d F 0.800 4.6 × 10–10 7.0 × 10–10 0.800 1.0 × 10–9 
  M 0.800 1.8 × 10–9 1.8 × 10–9   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Re-184m 165 d F 0.800 6.1 × 10–10 8.8 × 10–10 0.800 1.5 × 10–9 
  M 0.800 6.1 × 10–9 4.8 × 10–9   
Re-186 3.78 d F 0.800 5.3 × 10–10 7.3 × 10–10 0.800 1.5 × 10–9 
  M 0.800 1.1 × 10–9 1.2 × 10–9   
Re-186m 2.00 × 105 a F 0.800 8.5 × 10–10 1.2 × 10–9 0.800 2.2 × 10–9 
  M 0.800 1.1 × 10–8 7.9 × 10–9   
Re-187 5.00 × 1010 a F 0.800 1.9 × 10–12 2.6 × 10–12 0.800 5.1 × 10–12 
  M 0.800 6.0 × 10–12 4.6 × 10–12   
Re-188 17.0 h F 0.800 4.7 × 10–10 6.6 × 10–10 0.800 1.4 × 10–9 
  M 0.800 5.5 × 10–10 7.4 × 10–10   
Re-188m 0.3 h F 0.800 1.0 × 10–11 1.6 × 10–11 0.800 3.0 × 10–11 
  M 0.800 1.4 × 10–11 2.0 × 10–11   
Re-189 1.01 d F 0.800 2.7 × 10–10 4.3 × 10–10 0.800 7.8 × 10–10 
  M 0.800 4.3 × 10–10 6.0 × 10–10   
オスミウム        
Os-180 0.366 h F 0.010 8.8 × 10–12 1.6 × 10–11 0.010 1.7 × 10–11 
  M 0.010 1.4 × 10–11 2.4 × 10–11   
  S 0.010 1.5 × 10–11 2.5 × 10–11   
Os-181 1.75 h F 0.010 3.6 × 10–11 6.4 × 10–11 0.010 8.9 × 10–11 
  M 0.010 6.3 × 10–11 9.6 × 10–11   
  S 0.010 6.6 × 10–11 1.0 × 10–10   

  



 

 

187 

表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Os-182 22.0 h F 0.010 1.9 × 10–10 3.2 × 10–10 0.010 5.6 × 10–10 
  M 0.010 3.7 × 10–10 5.0 × 10–10   
  S 0.010 3.9 × 10–10 5.2 × 10–10   
Os-185 94.0 d F 0.010 1.1 × 10–9 1.4 × 10–9 0.010 5.1 × 10–10 
  M 0.010 1.2 × 10–9 1.0 × 10–9   
  S 0.010 1.5 × 10–9 1.1 × 10–9   
Os-189m 6.00 h F 0.010 2.7 × 10–12 5.2 × 10–12 0.010 1.8 × 10–11 
  M 0.010 5.1 × 10–12 7.6 × 10–12   
  S 0.010 5.4 × 10–12 7.9 × 10–12   
Os-191 15.4 d F 0.010 2.5 × 10–10 3.5 × 10–10 0.010 5.7 × 10–10 
  M 0.010 1.5 × 10–9 1.3 × 10–9   
  S 0.010 1.8 × 10–9 1.5 × 10–9   
Os-191m 13.0 h F 0.010 2.6 × 10–11 4.1 × 10–11 0.010 9.6 × 10–11 
  M 0.010 1.3 × 10–10 1.3 × 10–10   
  S 0.010 1.5 × 10–10 1.4 × 10–10   
Os-193 1.25 d F 0.010 1.7 × 10–10 2.8 × 10–10 0.010 8.1 × 10–10 
  M 0.010 4.7 × 10–10 6.4 × 10–10   
  S 0.010 5.1 × 10–10 6.8 × 10–10   
Os-194 6.00 a F 0.010 1.1 × 10–8 1.3 × 10–8 0.010 2.4 × 10–9 
  M 0.010 2.0 × 10–8 1.3 × 10–8   
  S 0.010 7.9 × 10–8 4.2 × 10–8   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
イリジウム        
Ir-182 0.250 h F 0.010 1.5 × 10–11 2.6 × 10–11 0.010 4.8 × 10–11 
  M 0.010 2.4 × 10–11 3.9 × 10–11   
  S 0.010 2.5 × 10–11 4.0 × 10–11   
Ir-184 3.02 h F 0.010 6.7 × 10–11 1.2 × 10–10 0.010 1.7 × 10–10 
  M 0.010 1.1 × 10–10 1.8 × 10–10   
  S 0.010 1.2 × 10–10 1.9 × 10–10   
Ir-185 14.0 h F 0.010 8.8 × 10–11 1.5 × 10–10 0.010 2.6 × 10–10 
  M 0.010 1.8 × 10–10 2.5 × 10–10   
  S 0.010 1.9 × 10–10 2.6 × 10–10   
Ir-186 15.8 h F 0.010 1.8 × 10–10 3.3 × 10–10 0.010 4.9 × 10–10 
  M 0.010 3.2 × 10–10 4.8 × 10–10   
  S 0.010 3.3 × 10–10 5.0 × 10–10   
Ir-186m 1.75 h F 0.010 2.5 × 10–11 4.5 × 10–11 0.010 6.1 × 10–11 
  M 0.010 4.3 × 10–11 6.9 × 10–11   
  S 0.010 4.5 × 10–11 7.1 × 10–11   
Ir-187 10.5 h F 0.010 4.0 × 10–11 7.2 × 10–11 0.010 1.2 × 10–10 
  M 0.010 7.5 × 10–11 1.1 × 10–10   
  S 0.010 7.9 × 10–11 1.2 × 10–10   
Ir-188 1.73 d F 0.010 2.6 × 10–10 4.4 × 10–10 0.010 6.3 × 10–10 
  M 0.010 4.1 × 10–10 6.0 × 10–10   
  S 0.010 4.3 × 10–10 6.2 × 10–10   

  



 

 

189 

表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Ir-189 13.3 d F 0.010 1.1 × 10–10 1.7 × 10–10 0.010 2.4 × 10–10 
  M 0.010 4.8 × 10–10 4.1 × 10–10   
  S 0.010 5.5 × 10–10 4.6 × 10–10   
Ir-190 12.1 d F 0.010 7.9 × 10–10 1.2 × 10–9 0.010 1.2 × 10–9 
  M 0.010 2.0 × 10–9 2.3 × 10–9   
  S 0.010 2.3 × 10–9 2.5 × 10–9   
Ir-190m 3.10 h F 0.010 5.3 × 10–11 9.7 × 10–11 0.010 1.2 × 10–10 
  M 0.010 8.3 × 10–11 1.4 × 10–10   
  S 0.010 8.6 × 10–11 1.4 × 10–10   
Ir-190m’ 1.20 h F 0.010 3.7 × 10–12 5.6 × 10–12 0.010 8.0 × 10–12 
  M 0.010 9.0 × 10–12 1.0 × 10–11   
  S 0.010 1.0 × 10–11 1.1 × 10–11   
Ir-192 74.0 d F 0.010 1.8 × 10–9 2.2 × 10–9 0.010 1.4 × 10–9 
  M 0.010 4.9 × 10–9 4.1 × 10–9   
  S 0.010 6.2 × 10–9 4.9 × 10–9   
Ir-192m 2.41 × 102 a F 0.010 4.8 × 10–9 5.6 × 10–9 0.010 3.1 × 10–10 
  M 0.010 5.4 × 10–9 3.4 × 10–9   
  S 0.010 3.6 × 10–8 1.9 × 10–8   
Ir-193m 11.9 d F 0.010 1.0 × 10–10 1.6 × 10–10 0.010 2.7 × 10–10 
  M 0.010 1.0 × 10–9 9.1 × 10–10   
  S 0.010 1.2 × 10–9 1.0 × 10–9   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Ir-194 19.1 h F 0.010 2.2 × 10–10 3.6 × 10–10 0.010 1.3 × 10–9 
  M 0.010 5.3 × 10–10 7.1 × 10–10   
  S 0.010 5.6 × 10–10 7.5 × 10–10   
Ir-194m 171 d F 0.010 5.4 × 10–9 6.5 × 10–9 0.010 2.1 × 10–9 
  M 0.010 8.5 × 10–9 6.5 × 10–9   
  S 0.010 1.2 × 10–8 8.2 × 10–9   
Ir-195 2.50 h F 0.010 2.6 × 10–11 4.5 × 10–11 0.010 1.0 × 10–10 
  M 0.010 6.7 × 10–11 9.6 × 10–11   
  S 0.010 7.2 × 10–11 1.0 × 10–10   
Ir-195m 3.80 h F 0.010 6.5 × 10–11 1.1 × 10–10 0.010 2.1 × 10–10 
  M 0.010 1.6 × 10–10 2.3 × 10–10   
  S 0.010 1.7 × 10–10 2.4 × 10–10   
白金        
Pt-186 2.00 h F 0.010 3.6 × 10–11 6.6 × 10–11 0.010 9.3 × 10–11 
Pt-188 10.2 d F 0.010 4.3 × 10–10 6.3 × 10–10 0.010 7.6 × 10–10 
Pt-189 10.9 h F 0.010 4.1 × 10–11 7.3 × 10–11 0.010 1.2 × 10–10 
Pt-191 2.80 d F 0.010 1.1 × 10–10 1.9 × 10–10 0.010 3.4 × 10–10 
Pt-193 50.0 a F 0.010 2.1 × 10–11 2.7 × 10–11 0.010 3.1 × 10–11 
Pt-193m 4.33 d F 0.010 1.3 × 10–10 2.1 × 10–10 0.010 4.5 × 10–10 
Pt-195m 4.02 d F 0.010 1.9 × 10–10 3.1 × 10–10 0.010 6.3 × 10–10 
Pt-197 18.3 h F 0.010 9.1 × 10–11 1.6 × 10–10 0.010 4.0 × 10–10 

  



 

 

191 

表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Pt-197m 1.57 h F 0.010 2.5 × 10–11 4.3 × 10–11 0.010 8.4 × 10–11 
Pt-199 0.513 h F 0.010 1.3 × 10–11 2.2 × 10–11 0.010 3.9 × 10–11 
Pt-200 12.5 h F 0.010 2.4 × 10–10 4.0 × 10–10 0.010 1.2 × 10–9 
金        
Au-193 17.6 h F 0.100 3.9 × 10–11 7.1 × 10–11 0.100 1.3 × 10–10 
  M 0.100 1.1 × 10–10 1.5 × 10–10   
  S 0.100 1.2 × 10–10 1.6 × 10–10   
Au-194 1.64 d F 0.100 1.5 × 10–10 2.8 × 10–10 0.100 4.2 × 10–10 
  M 0.100 2.4 × 10–10 3.7 × 10–10   
  S 0.100 2.5 × 10–10 3.8 × 10–10   
Au-195 183 d F 0.100 7.1 × 10–11 1.2 × 10–10 0.100 2.5 × 10–10 
  M 0.100 1.0 × 10–9 8.0 × 10–10   
  S 0.100 1.6 × 10–9 1.2 × 10–9   
Au-198 2.69 d F 0.100 2.3 × 10–10 3.9 × 10–10 0.100 1.0 × 10–9 
  M 0.100 7.6 × 10–10 9.8 × 10–10   
  S 0.100 8.4 × 10–10 1.1 × 10–9   
Au-198m 2.30 d F 0.100 3.4 × 10–10 5.9 × 10–10 0.100 1.3 × 10–9 
  M 0.100 1.7 × 10–9 2.0 × 10–9   
  S 0.100 1.9 × 10–9 1.9 × 10–9   
Au-199 3.14 d F 0.100 1.1 × 10–10 1.9 × 10–10 0.100 4.4 × 10–10 
  M 0.100 6.8 × 10–10 6.8 × 10–10   
  S 0.100 7.5 × 10–10 7.6 × 10–10   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Au-200 0.807 h F 0.100 1.7 × 10–11 3.0 × 10–11 0.100 6.8 × 10–11 
  M 0.100 3.5 × 10–11 5.3 × 10–11   
  S 0.100 3.6 × 10–11 5.6 × 10–11   
Au-200m 18.7 h F 0.100 3.2 × 10–10 5.7 × 10–10 0.100 1.1 × 10–9 
  M 0.100 6.9 × 10–10 9.8 × 10–10   
  S 0.100 7.3 × 10–10 1.0 × 10–9   
Au-201 0.440 h F 0.100 9.2 × 10–12 1.6 × 10–11 0.100 2.4 × 10–11 
  M 0.100 1.7 × 10–11 2.8 × 10–11   
  S 0.100 1.8 × 10–11 2.9 × 10–11   
水銀        
Hg-193 3.50 h F 0.400 2.6 × 10–11 4.7 × 10–11 1.000 3.1 × 10–11 
（有機形）      0.400 6.6 × 10–11 
Hg-193 3.50 h F 0.020 2.8 × 10–11 5.0 × 10–11 0.020 8.2 × 10–11 
（無機形）  M 0.020 7.5 × 10–11 1.0 × 10–10   
Hg-193m 11.1 h F 0.400 1.1 × 10–10 2.0 × 10–10 1.000 1.3 × 10–10 
（有機形）      0.400 3.0 × 10–10 
Hg-193m 11.1 h F 0.020 1.2 × 10–10 2.3 × 10–10 0.020 4.0 × 10–10 
（無機形）  M 0.020 2.6 × 10–10 3.8 × 10–10   
Hg-194 2.60 × 102 a F 0.400 1.5 × 10–8 1.9 × 10–8 1.000 5.1 × 10–8 
（有機形）      0.400 2.1 × 10–8 
Hg-194 2.60 × 102 a F 0.020 1.3 × 10–8 1.5 × 10–8 0.020 1.4 × 10–9 
（無機形）  M 0.020 7.8 × 10–9 5.3 × 10–9   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Hg-195 9.90 h F 0.400 2.4 × 10–11 4.4 × 10–11 1.000 3.4 × 10–11 
（有機形）      0.400 7.5 × 10–11 
Hg-195 9.90 h F 0.020 2.7 × 10–11 4.8 × 10–11 0.020 9.7 × 10–11 
（無機形）  M 0.020 7.2 × 10–11 9.2 × 10–11   
Hg-195m 1.73 d F 0.400 1.3 × 10–10 2.2 × 10–10 1.000 2.2 × 10–10 
（有機形）      0.400 4.1 × 10–10 
Hg-195m 1.73 d F 0.020 1.5 × 10–10 2.6 × 10–10 0.020 5.6 × 10–10 
（無機形）  M 0.020 5.1 × 10–10 6.5 × 10–10   
Hg-197 2.67 d F 0.400 5.0 × 10–11 8.5 × 10–11 1.000 9.9 × 10–11 
（有機形）      0.400 1.7 × 10–10 
Hg-197 2.67 d F 0.020 6.0 × 10–11 1.0 × 10–10 0.020 2.3 × 10–10 
（無機形）  M 0.020 2.9 × 10–10 2.8 × 10–10   
Hg-197m 23.8 h F 0.400 1.0 × 10–10 1.8 × 10–10 1.000 1.5 × 10–10 
（有機形）      0.400 3.4 × 10–10 
Hg-197m 23.8 h F 0.020 1.2 × 10–10 2.1 × 10–10 0.020 4.7 × 10–10 
（無機形）  M 0.020 5.1 × 10–10 6.6 × 10–10   
Hg-199m 0.710 h F 0.400 1.6 × 10–11 2.7 × 10–11 1.000 2.8 × 10–11 
（有機形）      0.400 3.1 × 10–11 
Hg-199m 0.710 h F 0.020 1.6 × 10–11 2.7 × 10–11 0.020 3.1 × 10–11 
（無機形）  M 0.020 3.3 × 10–11 5.2 × 10–11   
Hg-203 46.6 d F 0.400 5.7 × 10–10 7.5 × 10–10 1.000 1.9 × 10–9 
（有機形）      0.400 1.1 × 10–9 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Hg-203 46.6 d F 0.020 4.7 × 10–10 5.9 × 10–10 0.020 5.4 × 10–10 
（無機形）  M 0.020 2.3 × 10–9 1.9 × 10–9   
タリウム        
Tl-194 0.550 h F 1.000 4.8 × 10–12 8.9 × 10–12 1.000 8.1 × 10–12 
Tl-194m 0.546 h F 1.000 2.0 × 10–11 3.6 × 10–11 1.000 4.0 × 10–11 
Tl-195 1.16 h F 1.000 1.6 × 10–11 3.0 × 10–11 1.000 2.7 × 10–11 
Tl-197 2.84 h F 1.000 1.5 × 10–11 2.7 × 10–11 1.000 2.3 × 10–11 
Tl-198 5.30 h F 1.000 6.6 × 10–11 1.2 × 10–10 1.000 7.3 × 10–11 
Tl-198m 1.87 h F 1.000 4.0 × 10–11 7.3 × 10–11 1.000 5.4 × 10–11 
Tl-199 7.42 h F 1.000 2.0 × 10–11 3.7 × 10–11 1.000 2.6 × 10–11 
Tl-200 1.09 d F 1.000 1.4 × 10–10 2.5 × 10–10 1.000 2.0 × 10–10 
Tl-201 3.04 d F 1.000 4.7 × 10–11 7.6 × 10–11 1.000 9.5 × 10–11 
Tl-202 12.2 d F 1.000 2.0 × 10–10 3.1 × 10–10 1.000 4.5 × 10–10 
Tl-204 3.78 a F 1.000 4.4 × 10–10 6.2 × 10–10 1.000 1.3 × 10–9 
鉛        
Pb-195m 0.263 h F 0.200 1.7 × 10–11 3.0 × 10–11 0.200 2.9 × 10–11 
Pb-198 2.40 h F 0.200 4.7 × 10–11 8.7 × 10–11 0.200 1.0 × 10–10 
Pb-199 1.50 h F 0.200 2.6 × 10–11 4.8 × 10–11 0.200 5.4 × 10–11 
Pb-200 21.5 h F 0.200 1.5 × 10–10 2.6 × 10–10 0.200 4.0 × 10–10 
Pb-201 9.40 h F 0.200 6.5 × 10–11 1.2 × 10–10 0.200 1.6 × 10–10 

  



 

 

195 

表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Pb-202 3.00 × 105 a F 0.200 1.1 × 10–8 1.4 × 10–8 0.200 8.7 × 10–9 
Pb-202m 3.62 h F 0.200 6.7 × 10–11 1.2 × 10–10 0.200 1.3 × 10–10 
Pb-203 2.17 d F 0.200 9.1 × 10–11 1.6 × 10–10 0.200 2.4 × 10–10 
Pb-205 1.43 × 107 a F 0.200 3.4 × 10–10 4.1 × 10–10 0.200 2.8 × 10–10 
Pb-209 3.25 h F 0.200 1.8 × 10–11 3.2 × 10–11 0.200 5.7 × 10–11 
Pb-210 22.3 a F 0.200 8.9 × 10–7 1.1 × 10–6 0.200 6.8 × 10–7 
Pb-211 0.601 h F 0.200 3.9 × 10–9 5.6 × 10–9 0.200 1.8 × 10–10 
Pb-212 10.6 h F 0.200 1.9 × 10–8 3.3 × 10–8 0.200 5.9 × 10–9 
Pb-214 0.447 h F 0.200 2.9 × 10–9 4.8 × 10–9 0.200 1.4 × 10–10 
ビスマス        
Bi-200 0.606 h F 0.050 2.4 × 10–11 4.2 × 10–11 0.050 5.1 × 10–11 
  M 0.050 3.4 × 10–11 5.6 × 10–1   
Bi-201 1.80 h F 0.050 4.7 × 10–11 8.3 × 10–11 0.050 1.2 × 10–10 
  M 0.050 7.0 × 10–11 1.1 × 10–10   
Bi-202 1.67 h F 0.050 4.6 × 10–11 8.4 × 10–11 0.050 8.9 × 10–11 
  M 0.050 5.8 × 10–11 1.0 × 10–10   
Bi-203 11.8 h F 0.050 2.0 × 10–10 3.6 × 10–10 0.050 4.8 × 10–10 
  M 0.050 2.8 × 10–10 4.5 × 10–10   
Bi-205 15.3 d F 0.050 4.0 × 10–10 6.8 × 10–10 0.050 9.0 × 10–10 
  M 0.050 9.2 × 10–10 1.0 × 10–9   
Bi-206 6.24 d F 0.050 7.9 × 10–10 1.3 × 10–9 0.050 1.9 × 10–9 
  M 0.050 1.7 × 10–9 2.1 × 10–9   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Bi-207 38.0 a F 0.050 5.2 × 10–10 8.4 × 10–10 0.050 1.3 × 10–9 
  M 0.050 5.2 × 10–9 3.2 × 10–9   
Bi-210 5.01 d F 0.050 1.1 × 10–9 1.4 × 10–9 0.050 1.3 × 10–9 
  M 0.050 8.4 × 10–8 6.0 × 10–8   
Bi-210m 3.00 × 106 a F 0.050 4.5 × 10–8 5.3 × 10–8 0.050 1.5 × 10–8 
  M 0.050 3.1 × 10–6 2.1 × 10–6   
Bi-212 1.01 h F 0.050 9.3 × 10–9 1.5 × 10–8 0.050 2.6 × 10–10 
  M 0.050 3.0 × 10–8 3.9 × 10–8   
Bi-213 0.761 h F 0.050 1.1 × 10–8 1.8 × 10–8 0.050 2.0 × 10–10 
  M 0.050 2.9 × 10–8 4.1 × 10–8   
Bi-214 0.332 h F 0.050 7.2 × 10–9 1.2 × 10–8 0.050 1.1 × 10–10 
  M 0.050 1.4 × 10–8 2.1 × 10–8   
ポロニウム        
Po-203 0.612 h F 0.100 2.5 × 10–11 4.5 × 10–11 0.100 5.2 × 10–11 
  M 0.100 3.6 × 10–11 6.1 × 10–11   
Po-205 1.80 h F 0.100 3.5 × 10–11 6.0 × 10–11 0.100 5.9 × 10–11 
  M 0.100 6.4 × 10–11 8.9 × 10–11   
Po-207 5.83 h F 0.100 6.3 × 10–11 1.2 × 10–10 0.100 1.4 × 10–10 
  M 0.100 8.4 × 10–11 1.5 × 10–10   
Po-210 138 d F 0.100 6.0 × 10–7 7.1 × 10–7 0.100 2.4 × 10–7 
  M 0.100 3.0 × 10–6 2.2 × 10–6   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
アスタチン        
At-207 1.80 h F 1.000 3.5 × 10–10 4.4 × 10–10 1.000 2.3 × 10–10 
  M 1.000 2.1 × 10–9 1.9 × 10–9   
At-211 7.21 h F 1.000 1.6 × 10–8 2.7 × 10–8 1.000 1.1 × 10–8 
  M 1.000 9.8 × 10–8 1.1 × 10–7   
フランシウム        
Fr-222 0.240 h F 1.000 1.4 × 10–8 2.1 × 10–8 1.000 7.1 × 10–10 
Fr-223 0.363 h F 1.000 9.1 × 10–10 1.3 × 10–9 1.000 2.3 × 10–9 
ラジウム        
Ra-223 11.4 d M 0.200 6.9 × 10–6 5.7 × 10–6 0.200 1.0 × 10–7 
Ra-224 3.66 d M 0.200 2.9 × 10–6 2.4 × 10–6 0.200 6.5 × 10–8 
Ra-225 14.8 d M 0.200 5.8 × 10–6 4.8 × 10–6 0.200 9.5 × 10–8 
Ra-226 1.60 × 103 a M 0.200 3.2 × 10–6 2.2 × 10–6 0.200 2.8 × 10–7 
Ra-227 0.703 h M 0.200 2.8 × 10–10 2.1 × 10–10 0.200 8.4 × 10–11 
Ra-228 5.75 a M 0.200 2.6 × 10–6 1.7 × 10–6 0.200 6.7 × 10–7 
アクチニウム        
Ac-224 2.90 h F 

M 
S 

5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

1.1 × 10–8 
1.0 × 10–7 
1.2 × 10–7 

1.3 × 10–8 
8.9 × 10–8 
9.9 × 10–8 

5.0 × 10–4 7.0 × 10–10 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Ac-225 
 
 
Ac-226 
 
 
Ac-227 
 
 
Ac-228 

10.0 d 
 
 
1.21 d 
 
 
21.8 a 
 
 
6.13 h 

F 
M 
S 
F 
M 
S 
F 
M 
S 
F 
M 
S 

5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

8.7 × 10–7 
6.9 × 10–6 
7.9 × 10–6 
9.5 × 10–8 
1.1 × 10–6 
1.2 × 10–6 
5.4 × 10–4 
2.1 × 10–4 
6.6 × 10–5 
2.5 × 10–8 
1.6 × 10–8 
1.4 × 10–8 

1.0 × 10–6 
5.7 × 10–6 
6.5 × 10–6 
2.2 × 10–7 
9.2 × 10–7 
1.0 × 10–6 
6.3 × 10–4 
1.5 × 10–4 
4.7 × 10–5 
2.9 × 10–8 
1.2 × 10–8 
1.2 × 10–8 

5.0 × 10–4 
 
 
5.0 × 10–4 
 
 
5.0 × 10–4 
 
 
5.0 × 10–4 

2.4 × 10–8 
 
 
1.0 × 10–8 
 
 
1.1 × 10–6 
 
 
4.3 × 10–10 

トリウム        
Th-226 0.515 h M 5.0 × 10–4 5.5 × 10–8 7.4 × 10–8 5.0 × 10–4 3.5 × 10–10 
  S 2.0 × 10–4 5.9 × 10–8 7.8 × 10–8 2.0 × 10–4 3.6 × 10–10 
Th-227 18.7 d M 5.0 × 10–4 7.8 × 10–6 6.2 × 10–6 5.0 × 10–4 8.9 × 10–9 
  S 2.0 × 10–4 9.6 × 10–6 7.6 × 10–6 2.0 × 10–4 8.4 × 10–9 
Th-228 1.91 a M 5.0 × 10–4 3.1 × 10–5 2.3 × 10–5 5.0 × 10–4 7.0 × 10–8 
  S 2.0 × 10–4 3.9 × 10–5 3.2 × 10–5 2.0 × 10–4 3.5 × 10–8 
Th-229 7.34 × 103 a M 5.0 × 10–4 9.9 × 10–5 6.9 × 10–5 5.0 × 10–4 4.8 × 10–7 
  S 2.0 × 10–4 6.5 × 10–5 4.8 × 10–5 2.0 × 10–4 2.0 × 10–7 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Th-230 7.70 × 104 a M 5.0 × 10–4 4.0 × 10–5 2.8 × 10–5 5.0 × 10–4 2.1 × 10–7 
  S 2.0 × 10–4 1.3 × 10–5 7.2 × 10–6 2.0 × 10–4 8.7 × 10–8 
Th-231 1.06 d M 5.0 × 10–4 2.9 × 10–10 3.7 × 10–10 5.0 × 10–4 3.4 × 10–10 
  S 2.0 × 10–4 3.2 × 10–10 4.0 × 10–10 2.0 × 10–4 3.4 × 10–10 
Th-232 1.40 × 1010 a M 5.0 × 10–4 4.2 × 10–5 2.9 × 10–5 5.0 × 10–4 2.2 × 10–7 
  S 2.0 × 10–4 2.3 × 10–5 1.2 × 10–5 2.0 × 10–4 9.2 × 10–8 
Th-234 24.1 d M 5.0 × 10–4 6.3 × 10–9 5.3 × 10–9 5.0 × 10–4 3.4 × 10–9 
  S 2.0 × 10–4 7.3 × 10–9 5.8 × 10–9 2.0 × 10–4 3.4 × 10–9 
プロトアクチニウム        
Pa-227 
 
Pa-228 
 
Pa-230 
 
Pa-231 
 
Pa-232 
 
Pa-233 

0.638 h 
 
22.0 h 
 
17.4 d 
 
3.27 × 104 a 
 
1.31 d 
 
27.0 d 

M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 
M 
S 

5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

7.0 × 10–8 
7.6 × 10–8 
5.9 × 10–8 
6.9 × 10–8 
5.6 × 10–7 
7.1 × 10–7 
1.3 × 10–4 
3.2 × 10–5 
9.5 × 10–9 
3.2 × 10–9 
3.1 × 10–9 
3.7 × 10–9 

9.0 × 10–8 
9.7 × 10–8 
4.6 × 10–8 
5.1 × 10–8 
4.6 × 10–7 
5.7 × 10–7 
8.9 × 10–5 
1.7 × 10–5 
6.8 × 10–9 
2.0 × 10–9 
2.8 × 10–9 
3.2 × 10–9 

5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 
 
5.0 × 10–4 

4.5 × 10–10 
 
7.8 × 10–10 
 
9.2 × 10–10 
 
7.1 × 10–7 
 
7.2 × 10–10 
 
8.7 × 10–10 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Pa-234 6.70 h M 

S 
5.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

3.8 × 10–10 
4.0 × 10–10 

5.5 × 10–10 
5.8 × 10–10 

5.0 × 10–4 5.1 × 10–10 

ウラン        
U-230 20.8 d F 0.020 3.6 × 10–7 4.2 × 10–7 0.020 5.5 × 10–8 
  M 0.020 1.2 × 10–5 1.0 × 10–5 0.002 2.8 × 10–8 
  S 0.002 1.5 × 10–5 1.2 × 10–5   
U-231 4.20 d F 0.020 8.3 × 10–11 1.4 × 10–10 0.020 2.8 × 10–10 
  M 0.020 3.4 × 10–10 3.7 × 10–10 0.002 2.8 × 10–10 
  S 0.002 3.7 × 10–10 4.0 × 10–10   
U-232 72.0 a F 0.020 4.0 × 10–6 4.7 × 10–6 0.020 3.3 × 10–7 
  M 0.020 7.2 × 10–6 4.8 × 10–6 0.002 3.7 × 10–8 
  S 0.002 3.5 × 10–5 2.6 × 10–5   
U-233 1.58 × 105 a F 0.020 5.7 × 10–7 6.6 × 10–7 0.020 5.0 × 10–8 
  M 0.020 3.2 × 10–6 2.2 × 10–6 0.002 8.5 × 10–9 
  S 0.002 8.7 × 10–6 6.9 × 10–6   
U-234 2.44 × 105 a F 0.020 5.5 × 10–7 6.4 × 10–7 0.020 4.9 × 10–8 
  M 0.020 3.1 × 10–6 2.1 × 10–6 0.002 8.3 × 10–9 
  S 0.002 8.5 × 10–6 6.8 × 10–6   
U-235 7.04 × 108 a F 0.020 5.1 × 10–7 6.0 × 10–7 0.020 4.6 × 10–8 
  M 0.020 2.8 × 10–6 1.8 × 10–6 0.002 8.3 × 10–9 
  S 0.002 7.7 × 10–6 6.1 × 10–6   
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
U-236 2.34 × 107 a F 0.020 5.2 × 10–7 6.1 × 10–7 0.020 4.6 × 10–8 
  M 0.020 2.9 × 10–6 1.9 × 10–6 0.002 7.9 × 10–9 
  S 0.002 7.9 × 10–6 6.3 × 10–6   
U-237 6.75 d F 0.020 1.9 × 10–10 3.3 × 10–10 0.020 7.6 × 10–10 
  M 0.020 1.6 × 10–9 1.5 × 10–9 0.002 7.7 × 10–10 
  S 0.002 1.8 × 10–9 1.7 × 10–9   
U-238 4.47 × 109 a F 0.020 4.9 × 10–7 5.8 × 10–7 0.020 4.4 × 10–8 
  M 0.020 2.6 × 10–6 1.6 × 10–6 0.002 7.6 × 10–9 
  S 0.002 7.3 × 10–6 5.7 × 10–6   
U-239 0.392 h F 0.020 1.1 × 10–11 1.8 × 10–11 0.020 2.7 × 10–11 
  M 0.020 2.3 × 10–11 3.3 × 10–11 0.002 2.8 × 10–11 
  S 0.002 2.4 × 10–11 3.5 × 10–11   
U-240 14.1 h F 0.020 2.1 × 10–10 3.7 × 10–10 0.020 1.1 × 10–9 
  M 0.020 5.3 × 10–10 7.9 × 10–10 0.002 1.1 × 10–9 
  S 0.002 5.7 × 10–10 8.4 × 10–10   
ネプツニウム        
Np-232 0.245 h M 5.0 × 10–4 4.7 × 10–11 3.5 × 10–11 5.0 × 10–4 9.7 × 10–12 
Np-233 0.603 h M 5.0 × 10–4 1.7 × 10–12 3.0 × 10–12 5.0 × 10–4 2.2 × 10–12 
Np-234 4.40 d M 5.0 × 10–4 5.4 × 10–10 7.3 × 10–10 5.0 × 10–4 8.1 × 10–10 
Np-235 1.08 a M 5.0 × 10–4 4.0 × 10–10 2.7 × 10–10 5.0 × 10–4 5.3 × 10–11 
Np-236 1.15 × 105 a M 5.0 × 10–4 3.0 × 10–6 2.0 × 10–6 5.0 × 10–4 1.7 × 10–8 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Np-236m 22.5 h M 5.0 × 10–4 5.0 × 10–9 3.6 × 10–9 5.0 × 10–4 1.9 × 10–10 
Np-237 2.14 × 106 a M 5.0 × 10–4 2.1 × 10–5 1.5 × 10–5 5.0 × 10–4 1.1 × 10–7 
Np-238 2.12 d M 5.0 × 10–4 2.0 × 10–9 1.7 × 10–9 5.0 × 10–4 9.1 × 10–10 
Np-239 2.36 d M 5.0 × 10–4 9.0 × 10–10 1.1 × 10–9 5.0 × 10–4 8.0 × 10–10 
Np-240 1.08 h M 5.0 × 10–4 8.7 × 10–11 1.3 × 10–10 5.0 × 10–4 8.2 × 10–11 
プルトニウム        
Pu-234 8.80 h M 5.0 × 10–4 1.9 × 10–8 1.6 × 10–8 5.0 × 10–4 1.6 × 10–10 
 
 
Pu-235 

 
 
0.422 h 

S 
 

M 

1.0 × 10–5 
 
5.0 × 10–4 

2.2 × 10–8 
 
1.5 × 10–12 

1.8 × 10–8 
 
2.5 × 10–12 

1.0 × 10–5 
1.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

1.5 × 10–10 
1.6 × 10–10 
2.1 × 10–12 

 
 
Pu-236 

 
 
2.85 a 

S 
 

M 

1.0 × 10–5 
 
5.0 × 10–4 

1.6 × 10–12 
 
1.8 × 10–5 

2.6 × 10–12 
 
1.3 × 10–5 

1.0 × 10–5 
1.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

2.1 × 10–12 
2.1 × 10–12 
8.6 × 10–8 

 
 
Pu-237 

 
 
45.3 d 

S 
 

M 

1.0 × 10–5 
 
5.0 × 10–4 

9.6 × 10–6 
 
3.3 × 10–10 

7.4 × 10–6 
 
2.9 × 10–10 

1.0 × 10–5 
1.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

6.3 × 10–9 
2.1 × 10–8 
1.0 × 10–10 

 
 
Pu-238 

 
 
87.7 a 

S 
 

M 

1.0 × 10–5 
 
5.0 × 10–4 

3.6 × 10–10 
 
4.3 × 10–5 

3.0 × 10–10 
 
3.0 × 10–5 

1.0 × 10–5 
1.0 × 10–4 
5.0 × 10–4 

1.0 × 10–10 
1.0 × 10–10 
2.3 × 10–7 

  S 1.0 × 10–5 1.5 × 10–5 1.1 × 10–5 1.0 × 10–5 
1.0 × 10–4 

8.8 × 10–9 
4.9 × 10–8 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Pu-239 2.41 × 104 a M 5.0 × 10–4 4.7 × 10–5 3.2 × 10–5 5.0 × 10–4 2.5 × 10–7 
  S 1.0 × 10–5 1.5 × 10–5 8.3 × 10–6 1.0 × 10–5 9.0 × 10–9 
      1.0 × 10–4 5.3 × 10–8 
Pu-240 6.54 × 103 a M 5.0 × 10–4 4.7 × 10–5 3.2 × 10–5 5.0 × 10–4 2.5 × 10–7 
  S 1.0 × 10–5 1.5 × 10–5 8.3 × 10–6 1.0 × 10–5 9.0 × 10–9 
      1.0 × 10–4 5.3 × 10–8 
Pu-241 14.4 a M 5.0 × 10–4 8.5 × 10–7 5.8 × 10–7 5.0 × 10–4 4.7 × 10–9 
  S 1.0 × 10–5 1.6 × 10–7 8.4 × 10–8 1.0 × 10–5 1.1 × 10–10 
      1.0 × 10–4 9.6 × 10–10 
Pu-242 3.76 × 105 a M 5.0 × 10–4 4.4 × 10–5 3.1 × 10–5 5.0 × 10–4 2.4 × 10–7 
  S 1.0 × 10–5 1.4 × 10–5 7.7 × 10–6 1.0 × 10–5 8.6 × 10–9 
      1.0 × 10–4 5.0 × 10–8 
Pu-243 4.95 h M 5.0 × 10–4 8.2 × 10–11 1.1 × 10–10 5.0 × 10–4 8.5 × 10–11 
  S 1.0 × 10–5 8.5 × 10–11 1.1 × 10–10 1.0 × 10–5 8.5 × 10–11 
      1.0 × 10–4 8.5 × 10–11 
Pu-244 8.26 × 107 a M 5.0 × 10–4 4.4 × 10–5 3.0 × 10–5 5.0 × 10–4 2.4 × 10–7 
  S 1.0 × 10–5 1.3 × 10–5 7.4 × 10–6 1.0 × 10–5 1.1 × 10–8 
      1.0 × 10–4 5.2 × 10–8 
Pu-245 10.5 h M 5.0 × 10–4 4.5 × 10–10 6.1 × 10–10 5.0 × 10–4 7.2 × 10–10 
  S 1.0 × 10–5 4.8 × 10–10 6.5 × 10–10 1.0 × 10–5 7.2 × 10–10 
      1.0 × 10–4 7.2 × 10–10 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Pu-246 10.9 d M 5.0 × 10–4 7.0 × 10–9 6.5 × 10–9 5.0 × 10–4 3.3 × 10–9 
  S 1.0 × 10–5 7.6 × 10–9 7.0 × 10–9 1.0 × 10–5 

1.0 × 10–4 
3.3 × 10–9 
3.3 × 10–9 

アメリシウム        
Am-237 1.22 h M 5.0 × 10–4 2.5 × 10–11 3.6 × 10–11 5.0 × 10–4 1.8 × 10–11 
Am-238 1.63 h M 5.0 × 10–4 8.5 × 10–11 6.6 × 10–11 5.0 × 10–4 3.2 × 10–11 
Am-239 11.9 h M 5.0 × 10–4 2.2 × 10–10 2.9 × 10–10 5.0 × 10–4 2.4 × 10–10 
Am-240 2.12 d M 5.0 × 10–4 4.4 × 10–10 5.9 × 10–10 5.0 × 10–4 5.8 × 10–10 
Am-241 4.32 × 102 a M 5.0 × 10–4 3.9 × 10–5 2.7 × 10–5 5.0 × 10–4 2.0 × 10–7 
Am-242 16.0 h M 5.0 × 10–4 1.6 × 10–8 1.2 × 10–8 5.0 × 10–4 3.0 × 10–10 
Am-242m 1.52 × 102 a M 5.0 × 10–4 3.5 × 10–5 2.4 × 10–5 5.0 × 10–4 1.9 × 10–7 
Am-243 7.38 × 103 a M 5.0 × 10–4 3.9 × 10–5 2.7 × 10–5 5.0 × 10–4 2.0 × 10–7 
Am-244 10.1 h M 5.0 × 10–4 1.9 × 10–9 1.5 × 10–9 5.0 × 10–4 4.6 × 10–10 
Am-244m 0.433 h M 5.0 × 10–4 7.9 × 10–11 6.2 × 10–11 5.0 × 10–4 2.9 × 10–11 
Am-245 2.05 h M 5.0 × 10–4 5.3 × 10–11 7.6 × 10–11 5.0 × 10–4 6.2 × 10–11 
Am-246 0.650 h M 5.0 × 10–4 6.8 × 10–11 1.1 × 10–10 5.0 × 10–4 5.8 × 10–11 
Am-246m 0.417 h M 5.0 × 10–4 2.3 × 10–11 3.8 × 10–11 5.0 × 10–4 3.4 × 10–11 
キュリウム        
Cm-238 2.40 h M 5.0 × 10–4 4.1 × 10–9 4.8 × 10–9 5.0 × 10–4 8.0 × 10–11 
Cm-240 27.0 d M 5.0 × 10–4 2.9 × 10–6 2.3 × 10–6 5.0 × 10–4 7.6 × 10–9 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Cm-241 32.8 d M 5.0 × 10–4 3.4 × 10–8 2.6 × 10–8 5.0 × 10–4 9.1 × 10–10 
Cm-242 163 d M 5.0 × 10–4 4.8 × 10–6 3.7 × 10–6 5.0 × 10–4 1.2 × 10–8 
Cm-243 28.5 a M 5.0 × 10–4 2.9 × 10–5 2.0 × 10–5 5.0 × 10–4 1.5 × 10–7 
Cm-244 18.1 a M 5.0 × 10–4 2.5 × 10–5 1.7 × 10–5 5.0 × 10–4 1.2 × 10–7 
Cm-245 8.50 × 103 a M 5.0 × 10–4 4.0 × 10–5 2.7 × 10–5 5.0 × 10–4 2.1 × 10–7 
Cm-246 4.73 × 103 a M 5.0 × 10–4 4.0 × 10–5 2.7 × 10–5 5.0 × 10–4 2.1 × 10–7 
Cm-247 1.56 × 107 a M 5.0 × 10–4 3.6 × 10–5 2.5 × 10–5 5.0 × 10–4 1.9 × 10–7 
Cm-248 3.39 × 105 a M 5.0 × 10–4 1.4 × 10–4 9.5 × 10–5 5.0 × 10–4 7.7 × 10–7 
Cm-249 1.07 h M 5.0 × 10–4 3.2 × 10–11 5.1 × 10–11 5.0 × 10–4 3.1 × 10–11 
Cm-250 6.90 × 103 a M 5.0 × 10–4 7.9 × 10–4 5.4 × 10–4 5.0 × 10–4 4.4 × 10–6 
バークリウム        
Bk-245 4.94 d M 5.0 × 10–4 2.0 × 10–9 1.8 × 10–9 5.0 × 10–4 5.7 × 10–10 
Bk-246 1.83 d M 5.0 × 10–4 3.4 × 10–10 4.6 × 10–10 5.0 × 10–4 4.8 × 10–10 
Bk-247 1.38 × 103 a M 5.0 × 10–4 6.5 × 10–5 4.5 × 10–5 5.0 × 10–4 3.5 × 10–7 
Bk-249 320 d M 5.0 × 10–4 1.5 × 10–7 1.0 × 10–7 5.0 × 10–4 9.7 × 10–10 
Bk-250 3.22 h M 5.0 × 10–4 9.6 × 10–10 7.1 × 10–10 5.0 × 10–4 1.4 × 10–10 
カリホルニウム        
Cf-244 0.323 h M 5.0 × 10–4 1.3 × 10–8 1.8 × 10–8 5.0 × 10–4 7.0 × 10–11 
Cf-246 1.49 d M 5.0 × 10–4 4.2 × 10–7 3.5 × 10–7 5.0 × 10–4 3.3 × 10–9 
Cf-248 334 d M 5.0 × 10–4 8.2 × 10–6 6.1 × 10–6 5.0 × 10–4 2.8 × 10–8 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
Cf-249 3.50 × 102 a M 5.0 × 10–4 6.6 × 10–5 4.5 × 10–5 5.0 × 10–4 3.5 × 10–7 
Cf-250 13.1 a M 5.0 × 10–4 3.2 × 10–5 2.2 × 10–5 5.0 × 10–4 1.6 × 10–7 
Cf-251 8.98 × 102 a M 5.0 × 10–4 6.7 × 10–5 4.6 × 10–5 5.0 × 10–4 3.6 × 10–7 
Cf-252 2.64 a M 5.0 × 10–4 1.8 × 10–5 1.3 × 10–5 5.0 × 10–4 9.0 × 10–8 
Cf-253 17.8 d M 5.0 × 10–4 1.2 × 10–6 1.0 × 10–6 5.0 × 10–4 1.4 × 10–9 
Cf-254 60.5 d M 5.0 × 10–4 3.7 × 10–5 2.2 × 10–5 5.0 × 10–4 4.0 × 10–7 
アインスタイニウム        
Es-250 2.10 h M 5.0 × 10–4 5.9 × 10–10 4.2 × 10–10 5.0 × 10–4 2.1 × 10–11 
Es-251 1.38 d M 5.0 × 10–4 2.0 × 10–9 1.7 × 10–9 5.0 × 10–4 1.7 × 10–10 
Es-253 20.5 d M 5.0 × 10–4 2.5 × 10–6 2.1 × 10–6 5.0 × 10–4 6.1 × 10–9 
Es-254 276 d M 5.0 × 10–4 8.0 × 10–6 6.0 × 10–6 5.0 × 10–4 2.8 × 10–8 
Es-254m 1.64 d M 5.0 × 10–4 4.4 × 10–7 3.7 × 10–7 5.0 × 10–4 4.2 × 10–9 
フェルミウム        
Fm-252 22.7 h M 5.0 × 10–4 3.0 × 10–7 2.6 × 10–7 5.0 × 10–4 2.7 × 10–9 
Fm-253 3.00 d M 5.0 × 10–4 3.7 × 10–7 3.0 × 10–7 5.0 × 10–4 9.1 × 10–10 
Fm-254 3.24 h M 5.0 × 10–4 5.6 × 10–8 7.7 × 10–8 5.0 × 10–4 4.4 × 10–10 
Fm-255 20.1 h M 5.0 × 10–4 2.5 × 10–7 2.6 × 10–7 5.0 × 10–4 2.5 × 10–9 
Fm-257 101 d M 5.0 × 10–4 6.6 × 10–6 5.2 × 10–6 5.0 × 10–4 1.5 × 10–8 
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表 III.2A. 作業者：吸入及び経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 物理的半減期 
吸入 経口摂取 

種類 f1 e(g)1 μm e(g)5 μm f1 e(g) 
メンデレビウム        
Md-257 5.20 h M 5.0 × 10–4 2.3 × 10–8 2.0 × 10–8 5.0 × 10–4 1.2 × 10–10 
Md-258 55.0 d M 5.0 × 10–4 5.5 × 10–6 4.4 × 10–6 5.0 × 10–4 1.3 × 10–8 

a m 及び m’は、放射性核種の準安定状態を示す。準安定状態 m’は、準安定状態 m よりも高エネルギーである。 

注：タイプ F、M 及び S は、それぞれ肺からの吸収が速い、中程度及び遅いという意味を表す。f1：消化管移行係数；e(g)：年齢層別の単位取込量当たりの実効線

量。 
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表 III.2B. 作業者に対する、経口摂取による単位取込量当たりの預託実効線量を計算する

ために用いる化合物及び消化管移行係数 f1の値 

元素 消化管移行係数 f1 化合物 

水素 1.000 トリチウム水（摂取されたもの） 
 1.000 有機結合トリチウム 

ベリリウム 0.005 全化合物 
炭素 1.000 標識有機化合物 
フッ素 1.000 全化合物 

ナトリウム 1.000 全化合物 
マグネシウム 0.500 全化合物 

アルミニウム 0.010 全化合物 
ケイ素 0.010 全化合物 
リン 0.800 全化合物 

硫黄 0.800 無機化合物 
 0.100 元素硫黄 

 1.000 有機硫黄 
塩素 1.000 全化合物 

カリウム 1.000 全化合物 
カルシウム 0.300 全化合物 
スカンジウム 1.0 × 10–4 全化合物 

チタン 0.010 全化合物 
バナジウム 0.010 全化合物 

クロム 0.100 6 価化合物 
 0.010 3 価化合物 
マンガン 0.100 全化合物 

鉄 0.100 全化合物 
コバルト 0.100 特定しない全化合物 

 0.050 酸化物、水酸化物及び無機化合物 
ニッケル 0.050 全化合物 

銅 0.500 全化合物 
  



 

209 

表 III.2B. 作業者に対する、経口摂取による単位取込量当たりの預託実効線量を計算する

ために用いる化合物及び消化管移行係数 f1の値（続き） 

元素 消化管移行係数 f1 化合物 

亜鉛 0.500 全化合物 
ガリウム 0.001 全化合物 

ゲルマニウム 1.000 全化合物 
ヒ素 0.500 全化合物 
セレン 0.800 特定しない全化合物 

 0.050 元素セレンとセレン化物 
臭素 1.000 全化合物 

ルビジウム 1.000 全化合物 
ストロンチウム 0.300 特定しない全化合物 
 0.010 チタン酸ストロンチウム（SrTiO3） 

イットリウム 1.0 × 10–4 全化合物 
ジルコニウム 0.002 全化合物 

ニオブ 0.010 全化合物 
モリブデン 0.800 特定しない全化合物 

 0.050 硫化モリブデン 
テクネチウム 0.800 全化合物 
ルテチウム 0.050 全化合物 

ロジウム 0.050 全化合物 
パラジウム 0.005 全化合物 

銀 0.050 全化合物 
カドミウム 0.050 全無機化合物 
インジウム 0.020 全化合物 

スズ 0.020 全化合物 
アンチモン 0.100 全化合物 

テルル 0.300 全化合物 
ヨウ素 1.000 全化合物 

セシウム 1.000 全化合物 
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表 III.2B. 作業者に対する、経口摂取による単位取込量当たりの預託実効線量を計算する

ために用いる化合物及び消化管移行係数 f1の値（続き） 

元素 消化管移行係数 f1 化合物 

バリウム 0.100 全化合物 
ランタン 5.0 × 10–4 全化合物 

セリウム 5.0 × 10–4 全化合物 
プラセオジム 5.0 × 10–4 全化合物 
ネオジム 5.0 × 10–4 全化合物 

プロメチウム 5.0 × 10–4 全化合物 
サマリウム 5.0 × 10–4 全化合物 

ユウロピウム 5.0 × 10–4 全化合物 
ガドリニウム 5.0 × 10–4 全化合物 
テルビウム 5.0 × 10–4 全化合物 

ジスプロシウム 5.0 × 10–4 全化合物 
ホルミウム 5.0 × 10–4 全化合物 

エルビウム 5.0 × 10–4 全化合物 
ツリウム 5.0 × 10–4 全化合物 

イッテルビウム 5.0 × 10–4 全化合物 
ルテチウム 5.0 × 10–4 全化合物 
ハフニウム 0.002 全化合物 

タンタル 0.001 全化合物 
タングステン 0.300 特定しない全化合物 

 0.010 タングステン酸 
レニウム 0.800 全化合物 
オスミウム 0.010 全化合物 

インジウム 0.010 全化合物 
白金 0.010 全化合物 

金 0.100 全化合物 
水銀 0.020 全無機化合物 
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表 III.2B. 作業者に対する、経口摂取による単位取込量当たりの預託実効線量を計算する

ために用いる化合物及び消化管移行係数 f1の値（続き） 

元素 消化管移行係数 f1 化合物 

水銀 1.000 メチル水銀 
 0.400 特定しない全ての有機化合物 

タリウム 1.000 全化合物 
鉛 0.200 全化合物 
ビスマス 0.050 全化合物 

ポロニウム 0.100 全化合物 
アスタチン 1.000 全化合物 

フランシウム 1.000 全化合物 
ラジウム 0.200 全化合物 
アクチニウム 5.0 × 10–4 全化合物 

トリウム 5.0 × 10–4 特定しない全化合物 
 2.0 × 10–4 酸化物と水酸化物 

プロトアクチニウム 5.0 × 10–4 全化合物 
ウラン 0.020 特定しない全化合物 

 0.002 ほとんどの 4 価化合物、 
  例 UO2, U3O8, UF4 
ネプツニウム 5.0 × 10–4 全化合物 

プルトニウム 5.0 × 10–4 特定しない全化合物 
 1.0 × 10–4 硝酸塩 

 1.0 × 10–5 不溶性酸化物 
アメリシウム 5.0 × 10–4 全化合物 
キュリウム 5.0 × 10–4 全化合物 

バークリウム 5.0 × 10–4 全化合物 
カリホルニウム 5.0 × 10–4 全化合物 

アインスタイニウム 5.0 × 10–4 全化合物 
フェルミウム 5.0 × 10–4 全化合物 

メンデレビウム 5.0 × 10–4 全化合物 
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表 III.2C. 作業者に対する、吸入による単位取込量当たりの預託実効線量を計算するために用いる化合物、肺吸収タイプ及び消化管移行係

数 f1の値 

元素 
吸収の 
タイプ 

消化管移行 
係数 f1 

化合物 

ベリリウム M 0.005 特定しない全化合物 

 S 0.005 酸化物、ハロゲン化物及び硝酸塩 

フッ素 F 1.000 結合するカチオンにより決定される 

 M 1.000 結合するカチオンにより決定される 

 S 1.000 結合するカチオンにより決定される 

ナトリウム F 1.000 全化合物 

マグネシウム F 0.500 特定しない全化合物 

 M 0.500 酸化物、水酸化物、炭化物、ハロゲン化物及び硝酸塩 

アルミニウム F 0.010 特定しない全化合物 

 M 0.010 酸化物、水酸化物、炭化物、ハロゲン化物、硝酸塩及び金属アルミニウム 

ケイ素 F 0.010 特定しない全化合物 

 M 0.010 酸化物、水酸化物、炭化物及び硝酸塩 

 S 0.010 アルミノケイ酸塩ガラスのエアロゾル 

リン F 0.800 特定しない全化合物 

 M 0.800 幾つかのリン酸塩：結合するカチオンにより決定される 



 

 

213 

表 III.2C. 作業者に対する、吸入による単位取込量当たりの預託実効線量を計算するために用いる化合物、肺吸収タイプ及び消化管移行係

数 f1の値（続き） 

元素 
吸収の 
タイプ 

消化管移行 
係数 f1 

化合物 

硫黄 F 0.800 硫化物及び硫酸塩：結合するカチオンにより決定される 

 M 0.800 単体硫黄；硫化物及び硫酸塩：結合するカチオンにより決定される 

塩素 F 1.000 結合するカチオンにより決定される 

 M 1.000 結合するカチオンにより決定される 

カリウム F 1.000 全化合物 

カルシウム M 0.300 全化合物 

スカンジウム S 1.0 × 10–4 全化合物 

チタン F 0.010 特定しない全化合物 

 M 0.010 酸化物、水酸化物、炭化物、ハロゲン化物及び硝酸塩 

 S 0.010 チタン酸ストロンチウム（SrTiO3） 

バナジウム F 0.010 特定しない全化合物 

 M 0.010 酸化物、水酸化物、炭化物及びハロゲン化物 

クロム F 0.100 特定しない全化合物 

 M 0.100 ハロゲン化物及び硝酸塩 

 S 0.100 酸化物及び水酸化物 
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表 III.2C. 作業者に対する、吸入による単位取込量当たりの預託実効線量を計算するために用いる化合物、肺吸収タイプ及び消化管移行係

数 f1の値（続き） 

元素 
吸収の 
タイプ 

消化管移行 
係数 f1 

化合物 

マンガン F 0.100 特定しない全化合物 

 M 0.100 酸化物、水酸化物、ハロゲン化物及び硝酸塩 

鉄 F 0.100 特定しない全化合物 

 M 0.100 酸化物、水酸化物及びハロゲン化物 

コバルト M 0.100 特定しない全化合物 

 S 0.050 酸化物、水酸化物、ハロゲン化物及び硝酸塩 

ニッケル F 0.050 特定しない全化合物 

 M 0.050 酸化物、水酸化物及び炭化物 

銅 F 0.500 特定しない全無機化合物 

 M 0.500 硫化物、ハロゲン化物及び硝酸塩 

 S 0.500 酸化物及び水酸化物 

亜鉛 S 0.500 全化合物 

ガリウム F 0.001 特定しない全化合物 

 M 0.001 酸化物、水酸化物、炭化物、ハロゲン化物及び硝酸塩 

ゲルマニウム F 1.000 特定しない全化合物 

 M 1.000 酸化物、硫化物及びハロゲン化物 
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表 III.2C. 作業者に対する、吸入による単位取込量当たりの預託実効線量を計算するために用いる化合物、肺吸収タイプ及び消化管移行係

数 f1の値（続き） 

元素 
吸収の 
タイプ 

消化管移行 
係数 f1 

化合物 

ヒ素 M 0.500 全化合物 

セレン F 0.800 特定しない全無機化合物 

 M 0.800 単体セレン、酸化物、水酸化物及び炭化物 

臭素 F 1.000 結合するカチオンにより決定される 

 M 1.000 結合するカチオンにより決定される 

ルビジウム F 1.000 全化合物 

ストロンチウム F 0.300 特定しない全化合物 

 S 0.010 チタン酸ストロンチウム（SrTiO3） 

イットリウム M 1.0 × 10–4 特定しない全化合物 

 S 1.0 × 10–4 酸化物及び水酸化物 

ジルコニウム F 0.002 特定しない全化合物 

 M 0.002 酸化物、水酸化物、ハロゲン化物及び硝酸塩 

 S 0.002 炭化ジルコニウム 

ニオブ M 0.010 特定しない全化合物 

 S 0.010 酸化物及び水酸化物 
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表 III.2C. 作業者に対する、吸入による単位取込量当たりの預託実効線量を計算するために用いる化合物、肺吸収タイプ及び消化管移行係

数 f1の値（続き） 

元素 
吸収の 
タイプ 

消化管移行 
係数 f1 

化合物 

モリブデン F 0.800 特定しない全化合物 

 S 0.050 硫化モリブデン、酸化物及び水酸化物 

テクネチウム F 0.800 特定しない全化合物 

 M 0.800 酸化物、水酸化物、ハロゲン化物及び硝酸塩 

ルテニウム F 0.050 特定しない全化合物 

 M 0.050 ハロゲン化物 

 S 0.050 酸化物及び水酸化物 

ロジウム F 0.050 特定しない全化合物 

 M 0.050 ハロゲン化物 

 S 0.050 酸化物及び水酸化物 

パラジウム F 0.005 特定しない全化合物 

 M 0.005 硝酸塩及びハロゲン化物 

 S 0.005 酸化物及び水酸化物 

銀 F 0.050 特定しない全化合物及び金属銀 

 M 0.050 硝酸塩及び硫化物 

 S 0.050 酸化物、水酸化物及び炭化物 
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表 III.2C. 作業者に対する、吸入による単位取込量当たりの預託実効線量を計算するために用いる化合物、肺吸収タイプ及び消化管移行係

数 f1の値（続き） 

元素 
吸収の 
タイプ 

消化管移行 
係数 f1 

化合物 

カドミウム F 0.050 特定しない全化合物 

 M 0.050 硫化物、ハロゲン化物及び硝酸塩 

 S 0.050 酸化物及び水酸化物 

インジウム F 0.020 特定しない全化合物 

 M 0.020 酸化物、水酸化物、ハロゲン化物及び硝酸塩 

スズ F 0.020 特定しない全化合物 

 M 0.020 リン酸スズ、硫化物、酸化物、水酸化物、ハロゲン化物及び硝酸塩 

アンチモン F 0.100 特定しない全化合物 

 M 0.010 酸化物、水酸化物、ハロゲン化物、硫化物、硫酸塩及び硝酸塩 

テルル F 0.300 特定しない全化合物 

 M 0.300 酸化物、水酸化物及び硝酸塩 

ヨウ素 F 1.000 全化合物 

セシウム F 1.000 全化合物 

バリウム F 0.100 全化合物 
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表 III.2C. 作業者に対する、吸入による単位取込量当たりの預託実効線量を計算するために用いる化合物、肺吸収タイプ及び消化管移行係

数 f1の値（続き） 

元素 
吸収の 
タイプ 

消化管移行 
係数 f1 

化合物 

ランタン F 5.0 × 10–4 特定しない全化合物 

 M 5.0 × 10–4 酸化物及び水酸化物 

セリウム M 5.0 × 10–4 特定しない全化合物 

 S 5.0 × 10–4 酸化物、水酸化物及びフッ化物 

プラセオジム M 5.0 × 10–4 特定しない全化合物 

 S 5.0 × 10–4 酸化物、水酸化物、炭化物及びフッ化物 

ネオジム M 5.0 × 10–4 特定しない全化合物 

 S 5.0 × 10–4 酸化物、水酸化物、炭化物及びフッ化物 

プロメチウム M 5.0 × 10–4 特定しない全化合物 

 S 5.0 × 10–4 酸化物、水酸化物、炭化物及びフッ化物 

サマリウム M 5.0 × 10–4 全化合物 

ユウロピウム M 5.0 × 10–4 全化合物 

ガドリニウム F 5.0 × 10–4 特定しない全化合物 

 M 5.0 × 10–4 酸化物、水酸化物及びフッ化物 

テルビウム M 5.0 × 10–4 全化合物 
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表 III.2C. 作業者に対する、吸入による単位取込量当たりの預託実効線量を計算するために用いる化合物、肺吸収タイプ及び消化管移行係

数 f1の値（続き） 

元素 
吸収の 
タイプ 

消化管移行 
係数 f1 

化合物 

ジスプロシウム M 5.0 × 10–4 全化合物 

ホルミウム M 5.0 × 10–4 特定しない全化合物 

エルビウム M 5.0 × 10–4 全化合物 

ツリウム M 5.0 × 10–4 全化合物 

イッテルビウム M 5.0 × 10–4 特定しない全化合物 

 S 5.0 × 10–4 酸化物、水酸化物及びフッ化物 

ルテチウム M 5.0 × 10–4 特定しない全化合物 

 S 5.0 × 10–4 酸化物、水酸化物及びフッ化物 

ハフニウム F 0.002 特定しない全化合物 

 M 0.002 酸化物、水酸化物、ハロゲン化物、炭化物及び硝酸塩 

タンタル M 0.001 特定しない全化合物 

 S 0.001 単体タンタル、酸化物、水酸化物、ハロゲン化物、炭化物、硝酸塩及び窒化物 

タングステン F 0.300 全化合物 
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表 III.2C. 作業者に対する、吸入による単位取込量当たりの預託実効線量を計算するために用いる化合物、肺吸収タイプ及び消化管移行係

数 f1の値（続き） 

元素 
吸収の 
タイプ 

消化管移行 
係数 f1 

化合物 

レニウム F 0.800 特定しない全化合物 

 M 0.800 酸化物、水酸化物、ハロゲン化物及び硝酸塩 

オスミウム F 0.010 特定しない全化合物 

 M 0.010 ハロゲン化物及び硝酸塩 

 S 0.010 酸化物及び水酸化物 

イリジウム F 0.010 特定しない全化合物 

 M 0.010 単体イリジウム、ハロゲン化物及び硝酸塩 

 S 0.010 酸化物及び水酸化物 

白金 F 0.010 全化合物 

金 F 0.100 特定しない全化合物 

 M 0.100 ハロゲン化物及び硝酸塩 

 S 0.100 酸化物及び水酸化物 

水銀 F 0.020 硫酸塩 

 M 0.020 酸化物、水酸化物、ハロゲン化物、硝酸塩及び硫化物 

水銀 F 0.400 全有機化合物 

タリウム F 1.000 全化合物 
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表 III.2C. 作業者に対する、吸入による単位取込量当たりの預託実効線量を計算するために用いる化合物、肺吸収タイプ及び消化管移行係

数 f1の値（続き） 

元素 
吸収の 
タイプ 

消化管移行 
係数 f1 

化合物 

鉛 F 0.200 全化合物 

ビスマス F 0.050 硝酸ビスマス 

 M 0.050 特定しない全化合物 

ポロニウム F 0.100 特定しない全化合物 

 M 0.100 酸化物、水酸化物及び硝酸塩 

アスタチン F 1.000 結合するカチオンにより決定される 

 M 1.000 結合するカチオンにより決定される 

フランシウム F 1.000 全化合物 

ラジウム M 0.200 全化合物 

アクチニウム F 5.0 × 10–4 特定しない全化合物 

 M 5.0 × 10–4 ハロゲン化物及び硝酸塩 

 S 5.0 × 10–4 酸化物及び水酸化物 

トリウム M 5.0 × 10–4 特定しない全化合物 

 S 2.0 × 10–4 酸化物及び水酸化物 
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表 III.2C. 作業者に対する、吸入による単位取込量当たりの預託実効線量を計算するために用いる化合物、肺吸収タイプ及び消化管移行係

数 f1の値（続き） 

元素 
吸収の 
タイプ 

消化管移行 
係数 f1 

化合物 

プロトアクチニウム M 5.0 × 10–4 特定しない全化合物 

 S 5.0 × 10–4 酸化物と水酸化物 

ウラン F 0.020 ほとんどの 6 価化合物、例 UF6, UO2F2及び UO2(NO3)2 

 M 0.020 溶解しにくい化合物、例 UO3, UF4, UCl4及びほとんどの他の 6 価化合物 

 S 0.002 難溶性化合物、例 UO2及び U3O8 

ネプツニウム M 5.0 × 10–4 全化合物 

プルトニウム M 5.0 × 10–4 特定しない全化合物 

 S 1.0 × 10–4 不溶性酸化物 

アメリシウム M 5.0 × 10–4 全化合物 

キュリウム M 5.0 × 10–4 全化合物 

バークリウム M 5.0 × 10–4 全化合物 

カリホルニウム M 5.0 × 10–4 全化合物 

アインスタイニウム M 5.0 × 10–4 全化合物 
  



 

 

223 

表 III.2C. 作業者に対する、吸入による単位取込量当たりの預託実効線量を計算するために用いる化合物、肺吸収タイプ及び消化管移行係

数 f1の値（続き） 

元素 
吸収の 
タイプ 

消化管移行 
係数 f1 

化合物 

フェルミウム M 5.0 × 10–4 全化合物 

メンデレビウム M 5.0 × 10–4 全化合物 
注：タイプ F、M 及び S は、それぞれ肺からの吸収が速い、中程度及び遅いという意味を表す。 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq) 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

水素          
トリチウム水 12.3 a 1.000 6.4 × 10–11 1.000 4.8 × 10–11 3.1 × 10–11 2.3 × 10–11 1.8 × 10–11 1.8 × 10–11 
有機結合 12.3 a 1.000 1.2 × 10–10 1.000 1.2 × 10–10 7.3 × 10–11 5.7 × 10–11 4.2 × 10–11 4.2 × 10–11 
トリチウム          
ベリリウム          
Be-7 53.3 d 0.020 1.8 × 10–10 0.005 1.3 × 10–10 7.7 × 10–11 5.3 × 10–11 3.5 × 10–11 2.8 × 10–11 
Be-10 1.60 × 106 a 0.020 1.4 × 10–8 0.005 8.0 × 10–9 4.1 × 10–9 2.4 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 
炭素          
C-11 0.340 h 1.000 2.6 × 10–10 1.000 1.5 × 10–10 7.3 × 10–11 4.3 × 10–11 3.0 × 10–11 2.4 × 10–11 
C-14 5.73 × 103 a 1.000 1.4 × 10–9 1.000 1.6 × 10–9 9.9 × 10–10 8.0 × 10–10 5.7 × 10–10 5.8 × 10–10 
フッ素          
F-18 1.83 h 1.000 5.2 × 10–10 1.000 3.0 × 10–10 1.5 × 10–10 9.1 × 10–11 6.2 × 10–11 4.9 × 10–11 
ナトリウム          
Na-22 2.60 a 1.000 2.1 × 10–8 1.000 1.5 × 10–8 8.4 × 10–9 5.5 × 10–9 3.7 × 10–9 3.2 × 10–9 
Na-24 15.0 h 1.000 3.5 × 10–9 1.000 2.3 × 10–9 1.2 × 10–9 7.7 × 10–10 5.2 × 10–10 4.3 × 10–10 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

マグネシウム          
Mg-28 20.9 h 1.000 1.2 × 10–8 0.500 1.4 × 10–8 7.4 × 10–9 4.5 × 10–9 2.7 × 10–9 2.2 × 10–9 
アルミニウム          
Al-26 7.16 × 105 a 0.020 3.4 × 10–8 0.010 2.1 × 10–8 1.1 × 10–8 7.1 × 10–9 4.3 × 10–9 3.5 × 10–9 
ケイ素          
Si-31 2.62 h 0.020 1.9 × 10–9 0.010 1.0 × 10–9 5.1 × 10–10 3.0 × 10–10 1.8 × 10–10 1.6 × 10–10 
Si-32 4.50 × 102 a 0.020 7.3 × 10–9 0.010 4.1 × 10–9 2.0 × 10–9 1.2 × 10–9 7.0 × 10–10 5.6 × 10–10 
リン          
P-32 14.3 d 1.000 3.1 × 10–8 0.800 1.9 × 10–8 9.4 × 10–9 5.3 × 10–9 3.1 × 10–9 2.4 × 10–9 
P-33 25.4 d 1.000 2.7 × 10–9 0.800 1.8 × 10–9 9.1 × 10–10 5.3 × 10–10 3.1 × 10–10 2.4 × 10–10 
硫黄          
S-35 87.4 d 1.000 1.3 × 10–9 1.000 8.7 × 10–10 4.4 × 10–10 2.7 × 10–10 1.6 × 10–10 1.3 × 10–10 
（無機）          
S-35 87.4 d 1.000 7.7 × 10–9 1.000 5.4 × 10–9 2.7 × 10–9 1.6 × 10–9 9.5 × 10–10 7.7 × 10–10 
（有機）          
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

塩素          
Cl-36 3.01 × 105 a 1.000 9.8 × 10–9 1.000 6.3 × 10–9 3.2 × 10–9 1.9 × 10–9 1.2 × 10–9 9.3 × 10–10 
Cl-38 0.620 h 1.000 1.4 × 10–9 1.000 7.7 × 10–10 3.8 × 10–10 2.2 × 10–10 1.5 × 10–10 1.2 × 10–10 
Cl-39 0.927 h 1.000 9.7 × 10–10 1.000 5.5 × 10–10 2.7 × 10–10 1.6 × 10–10 1.1 × 10–10 8.5 × 10–11 
カリウム          
K-40 1.28 × 109 a 1.000 6.2 × 10–8 1.000 4.2 × 10–8 2.1 × 10–8 1.3 × 10–8 7.6 × 10–9 6.2 × 10–9 
K-42 12.4 h 1.000 5.1 × 10–9 1.000 3.0 × 10–9 1.5 × 10–9 8.6 × 10–10 5.4 × 10–10 4.3 × 10–10 
K-43 22.6 h 1.000 2.3 × 10–9 1.000 1.4 × 10–9 7.6 × 10–10 4.7 × 10–10 3.0 × 10–10 2.5 × 10–10 
K-44 0.369 h 1.000 1.0 × 10–9 1.000 5.5 × 10–10 2.7 × 10–10 1.6 × 10–10 1.1 × 10–10 8.4 × 10–11 
K-45 0.333 h 1.000 6.2 × 10–10 1.000 3.5 × 10–10 1.7 × 10–10 9.9 × 10–11 6.8 × 10–11 5.4 × 10–11 
カルシウム b          
Ca-41 1.40 × 105 a 0.600 1.2 × 10–9 0.300 5.2 × 10–10 3.9 × 10–10 4.8 × 10–10 5.0 × 10–10 1.9 × 10–10 
Ca-45 163 d 0.600 1.1 × 10–8 0.300 4.9 × 10–9 2.6 × 10–9 1.8 × 10–9 1.3 × 10–9 7.1 × 10–10 
Ca-47 4.53 d 0.600 1.3 × 10–8 0.300 9.3 × 10–9 4.9 × 10–9 3.0 × 10–9 1.8 × 10–9 1.6 × 10–9 
スカンジウム          
Sc-43 3.89 h 0.001 1.8 × 10–9 1.0 × 10–4 1.2 × 10–9 6.1 × 10–10 3.7 × 10–10 2.3 × 10–10 1.9 × 10–10 
Sc-44 3.93 h 0.001 3.5 × 10–9 1.0 × 10–4 2.2 × 10–9 1.2 × 10–9 7.1 × 10–10 4.4 × 10–10 3.5 × 10–10 
Sc-44m 2.44 d 0.001 2.4 × 10–8 1.0 × 10–4 1.6 × 10–8 8.3 × 10–9 5.1 × 10–9 3.1 × 10–9 2.4 × 10–9 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Sc-46 83.8 d 0.001 1.1 × 10–8 1.0 × 10–4 7.9 × 10–9 4.4 × 10–9 2.9 × 10–9 1.8 × 10–9 1.5 × 10–9 
Sc-47 3.35 d 0.001 6.1 × 10–9 1.0 × 10–4 3.9 × 10–9 2.0 × 10–9 1.2 × 10–9 6.8 × 10–10 5.4 × 10–10 
Sc-48 1.82 d 0.001 1.3 × 10–8 1.0 × 10–4 9.3 × 10–9 5.1 × 10–9 3.3 × 10–9 2.1 × 10–9 1.7 × 10–9 
Sc-49 0.956 h 0.001 1.0 × 10–9 1.0 × 10–4 5.7 × 10–10 2.8 × 10–10 1.6 × 10–10 1.0 × 10–10 8.2 × 10–11 
チタン          
Ti-44 47.3 a 0.020 5.5 × 10–8 0.010 3.1 × 10–8 1.7 × 10–8 1.1 × 10–8 6.9 × 10–9 5.8 × 10–9 
Ti-45 3.08 h 0.020 1.6 × 10–9 0.010 9.8 × 10–10 5.0 × 10–10 3.1 × 10–10 1.9 × 10–10 1.5 × 10–10 
バナジウム          
V-47 0.543 h 0.020 7.3 × 10–10 0.010 4.1 × 10–10 2.0 × 10–10 1.2 × 10–10 8.0 × 10–11 6.3 × 10–11 
V-48 16.2 d 0.020 1.5 × 10–8 0.010 1.1 × 10–8 5.9 × 10–9 3.9 × 10–9 2.5 × 10–9 2.0 × 10–9 
V-49 330 d 0.020 2.2 × 10–10 0.010 1.4 × 10–10 6.9 × 10–11 4.0 × 10–11 2.3 × 10–11 1.8 × 10–11 
クロム          
Cr-48 23.0 h 0.200 1.4 × 10–9 0.100 9.9 × 10–10 5.7 × 10–10 3.8 × 10–10 2.5 × 10–10 2.0 × 10–10 
  0.020 1.4 × 10–9 0.010 9.9 × 10–10 5.7 × 10–10 3.8 × 10–10 2.5 × 10–10 2.0 × 10–10 
Cr-49 0.702 h 0.200 6.8 × 10–10 0.100 3.9 × 10–10 2.0 × 10–10 1.1 × 10–10 7.7 × 10–11 6.1 × 10–11 
  0.020 6.8 × 10–10 0.010 3.9 × 10–10 2.0 × 10–10 1.1 × 10–10 7.7 × 10–11 6.1 × 10–11 
Cr-51 27.7 d 0.200 3.5 × 10–10 0.100 2.3 × 10–10 1.2 × 10–10 7.8 × 10–11 4.8 × 10–11 3.8 × 10–11 
  0.020 3.3 × 10–10 0.010 2.2 × 10–10 1.2 × 10–10 7.5 × 10–11 4.6 × 10–11 3.7 × 10–11 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

マンガン          
Mn-51 0.770 h 0.200 1.1 × 10–9 0.100 6.1 × 10–10 3.0 × 10–10 1.8 × 10–10 1.2 × 10–10 9.3 × 10–11 
Mn-52 5.59 d 0.200 1.2 × 10–8 0.100 8.8 × 10–9 5.1 × 10–9 3.4 × 10–9 2.2 × 10–9 1.8 × 10–9 
Mn-52m 0.352 h 0.200 7.8 × 10–10 0.100 4.4 × 10–10 2.2 × 10–10 1.3 × 10–10 8.8 × 10–11 6.9 × 10–11 
Mn-53 3.70 × 106 a 0.200 4.1 × 10–10 0.100 2.2 × 10–10 1.1 × 10–10 6.5 × 10–11 3.7 × 10–11 3.0 × 10–11 
Mn-54 312 d 0.200 5.4 × 10–9 0.100 3.1 × 10–9 1.9 × 10–9 1.3 × 10–9 8.7 × 10–10 7.1 × 10–10 
Mn-56 2.58 h 0.200 2.7 × 10–9 0.100 1.7 × 10–9 8.5 × 10–10 5.1 × 10–10 3.2 × 10–10 2.5 × 10–10 
鉄 c          
Fe-52 8.28 h 0.600 1.3 × 10–8 0.100 9.1 × 10–9 4.6 × 10–9 2.8 × 10–9 1.7 × 10–9 1.4 × 10–9 
Fe-55 2.70 a 0.600 7.6 × 10–9 0.100 2.4 × 10–9 1.7 × 10–9 1.1 × 10–9 7.7 × 10–10 3.3 × 10–10 
Fe-59 44.5 d 0.600 3.9 × 10–8 0.100 1.3 × 10–8 7.5 × 10–9 4.7 × 10–9 3.1 × 10–9 1.8 × 10–9 
Fe-60 1.00 × 105 a 0.600 7.9 × 10–7 0.100 2.7 × 10–7 2.7 × 10–7 2.5 × 10–7 2.3 × 10–7 1.1 × 10–7 
コバルト d          
Co-55 17.5 h 0.600 6.0 × 10–9 0.100 5.5 × 10–9 2.9 × 10–9 1.8 × 10–9 1.1 × 10–9 1.0 × 10–9 
Co-56 78.7 d 0.600 2.5 × 10–8 0.100 1.5 × 10–8 8.8 × 10–9 5.8 × 10–9 3.8 × 10–9 2.5 × 10–9 
Co-57 271 d 0.600 2.9 × 10–9 0.100 1.6 × 10–9 8.9 × 10–10 5.8 × 10–10 3.7 × 10–10 2.1 × 10–10 
Co-58 70.8 d 0.600 7.3 × 10–9 0.100 4.4 × 10–9 2.6 × 10–9 1.7 × 10–9 1.1 × 10–9 7.4 × 10–10 
Co-58m 9.15 h 0.600 2.0 × 10–10 0.100 1.5 × 10–10 7.8 × 10–11 4.7 × 10–11 2.8 × 10–11 2.4 × 10–11 
Co-60 5.27 a 0.600 5.4 × 10–8 0.100 2.7 × 10–8 1.7 × 10–8 1.1 × 10–8 7.9 × 10–9 3.4 × 10–9 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Co-60m 0.174 h 0.600 2.2 × 10–11 0.100 1.2 × 10–11 5.7 × 10–12 3.2 × 10–12 2.2 × 10–12 1.7 × 10–12 
Co-61 1.65 h 0.600 8.2 × 10–10 0.100 5.1 × 10–10 2.5 × 10–10 1.4 × 10–10 9.2 × 10–11 7.4 × 10–11 
Co-62m 0.232 h 0.600 5.3 × 10–10 0.100 3.0 × 10–10 1.5 × 10–10 8.7 × 10–11 6.0 × 10–11 4.7 × 10–11 
ニッケル          
Ni-56 6.10 d 0.100 5.3 × 10–9 0.050 4.0 × 10–9 2.3 × 10–9 1.6 × 10–9 1.1 × 10–9 8.6 × 10–10 
Ni-57 1.50 d 0.100 6.8 × 10–9 0.050 4.9 × 10–9 2.7 × 10–9 1.7 × 10–9 1.1 × 10–9 8.7 × 10–10 
Ni-59 7.50 × 104 a 0.100 6.4 × 10–10 0.050 3.4 × 10–10 1.9 × 10–10 1.1 × 10–10 7.3 × 10–11 6.3 × 10–11 
Ni-63 96.0 a 0.100 1.6 × 10–9 0.050 8.4 × 10–10 4.6 × 10–10 2.8 × 10–10 1.8 × 10–10 1.5 × 10–10 
Ni-65 2.52 h 0.100 2.1 × 10–9 0.050 1.3 × 10–9 6.3 × 10–10 3.8 × 10–10 2.3 × 10–10 1.8 × 10–10 
Ni-66 2.27 d 0.100 3.3 × 10–8 0.050 2.2 × 10–8 1.1 × 10–8 6.6 × 10–9 3.7 × 10–9 3.0 × 10–9 
銅          
Cu-60 0.387 h 1.000 7.0 × 10–10 0.500 4.2 × 10–10 2.2 × 10–10 1.3 × 10–10 8.9 × 10–11 7.0 × 10–11 
Cu-61 3.41 h 1.000 7.1 × 10–10 0.500 7.5 × 10–10 3.9 × 10–10 2.3 × 10–10 1.5 × 10–10 1.2 × 10–10 
Cu-64 12.7 h 1.000 5.2 × 10–10 0.500 8.3 × 10–10 4.2 × 10–10 2.5 × 10–10 1.5 × 10–10 1.2 × 10–10 
Cu-67 2.58 d 1.000 2.1 × 10–9 0.500 2.4 × 10–9 1.2 × 10–9 7.2 × 10–10 4.2 × 10–10 3.4 × 10–10 
亜鉛          
Zn-62 9.26 h 1.000 4.2 × 10–9 0.500 6.5 × 10–9 3.3 × 10–9 2.0 × 10–9 1.2 × 10–9 9.4 × 10–10 
Zn-63 0.635 h 1.000 8.7 × 10–10 0.500 5.2 × 10–10 2.6 × 10–10 1.5 × 10–10 1.0 × 10–10 7.9 × 10–11 
Zn-65 244 d 1.000 3.6 × 10–8 0.500 1.6 × 10–8 9.7 × 10–9 6.4 × 10–9 4.5 × 10–9 3.9 × 10–9 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Zn-69 0.950 h 1.000 3.5 × 10–10 0.500 2.2 × 10–10 1.1 × 10–10 6.0 × 10–11 3.9 × 10–11 3.1 × 10–11 
Zn-69m 13.8 h 1.000 1.3 × 10–9 0.500 2.3 × 10–9 1.2 × 10–9 7.0 × 10–10 4.1 × 10–10 3.3 × 10–10 
Zn-71m 3.92 h 1.000 1.4 × 10–9 0.500 1.5 × 10–9 7.8 × 10–10 4.8 × 10–10 3.0 × 10–10 2.4 × 10–10 
Zn-72 1.94 d 1.000 8.7 × 10–9 0.500 8.6 × 10–9 4.5 × 10–9 2.8 × 10–9 1.7 × 10–9 1.4 × 10–9 
ガリウム          
Ga-65 0.253 h 0.010 4.3 × 10–10 0.001 2.4 × 10–10 1.2 × 10–10 6.9 × 10–11 4.7 × 10–11 3.7 × 10–11 
Ga-66 9.40 h 0.010 1.2 × 10–8 0.001 7.9 × 10–9 4.0 × 10–9 2.5 × 10–9 1.5 × 10–9 1.2 × 10–9 
Ga-67 3.26 d 0.010 1.8 × 10–9 0.001 1.2 × 10–9 6.4 × 10–10 4.0 × 10–10 2.4 × 10–10 1.9 × 10–10 
Ga-68 1.13 h 0.010 1.2 × 10–9 0.001 6.7 × 10–10 3.4 × 10–10 2.0 × 10–10 1.3 × 10–10 1.0 × 10–10 
Ga-70 0.353 h 0.010 3.9 × 10–10 0.001 2.2 × 10–10 1.0 × 10–10 5.9 × 10–11 4.0 × 10–11 3.1 × 10–11 
Ga-72 14.1 h 0.010 1.0 × 10–8 0.001 6.8 × 10–9 3.6 × 10–9 2.2 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 
Ga-73 4.91 h 0.010 3.0 × 10–9 0.001 1.9 × 10–9 9.3 × 10–10 5.5 × 10–10 3.3 × 10–10 2.6 × 10–10 
ゲルマニウム          
Ge-66 2.27 h 1.000 8.3 × 10–10 1.000 5.3 × 10–10 2.9 × 10–10 1.9 × 10–10 1.3 × 10–10 1.0 × 10–10 
Ge-67 0.312 h 1.000 7.7 × 10–10 1.000 4.2 × 10–10 2.1 × 10–10 1.2 × 10–10 8.2 × 10–11 6.5 × 10–11 
Ge-68 288 d 1.000 1.2 × 10–8 1.000 8.0 × 10–9 4.2 × 10–9 2.6 × 10–9 1.6 × 10–9 1.3 × 10–9 
Ge-69 1.63 d 1.000 2.0 × 10–9 1.000 1.3 × 10–9 7.1 × 10–10 4.6 × 10–10 3.0 × 10–10 2.4 × 10–10 
Ge-71 11.8 d 1.000 1.2 × 10–10 1.000 7.8 × 10–11 4.0 × 10–11 2.4 × 10–11 1.5 × 10–11 1.2 × 10–11 
Ge-75 1.38 h 1.000 5.5 × 10–10 1.000 3.1 × 10–10 1.5 × 10–10 8.7 × 10–11 5.9 × 10–11 4.6 × 10–11 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Ge-77 11.3 h 1.000 3.0 × 10–9 1.000 1.8 × 10–9 9.9 × 10–10 6.2 × 10–10 4.1 × 10–10 3.3 × 10–10 
Ge-78 1.45 h 1.000 1.2 × 10–9 1.000 7.0 × 10–10 3.6 × 10–10 2.2 × 10–10 1.5 × 10–10 1.2 × 10–10 
ヒ素          
As-69 0.253 h 1.000 6.6 × 10–10 0.500 3.7 × 10–10 1.8 × 10–10 1.1 × 10–10 7.2 × 10–11 5.7 × 10–11 
As-70 0.876 h 1.000 1.2 × 10–9 0.500 7.8 × 10–10 4.1 × 10–10 2.5 × 10–10 1.7 × 10–10 1.3 × 10–10 
As-71 2.70 d 1.000 2.8 × 10–9 0.500 2.8 × 10–9 1.5 × 10–9 9.3 × 10–10 5.7 × 10–10 4.6 × 10–10 
As-72 1.08 d 1.000 1.1 × 10–8 0.500 1.2 × 10–8 6.3 × 10–9 3.8 × 10–9 2.3 × 10–9 1.8 × 10–9 
As-73 80.3 d 1.000 2.6 × 10–9 0.500 1.9 × 10–9 9.3 × 10–10 5.6 × 10–10 3.2 × 10–10 2.6 × 10–10 
As-74 17.8 d 1.000 1.0 × 10–8 0.500 8.2 × 10–9 4.3 × 10–9 2.6 × 10–9 1.6 × 10–9 1.3 × 10–9 
As-76 110 d 1.000 1.0 × 10–8 0.500 1.1 × 10–8 5.8 × 10–9 3.4 × 10–9 2.0 × 10–9 1.6 × 10–9 
As-77 1.62 d 1.000 2.7 × 10–9 0.500 2.9 × 10–9 1.5 × 10–9 8.7 × 10–10 5.0 × 10–10 4.0 × 10–10 
As-78 1.51 h 1.000 2.0 × 10–9 0.500 1.4 × 10–9 7.0 × 10–10 4.1 × 10–10 2.7 × 10–10 2.1 × 10–10 
セレン          
Se-70 0.683 h 1.000 1.0 × 10–9 0.800 7.1 × 10–10 3.6 × 10–10 2.2 × 10–10 1.5 × 10–10 1.2 × 10–10 
Se-73 7.15 h 1.000 1.6 × 10–9 0.800 1.4 × 10–9 7.4 × 10–10 4.8 × 10–10 2.5 × 10–10 2.1 × 10–10 
Se-73m 0.650 h 1.000 2.6 × 10–10 0.800 1.8 × 10–10 9.5 × 10–11 5.9 × 10–11 3.5 × 10–11 2.8 × 10–11 
Se-75 120 d 1.000 2.0 × 10–8 0.800 1.3 × 10–8 8.3 × 10–9 6.0 × 10–9 3.1 × 10–9 2.6 × 10–9 
Se-79 6.50 × 104 a 1.000 4.1 × 10–8 0.800 2.8 × 10–8 1.9 × 10–8 1.4 × 10–8 4.1 × 10–9 2.9 × 10–9 
Se-81 0.308 h 1.000 3.4 × 10–10 0.800 1.9 × 10–10 9.0 × 10–11 5.1 × 10–11 3.4 × 10–11 2.7 × 10–11 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Se-81m 0.954 h 1.000 6.0 × 10–10 0.800 3.7 × 10–10 1.8 × 10–10 1.1 × 10–10 6.7 × 10–11 5.3 × 10–11 
Se-83 0.375 h 1.000 4.6 × 10–10 0.800 2.9 × 10–10 1.5 × 10–10 8.7 × 10–11 5.9 × 10–11 4.7 × 10–11 
臭素          
Br-74 0.422 h 1.000 9.0 × 10–10 1.000 5.2 × 10–10 2.6 × 10–10 1.5 × 10–10 1.1 × 10–10 8.4 × 10–11 
Br-74m 0.691 h 1.000 1.5 × 10–9 1.000 8.5 × 10–10 4.3 × 10–10 2.5 × 10–10 1.7 × 10–10 1.4 × 10–10 
Br-75 1.63 h 1.000 8.5 × 10–10 1.000 4.9 × 10–10 2.5 × 10–10 1.5 × 10–10 9.9 × 10–11 7.9 × 10–11 
Br-76 16.2 h 1.000 4.2 × 10–9 1.000 2.7 × 10–9 1.4 × 10–9 8.7 × 10–10 5.6 × 10–10 4.6 × 10–10 
Br-77 2.33 d 1.000 6.3 × 10–10 1.000 4.4 × 10–10 2.5 × 10–10 1.7 × 10–10 1.1 × 10–10 9.6 × 10–11 
Br-80 0.290 h 1.000 3.9 × 10–10 1.000 2.1 × 10–10 1.0 × 10–10 5.8 × 10–11 3.9 × 10–11 3.1 × 10–11 
Br-80m 4.42 h 1.000 1.4 × 10–9 1.000 8.0 × 10–10 3.9 × 10–10 2.3 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
Br-82 1.47 d 1.000 3.7 × 10–9 1.000 2.6 × 10–9 1.5 × 10–9 9.5 × 10–10 6.4 × 10–10 5.4 × 10–10 
Br-83 2.39 h 1.000 5.3 × 10–10 1.000 3.0 × 10–10 1.4 × 10–10 8.3 × 10–11 5.5 × 10–11 4.3 × 10–11 
Br-84 0.530 h 1.000 1.0 × 10–9 1.000 5.8 × 10–10 2.8 × 10–10 1.6 × 10–10 1.1 × 10–10 8.8 × 10–11 
ルビジウム          
Rb-79 0.382 h 1.000 5.7 × 10–10 1.000 3.2 × 10–10 1.6 × 10–10 9.2 × 10–11 6.3 × 10–11 5.0 × 10–11 
Rb-81 4.58 h 1.000 5.4 × 10–10 1.000 3.2 × 10–10 1.6 × 10–10 1.0 × 10–10 6.7 × 10–11 5.4 × 10–11 
Rb-81m 0.533 h 1.000 1.1 × 10–10 1.000 6.2 × 10–11 3.1 × 10–11 1.8 × 10–11 1.2 × 10–11 9.7 × 10–12 
Rb-82m 6.20 h 1.000 8.7 × 10–10 1.000 5.9 × 10–10 3.4 × 10–10 2.2 × 10–10 1.5 × 10–10 1.3 × 10–10 
Rb-83 86.2 d 1.000 1.1 × 10–8 1.000 8.4 × 10–9 4.9 × 10–9 3.2 × 10–9 2.2 × 10–9 1.9 × 10–9 
Rb-84 32.8 d 1.000 2.0 × 10–8 1.000 1.4 × 10–8 7.9 × 10–9 5.0 × 10–9 3.3 × 10–9 2.8 × 10–9 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Rb-86 18.7 d 1.000 3.1 × 10–8 1.000 2.0 × 10–8 9.9 × 10–9 5.9 × 10–9 3.5 × 10–9 2.8 × 10–9 
Rb-87 4.70 × 1010 a 1.000 1.5 × 10–8 1.000 1.0 × 10–8 5.2 × 10–9 3.1 × 10–9 1.8 × 10–9 1.5 × 10–9 
Rb-88 0.297 h 1.000 1.1 × 10–9 1.000 6.2 × 10–10 3.0 × 10–10 1.7 × 10–10 1.2 × 10–10 9.0 × 10–11 
Rb-89 0.253 h 1.000 5.4 × 10–10 1.000 3.0 × 10–10 1.5 × 10–10 8.6 × 10–11 5.9 × 10–11 4.7 × 10–11 
ストロンチウムe          
Sr-80 1.67 h 0.600 3.7 × 10–9 0.300 2.3 × 10–9 1.1 × 10–9 6.5 × 10–10 4.2 × 10–10 3.4 × 10–10 
Sr-81 0.425 h 0.600 8.4 × 10–10 0.300 4.9 × 10–10 2.4 × 10–10 1.4 × 10–10 9.6 × 10–11 7.7 × 10–11 
Sr-82 25.0 d 0.600 7.2 × 10–8 0.300 4.1 × 10–8 2.1 × 10–8 1.3 × 10–8 8.7 × 10–9 6.1 × 10–9 
Sr-83 1.35 d 0.600 3.4 × 10–9 0.300 2.7 × 10–9 1.4 × 10–9 9.1 × 10–10 5.7 × 10–10 4.9 × 10–10 
Sr-85 64.8 d 0.600 7.7 × 10–9 0.300 3.1 × 10–9 1.7 × 10–9 1.5 × 10–9 1.3 × 10–9 5.6 × 10–10 
Sr-85m 1.16 h 0.600 4.5 × 10–11 0.300 3.0 × 10–11 1.7 × 10–11 1.1 × 10–11 7.8 × 10–12 6.1 × 10–12 
Sr-87m 2.80 h 0.600 2.4 × 10–10 0.300 1.7 × 10–10 9.0 × 10–11 5.6 × 10–11 3.6 × 10–11 3.0 × 10–11 
Sr-89 50.5 d 0.600 3.6 × 10–8 0.300 1.8 × 10–8 8.9 × 10–9 5.8 × 10–9 4.0 × 10–9 2.6 × 10–9 
Sr-90 29.1 a 0.600 2.3 × 10–7 0.300 7.3 × 10–8 4.7 × 10–8 6.0 × 10–8 8.0 × 10–8 2.8 × 10–8 
Sr-91 9.50 h 0.600 5.2 × 10–9 0.300 4.0 × 10–9 2.1 × 10–9 1.2 × 10–9 7.4 × 10–10 6.5 × 10–10 
Sr-92 2.71 h 0.600 3.4 × 10–9 0.300 2.7 × 10–9 1.4 × 10–9 8.2 × 10–10 4.8 × 10–10 4.3 × 10–10 
イットリウム          
Y-86 14.7 h 0.001 7.6 × 10–9 1.0 × 10–4 5.2 × 10–9 2.9 × 10–9 1.9 × 10–9 1.2 × 10–9 9.6 × 10–10 
Y-86m 0.800 h 0.001 4.5 × 10–10 1.0 × 10–4 3.1 × 10–10 1.7 × 10–10 1.1 × 10–10 7.1 × 10–11 5.6 × 10–11 
Y-87 3.35 d 0.001 4.6 × 10–9 1.0 × 10–4 3.2 × 10–9 1.8 × 10–9 1.1 × 10–9 7.0 × 10–10 5.5 × 10–10 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Y-88 107 d 0.001 8.1 × 10–9 1.0 × 10–4 6.0 × 10–9 3.5 × 10–9 2.4 × 10–9 1.6 × 10–9 1.3 × 10–9 
Y-90 2.67 d 0.001 3.1 × 10–8 1.0 × 10–4 2.0 × 10–8 1.0 × 10–8 5.9 × 10–9 3.3 × 10–9 2.7 × 10–9 
Y-90m 3.19 h 0.001 1.8 × 10–9 1.0 × 10–4 1.2 × 10–9 6.1 × 10–10 3.7 × 10–10 2.2 × 10–10 1.7 × 10–10 
Y-91 58.5 d 0.001 2.8 × 10–8 1.0 × 10–4 1.8 × 10–8 8.8 × 10–9 5.2 × 10–9 2.9 × 10–9 2.4 × 10–9 
Y-91m 0.828 h 0.001 9.2 × 10–11 1.0 × 10–4 6.0 × 10–11 3.3 × 10–11 2.1 × 10–11 1.4 × 10–11 1.1 × 10–11 
Y-92 3.54 h 0.001 5.9 × 10–9 1.0 × 10–4 3.6 × 10–9 1.8 × 10–9 1.0 × 10–9 6.2 × 10–10 4.9 × 10–10 
Y-93 10.1 h 0.001 1.4 × 10–8 1.0 × 10–4 8.5 × 10–9 4.3 × 10–9 2.5 × 10–9 1.4 × 10–9 1.2 × 10–9 
Y-94 0.318 h 0.001 9.9 × 10–10 1.0 × 10–4 5.5 × 10–10 2.7 × 10–10 1.5 × 10–10 1.0 × 10–10 8.1 × 10–11 
Y-95 0.178 h 0.001 5.7 × 10–10 1.0 × 10–4 3.1 × 10–10 1.5 × 10–10 8.7 × 10–11 5.9 × 10–11 4.6 × 10–11 
ジルコニウム          
Zr-86 16.5 h 0.020 6.9 × 10–9 0.010 4.8 × 10–9 2.7 × 10–9 1.7 × 10–9 1.1 × 10–9 8.6 × 10–10 
Zr-88 83.4 d 0.020 2.8 × 10–9 0.010 2.0 × 10–9 1.2 × 10–9 8.0 × 10–10 5.4 × 10–10 4.5 × 10–10 
Zr-89 3.27 d 0.020 6.5 × 10–9 0.010 4.5 × 10–9 2.5 × 10–9 1.6 × 10–9 9.9 × 10–10 7.9 × 10–10 
Zr-93 1.53 × 106 a 0.020 1.2 × 10–9 0.010 7.6 × 10–10 5.1 × 10–10 5.8 × 10–10 8.6 × 10–10 1.1 × 10–9 
Zr-95 64.0 d 0.020 8.5 × 10–9 0.010 5.6 × 10–9 3.0 × 10–9 1.9 × 10–9 1.2 × 10–9 9.5 × 10–1 
Zr-97 16.9 h 0.020 2.2 × 10–8 0.010 1.4 × 10–8 7.3 × 10–9 4.4 × 10–9 2.6 × 10–9 2.1 × 10–9 
ニオブ          
Nb-88 0.238 h 0.020 6.7 × 10–10 0.010 3.8 × 10–10 1.9 × 10–10 1.1 × 10–10 7.9 × 10–11 6.3 × 10–11 
Nb-89 2.03 h 0.020 3.0 × 10–9 0.010 2.0 × 10–9 1.0 × 10–9 6.0 × 10–10 3.4 × 10–10 2.7 × 10–10 
Nb-89m 1.10 h 0.020 1.5 × 10–9 0.010 8.7 × 10–10 4.4 × 10–10 2.7 × 10–10 1.8 × 10–10 1.4 × 10–10 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Nb-90 14.6 h 0.020 1.1 × 10–8 0.010 7.2 × 10–9 3.9 × 10–9 2.5 × 10–9 1.6 × 10–9 1.2 × 10–9 
Nb-93m 13.6 a 0.020 1.5 × 10–9 0.010 9.1 × 10–10 4.6 × 10–10 2.7 × 10–10 1.5 × 10–10 1.2 × 10–10 
Nb-94 2.03 × 104 a 0.020 1.5 × 10–8 0.010 9.7 × 10–9 5.3 × 10–9 3.4 × 10–9 2.1 × 10–9 1.7 × 10–9 
Nb-95 35.1 d 0.020 4.6 × 10–9 0.010 3.2 × 10–9 1.8 × 10–9 1.1 × 10–9 7.4 × 10–10 5.8 × 10–10 
Nb-95m 3.61 d 0.020 6.4 × 10–9 0.010 4.1 × 10–9 2.1 × 10–9 1.2 × 10–9 7.1 × 10–10 5.6 × 10–10 
Nb-96 23.3 h 0.020 9.2 × 10–9 0.010 6.3 × 10–9 3.4 × 10–9 2.2 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 
Nb-97 1.20 h 0.020 7.7 × 10–10 0.010 4.5 × 10–10 2.3 × 10–10 1.3 × 10–10 8.7 × 10–11 6.8 × 10–11 
Nb-98 0.858 h 0.020 1.2 × 10–9 0.010 7.1 × 10–10 3.6 × 10–10 2.2 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
モリブデン          
Mo-90 5.67 h 1.000 1.7 × 10–9 1.000 1.2 × 10–9 6.3 × 10–10 4.0 × 10–10 2.7 × 10–10 2.2 × 10–10 
Mo-93 3.50 × 103 a 1.000 7.9 × 10–9 1.000 6.9 × 10–9 5.0 × 10–9 4.0 × 10–9 3.4 × 10–9 3.1 × 10–9 
Mo-93m 6.85 h 1.000 8.0 × 10–10 1.000 5.4 × 10–10 3.1 × 10–10 2.0 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
Mo-99 2.75 d 1.000 5.5 × 10–9 1.000 3.5 × 10–9 1.8 × 10–9 1.1 × 10–9 7.6 × 10–10 6.0 × 10–10 
Mo-101 0.244 h 1.000 4.8 × 10–10 1.000 2.7 × 10–10 1.3 × 10–10 7.6 × 10–11 5.2 × 10–11 4.1 × 10–11 
テクネチウム          
Tc-93 2.75 h 1.000 2.7 × 10–10 0.500 2.5 × 10–10 1.5 × 10–10 9.8 × 10–11 6.8 × 10–11 5.5 × 10–11 
Tc-93m 0.725 h 1.000 2.0 × 10–10 0.500 1.3 × 10–10 7.3 × 10–11 4.6 × 10–11 3.2 × 10–11 2.5 × 10–11 
Tc-94 4.88 h 1.000 1.2 × 10–9 0.500 1.0 × 10–9 5.8 × 10–10 3.7 × 10–10 2.5 × 10–10 2.0 × 10–10 
Tc-94m 0.867 h 1.000 1.3 × 10–9 0.500 6.5 × 10–10 3.3 × 10–10 1.9 × 10–10 1.3 × 10–10 1.0 × 10–10 
Tc-95 20.0 h 1.000 9.9 × 10–10 0.500 8.7 × 10–10 5.0 × 10–10 3.3 × 10–10 2.3 × 10–10 1.8 × 10–10 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Tc-95m 61.0 d 1.000 4.7 × 10–9 0.500 2.8 × 10–9 1.6 × 10–9 1.0 × 10–9 7.0 × 10–10 5.6 × 10–10 
Tc-96 4.28 d 1.000 6.7 × 10–9 0.500 5.1 × 10–9 3.0 × 10–9 2.0 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 
Tc-96m 0.858 h 1.000 1.0 × 10–10 0.500 6.5 × 10–11 3.6 × 10–11 2.3 × 10–11 1.6 × 10–11 1.2 × 10–11 
Tc-97 2.60 × 106 a 1.000 9.9 × 10–10 0.500 4.9 × 10–10 2.4 × 10–10 1.4 × 10–10 8.8 × 10–11 6.8 × 10–11 
Tc-97m 87.0 d 1.000 8.7 × 10–9 0.500 4.1 × 10–9 2.0 × 10–9 1.1 × 10–9 7.0 × 10–10 5.5 × 10–10 
Tc-98 4.20 × 106 a 1.000 2.3 × 10–8 0.500 1.2 × 10–8 6.1 × 10–9 3.7 × 10–9 2.5 × 10–9 2.0 × 10–9 
Tc-99 2.13 × 105 a 1.000 1.0 × 10–8 0.500 4.8 × 10–9 2.3 × 10–9 1.3 × 10–9 8.2 × 10–10 6.4 × 10–10 
Tc-99m 6.02 h 1.000 2.0 × 10–10 0.500 1.3 × 10–10 7.2 × 10–11 4.3 × 10–11 2.8 × 10–11 2.2 × 10–11 
Tc-101 0.237 h 1.000 2.4 × 10–10 0.500 1.3 × 10–10 6.1 × 10–11 3.5 × 10–11 2.4 × 10–11 1.9 × 10–1 
Tc-104 0.303 h 1.000 1.0 × 10–9 0.500 5.3 × 10–10 2.6 × 10–10 1.5 × 10–10 1.0 × 10–10 8.0 × 10–11 
ルテニウム          
Ru-94 0.863 h 0.100 9.3 × 10–10 0.050 5.9 × 10–10 3.1 × 10–10 1.9 × 10–10 1.2 × 10–10 9.4 × 10–11 
Ru-97 2.90 d 0.100 1.2 × 10–9 0.050 8.5 × 10–10 4.7 × 10–10 3.0 × 10–10 1.9 × 10–10 1.5 × 10–10 
Ru-103 39.3 d 0.100 7.1 × 10–9 0.050 4.6 × 10–9 2.4 × 10–9 1.5 × 10–9 9.2 × 10–10 7.3 × 10–10 
Ru-105 4.44 h 0.100 2.7 × 10–9 0.050 1.8 × 10–9 9.1 × 10–10 5.5 × 10–10 3.3 × 10–10 2.6 × 10–10 
Ru-106 1.01 a 0.100 8.4 × 10–8 0.050 4.9 × 10–8 2.5 × 10–8 1.5 × 10–8 8.6 × 10–9 7.0 × 10–9 
ロジウム          
Rh-99 16.0 d 0.100 4.2 × 10–9 0.050 2.9 × 10–9 1.6 × 10–9 1.0 × 10–9 6.5 × 10–10 5.1 × 10–10 
Rh-99m 4.70 h 0.100 4.9 × 10–10 0.050 3.5 × 10–10 2.0 × 10–10 1.3 × 10–10 8.3 × 10–11 6.6 × 10–11 
Rh-100 20.8 h 0.100 4.9 × 10–9 0.050 3.6 × 10–9 2.0 × 10–9 1.4 × 10–9 8.8 × 10–10 7.1 × 10–10 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Rh-101 3.20 a 0.100 4.9 × 10–9 0.050 2.8 × 10–9 1.6 × 10–9 1.0 × 10–9 6.7 × 10–10 5.5 × 10–10 
Rh-101m 4.34 d 0.100 1.7 × 10–9 0.050 1.2 × 10–9 6.8 × 10–10 4.4 × 10–10 2.8 × 10–10 2.2 × 10–10 
Rh-102 2.90 a 0.100 1.9 × 10–8 0.050 1.0 × 10–8 6.4 × 10–9 4.3 × 10–9 3.0 × 10–9 2.6 × 10–9 
Rh-102m 207 d 0.100 1.2 × 10–8 0.050 7.4 × 10–9 3.9 × 10–9 2.4 × 10–9 1.4 × 10–9 1.2 × 10–9 
Rh-103m 0.935 h 0.100 4.7 × 10–11 0.050 2.7 × 10–11 1.3 × 10–11 7.4 × 10–12 4.8 × 10–12 3.8 × 10–12 
Rh-105 1.47 d 0.100 4.0 × 10–9 0.050 2.7 × 10–9 1.3 × 10–9 8.0 × 10–10 4.6 × 10–10 3.7 × 10–10 
Rh-106m 2.20 h 0.100 1.4 × 10–9 0.050 9.7 × 10–10 5.3 × 10–10 3.3 × 10–10 2.0 × 10–10 1.6 × 10–10 
Rh-107 0.362 h 0.100 2.9 × 10–10 0.050 1.6 × 10–10 7.9 × 10–11 4.5 × 10–11 3.1 × 10–11 2.4 × 10–11 
パラジウム          
Pd-100 3.63 d 0.050 7.4 × 10–9 0.005 5.2 × 10–9 2.9 × 10–9 1.9 × 10–9 1.2 × 10–9 9.4 × 10–10 
Pd-101 8.27 h 0.050 8.2 × 10–10 0.005 5.7 × 10–10 3.1 × 10–10 1.9 × 10–10 1.2 × 10–10 9.4 × 10–11 
Pd-103 17.0 d 0.050 2.2 × 10–9 0.005 1.4 × 10–9 7.2 × 10–10 4.3 × 10–10 2.4 × 10–10 1.9 × 10–10 
Pd-107 6.50 × 106 a 0.050 4.4 × 10–10 0.005 2.8 × 10–10 1.4 × 10–10 8.1 × 10–11 4.6 × 10–11 3.7 × 10–11 
Pd-109 13.4 h 0.050 6.3 × 10–9 0.005 4.1 × 10–9 2.0 × 10–9 1.2 × 10–9 6.8 × 10–10 5.5 × 10–10 
銀          
Ag-102 0.215 h 0.100 4.2 × 10–10 0.050 2.4 × 10–10 1.2 × 10–10 7.3 × 10–11 5.0 × 10–11 4.0 × 10–11 
Ag-103 1.09 h 0.100 4.5 × 10–10 0.050 2.7 × 10–10 1.4 × 10–10 8.3 × 10–11 5.5 × 10–11 4.3 × 10–11 
Ag-104 1.15 h 0.100 4.3 × 10–10 0.050 2.9 × 10–10 1.7 × 10–10 1.1 × 10–10 7.5 × 10–11 6.0 × 10–11 
Ag-104m 0.558 h 0.100 5.6 × 10–10 0.050 3.3 × 10–10 1.7 × 10–10 1.0 × 10–10 6.8 × 10–11 5.4 × 10–11 
Ag-105 41.0 d 0.100 3.9 × 10–9 0.050 2.5 × 10–9 1.4 × 10–9 9.1 × 10–10 5.9 × 10–10 4.7 × 10–10 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Ag-106 0.399 h 0.100 3.7 × 10–10 0.050 2.1 × 10–10 1.0 × 10–10 6.0 × 10–11 4.1 × 10–11 3.2 × 10–11 
Ag-106m 8.41 d 0.100 9.7 × 10–9 0.050 6.9 × 10–9 4.1 × 10–9 2.8 × 10–9 1.8 × 10–9 1.5 × 10–9 
Ag-108m 1.27 × 102 a 0.100 2.1 × 10–8 0.050 1.1 × 10–8 6.5 × 10–9 4.3 × 10–9 2.8 × 10–9 2.3 × 10–9 
Ag-110m 250 d 0.100 2.4 × 10–8 0.050 1.4 × 10–8 7.8 × 10–9 5.2 × 10–9 3.4 × 10–9 2.8 × 10–9 
Ag-111 7.45 d 0.100 1.4 × 10–8 0.050 9.3 × 10–9 4.6 × 10–9 2.7 × 10–9 1.6 × 10–9 1.3 × 10–9 
Ag-112 3.12 h 0.100 4.9 × 10–9 0.050 3.0 × 10–9 1.5 × 10–9 8.9 × 10–10 5.4 × 10–10 4.3 × 10–10 
Ag-115 0.333 h 0.100 7.2 × 10–10 0.050 4.1 × 10–10 2.0 × 10–10 1.2 × 10–10 7.7 × 10–11 6.0 × 10–11 
カドミウム          
Cd-104 0.961 h 0.100 4.2 × 10–10 0.050 2.9 × 10–10 1.7 × 10–10 1.1 × 10–10 7.2 × 10–11 5.4 × 10–11 
Cd-107 6.49 h 0.100 7.1 × 10–10 0.050 4.6 × 10–10 2.3 × 10–10 1.3 × 10–10 7.8 × 10–11 6.2 × 10–11 
Cd-109 1.27 a 0.100 2.1 × 10–8 0.050 9.5 × 10–9 5.5 × 10–9 3.5 × 10–9 2.4 × 10–9 2.0 × 10–9 
Cd-113 9.30 × 1015 a 0.100 1.0 × 10–7 0.050 4.8 × 10–8 3.7 × 10–8 3.0 × 10–8 2.6 × 10–8 2.5 × 10–8 
Cd-113m 13.6 a 0.100 1.2 × 10–7 0.050 5.6 × 10–8 3.9 × 10–8 2.9 × 10–8 2.4 × 10–8 2.3 × 10–8 
Cd-115 2.23 d 0.100 1.4 × 10–8 0.050 9.7 × 10–9 4.9 × 10–9 2.9 × 10–9 1.7 × 10–9 1.4 × 10–9 
Cd-115m 44.6 d 0.100 4.1 × 10–8 0.050 1.9 × 10–8 9.7 × 10–9 6.9 × 10–9 4.1 × 10–9 3.3 × 10–9 
Cd-117 2.49 h 0.100 2.9 × 10–9 0.050 1.9 × 10–9 9.5 × 10–10 5.7 × 10–10 3.5 × 10–10 2.8 × 10–10 
Cd-117m 3.36 h 0.100 2.6 × 10–9 0.050 1.7 × 10–9 9.0 × 10–10 5.6 × 10–10 3.5 × 10–10 2.8 × 10–10 
インジウム          
In-109 4.20 h 0.040 5.2 × 10–10 0.020 3.6 × 10–10 2.0 × 10–10 1.3 × 10–10 8.2 × 10–11 6.6 × 10–11 
In-110 4.90 h 0.040 1.5 × 10–9 0.020 1.1 × 10–9 6.5 × 10–10 4.4 × 10–10 3.0 × 10–10 2.4 × 10–10 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

In-110m 1.15 h 0.040 1.1 × 10–9 0.020 6.4 × 10–10 3.2 × 10–10 1.9 × 10–10 1.3 × 10–10 1.0 × 10–10 
In-111 2.83 d 0.040 2.4 × 10–9 0.020 1.7 × 10–9 9.1 × 10–10 5.9 × 10–10 3.7 × 10–10 2.9 × 10–10 
In-112 0.240 h 0.040 1.2 × 10–10 0.020 6.7 × 10–11 3.3 × 10–11 1.9 × 10–11 1.3 × 10–11 1.0 × 10–11 
In-113m 1.66 h 0.040 3.0 × 10–10 0.020 1.8 × 10–10 9.3 × 10–11 6.2 × 10–11 3.6 × 10–11 2.8 × 10–11 
In-114m 49.5 d 0.040 5.6 × 10–8 0.020 3.1 × 10–8 1.5 × 10–8 9.0 × 10–9 5.2 × 10–9 4.1 × 10–9 
In-115 5.10 × 1015 a 0.040 1.3 × 10–7 0.020 6.4 × 10–8 4.8 × 10–8 4.3 × 10–8 3.6 × 10–8 3.2 × 10–8 
In-115m 4.49 h 0.040 9.6 × 10–10 0.020 6.0 × 10–10 3.0 × 10–10 1.8 × 10–10 1.1 × 10–10 8.6 × 10–11 
In-116m 0.902 h 0.040 5.8 × 10–10 0.020 3.6 × 10–10 1.9 × 10–10 1.2 × 10–10 8.0 × 10–11 6.4 × 10–11 
In-117 0.730 h 0.040 3.3 × 10–10 0.020 1.9 × 10–10 9.7 × 10–11 5.8 × 10–11 3.9 × 10–11 3.1 × 10–11 
In-117m 1.94 h 0.040 1.4 × 10–9 0.020 8.6 × 10–10 4.3 × 10–10 2.5 × 10–10 1.6 × 10–10 1.2 × 10–10 
In-119m 0.300 h 0.040 5.9 × 10–10 0.020 3.2 × 10–10 1.6 × 10–10 8.8 × 10–11 6.0 × 10–11 4.7 × 10–11 
スズ          
Sn-110 4.00 h 0.040 3.5 × 10–9 0.020 2.3 × 10–9 1.2 × 10–9 7.4 × 10–10 4.4 × 10–10 3.5 × 10–10 
Sn-111 0.588 h 0.040 2.5 × 10–10 0.020 1.5 × 10–10 7.4 × 10–11 4.4 × 10–11 3.0 × 10–11 2.3 × 10–11 
Sn-113 115 d 0.040 7.8 × 10–9 0.020 5.0 × 10–9 2.6 × 10–9 1.6 × 10–9 9.2 × 10–10 7.3 × 10–10 
Sn-117m 13.6 d 0.040 7.7 × 10–9 0.020 5.0 × 10–9 2.5 × 10–9 1.5 × 10–9 8.8 × 10–10 7.1 × 10–10 
Sn-119m 293 d 0.040 4.1 × 10–9 0.020 2.5 × 10–9 1.3 × 10–9 7.5 × 10–10 4.3 × 10–10 3.4 × 10–10 
Sn-121 1.13 d 0.040 2.6 × 10–9 0.020 1.7 × 10–9 8.4 × 10–10 5.0 × 10–10 2.8 × 10–10 2.3 × 10–10 
Sn-121m 55.0 a 0.040 4.6 × 10–9 0.020 2.7 × 10–9 1.4 × 10–9 8.2 × 10–10 4.7 × 10–10 3.8 × 10–10 
Sn-123 129 d 0.040 2.5 × 10–8 0.020 1.6 × 10–8 7.8 × 10–9 4.6 × 10–9 2.6 × 10–9 2.1 × 10–9 
Sn-123m 0.668 h 0.040 4.7 × 10–10 0.020 2.6 × 10–10 1.3 × 10–10 7.3 × 10–11 4.9 × 10–11 3.8 × 10–11 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Sn-125 9.64 d 0.040 3.5 × 10–8 0.020 2.2 × 10–8 1.1 × 10–8 6.7 × 10–9 3.8 × 10–9 3.1 × 10–9 
Sn-126 1.00 × 105 a 0.040 5.0 × 10–8 0.020 3.0 × 10–8 1.6 × 10–8 9.8 × 10–9 5.9 × 10–9 4.7 × 10–9 
Sn-127 2.10 h 0.040 2.0 × 10–9 0.020 1.3 × 10–9 6.6 × 10–10 4.0 × 10–10 2.5 × 10–10 2.0 × 10–10 
Sn-128 0.985 h 0.040 1.6 × 10–9 0.020 9.7 × 10–10 4.9 × 10–10 3.0 × 10–10 1.9 × 10–10 1.5 × 10–10 
アンチモン          
Sb-115 0.530 h 0.200 2.5 × 10–10 0.100 1.5 × 10–10 7.5 × 10–11 4.5 × 10–11 3.1 × 10–11 2.4 × 10–11 
Sb-116 0.263 h 0.200 2.7 × 10–10 0.100 1.6 × 10–10 8.0 × 10–11 4.8 × 10–11 3.3 × 10–11 2.6 × 10–11 
Sb-116m 1.00 h 0.200 5.0 × 10–10 0.100 3.3 × 10–10 1.9 × 10–10 1.2 × 10–10 8.3 × 10–11 6.7 × 10–11 
Sb-117 2.80 h 0.200 1.6 × 10–10 0.100 1.0 × 10–10 5.6 × 10–11 3.5 × 10–11 2.2 × 10–11 1.8 × 10–11 
Sb-118m 5.00 h 0.200 1.3 × 10–9 0.100 1.0 × 10–9 5.8 × 10–10 3.9 × 10–10 2.6 × 10–10 2.1 × 10–10 
Sb-119 1.59 d 0.200 8.4 × 10–10 0.100 5.8 × 10–10 3.0 × 10–10 1.8 × 10–10 1.0 × 10–10 8.0 × 10–11 
Sb-120 0.265 h 0.200 1.7 × 10–10 0.100 9.4 × 10–11 4.6 × 10–11 2.7 × 10–11 1.8 × 10–11 1.4 × 10–11 
Sb-120m 5.76 d 0.200 8.1 × 10–9 0.100 6.0 × 10–9 3.5 × 10–9 2.3 × 10–9 1.6 × 10–9 1.2 × 10–9 
Sb-122 2.70 d 0.200 1.8 × 10–8 0.100 1.2 × 10–8 6.1 × 10–9 3.7 × 10–9 2.1 × 10–9 1.7 × 10–9 
Sb-124 60.2 d 0.200 2.5 × 10–8 0.100 1.6 × 10–8 8.4 × 10–9 5.2 × 10–9 3.2 × 10–9 2.5 × 10–9 
Sb-124m 0.337 h 0.200 8.5 × 10–11 0.100 4.9 × 10–11 2.5 × 10–11 1.5 × 10–11 1.0 × 10–11 8.0 × 10–12 
Sb-125 2.77 a 0.200 1.1 × 10–8 0.100 6.1 × 10–9 3.4 × 10–9 2.1 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 
Sb-126 12.4 d 0.200 2.0 × 10–8 0.100 1.4 × 10–8 7.6 × 10–9 4.9 × 10–9 3.1 × 10–9 2.4 × 10–9 
Sb-126m 0.317 h 0.200 3.9 × 10–10 0.100 2.2 × 10–10 1.1 × 10–10 6.6 × 10–11 4.5 × 10–11 3.6 × 10–11 
Sb-127 3.85 d 0.200 1.7 × 10–8 0.100 1.2 × 10–8 5.9 × 10–9 3.6 × 10–9 2.1 × 10–9 1.7 × 10–9 
Sb-128 9.01 h 0.200 6.3 × 10–9 0.100 4.5 × 10–9 2.4 × 10–9 1.5 × 10–9 9.5 × 10–10 7.6 × 10–10 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Sb-128 0.173 h 0.200 3.7 × 10–10 0.100 2.1 × 10–10 1.0 × 10–10 6.0 × 10–11 4.1 × 10–11 3.3 × 10–11 
Sb-129 4.32 h 0.200 4.3 × 10–9 0.100 2.8 × 10–9 1.5 × 10–9 8.8 × 10–10 5.3 × 10–10 4.2 × 10–10 
Sb-130 0.667 h 0.200 9.1 × 10–10 0.100 5.4 × 10–10 2.8 × 10–10 1.7 × 10–10 1.2 × 10–10 9.1 × 10–11 
Sb-131 0.383 h 0.200 1.1 × 10–9 0.100 7.3 × 10–10 3.9 × 10–10 2.1 × 10–10 1.4 × 10–10 1.0 × 10–10 
テルル          
Te-116 2.49 h 0.600 1.4 × 10–9 0.300 1.0 × 10–9 5.5 × 10–10 3.4 × 10–10 2.1 × 10–10 1.7 × 10–1 
Te-121 17.0 d 0.600 3.1 × 10–9 0.300 2.0 × 10–9 1.2 × 10–9 8.0 × 10–10 5.4 × 10–10 4.3 × 10–1 
Te-121m 154 d 0.600 2.7 × 10–8 0.300 1.2 × 10–8 6.9 × 10–9 4.2 × 10–9 2.8 × 10–9 2.3 × 10–9 
Te-123 1.00 × 1013 a 0.600 2.0 × 10–8 0.300 9.3 × 10–9 6.9 × 10–9 5.4 × 10–9 4.7 × 10–9 4.4 × 10–9 
Te-123m 120 d 0.600 1.9 × 10–8 0.300 8.8 × 10–9 4.9 × 10–9 2.8 × 10–9 1.7 × 10–9 1.4 × 10–9 
Te-125m 58.0 d 0.600 1.3 × 10–8 0.300 6.3 × 10–9 3.3 × 10–9 1.9 × 10–9 1.1 × 10–9 8.7 × 10–10 
Te-127 9.35 h 0.600 1.5 × 10–9 0.300 1.2 × 10–9 6.2 × 10–10 3.6 × 10–10 2.1 × 10–10 1.7 × 10–10 
Te-127m 109 d 0.600 4.1 × 10–8 0.300 1.8 × 10–8 9.5 × 10–9 5.2 × 10–9 3.0 × 10–9 2.3 × 10–9 
Te-129 1.16 h 0.600 7.5 × 10–10 0.300 4.4 × 10–10 2.1 × 10–10 1.2 × 10–10 8.0 × 10–11 6.3 × 10–11 
Te-129m 33.6 d 0.600 4.4 × 10–8 0.300 2.4 × 10–8 1.2 × 10–8 6.6 × 10–9 3.9 × 10–9 3.0 × 10–9 
Te-131 0.417 h 0.600 9.0 × 10–10 0.300 6.6 × 10–10 3.5 × 10–10 1.9 × 10–10 1.2 × 10–10 8.7 × 10–11 
Te-131m 1.25 d 0.600 2.0 × 10–8 0.300 1.4 × 10–8 7.8 × 10–9 4.3 × 10–9 2.7 × 10–9 1.9 × 10–9 
Te-132 3.26 d 0.600 4.8 × 10–8 0.300 3.0 × 10–8 1.6 × 10–8 8.3 × 10–9 5.3 × 10–9 3.8 × 10–9 
Te-133 0.207 h 0.600 8.4 × 10–10 0.300 6.3 × 10–10 3.3 × 10–10 1.6 × 10–10 1.1 × 10–10 7.2 × 10–11 
Te-133m 0.923 h 0.600 3.1 × 10–9 0.300 2.4 × 10–9 1.3 × 10–9 6.3 × 10–10 4.1 × 10–10 2.8 × 10–10 
Te-134 0.696 h 0.600 1.1 × 10–9 0.300 7.5 × 10–10 3.9 × 10–10 2.2 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

ヨウ素          
I-120 1.35 h 1.000 3.9 × 10–9 1.000 2.8 × 10–9 1.4 × 10–9 7.2 × 10–10 4.8 × 10–10 3.4 × 10–10 
I-120m 0.883 h 1.000 2.3 × 10–9 1.000 1.5 × 10–9 7.8 × 10–10 4.2 × 10–10 2.9 × 10–10 2.1 × 10–10 
I-121 2.12 h 1.000 6.2 × 10–10 1.000 5.3 × 10–10 3.1 × 10–10 1.7 × 10–10 1.2 × 10–10 8.2 × 10–11 
I-123 13.2 h 1.000 2.2 × 10–9 1.000 1.9 × 10–9 1.1 × 10–9 4.9 × 10–10 3.3 × 10–10 2.1 × 10–10 
I-124 4.18 d 1.000 1.2 × 10–7 1.000 1.1 × 10–7 6.3 × 10–8 3.1 × 10–8 2.0 × 10–8 1.3 × 10–8 
I-125 60.1 d 1.000 5.2 × 10–8 1.000 5.7 × 10–8 4.1 × 10–8 3.1 × 10–8 2.2 × 10–8 1.5 × 10–8 
I-126 13.0 d 1.000 2.1 × 10–7 1.000 2.1 × 10–7 1.3 × 10–7 6.8 × 10–8 4.5 × 10–8 2.9 × 10–8 
I-128 0.416 h 1.000 5.7 × 10–10 1.000 3.3 × 10–10 1.6 × 10–10 8.9 × 10–11 6.0 × 10–11 4.6 × 10–11 
I-129 1.57 × 107 a 1.000 1.8 × 10–7 1.000 2.2 × 10–7 1.7 × 10–7 1.9 × 10–7 1.4 × 10–7 1.1 × 10–7 
I-130 12.4 h 1.000 2.1 × 10–8 1.000 1.8 × 10–8 9.8 × 10–9 4.6 × 10–9 3.0 × 10–9 2.0 × 10–9 
I-131 8.04 d 1.000 1.8 × 10–7 1.000 1.8 × 10–7 1.0 × 10–7 5.2 × 10–8 3.4 × 10–8 2.2 × 10–8 
I-132 2.30 h 1.000 3.0 × 10–9 1.000 2.4 × 10–9 1.3 × 10–9 6.2 × 10–10 4.1 × 10–10 2.9 × 10–10 
I-132m 1.39 h 1.000 2.4 × 10–9 1.000 2.0 × 10–9 1.1 × 10–9 5.0 × 10–10 3.3 × 10–10 2.2 × 10–10 
I-133 20.8 h 1.000 4.9 × 10–8 1.000 4.4 × 10–8 2.3 × 10–8 1.0 × 10–8 6.8 × 10–9 4.3 × 10–9 
I-134 0.876 h 1.000 1.1 × 10–9 1.000 7.5 × 10–10 3.9 × 10–10 2.1 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
I-135 6.61 h 1.000 1.0 × 10–8 1.000 8.9 × 10–9 4.7 × 10–9 2.2 × 10–9 1.4 × 10–9 9.3 × 10–10 
セシウム          
Cs-125 0.750 h 1.000 3.9 × 10–10 1.000 2.2 × 10–10 1.1 × 10–10 6.5 × 10–11 4.4 × 10–11 3.5 × 10–11 
Cs-127 6.25 h 1.000 1.8 × 10–10 1.000 1.2 × 10–10 6.6 × 10–11 4.2 × 10–11 2.9 × 10–11 2.4 × 10–11 

  



 

 

243 

表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Cs-129 1.34 d 1.000 4.4 × 10–10 1.000 3.0 × 10–10 1.7 × 10–10 1.1 × 10–10 7.2 × 10–11 6.0 × 10–11 
Cs-130 0.498 h 1.000 3.3 × 10–10 1.000 1.8 × 10–10 9.0 × 10–11 5.2 × 10–11 3.6 × 10–11 2.8 × 10–11 
Cs-131 9.69 d 1.000 4.6 × 10–10 1.000 2.9 × 10–10 1.6 × 10–10 1.0 × 10–10 6.9 × 10–11 5.8 × 10–11 
Cs-132 6.48 d 1.000 2.7 × 10–9 1.000 1.8 × 10–9 1.1 × 10–9 7.7 × 10–10 5.7 × 10–10 5.0 × 10–10 
Cs-134 2.06 a 1.000 2.6 × 10–8 1.000 1.6 × 10–8 1.3 × 10–8 1.4 × 10–8 1.9 × 10–8 1.9 × 10–8 
Cs-134m 2.90 h 1.000 2.1 × 10–10 1.000 1.2 × 10–10 5.9 × 10–11 3.5 × 10–11 2.5 × 10–11 2.0 × 10–11 
Cs-135 2.30 × 106 a 1.000 4.1 × 10–9 1.000 2.3 × 10–9 1.7 × 10–9 1.7 × 10–9 2.0 × 10–9 2.0 × 10–9 
Cs-135m 0.883 h 1.000 1.3 × 10–10 1.000 8.6 × 10–11 4.9 × 10–11 3.2 × 10–11 2.3 × 10–11 1.9 × 10–11 
Cs-136 13.1 d 1.000 1.5 × 10–8 1.000 9.5 × 10–9 6.1 × 10–9 4.4 × 10–9 3.4 × 10–9 3.0 × 10–9 
Cs-137 30.0 a 1.000 2.1 × 10–8 1.000 1.2 × 10–8 9.6 × 10–9 1.0 × 10–8 1.3 × 10–8 1.3 × 10–8 
Cs-138 0.536 h 1.000 1.1 × 10–9 1.000 5.9 × 10–10 2.9 × 10–10 1.7 × 10–10 1.2 × 10–10 9.2 × 10–11 
バリウム f          
Ba-126 1.61 h 0.600 2.7 × 10–9 0.200 1.7 × 10–9 8.5 × 10–10 5.0 × 10–10 3.1 × 10–10 2.6 × 10–10 
Ba-128 2.43 d 0.600 2.0 × 10–8 0.200 1.7 × 10–8 9.0 × 10–9 5.2 × 10–9 3.0 × 10–9 2.7 × 10–9 
Ba-131 11.8 d 0.600 4.2 × 10–9 0.200 2.6 × 10–9 1.4 × 10–9 9.4 × 10–10 6.2 × 10–10 4.5 × 10–10 
Ba-131m 0.243 h 0.600 5.8 × 10–11 0.200 3.2 × 10–11 1.6 × 10–11 9.3 × 10–12 6.3 × 10–12 4.9 × 10–12 
Ba-133 10.7 a 0.600 2.2 × 10–8 0.200 6.2 × 10–9 3.9 × 10–9 4.6 × 10–9 7.3 × 10–9 1.5 × 10–9 
Ba-133m 1.62 d 0.600 4.2 × 10–9 0.200 3.6 × 10–9 1.8 × 10–9 1.1 × 10–9 5.9 × 10–10 5.4 × 10–10 
Ba-135m 1.20 d 0.600 3.3 × 10–9 0.200 2.9 × 10–9 1.5 × 10–9 8.5 × 10–10 4.7 × 10–10 4.3 × 10–10 
Ba-139 1.38 h 0.600 1.4 × 10–9 0.200 8.4 × 10–10 4.1 × 10–10 2.4 × 10–10 1.5 × 10–10 1.2 × 10–10 
Ba-140 12.7 d 0.600 3.2 × 10–8 0.200 1.8 × 10–8 9.2 × 10–9 5.8 × 10–9 3.7 × 10–9 2.6 × 10–9 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Ba-141 0.305 h 0.600 7.6 × 10–10 0.200 4.7 × 10–10 2.3 × 10–10 1.3 × 10–10 8.6 × 10–11 7.0 × 10–11 
Ba-142 0.177 h 0.600 3.6 × 10–10 0.200 2.2 × 10–10 1.1 × 10–10 6.6 × 10–11 4.3 × 10–11 3.5 × 10–11 
ランタニウム          
La-131 0.983 h 0.005 3.5 × 10–10 5.0 × 10–4 2.1 × 10–10 1.1 × 10–10 6.6 × 10–11 4.4 × 10–11 3.5 × 10–11 
La-132 4.80 h 0.005 3.8 × 10–9 5.0 × 10–4 2.4 × 10–9 1.3 × 10–9 7.8 × 10–10 4.8 × 10–10 3.9 × 10–10 
La-135 19.5 h 0.005 2.8 × 10–10 5.0 × 10–4 1.9 × 10–10 1.0 × 10–10 6.4 × 10–11 3.9 × 10–11 3.0 × 10–11 
La-137 6.00 × 104 a 0.005 1.1 × 10–9 5.0 × 10–4 4.5 × 10–10 2.5 × 10–10 1.6 × 10–10 1.0 × 10–10 8.1 × 10–11 
La-138 1.35 × 1011 a 0.005 1.3 × 10–8 5.0 × 10–4 4.6 × 10–9 2.7 × 10–9 1.9 × 10–9 1.3 × 10–9 1.1 × 10–9 
La-140 1.68 d 0.005 2.0 × 10–8 5.0 × 10–4 1.3 × 10–8 6.8 × 10–9 4.2 × 10–9 2.5 × 10–9 2.0 × 10–9 
La-141 3.93 h 0.005 4.3 × 10–9 5.0 × 10–4 2.6 × 10–9 1.3 × 10–9 7.6 × 10–10 4.5 × 10–10 3.6 × 10–10 
La-142 1.54 h 0.005 1.9 × 10–9 5.0 × 10–4 1.1 × 10–9 5.8 × 10–10 3.5 × 10–10 2.3 × 10–10 1.8 × 10–10 
La-143 0.237 h 0.005 6.9 × 10–10 5.0 × 10–4 3.9 × 10–10 1.9 × 10–10 1.1 × 10–10 7.1 × 10–11 5.6 × 10–11 
セリウム          
Ce-134 3.00 d 0.005 2.8 × 10–8 5.0 × 10–4 1.8 × 10–8 9.1 × 10–9 5.5 × 10–9 3.2 × 10–9 2.5 × 10–9 
Ce-135 17.6 h 0.005 7.0 × 10–9 5.0 × 10–4 4.7 × 10–9 2.6 × 10–9 1.6 × 10–9 1.0 × 10–9 7.9 × 10–10 
Ce-137 9.00 h 0.005 2.6 × 10–10 5.0 × 10–4 1.7 × 10–10 8.8 × 10–11 5.4 × 10–11 3.2 × 10–11 2.5 × 10–11 
Ce-137m 1.43 d 0.005 6.1 × 10–9 5.0 × 10–4 3.9 × 10–9 2.0 × 10–9 1.2 × 10–9 6.8 × 10–10 5.4 × 10–10 
Ce-139 138 d 0.005 2.6 × 10–9 5.0 × 10–4 1.6 × 10–9 8.6 × 10–10 5.4 × 10–10 3.3 × 10–10 2.6 × 10–10 
Ce-141 32.5 d 0.005 8.1 × 10–9 5.0 × 10–4 5.1 × 10–9 2.6 × 10–9 1.5 × 10–9 8.8 × 10–10 7.1 × 10–10 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Ce-143 1.38 d 0.005 1.2 × 10–8 5.0 × 10–4 8.0 × 10–9 4.1 × 10–9 2.4 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 
Ce-144 284 d 0.005 6.6 × 10–8 5.0 × 10–4 3.9 × 10–8 1.9 × 10–8 1.1 × 10–8 6.5 × 10–9 5.2 × 10–9 
プラセオジム          
Pr-136 0.218 h 0.005 3.7 × 10–10 5.0 × 10–4 2.1 × 10–10 1.0 × 10–10 6.1 × 10–11 4.2 × 10–11 3.3 × 10–11 
Pr-137 1.28 h 0.005 4.1 × 10–10 5.0 × 10–4 2.5 × 10–10 1.3 × 10–10 7.7 × 10–11 5.0 × 10–11 4.0 × 10–11 
Pr-138m 2.10 h 0.005 1.0 × 10–9 5.0 × 10–4 7.4 × 10–10 4.1 × 10–10 2.6 × 10–10 1.6 × 10–10 1.3 × 10–10 
Pr-139 4.51 h 0.005 3.2 × 10–10 5.0 × 10–4 2.0 × 10–10 1.1 × 10–10 6.5 × 10–11 4.0 × 10–11 3.1 × 10–11 
Pr-142 19.1 h 0.005 1.5 × 10–8 5.0 × 10–4 9.8 × 10–9 4.9 × 10–9 2.9 × 10–9 1.6 × 10–9 1.3 × 10–9 
Pr-142m 0.243 h 0.005 2.0 × 10–10 5.0 × 10–4 1.2 × 10–10 6.2 × 10–11 3.7 × 10–11 2.1 × 10–11 1.7 × 10–11 
Pr-143 13.6 d 0.005 1.4 × 10–8 5.0 × 10–4 8.7 × 10–9 4.3 × 10–9 2.6 × 10–9 1.5 × 10–9 1.2 × 10–9 
Pr-144 0.288 h 0.005 6.4 × 10–10 5.0 × 10–4 3.5 × 10–10 1.7 × 10–10 9.5 × 10–11 6.5 × 10–11 5.0 × 10–11 
Pr-145 5.98 h 0.005 4.7 × 10–9 5.0 × 10–4 2.9 × 10–9 1.4 × 10–9 8.5 × 10–10 4.9 × 10–10 3.9 × 10–10 
Pr-147 0.227 h 0.005 3.9 × 10–10 5.0 × 10–4 2.2 × 10–10 1.1 × 10–10 6.1 × 10–11 4.2 × 10–11 3.3 × 10–11 
ネオジム          
Nd-136 0.844 h 0.005 1.0 × 10–9 5.0 × 10–4 6.1 × 10–10 3.1 × 10–10 1.9 × 10–10 1.2 × 10–10 9.9 × 10–11 
Nd-138 5.04 h 0.005 7.2 × 10–9 5.0 × 10–4 4.5 × 10–9 2.3 × 10–9 1.3 × 10–9 8.0 × 10–10 6.4 × 10–10 
Nd-139 0.495 h 0.005 2.1 × 10–10 5.0 × 10–4 1.2 × 10–10 6.3 × 10–11 3.7 × 10–11 2.5 × 10–11 2.0 × 10–11 
Nd-139m 5.50 h 0.005 2.1 × 10–9 5.0 × 10–4 1.4 × 10–9 7.8 × 10–10 5.0 × 10–10 3.1 × 10–10 2.5 × 10–10 
Nd-141 2.49 h 0.005 7.8 × 10–11 5.0 × 10–4 5.0 × 10–11 2.7 × 10–11 1.6 × 10–11 1.0 × 10–11 8.3 × 10–12 
Nd-147 11.0 d 0.005 1.2 × 10–8 5.0 × 10–4 7.8 × 10–9 3.9 × 10–9 2.3 × 10–9 1.3 × 10–9 1.1 × 10–9 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Nd-149 1.73 h 0.005 1.4 × 10–9 5.0 × 10–4 8.7 × 10–10 4.3 × 10–10 2.6 × 10–10 1.6 × 10–10 1.2 × 10–10 
Nd-151 0.207 h 0.005 3.4 × 10–10 5.0 × 10–4 2.0 × 10–10 9.7 × 10–11 5.7 × 10–11 3.8 × 10–11 3.0 × 10–11 
プロメチウム          
Pm-141 0.348 h 0.005 4.2 × 10–10 5.0 × 10–4 2.4 × 10–10 1.2 × 10–10 6.8 × 10–11 4.6 × 10–11 3.6 × 10–11 
Pm-143 265 d 0.005 1.9 × 10–9 5.0 × 10–4 1.2 × 10–9 6.7 × 10–10 4.4 × 10–10 2.9 × 10–10 2.3 × 10–10 
Pm-144 363 d 0.005 7.6 × 10–9 5.0 × 10–4 4.7 × 10–9 2.7 × 10–9 1.8 × 10–9 1.2 × 10–9 9.7 × 10–10 
Pm-145 17.7 a 0.005 1.5 × 10–9 5.0 × 10–4 6.8 × 10–10 3.7 × 10–10 2.3 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
Pm-146 5.53 a 0.005 1.0 × 10–8 5.0 × 10–4 5.1 × 10–9 2.8 × 10–9 1.8 × 10–9 1.1 × 10–9 9.0 × 10–10 
Pm-147 2.62 a 0.005 3.6 × 10–9 5.0 × 10–4 1.9 × 10–9 9.6 × 10–10 5.7 × 10–10 3.2 × 10–10 2.6 × 10–10 
Pm-148 5.37 d 0.005 3.0 × 10–8 5.0 × 10–4 1.9 × 10–8 9.7 × 10–9 5.8 × 10–9 3.3 × 10–9 2.7 × 10–9 
Pm-148m 41.3 d 0.005 1.5 × 10–8 5.0 × 10–4 1.0 × 10–8 5.5 × 10–9 3.5 × 10–9 2.2 × 10–9 1.7 × 10–9 
Pm-149 2.21 d 0.005 1.2 × 10–8 5.0 × 10–4 7.4 × 10–9 3.7 × 10–9 2.2 × 10–9 1.2 × 10–9 9.9 × 10–10 
Pm-150 2.68 h 0.005 2.8 × 10–9 5.0 × 10–4 1.7 × 10–9 8.7 × 10–10 5.2 × 10–10 3.2 × 10–10 2.6 × 10–10 
Pm-151 1.18 d 0.005 8.0 × 10–9 5.0 × 10–4 5.1 × 10–9 2.6 × 10–9 1.6 × 10–9 9.1 × 10–10 7.3 × 10–10 
サマリウム          
Sm-141 0.170 h 0.005 4.5 × 10–10 5.0 × 10–4 2.5 × 10–10 1.3 × 10–10 7.3 × 10–11 5.0 × 10–11 3.9 × 10–11 
Sm-141m 0.377 h 0.005 7.0 × 10–10 5.0 × 10–4 4.0 × 10–10 2.0 × 10–10 1.2 × 10–10 8.2 × 10–11 6.5 × 10–11 
Sm-142 1.21 h 0.005 2.2 × 10–9 5.0 × 10–4 1.3 × 10–9 6.2 × 10–10 3.6 × 10–10 2.4 × 10–10 1.9 × 10–10 
Sm-145 340 d 0.005 2.4 × 10–9 5.0 × 10–4 1.4 × 10–9 7.3 × 10–10 4.5 × 10–10 2.7 × 10–10 2.1 × 10–10 
Sm-146 1.03 × 108 a 0.005 1.5 × 10–6 5.0 × 10–4 1.5 × 10–7 1.0 × 10–7 7.0 × 10–8 5.8 × 10–8 5.4 × 10–8 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Sm-147 1.06 × 1011 a 0.005 1.4 × 10–6 5.0 × 10–4 1.4 × 10–7 9.2 × 10–8 6.4 × 10–8 5.2 × 10–8 4.9 × 10–8 
Sm-151 90.0 a 0.005 1.5 × 10–9 5.0 × 10–4 6.4 × 10–10 3.3 × 10–10 2.0 × 10–10 1.2 × 10–10 9.8 × 10–11 
Sm-153 1.95 d 0.005 8.4 × 10–9 5.0 × 10–4 5.4 × 10–9 2.7 × 10–9 1.6 × 10–9 9.2 × 10–10 7.4 × 10–10 
Sm-155 0.368 h 0.005 3.6 × 10–10 5.0 × 10–4 2.0 × 10–10 9.7 × 10–11 5.5 × 10–11 3.7 × 10–11 2.9 × 10–11 
Sm-156 9.40 h 0.005 2.8 × 10–9 5.0 × 10–4 1.8 × 10–9 9.0 × 10–10 5.4 × 10–10 3.1 × 10–10 2.5 × 10–10 
ユウロピウム          
Eu-145 5.94 d 0.005 5.1 × 10–9 5.0 × 10–4 3.7 × 10–9 2.1 × 10–9 1.4 × 10–9 9.4 × 10–10 7.5 × 10–10 
Eu-146 4.61 d 0.005 8.5 × 10–9 5.0 × 10–4 6.2 × 10–9 3.6 × 10–9 2.4 × 10–9 1.6 × 10–9 1.3 × 10–9 
Eu-147 24.0 d 0.005 3.7 × 10–9 5.0 × 10–4 2.5 × 10–9 1.4 × 10–9 8.9 × 10–10 5.6 × 10–10 4.4 × 10–10 
Eu-148 54.5 d 0.005 8.5 × 10–9 5.0 × 10–4 6.0 × 10–9 3.5 × 10–9 2.4 × 10–9 1.6 × 10–9 1.3 × 10–9 
Eu-149 93.1 d 0.005 9.7 × 10–10 5.0 × 10–4 6.3 × 10–10 3.4 × 10–10 2.1 × 10–10 1.3 × 10–10 1.0 × 10–10 
Eu-150 34.2 a 0.005 1.3 × 10–8 5.0 × 10–4 5.7 × 10–9 3.4 × 10–9 2.3 × 10–9 1.5 × 10–9 1.3 × 10–9 
Eu-150m 12.6 h 0.005 4.4 × 10–9 5.0 × 10–4 2.8 × 10–9 1.4 × 10–9 8.2 × 10–10 4.7 × 10–10 3.8 × 10–10 
Eu-152 13.3 a 0.005 1.6 × 10–8 5.0 × 10–4 7.4 × 10–9 4.1 × 10–9 2.6 × 10–9 1.7 × 10–9 1.4 × 10–9 
Eu-152m 9.32 h 0.005 5.7 × 10–9 5.0 × 10–4 3.6 × 10–9 1.8 × 10–9 1.1 × 10–9 6.2 × 10–10 5.0 × 10–10 
Eu-154 8.80 a 0.005 2.5 × 10–8 5.0 × 10–4 1.2 × 10–8 6.5 × 10–9 4.1 × 10–9 2.5 × 10–9 2.0 × 10–9 
Eu-155 4.96 a 0.005 4.3 × 10–9 5.0 × 10–4 2.2 × 10–9 1.1 × 10–9 6.8 × 10–10 4.0 × 10–10 3.2 × 10–10 
Eu-156 15.2 d 0.005 2.2 × 10–8 5.0 × 10–4 1.5 × 10–8 7.5 × 10–9 4.6 × 10–9 2.7 × 10–9 2.2 × 10–9 
Eu-157 15.1 h 0.005 6.7 × 10–9 5.0 × 10–4 4.3 × 10–9 2.2 × 10–9 1.3 × 10–9 7.5 × 10–10 6.0 × 10–10 
Eu-158 0.765 h 0.005 1.1 × 10–9 5.0 × 10–4 6.2 × 10–10 3.1 × 10–10 1.8 × 10–10 1.2 × 10–10 9.4 × 10–11 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

ガドリニウム          
Gd-145 0.382 h 0.005 4.5 × 10–10 5.0 × 10–4 2.6 × 10–10 1.3 × 10–10 8.1 × 10–11 5.6 × 10–11 4.4 × 10–11 
Gd-146 48.3 d 0.005 9.4 × 10–9 5.0 × 10–4 6.0 × 10–9 3.2 × 10–9 2.0 × 10–9 1.2 × 10–9 9.6 × 10–10 
Gd-147 1.59 d 0.005 4.5 × 10–9 5.0 × 10–4 3.2 × 10–9 1.8 × 10–9 1.2 × 10–9 7.7 × 10–10 6.1 × 10–10 
Gd-148 93.0 a 0.005 1.7 × 10–6 5.0 × 10–4 1.6 × 10–7 1.1 × 10–7 7.3 × 10–8 5.9 × 10–8 5.6 × 10–8 
Gd-149 9.40 d 0.005 4.0 × 10–9 5.0 × 10–4 2.7 × 10–9 1.5 × 10–9 9.3 × 10–10 5.7 × 10–10 4.5 × 10–10 
Gd-151 120 d 0.005 2.1 × 10–9 5.0 × 10–4 1.3 × 10–9 6.8 × 10–10 4.2 × 10–10 2.4 × 10–10 2.0 × 10–10 
Gd-152 1.08 × 1014 a 0.005 1.2 × 10–6 5.0 × 10–4 1.2 × 10–7 7.7 × 10–8 5.3 × 10–8 4.3 × 10–8 4.1 × 10–8 
Gd-153 242 d 0.005 2.9 × 10–9 5.0 × 10–4 1.8 × 10–9 9.4 × 10–10 5.8 × 10–10 3.4 × 10–10 2.7 × 10–10 
Gd-159 18.6 h 0.005 5.7 × 10–9 5.0 × 10–4 3.6 × 10–9 1.8 × 10–9 1.1 × 10–9 6.2 × 10–10 4.9 × 10–10 
テルビウム          
Tb-147 1.65 h 0.005 1.5 × 10–9 5.0 × 10–4 1.0 × 10–9 5.4 × 10–10 3.3 × 10–10 2.0 × 10–10 1.6 × 10–10 
Tb-149 4.15 h 0.005 2.4 × 10–9 5.0 × 10–4 1.5 × 10–9 8.0 × 10–10 5.0 × 10–10 3.1 × 10–10 2.5 × 10–10 
Tb-150 3.27 h 0.005 2.5 × 10–9 5.0 × 10–4 1.6 × 10–9 8.3 × 10–10 5.1 × 10–10 3.2 × 10–10 2.5 × 10–10 
Tb-151 17.6 h 0.005 2.7 × 10–9 5.0 × 10–4 1.9 × 10–9 1.0 × 10–9 6.7 × 10–10 4.2 × 10–10 3.4 × 10–10 
Tb-153 2.34 d 0.005 2.3 × 10–9 5.0 × 10–4 1.5 × 10–9 8.2 × 10–10 5.1 × 10–10 3.1 × 10–10 2.5 × 10–10 
Tb-154 21.4 h 0.005 4.7 × 10–9 5.0 × 10–4 3.4 × 10–9 1.9 × 10–9 1.3 × 10–9 8.1 × 10–10 6.5 × 10–10 
Tb-155 5.32 d 0.005 1.9 × 10–9 5.0 × 10–4 1.3 × 10–9 6.8 × 10–10 4.3 × 10–10 2.6 × 10–10 2.1 × 10–10 
Tb-156 5.34 d 0.005 9.0 × 10–9 5.0 × 10–4 6.3 × 10–9 3.5 × 10–9 2.3 × 10–9 1.5 × 10–9 1.2 × 10–9 
Tb-156m 1.02 d 0.005 1.5 × 10–9 5.0 × 10–4 1.0 × 10–9 5.6 × 10–10 3.5 × 10–10 2.2 × 10–10 1.7 × 10–10 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Tb-156m’ 5.00 h 0.005 8.0 × 10–10 5.0 × 10–4 5.2 × 10–10 2.7 × 10–10 1.7 × 10–10 1.0 × 10–10 8.1 × 10–11 
Tb-157 1.50 × 102 a 0.005 4.9 × 10–10 5.0 × 10–4 2.2 × 10–10 1.1 × 10–10 6.8 × 10–11 4.1 × 10–11 3.4 × 10–11 
Tb-158 1.50 × 102 a 0.005 1.3 × 10–8 5.0 × 10–4 5.9 × 10–9 3.3 × 10–9 2.1 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 
Tb-160 72.3 d 0.005 1.6 × 10–8 5.0 × 10–4 1.0 × 10–8 5.4 × 10–9 3.3 × 10–9 2.0 × 10–9 1.6 × 10–9 
Tb-161 6.91 d 0.005 8.3 × 10–9 5.0 × 10–4 5.3 × 10–9 2.7 × 10–9 1.6 × 10–9 9.0 × 10–10 7.2 × 10–10 
ジスプロシウム          
Dy-155 10.0 h 0.005 9.7 × 10–10 5.0 × 10–4 6.8 × 10–10 3.8 × 10–10 2.5 × 10–10 1.6 × 10–10 1.3 × 10–10 
Dy-157 8.10 h 0.005 4.4 × 10–10 5.0 × 10–4 3.1 × 10–10 1.8 × 10–10 1.2 × 10–10 7.7 × 10–11 6.1 × 10–11 
Dy-159 144 d 0.005 1.0 × 10–9 5.0 × 10–4 6.4 × 10–10 3.4 × 10–10 2.1 × 10–10 1.3 × 10–10 1.0 × 10–10 
Dy-165 2.33 h 0.005 1.3 × 10–9 5.0 × 10–4 7.9 × 10–10 3.9 × 10–10 2.3 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
Dy-166 3.40 d 0.005 1.9 × 10–8 5.0 × 10–4 1.2 × 10–8 6.0 × 10–9 3.6 × 10–9 2.0 × 10–9 1.6 × 10–9 
ホルミウム          
Ho-155 0.800 h 0.005 3.8 × 10–10 5.0 × 10–4 2.3 × 10–10 1.2 × 10–10 7.1 × 10–11 4.7 × 10–11 3.7 × 10–11 
Ho-157 0.210 h 0.005 5.8 × 10–11 5.0 × 10–4 3.6 × 10–11 1.9 × 10–11 1.2 × 10–11 8.1 × 10–12 6.5 × 10–12 
Ho-159 0.550 h 0.005 7.1 × 10–11 5.0 × 10–4 4.3 × 10–11 2.3 × 10–11 1.4 × 10–11 9.9 × 10–12 7.9 × 10–12 
Ho-161 2.50 h 0.005 1.4 × 10–10 5.0 × 10–4 8.1 × 10–11 4.2 × 10–11 2.5 × 10–11 1.6 × 10–11 1.3 × 10–11 
Ho-162 0.250 h 0.005 3.5 × 10–11 5.0 × 10–4 2.0 × 10–11 1.0 × 10–11 6.0 × 10–12 4.2 × 10–12 3.3 × 10–12 
Ho-162m 1.13 h 0.005 2.4 × 10–10 5.0 × 10–4 1.5 × 10–10 7.9 × 10–11 4.9 × 10–11 3.3 × 10–11 2.6 × 10–11 
Ho-164 0.483 h 0.005 1.2 × 10–10 5.0 × 10–4 6.5 × 10–11 3.2 × 10–11 1.8 × 10–11 1.2 × 10–11 9.5 × 10–12 
Ho-164m 0.625 h 0.005 2.0 × 10–10 5.0 × 10–4 1.1 × 10–10 5.5 × 10–11 3.2 × 10–11 2.1 × 10–11 1.6 × 10–11 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Ho-166 1.12 d 0.005 1.6 × 10–8 5.0 × 10–4 1.0 × 10–8 5.2 × 10–9 3.1 × 10–9 1.7 × 10–9 1.4 × 10–9 
Ho-166m 1.20 × 103 a 0.005 2.6 × 10–8 5.0 × 10–4 9.3 × 10–9 5.3 × 10–9 3.5 × 10–9 2.4 × 10–9 2.0 × 10–9 
Ho-167 3.10 h 0.005 8.8 × 10–10 5.0 × 10–4 5.5 × 10–10 2.8 × 10–10 1.7 × 10–10 1.0 × 10–10 8.3 × 10–11 
エルビウム          
Er-161 3.24 h 0.005 6.5 × 10–10 5.0 × 10–4 4.4 × 10–10 2.4 × 10–10 1.6 × 10–10 1.0 × 10–10 8.0 × 10–11 
Er-165 10.4 h 0.005 1.7 × 10–10 5.0 × 10–4 1.1 × 10–10 6.2 × 10–11 3.9 × 10–11 2.4 × 10–11 1.9 × 10–11 
Er-169 9.30 d 0.005 4.4 × 10–9 5.0 × 10–4 2.8 × 10–9 1.4 × 10–9 8.2 × 10–10 4.7 × 10–10 3.7 × 10–10 
Er-171 7.52 h 0.005 4.0 × 10–9 5.0 × 10–4 2.5 × 10–9 1.3 × 10–9 7.6 × 10–10 4.5 × 10–10 3.6 × 10–10 
Er-172 2.05 d 0.005 1.0 × 10–8 5.0 × 10–4 6.8 × 10–9 3.5 × 10–9 2.1 × 10–9 1.3 × 10–9 1.0 × 10–9 
ツリウム          
Tm-162 0.362 h 0.005 2.9 × 10–10 5.0 × 10–4 1.7 × 10–10 8.7 × 10–11 5.2 × 10–11 3.6 × 10–11 2.9 × 10–11 
Tm-166 7.70 h 0.005 2.1 × 10–9 5.0 × 10–4 1.5 × 10–9 8.3 × 10–10 5.5 × 10–10 3.5 × 10–10 2.8 × 10–10 
Tm-167 9.24 d 0.005 6.0 × 10–9 5.0 × 10–4 3.9 × 10–9 2.0 × 10–9 1.2 × 10–9 7.0 × 10–10 5.6 × 10–10 
Tm-170 129 d 0.005 1.6 × 10–8 5.0 × 10–4 9.8 × 10–9 4.9 × 10–9 2.9 × 10–9 1.6 × 10–9 1.3 × 10–9 
Tm-171 1.92 a 0.005 1.5 × 10–9 5.0 × 10–4 7.8 × 10–10 3.9 × 10–10 2.3 × 10–10 1.3 × 10–10 1.1 × 10–10 
Tm-172 2.65 d 0.005 1.9 × 10–8 5.0 × 10–4 1.2 × 10–8 6.1 × 10–9 3.7 × 10–9 2.1 × 10–9 1.7 × 10–9 
Tm-173 8.24 h 0.005 3.3 × 10–9 5.0 × 10–4 2.1 × 10–9 1.1 × 10–9 6.5 × 10–10 3.8 × 10–10 3.1 × 10–10 
Tm-175 0.253 h 0.005 3.1 × 10–10 5.0 × 10–4 1.7 × 10–10 8.6 × 10–11 5.0 × 10–11 3.4 × 10–11 2.7 × 10–11 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

イッテルビウム          
Yb-162 0.315 h 0.005 2.2 × 10–10 5.0 × 10–4 1.3 × 10–10 6.9 × 10–11 4.2 × 10–11 2.9 × 10–11 2.3 × 10–11 
Yb-166 2.36 d 0.005 7.7 × 10–9 5.0 × 10–4 5.4 × 10–9 2.9 × 10–9 1.9 × 10–9 1.2 × 10–9 9.5 × 10–10 
Yb-167 0.292 h 0.005 7.0 × 10–11 5.0 × 10–4 4.1 × 10–11 2.1 × 10–11 1.2 × 10–11 8.4 × 10–12 6.7 × 10–12 
Yb-169 32.0 d 0.005 7.1 × 10–9 5.0 × 10–4 4.6 × 10–9 2.4 × 10–9 1.5 × 10–9 8.8 × 10–10 7.1 × 10–10 
Yb-175 4.19 d 0.005 5.0 × 10–9 5.0 × 10–4 3.2 × 10–9 1.6 × 10–9 9.5 × 10–10 5.4 × 10–10 4.4 × 10–10 
Yb-177 1.90 h 0.005 1.0 × 10–9 5.0 × 10–4 6.8 × 10–10 3.4 × 10–10 2.0 × 10–10 1.1 × 10–10 8.8 × 10–11 
Yb-178 1.23 h 0.005 1.4 × 10–9 5.0 × 10–4 8.4 × 10–10 4.2 × 10–10 2.4 × 10–10 1.5 × 10–10 1.2 × 10–10 
ルテチウム          
Lu-169 1.42 d 0.005 3.5 × 10–9 5.0 × 10–4 2.4 × 10–9 1.4 × 10–9 8.9 × 10–10 5.7 × 10–10 4.6 × 10–10 
Lu-170 2.00 d 0.005 7.4 × 10–9 5.0 × 10–4 5.2 × 10–9 2.9 × 10–9 1.9 × 10–9 1.2 × 10–9 9.9 × 10–10 
Lu-171 8.22 d 0.005 5.9 × 10–9 5.0 × 10–4 4.0 × 10–9 2.2 × 10–9 1.4 × 10–9 8.5 × 10–10 6.7 × 10–10 
Lu-172 6.70 d 0.005 1.0 × 10–8 5.0 × 10–4 7.0 × 10–9 3.9 × 10–9 2.5 × 10–9 1.6 × 10–9 1.3 × 10–9 
Lu-173 1.37 a 0.005 2.7 × 10–9 5.0 × 10–4 1.6 × 10–9 8.6 × 10–10 5.3 × 10–10 3.2 × 10–10 2.6 × 10–1 
Lu-174 3.31 a 0.005 3.2 × 10–9 5.0 × 10–4 1.7 × 10–9 9.1 × 10–10 5.6 × 10–10 3.3 × 10–10 2.7 × 10–10 
Lu-174m 142 d 0.005 6.2 × 10–9 5.0 × 10–4 3.8 × 10–9 1.9 × 10–9 1.1 × 10–9 6.6 × 10–10 5.3 × 10–10 
Lu-176 3.60 × 1010 a 0.005 2.4 × 10–8 5.0 × 10–4 1.1 × 10–8 5.7 × 10–9 3.5 × 10–9 2.2 × 10–9 1.8 × 10–9 
Lu-176m 3.68 h 0.005 2.0 × 10–9 5.0 × 10–4 1.2 × 10–9 6.0 × 10–10 3.5 × 10–10 2.1 × 10–10 1.7 × 10–10 
Lu-177 6.71 d 0.005 6.1 × 10–9 5.0 × 10–4 3.9 × 10–9 2.0 × 10–9 1.2 × 10–9 6.6 × 10–10 5.3 × 10–10 
Lu-177m 161 d 0.005 1.7 × 10–8 5.0 × 10–4 1.1 × 10–8 5.8 × 10–9 3.6 × 10–9 2.1 × 10–9 1.7 × 10–9 

  



 

 

252 

表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Lu-178 0.473 h 0.005 5.9 × 10–10 5.0 × 10–4 3.3 × 10–10 1.6 × 10–10 9.0 × 10–11 6.1 × 10–11 4.7 × 10–11 
Lu-178m 0.378 h 0.005 4.3 × 10–10 5.0 × 10–4 2.4 × 10–10 1.2 × 10–10 7.1 × 10–11 4.9 × 10–11 3.8 × 10–11 
Lu-179 4.59 h 0.005 2.4 × 10–9 5.0 × 10–4 1.5 × 10–9 7.5 × 10–10 4.4 × 10–10 2.6 × 10–10 2.1 × 10–10 
ハフニウム          
Hf-170 16.0 h 0.020 3.9 × 10–9 0.002 2.7 × 10–9 1.5 × 10–9 9.5 × 10–10 6.0 × 10–10 4.8 × 10–10 
Hf-172 1.87 a 0.020 1.9 × 10–8 0.002 6.1 × 10–9 3.3 × 10–9 2.0 × 10–9 1.3 × 10–9 1.0 × 10–9 
Hf-173 24.0 h 0.020 1.9 × 10–9 0.002 1.3 × 10–9 7.2 × 10–10 4.6 × 10–10 2.8 × 10–10 2.3 × 10–10 
Hf-175 70.0 d 0.020 3.8 × 10–9 0.002 2.4 × 10–9 1.3 × 10–9 8.4 × 10–10 5.2 × 10–10 4.1 × 10–10 
Hf-177m 0.856 h 0.020 7.8 × 10–10 0.002 4.7 × 10–10 2.5 × 10–10 1.5 × 10–10 1.0 × 10–10 8.1 × 10–11 
Hf-178m 31.0 a 0.020 7.0 × 10–8 0.002 1.9 × 10–8 1.1 × 10–8 7.8 × 10–9 5.5 × 10–9 4.7 × 10–9 
Hf-179m 25.1 d 0.020 1.2 × 10–8 0.002 7.8 × 10–9 4.1 × 10–9 2.6 × 10–9 1.6 × 10–9 1.2 × 10–9 
Hf-180m 5.50 h 0.020 1.4 × 10–9 0.002 9.7 × 10–10 5.3 × 10–10 3.3 × 10–10 2.1 × 10–10 1.7 × 10–10 
Hf-181 42.4 d 0.020 1.2 × 10–8 0.002 7.4 × 10–9 3.8 × 10–9 2.3 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 
Hf-182 9.00 × 106 a 0.020 5.6 × 10–8 0.002 7.9 × 10–9 5.4 × 10–9 4.0 × 10–9 3.3 × 10–9 3.0 × 10–9 
Hf-182m 1.02 h 0.020 4.1 × 10–10 0.002 2.5 × 10–10 1.3 × 10–10 7.8 × 10–11 5.2 × 10–11 4.2 × 10–11 
Hf-183 1.07 h 0.020 8.1 × 10–10 0.002 4.8 × 10–10 2.4 × 10–10 1.4 × 10–10 9.3 × 10–11 7.3 × 10–11 
Hf-184 4.12 h 0.020 5.5 × 10–9 0.002 3.6 × 10–9 1.8 × 10–9 1.1 × 10–9 6.6 × 10–10 5.2 × 10–10 
タンタル          
Ta-172 0.613 h 0.010 5.5 × 10–10 0.001 3.2 × 10–10 1.6 × 10–10 9.8 × 10–11 6.6 × 10–11 5.3 × 10–11 
Ta-173 3.65 h 0.010 2.0 × 10–9 0.001 1.3 × 10–9 6.5 × 10–10 3.9 × 10–10 2.4 × 10–10 1.9 × 10–10 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Ta-174 1.20 h 0.010 6.2 × 10–10 0.001 3.7 × 10–10 1.9 × 10–10 1.1 × 10–10 7.2 × 10–11 5.7 × 10–11 
Ta-175 10.5 h 0.010 1.6 × 10–9 0.001 1.1 × 10–9 6.2 × 10–10 4.0 × 10–10 2.6 × 10–10 2.1 × 10–10 
Ta-176 8.08 h 0.010 2.4 × 10–9 0.001 1.7 × 10–9 9.2 × 10–10 6.1 × 10–10 3.9 × 10–10 3.1 × 10–10 
Ta-177 2.36 d 0.010 1.0 × 10–9 0.001 6.9 × 10–10 3.6 × 10–10 2.2 × 10–10 1.3 × 10–10 1.1 × 10–10 
Ta-178 2.20 h 0.010 6.3 × 10–10 0.001 4.5 × 10–10 2.4 × 10–10 1.5 × 10–10 9.1 × 10–11 7.2 × 10–11 
Ta-179 1.82 a 0.010 6.2 × 10–10 0.001 4.1 × 10–10 2.2 × 10–10 1.3 × 10–10 8.1 × 10–11 6.5 × 10–11 
Ta-180 1.00 × 1013 a 0.010 8.1 × 10–9 0.001 5.3 × 10–9 2.8 × 10–9 1.7 × 10–9 1.1 × 10–9 8.4 × 10–10 
Ta-180m 8.10 h 0.010 5.8 × 10–10 0.001 3.7 × 10–10 1.9 × 10–10 1.1 × 10–10 6.7 × 10–11 5.4 × 10–11 
Ta-182 115 d 0.010 1.4 × 10–8 0.001 9.4 × 10–9 5.0 × 10–9 3.1 × 10–9 1.9 × 10–9 1.5 × 10–9 
Ta-182m 0.264 h 0.010 1.4 × 10–10 0.001 7.5 × 10–11 3.7 × 10–11 2.1 × 10–11 1.5 × 10–11 1.2 × 10–11 
Ta-183 5.10 d 0.010 1.4 × 10–8 0.001 9.3 × 10–9 4.7 × 10–9 2.8 × 10–9 1.6 × 10–9 1.3 × 10–9 
Ta-184 8.70 h 0.010 6.7 × 10–9 0.001 4.4 × 10–9 2.3 × 10–9 1.4 × 10–9 8.5 × 10–10 6.8 × 10–10 
Ta-185 0.816 h 0.010 8.3 × 10–10 0.001 4.6 × 10–10 2.3 × 10–10 1.3 × 10–10 8.6 × 10–11 6.8 × 10–11 
Ta-186 0.175 h 0.010 3.8 × 10–10 0.001 2.1 × 10–10 1.1 × 10–10 6.1 × 10–11 4.2 × 10–11 3.3 × 10–11 
タングステン          
W-176 2.30 h 0.600 6.8 × 10–10 0.300 5.5 × 10–10 3.0 × 10–10 2.0 × 10–10 1.3 × 10–10 1.0 × 10–10 
W-177 2.25 h 0.600 4.4 × 10–10 0.300 3.2 × 10–10 1.7 × 10–10 1.1 × 10–10 7.2 × 10–11 5.8 × 10–11 
W-178 21.7 d 0.600 1.8 × 10–9 0.300 1.4 × 10–9 7.3 × 10–10 4.5 × 10–10 2.7 × 10–10 2.2 × 10–10 
W-179 0.625 h 0.600 3.4 × 10–11 0.300 2.0 × 10–11 1.0 × 10–11 6.2 × 10–12 4.2 × 10–12 3.3 × 10–12 
W-181 121 d 0.600 6.3 × 10–10 0.300 4.7 × 10–10 2.5 × 10–10 1.6 × 10–10 9.5 × 10–11 7.6 × 10–11 
W-185 75.1 d 0.600 4.4 × 10–9 0.300 3.3 × 10–9 1.6 × 10–9 9.7 × 10–10 5.5 × 10–10 4.4 × 10–10 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

W-187 23.9 h 0.600 5.5 × 10–9 0.300 4.3 × 10–9 2.2 × 10–9 1.3 × 10–9 7.8 × 10–10 6.3 × 10–10 
W-188 69.4 d 0.600 2.1 × 10–8 0.300 1.5 × 10–8 7.7 × 10–9 4.6 × 10–9 2.6 × 10–9 2.1 × 10–9 
レニウム          
Re-177 0.233 h 1.000 2.5 × 10–10 0.800 1.4 × 10–10 7.2 × 10–11 4.1 × 10–11 2.8 × 10–11 2.2 × 10–11 
Re-178 0.220 h 1.000 2.9 × 10–10 0.800 1.6 × 10–10 7.9 × 10–11 4.6 × 10–11 3.1 × 10–11 2.5 × 10–11 
Re-181 20.0 h 1.000 4.2 × 10–9 0.800 2.8 × 10–9 1.4 × 10–9 8.2 × 10–10 5.4 × 10–10 4.2 × 10–10 
Re-182 2.67 d 1.000 1.4 × 10–8 0.800 8.9 × 10–9 4.7 × 10–9 2.8 × 10–9 1.8 × 10–9 1.4 × 10–9 
Re-182 12.7 h 1.000 2.4 × 10–9 0.800 1.7 × 10–9 8.9 × 10–10 5.2 × 10–10 3.5 × 10–10 2.7 × 10–1 
Re-184 38.0 d 1.000 8.9 × 10–9 0.800 5.6 × 10–9 3.0 × 10–9 1.8 × 10–9 1.3 × 10–9 1.0 × 10–9 
Re-184m 165 d 1.000 1.7 × 10–8 0.800 9.8 × 10–9 4.9 × 10–9 2.8 × 10–9 1.9 × 10–9 1.5 × 10–9 
Re-186 3.78 d 1.000 1.9 × 10–8 0.800 1.1 × 10–8 5.5 × 10–9 3.0 × 10–9 1.9 × 10–9 1.5 × 10–9 
Re-186m 2.00 × 105 a 1.000 3.0 × 10–8 0.800 1.6 × 10–8 7.6 × 10–9 4.4 × 10–9 2.8 × 10–9 2.2 × 10–9 
Re-187 5.00 × 1010 a 1.000 6.8 × 10–11 0.800 3.8 × 10–11 1.8 × 10–11 1.0 × 10–11 6.6 × 10–12 5.1 × 10–12 
Re-188 17.0 h 1.000 1.7 × 10–8 0.800 1.1 × 10–8 5.4 × 10–9 2.9 × 10–9 1.8 × 10–9 1.4 × 10–9 
Re-188m 0.310 h 1.000 3.8 × 10–10 0.800 2.3 × 10–10 1.1 × 10–10 6.1 × 10–11 4.0 × 10–11 3.0 × 10–11 
Re-189 1.01 d 1.000 9.8 × 10–9 0.800 6.2 × 10–9 3.0 × 10–9 1.6 × 10–9 1.0 × 10–9 7.8 × 10–10 
オスミウム          
Os-180 0.366 h 0.020 1.6 × 10–10 0.010 9.8 × 10–11 5.1 × 10–11 3.2 × 10–11 2.2 × 10–11 1.7 × 10–11 
Os-181 1.75 h 0.020 7.6 × 10–10 0.010 5.0 × 10–10 2.7 × 10–10 1.7 × 10–10 1.1 × 10–10 8.9 × 10–1 
Os-182 22.0 h 0.020 4.6 × 10–9 0.010 3.2 × 10–9 1.7 × 10–9 1.1 × 10–9 7.0 × 10–10 5.6 × 10–10 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Os-185 94.0 d 0.020 3.8 × 10–9 0.010 2.6 × 10–9 1.5 × 10–9 9.8 × 10–10 6.5 × 10–10 5.1 × 10–10 
Os-189m 6.00 h 0.020 2.1 × 10–10 0.010 1.3 × 10–10 6.5 × 10–11 3.8 × 10–11 2.2 × 10–11 1.8 × 10–11 
Os-191 15.4 d 0.020 6.3 × 10–9 0.010 4.1 × 10–9 2.1 × 10–9 1.2 × 10–9 7.0 × 10–10 5.7 × 10–10 
Os-191m 13.0 h 0.020 1.1 × 10–9 0.010 7.1 × 10–10 3.5 × 10–10 2.1 × 10–10 1.2 × 10–10 9.6 × 10–11 
Os-193 1.25 d 0.020 9.3 × 10–9 0.010 6.0 × 10–9 3.0 × 10–9 1.8 × 10–9 1.0 × 10–9 8.1 × 10–10 
Os-194 6.00 a 0.020 2.9 × 10–8 0.010 1.7 × 10–8 8.8 × 10–9 5.2 × 10–9 3.0 × 10–9 2.4 × 10–9 
イリジウム          
Ir-182 0.250 h 0.020 5.3 × 10–10 0.010 3.0 × 10–10 1.5 × 10–10 8.9 × 10–11 6.0 × 10–11 4.8 × 10–11 
Ir-184 3.02 h 0.020 1.5 × 10–9 0.010 9.7 × 10–10 5.2 × 10–10 3.3 × 10–10 2.1 × 10–10 1.7 × 10–10 
Ir-185 14.0 h 0.020 2.4 × 10–9 0.010 1.6 × 10–9 8.6 × 10–10 5.3 × 10–10 3.3 × 10–10 2.6 × 10–10 
Ir-186 15.8 h 0.020 3.8 × 10–9 0.010 2.7 × 10–9 1.5 × 10–9 9.6 × 10–10 6.1 × 10–10 4.9 × 10–10 
Ir-186m 1.75 h 0.020 5.8 × 10–10 0.010 3.6 × 10–10 2.1 × 10–10 1.3 × 10–10 7.7 × 10–11 6.1 × 10–11 
Ir-187 10.5 h 0.020 1.1 × 10–9 0.010 7.3 × 10–10 3.9 × 10–10 2.5 × 10–10 1.5 × 10–10 1.2 × 10–10 
Ir-188 1.73 d 0.020 4.6 × 10–9 0.010 3.3 × 10–9 1.8 × 10–9 1.2 × 10–9 7.9 × 10–10 6.3 × 10–10 
Ir-189 13.3 d 0.020 2.5 × 10–9 0.010 1.7 × 10–9 8.6 × 10–10 5.2 × 10–10 3.0 × 10–10 2.4 × 10–10 
Ir-190 12.1 d 0.020 1.0 × 10–8 0.010 7.1 × 10–9 3.9 × 10–9 2.5 × 10–9 1.6 × 10–9 1.2 × 10–9 
Ir-190m 3.10 h 0.020 9.4 × 10–10 0.010 6.4 × 10–10 3.5 × 10–10 2.3 × 10–10 1.5 × 10–10 1.2 × 10–10 
Ir-190m’ 1.20 h 0.020 7.9 × 10–11 0.010 5.0 × 10–11 2.6 × 10–11 1.6 × 10–11 1.0 × 10–11 8.0 × 10–12 
Ir-192 74.0 d 0.020 1.3 × 10–8 0.010 8.7 × 10–9 4.6 × 10–9 2.8 × 10–9 1.7 × 10–9 1.4 × 10–9 
Ir-192m 2.41 × 102 a 0.020 2.8 × 10–9 0.010 1.4 × 10–9 8.3 × 10–10 5.5 × 10–10 3.7 × 10–10 3.1 × 10–10 
Ir-193m 11.9 d 0.020 3.2 × 10–9 0.010 2.0 × 10–9 1.0 × 10–9 6.0 × 10–10 3.4 × 10–10 2.7 × 10–1 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Ir-194 19.1 h 0.020 1.5 × 10–8 0.010 9.8 × 10–9 4.9 × 10–9 2.9 × 10–9 1.7 × 10–9 1.3 × 10–9 
Ir-194m 171 d 0.020 1.7 × 10–8 0.010 1.1 × 10–8 6.4 × 10–9 4.1 × 10–9 2.6 × 10–9 2.1 × 10–9 
Ir-195 2.50 h 0.020 1.2 × 10–9 0.010 7.3 × 10–10 3.6 × 10–10 2.1 × 10–10 1.3 × 10–10 1.0 × 10–10 
Ir-195m 3.80 h 0.020 2.3 × 10–9 0.010 1.5 × 10–9 7.3 × 10–10 4.3 × 10–10 2.6 × 10–10 2.1 × 10–10 
白金          
Pt-186 2.00 h 0.020 7.8 × 10–10 0.010 5.3 × 10–10 2.9 × 10–10 1.8 × 10–10 1.2 × 10–10 9.3 × 10–11 
Pt-188 10.2 d 0.020 6.7 × 10–9 0.010 4.5 × 10–9 2.4 × 10–9 1.5 × 10–9 9.5 × 10–10 7.6 × 10–10 
Pt-189 10.9 h 0.020 1.1 × 10–9 0.010 7.4 × 10–10 3.9 × 10–10 2.5 × 10–10 1.5 × 10–10 1.2 × 10–10 
Pt-191 2.80 d 0.020 3.1 × 10–9 0.010 2.1 × 10–9 1.1 × 10–9 6.9 × 10–10 4.2 × 10–10 3.4 × 10–10 
Pt-193 50.0 a 0.020 3.7 × 10–10 0.010 2.4 × 10–10 1.2 × 10–10 6.9 × 10–11 3.9 × 10–11 3.1 × 10–11 
Pt-193m 4.33 d 0.020 5.2 × 10–9 0.010 3.4 × 10–9 1.7 × 10–9 9.9 × 10–10 5.6 × 10–10 4.5 × 10–10 
Pt-195m 4.02 d 0.020 7.1 × 10–9 0.010 4.6 × 10–9 2.3 × 10–9 1.4 × 10–9 7.9 × 10–10 6.3 × 10–10 
Pt-197 18.3 h 0.020 4.7 × 10–9 0.010 3.0 × 10–9 1.5 × 10–9 8.8 × 10–10 5.1 × 10–10 4.0 × 10–10 
Pt-197m 1.57 h 0.020 1.0 × 10–9 0.010 6.1 × 10–10 3.0 × 10–10 1.8 × 10–10 1.1 × 10–10 8.4 × 10–11 
Pt-199 0.513 h 0.020 4.7 × 10–10 0.010 2.7 × 10–10 1.3 × 10–10 7.5 × 10–11 5.0 × 10–11 3.9 × 10–11 
Pt-200 12.5 h 0.020 1.4 × 10–8 0.010 8.8 × 10–9 4.4 × 10–9 2.6 × 10–9 1.5 × 10–9 1.2 × 10–9 
金          
Au-193 17.6 h 0.200 1.2 × 10–9 0.100 8.8 × 10–10 4.6 × 10–10 2.8 × 10–10 1.7 × 10–10 1.3 × 10–10 
Au-194 1.65 d 0.200 2.9 × 10–9 0.100 2.2 × 10–9 1.2 × 10–9 8.1 × 10–10 5.3 × 10–10 4.2 × 10–10 
Au-195 183 d 0.200 2.4 × 10–9 0.100 1.7 × 10–9 8.9 × 10–10 5.4 × 10–10 3.2 × 10–10 2.5 × 10–10 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Au-198 2.69 d 0.200 1.0 × 10–8 0.100 7.2 × 10–9 3.7 × 10–9 2.2 × 10–9 1.3 × 10–9 1.0 × 10–9 
Au-198m 2.30 d 0.200 1.2 × 10–8 0.100 8.5 × 10–9 4.4 × 10–9 2.7 × 10–9 1.6 × 10–9 1.3 × 10–9 
Au-199 3.14 d 0.200 4.5 × 10–9 0.100 3.1 × 10–9 1.6 × 10–9 9.5 × 10–10 5.5 × 10–10 4.4 × 10–10 
Au-200 0.807 h 0.200 8.3 × 10–10 0.100 4.7 × 10–10 2.3 × 10–10 1.3 × 10–10 8.7 × 10–11 6.8 × 10–11 
Au-200m 18.7 h 0.200 9.2 × 10–9 0.100 6.6 × 10–9 3.5 × 10–9 2.2 × 10–9 1.3 × 10–9 1.1 × 10–9 
Au-201 0.440 h 0.200 3.1 × 10–10 0.100 1.7 × 10–10 8.2 × 10–11 4.6 × 10–11 3.1 × 10–11 2.4 × 10–11 
水銀          
Hg-193 3.50 h 1.000 3.3 × 10–10 1.000 1.9 × 10–10 9.8 × 10–11 5.8 × 10–11 3.9 × 10–11 3.1 × 10–11 
（有機）  0.800 4.7 × 10–10 0.400 4.4 × 10–10 2.2 × 10–10 1.4 × 10–10 8.3 × 10–11 6.6 × 10–11 
Hg-193 3.50 h 0.040 8.5 × 10–10 0.020 5.5 × 10–10 2.8 × 10–10 1.7 × 10–10 1.0 × 10–10 8.2 × 10–11 
（無機）          
Hg-193m 11.1 h 1.000 1.1 × 10–9 1.000 6.8 × 10–10 3.7 × 10–10 2.3 × 10–10 1.5 × 10–10 1.3 × 10–10 
（有機）  0.800 1.6 × 10–9 0.400 1.8 × 10–9 9.5 × 10–10 6.0 × 10–10 3.7 × 10–10 3.0 × 10–10 
Hg-193m 11.1 h 0.040 3.6 × 10–9 0.020 2.4 × 10–9 1.3 × 10–9 8.1 × 10–10 5.0 × 10–10 4.0 × 10–10 
（無機）          
Hg-194 2.60 × 102 a 1.000 1.3 × 10–7 1.000 1.2 × 10–7 8.4 × 10–8 6.6 × 10–8 5.5 × 10–8 5.1 × 10–8 
（有機）  0.800 1.1 × 10–7 0.400 4.8 × 10–8 3.5 × 10–8 2.7 × 10–8 2.3 × 10–8 2.1 × 10–8 
Hg-194 2.60 × 102 a 0.040 7.2 × 10–9 0.020 3.6 × 10–9 2.6 × 10–9 1.9 × 10–9 1.5 × 10–9 1.4 × 10–9 
（無機）          
Hg-195 9.90 h 1.000 3.0 × 10–10 1.000 2.0 × 10–10 1.0 × 10–10 6.4 × 10–11 4.2 × 10–11 3.4 × 10–11 
（有機）  0.800 4.6 × 10–10 0.400 4.8 × 10–10 2.5 × 10–10 1.5 × 10–10 9.3 × 10–11 7.5 × 10–11 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Hg-195 9.90 h 0.040 9.5 × 10–10 0.020 6.3 × 10–10 3.3 × 10–10 2.0 × 10–10 1.2 × 10–10 9.7 × 10–11 
（無機）          
Hg-195m 1.73 d 1.000 2.1 × 10–9 1.000 1.3 × 10–9 6.8 × 10–10 4.2 × 10–10 2.7 × 10–10 2.2 × 10–10 
（有機）  0.800 2.6 × 10–9 0.400 2.8 × 10–9 1.4 × 10–9 8.7 × 10–10 5.1 × 10–10 4.1 × 10–10 
Hg-195m 1.73 d 0.040 5.8 × 10–9 0.020 3.8 × 10–9 2.0 × 10–9 1.2 × 10–9 7.0 × 10–10 5.6 × 10–10 
（無機）          
Hg-197 2.67 d 1.000 9.7 × 10–10 1.000 6.2 × 10–10 3.1 × 10–10 1.9 × 10–10 1.2 × 10–10 9.9 × 10–11 
（有機）  0.800 1.3 × 10–9 0.400 1.2 × 10–9 6.1 × 10–10 3.7 × 10–10 2.2 × 10–10 1.7 × 10–10 
Hg-197 2.67 d 0.040 2.5 × 10–9 0.020 1.6 × 10–9 8.3 × 10–10 5.0 × 10–10 2.9 × 10–10 2.3 × 10–10 
（無機）          
Hg-197m 23.8 h 1.000 1.5 × 10–9 1.000 9.5 × 10–10 4.8 × 10–10 2.9 × 10–10 1.8 × 10–10 1.5 × 10–10 
（有機）  0.800 2.2 × 10–9 0.400 2.5 × 10–9 1.2 × 10–9 7.3 × 10–10 4.2 × 10–10 3.4 × 10–10 
Hg-197m 23.8 h 0.040 5.2 × 10–9 0.020 3.4 × 10–9 1.7 × 10–9 1.0 × 10–9 5.9 × 10–10 4.7 × 10–10 
（無機）          
Hg-199m 0.710 h 1.000 3.4 × 10–10 1.000 1.9 × 10–10 9.3 × 10–11 5.3 × 10–11 3.6 × 10–11 2.8 × 10–11 
（有機）  0.800 3.6 × 10–10 0.400 2.1 × 10–10 1.0 × 10–10 5.8 × 10–11 3.9 × 10–11 3.1 × 10–11 
Hg-199m 0.710 h 0.040 3.7 × 10–10 0.020 2.1 × 10–10 1.0 × 10–10 5.9 × 10–11 3.9 × 10–11 3.1 × 10–11 
（無機）          
Hg-203 46.6 d 1.000 1.5 × 10–8 1.000 1.1 × 10–8 5.7 × 10–9 3.6 × 10–9 2.3 × 10–9 1.9 × 10–9 
（有機）  0.800 1.3 × 10–8 0.400 6.4 × 10–9 3.4 × 10–9 2.1 × 10–9 1.3 × 10–9 1.1 × 10–9 
Hg-203 46.6 d 0.040 5.5 × 10–9 0.020 3.6 × 10–9 1.8 × 10–9 1.1 × 10–9 6.7 × 10–10 5.4 × 10–10 
（無機）          
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

タリウム          
Tl-194 0.550 h 1.000 6.1 × 10–11 1.000 3.9 × 10–11 2.2 × 10–11 1.4 × 10–11 1.0 × 10–11 8.1 × 10–12 
Tl-194m 0.546 h 1.000 3.8 × 10–10 1.000 2.2 × 10–10 1.2 × 10–10 7.0 × 10–11 4.9 × 10–11 4.0 × 10–11 
Tl-195 1.16 h 1.000 2.3 × 10–10 1.000 1.4 × 10–10 7.5 × 10–11 4.7 × 10–11 3.3 × 10–11 2.7 × 10–11 
Tl-197 2.84 h 1.000 2.1 × 10–10 1.000 1.3 × 10–10 6.7 × 10–11 4.2 × 10–11 2.8 × 10–11 2.3 × 10–11 
Tl-198 5.30 h 1.000 4.7 × 10–10 1.000 3.3 × 10–10 1.9 × 10–10 1.2 × 10–10 8.7 × 10–11 7.3 × 10–11 
Tl-198m 1.87 h 1.000 4.8 × 10–10 1.000 3.0 × 10–10 1.6 × 10–10 9.7 × 10–11 6.7 × 10–11 5.4 × 10–11 
Tl-199 7.42 h 1.000 2.3 × 10–10 1.000 1.5 × 10–10 7.7 × 10–11 4.8 × 10–11 3.2 × 10–11 2.6 × 10–11 
Tl-200 1.09 d 1.000 1.3 × 10–9 1.000 9.1 × 10–10 5.3 × 10–10 3.5 × 10–10 2.4 × 10–10 2.0 × 10–10 
Tl-201 3.04 d 1.000 8.4 × 10–10 1.000 5.5 × 10–10 2.9 × 10–10 1.8 × 10–10 1.2 × 10–10 9.5 × 10–11 
Tl-202 12.2 d 1.000 2.9 × 10–9 1.000 2.1 × 10–9 1.2 × 10–9 7.9 × 10–10 5.4 × 10–10 4.5 × 10–10 
Tl-204 3.78 a 1.000 1.3 × 10–8 1.000 8.5 × 10–9 4.2 × 10–9 2.5 × 10–9 1.5 × 10–9 1.2 × 10–9 
鉛 g          
Pb-195m 0.263 h 0.600 2.6 × 10–10 0.200 1.6 × 10–10 8.4 × 10–11 5.2 × 10–11 3.5 × 10–11 2.9 × 10–11 
Pb-198 2.40 h 0.600 5.9 × 10–10 0.200 4.8 × 10–10 2.7 × 10–10 1.7 × 10–10 1.1 × 10–10 1.0 × 10–10 
Pb-199 1.50 h 0.600 3.5 × 10–10 0.200 2.6 × 10–10 1.5 × 10–10 9.4 × 10–11 6.3 × 10–11 5.4 × 10–11 
Pb-200 21.5 h 0.600 2.5 × 10–9 0.200 2.0 × 10–9 1.1 × 10–9 7.0 × 10–10 4.4 × 10–10 4.0 × 10–10 
Pb-201 9.40 h 0.600 9.4 × 10–10 0.200 7.8 × 10–10 4.3 × 10–10 2.7 × 10–10 1.8 × 10–10 1.6 × 10–10 
Pb-202 3.00 × 105 a 0.600 3.4 × 10–8 0.200 1.6 × 10–8 1.3 × 10–8 1.9 × 10–8 2.7 × 10–8 8.8 × 10–9 
Pb-202m 3.62 h 0.600 7.6 × 10–10 0.200 6.1 × 10–10 3.5 × 10–10 2.3 × 10–10 1.5 × 10–10 1.3 × 10–10 

  



 

 

260 

表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Pb-203 2.17 d 0.600 1.6 × 10–9 0.200 1.3 × 10–9 6.8 × 10–10 4.3 × 10–10 2.7 × 10–10 2.4 × 10–10 
Pb-205 1.43 × 107 a 0.600 2.1 × 10–9 0.200 9.9 × 10–10 6.2 × 10–10 6.1 × 10–10 6.5 × 10–10 2.8 × 10–10 
Pb-209 3.25 h 0.600 5.7 × 10–10 0.200 3.8 × 10–10 1.9 × 10–10 1.1 × 10–10 6.6 × 10–11 5.7 × 10–11 
Pb-210 22.3 a 0.600 8.4 × 10–6 0.200 3.6 × 10–6 2.2 × 10–6 1.9 × 10–6 1.9 × 10–6 6.9 × 10–7 
Pb-211 0.601 h 0.600 3.1 × 10–9 0.200 1.4 × 10–9 7.1 × 10–10 4.1 × 10–10 2.7 × 10–10 1.8 × 10–10 
Pb-212 10.6 h 0.600 1.5 × 10–7 0.200 6.3 × 10–8 3.3 × 10–8 2.0 × 10–8 1.3 × 10–8 6.0 × 10–9 
Pb-214 0.447 h 0.600 2.7 × 10–9 0.200 1.0 × 10–9 5.2 × 10–10 3.1 × 10–10 2.0 × 10–10 1.4 × 10–10 
ビスマス          
Bi-200 0.606 h 0.100 4.2 × 10–10 0.050 2.7 × 10–10 1.5 × 10–10 9.5 × 10–11 6.4 × 10–11 5.1 × 10–11 
Bi-201 1.80 h 0.100 1.0 × 10–9 0.050 6.7 × 10–10 3.6 × 10–10 2.2 × 10–10 1.4 × 10–10 1.2 × 10–10 
Bi-202 1.67 h 0.100 6.4 × 10–10 0.050 4.4 × 10–10 2.5 × 10–10 1.6 × 10–10 1.1 × 10–10 8.9 × 10–11 
Bi-203 11.8 h 0.100 3.5 × 10–9 0.050 2.5 × 10–9 1.4 × 10–9 9.3 × 10–10 6.0 × 10–10 4.8 × 10–10 
Bi-205 15.3 d 0.100 6.1 × 10–9 0.050 4.5 × 10–9 2.6 × 10–9 1.7 × 10–9 1.1 × 10–9 9.0 × 10–10 
Bi-206 6.24 d 0.100 1.4 × 10–8 0.050 1.0 × 10–8 5.7 × 10–9 3.7 × 10–9 2.4 × 10–9 1.9 × 10–9 
Bi-207 38.0 a 0.100 1.0 × 10–8 0.050 7.1 × 10–9 3.9 × 10–9 2.5 × 10–9 1.6 × 10–9 1.3 × 10–9 
Bi-210 5.01 d 0.100 1.5 × 10–8 0.050 9.7 × 10–9 4.8 × 10–9 2.9 × 10–9 1.6 × 10–9 1.3 × 10–9 
Bi-210m 3.00 × 106 a 0.100 2.1 × 10–7 0.050 9.1 × 10–8 4.7 × 10–8 3.0 × 10–8 1.9 × 10–8 1.5 × 10–8 
Bi-212 1.01 h 0.100 3.2 × 10–9 0.050 1.8 × 10–9 8.7 × 10–10 5.0 × 10–10 3.3 × 10–10 2.6 × 10–10 
Bi-213 0.761 h 0.100 2.5 × 10–9 0.050 1.4 × 10–9 6.7 × 10–10 3.9 × 10–10 2.5 × 10–10 2.0 × 10–10 
Bi-214 0.332 h 0.100 1.4 × 10–9 0.050 7.4 × 10–10 3.6 × 10–10 2.1 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

ポロニウム          
Po-203 0.612 h 1.000 2.9 × 10–10 0.500 2.4 × 10–10 1.3 × 10–10 8.5 × 10–11 5.8 × 10–11 4.6 × 10–11 
Po-205 1.80 h 1.000 3.5 × 10–10 0.500 2.8 × 10–10 1.6 × 10–10 1.1 × 10–10 7.2 × 10–11 5.8 × 10–11 
Po-207 5.83 h 1.000 4.4 × 10–10 0.500 5.7 × 10–10 3.2 × 10–10 2.1 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–1 
Po-210 138 d 1.000 2.6 × 10–5 0.500 8.8 × 10–6 4.4 × 10–6 2.6 × 10–6 1.6 × 10–6 1.2 × 10–6 
アスタチン          
At-207 1.80 h 1.000 2.5 × 10–9 1.000 1.6 × 10–9 8.0 × 10–10 4.8 × 10–10 2.9 × 10–10 2.4 × 10–10 
At-211 7.21 h 1.000 1.2 × 10–7 1.000 7.8 × 10–8 3.8 × 10–8 2.3 × 10–8 1.3 × 10–8 1.1 × 10–8 
フランシウム          
Fr-222 0.240 h 1.000 6.2 × 10–9 1.000 3.9 × 10–9 2.0 × 10–9 1.3 × 10–9 8.5 × 10–10 7.2 × 10–10 
Fr-223 0.363 h 1.000 2.6 × 10–8 1.000 1.7 × 10–8 8.3 × 10–9 5.0 × 10–9 2.9 × 10–9 2.4 × 10–9 
ラジウム h          
Ra-223 11.4 d 0.600 5.3 × 10–6 0.200 1.1 × 10–6 5.7 × 10–7 4.5 × 10–7 3.7 × 10–7 1.0 × 10–7 
Ra-224 3.66 d 0.600 2.7 × 10–6 0.200 6.6 × 10–7 3.5 × 10–7 2.6 × 10–7 2.0 × 10–7 6.5 × 10–8 
Ra-225 14.8 d 0.600 7.1 × 10–6 0.200 1.2 × 10–6 6.1 × 10–7 5.0 × 10–7 4.4 × 10–7 9.9 × 10–8 
Ra-226 1.60 × 103 a 0.600 4.7 × 10–6 0.200 9.6 × 10–7 6.2 × 10–7 8.0 × 10–7 1.5 × 10–6 2.8 × 10–7 
Ra-227 0.703 h 0.600 1.1 × 10–9 0.200 4.3 × 10–10 2.5 × 10–10 1.7 × 10–10 1.3 × 10–10 8.1 × 10–11 
Ra-228 5.75 a 0.600 3.0 × 10–5 0.200 5.7 × 10–6 3.4 × 10–6 3.9 × 10–6 5.3 × 10–6 6.9 × 10–7 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

アクチニウム          
Ac-224 2.90 h 0.005 1.0 × 10–8 5.0 × 10–4 5.2 × 10–9 2.6 × 10–9 1.5 × 10–9 8.8 × 10–10 7.0 × 10–10 
Ac-225 10.0 d 0.005 4.6 × 10–7 5.0 × 10–4 1.8 × 10–7 9.1 × 10–8 5.4 × 10–8 3.0 × 10–8 2.4 × 10–8 
Ac-226 1.21 d 0.005 1.4 × 10–7 5.0 × 10–4 7.6 × 10–8 3.8 × 10–8 2.3 × 10–8 1.3 × 10–8 1.0 × 10–8 
Ac-227 21.8 a 0.005 3.3 × 10–5 5.0 × 10–4 3.1 × 10–6 2.2 × 10–6 1.5 × 10–6 1.2 × 10–6 1.1 × 10–6 
Ac-228 6.13 h 0.005 7.4 × 10–9 5.0 × 10–4 2.8 × 10–9 1.4 × 10–9 8.7 × 10–10 5.3 × 10–10 4.3 × 10–10 
トリウム          
Th-226 0.515 h 0.005 4.4 × 10–9 5.0 × 10–4 2.4 × 10–9 1.2 × 10–9 6.7 × 10–10 4.5 × 10–10 3.5 × 10–10 
Th-227 18.7 d 0.005 3.0 × 10–7 5.0 × 10–4 7.0 × 10–8 3.6 × 10–8 2.3 × 10–8 1.5 × 10–8 8.8 × 10–9 
Th-228 1.91 a 0.005 3.7 × 10–6 5.0 × 10–4 3.7 × 10–7 2.2 × 10–7 1.5 × 10–7 9.4 × 10–8 7.2 × 10–8 
Th-229 7.34 × 103 a 0.005 1.1 × 10–5 5.0 × 10–4 1.0 × 10–6 7.8 × 10–7 6.2 × 10–7 5.3 × 10–7 4.9 × 10–7 
Th-230 7.70 × 104 a 0.005 4.1 × 10–6 5.0 × 10–4 4.1 × 10–7 3.1 × 10–7 2.4 × 10–7 2.2 × 10–7 2.1 × 10–7 
Th-231 1.06 d 0.005 3.9 × 10–9 5.0 × 10–4 2.5 × 10–9 1.2 × 10–9 7.4 × 10–10 4.2 × 10–10 3.4 × 10–10 
Th-232 1.40 × 1010 a 0.005 4.6 × 10–6 5.0 × 10–4 4.5 × 10–7 3.5 × 10–7 2.9 × 10–7 2.5 × 10–7 2.3 × 10–7 
Th-234 24.1 d 0.005 4.0 × 10–8 5.0 × 10–4 2.5 × 10–8 1.3 × 10–8 7.4 × 10–9 4.2 × 10–9 3.4 × 10–9 
プロトアクチニ

ウム 
         

Pa-227 0.638 h 0.005 5.8 × 10–9 5.0 × 10–4 3.2 × 10–9 1.5 × 10–9 8.7 × 10–10 5.8 × 10–10 4.5 × 10–10 
Pa-228 22.0 h 0.005 1.2 × 10–8 5.0 × 10–4 4.8 × 10–9 2.6 × 10–9 1.6 × 10–9 9.7 × 10–10 7.8 × 10–10 
Pa-230 17.4 d 0.005 2.6 × 10–8 5.0 × 10–4 5.7 × 10–9 3.1 × 10–9 1.9 × 10–9 1.1 × 10–9 9.2 × 10–10 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Pa-231 3.27 × 104 a 0.005 1.3 × 10–5 5.0 × 10–4 1.3 × 10–6 1.1 × 10–6 9.2 × 10–7 8.0 × 10–7 7.1 × 10–7 
Pa-232 1.31 d 0.005 6.3 × 10–9 5.0 × 10–4 4.2 × 10–9 2.2 × 10–9 1.4 × 10–9 8.9 × 10–10 7.2 × 10–10 
Pa-233 27.0 d 0.005 9.7 × 10–9 5.0 × 10–4 6.2 × 10–9 3.2 × 10–9 1.9 × 10–9 1.1 × 10–9 8.7 × 10–10 
Pa-234 6.70 h 0.005 5.0 × 10–9 5.0 × 10–4 3.2 × 10–9 1.7 × 10–9 1.0 × 10–9 6.4 × 10–10 5.1 × 10–10 
ウラン          
U-230 20.8 d 0.040 7.9 × 10–7 0.020 3.0 × 10–7 1.5 × 10–7 1.0 × 10–7 6.6 × 10–8 5.6 × 10–8 
U-231 4.20 d 0.040 3.1 × 10–9 0.020 2.0 × 10–9 1.0 × 10–9 6.1 × 10–10 3.5 × 10–10 2.8 × 10–10 
U-232 72.0 a 0.040 2.5 × 10–6 0.020 8.2 × 10–7 5.8 × 10–7 5.7 × 10–7 6.4 × 10–7 3.3 × 10–7 
U-233 1.58 × 105 a 0.040 3.8 × 10–7 0.020 1.4 × 10–7 9.2 × 10–8 7.8 × 10–8 7.8 × 10–8 5.1 × 10–8 
U-234 2.44 × 105 a 0.040 3.7 × 10–7 0.020 1.3 × 10–7 8.8 × 10–8 7.4 × 10–8 7.4 × 10–8 4.9 × 10–8 
U-235 7.04 × 108 a 0.040 3.5 × 10–7 0.020 1.3 × 10–7 8.5 × 10–8 7.1 × 10–8 7.0 × 10–8 4.7 × 10–8 
U-236 2.34 × 107 a 0.040 3.5 × 10–7 0.020 1.3 × 10–7 8.4 × 10–8 7.0 × 10–8 7.0 × 10–8 4.7 × 10–8 
U-237 6.75 d 0.040 8.3 × 10–9 0.020 5.4 × 10–9 2.8 × 10–9 1.6 × 10–9 9.5 × 10–10 7.6 × 10–10 
U-238 4.47 × 109 a 0.040 3.4 × 10–7 0.020 1.2 × 10–7 8.0 × 10–8 6.8 × 10–8 6.7 × 10–8 4.5 × 10–8 
U-239 0.392 h 0.040 3.4 × 10–10 0.020 1.9 × 10–10 9.3 × 10–11 5.4 × 10–11 3.5 × 10–11 2.7 × 10–11 
U-240 14.1 h 0.040 1.3 × 10–8 0.020 8.1 × 10–9 4.1 × 10–9 2.4 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 
ネプツニウム          
Np-232 0.245 h 0.005 8.7 × 10–11 5.0 × 10–4 5.1 × 10–11 2.7 × 10–11 1.7 × 10–11 1.2 × 10–11 9.7 × 10–12 
Np-233 0.603 h 0.005 2.1 × 10–11 5.0 × 10–4 1.3 × 10–11 6.6 × 10–12 4.0 × 10–12 2.8 × 10–12 2.2 × 10–12 
Np-234 4.40 d 0.005 6.2 × 10–9 5.0 × 10–4 4.4 × 10–9 2.4 × 10–9 1.6 × 10–9 1.0 × 10–9 8.1 × 10–10 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Np-235 1.08 a 0.005 7.1 × 10–10 5.0 × 10–4 4.1 × 10–10 2.0 × 10–10 1.2 × 10–10 6.8 × 10–11 5.3 × 10–11 
Np-236 1.15 × 105 a 0.005 1.9 × 10–7 5.0 × 10–4 2.4 × 10–8 1.8 × 10–8 1.8 × 10–8 1.8 × 10–8 1.7 × 10–8 
Np-236m 22.5 h 0.005 2.5 × 10–9 5.0 × 10–4 1.3 × 10–9 6.6 × 10–10 4.0 × 10–10 2.4 × 10–10 1.9 × 10–10 
Np-237 2.14 × 106 a 0.005 2.0 × 10–6 5.0 × 10–4 2.1 × 10–7 1.4 × 10–7 1.1 × 10–7 1.1 × 10–7 1.1 × 10–7 
Np-238 2.12 d 0.005 9.5 × 10–9 5.0 × 10–4 6.2 × 10–9 3.2 × 10–9 1.9 × 10–9 1.1 × 10–9 9.1 × 10–10 
Np-239 2.36 d 0.005 8.9 × 10–9 5.0 × 10–4 5.7 × 10–9 2.9 × 10–9 1.7 × 10–9 1.0 × 10–9 8.0 × 10–10 
Np-240 1.08 h 0.005 8.7 × 10–10 5.0 × 10–4 5.2 × 10–10 2.6 × 10–10 1.6 × 10–10 1.0 × 10–10 8.2 × 10–11 
プルトニウム          
Pu-234 8.80 h 0.005 2.1 × 10–9 5.0 × 10–4 1.1 × 10–9 5.5 × 10–10 3.3 × 10–10 2.0 × 10–10 1.6 × 10–10 
Pu-235 0.422 h 0.005 2.2 × 10–11 5.0 × 10–4 1.3 × 10–11 6.5 × 10–12 3.9 × 10–12 2.7 × 10–12 2.1 × 10–12 
Pu-236 2.85 a 0.005 2.1 × 10–6 5.0 × 10–4 2.2 × 10–7 1.4 × 10–7 1.0 × 10–7 8.5 × 10–8 8.7 × 10–8 
Pu-237 45.3 d 0.005 1.1 × 10–9 5.0 × 10–4 6.9 × 10–10 3.6 × 10–10 2.2 × 10–10 1.3 × 10–10 1.0 × 10–10 
Pu-238 87.7 a 0.005 4.0 × 10–6 5.0 × 10–4 4.0 × 10–7 3.1 × 10–7 2.4 × 10–7 2.2 × 10–7 2.3 × 10–7 
Pu-239 2.41 × 104 a 0.005 4.2 × 10–6 5.0 × 10–4 4.2 × 10–7 3.3 × 10–7 2.7 × 10–7 2.4 × 10–7 2.5 × 10–7 
Pu-240 6.54 × 103 a 0.005 4.2 × 10–6 5.0 × 10–4 4.2 × 10–7 3.3 × 10–7 2.7 × 10–7 2.4 × 10–7 2.5 × 10–7 
Pu-241 14.4 a 0.005 5.6 × 10–8 5.0 × 10–4 5.7 × 10–9 5.5 × 10–9 5.1 × 10–9 4.8 × 10–9 4.8 × 10–9 
Pu-242 3.76 × 105 a 0.005 4.0 × 10–6 5.0 × 10–4 4.0 × 10–7 3.2 × 10–7 2.6 × 10–7 2.3 × 10–7 2.4 × 10–7 
Pu-243 4.95 h 0.005 1.0 × 10–9 5.0 × 10–4 6.2 × 10–10 3.1 × 10–10 1.8 × 10–10 1.1 × 10–10 8.5 × 10–11 
Pu-244 8.26 × 107 a 0.005 4.0 × 10–6 5.0 × 10–4 4.1 × 10–7 3.2 × 10–7 2.6 × 10–7 2.3 × 10–7 2.4 × 10–7 
Pu-245 10.5 h 0.005 8.0 × 10–9 5.0 × 10–4 5.1 × 10–9 2.6 × 10–9 1.5 × 10–9 8.9 × 10–10 7.2 × 10–10 
Pu-246 10.9 d 0.005 3.6 × 10–8 5.0 × 10–4 2.3 × 10–8 1.2 × 10–8 7.1 × 10–9 4.1 × 10–9 3.3 × 10–9 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

アメリシウム          
Am-237 1.22 h 0.005 1.7 × 10–10 5.0 × 10–4 1.0 × 10–10 5.5 × 10–11 3.3 × 10–11 2.2 × 10–11 1.8 × 10–11 
Am-238 1.63 h 0.005 2.5 × 10–10 5.0 × 10–4 1.6 × 10–10 9.1 × 10–11 5.9 × 10–11 4.0 × 10–11 3.2 × 10–11 
Am-239 11.9 h 0.005 2.6 × 10–9 5.0 × 10–4 1.7 × 10–9 8.4 × 10–10 5.1 × 10–10 3.0 × 10–10 2.4 × 10–10 
Am-240 2.12 d 0.005 4.7 × 10–9 5.0 × 10–4 3.3 × 10–9 1.8 × 10–9 1.2 × 10–9 7.3 × 10–10 5.8 × 10–10 
Am-241 4.32 × 102 a 0.005 3.7 × 10–6 5.0 × 10–4 3.7 × 10–7 2.7 × 10–7 2.2 × 10–7 2.0 × 10–7 2.0 × 10–7 
Am-242 16.0 h 0.005 5.0 × 10–9 5.0 × 10–4 2.2 × 10–9 1.1 × 10–9 6.4 × 10–10 3.7 × 10–10 3.0 × 10–10 
Am-242m 1.52 × 102 a 0.005 3.1 × 10–6 5.0 × 10–4 3.0 × 10–7 2.3 × 10–7 2.0 × 10–7 1.9 × 10–7 1.9 × 10–7 
Am-243 7.38 × 103 a 0.005 3.6 × 10–6 5.0 × 10–4 3.7 × 10–7 2.7 × 10–7 2.2 × 10–7 2.0 × 10–7 2.0 × 10–7 
Am-244 10.1 h 0.005 4.9 × 10–9 5.0 × 10–4 3.1 × 10–9 1.6 × 10–9 9.6 × 10–10 5.8 × 10–10 4.6 × 10–10 
Am-244m 0.433 h 0.005 3.7 × 10–10 5.0 × 10–4 2.0 × 10–10 9.6 × 10–11 5.5 × 10–11 3.7 × 10–11 2.9 × 10–11 
Am-245 2.05 h 0.005 6.8 × 10–10 5.0 × 10–4 4.5 × 10–10 2.2 × 10–10 1.3 × 10–10 7.9 × 10–11 6.2 × 10–11 
Am-246 0.650 h 0.005 6.7 × 10–10 5.0 × 10–4 3.8 × 10–10 1.9 × 10–10 1.1 × 10–10 7.3 × 10–11 5.8 × 10–11 
Am-246m 0.417 h 0.005 3.9 × 10–10 5.0 × 10–4 2.2 × 10–10 1.1 × 10–10 6.4 × 10–11 4.4 × 10–11 3.4 × 10–11 
キュリウム          
Cm-238 2.40 h 0.005 7.8 × 10–10 5.0 × 10–4 4.9 × 10–10 2.6 × 10–10 1.6 × 10–10 1.0 × 10–10 8.0 × 10–11 
Cm-240 27.0 d 0.005 2.2 × 10–7 5.0 × 10–4 4.8 × 10–8 2.5 × 10–8 1.5 × 10–8 9.2 × 10–9 7.6 × 10–9 
Cm-241 32.8 d 0.005 1.1 × 10–8 5.0 × 10–4 5.7 × 10–9 3.0 × 10–9 1.9 × 10–9 1.1 × 10–9 9.1 × 10–10 
Cm-242 163 d 0.005 5.9 × 10–7 5.0 × 10–4 7.6 × 10–8 3.9 × 10–8 2.4 × 10–8 1.5 × 10–8 1.2 × 10–8 
Cm-243 28.5 a 0.005 3.2 × 10–6 5.0 × 10–4 3.3 × 10–7 2.2 × 10–7 1.6 × 10–7 1.4 × 10–7 1.5 × 10–7 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Cm-244 18.1 a 0.005 2.9 × 10–6 5.0 × 10–4 2.9 × 10–7 1.9 × 10–7 1.4 × 10–7 1.2 × 10–7 1.2 × 10–7 
Cm-245 8.50 × 103 a 0.005 3.7 × 10–6 5.0 × 10–4 3.7 × 10–7 2.8 × 10–7 2.3 × 10–7 2.1 × 10–7 2.1 × 10–7 
Cm-246 4.73 × 103 a 0.005 3.7 × 10–6 5.0 × 10–4 3.7 × 10–7 2.8 × 10–7 2.2 × 10–7 2.1 × 10–7 2.1 × 10–7 
Cm-247 1.56 × 107 a 0.005 3.4 × 10–6 5.0 × 10–4 3.5 × 10–7 2.6 × 10–7 2.1 × 10–7 1.9 × 10–7 1.9 × 10–7 
Cm-248 3.39 × 105 a 0.005 1.4 × 10–5 5.0 × 10–4 1.4 × 10–6 1.0 × 10–6 8.4 × 10–7 7.7 × 10–7 7.7 × 10–7 
Cm-249 1.07 h 0.005 3.9 × 10–10 5.0 × 10–4 2.2 × 10–10 1.1 × 10–10 6.1 × 10–11 4.0 × 10–11 3.1 × 10–11 
Cm-250 6.90 × 103 a 0.005 7.8 × 10–5 5.0 × 10–4 8.2 × 10–6 6.0 × 10–6 4.9 × 10–6 4.4 × 10–6 4.4 × 10–6 
バークリウム          
Bk-245 4.94 d 0.005 6.1 × 10–9 5.0 × 10–4 3.9 × 10–9 2.0 × 10–9 1.2 × 10–9 7.2 × 10–10 5.7 × 10–10 
Bk-246 1.83 d 0.005 3.7 × 10–9 5.0 × 10–4 2.6 × 10–9 1.4 × 10–9 9.4 × 10–10 6.0 × 10–10 4.8 × 10–10 
Bk-247 1.38 × 103 a 0.005 8.9 × 10–6 5.0 × 10–4 8.6 × 10–7 6.3 × 10–7 4.6 × 10–7 3.8 × 10–7 3.5 × 10–7 
Bk-249 320 d 0.005 2.2 × 10–8 5.0 × 10–4 2.9 × 10–9 1.9 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 9.7 × 10–10 
Bk-250 3.22 h 0.005 1.5 × 10–9 5.0 × 10–4 8.5 × 10–10 4.4 × 10–10 2.7 × 10–10 1.7 × 10–10 1.4 × 10–10 
カリホルニウム          
Cf-244 0.323 h 0.005 9.8 × 10–10 5.0 × 10–4 4.8 × 10–10 2.4 × 10–10 1.3 × 10–10 8.9 × 10–11 7.0 × 10–11 
Cf-246 1.49 d 0.005 5.0 × 10–8 5.0 × 10–4 2.4 × 10–8 1.2 × 10–8 7.3 × 10–9 4.1 × 10–9 3.3 × 10–9 
Cf-248 334 d 0.005 1.5 × 10–6 5.0 × 10–4 1.6 × 10–7 9.9 × 10–8 6.0 × 10–8 3.3 × 10–8 2.8 × 10–＊ 

  

 
＊ 訳注）‐8 であるが、原文において脱落している。 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Cf-249 3.50 × 102 a 0.005 9.0 × 10–6 5.0 × 10–4 8.7 × 10–7 6.4 × 10–7 4.7 × 10–7 3.8 × 10–7 3.5 × 10–7 
Cf-250 13.1 a 0.005 5.7 × 10–6 5.0 × 10–4 5.5 × 10–7 3.7 × 10–7 2.3 × 10–7 1.7 × 10–7 1.6 × 10–7 
Cf-251 8.98 × 102 a 0.005 9.1 × 10–6 5.0 × 10–4 8.8 × 10–7 6.5 × 10–7 4.7 × 10–7 3.9 × 10–7 3.6 × 10–7 
Cf-252 2.64 a 0.005 5.0 × 10–6 5.0 × 10–4 5.1 × 10–7 3.2 × 10–7 1.9 × 10–7 1.0 × 10–7 9.0 × 10–8 
Cf-253 17.8 d 0.005 1.0 × 10–7 5.0 × 10–4 1.1 × 10–8 6.0 × 10–9 3.7 × 10–9 1.8 × 10–9 1.4 × 10–9 
Cf-254 60.5 d 0.005 1.1 × 10–5 5.0 × 10–4 2.6 × 10–6 1.4 × 10–6 8.4 × 10–7 5.0 × 10–7 4.0 × 10–7 
アインスタイニ

ウム 
         

Es-250 2.10 h 0.005 2.3 × 10–10 5.0 × 10–4 9.9 × 10–11 5.7 × 10–11 3.7 × 10–11 2.6 × 10–11 2.1 × 10–11 
Es-251 1.38 d 0.005 1.9 × 10–9 5.0 × 10–4 1.2 × 10–9 6.1 × 10–10 3.7 × 10–10 2.2 × 10–10 1.7 × 10–10 
Es-253 20.5 d 0.005 1.7 × 10–7 5.0 × 10–4 4.5 × 10–8 2.3 × 10–8 1.4 × 10–8 7.6 × 10–9 6.1 × 10–9 
Es-254 276 d 0.005 1.4 × 10–6 5.0 × 10–4 1.6 × 10–7 9.8 × 10–8 6.0 × 10–8 3.3 × 10–8 2.8 × 10–8 
Es-254m 1.64 d 0.005 5.7 × 10–8 5.0 × 10–4 3.0 × 10–8 1.5 × 10–8 9.1 × 10–9 5.2 × 10–9 4.2 × 10–9 
フェルミウム          
Fm-252 22.7 h 0.005 3.8 × 10–8 5.0 × 10–4 2.0 × 10–8 9.9 × 10–9 5.9 × 10–9 3.3 × 10–9 2.7 × 10–9 
Fm-253 3.00 d 0.005 2.5 × 10–8 5.0 × 10–4 6.7 × 10–9 3.4 × 10–9 2.1 × 10–9 1.1 × 10–9 9.1 × 10–10 
Fm-254 3.24 h 0.005 5.6 × 10–9 5.0 × 10–4 3.2 × 10–9 1.6 × 10–9 9.3 × 10–10 5.6 × 10–10 4.4 × 10–10 
Fm-255 20.1 h 0.005 3.3 × 10–8 5.0 × 10–4 1.9 × 10–8 9.5 × 10–9 5.6 × 10–9 3.2 × 10–9 2.5 × 10–9 
Fm-257 101 d 0.005 9.8 × 10–7 5.0 × 10–4 1.1 × 10–7 6.5 × 10–8 4.0 × 10–8 1.9 × 10–8 1.5 × 10–8 
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表 III.2D. 公衆の構成員：経口摂取による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

メンデレビウム          
Md-257 5.20 h 0.005 3.1 × 10–9 5.0 × 10–4 8.8 × 10–10 4.5 × 10–10 2.7 × 10–10 1.5 × 10–10 1.2 × 10–10 
Md-258 55.0 d 0.005 6.3 × 10–7 5.0 × 10–4 8.9 × 10–8 5.0 × 10–8 3.0 × 10–8 1.6 × 10–8 1.3 × 10–8 

a m 及び m’は、放射性核種の準安定状態を意味している。準安定状態 m’は、準安定状態 m よりも高いエネルギーである。 

b 1～15 歳のカルシウムについての f1 値は 0.4。 

c 1～15 歳の鉄についての f1 値は 0.2。 

d 1～15 歳のコバルトについての f1 値は 0.3。 

e 1～15 歳のストロンチウムについての f1 値は 0.4。 

f 1～15 歳のバリウムについての f1 値は 0.3。 

g 1～15 歳の鉛についての f1 値は 0.4。 

h 1～15 歳のラジウムについての f1 値は 0.3。 

注：f1：消化管移行係数；e(g)：年齢層別の単位取込量当たりの実効線量。 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

水素           
H-3 12.3 a F 1.000 2.6 × 10–11 1.000 2.0 × 10–11 1.1 × 10–11 8.2 × 10–12 5.9 × 10–12 6.2 × 10–12 
  M 0.200 3.4 × 10–10 0.100 2.7 × 10–10 1.4 × 10–10 8.2 × 10–11 5.3 × 10–11 4.5 × 10–11 
  S 0.020 1.2 × 10–9 0.010 1.0 × 10–9 6.3 × 10–10 3.8 × 10–10 2.8 × 10–10 2.6 × 10–10 
ベリリウム           
Be-7 53.3 d M 0.020 2.5 × 10–10 0.005 2.1 × 10–10 1.2 × 10–10 8.3 × 10–11 6.2 × 10–11 5.0 × 10–11 
  S 0.020 2.8 × 10–10 0.005 2.4 × 10–10 1.4 × 10–10 9.6 × 10–11 6.8 × 10–11 5.5 × 10–11 
Be-10 1.60 × 106 a M 0.020 4.1 × 10–8 0.005 3.4 × 10–8 2.0 × 10–8 1.3 × 10–8 1.1 × 10–8 9.6 × 10–9 
  S 0.020 9.9 × 10–8 0.005 9.1 × 10–8 6.1 × 10–8 4.2 × 10–8 3.7 × 10–8 3.5 × 10–8 
炭素           
C-11 0.340 h F 1.000 1.0 × 10–10 1.000 7.0 × 10–11 3.2 × 10–11 2.1 × 10–11 1.3 × 10–11 1.1 × 10–11 
  M 0.200 1.5 × 10–10 0.100 1.1 × 10–10 4.9 × 10–11 3.2 × 10–11 2.1 × 10–11 1.8 × 10–11 
  S 0.020 1.6 × 10–10 0.010 1.1 × 10–10 5.1 × 10–11 3.3 × 10–11 2.2 × 10–11 1.8 × 10–11 
C-14 5.73 × 103 a F 1.000 6.1 × 10–10 1.000 6.7 × 10–10 3.6 × 10–10 2.9 × 10–10 1.9 × 10–10 2.0 × 10–10 
  M 0.200 8.3 × 10–9 0.100 6.6 × 10–9 4.0 × 10–9 2.8 × 10–9 2.5 × 10–9 2.0 × 10–9 
  S 0.020 1.9 × 10–8 0.010 1.7 × 10–8 1.1 × 10–8 7.4 × 10–9 6.4 × 10–9 5.8 × 10–9 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

フッ素           
F-18 1.83 h F 1.000 2.6 × 10–10 1.000 1.9 × 10–10 9.1 × 10–11 5.6 × 10–11 3.4 × 10–11 2.8 × 10–11 
  M 1.000 4.1 × 10–10 1.000 2.9 × 10–10 1.5 × 10–10 9.7 × 10–11 6.9 × 10–11 5.6 × 10–11 
  S 1.000 4.2 × 10–10 1.000 3.1 × 10–10 1.5 × 10–10 1.0 × 10–10 7.3 × 10–11 5.9 × 10–11 
ナトリウム           
Na-22 2.60 a F 1.000 9.7 × 10–9 1.000 7.3 × 10–9 3.8 × 10–9 2.4 × 10–9 1.5 × 10–9 1.3 × 10–9 
Na-24 15.0 h F 1.000 2.3 × 10–9 1.000 1.8 × 10–9 9.3 × 10–10 5.7 × 10–10 3.4 × 10–10 2.7 × 10–10 
マグネシウム           
Mg-28 20.9 h F 1.000 5.3 × 10–9 0.500 4.7 × 10–9 2.2 × 10–9 1.3 × 10–9 7.3 × 10–10 6.0 × 10–10 
  M 1.000 7.3 × 10–9 0.500 7.2 × 10–9 3.5 × 10–9 2.3 × 10–9 1.5 × 10–9 1.2 × 10–9 
アルミニウム           
Al-26 7.16 × 105 a F 0.020 8.1 × 10–8 0.010 6.2 × 10–8 3.2 × 10–8 2.0 × 10–8 1.3 × 10–8 1.1 × 10–8 
  M 0.020 8.8 × 10–8 0.010 7.4 × 10–8 4.4 × 10–8 2.9 × 10–8 2.2 × 10–8 2.0 × 10–8 
ケイ素           
Si-31 2.62 h F 0.020 3.6 × 10–10 0.010 2.3 × 10–10 9.5 × 10–11 5.9 × 10–11 3.2 × 10–11 2.7 × 10–11 
  M 0.020 6.9 × 10–10 0.010 4.4 × 10–10 2.0 × 10–10 1.3 × 10–10 8.9 × 10–11 7.4 × 10–11 
  S 0.020 7.2 × 10–10 0.010 4.7 × 10–10 2.2 × 10–10 1.4 × 10–10 9.5 × 10–11 7.9 × 10–11 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Si-32 4.50 × 102 a F 0.020 3.0 × 10–8 0.010 2.3 × 10–8 1.1 × 10–8 6.4 × 10–9 3.8 × 10–9 3.2 × 10–9 
  M 0.020 7.1 × 10–8 0.010 6.0 × 10–8 3.6 × 10–8 2.4 × 10–8 1.9 × 10–8 1.7 × 10–8 
  S 0.020 2.8 × 10–7 0.010 2.7 × 10–7 1.9 × 10–7 1.3 × 10–7 1.1 × 10–7 1.1 × 10–7 
リン           
P-32 14.3 d F 1.000 1.2 × 10–8 0.800 7.5 × 10–9 3.2 × 10–9 1.8 × 10–9 9.8 × 10–10 7.7 × 10–10 
  M 1.000 2.2 × 10–8 0.800 1.5 × 10–8 8.0 × 10–9 5.3 × 10–9 4.0 × 10–9 3.4 × 10–9 
P-33 25.4 d F 1.000 1.2 × 10–9 0.800 7.8 × 10–10 3.0 × 10–10 2.0 × 10–10 1.1 × 10–10 9.2 × 10–11 
  M 1.000 6.1 × 10–9 0.800 4.6 × 10–9 2.8 × 10–9 2.1 × 10–9 1.9 × 10–9 1.5 × 10–9 
硫黄           
S-35 87.4 d F 1.000 5.5 × 10–10 0.800 3.9 × 10–10 1.8 × 10–10 1.1 × 10–10 6.0 × 10–11 5.1 × 10–11 
（無機）  M 0.200 5.9 × 10–9 0.100 4.5 × 10–9 2.8 × 10–9 2.0 × 10–9 1.8 × 10–9 1.4 × 10–9 
  S 0.020 7.7 × 10–9 0.010 6.0 × 10–9 3.6 × 10–9 2.6 × 10–9 2.3 × 10–9 1.9 × 10–9 
塩素           
Cl-36 3.01 × 105 a F 1.000 3.9 × 10–9 1.000 2.6 × 10–9 1.1 × 10–9 7.1 × 10–10 3.9 × 10–10 3.3 × 10–10 
  M 1.000 3.1 × 10–8 1.000 2.6 × 10–8 1.5 × 10–8 1.0 × 10–8 8.8 × 10–9 7.3 × 10–9 
Cl-38 0.620 h F 1.000 2.9 × 10–10 1.000 1.9 × 10–10 8.4 × 10–11 5.1 × 10–11 3.0 × 10–11 2.5 × 10–11 
  M 1.000 4.7 × 10–10 1.000 3.0 × 10–10 1.4 × 10–10 8.5 × 10–11 5.4 × 10–11 4.5 × 10–11 
Cl-39 0.927 h F 1.000 2.7 × 10–10 1.000 1.8 × 10–10 8.4 × 10–11 5.1 × 10–11 3.1 × 10–11 2.5 × 10–11 
  M 1.000 4.3 × 10–10 1.000 2.8 × 10–10 1.3 × 10–10 8.5 × 10–11 5.6 × 10–11 4.6 × 10–11 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

カリウム           
K-40 1.28 × 109 a F 1.000 2.4 × 10–8 1.000 1.7 × 10–8 7.5 × 10–9 4.5 × 10–9 2.5 × 10–9 2.1 × 10–9 
K-42 12.4 h F 1.000 1.6 × 10–9 1.000 1.0 × 10–9 4.4 × 10–10 2.6 × 10–10 1.5 × 10–10 1.2 × 10–10 
K-43 22.6 h F 1.000 1.3 × 10–9 1.000 9.7 × 10–10 4.7 × 10–10 2.9 × 10–10 1.7 × 10–10 1.4 × 10–10 
K-44 0.369 h F 1.000 2.2 × 10–10 1.000 1.4 × 10–10 6.5 × 10–11 4.0 × 10–11 2.4 × 10–11 2.0 × 10–11 
K-45 0.333 h F 1.000 1.5 × 10–10 1.000 1.0 × 10–10 4.8 × 10–11 3.0 × 10–11 1.8 × 10–11 1.5 × 10–11 
カルシウム b           
Ca-41 1.40 × 105 a F 0.600 6.7 × 10–10 0.300 3.8 × 10–10 2.6 × 10–10 3.3 × 10–10 3.3 × 10–10 1.7 × 10–10 
  M 0.200 4.2 × 10–10 0.100 2.6 × 10–10 1.7 × 10–10 1.7 × 10–10 1.6 × 10–10 9.5 × 10–11 
  S 0.020 6.7 × 10–10 0.010 6.0 × 10–10 3.8 × 10–10 2.4 × 10–10 1.9 × 10–10 1.8 × 10–10 
Ca-45 163 d F 0.600 5.7 × 10–9 0.300 3.0 × 10–9 1.4 × 10–9 1.0 × 10–9 7.6 × 10–10 4.6 × 10–10 
  M 0.200 1.2 × 10–8 0.100 8.8 × 10–9 5.3 × 10–9 3.9 × 10–9 3.5 × 10–9 2.7 × 10–9 
  S 0.020 1.5 × 10–8 0.010 1.2 × 10–8 7.2 × 10–9 5.1 × 10–9 4.6 × 10–9 3.7 × 10–9 
Ca-47 4.53 d F 0.600 4.9 × 10–9 0.300 3.6 × 10–9 1.7 × 10–9 1.1 × 10–9 6.1 × 10–10 5.5 × 10–10 
  M 0.200 1.0 × 10–8 0.100 7.7 × 10–9 4.2 × 10–9 2.9 × 10–9 2.4 × 10–9 1.9 × 10–9 
  S 0.020 1.2 × 10–8 0.010 8.5 × 10–9 4.6 × 10–9 3.3 × 10–9 2.6 × 10–9 2.1 × 10–9 
スカンジウム           
Sc-43 3.89 h S 0.001 9.3 × 10–10 1.0 × 10–4 6.7 × 10–10 3.3 × 10–10 2.2 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
Sc-44 3.93 h S 0.001 1.6 × 10–9 1.0 × 10–4 1.2 × 10–9 5.6 × 10–10 3.6 × 10–10 2.3 × 10–10 1.8 × 10–10 
Sc-44m 2.44 d S 0.001 1.1 × 10–8 1.0 × 10–4 8.4 × 10–9 4.2 × 10–9 2.8 × 10–9 1.7 × 10–9 1.4 × 10–9 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Sc-46 83.8 d S 0.001 2.8 × 10–8 1.0 × 10–4 2.3 × 10–8 1.4 × 10–8 9.8 × 10–9 8.4 × 10–9 6.8 × 10–9 
Sc-47 3.35 d S 0.001 4.0 × 10–9 1.0 × 10–4 2.8 × 10–9 1.5 × 10–9 1.1 × 10–9 9.2 × 10–10 7.3 × 10–10 
Sc-48 1.82 d S 0.001 7.8 × 10–9 1.0 × 10–4 5.9 × 10–9 3.1 × 10–9 2.0 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 
Sc-49 0.956 h S 0.001 3.9 × 10–10 1.0 × 10–4 2.4 × 10–10 1.1 × 10–10 7.1 × 10–11 4.7 × 10–11 4.0 × 10–11 
チタン           
Ti-44 47.3 a F 0.020 3.1 × 10–7 0.010 2.6 × 10–7 1.5 × 10–7 9.6 × 10–8 6.6 × 10–8 6.1 × 10–8 
  M 0.020 1.7 × 10–7 0.010 1.5 × 10–7 9.2 × 10–8 5.9 × 10–8 4.6 × 10–8 4.2 × 10–8 
  S 0.020 3.2 × 10–7 0.010 3.1 × 10–7 2.1 × 10–7 1.5 × 10–7 1.3 × 10–7 1.2 × 10–7 
Ti-45 3.08 h F 0.020 4.4 × 10–10 0.010 3.2 × 10–10 1.5 × 10–10 9.1 × 10–11 5.1 × 10–11 4.2 × 10–11 
  M 0.020 7.4 × 10–10 0.010 5.2 × 10–10 2.5 × 10–10 1.6 × 10–10 1.1 × 10–10 8.8 × 10–11 
  S 0.020 7.7 × 10–10 0.010 5.5 × 10–10 2.7 × 10–10 1.7 × 10–10 1.1 × 10–10 9.3 × 10–11 
バナジウム           
V-47 0.543 h F 0.020 1.8 × 10–10 0.010 1.2 × 10–10 5.6 × 10–11 3.5 × 10–11 2.1 × 10–11 1.7 × 10–11 
  M 0.020 2.8 × 10–10 0.010 1.9 × 10–10 8.6 × 10–11 5.5 × 10–11 3.5 × 10–11 2.9 × 10–11 
V-48 16.2 d F 0.020 8.4 × 10–9 0.010 6.4 × 10–9 3.3 × 10–9 2.1 × 10–9 1.3 × 10–9 1.1 × 10–9 
  M 0.020 1.4 × 10–8 0.010 1.1 × 10–8 6.3 × 10–9 4.3 × 10–9 2.9 × 10–9 2.4 × 10–9 
V-49 330 d F 0.020 2.0 × 10–10 0.010 1.6 × 10–10 7.7 × 10–11 4.3 × 10–11 2.5 × 10–11 2.1 × 10–11 
  M 0.020 2.8 × 10–10 0.010 2.1 × 10–10 1.1 × 10–10 6.3 × 10–11 4.0 × 10–11 3.4 × 10–11 

  



 

 

274 

表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

クロム           
Cr-48 23.0 h F 0.200 7.6 × 10–10 0.100 6.0 × 10–10 3.1 × 10–10 2.0 × 10–10 1.2 × 10–10 9.9 × 10–11 
  M 0.200 1.1 × 10–9 0.100 9.1 × 10–10 5.1 × 10–10 3.4 × 10–10 2.5 × 10–10 2.0 × 10–10 
  S 0.200 1.2 × 10–9 0.100 9.8 × 10–10 5.5 × 10–10 3.7 × 10–10 2.8 × 10–10 2.2 × 10–10 
Cr-49 0.702 h F 0.200 1.9 × 10–10 0.100 1.3 × 10–10 6.0 × 10–11 3.7 × 10–11 2.2 × 10–11 1.9 × 10–11 
  M 0.200 3.0 × 10–10 0.100 2.0 × 10–10 9.5 × 10–11 6.1 × 10–11 4.0 × 10–11 3.3 × 10–11 
  S 0.200 3.1 × 10–10 0.100 2.1 × 10–10 9.9 × 10–11 6.4 × 10–11 4.2 × 10–11 3.5 × 10–11 
Cr-51 27.7 d F 0.200 1.7 × 10–10 0.100 1.3 × 10–10 6.3 × 10–11 4.0 × 10–11 2.4 × 10–11 2.0 × 10–11 
  M 0.200 2.6 × 10–10 0.100 1.9 × 10–10 1.0 × 10–10 6.4 × 10–11 3.9 × 10–11 3.2 × 10–11 
  S 0.200 2.6 × 10–10 0.100 2.1 × 10–10 1.0 × 10–10 6.6 × 10–11 4.5 × 10–11 3.7 × 10–11 
マンガン           
Mn-51 0.770 h F 0.200 2.5 × 10–10 0.100 1.7 × 10–10 7.5 × 10–11 4.6 × 10–11 2.7 × 10–11 2.3 × 10–11 
  M 0.200 4.0 × 10–10 0.100 2.7 × 10–10 1.2 × 10–10 7.8 × 10–11 5.0 × 10–11 4.1 × 10–11 
Mn-52 5.59 d F 0.200 7.0 × 10–9 0.100 5.5 × 10–9 2.9 × 10–9 1.8 × 10–9 1.1 × 10–9 9.4 × 10–10 
  M 0.200 8.6 × 10–9 0.100 6.8 × 10–9 3.7 × 10–9 2.4 × 10–9 1.7 × 10–9 1.4 × 10–9 
Mn-52m 0.352 h F 0.200 1.9 × 10–10 0.100 1.3 × 10–10 6.1 × 10–11 3.8 × 10–11 2.2 × 10–11 1.9 × 10–11 
  M 0.200 2.8 × 10–10 0.100 1.9 × 10–10 8.7 × 10–11 5.5 × 10–11 3.4 × 10–11 2.9 × 10–11 
Mn-53 3.70 × 106 a F 0.200 3.2 × 10–10 0.100 2.2 × 10–10 1.1 × 10–10 6.0 × 10–11 3.4 × 10–11 2.9 × 10–11 
  M 0.200 4.6 × 10–10 0.100 3.4 × 10–10 1.7 × 10–10 1.0 × 10–10 6.4 × 10–11 5.4 × 10–11 
Mn-54 312 d F 0.200 5.2 × 10–9 0.100 4.1 × 10–9 2.2 × 10–9 1.5 × 10–9 9.9 × 10–10 8.5 × 10–10 
  M 0.200 7.5 × 10–9 0.100 6.2 × 10–9 3.8 × 10–9 2.4 × 10–9 1.9 × 10–9 1.5 × 10–9 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Mn-56 2.58 h F 0.200 6.9 × 10–10 0.100 4.9 × 10–10 2.3 × 10–10 1.4 × 10–10 7.8 × 10–11 6.4 × 10–11 
  M 0.200 1.1 × 10–9 0.100 7.8 × 10–10 3.7 × 10–10 2.4 × 10–10 1.5 × 10–10 1.2 × 10–10 
鉄 c           
Fe-52 8.28 h F 0.600 5.2 × 10–9 0.100 3.6 × 10–9 1.5 × 10–9 8.9 × 10–10 4.9 × 10–10 3.9 × 10–10 
  M 0.200 5.8 × 10–9 0.100 4.1 × 10–9 1.9 × 10–9 1.2 × 10–9 7.4 × 10–10 6.0 × 10–10 
  S 0.020 6.0 × 10–9 0.010 4.2 × 10–9 2.0 × 10–9 1.3 × 10–9 7.7 × 10–10 6.3 × 10–10 
Fe-55 2.70 a F 0.600 4.2 × 10–9 0.100 3.2 × 10–9 2.2 × 10–9 1.4 × 10–9 9.4 × 10–10 7.7 × 10–10 
  M 0.200 1.9 × 10–9 0.100 1.4 × 10–9 9.9 × 10–10 6.2 × 10–10 4.4 × 10–10 3.8 × 10–10 
  S 0.020 1.0 × 10–9 0.010 8.5 × 10–10 5.0 × 10–10 2.9 × 10–10 2.0 × 10–10 1.8 × 10–10 
Fe-59 44.5 d F 0.600 2.1 × 10–8 0.100 1.3 × 10–8 7.1 × 10–9 4.2 × 10–9 2.6 × 10–9 2.2 × 10–9 
  M 0.200 1.8 × 10–8 0.100 1.3 × 10–8 7.9 × 10–9 5.5 × 10–9 4.6 × 10–9 3.7 × 10–9 
  S 0.020 1.7 × 10–8 0.010 1.3 × 10–8 8.1 × 10–9 5.8 × 10–9 5.1 × 10–9 4.0 × 10–9 
Fe-60 1.00 × 105 a F 0.600 4.4 × 10–7 0.100 3.9 × 10–7 3.5 × 10–7 3.2 × 10–7 2.9 × 10–7 2.8 × 10–7 
  M 0.200 2.0 × 10–7 0.100 1.7 × 10–7 1.6 × 10–7 1.4 × 10–7 1.4 × 10–7 1.4 × 10–7 
  S 0.020 9.3 × 10–8 0.010 8.8 × 10–8 6.7 × 10–8 5.2 × 10–8 4.9 × 10–8 4.9 × 10–8 
コバルト d           
Co-55 17.5 h F 0.600 2.2 × 10–9 0.100 1.8 × 10–9 9.0 × 10–10 5.5 × 10–10 3.1 × 10–10 2.7 × 10–10 
  M 0.200 4.1 × 10–9 0.100 3.1 × 10–9 1.5 × 10–9 9.8 × 10–10 6.1 × 10–10 5.0 × 10–10 
  S 0.020 4.6 × 10–9 0.010 3.3 × 10–9 1.6 × 10–9 1.1 × 10–9 6.6 × 10–10 5.3 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Co-56 78.7 d F 0.600 1.4 × 10–8 0.100 1.0 × 10–8 5.5 × 10–9 3.5 × 10–9 2.2 × 10–9 1.8 × 10–9 
  M 0.200 2.5 × 10–8 0.100 2.1 × 10–8 1.1 × 10–8 7.4 × 10–9 5.8 × 10–9 4.8 × 10–9 
  S 0.020 2.9 × 10–8 0.010 2.5 × 10–8 1.5 × 10–8 1.0 × 10–8 8.0 × 10–9 6.7 × 10–9 
Co-57 271 d F 0.600 1.5 × 10–9 0.100 1.1 × 10–9 5.6 × 10–10 3.7 × 10–10 2.3 × 10–10 1.9 × 10–10 
  M 0.200 2.8 × 10–9 0.100 2.2 × 10–9 1.3 × 10–9 8.5 × 10–10 6.7 × 10–10 5.5 × 10–10 
  S 0.020 4.4 × 10–9 0.010 3.7 × 10–9 2.3 × 10–9 1.5 × 10–9 1.2 × 10–9 1.0 × 10–9 
Co-58 70.8 d F 0.600 4.0 × 10–9 0.100 3.0 × 10–9 1.6 × 10–9 1.0 × 10–9 6.4 × 10–10 5.3 × 10–10 
  M 0.200 7.3 × 10–9 0.100 6.5 × 10–9 3.5 × 10–9 2.4 × 10–9 2.0 × 10–9 1.6 × 10–9 
  S 0.020 9.0 × 10–9 0.010 7.5 × 10–9 4.5 × 10–9 3.1 × 10–9 2.6 × 10–9 2.1 × 10–9 
Co-58m 9.15 h F 0.600 4.8 × 10–11 0.100 3.6 × 10–11 1.7 × 10–11 1.1 × 10–11 5.9 × 10–12 5.2 × 10–12 
  M 0.200 1.1 × 10–10 0.100 7.6 × 10–11 3.8 × 10–11 2.4 × 10–11 1.6 × 10–11 1.3 × 10–11 
  S 0.020 1.3 × 10–10 0.010 9.0 × 10–11 4.5 × 10–11 3.0 × 10–11 2.0 × 10–11 1.7 × 10–11 
Co-60 5.27 a F 0.600 3.0 × 10–8 0.100 2.3 × 10–8 1.4 × 10–8 8.9 × 10–9 6.1 × 10–9 5.2 × 10–9 
  M 0.200 4.2 × 10–8 0.100 3.4 × 10–8 2.1 × 10–8 1.5 × 10–8 1.2 × 10–8 1.0 × 10–8 
  S 0.020 9.2 × 10–8 0.010 8.6 × 10–8 5.9 × 10–8 4.0 × 10–8 3.4 × 10–8 3.1 × 10–8 
Co-60m 0.174 h F 0.600 4.4 × 10–12 0.100 2.8 × 10–12 1.5 × 10–12 1.0 × 10–12 8.3 × 10–13 6.9 × 10–13 
  M 0.200 7.1 × 10–12 0.100 4.7 × 10–12 2.7 × 10–12 1.8 × 10–12 1.5 × 10–12 1.2 × 10–12 
  S 0.020 7.6 × 10–12 0.010 5.1 × 10–12 2.9 × 10–12 2.0 × 10–12 1.7 × 10–12 1.4 × 10–12 
Co-61 1.65 h F 0.600 2.1 × 10–10 0.100 1.4 × 10–10 6.0 × 10–11 3.8 × 10–11 2.2 × 10–11 1.9 × 10–11 
  M 0.200 4.0 × 10–10 0.100 2.7 × 10–10 1.2 × 10–10 8.2 × 10–11 5.7 × 10–11 4.7 × 10–11 
  S 0.020 4.3 × 10–10 0.010 2.8 × 10–10 1.3 × 10–10 8.8 × 10–11 6.1 × 10–11 5.1 × 10–11 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Co-62m 0.232 h F 0.600 1.4 × 10–10 0.100 9.5 × 10–11 4.5 × 10–11 2.8 × 10–11 1.7 × 10–11 1.4 × 10–11 
  M 0.200 1.9 × 10–10 0.100 1.3 × 10–10 6.1 × 10–11 3.8 × 10–11 2.4 × 10–11 2.0 × 10–11 
  S 0.020 2.0 × 10–10 0.010 1.3 × 10–10 6.3 × 10–11 4.0 × 10–11 2.5 × 10–11 2.1 × 10–11 
ニッケル           
Ni-56 6.10 d F 0.100 3.3 × 10–9 0.050 2.8 × 10–9 1.5 × 10–9 9.3 × 10–10 5.8 × 10–10 4.9 × 10–10 
  M 0.100 4.9 × 10–9 0.050 4.1 × 10–9 2.3 × 10–9 1.5 × 10–9 1.1 × 10–9 8.7 × 10–10 
  S 0.020 5.5 × 10–9 0.010 4.6 × 10–9 2.7 × 10–9 1.8 × 10–9 1.3 × 10–9 1.0 × 10–9 
Ni-57 1.50 d F 0.100 2.2 × 10–9 0.050 1.8 × 10–9 8.9 × 10–10 5.5 × 10–10 3.1 × 10–10 2.5 × 10–10 
  M 0.100 3.6 × 10–9 0.050 2.8 × 10–9 1.5 × 10–9 9.5 × 10–10 6.2 × 10–10 5.0 × 10–10 
  S 0.020 3.9 × 10–9 0.010 3.0 × 10–9 1.5 × 10–9 1.0 × 10–9 6.6 × 10–10 5.3 × 10–10 
Ni-59 7.50 × 104 a F 0.100 9.6 × 10–10 0.050 8.1 × 10–10 4.5 × 10–10 2.8 × 10–10 1.9 × 10–10 1.8 × 10–10 
  M 0.100 7.9 × 10–10 0.050 6.2 × 10–10 3.4 × 10–10 2.1 × 10–10 1.4 × 10–10 1.3 × 10–10 
  S 0.020 1.7 × 10–9 0.010 1.5 × 10–9 9.5 × 10–10 5.9 × 10–10 4.6 × 10–10 4.4 × 10–10 
Ni-63 96.0 a F 0.100 2.3 × 10–9 0.050 2.0 × 10–9 1.1 × 10–9 6.7 × 10–10 4.6 × 10–10 4.4 × 10–10 
  M 0.100 2.5 × 10–9 0.050 1.9 × 10–9 1.1 × 10–9 7.0 × 10–10 5.3 × 10–10 4.8 × 10–10 
  S 0.020 4.8 × 10–9 0.010 4.3 × 10–9 2.7 × 10–9 1.7 × 10–9 1.3 × 10–9 1.3 × 10–9 
Ni-65 2.52 h F 0.100 4.4 × 10–10 0.050 3.0 × 10–10 1.4 × 10–10 8.5 × 10–11 4.9 × 10–11 4.1 × 10–11 
  M 0.100 7.7 × 10–10 0.050 5.2 × 10–10 2.4 × 10–10 1.6 × 10–10 1.0 × 10–10 8.5 × 10–11 
  S 0.020 8.1 × 10–10 0.010 5.5 × 10–10 2.6 × 10–10 1.7 × 10–10 1.1 × 10–10 9.0 × 10–11 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Ni-66 2.27 d F 0.100 5.7 × 10–9 0.050 3.8 × 10–9 1.6 × 10–9 1.0 × 10–9 5.1 × 10–10 4.2 × 10–10 
  M 0.100 1.3 × 10–8 0.050 9.4 × 10–9 4.5 × 10–9 2.9 × 10–9 2.0 × 10–9 1.6 × 10–9 
  S 0.020 1.5 × 10–8 0.010 1.0 × 10–8 5.0 × 10–9 3.2 × 10–9 2.2 × 10–9 1.8 × 10–9 
銅           
Cu-60 0.387 h F 1.000 2.1 × 10–10 0.500 1.6 × 10–10 7.5 × 10–11 4.6 × 10–11 2.8 × 10–11 2.3 × 10–11 
  M 1.000 3.0 × 10–10 0.500 2.2 × 10–10 1.0 × 10–10 6.5 × 10–11 4.0 × 10–11 3.3 × 10–11 
  S 1.000 3.1 × 10–10 0.500 2.2 × 10–10 1.1 × 10–10 6.7 × 10–11 4.2 × 10–11 3.4 × 10–11 
Cu-61 3.41 h F 1.000 3.1 × 10–10 0.500 2.7 × 10–10 1.3 × 10–10 7.9 × 10–11 4.5 × 10–11 3.7 × 10–11 
  M 1.000 4.9 × 10–10 0.500 4.4 × 10–10 2.1 × 10–10 1.4 × 10–10 9.1 × 10–11 7.4 × 10–11 
  S 1.000 5.1 × 10–10 0.500 4.5 × 10–10 2.2 × 10–10 1.4 × 10–10 9.6 × 10–11 7.8 × 10–11 
Cu-64 12.7 h F 1.000 2.8 × 10–10 0.500 2.7 × 10–10 1.2 × 10–10 7.6 × 10–11 4.2 × 10–11 3.5 × 10–11 
  M 1.000 5.5 × 10–10 0.500 5.4 × 10–10 2.7 × 10–10 1.9 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
  S 1.000 5.8 × 10–10 0.500 5.7 × 10–10 2.9 × 10–10 2.0 × 10–10 1.3 × 10–10 1.2 × 10–10 
Cu-67 2.58 d F 1.000 9.5 × 10–10 0.500 8.0 × 10–10 3.5 × 10–10 2.2 × 10–10 1.2 × 10–10 1.0 × 10–10 
  M 1.000 2.3 × 10–9 0.500 2.0 × 10–9 1.1 × 10–9 8.1 × 10–10 6.9 × 10–10 5.5 × 10–10 
  S 1.000 2.5 × 10–9 0.500 2.1 × 10–9 1.2 × 10–9 8.9 × 10–10 7.7 × 10–10 6.1 × 10–10 
亜鉛           
Zn-62 9.26 h F 1.000 1.7 × 10–9 0.500 1.7 × 10–9 7.7 × 10–10 4.6 × 10–10 2.5 × 10–10 2.0 × 10–10 
  M 0.200 4.5 × 10–9 0.100 3.5 × 10–9 1.6 × 10–9 1.0 × 10–9 6.0 × 10–10 5.0 × 10–10 
  S 0.020 5.1 × 10–9 0.010 3.4 × 10–9 1.8 × 10–9 1.1 × 10–9 6.6 × 10–10 5.5 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Zn-63 0.635 h F 1.000 2.1 × 10–10 0.500 1.4 × 10–10 6.5 × 10–11 4.0 × 10–11 2.4 × 10–11 2.0 × 10–11 
  M 0.200 3.4 × 10–10 0.100 2.3 × 10–10 1.0 × 10–10 6.6 × 10–11 4.2 × 10–11 3.5 × 10–11 
  S 0.020 3.6 × 10–10 0.010 2.4 × 10–10 1.1 × 10–10 6.9 × 10–11 4.4 × 10–11 3.7 × 10–11 
Zn-65 244 d F 1.000 1.5 × 10–8 0.500 1.0 × 10–8 5.7 × 10–9 3.8 × 10–9 2.5 × 10–9 2.2 × 10–9 
  M 0.200 8.5 × 10–9 0.100 6.5 × 10–9 3.7 × 10–9 2.4 × 10–9 1.9 × 10–9 1.6 × 10–9 
  S 0.020 7.6 × 10–9 0.010 6.7 × 10–9 4.4 × 10–9 2.9 × 10–9 2.4 × 10–9 2.0 × 10–9 
Zn-69 0.950 h F 1.000 1.1 × 10–10 0.500 7.4 × 10–11 3.2 × 10–11 2.1 × 10–11 1.2 × 10–11 1.1 × 10–11 
  M 0.200 2.2 × 10–10 0.100 1.4 × 10–10 6.5 × 10–11 4.4 × 10–11 3.1 × 10–11 2.6 × 10–11 
  S 0.020 2.3 × 10–10 0.010 1.5 × 10–10 6.9 × 10–11 4.7 × 10–11 3.4 × 10–11 2.8 × 10–11 
Zn-69m 13.8 h F 1.000 6.6 × 10–10 0.500 6.7 × 10–10 3.0 × 10–10 1.8 × 10–10 9.9 × 10–11 8.2 × 10–11 
  M 0.200 2.1 × 10–9 0.100 1.5 × 10–9 7.5 × 10–10 5.0 × 10–10 3.0 × 10–10 2.4 × 10–10 
  S 0.020 2.2 × 10–9 0.010 1.7 × 10–9 8.2 × 10–10 5.4 × 10–10 3.3 × 10–10 2.7 × 10–10 
Zn-71m 3.92 h F 1.000 6.2 × 10–10 0.500 5.5 × 10–10 2.6 × 10–10 1.6 × 10–10 9.1 × 10–11 7.4 × 10–11 
  M 0.200 1.3 × 10–9 0.100 9.4 × 10–10 4.6 × 10–10 2.9 × 10–10 1.9 × 10–10 1.5 × 10–10 
  S 0.020 1.4 × 10–9 0.010 1.0 × 10–9 4.9 × 10–10 3.1 × 10–10 2.0 × 10–10 1.6 × 10–10 
Zn-72 1.94 d F 1.000 4.3 × 10–9 0.500 3.5 × 10–9 1.7 × 10–9 1.0 × 10–9 5.9 × 10–10 4.9 × 10–10 
  M 0.200 8.8 × 10–9 0.100 6.5 × 10–9 3.4 × 10–9 2.3 × 10–9 1.5 × 10–9 1.2 × 10–9 
  S 0.020 9.7 × 10–9 0.010 7.0 × 10–9 3.6 × 10–9 2.4 × 10–9 1.6 × 10–9 1.3 × 10–9 
ガリウム           
Ga-65 0.253 h F 0.010 1.1 × 10–10 0.001 7.3 × 10–11 3.4 × 10–11 2.1 × 10–11 1.3 × 10–11 1.1 × 10–11 
  M 0.010 1.6 × 10–10 0.001 1.1 × 10–10 4.8 × 10–11 3.1 × 10–11 2.0 × 10–11 1.7 × 10–11 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Ga-66 9.40 h F 0.010 2.8 × 10–9 0.001 2.0 × 10–9 9.2 × 10–10 5.7 × 10–10 3.0 × 10–10 2.5 × 10–10 
  M 0.010 4.5 × 10–9 0.001 3.1 × 10–9 1.5 × 10–9 9.2 × 10–10 5.3 × 10–10 4.4 × 10–10 
Ga-67 3.26 d F 0.010 6.4 × 10–10 0.001 4.6 × 10–10 2.2 × 10–10 1.4 × 10–10 7.7 × 10–11 6.4 × 10–11 
  M 0.010 1.4 × 10–9 0.001 1.0 × 10–9 5.0 × 10–10 3.6 × 10–10 3.0 × 10–10 2.4 × 10–10 
Ga-68 1.13 h F 0.010 2.9 × 10–10 0.001 1.9 × 10–10 8.8 × 10–11 5.4 × 10–11 3.1 × 10–11 2.6 × 10–11 
  M 0.010 4.6 × 10–10 0.001 3.1 × 10–10 1.4 × 10–10 9.2 × 10–11 5.9 × 10–11 4.9 × 10–11 
Ga-70 0.353 h F 0.010 9.5 × 10–11 0.001 6.0 × 10–11 2.6 × 10–11 1.6 × 10–11 1.0 × 10–11 8.8 × 10–12 
  M 0.010 1.5 × 10–10 0.001 9.6 × 10–11 4.3 × 10–11 2.8 × 10–11 1.8 × 10–11 1.6 × 10–11 
Ga-72 14.1 h F 0.010 2.9 × 10–9 0.001 2.2 × 10–9 1.0 × 10–9 6.4 × 10–10 3.6 × 10–10 2.9 × 10–10 
  M 0.010 4.5 × 10–9 0.001 3.3 × 10–9 1.6 × 10–9 1.0 × 10–9 6.5 × 10–10 5.3 × 10–10 
Ga-73 4.91 h F 0.010 6.7 × 10–10 0.001 4.5 × 10–10 2.0 × 10–10 1.2 × 10–10 6.4 × 10–11 5.4 × 10–11 
  M 0.010 1.2 × 10–9 0.001 8.4 × 10–10 4.0 × 10–10 2.6 × 10–10 1.7 × 10–10 1.4 × 10–10 
ゲルマニウム           
Ge-66 2.27 h F 1.000 4.5 × 10–10 1.000 3.5 × 10–10 1.8 × 10–10 1.1 × 10–10 6.7 × 10–11 5.4 × 10–11 
  M 1.000 6.4 × 10–10 1.000 4.8 × 10–10 2.5 × 10–10 1.6 × 10–10 1.1 × 10–10 9.1 × 10–11 
Ge-67 0.312 h F 1.000 1.7 × 10–10 1.000 1.1 × 10–10 4.9 × 10–11 3.1 × 10–11 1.8 × 10–11 1.5 × 10–11 
  M 1.000 2.5 × 10–10 1.000 1.6 × 10–10 7.3 × 10–11 4.6 × 10–11 2.9 × 10–11 2.5 × 10–11 
Ge-68 288 d F 1.000 5.4 × 10–9 1.000 3.8 × 10–9 1.8 × 10–9 1.1 × 10–9 6.3 × 10–10 5.2 × 10–10 
  M 1.000 6.0 × 10–8 1.000 5.0 × 10–8 3.0 × 10–8 2.0 × 10–8 1.6 × 10–8 1.4 × 10–8 
Ge-69 1.63 d F 1.000 1.2 × 10–9 1.000 9.0 × 10–10 4.6 × 10–10 2.8 × 10–10 1.7 × 10–10 1.3 × 10–10 
  M 1.000 1.8 × 10–9 1.000 1.4 × 10–9 7.4 × 10–10 4.9 × 10–10 3.6 × 10–10 2.9 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Ge-71 11.8 d F 1.000 6.0 × 10–11 1.000 4.3 × 10–11 2.0 × 10–11 1.1 × 10–11 6.1 × 10–12 4.8 × 10–12 
  M 1.000 1.2 × 10–10 1.000 8.6 × 10–11 4.1 × 10–11 2.4 × 10–11 1.3 × 10–11 1.1 × 10–11 
Ge-75 1.38 h F 1.000 1.6 × 10–10 1.000 1.0 × 10–10 4.3 × 10–11 2.8 × 10–11 1.7 × 10–11 1.5 × 10–11 
  M 1.000 2.9 × 10–10 1.000 1.9 × 10–10 8.9 × 10–11 6.1 × 10–11 4.4 × 10–11 3.6 × 10–11 
Ge-77 11.3 h F 1.000 1.3 × 10–9 1.000 9.5 × 10–10 4.7 × 10–10 2.9 × 10–10 1.7 × 10–10 1.4 × 10–10 
  M 1.000 2.3 × 10–9 1.000 1.7 × 10–9 8.8 × 10–10 6.0 × 10–10 4.5 × 10–10 3.7 × 10–10 
Ge-78 1.45 h F 1.000 4.3 × 10–10 1.000 2.9 × 10–10 1.4 × 10–10 8.9 × 10–11 5.5 × 10–11 4.5 × 10–11 
  M 1.000 7.3 × 10–10 1.000 5.0 × 10–10 2.5 × 10–10 1.6 × 10–10 1.2 × 10–10 9.5 × 10–11 
ヒ素           
As-69 0.253 h M 1.000 2.1 × 10–10 0.500 1.4 × 10–10 6.3 × 10–11 4.0 × 10–11 2.5 × 10–11 2.1 × 10–11 
As-70 0.876 h M 1.000 5.7 × 10–10 0.500 4.3 × 10–10 2.1 × 10–10 1.3 × 10–10 8.3 × 10–11 6.7 × 10–11 
As-71 2.70 d M 1.000 2.2 × 10–9 0.500 1.9 × 10–9 1.0 × 10–9 6.8 × 10–10 5.0 × 10–10 4.0 × 10–10 
As-72 1.08 d M 1.000 5.9 × 10–9 0.500 5.7 × 10–9 2.7 × 10–9 1.7 × 10–9 1.1 × 10–9 9.0 × 10–10 
As-73 80.3 d M 1.000 5.4 × 10–9 0.500 4.0 × 10–9 2.3 × 10–9 1.5 × 10–9 1.2 × 10–9 1.0 × 10–9 
As-74 17.8 d M 1.000 1.1 × 10–8 0.500 8.4 × 10–9 4.7 × 10–9 3.3 × 10–9 2.6 × 10–9 2.1 × 10–9 
As-76 1.10 d M 1.000 5.1 × 10–9 0.500 4.6 × 10–9 2.2 × 10–9 1.4 × 10–9 8.8 × 10–10 7.4 × 10–10 
As-77 1.62 d M 1.000 2.2 × 10–9 0.500 1.7 × 10–9 8.9 × 10–10 6.2 × 10–10 5.0 × 10–10 3.9 × 10–10 
As-78 1.51 h M 1.000 8.0 × 10–10 0.500 5.8 × 10–10 2.7 × 10–10 1.7 × 10–10 1.1 × 10–10 8.9 × 10–11 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

セレン           
Se-70 0.683 h F 1.000 3.9 × 10–10 0.800 3.0 × 10–10 1.5 × 10–10 9.0 × 10–11 5.1 × 10–11 4.2 × 10–11 
  M 0.200 6.5 × 10–10 0.100 4.7 × 10–10 2.3 × 10–10 1.4 × 10–10 8.9 × 10–11 7.3 × 10–11 
  S 0.020 6.8 × 10–10 0.010 4.8 × 10–10 2.3 × 10–10 1.5 × 10–10 9.4 × 10–11 7.6 × 10–11 
Se-73 7.15 h F 1.000 7.7 × 10–10 0.800 6.5 × 10–10 3.3 × 10–10 2.1 × 10–10 1.0 × 10–10 8.0 × 10–11 
  M 0.200 1.6 × 10–9 0.100 1.2 × 10–9 5.9 × 10–10 3.8 × 10–10 2.4 × 10–10 1.9 × 10–10 
  S 0.020 1.8 × 10–9 0.010 1.3 × 10–9 6.3 × 10–10 4.0 × 10–10 2.6 × 10–10 2.1 × 10–10 
Se-73m 0.650 h F 1.000 9.3 × 10–11 0.800 7.2 × 10–11 3.5 × 10–11 2.3 × 10–11 1.1 × 10–11 9.2 × 10–12 
  M 0.200 1.8 × 10–10 0.100 1.3 × 10–10 6.1 × 10–11 3.9 × 10–11 2.5 × 10–11 2.0 × 10–11 
  S 0.020 1.9 × 10–10 0.010 1.3 × 10–10 6.5 × 10–11 4.1 × 10–11 2.6 × 10–11 2.2 × 10–11 
Se-75 120 d F 1.000 7.8 × 10–9 0.800 6.0 × 10–9 3.4 × 10–9 2.5 × 10–9 1.2 × 10–9 1.0 × 10–9 
  M 0.200 5.4 × 10–9 0.100 4.5 × 10–9 2.5 × 10–9 1.7 × 10–9 1.3 × 10–9 1.1 × 10–9 
  S 0.020 5.6 × 10–9 0.010 4.7 × 10–9 2.9 × 10–9 2.0 × 10–9 1.6 × 10–9 1.3 × 10–9 
Se-79 6.50 × 104 a F 1.000 1.6 × 10–8 0.800 1.3 × 10–8 7.7 × 10–9 5.6 × 10–9 1.5 × 10–9 1.1 × 10–9 
  M 0.200 1.4 × 10–8 0.100 1.1 × 10–8 6.9 × 10–9 4.9 × 10–9 3.3 × 10–9 2.6 × 10–9 
  S 0.020 2.3 × 10–8 0.010 2.0 × 10–8 1.3 × 10–8 8.7 × 10–9 7.6 × 10–9 6.8 × 10–9 
Se-81 0.308 h F 1.000 8.6 × 10–11 0.800 5.4 × 10–11 2.3 × 10–11 1.5 × 10–11 9.2 × 10–12 8.0 × 10–12 
  M 0.200 1.3 × 10–10 0.100 8.5 × 10–11 3.8 × 10–11 2.5 × 10–11 1.6 × 10–11 1.4 × 10–11 
  S 0.020 1.4 × 10–10 0.010 8.9 × 10–11 3.9 × 10–11 2.6 × 10–11 1.7 × 10–11 1.5 × 10–11 
Se-81m 0.954 h F 1.000 1.8 × 10–10 0.800 1.2 × 10–10 5.4 × 10–11 3.4 × 10–11 1.9 × 10–11 1.6 × 10–11 
  M 0.200 3.8 × 10–10 0.100 2.5 × 10–10 1.2 × 10–10 8.0 × 10–11 5.8 × 10–11 4.7 × 10–11 
  S 0.020 4.1 × 10–10 0.010 2.7 × 10–10 1.3 × 10–10 8.5 × 10–11 6.2 × 10–11 5.1 × 10–11 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Se-83 0.375 h F 1.000 1.7 × 10–10 0.800 1.2 × 10–10 5.8 × 10–11 3.6 × 10–11 2.1 × 10–11 1.8 × 10–11 
  M 0.200 2.7 × 10–10 0.100 1.9 × 10–10 9.2 × 10–11 5.9 × 10–11 3.9 × 10–11 3.2 × 10–11 
  S 0.020 2.8 × 10–10 0.010 2.0 × 10–10 9.6 × 10–11 6.2 × 10–11 4.1 × 10–11 3.4 × 10–11 
臭素           
Br-74 0.422 h F 1.000 2.5 × 10–10 1.000 1.8 × 10–10 8.6 × 10–11 5.3 × 10–11 3.2 × 10–11 2.6 × 10–11 
  M 1.000 3.6 × 10–10 1.000 2.5 × 10–10 1.2 × 10–10 7.5 × 10–11 4.6 × 10–11 3.8 × 10–11 
Br-74m 0.691 h F 1.000 4.0 × 10–10 1.000 2.8 × 10–10 1.3 × 10–10 8.1 × 10–11 4.8 × 10–11 3.9 × 10–11 
  M 1.000 5.9 × 10–10 1.000 4.1 × 10–10 1.9 × 10–10 1.2 × 10–10 7.5 × 10–11 6.2 × 10–11 
Br-75 1.63 h F 1.000 2.9 × 10–10 1.000 2.1 × 10–10 9.7 × 10–11 5.9 × 10–11 3.5 × 10–11 2.9 × 10–11 
  M 1.000 4.5 × 10–10 1.000 3.1 × 10–10 1.5 × 10–10 9.7 × 10–11 6.5 × 10–11 5.3 × 10–11 
Br-76 16.2 h F 1.000 2.2 × 10–9 1.000 1.7 × 10–9 8.4 × 10–10 5.1 × 10–10 3.0 × 10–10 2.4 × 10–10 
  M 1.000 3.0 × 10–9 1.000 2.3 × 10–9 1.2 × 10–9 7.5 × 10–10 5.0 × 10–10 4.1 × 10–10 
Br-77 2.33 d F 1.000 5.3 × 10–10 1.000 4.4 × 10–10 2.2 × 10–10 1.3 × 10–10 7.7 × 10–11 6.2 × 10–11 
  M 1.000 6.3 × 10–10 1.000 5.1 × 10–10 2.7 × 10–10 1.6 × 10–10 1.1 × 10–10 8.4 × 10–11 
Br-80 0.290 h F 1.000 7.1 × 10–11 1.000 4.4 × 10–11 1.8 × 10–11 1.2 × 10–11 6.9 × 10–12 5.9 × 10–12 
  M 1.000 1.1 × 10–10 1.000 6.5 × 10–11 2.8 × 10–11 1.8 × 10–11 1.1 × 10–11 9.4 × 10–12 
Br-80m 4.42 h F 1.000 4.3 × 10–10 1.000 2.8 × 10–10 1.2 × 10–10 7.2 × 10–11 4.0 × 10–11 3.3 × 10–11 
  M 1.000 6.8 × 10–10 1.000 4.5 × 10–10 2.1 × 10–10 1.4 × 10–10 9.3 × 10–11 7.6 × 10–11 
Br-82 1.47 d F 1.000 2.7 × 10–9 1.000 2.2 × 10–9 1.2 × 10–9 7.0 × 10–10 4.2 × 10–10 3.5 × 10–10 
  M 1.000 3.8 × 10–9 1.000 3.0 × 10–9 1.7 × 10–9 1.1 × 10–9 7.9 × 10–10 6.3 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Br-83 2.39 h F 1.000 1.7 × 10–10 1.000 1.1 × 10–10 4.7 × 10–11 3.0 × 10–11 1.8 × 10–11 1.6 × 10–11 
  M 1.000 3.5 × 10–10 1.000 2.3 × 10–10 1.1 × 10–10 7.7 × 10–11 5.9 × 10–11 4.8 × 10–11 
Br-84 0.530 h F 1.000 2.4 × 10–10 1.000 1.6 × 10–10 7.1 × 10–11 4.4 × 10–11 2.6 × 10–11 2.2 × 10–11 
  M 1.000 3.7 × 10–10 1.000 2.4 × 10–10 1.1 × 10–10 6.9 × 10–11 4.4 × 10–11 3.7 × 10–11 
ルビジウム           
Rb-79 0.382 h F 1.000 1.6 × 10–10 1.000 1.1 × 10–10 5.0 × 10–11 3.2 × 10–11 1.9 × 10–11 1.6 × 10–11 
Rb-81 4.58 h F 1.000 3.2 × 10–10 1.000 2.5 × 10–10 1.2 × 10–10 7.1 × 10–11 4.2 × 10–11 3.4 × 10–11 
Rb-81m 0.533 h F 1.000 6.2 × 10–11 1.000 4.6 × 10–11 2.2 × 10–11 1.4 × 10–11 8.5 × 10–12 7.0 × 10–12 
Rb-82m 6.20 h F 1.000 8.6 × 10–10 1.000 7.3 × 10–10 3.9 × 10–10 2.3 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
Rb-83 86.2 d F 1.000 4.9 × 10–9 1.000 3.8 × 10–9 2.0 × 10–9 1.3 × 10–9 7.9 × 10–10 6.9 × 10–10 
Rb-84 32.8 d F 1.000 8.6 × 10–9 1.000 6.4 × 10–9 3.1 × 10–9 2.0 × 10–9 1.2 × 10–9 1.0 × 10–9 
Rb-86 18.7 d F 1.000 1.2 × 10–8 1.000 7.7 × 10–9 3.4 × 10–9 2.0 × 10–9 1.1 × 10–9 9.3 × 10–10 
Rb-87 4.70 × 1010 a F 1.000 6.0 × 10–9 1.000 4.1 × 10–9 1.8 × 10–9 1.1 × 10–9 6.0 × 10–10 5.0 × 10–10 
Rb-88 0.297 h F 1.000 1.9 × 10–10 1.000 1.2 × 10–10 5.2 × 10–11 3.2 × 10–11 1.9 × 10–11 1.6 × 10–11 
Rb-89 0.253 h F 1.000 1.4 × 10–10 1.000 9.3 × 10–11 4.3 × 10–11 2.7 × 10–11 1.6 × 10–11 1.4 × 10–11 
ストロンチウム e           
Sr-80 1.67 h F 0.600 7.8 × 10–10 0.300 5.4 × 10–10 2.4 × 10–10 1.4 × 10–10 7.9 × 10–11 7.1 × 10–11 
  M 0.200 1.4 × 10–9 0.100 9.0 × 10–10 4.1 × 10–10 2.5 × 10–10 1.5 × 10–10 1.3 × 10–10 
  S 0.020 1.5 × 10–9 0.010 9.4 × 10–10 4.3 × 10–10 2.7 × 10–10 1.6 × 10–10 1.4 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Sr-81 0.425 h F 0.600 2.1 × 10–10 0.300 1.5 × 10–10 6.7 × 10–11 4.1 × 10–11 2.4 × 10–11 2.1 × 10–11 
  M 0.200 3.3 × 10–10 0.100 2.2 × 10–10 1.0 × 10–10 6.6 × 10–11 4.2 × 10–11 3.5 × 10–11 
  S 0.020 3.4 × 10–10 0.010 2.3 × 10–10 1.1 × 10–10 6.9 × 10–11 4.4 × 10–11 3.7 × 10–11 
Sr-82 25.0 d F 0.600 2.8 × 10–8 0.300 1.5 × 10–8 6.6 × 10–9 4.6 × 10–9 3.2 × 10–9 2.1 × 10–9 
  M 0.200 5.5 × 10–8 0.100 4.0 × 10–8 2.1 × 10–8 1.4 × 10–8 1.0 × 10–8 8.9 × 10–9 
  S 0.020 6.1 × 10–8 0.010 4.6 × 10–8 2.5 × 10–8 1.7 × 10–8 1.2 × 10–8 1.1 × 10–8 
Sr-83 1.35 d F 0.600 1.4 × 10–9 0.300 1.1 × 10–9 5.5 × 10–10 3.4 × 10–10 2.0 × 10–10 1.6 × 10–10 
  M 0.200 2.5 × 10–9 0.100 1.9 × 10–9 9.5 × 10–10 6.0 × 10–10 3.9 × 10–10 3.1 × 10–10 
  S 0.020 2.8 × 10–9 0.010 2.0 × 10–9 1.0 × 10–9 6.5 × 10–10 4.2 × 10–10 3.4 × 10–10 
Sr-85 64.8 d F 0.600 4.4 × 10–9 0.300 2.3 × 10–9 1.1 × 10–9 9.6 × 10–10 8.3 × 10–10 3.8 × 10–10 
  M 0.200 4.3 × 10–9 0.100 3.1 × 10–9 1.8 × 10–9 1.2 × 10–9 8.8 × 10–10 6.4 × 10–10 
  S 0.020 4.4 × 10–9 0.010 3.7 × 10–9 2.2 × 10–9 1.3 × 10–9 1.0 × 10–9 8.1 × 10–10 
Sr-85m 1.16 h F 0.600 2.4 × 10–11 0.300 1.9 × 10–11 9.6 × 10–12 6.0 × 10–12 3.7 × 10–12 2.9 × 10–12 
  M 0.200 3.1 × 10–11 0.100 2.5 × 10–11 1.3 × 10–11 8.0 × 10–12 5.1 × 10–12 4.1 × 10–12 
  S 0.020 3.2 × 10–11 0.010 2.6 × 10–11 1.3 × 10–11 8.3 × 10–12 5.4 × 10–12 4.3 × 10–12 
Sr-87m 2.80 h F 0.600 9.7 × 10–11 0.300 7.8 × 10–11 3.8 × 10–11 2.3 × 10–11 1.3 × 10–11 1.1 × 10–11 
  M 0.200 1.6 × 10–10 0.100 1.2 × 10–10 5.9 × 10–11 3.8 × 10–11 2.5 × 10–11 2.0 × 10–11 
  S 0.020 1.7 × 10–10 0.010 1.2 × 10–10 6.2 × 10–11 4.0 × 10–11 2.6 × 10–11 2.1 × 10–11 
Sr-89 50.5 d F 0.600 1.5 × 10–8 0.300 7.3 × 10–9 3.2 × 10–9 2.3 × 10–9 1.7 × 10–9 1.0 × 10–9 
  M 0.200 3.3 × 10–8 0.100 2.4 × 10–8 1.3 × 10–8 9.1 × 10–9 7.3 × 10–9 6.1 × 10–9 
  S 0.020 3.9 × 10–8 0.010 3.0 × 10–8 1.7 × 10–8 1.2 × 10–8 9.3 × 10–9 7.9 × 10–9 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Sr-90 29.1 a F 0.600 1.3 × 10–7 0.300 5.2 × 10–8 3.1 × 10–8 4.1 × 10–8 5.3 × 10–8 2.4 × 10–8 
  M 0.200 1.5 × 10–7 0.100 1.1 × 10–7 6.5 × 10–8 5.1 × 10–8 5.0 × 10–8 3.6 × 10–8 
  S 0.020 4.2 × 10–7 0.010 4.0 × 10–7 2.7 × 10–7 1.8 × 10–7 1.6 × 10–7 1.6 × 10–7 
Sr-91 9.50 h F 0.600 1.4 × 10–9 0.300 1.1 × 10–9 5.2 × 10–10 3.1 × 10–10 1.7 × 10–10 1.6 × 10–10 
  M 0.200 3.1 × 10–9 0.100 2.2 × 10–9 1.1 × 10–9 6.9 × 10–10 4.4 × 10–10 3.7 × 10–10 
  S 0.020 3.5 × 10–9 0.010 2.5 × 10–9 1.2 × 10–9 7.7 × 10–10 4.9 × 10–10 4.1 × 10–10 
Sr-92 2.71 h F 0.600 9.0 × 10–10 0.300 7.1 × 10–10 3.3 × 10–10 2.0 × 10–10 1.0 × 10–10 9.8 × 10–11 
  M 0.200 1.9 × 10–9 0.100 1.4 × 10–9 6.5 × 10–10 4.1 × 10–10 2.5 × 10–10 2.1 × 10–10 
  S 0.020 2.2 × 10–9 0.010 1.5 × 10–9 7.0 × 10–10 4.5 × 10–10 2.7 × 10–10 2.3 × 10–10 
イットリウム           
Y-86 14.7 h M 0.001 3.7 × 10–9 1.0 × 10–4 2.9 × 10–9 1.5 × 10–9 9.3 × 10–10 5.6 × 10–10 4.5 × 10–10 
  S 0.001 3.8 × 10–9 1.0 × 10–4 3.0 × 10–9 1.5 × 10–9 9.6 × 10–10 5.8 × 10–10 4.7 × 10–10 
Y-86m 0.800 h M 0.001 2.2 × 10–10 1.0 × 10–4 1.7 × 10–10 8.7 × 10–11 5.6 × 10–11 3.4 × 10–11 2.7 × 10–11 
  S 0.001 2.3 × 10–10 1.0 × 10–4 1.8 × 10–10 9.0 × 10–11 5.7 × 10–11 3.5 × 10–11 2.8 × 10–11 
Y-87 3.35 d M 0.001 2.7 × 10–9 1.0 × 10–4 2.1 × 10–9 1.1 × 10–9 7.0 × 10–10 4.7 × 10–10 3.7 × 10–10 
  S 0.001 2.8 × 10–9 1.0 × 10–4 2.2 × 10–9 1.1 × 10–9 7.3 × 10–10 5.0 × 10–10 3.9 × 10–10 
Y-88 107 d M 0.001 1.9 × 10–8 1.0 × 10–4 1.6 × 10–8 1.0 × 10–8 6.7 × 10–9 4.9 × 10–9 4.1 × 10–9 
  S 0.001 2.0 × 10–8 1.0 × 10–4 1.7 × 10–8 9.8 × 10–9 6.6 × 10–9 5.4 × 10–9 4.4 × 10–9 
Y-90 2.67 d M 0.001 1.3 × 10–8 1.0 × 10–4 8.4 × 10–9 4.0 × 10–9 2.6 × 10–9 1.7 × 10–9 1.4 × 10–9 
  S 0.001 1.3 × 10–8 1.0 × 10–4 8.8 × 10–9 4.2 × 10–9 2.7 × 10–9 1.8 × 10–9 1.5 × 10–9 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Y-90m 3.19 h M 0.001 7.2 × 10–10 1.0 × 10–4 5.7 × 10–10 2.8 × 10–10 1.8 × 10–10 1.1 × 10–10 9.5 × 10–11 
  S 0.001 7.5 × 10–10 1.0 × 10–4 6.0 × 10–10 2.9 × 10–10 1.9 × 10–10 1.2 × 10–10 1.0 × 10–10 
Y-91 58.5 d M 0.001 3.9 × 10–8 1.0 × 10–4 3.0 × 10–8 1.6 × 10–8 1.1 × 10–8 8.4 × 10–9 7.1 × 10–9 
  S 0.001 4.3 × 10–8 1.0 × 10–4 3.4 × 10–8 1.9 × 10–8 1.3 × 10–8 1.0 × 10–8 8.9 × 10–9 
Y-91m 0.828 h M 0.001 7.0 × 10–11 1.0 × 10–4 5.5 × 10–11 2.9 × 10–11 1.8 × 10–11 1.2 × 10–11 1.0 × 10–11 
  S 0.001 7.4 × 10–11 1.0 × 10–4 5.9 × 10–11 3.1 × 10–11 2.0 × 10–11 1.4 × 10–11 1.1 × 10–11 
Y-92 3.54 h M 0.001 1.8 × 10–9 1.0 × 10–4 1.2 × 10–9 5.3 × 10–10 3.3 × 10–10 2.0 × 10–10 1.7 × 10–10 
  S 0.001 1.9 × 10–9 1.0 × 10–4 1.2 × 10–9 5.5 × 10–10 3.5 × 10–10 2.1 × 10–10 1.8 × 10–10 
Y-93 10.1 h M 0.001 4.4 × 10–9 1.0 × 10–4 2.9 × 10–9 1.3 × 10–9 8.1 × 10–10 4.7 × 10–10 4.0 × 10–10 
  S 0.001 4.6 × 10–9 1.0 × 10–4 3.0 × 10–9 1.4 × 10–9 8.5 × 10–10 5.0 × 10–10 4.2 × 10–10 
Y-94 0.318 h M 0.001 2.8 × 10–10 1.0 × 10–4 1.8 × 10–10 8.1 × 10–11 5.0 × 10–11 3.1 × 10–11 2.7 × 10–11 
  S 0.001 2.9 × 10–10 1.0 × 10–4 1.9 × 10–10 8.4 × 10–11 5.2 × 10–11 3.3 × 10–11 2.8 × 10–11 
Y-95 0.178 h M 0.001 1.5 × 10–10 1.0 × 10–4 9.8 × 10–11 4.4 × 10–11 2.8 × 10–11 1.8 × 10–11 1.5 × 10–11 
  S 0.001 1.6 × 10–10 1.0 × 10–4 1.0 × 10–10 4.5 × 10–11 2.9 × 10–11 1.8 × 10–11 1.6 × 10–11 
ジルコニウム           
Zr-86 16.5 h F 0.020 2.4 × 10–9 0.002 1.9 × 10–9 9.5 × 10–10 5.9 × 10–10 3.4 × 10–10 2.7 × 10–10 
  M 0.020 3.4 × 10–9 0.002 2.6 × 10–9 1.3 × 10–9 8.4 × 10–10 5.2 × 10–10 4.2 × 10–10 
  S 0.020 3.5 × 10–9 0.002 2.7 × 10–9 1.4 × 10–9 8.7 × 10–10 5.4 × 10–10 4.3 × 10–10 
Zr-88 83.4 d F 0.020 6.9 × 10–9 0.002 8.3 × 10–9 5.6 × 10–9 4.7 × 10–9 3.6 × 10–9 3.5 × 10–9 
  M 0.020 8.5 × 10–9 0.002 7.8 × 10–9 5.1 × 10–9 3.6 × 10–9 3.0 × 10–9 2.6 × 10–9 
  S 0.020 1.3 × 10–8 0.002 1.2 × 10–8 7.7 × 10–9 5.2 × 10–9 4.3 × 10–9 3.6 × 10–9 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Zr-89 3.27 d F 0.020 2.6 × 10–9 0.002 2.0 × 10–9 9.9 × 10–10 6.1 × 10–10 3.6 × 10–10 2.9 × 10–10 
  M 0.020 3.7 × 10–9 0.002 2.8 × 10–9 1.5 × 10–9 9.6 × 10–10 6.5 × 10–10 5.2 × 10–10 
  S 0.020 3.9 × 10–9 0.002 2.9 × 10–9 1.5 × 10–9 1.0 × 10–9 6.8 × 10–10 5.5 × 10–10 
Zr-93 1.53 × 106 a F 0.020 3.5 × 10–9 0.002 4.8 × 10–9 5.3 × 10–9 9.7 × 10–9 1.8 × 10–8 2.5 × 10–8 
  M 0.020 3.3 × 10–9 0.002 3.1 × 10–9 2.8 × 10–9 4.1 × 10–9 7.5 × 10–9 1.0 × 10–8 
  S 0.020 7.0 × 10–9 0.002 6.4 × 10–9 4.5 × 10–9 3.3 × 10–9 3.3 × 10–9 3.3 × 10–9 
Zr-95 64.0 d F 0.020 1.2 × 10–8 0.002 1.1 × 10–8 6.4 × 10–9 4.2 × 10–9 2.8 × 10–9 2.5 × 10–9 
  M 0.020 2.0 × 10–8 0.002 1.6 × 10–8 9.7 × 10–9 6.8 × 10–9 5.9 × 10–9 4.8 × 10–9 
  S 0.020 2.4 × 10–8 0.002 1.9 × 10–8 1.2 × 10–8 8.3 × 10–9 7.3 × 10–9 5.9 × 10–9 
Zr-97 16.9 h F 0.020 5.0 × 10–9 0.002 3.4 × 10–9 1.5 × 10–9 9.1 × 10–10 4.8 × 10–10 3.9 × 10–10 
  M 0.020 7.8 × 10–9 0.002 5.3 × 10–9 2.8 × 10–9 1.8 × 10–9 1.1 × 10–9 9.2 × 10–10 
  S 0.020 8.2 × 10–9 0.002 5.6 × 10–9 2.9 × 10–9 1.9 × 10–9 1.2 × 10–9 8.9 × 10–10 
ニオブ           
Nb-88 0.238 h F 0.020 1.8 × 10–10 0.010 1.3 × 10–10 6.3 × 10–11 3.9 × 10–11 2.4 × 10–11 1.9 × 10–11 
  M 0.020 2.5 × 10–10 0.010 1.8 × 10–10 8.5 × 10–11 5.3 × 10–11 3.3 × 10–11 2.7 × 10–11 
  S 0.020 2.6 × 10–10 0.010 1.8 × 10–10 8.7 × 10–11 5.5 × 10–11 3.5 × 10–11 2.8 × 10–11 
Nb-89 2.03 h F 0.020 7.0 × 10–10 0.010 4.8 × 10–10 2.2 × 10–10 1.3 × 10–10 7.4 × 10–11 6.1 × 10–11 
  M 0.020 1.1 × 10–9 0.010 7.6 × 10–10 3.6 × 10–10 2.2 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
  S 0.020 1.2 × 10–9 0.010 7.9 × 10–10 3.7 × 10–10 2.3 × 10–10 1.5 × 10–10 1.2 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Nb-89m 1.10 h F 0.020 4.0 × 10–10 0.010 2.9 × 10–10 1.4 × 10–10 8.3 × 10–11 4.8 × 10–11 3.9 × 10–11 
  M 0.020 6.2 × 10–10 0.010 4.3 × 10–10 2.1 × 10–10 1.3 × 10–10 8.2 × 10–11 6.8 × 10–11 
  S 0.020 6.4 × 10–10 0.010 4.4 × 10–10 2.1 × 10–10 1.4 × 10–10 8.6 × 10–11 7.1 × 10–11 
Nb-90 14.6 h F 0.020 3.5 × 10–9 0.010 2.7 × 10–9 1.3 × 10–9 8.2 × 10–10 4.7 × 10–10 3.8 × 10–10 
  M 0.020 5.1 × 10–9 0.010 3.9 × 10–9 1.9 × 10–9 1.3 × 10–9 7.8 × 10–10 6.3 × 10–10 
  S 0.020 5.3 × 10–9 0.010 4.0 × 10–9 2.0 × 10–9 1.3 × 10–9 8.1 × 10–10 6.6 × 10–10 
Nb-93m 13.6 a F 0.020 1.8 × 10–9 0.010 1.4 × 10–9 7.0 × 10–10 4.4 × 10–10 2.7 × 10–10 2.2 × 10–10 
  M 0.020 3.1 × 10–9 0.010 2.4 × 10–9 1.3 × 10–9 8.2 × 10–10 5.9 × 10–10 5.1 × 10–10 
  S 0.020 7.4 × 10–9 0.010 6.5 × 10–9 4.0 × 10–9 2.5 × 10–9 1.9 × 10–9 1.8 × 10–9 
Nb-94 2.03 × 104 a F 0.020 3.1 × 10–8 0.010 2.7 × 10–8 1.5 × 10–8 1.0 × 10–8 6.7 × 10–9 5.8 × 10–9 
  M 0.020 4.3 × 10–8 0.010 3.7 × 10–8 2.3 × 10–8 1.6 × 10–8 1.3 × 10–8 1.1 × 10–8 
  S 0.020 1.2 × 10–7 0.010 1.2 × 10–7 8.3 × 10–8 5.8 × 10–8 5.2 × 10–8 4.9 × 10–8 
Nb-95 35.1 d F 0.020 4.1 × 10–9 0.010 3.1 × 10–9 1.6 × 10–9 1.2 × 10–9 7.5 × 10–10 5.7 × 10–10 
  M 0.020 6.8 × 10–9 0.010 5.2 × 10–9 3.1 × 10–9 2.2 × 10–9 1.9 × 10–9 1.5 × 10–9 
  S 0.020 7.7 × 10–9 0.010 5.9 × 10–9 3.6 × 10–9 2.5 × 10–9 2.2 × 10–9 1.8 × 10–9 
Nb-95m 3.61 d F 0.020 2.3 × 10–9 0.010 1.6 × 10–9 7.0 × 10–10 4.2 × 10–10 2.4 × 10–10 2.0 × 10–10 
  M 0.020 4.3 × 10–9 0.010 3.1 × 10–9 1.7 × 10–9 1.2 × 10–9 1.0 × 10–9 7.9 × 10–10 
  S 0.020 4.6 × 10–9 0.010 3.4 × 10–9 1.9 × 10–9 1.3 × 10–9 1.1 × 10–9 8.8 × 10–10 
Nb-96 23.3 h F 0.020 3.1 × 10–9 0.010 2.4 × 10–9 1.2 × 10–9 7.3 × 10–10 4.2 × 10–10 3.4 × 10–10 
  M 0.020 4.7 × 10–9 0.010 3.6 × 10–9 1.8 × 10–9 1.2 × 10–9 7.8 × 10–10 6.3 × 10–10 
  S 0.020 4.9 × 10–9 0.010 3.7 × 10–9 1.9 × 10–9 1.2 × 10–9 8.3 × 10–10 6.6 × 10–10 

  



 

 

290 

表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Nb-97 1.20 h F 0.020 2.2 × 10–10 0.010 1.5 × 10–10 6.8 × 10–11 4.2 × 10–11 2.5 × 10–11 2.1 × 10–11 
  M 0.020 3.7 × 10–10 0.010 2.5 × 10–10 1.2 × 10–10 7.7 × 10–11 5.2 × 10–11 4.3 × 10–11 
  S 0.020 3.8 × 10–10 0.010 2.6 × 10–10 1.2 × 10–10 8.1 × 10–11 5.5 × 10–11 4.5 × 10–11 
Nb-98 0.858 h F 0.020 3.4 × 10–10 0.010 2.4 × 10–10 1.1 × 10–10 6.9 × 10–11 4.1 × 10–11 3.3 × 10–11 
  M 0.020 5.2 × 10–10 0.010 3.6 × 10–10 1.7 × 10–10 1.1 × 10–10 6.8 × 10–11 5.6 × 10–11 
  S 0.020 5.3 × 10–10 0.010 3.7 × 10–10 1.8 × 10–10 1.1 × 10–10 7.1 × 10–11 5.8 × 10–11 
モリブデン           
Mo-90 5.67 h F 1.000 1.2 × 10–9 0.800 1.1 × 10–9 5.3 × 10–10 3.2 × 10–10 1.9 × 10–10 1.5 × 10–10 
  M 0.200 2.6 × 10–9 0.100 2.0 × 10–9 9.9 × 10–10 6.5 × 10–10 4.2 × 10–10 3.4 × 10–10 
  S 0.020 2.8 × 10–9 0.010 2.1 × 10–9 1.1 × 10–9 6.9 × 10–10 4.5 × 10–10 3.6 × 10–10 
Mo-93 3.50 × 103 a F 1.000 3.1 × 10–9 0.800 2.6 × 10–9 1.7 × 10–9 1.3 × 10–9 1.1 × 10–9 1.0 × 10–9 
  M 0.200 2.2 × 10–9 0.100 1.8 × 10–9 1.1 × 10–9 7.9 × 10–10 6.6 × 10–10 5.9 × 10–10 
  S 0.020 6.0 × 10–9 0.010 5.8 × 10–9 4.0 × 10–9 2.8 × 10–9 2.4 × 10–9 2.3 × 10–9 
Mo-93m 6.85 h F 1.000 7.3 × 10–10 0.800 6.4 × 10–10 3.3 × 10–10 2.0 × 10–10 1.2 × 10–10 9.6 × 10–11 
  M 0.200 1.2 × 10–9 0.100 9.7 × 10–10 5.0 × 10–10 3.2 × 10–10 2.0 × 10–10 1.6 × 10–10 
  S 0.020 1.3 × 10–9 0.010 1.0 × 10–9 5.2 × 10–10 3.4 × 10–10 2.1 × 10–10 1.7 × 10–10 
Mo-99 2.75 d F 1.000 2.3 × 10–9 0.800 1.7 × 10–9 7.7 × 10–10 4.7 × 10–10 2.6 × 10–10 2.2 × 10–10 
  M 0.200 6.0 × 10–9 0.100 4.4 × 10–9 2.2 × 10–9 1.5 × 10–9 1.1 × 10–9 8.9 × 10–10 
  S 0.020 6.9 × 10–9 0.010 4.8 × 10–9 2.4 × 10–9 1.7 × 10–9 1.2 × 10–9 9.9 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Mo-101 0.244 h F 1.000 1.4 × 10–10 0.800 9.7 × 10–11 4.4 × 10–11 2.8 × 10–11 1.7 × 10–11 1.4 × 10–11 
  M 0.200 2.2 × 10–10 0.100 1.5 × 10–10 7.0 × 10–11 4.5 × 10–11 3.0 × 10–11 2.5 × 10–11 
  S 0.020 2.3 × 10–10 0.010 1.6 × 10–10 7.2 × 10–11 4.7 × 10–11 3.1 × 10–11 2.6 × 10–11 
テクネチウム           
Tc-93 2.75 h F 1.000 2.4 × 10–10 0.800 2.1 × 10–10 1.1 × 10–10 6.7 × 10–11 4.0 × 10–11 3.2 × 10–11 
  M 0.200 2.7 × 10–10 0.100 2.3 × 10–10 1.2 × 10–10 7.5 × 10–11 4.4 × 10–11 3.5 × 10–11 
  S 0.020 2.8 × 10–10 0.010 2.3 × 10–10 1.2 × 10–10 7.6 × 10–11 4.5 × 10–11 3.5 × 10–11 
Tc-93m 0.725 h F 1.000 1.2 × 10–10 0.800 9.8 × 10–11 4.9 × 10–11 2.9 × 10–11 1.8 × 10–11 1.4 × 10–11 
  M 0.200 1.4 × 10–10 0.100 1.1 × 10–10 5.4 × 10–11 3.4 × 10–11 2.1 × 10–11 1.7 × 10–11 
  S 0.020 1.4 × 10–10 0.010 1.1 × 10–10 5.4 × 10–11 3.4 × 10–11 2.1 × 10–11 1.7 × 10–11 
Tc-94 4.88 h F 1.000 8.9 × 10–10 0.800 7.5 × 10–10 3.9 × 10–10 2.3 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
  M 0.200 9.8 × 10–10 0.100 8.1 × 10–10 4.2 × 10–10 2.6 × 10–10 1.6 × 10–10 1.2 × 10–10 
  S 0.020 9.9 × 10–10 0.010 8.2 × 10–10 4.3 × 10–10 2.7 × 10–10 1.6 × 10–10 1.3 × 10–10 
Tc-94m 0.867 h F 1.000 4.8 × 10–10 0.800 3.4 × 10–10 1.6 × 10–10 8.6 × 10–11 5.2 × 10–11 4.1 × 10–11 
  M 0.200 4.4 × 10–10 0.100 3.0 × 10–10 1.4 × 10–10 8.8 × 10–11 5.5 × 10–11 4.5 × 10–11 
  S 0.020 4.3 × 10–10 0.010 3.0 × 10–10 1.4 × 10–10 8.8 × 10–11 5.6 × 10–11 4.6 × 10–11 
Tc-95 20.0 h F 1.000 7.5 × 10–10 0.800 6.3 × 10–10 3.3 × 10–10 2.0 × 10–10 1.2 × 10–10 9.6 × 10–11 
  M 0.200 8.3 × 10–10 0.100 6.9 × 10–10 3.6 × 10–10 2.2 × 10–10 1.3 × 10–10 1.0 × 10–10 
  S 0.020 8.5 × 10–10 0.010 7.0 × 10–10 3.6 × 10–10 2.3 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Tc-95m 61.0 d F 1.000 2.4 × 10–9 0.800 1.8 × 10–9 9.3 × 10–10 5.7 × 10–10 3.6 × 10–10 2.9 × 10–10 
  M 0.200 4.9 × 10–9 0.100 4.0 × 10–9 2.3 × 10–9 1.5 × 10–9 1.1 × 10–9 8.8 × 10–10 
  S 0.020 6.0 × 10–9 0.010 5.0 × 10–9 2.7 × 10–9 1.8 × 10–9 1.5 × 10–9 1.2 × 10–9 
Tc-96 4.28 d F 1.000 4.2 × 10–9 0.800 3.4 × 10–9 1.8 × 10–9 1.1 × 10–9 7.0 × 10–10 5.7 × 10–10 
  M 0.200 4.7 × 10–9 0.100 3.9 × 10–9 2.1 × 10–9 1.3 × 10–9 8.6 × 10–10 6.8 × 10–10 
  S 0.020 4.8 × 10–9 0.010 3.9 × 10–9 2.1 × 10–9 1.4 × 10–9 8.9 × 10–10 7.0 × 10–10 
Tc-96m 0.858 h F 1.000 5.3 × 10–11 0.800 4.1 × 10–11 2.1 × 10–11 1.3 × 10–11 7.7 × 10–12 6.2 × 10–12 
  M 0.200 5.6 × 10–11 0.100 4.4 × 10–11 2.3 × 10–11 1.4 × 10–11 9.3 × 10–12 7.4 × 10–12 
  S 0.020 5.7 × 10–11 0.010 4.4 × 10–11 2.3 × 10–11 1.5 × 10–11 9.5 × 10–12 7.5 × 10–12 
Tc-97 2.60 × 106 a F 1.000 5.2 × 10–10 0.800 3.7 × 10–10 1.7 × 10–10 9.4 × 10–11 5.6 × 10–11 4.3 × 10–11 
  M 0.200 1.2 × 10–9 0.100 1.0 × 10–9 5.7 × 10–10 3.6 × 10–10 2.8 × 10–10 2.2 × 10–10 
  S 0.020 5.0 × 10–9 0.010 4.8 × 10–9 3.3 × 10–9 2.2 × 10–9 1.9 × 10–9 1.8 × 10–9 
Tc-97m 87.0 d F 1.000 3.4 × 10–9 0.800 2.3 × 10–9 9.8 × 10–10 5.6 × 10–10 3.0 × 10–10 2.7 × 10–10 
  M 0.200 1.3 × 10–8 0.100 1.0 × 10–8 6.1 × 10–9 4.4 × 10–9 4.1 × 10–9 3.2 × 10–9 
  S 0.020 1.6 × 10–8 0.010 1.3 × 10–8 7.8 × 10–9 5.7 × 10–9 5.2 × 10–9 4.1 × 10–9 
Tc-98 4.20 × 106 a F 1.000 1.0 × 10–8 0.800 6.8 × 10–9 3.2 × 10–9 1.9 × 10–9 1.2 × 10–9 9.7 × 10–10 
  M 0.200 3.5 × 10–8 0.100 2.9 × 10–8 1.7 × 10–8 1.2 × 10–8 1.0 × 10–8 8.3 × 10–9 
  S 0.020 1.1 × 10–7 0.010 1.1 × 10–7 7.6 × 10–8 5.4 × 10–8 4.8 × 10–8 4.5 × 10–8 
Tc-99 2.13 × 105 a F 1.000 4.0 × 10–9 0.800 2.5 × 10–9 1.0 × 10–9 5.9 × 10–10 3.6 × 10–10 2.9 × 10–10 
  M 0.200 1.7 × 10–8 0.100 1.3 × 10–8 8.0 × 10–9 5.7 × 10–9 5.0 × 10–9 4.0 × 10–9 
  S 0.020 4.1 × 10–8 0.010 3.7 × 10–8 2.4 × 10–8 1.7 × 10–8 1.5 × 10–8 1.3 × 10–8 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Tc-99m 6.02 h F 1.000 1.2 × 10–10 0.800 8.7 × 10–11 4.1 × 10–11 2.4 × 10–11 1.5 × 10–11 1.2 × 10–11 
  M 0.200 1.3 × 10–10 0.100 9.9 × 10–11 5.1 × 10–11 3.4 × 10–11 2.4 × 10–11 1.9 × 10–11 
  S 0.020 1.3 × 10–10 0.010 1.0 × 10–10 5.2 × 10–11 3.5 × 10–11 2.5 × 10–11 2.0 × 10–11 
Tc-101 0.237 h F 1.000 8.5 × 10–11 0.800 5.6 × 10–11 2.5 × 10–11 1.6 × 10–11 9.7 × 10–12 8.2 × 10–12 
  M 0.200 1.1 × 10–10 0.100 7.1 × 10–11 3.2 × 10–11 2.1 × 10–11 1.4 × 10–11 1.2 × 10–11 
  S 0.020 1.1 × 10–10 0.010 7.3 × 10–11 3.3 × 10–11 2.2 × 10–11 1.4 × 10–11 1.2 × 10–11 
Tc-104 0.303 h F 1.000 2.7 × 10–10 0.800 1.8 × 10–10 8.0 × 10–11 4.6 × 10–11 2.8 × 10–11 2.3 × 10–11 
  M 0.200 2.9 × 10–10 0.100 1.9 × 10–10 8.6 × 10–11 5.4 × 10–11 3.3 × 10–11 2.8 × 10–11 
  S 0.020 2.9 × 10–10 0.010 1.9 × 10–10 8.7 × 10–11 5.4 × 10–11 3.4 × 10–11 2.9 × 10–11 
ルテニウム           
Ru-94 0.863 h F 0.100 2.5 × 10–10 0.050 1.9 × 10–10 9.0 × 10–11 5.4 × 10–11 3.1 × 10–11 2.5 × 10–11 
  M 0.100 3.8 × 10–10 0.050 2.8 × 10–10 1.3 × 10–10 8.4 × 10–11 5.2 × 10–11 4.2 × 10–11 
  S 0.020 4.0 × 10–10 0.010 2.9 × 10–10 1.4 × 10–10 8.7 × 10–11 5.4 × 10–11 4.4 × 10–11 
Ru-97 2.90 d F 0.100 5.5 × 10–10 0.050 4.4 × 10–10 2.2 × 10–10 1.3 × 10–10 7.7 × 10–11 6.2 × 10–11 
  M 0.100 7.7 × 10–10 0.050 6.1 × 10–10 3.1 × 10–10 2.0 × 10–10 1.3 × 10–10 1.0 × 10–10 
  S 0.020 8.1 × 10–10 0.010 6.3 × 10–10 3.3 × 10–10 2.1 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
Ru-103 39.3 d F 0.100 4.2 × 10–9 0.050 3.0 × 10–9 1.5 × 10–9 9.3 × 10–10 5.6 × 10–10 4.8 × 10–10 
  M 0.100 1.1 × 10–8 0.050 8.4 × 10–9 5.0 × 10–9 3.5 × 10–9 3.0 × 10–9 2.4 × 10–9 
  S 0.020 1.3 × 10–8 0.010 1.0 × 10–8 6.0 × 10–9 4.2 × 10–9 3.7 × 10–9 3.0 × 10–9 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Ru-105 4.44 h F 0.100 7.1 × 10–10 0.050 5.1 × 10–10 2.3 × 10–10 1.4 × 10–10 7.9 × 10–11 6.5 × 10–11 
  M 0.100 1.3 × 10–9 0.050 9.2 × 10–10 4.5 × 10–10 3.0 × 10–10 2.0 × 10–10 1.7 × 10–10 
  S 0.020 1.4 × 10–9 0.010 9.8 × 10–10 4.8 × 10–10 3.2 × 10–10 2.2 × 10–10 1.8 × 10–10 
Ru-106 1.01 a F 0.100 7.2 × 10–8 0.050 5.4 × 10–8 2.6 × 10–8 1.6 × 10–8 9.2 × 10–9 7.9 × 10–9 
  M 0.100 1.4 × 10–7 0.050 1.1 × 10–7 6.4 × 10–8 4.1 × 10–8 3.1 × 10–8 2.8 × 10–8 
  S 0.020 2.6 × 10–7 0.010 2.3 × 10–7 1.4 × 10–7 9.1 × 10–8 7.1 × 10–8 6.6 × 10–8 
ロジウム           
Rh-99 16.0 d F 0.100 2.6 × 10–9 0.050 2.0 × 10–9 9.9 × 10–10 6.2 × 10–10 3.8 × 10–10 3.2 × 10–10 
  M 0.100 4.5 × 10–9 0.050 3.5 × 10–9 2.0 × 10–9 1.3 × 10–9 9.6 × 10–10 7.7 × 10–10 
  S 0.100 4.9 × 10–9 0.050 3.8 × 10–9 2.2 × 10–9 1.3 × 10–9 1.1 × 10–9 8.7 × 10–10 
Rh-99m 4.70 h F 0.100 2.4 × 10–10 0.050 2.0 × 10–10 1.0 × 10–10 6.1 × 10–11 3.5 × 10–11 2.8 × 10–11 
  M 0.100 3.1 × 10–10 0.050 2.5 × 10–10 1.3 × 10–10 8.0 × 10–11 4.9 × 10–11 3.9 × 10–11 
  S 0.100 3.2 × 10–10 0.050 2.6 × 10–10 1.3 × 10–10 8.2 × 10–11 5.1 × 10–11 4.0 × 10–11 
Rh-100 20.8 h F 0.100 2.1 × 10–9 0.050 1.8 × 10–9 9.1 × 10–10 5.6 × 10–10 3.3 × 10–10 2.6 × 10–10 
  M 0.100 2.7 × 10–9 0.050 2.2 × 10–9 1.1 × 10–9 7.1 × 10–10 4.3 × 10–10 3.4 × 10–10 
  S 0.100 2.8 × 10–9 0.050 2.2 × 10–9 1.2 × 10–9 7.3 × 10–10 4.4 × 10–10 3.5 × 10–10 
Rh-101 3.20 a F 0.100 7.4 × 10–9 0.050 6.1 × 10–9 3.5 × 10–9 2.3 × 10–9 1.5 × 10–9 1.4 × 10–9 
  M 0.100 9.8 × 10–9 0.050 8.0 × 10–9 4.9 × 10–9 3.4 × 10–9 2.8 × 10–9 2.3 × 10–9 
  S 0.100 1.9 × 10–8 0.050 1.7 × 10–8 1.1 × 10–8 7.4 × 10–9 6.2 × 10–9 5.4 × 10–9 

  



 

 

295 

表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Rh-101m 4.34 d F 0.100 8.4 × 10–10 0.050 6.6 × 10–10 3.3 × 10–10 2.0 × 10–10 1.2 × 10–10 9.7 × 10–11 
  M 0.100 1.3 × 10–9 0.050 9.8 × 10–10 5.2 × 10–10 3.5 × 10–10 2.5 × 10–10 1.9 × 10–10 
  S 0.100 1.3 × 10–9 0.050 1.0 × 10–9 5.5 × 10–10 3.7 × 10–10 2.7 × 10–10 2.1 × 10–10 
Rh-102 2.90 a F 0.100 3.3 × 10–8 0.050 2.8 × 10–8 1.7 × 10–8 1.1 × 10–8 7.9 × 10–9 7.3 × 10–9 
  M 0.100 3.0 × 10–8 0.050 2.5 × 10–8 1.5 × 10–8 1.0 × 10–8 7.9 × 10–9 6.9 × 10–9 
  S 0.100 5.4 × 10–8 0.050 5.0 × 10–8 3.5 × 10–8 2.4 × 10–8 2.0 × 10–8 1.7 × 10–8 
Rh-102m 207 d F 0.100 1.2 × 10–8 0.050 8.7 × 10–9 4.4 × 10–9 2.7 × 10–9 1.7 × 10–9 1.5 × 10–9 
  M 0.100 2.0 × 10–8 0.050 1.6 × 10–8 9.0 × 10–9 6.0 × 10–9 4.7 × 10–9 4.0 × 10–9 
  S 0.100 3.0 × 10–8 0.050 2.5 × 10–8 1.5 × 10–8 1.0 × 10–8 8.2 × 10–9 7.1 × 10–9 
Rh-103m 0.935 h F 0.100 8.6 × 10–12 0.050 5.9 × 10–12 2.7 × 10–12 1.6 × 10–12 1.0 × 10–12 8.6 × 10–13 
  M 0.100 1.9 × 10–11 0.050 1.2 × 10–11 6.3 × 10–12 4.0 × 10–12 3.0 × 10–12 2.5 × 10–12 
  S 0.100 2.0 × 10–11 0.050 1.3 × 10–11 6.7 × 10–12 4.3 × 10–12 3.2 × 10–12 2.7 × 10–12 
Rh-105 1.47 d F 0.100 1.0 × 10–9 0.050 6.9 × 10–10 3.0 × 10–10 1.8 × 10–10 9.6 × 10–11 8.2 × 10–11 
  M 0.100 2.2 × 10–9 0.050 1.6 × 10–9 7.4 × 10–10 5.2 × 10–10 4.1 × 10–10 3.2 × 10–10 
  S 0.100 2.4 × 10–9 0.050 1.7 × 10–9 8.0 × 10–10 5.6 × 10–10 4.5 × 10–10 3.5 × 10–10 
Rh-106m 2.20 h F 0.100 5.7 × 10–10 0.050 4.5 × 10–10 2.2 × 10–10 1.4 × 10–10 8.0 × 10–11 6.5 × 10–11 
  M 0.100 8.2 × 10–10 0.050 6.3 × 10–10 3.2 × 10–10 2.0 × 10–10 1.3 × 10–10 1.1 × 10–10 
  S 0.100 8.5 × 10–10 0.050 6.5 × 10–10 3.3 × 10–10 2.1 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
Rh-107 0.362 h F 0.100 8.9 × 10–11 0.050 5.9 × 10–11 2.6 × 10–11 1.7 × 10–11 1.0 × 10–11 9.0 × 10–12 
  M 0.100 1.4 × 10–10 0.050 9.3 × 10–11 4.2 × 10–11 2.8 × 10–11 1.9 × 10–11 1.6 × 10–11 
  S 0.100 1.5 × 10–10 0.050 9.7 × 10–11 4.4 × 10–11 2.9 × 10–11 1.9 × 10–11 1.7 × 10–11 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

パラジウム           
Pd-100 3.63 d F 0.050 3.9 × 10–9 0.005 3.0 × 10–9 1.5 × 10–9 9.7 × 10–10 5.8 × 10–10 4.7 × 10–10 
  M 0.050 5.2 × 10–9 0.005 4.0 × 10–9 2.2 × 10–9 1.4 × 10–9 9.9 × 10–10 8.0 × 10–10 
  S 0.050 5.3 × 10–9 0.005 4.1 × 10–9 2.2 × 10–9 1.5 × 10–9 1.0 × 10–9 8.5 × 10–10 
Pd-101 8.27 h F 0.050 3.6 × 10–10 0.005 2.9 × 10–10 1.4 × 10–10 8.6 × 10–11 4.9 × 10–11 3.9 × 10–11 
  M 0.050 4.8 × 10–10 0.005 3.8 × 10–10 1.9 × 10–10 1.2 × 10–10 7.5 × 10–11 5.9 × 10–11 
  S 0.050 5.0 × 10–10 0.005 3.9 × 10–10 2.0 × 10–10 1.2 × 10–10 7.8 × 10–11 6.2 × 10–11 
Pd-103 17.0 d F 0.050 9.7 × 10–10 0.005 6.5 × 10–10 3.0 × 10–10 1.9 × 10–10 1.1 × 10–10 8.9 × 10–11 
  M 0.050 2.3 × 10–9 0.005 1.6 × 10–9 9.0 × 10–10 5.9 × 10–10 4.5 × 10–10 3.8 × 10–10 
  S 0.050 2.5 × 10–9 0.005 1.8 × 10–9 1.0 × 10–9 6.8 × 10–10 5.3 × 10–10 4.5 × 10–10 
Pd-107 6.50 × 106 a F 0.050 2.6 × 10–10 0.005 1.8 × 10–10 8.2 × 10–11 5.2 × 10–11 3.1 × 10–11 2.5 × 10–11 
  M 0.050 6.5 × 10–10 0.005 5.0 × 10–10 2.6 × 10–10 1.5 × 10–10 1.0 × 10–10 8.5 × 10–11 
  S 0.050 2.2 × 10–9 0.005 2.0 × 10–9 1.3 × 10–9 7.8 × 10–10 6.2 × 10–10 5.9 × 10–10 
Pd-109 13.4 h F 0.050 1.5 × 10–9 0.005 9.9 × 10–10 4.2 × 10–10 2.6 × 10–10 1.4 × 10–10 1.2 × 10–10 
  M 0.050 2.6 × 10–9 0.005 1.8 × 10–9 8.8 × 10–10 5.9 × 10–10 4.3 × 10–10 3.4 × 10–10 
  S 0.050 2.7 × 10–9 0.005 1.9 × 10–9 9.3 × 10–10 6.3 × 10–10 4.6 × 10–10 3.7 × 10–10 
銀           
Ag-102 0.215 h F 0.100 1.2 × 10–10 0.050 8.6 × 10–11 4.2 × 10–11 2.6 × 10–11 1.5 × 10–11 1.3 × 10–11 
  M 0.100 1.6 × 10–10 0.050 1.1 × 10–10 5.5 × 10–11 3.4 × 10–11 2.1 × 10–11 1.7 × 10–11 
  S 0.020 1.6 × 10–10 0.010 1.2 × 10–10 5.6 × 10–11 3.5 × 10–11 2.2 × 10–11 1.8 × 10–11 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Ag-103 1.09 h F 0.100 1.4 × 10–10 0.050 1.0 × 10–10 4.9 × 10–11 3.0 × 10–11 1.8 × 10–11 1.4 × 10–11 
  M 0.100 2.2 × 10–10 0.050 1.6 × 10–10 7.6 × 10–11 4.8 × 10–11 3.2 × 10–11 2.6 × 10–11 
  S 0.020 2.3 × 10–10 0.010 1.6 × 10–10 7.9 × 10–11 5.1 × 10–11 3.3 × 10–11 2.7 × 10–11 
Ag-104 1.15 h F 0.100 2.3 × 10–10 0.050 1.9 × 10–10 9.8 × 10–11 5.9 × 10–11 3.5 × 10–11 2.8 × 10–11 
  M 0.100 2.9 × 10–10 0.050 2.3 × 10–10 1.2 × 10–10 7.4 × 10–11 4.5 × 10–11 3.6 × 10–11 
  S 0.020 2.9 × 10–10 0.010 2.4 × 10–10 1.2 × 10–10 7.6 × 10–11 4.6 × 10–11 3.7 × 10–11 
Ag-104m 0.558 h F 0.100 1.6 × 10–10 0.050 1.1 × 10–10 5.5 × 10–11 3.4 × 10–11 2.0 × 10–11 1.6 × 10–11 
  M 0.100 2.3 × 10–10 0.050 1.6 × 10–10 7.7 × 10–11 4.8 × 10–11 3.0 × 10–11 2.5 × 10–11 
  S 0.020 2.4 × 10–10 0.010 1.7 × 10–10 8.0 × 10–11 5.0 × 10–11 3.1 × 10–11 2.6 × 10–11 
Ag-105 41.0 d F 0.100 3.9 × 10–9 0.050 3.4 × 10–9 1.7 × 10–9 1.0 × 10–9 6.4 × 10–10 5.4 × 10–10 
  M 0.100 4.5 × 10–9 0.050 3.5 × 10–9 2.0 × 10–9 1.3 × 10–9 9.0 × 10–10 7.3 × 10–10 
  S 0.020 4.5 × 10–9 0.010 3.6 × 10–9 2.1 × 10–9 1.3 × 10–9 1.0 × 10–9 8.1 × 10–10 
Ag-106 0.399 h F 0.100 9.4 × 10–11 0.050 6.4 × 10–11 2.9 × 10–11 1.8 × 10–11 1.1 × 10–11 9.1 × 10–12 
  M 0.100 1.4 × 10–10 0.050 9.5 × 10–11 4.4 × 10–11 2.8 × 10–11 1.8 × 10–11 1.5 × 10–11 
  S 0.020 1.5 × 10–10 0.010 9.9 × 10–11 4.5 × 10–11 2.9 × 10–11 1.9 × 10–11 1.6 × 10–11 
Ag-106m 8.41 d F 0.100 7.7 × 10–9 0.050 6.1 × 10–9 3.2 × 10–9 2.1 × 10–9 1.3 × 10–9 1.1 × 10–9 
  M 0.100 7.2 × 10–9 0.050 5.8 × 10–9 3.2 × 10–9 2.1 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 
  S 0.020 7.0 × 10–9 0.010 5.7 × 10–9 3.2 × 10–9 2.1 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 
Ag-108m 1.27 × 102 a F 0.100 3.5 × 10–8 0.050 2.8 × 10–8 1.6 × 10–8 1.0 × 10–8 6.9 × 10–9 6.1 × 10–9 
  M 0.100 3.3 × 10–8 0.050 2.7 × 10–8 1.7 × 10–8 1.1 × 10–8 8.6 × 10–9 7.4 × 10–9 
  S 0.020 8.9 × 10–8 0.010 8.7 × 10–8 6.2 × 10–8 4.4 × 10–8 3.9 × 10–8 3.7 × 10–8 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Ag-110m 250 d F 0.100 3.5 × 10–8 0.050 2.8 × 10–8 1.5 × 10–8 9.7 × 10–9 6.3 × 10–9 5.5 × 10–9 
  M 0.100 3.5 × 10–8 0.050 2.8 × 10–8 1.7 × 10–8 1.2 × 10–8 9.2 × 10–9 7.6 × 10–9 
  S 0.020 4.6 × 10–8 0.010 4.1 × 10–8 2.6 × 10–8 1.8 × 10–8 1.5 × 10–8 1.2 × 10–8 
Ag-111 7.45 d F 0.100 4.8 × 10–9 0.050 3.2 × 10–9 1.4 × 10–9 8.8 × 10–10 4.8 × 10–10 4.0 × 10–10 
  M 0.100 9.2 × 10–9 0.050 6.6 × 10–9 3.5 × 10–9 2.4 × 10–9 1.9 × 10–9 1.5 × 10–9 
  S 0.020 9.9 × 10–9 0.010 7.1 × 10–9 3.8 × 10–9 2.7 × 10–9 2.1 × 10–9 1.7 × 10–9 
Ag-112 3.12 h F 0.100 9.8 × 10–10 0.050 6.4 × 10–10 2.8 × 10–10 1.7 × 10–10 9.1 × 10–11 7.6 × 10–11 
  M 0.100 1.7 × 10–9 0.050 1.1 × 10–9 5.1 × 10–10 3.2 × 10–10 2.0 × 10–10 1.6 × 10–10 
  S 0.020 1.8 × 10–9 0.010 1.2 × 10–9 5.4 × 10–10 3.4 × 10–10 2.1 × 10–10 1.7 × 10–10 
Ag-115 0.333 h F 0.100 1.6 × 10–10 0.050 1.0 × 10–10 4.6 × 10–11 2.9 × 10–11 1.7 × 10–11 1.5 × 10–11 
  M 0.100 2.5 × 10–10 0.050 1.7 × 10–10 7.6 × 10–11 4.9 × 10–11 3.2 × 10–11 2.7 × 10–11 
  S 0.020 2.7 × 10–10 0.010 1.7 × 10–10 8.0 × 10–11 5.2 × 10–11 3.4 × 10–11 2.9 × 10–11 
カドミウム           
Cd-104 0.961 h F 0.100 2.0 × 10–10 0.050 1.7 × 10–10 8.7 × 10–11 5.2 × 10–11 3.1 × 10–11 2.4 × 10–11 
  M 0.100 2.6 × 10–10 0.050 2.1 × 10–10 1.1 × 10–10 6.9 × 10–11 4.2 × 10–11 3.4 × 10–11 
  S 0.100 2.7 × 10–10 0.050 2.2 × 10–10 1.1 × 10–10 7.0 × 10–11 4.4 × 10–11 3.5 × 10–11 
Cd-107 6.49 h F 0.100 2.3 × 10–10 0.050 1.7 × 10–10 7.4 × 10–11 4.6 × 10–11 2.5 × 10–11 2.1 × 10–11 
  M 0.100 5.2 × 10–10 0.050 3.7 × 10–10 2.0 × 10–10 1.3 × 10–10 8.8 × 10–11 8.3 × 10–11 
  S 0.100 5.5 × 10–10 0.050 3.9 × 10–10 2.1 × 10–10 1.4 × 10–10 9.7 × 10–11 7.7 × 10–11 

  



 

 

299 

表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Cd-109 1.27 a F 0.100 4.5 × 10–8 0.050 3.7 × 10–8 2.1 × 10–8 1.4 × 10–8 9.3 × 10–9 8.1 × 10–9 
  M 0.100 3.0 × 10–8 0.050 2.3 × 10–8 1.4 × 10–8 9.5 × 10–9 7.8 × 10–9 6.6 × 10–9 
  S 0.100 2.7 × 10–8 0.050 2.1 × 10–8 1.3 × 10–8 8.9 × 10–9 7.6 × 10–9 6.2 × 10–9 
Cd-113 9.30 × 1015 a F 0.100 2.6 × 10–7 0.050 2.4 × 10–7 1.7 × 10–7 1.4 × 10–7 1.2 × 10–7 1.2 × 10–7 
  M 0.100 1.2 × 10–7 0.050 1.0 × 10–7 7.6 × 10–8 6.1 × 10–8 5.7 × 10–8 5.5 × 10–8 
  S 0.100 7.8 × 10–8 0.050 5.8 × 10–8 4.1 × 10–8 3.0 × 10–8 2.7 × 10–8 2.6 × 10–8 
Cd-113m 13.6 a F 0.100 3.0 × 10–7 0.050 2.7 × 10–7 1.8 × 10–7 1.3 × 10–7 1.1 × 10–7 1.1 × 10–7 
  M 0.100 1.4 × 10–7 0.050 1.2 × 10–7 8.1 × 10–8 6.0 × 10–8 5.3 × 10–8 5.2 × 10–8 
  S 0.100 1.1 × 10–7 0.050 8.4 × 10–8 5.5 × 10–8 3.9 × 10–8 3.3 × 10–8 3.1 × 10–8 
Cd-115 2.23 d F 0.100 4.0 × 10–9 0.050 2.6 × 10–9 1.2 × 10–9 7.5 × 10–10 4.3 × 10–10 3.5 × 10–10 
  M 0.100 6.7 × 10–9 0.050 4.8 × 10–9 2.4 × 10–9 1.7 × 10–9 1.2 × 10–9 9.8 × 10–10 
  S 0.100 7.2 × 10–9 0.050 5.1 × 10–9 2.6 × 10–9 1.8 × 10–9 1.3 × 10–9 1.1 × 10–9 
Cd-115m 44.6 d F 0.100 4.6 × 10–8 0.050 3.2 × 10–8 1.5 × 10–8 1.0 × 10–8 6.4 × 10–9 5.3 × 10–9 
  M 0.100 4.0 × 10–8 0.050 2.5 × 10–8 1.4 × 10–8 9.4 × 10–9 7.3 × 10–9 6.2 × 10–9 
  S 0.100 3.9 × 10–8 0.050 3.0 × 10–8 1.7 × 10–8 1.1 × 10–8 8.9 × 10–9 7.7 × 10–9 
Cd-117 2.49 h F 0.100 7.4 × 10–10 0.050 5.2 × 10–10 2.4 × 10–10 1.5 × 10–10 8.1 × 10–11 6.7 × 10–11 
  M 0.100 1.3 × 10–9 0.050 9.3 × 10–10 4.5 × 10–10 2.9 × 10–10 2.0 × 10–10 1.6 × 10–10 
  S 0.100 1.4 × 10–9 0.050 9.8 × 10–10 4.8 × 10–10 3.1 × 10–10 2.1 × 10–10 1.7 × 10–10 
Cd-117m 3.36 h F 0.100 8.9 × 10–10 0.050 6.7 × 10–10 3.3 × 10–10 2.0 × 10–10 1.1 × 10–10 9.4 × 10–11 
  M 0.100 1.5 × 10–9 0.050 1.1 × 10–9 5.5 × 10–10 3.6 × 10–10 2.4 × 10–10 2.0 × 10–10 
  S 0.100 1.5 × 10–9 0.050 1.1 × 10–9 5.7 × 10–10 3.8 × 10–10 2.6 × 10–10 2.1 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

インジウム           
In-109 4.20 h F 0.040 2.6 × 10–10 0.020 2.1 × 10–10 1.0 × 10–10 6.3 × 10–11 3.6 × 10–11 2.9 × 10–11 
  M 0.040 3.3 × 10–10 0.020 2.6 × 10–10 1.3 × 10–10 8.4 × 10–11 5.3 × 10–11 4.2 × 10–11 
In-110 4.90 h F 0.040 8.2 × 10–10 0.020 7.1 × 10–10 3.7 × 10–10 2.3 × 10–10 1.3 × 10–10 1.1 × 10–10 
  M 0.040 9.9 × 10–10 0.020 8.3 × 10–10 4.4 × 10–10 2.7 × 10–10 1.6 × 10–10 1.3 × 10–10 
In-110m 1.15 h F 0.040 3.0 × 10–10 0.020 2.1 × 10–10 9.9 × 10–11 6.0 × 10–11 3.5 × 10–11 2.8 × 10–11 
  M 0.040 4.5 × 10–10 0.020 3.1 × 10–10 1.5 × 10–10 9.2 × 10–11 5.8 × 10–11 4.7 × 10–11 
In-111 2.83 d F 0.040 1.2 × 10–9 0.020 8.6 × 10–10 4.2 × 10–10 2.6 × 10–10 1.5 × 10–10 1.3 × 10–10 
  M 0.040 1.5 × 10–9 0.020 1.2 × 10–9 6.2 × 10–10 4.1 × 10–10 2.9 × 10–10 2.3 × 10–10 
In-112 0.240 h F 0.040 4.4 × 10–11 0.020 3.0 × 10–11 1.3 × 10–11 8.7 × 10–12 5.4 × 10–12 4.7 × 10–12 
  M 0.040 6.5 × 10–11 0.020 4.4 × 10–11 2.0 × 10–11 1.3 × 10–11 8.7 × 10–12 7.4 × 10–12 
In-113m 1.66 h F 0.040 1.0 × 10–10 0.020 7.0 × 10–11 3.2 × 10–11 2.0 × 10–11 1.2 × 10–11 9.7 × 10–12 
  M 0.040 1.6 × 10–10 0.020 1.1 × 10–10 5.5 × 10–11 3.6 × 10–11 2.4 × 10–11 2.0 × 10–11 
In-114m 49.5 d F 0.040 1.2 × 10–7 0.020 7.7 × 10–8 3.4 × 10–8 1.9 × 10–8 1.1 × 10–8 9.3 × 10–9 
  M 0.040 4.8 × 10–8 0.020 3.3 × 10–8 1.6 × 10–8 1.0 × 10–8 7.8 × 10–9 6.1 × 10–9 
In-115 5.10 × 1015 a F 0.040 8.3 × 10–7 0.020 7.8 × 10–7 5.5 × 10–7 5.0 × 10–7 4.2 × 10–7 3.9 × 10–7 
  M 0.040 3.0 × 10–7 0.020 2.8 × 10–7 2.1 × 10–7 1.9 × 10–7 1.7 × 10–7 1.6 × 10–7 
In-115m 4.49 h F 0.040 2.8 × 10–10 0.020 1.9 × 10–10 8.4 × 10–11 5.1 × 10–11 2.8 × 10–11 2.4 × 10–11 
  M 0.040 4.7 × 10–10 0.020 3.3 × 10–10 1.6 × 10–10 1.0 × 10–10 7.2 × 10–11 5.9 × 10–11 
In-116m 0.902 h F 0.040 2.5 × 10–10 0.020 1.9 × 10–10 9.2 × 10–11 5.7 × 10–11 3.4 × 10–11 2.8 × 10–11 
  M 0.040 3.6 × 10–10 0.020 2.7 × 10–10 1.3 × 10–10 8.5 × 10–11 5.6 × 10–11 4.5 × 10–11 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

In-117 0.730 h F 0.040 1.4 × 10–10 0.020 9.7 × 10–11 4.5 × 10–11 2.8 × 10–11 1.7 × 10–11 1.5 × 10–11 
  M 0.040 2.3 × 10–10 0.020 1.6 × 10–10 7.5 × 10–11 5.0 × 10–11 3.5 × 10–11 2.9 × 10–11 
In-117m 1.94 h F 0.040 3.4 × 10–10 0.020 2.3 × 10–10 1.0 × 10–10 6.2 × 10–11 3.5 × 10–11 2.9 × 10–11 
  M 0.040 6.0 × 10–10 0.020 4.0 × 10–10 1.9 × 10–10 1.3 × 10–10 8.7 × 10–11 7.2 × 10–11 
In-119m 0.300 h F 0.040 1.2 × 10–10 0.020 7.3 × 10–11 3.1 × 10–11 2.0 × 10–11 1.2 × 10–11 1.0 × 10–11 
  M 0.040 1.8 × 10–10 0.020 1.1 × 10–10 4.9 × 10–11 3.2 × 10–11 2.0 × 10–11 1.7 × 10–11 
スズ           
Sn-110 4.00 h F 0.040 1.0 × 10–9 0.020 7.6 × 10–10 3.6 × 10–10 2.2 × 10–10 1.2 × 10–10 9.9 × 10–11 
  M 0.040 1.5 × 10–9 0.020 1.1 × 10–9 5.1 × 10–10 3.2 × 10–10 1.9 × 10–10 1.6 × 10–10 
Sn-111 0.588 h F 0.040 7.7 × 10–11 0.020 5.4 × 10–11 2.6 × 10–11 1.6 × 10–11 9.4 × 10–12 7.8 × 10–12 
  M 0.040 1.1 × 10–10 0.020 8.0 × 10–11 3.8 × 10–11 2.5 × 10–11 1.6 × 10–11 1.3 × 10–11 
Sn-113 115 d F 0.040 5.1 × 10–9 0.020 3.7 × 10–9 1.8 × 10–9 1.1 × 10–9 6.4 × 10–10 5.4 × 10–10 
  M 0.040 1.3 × 10–8 0.020 1.0 × 10–8 5.8 × 10–9 4.0 × 10–9 3.2 × 10–9 2.7 × 10–9 
Sn-117m 13.6 d F 0.040 3.3 × 10–9 0.020 2.2 × 10–9 1.0 × 10–9 6.1 × 10–10 3.4 × 10–10 2.8 × 10–10 
  M 0.040 1.0 × 10–8 0.020 7.7 × 10–9 4.6 × 10–9 3.4 × 10–9 3.1 × 10–9 2.4 × 10–9 
Sn-119m 293 d F 0.040 3.0 × 10–9 0.020 2.2 × 10–9 1.0 × 10–9 6.0 × 10–10 3.4 × 10–10 2.8 × 10–10 
  M 0.040 1.0 × 10–8 0.020 7.9 × 10–9 4.7 × 10–9 3.1 × 10–9 2.6 × 10–9 2.2 × 10–9 
Sn-121 1.13 d F 0.040 7.7 × 10–10 0.020 5.0 × 10–10 2.2 × 10–10 1.3 × 10–10 7.0 × 10–11 6.0 × 10–11 
  M 0.040 1.5 × 10–9 0.020 1.1 × 10–9 5.1 × 10–10 3.6 × 10–10 2.9 × 10–10 2.3 × 10–10 
Sn-121m 55.0 a F 0.040 6.9 × 10–9 0.020 5.4 × 10–9 2.8 × 10–9 1.6 × 10–9 9.4 × 10–10 8.0 × 10–10 
  M 0.040 1.9 × 10–8 0.020 1.5 × 10–8 9.2 × 10–9 6.4 × 10–9 5.5 × 10–9 4.5 × 10–9 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Sn-123 129 d F 0.040 1.4 × 10–8 0.020 9.9 × 10–9 4.5 × 10–9 2.6 × 10–9 1.4 × 10–9 1.2 × 10–9 
  M 0.040 4.0 × 10–8 0.020 3.1 × 10–8 1.8 × 10–8 1.2 × 10–8 9.5 × 10–9 8.1 × 10–9 
Sn-123m 0.668 h F 0.040 1.4 × 10–10 0.020 8.9 × 10–11 3.9 × 10–11 2.5 × 10–11 1.5 × 10–11 1.3 × 10–11 
  M 0.040 2.3 × 10–10 0.020 1.5 × 10–10 7.0 × 10–11 4.6 × 10–11 3.2 × 10–11 2.7 × 10–11 
Sn-125 9.64 d F 0.040 1.2 × 10–8 0.020 8.0 × 10–9 3.5 × 10–9 2.0 × 10–9 1.1 × 10–9 8.9 × 10–10 
  M 0.040 2.1 × 10–8 0.020 1.5 × 10–8 7.6 × 10–9 5.0 × 10–9 3.6 × 10–9 3.1 × 10–9 
Sn-126 1.00 × 105 a F 0.040 7.3 × 10–8 0.020 5.9 × 10–8 3.2 × 10–8 2.0 × 10–8 1.3 × 10–8 1.1 × 10–8 
  M 0.040 1.2 × 10–7 0.020 1.0 × 10–7 6.2 × 10–8 4.1 × 10–8 3.3 × 10–8 2.8 × 10–8 
Sn-127 2.10 h F 0.040 6.6 × 10–10 0.020 4.7 × 10–10 2.3 × 10–10 1.4 × 10–10 7.9 × 10–11 6.5 × 10–11 
  M 0.040 1.0 × 10–9 0.020 7.4 × 10–10 3.7 × 10–10 2.4 × 10–10 1.6 × 10–10 1.3 × 10–10 
Sn-128 0.985 h F 0.040 5.1 × 10–10 0.020 3.6 × 10–10 1.7 × 10–10 1.0 × 10–10 6.1 × 10–11 5.0 × 10–11 
  M 0.040 8.0 × 10–10 0.020 5.5 × 10–10 2.7 × 10–10 1.7 × 10–10 1.1 × 10–10 9.2 × 10–11 
アンチモン           
Sb-115 0.530 h F 0.200 8.1 × 10–11 0.100 5.9 × 10–11 2.8 × 10–11 1.7 × 10–11 1.0 × 10–11 8.5 × 10–12 
  M 0.020 1.2 × 10–10 0.010 8.3 × 10–11 4.0 × 10–11 2.5 × 10–11 1.6 × 10–11 1.3 × 10–11 
  S 0.020 1.2 × 10–10 0.010 8.6 × 10–11 4.1 × 10–11 2.6 × 10–11 1.7 × 10–11 1.4 × 10–11 
Sb-116 0.263 h F 0.200 8.4 × 10–11 0.100 6.2 × 10–11 3.0 × 10–11 1.9 × 10–11 1.1 × 10–11 9.1 × 10–12 
  M 0.020 1.1 × 10–10 0.010 8.2 × 10–11 4.0 × 10–11 2.5 × 10–11 1.5 × 10–11 1.3 × 10–11 
  S 0.020 1.2 × 10–10 0.010 8.5 × 10–11 4.1 × 10–11 2.6 × 10–11 1.6 × 10–11 1.3 × 10–1 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Sb-116m 1.00 h F 0.200 2.6 × 10–10 0.100 2.1 × 10–10 1.1 × 10–10 6.6 × 10–11 4.0 × 10–11 3.2 × 10–11 
  M 0.020 3.6 × 10–10 0.010 2.8 × 10–10 1.5 × 10–10 9.1 × 10–11 5.9 × 10–11 4.7 × 10–11 
  S 0.020 3.7 × 10–10 0.010 2.9 × 10–10 1.5 × 10–10 9.4 × 10–11 6.1 × 10–11 4.9 × 10–11 
Sb-117 2.80 h F 0.200 7.7 × 10–11 0.100 6.0 × 10–11 2.9 × 10–11 1.8 × 10–11 1.0 × 10–11 8.5 × 10–12 
  M 0.020 1.2 × 10–10 0.010 9.1 × 10–11 4.6 × 10–11 3.0 × 10–11 2.0 × 10–11 1.6 × 10–11 
  S 0.020 1.3 × 10–10 0.010 9.5 × 10–11 4.8 × 10–11 3.1 × 10–11 2.2 × 10–11 1.7 × 10–11 
Sb-118m 5.00 h F 0.200 7.3 × 10–10 0.100 6.2 × 10–10 3.3 × 10–10 2.0 × 10–10 1.2 × 10–10 9.3 × 10–11 
  M 0.020 9.3 × 10–10 0.010 7.6 × 10–10 4.0 × 10–10 2.5 × 10–10 1.5 × 10–10 1.2 × 10–10 
  S 0.020 9.5 × 10–10 0.010 7.8 × 10–10 4.1 × 10–10 2.5 × 10–10 1.5 × 10–10 1.2 × 10–10 
Sb-119 1.59 d F 0.200 2.7 × 10–10 0.100 2.0 × 10–10 9.4 × 10–11 5.5 × 10–11 2.9 × 10–11 2.3 × 10–11 
  M 0.020 4.0 × 10–10 0.010 2.8 × 10–10 1.3 × 10–10 7.9 × 10–11 4.4 × 10–11 3.5 × 10–11 
  S 0.020 4.1 × 10–10 0.010 2.9 × 10–10 1.4 × 10–10 8.2 × 10–11 4.5 × 10–11 3.6 × 10–11 
Sb-120 0.265 h F 0.200 4.6 × 10–11 0.100 3.1 × 10–11 1.4 × 10–11 8.9 × 10–12 5.4 × 10–12 4.6 × 10–12 
  M 0.020 6.6 × 10–11 0.010 4.4 × 10–11 2.0 × 10–11 1.3 × 10–11 8.3 × 10–12 7.0 × 10–12 
  S 0.020 6.8 × 10–11 0.010 4.6 × 10–11 2.1 × 10–11 1.4 × 10–11 8.7 × 10–12 7.3 × 10–12 
Sb-120m 5.76 d F 0.200 4.1 × 10–9 0.100 3.3 × 10–9 1.8 × 10–9 1.1 × 10–9 6.7 × 10–10 5.5 × 10–10 
  M 0.020 6.3 × 10–9 0.010 5.0 × 10–9 2.8 × 10–9 1.8 × 10–9 1.3 × 10–9 1.0 × 10–9 
  S 0.020 6.6 × 10–9 0.010 5.3 × 10–9 2.9 × 10–9 1.9 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 
Sb-122 2.70 d F 0.200 4.2 × 10–9 0.100 2.8 × 10–9 1.4 × 10–9 8.4 × 10–10 4.4 × 10–10 3.6 × 10–10 
  M 0.020 8.3 × 10–9 0.010 5.7 × 10–9 2.8 × 10–9 1.8 × 10–9 1.3 × 10–9 1.0 × 10–9 
  S 0.020 8.8 × 10–9 0.010 6.1 × 10–9 3.0 × 10–9 2.0 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Sb-124 60.2 d F 0.200 1.2 × 10–8 0.100 8.8 × 10–9 4.3 × 10–9 2.6 × 10–9 1.6 × 10–9 1.3 × 10–9 
  M 0.020 3.1 × 10–8 0.010 2.4 × 10–8 1.4 × 10–8 9.6 × 10–9 7.7 × 10–9 6.4 × 10–9 
  S 0.020 3.9 × 10–8 0.010 3.1 × 10–8 1.8 × 10–8 1.3 × 10–8 1.0 × 10–8 8.6 × 10–9 
Sb-124m 0.337 h F 0.200 2.7 × 10–11 0.100 1.9 × 10–11 9.0 × 10–12 5.6 × 10–12 3.4 × 10–12 2.8 × 10–12 
  M 0.020 4.3 × 10–11 0.010 3.1 × 10–11 1.5 × 10–11 9.6 × 10–12 6.5 × 10–12 5.4 × 10–12 
  S 0.020 4.6 × 10–11 0.010 3.3 × 10–11 1.6 × 10–11 1.0 × 10–11 7.2 × 10–12 5.9 × 10–12 
Sb-125 2.77 a F 0.200 8.7 × 10–9 0.100 6.8 × 10–9 3.7 × 10–9 2.3 × 10–9 1.5 × 10–9 1.4 × 10–9 
  M 0.020 2.0 × 10–8 0.010 1.6 × 10–8 1.0 × 10–8 6.8 × 10–9 5.8 × 10–9 4.8 × 10–9 
  S 0.020 4.2 × 10–8 0.010 3.8 × 10–8 2.4 × 10–8 1.6 × 10–8 1.4 × 10–8 1.2 × 10–8 
Sb-126 12.4 d F 0.200 8.8 × 10–9 0.100 6.6 × 10–9 3.3 × 10–9 2.1 × 10–9 1.2 × 10–9 1.0 × 10–9 
  M 0.020 1.7 × 10–8 0.010 1.3 × 10–8 7.4 × 10–9 5.1 × 10–9 3.5 × 10–9 2.8 × 10–9 
  S 0.020 1.9 × 10–8 0.010 1.5 × 10–8 8.2 × 10–9 5.0 × 10–9 4.0 × 10–9 3.2 × 10–9 
Sb-126m 0.317 h F 0.200 1.2 × 10–10 0.100 8.2 × 10–11 3.8 × 10–11 2.4 × 10–11 1.5 × 10–11 1.2 × 10–11 
  M 0.020 1.7 × 10–10 0.010 1.2 × 10–10 5.5 × 10–11 3.5 × 10–11 2.3 × 10–11 1.9 × 10–11 
  S 0.020 1.8 × 10–10 0.010 1.2 × 10–10 5.7 × 10–11 3.7 × 10–11 2.4 × 10–11 2.0 × 10–11 
Sb-127 3.85 d F 0.200 5.1 × 10–9 0.100 3.5 × 10–9 1.6 × 10–9 9.7 × 10–10 5.2 × 10–10 4.3 × 10–10 
  M 0.020 1.0 × 10–8 0.010 7.3 × 10–9 3.9 × 10–9 2.7 × 10–9 2.1 × 10–9 1.7 × 10–9 
  S 0.020 1.1 × 10–8 0.010 7.9 × 10–9 4.2 × 10–9 3.0 × 10–9 2.3 × 10–9 1.9 × 10–9 
Sb-128 9.01 h F 0.200 2.1 × 10–9 0.100 1.7 × 10–9 8.3 × 10–10 5.1 × 10–10 2.9 × 10–10 2.3 × 10–10 
  M 0.020 3.3 × 10–9 0.010 2.5 × 10–9 1.2 × 10–9 7.9 × 10–10 5.0 × 10–10 4.0 × 10–10 
  S 0.020 3.4 × 10–9 0.010 2.6 × 10–9 1.3 × 10–9 8.3 × 10–10 5.2 × 10–10 4.2 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Sb-128m 0.173 h F 0.200 9.8 × 10–11 0.100 6.9 × 10–11 3.2 × 10–11 2.0 × 10–11 1.2 × 10–11 1.0 × 10–11 
  M 0.020 1.3 × 10–10 0.010 9.2 × 10–11 4.3 × 10–11 2.7 × 10–11 1.7 × 10–11 1.4 × 10–11 
  S 0.020 1.4 × 10–10 0.010 9.4 × 10–11 4.4 × 10–11 2.8 × 10–11 1.8 × 10–11 1.5 × 10–11 
Sb-129 4.32 h F 0.200 1.1 × 10–9 0.100 8.2 × 10–10 3.8 × 10–10 2.3 × 10–10 1.3 × 10–10 1.0 × 10–10 
  M 0.020 2.0 × 10–9 0.010 1.4 × 10–9 6.8 × 10–10 4.4 × 10–10 2.9 × 10–10 2.3 × 10–10 
  S 0.020 2.1 × 10–9 0.010 1.5 × 10–9 7.2 × 10–10 4.6 × 10–10 3.0 × 10–10 2.5 × 10–10 
Sb-130 0.667 h F 0.200 3.0 × 10–10 0.100 2.2 × 10–10 1.1 × 10–10 6.6 × 10–11 4.0 × 10–11 3.3 × 10–11 
  M 0.020 4.5 × 10–10 0.010 3.2 × 10–10 1.6 × 10–10 9.8 × 10–11 6.3 × 10–11 5.1 × 10–11 
  S 0.020 4.6 × 10–10 0.010 3.3 × 10–10 1.6 × 10–10 1.0 × 10–10 6.5 × 10–11 5.3 × 10–11 
Sb-131 0.383 h F 0.200 3.5 × 10–10 0.100 2.8 × 10–10 1.4 × 10–10 7.7 × 10–11 4.6 × 10–11 3.5 × 10–11 
  M 0.020 3.9 × 10–10 0.010 2.6 × 10–10 1.3 × 10–10 8.0 × 10–11 5.3 × 10–11 4.4 × 10–11 
  S 0.020 3.8 × 10–10 0.010 2.6 × 10–10 1.2 × 10–10 7.9 × 10–11 5.3 × 10–11 4.4 × 10–11 
テルル           
Te-116 2.49 h F 0.600 5.3 × 10–10 0.300 4.2 × 10–10 2.1 × 10–10 1.3 × 10–10 7.2 × 10–11 5.8 × 10–11 
  M 0.200 8.6 × 10–10 0.100 6.4 × 10–10 3.2 × 10–10 2.0 × 10–10 1.3 × 10–10 1.0 × 10–10 
  S 0.020 9.1 × 10–10 0.010 6.7 × 10–10 3.3 × 10–10 2.1 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
Te-121 17.0 d F 0.600 1.7 × 10–9 0.300 1.4 × 10–9 7.2 × 10–10 4.6 × 10–10 2.9 × 10–10 2.4 × 10–10 
  M 0.200 2.3 × 10–9 0.100 1.9 × 10–9 1.0 × 10–9 6.8 × 10–10 4.7 × 10–10 3.8 × 10–10 
  S 0.020 2.4 × 10–9 0.010 2.0 × 10–9 1.1 × 10–9 7.2 × 10–10 5.1 × 10–10 4.1 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Te-121m 154 d F 0.600 1.4 × 10–8 0.300 1.0 × 10–8 5.3 × 10–9 3.3 × 10–9 2.1 × 10–9 1.8 × 10–9 
  M 0.200 1.9 × 10–8 0.100 1.5 × 10–8 8.8 × 10–9 6.1 × 10–9 5.1 × 10–9 4.2 × 10–9 
  S 0.020 2.3 × 10–8 0.010 1.9 × 10–8 1.2 × 10–8 8.1 × 10–9 6.9 × 10–9 5.7 × 10–9 
Te-123 1.00 × 1013 a F 0.600 1.1 × 10–8 0.300 9.1 × 10–9 6.2 × 10–9 4.8 × 10–9 4.0 × 10–9 3.9 × 10–9 
  M 0.200 5.6 × 10–9 0.100 4.4 × 10–9 3.0 × 10–9 2.3 × 10–9 2.0 × 10–9 1.9 × 10–9 
  S 0.020 5.3 × 10–9 0.010 5.0 × 10–9 3.5 × 10–9 2.4 × 10–9 2.1 × 10–9 2.0 × 10–9 
Te-123m 120 d F 0.600 9.8 × 10–9 0.300 6.8 × 10–9 3.4 × 10–9 1.9 × 10–9 1.1 × 10–9 9.5 × 10–10 
  M 0.200 1.8 × 10–8 0.100 1.3 × 10–8 8.0 × 10–9 5.7 × 10–9 5.0 × 10–9 4.0 × 10–9 
  S 0.020 2.0 × 10–8 0.010 1.6 × 10–8 9.8 × 10–9 7.1 × 10–9 6.3 × 10–9 5.1 × 10–9 
Te-125m 58.0 d F 0.600 6.2 × 10–9 0.300 4.2 × 10–9 2.0 × 10–9 1.1 × 10–9 6.1 × 10–10 5.1 × 10–10 
  M 0.200 1.5 × 10–8 0.100 1.1 × 10–8 6.6 × 10–9 4.8 × 10–9 4.3 × 10–9 3.4 × 10–9 
  S 0.020 1.7 × 10–8 0.010 1.3 × 10–8 7.8 × 10–9 5.8 × 10–9 5.3 × 10–9 4.2 × 10–9 
Te-127 9.35 h F 0.600 4.3 × 10–10 0.300 3.2 × 10–10 1.4 × 10–10 8.5 × 10–11 4.5 × 10–11 3.9 × 10–11 
  M 0.200 1.0 × 10–9 0.100 7.3 × 10–10 3.6 × 10–10 2.4 × 10–10 1.6 × 10–10 1.3 × 10–10 
  S 0.020 1.2 × 10–9 0.010 7.9 × 10–10 3.9 × 10–10 2.6 × 10–10 1.7 × 10–10 1.4 × 10–10 
Te-127m 109 d F 0.600 2.1 × 10–8 0.300 1.4 × 10–8 6.5 × 10–9 3.5 × 10–9 2.0 × 10–9 1.5 × 10–9 
  M 0.200 3.5 × 10–8 0.100 2.6 × 10–8 1.5 × 10–8 1.1 × 10–8 9.2 × 10–9 7.4 × 10–9 
  S 0.020 4.1 × 10–8 0.010 3.3 × 10–8 2.0 × 10–8 1.4 × 10–8 1.2 × 10–8 9.8 × 10–9 
Te-129 1.16 h F 0.600 1.8 × 10–10 0.300 1.2 × 10–10 5.1 × 10–11 3.2 × 10–11 1.9 × 10–11 1.6 × 10–11 
  M 0.200 3.3 × 10–10 0.100 2.2 × 10–10 9.9 × 10–11 6.5 × 10–11 4.4 × 10–11 3.7 × 10–11 
  S 0.020 3.5 × 10–10 0.010 2.3 × 10–10 1.0 × 10–10 6.9 × 10–11 4.7 × 10–11 3.9 × 10–11 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Te-129m 33.6 d F 0.600 2.0 × 10–8 0.300 1.3 × 10–8 5.8 × 10–9 3.1 × 10–9 1.7 × 10–9 1.3 × 10–9 
  M 0.200 3.5 × 10–8 0.100 2.6 × 10–8 1.4 × 10–8 9.8 × 10–9 8.0 × 10–9 6.6 × 10–9 
  S 0.020 3.8 × 10–8 0.010 2.9 × 10–8 1.7 × 10–8 1.2 × 10–8 9.6 × 10–9 7.9 × 10–9 
Te-131 0.417 h F 0.600 2.3 × 10–10 0.300 2.0 × 10–10 9.9 × 10–11 5.3 × 10–11 3.3 × 10–11 2.3 × 10–11 
  M 0.200 2.6 × 10–10 0.100 1.7 × 10–10 8.1 × 10–11 5.2 × 10–11 3.5 × 10–11 2.8 × 10–11 
  S 0.020 2.4 × 10–10 0.010 1.6 × 10–10 7.4 × 10–11 4.9 × 10–11 3.3 × 10–11 2.8 × 10–11 
Te-131m 1.25 d F 0.600 8.7 × 10–9 0.300 7.6 × 10–9 3.9 × 10–9 2.0 × 10–9 1.2 × 10–9 8.6 × 10–10 
  M 0.200 7.9 × 10–9 0.100 5.8 × 10–9 3.0 × 10–9 1.9 × 10–9 1.2 × 10–9 9.4 × 10–10 
  S 0.020 7.0 × 10–9 0.010 5.1 × 10–9 2.6 × 10–9 1.8 × 10–9 1.1 × 10–9 9.1 × 10–10 
Te-132 3.26 d F 0.600 2.2 × 10–8 0.300 1.8 × 10–8 8.5 × 10–9 4.2 × 10–9 2.6 × 10–9 1.8 × 10–9 
  M 0.200 1.6 × 10–8 0.100 1.3 × 10–8 6.4 × 10–9 4.0 × 10–9 2.6 × 10–9 2.0 × 10–9 
  S 0.020 1.5 × 10–8 0.010 1.1 × 10–8 5.8 × 10–9 3.8 × 10–9 2.5 × 10–9 2.0 × 10–9 
Te-133 0.207 h F 0.600 2.4 × 10–10 0.300 2.1 × 10–10 9.6 × 10–11 4.6 × 10–11 2.8 × 10–11 1.9 × 10–11 
  M 0.200 2.0 × 10–10 0.100 1.3 × 10–10 6.1 × 10–11 3.8 × 10–11 2.4 × 10–11 2.0 × 10–11 
  S 0.020 1.7 × 10–10 0.010 1.2 × 10–10 5.4 × 10–11 3.5 × 10–11 2.2 × 10–11 1.9 × 10–11 
Te-133m 0.923 h F 0.600 1.0 × 10–9 0.300 8.9 × 10–10 4.1 × 10–10 2.0 × 10–10 1.2 × 10–10 8.1 × 10–11 
  M 0.200 8.5 × 10–10 0.100 5.8 × 10–10 2.8 × 10–10 1.7 × 10–10 1.1 × 10–10 8.7 × 10–11 
  S 0.020 7.4 × 10–10 0.010 5.1 × 10–10 2.5 × 10–10 1.6 × 10–10 1.0 × 10–10 8.4 × 10–11 
Te-134 0.696 h F 0.600 4.7 × 10–10 0.300 3.7 × 10–10 1.8 × 10–10 1.0 × 10–10 6.0 × 10–11 4.7 × 10–11 
  M 0.200 5.5 × 10–10 0.100 3.9 × 10–10 1.9 × 10–10 1.2 × 10–10 8.1 × 10–11 6.6 × 10–11 
  S 0.020 5.6 × 10–10 0.010 4.0 × 10–10 1.9 × 10–10 1.3 × 10–10 8.4 × 10–11 6.8 × 10–11 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

ヨウ素           
I-120 1.35 h F 1.000 1.3 × 10–9 1.000 1.0 × 10–9 4.8 × 10–10 2.3 × 10–10 1.4 × 10–10 1.0 × 10–10 
  M 0.200 1.1 × 10–9 0.100 7.3 × 10–10 3.4 × 10–10 2.1 × 10–10 1.3 × 10–10 1.0 × 10–10 
  S 0.020 1.0 × 10–9 0.010 6.9 × 10–10 3.2 × 10–10 2.0 × 10–10 1.2 × 10–10 1.0 × 10–10 
I-120m 0.883 h F 1.000 8.6 × 10–10 1.000 6.9 × 10–10 3.3 × 10–10 1.8 × 10–10 1.1 × 10–10 8.2 × 10–11 
  M 0.200 8.2 × 10–10 0.100 5.9 × 10–10 2.9 × 10–10 1.8 × 10–10 1.1 × 10–10 8.7 × 10–11 
  S 0.020 8.2 × 10–10 0.010 5.8 × 10–10 2.8 × 10–10 1.8 × 10–10 1.1 × 10–10 8.8 × 10–11 
I-121 2.12 h F 1.000 2.3 × 10–10 1.000 2.1 × 10–10 1.1 × 10–10 6.0 × 10–11 3.8 × 10–11 2.7 × 10–11 
  M 0.200 2.1 × 10–10 0.100 1.5 × 10–10 7.8 × 10–11 4.9 × 10–11 3.2 × 10–11 2.5 × 10–11 
  S 0.020 1.9 × 10–10 0.010 1.4 × 10–10 7.0 × 10–11 4.5 × 10–11 3.0 × 10–11 2.4 × 10–11 
I-123 13.2 h F 1.000 8.7 × 10–10 1.000 7.9 × 10–10 3.8 × 10–10 1.8 × 10–10 1.1 × 10–10 7.4 × 10–11 
  M 0.200 5.3 × 10–10 0.100 3.9 × 10–10 2.0 × 10–10 1.2 × 10–10 8.2 × 10–11 6.4 × 10–11 
  S 0.020 4.3 × 10–10 0.010 3.2 × 10–10 1.7 × 10–10 1.1 × 10–10 7.6 × 10–11 6.0 × 10–11 
I-124 4.18 d F 1.000 4.7 × 10–8 1.000 4.5 × 10–8 2.2 × 10–8 1.1 × 10–8 6.7 × 10–9 4.4 × 10–9 
  M 0.200 1.4 × 10–8 0.100 9.3 × 10–9 4.6 × 10–9 2.5 × 10–9 1.6 × 10–9 1.2 × 10–9 
  S 0.020 6.2 × 10–9 0.010 4.4 × 10–9 2.2 × 10–9 1.4 × 10–9 9.4 × 10–10 7.7 × 10–10 
I-125 60.1 d F 1.000 2.0 × 10–8 1.000 2.3 × 10–8 1.5 × 10–8 1.1 × 10–8 7.2 × 10–9 5.1 × 10–9 
  M 0.200 6.9 × 10–9 0.100 5.6 × 10–9 3.6 × 10–9 2.6 × 10–9 1.8 × 10–9 1.4 × 10–9 
  S 0.020 2.4 × 10–9 0.010 1.8 × 10–9 1.0 × 10–9 6.7 × 10–10 4.8 × 10–10 3.8 × 10–10 
I-126 13.0 d F 1.000 8.1 × 10–8 1.000 8.3 × 10–8 4.5 × 10–8 2.4 × 10–8 1.5 × 10–8 9.8 × 10–9 
  M 0.200 2.4 × 10–8 0.100 1.7 × 10–8 9.5 × 10–9 5.5 × 10–9 3.8 × 10–9 2.7 × 10–9 
  S 0.020 8.3 × 10–9 0.010 5.9 × 10–9 3.3 × 10–9 2.2 × 10–9 1.8 × 10–9 1.4 × 10–9 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

I-128 0.416 h F 1.000 1.5 × 10–10 1.000 1.1 × 10–10 4.7 × 10–11 2.7 × 10–11 1.6 × 10–11 1.3 × 10–11 
  M 0.200 1.9 × 10–10 0.100 1.2 × 10–10 5.3 × 10–11 3.4 × 10–11 2.2 × 10–11 1.9 × 10–11 
  S 0.020 1.9 × 10–10 0.010 1.2 × 10–10 5.4 × 10–11 3.5 × 10–11 2.3 × 10–11 2.0 × 10–11 
I-129 1.57 × 107 a F 1.000 7.2 × 10–8 1.000 8.6 × 10–8 6.1 × 10–8 6.7 × 10–8 4.6 × 10–8 3.6 × 10–8 
  M 0.200 3.6 × 10–8 0.100 3.3 × 10–8 2.4 × 10–8 2.4 × 10–8 1.9 × 10–8 1.5 × 10–8 
  S 0.020 2.9 × 10–8 0.010 2.6 × 10–8 1.8 × 10–8 1.3 × 10–8 1.1 × 10–8 9.8 × 10–9 
I-130 12.4 h F 1.000 8.2 × 10–9 1.000 7.4 × 10–9 3.5 × 10–9 1.6 × 10–9 1.0 × 10–9 6.7 × 10–10 
  M 0.200 4.3 × 10–9 0.100 3.1 × 10–9 1.5 × 10–9 9.2 × 10–10 5.8 × 10–10 4.5 × 10–10 
  S 0.020 3.3 × 10–9 0.010 2.4 × 10–9 1.2 × 10–9 7.9 × 10–10 5.1 × 10–10 4.1 × 10–10 
I-131 8.04 d F 1.000 7.2 × 10–8 1.000 7.2 × 10–8 3.7 × 10–8 1.9 × 10–8 1.1 × 10–8 7.4 × 10–9 
  M 0.200 2.2 × 10–8 0.100 1.5 × 10–8 8.2 × 10–9 4.7 × 10–9 3.4 × 10–9 2.4 × 10–9 
  S 0.020 8.8 × 10–9 0.010 6.2 × 10–9 3.5 × 10–9 2.4 × 10–9 2.0 × 10–9 1.6 × 10–9 
I-132 2.30 h F 1.000 1.1 × 10–9 1.000 9.6 × 10–10 4.5 × 10–10 2.2 × 10–10 1.3 × 10–10 9.4 × 10–11 
  M 0.200 9.9 × 10–10 0.100 7.3 × 10–10 3.6 × 10–10 2.2 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
  S 0.020 9.3 × 10–10 0.010 6.8 × 10–10 3.4 × 10–10 2.1 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
I-132m 1.39 h F 1.000 9.6 × 10–10 1.000 8.4 × 10–10 4.0 × 10–10 1.9 × 10–10 1.2 × 10–10 7.9 × 10–11 
  M 0.200 7.2 × 10–10 0.100 5.3 × 10–10 2.6 × 10–10 1.6 × 10–10 1.1 × 10–10 8.7 × 10–11 
  S 0.020 6.6 × 10–10 0.010 4.8 × 10–10 2.4 × 10–10 1.6 × 10–10 1.1 × 10–10 8.5 × 10–11 
I-133 20.8 h F 1.000 1.9 × 10–8 1.000 1.8 × 10–8 8.3 × 10–9 3.8 × 10–9 2.2 × 10–9 1.5 × 10–9 
  M 0.200 6.6 × 10–9 0.100 4.4 × 10–9 2.1 × 10–9 1.2 × 10–9 7.4 × 10–10 5.5 × 10–10 
  S 0.020 3.8 × 10–9 0.010 2.9 × 10–9 1.4 × 10–9 9.0 × 10–10 5.3 × 10–10 4.3 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

I-134 0.876 h F 1.000 4.6 × 10–10 1.000 3.7 × 10–10 1.8 × 10–10 9.7 × 10–11 5.9 × 10–11 4.5 × 10–11 
  M 0.200 4.8 × 10–10 0.100 3.4 × 10–10 1.7 × 10–10 1.0 × 10–10 6.7 × 10–11 5.4 × 10–11 
  S 0.020 4.8 × 10–10 0.010 3.4 × 10–10 1.7 × 10–10 1.1 × 10–10 6.8 × 10–11 5.5 × 10–11 
I-135 6.61 h F 1.000 4.1 × 10–9 1.000 3.7 × 10–9 1.7 × 10–9 7.9 × 10–10 4.8 × 10–10 3.2 × 10–10 
  M 0.200 2.2 × 10–9 0.100 1.6 × 10–9 7.8 × 10–10 4.7 × 10–10 3.0 × 10–10 2.4 × 10–10 
  S 0.020 1.8 × 10–9 0.010 1.3 × 10–9 6.5 × 10–10 4.2 × 10–10 2.7 × 10–10 2.2 × 10–10 
セシウム           
Cs-125 0.750 h F 1.000 1.2 × 10–10 1.000 8.3 × 10–11 3.9 × 10–11 2.4 × 10–11 1.4 × 10–11 1.2 × 10–11 
  M 0.200 2.0 × 10–10 0.100 1.4 × 10–10 6.5 × 10–11 4.2 × 10–11 2.7 × 10–11 2.2 × 10–11 
  S 0.020 2.1 × 10–10 0.010 1.4 × 10–10 6.8 × 10–11 4.4 × 10–11 2.8 × 10–11 2.3 × 10–11 
Cs-127 6.25 h F 1.000 1.6 × 10–10 1.000 1.3 × 10–10 6.9 × 10–11 4.2 × 10–11 2.5 × 10–11 2.0 × 10–11 
  M 0.200 2.8 × 10–10 0.100 2.2 × 10–10 1.1 × 10–10 7.3 × 10–11 4.6 × 10–11 3.6 × 10–11 
  S 0.020 3.0 × 10–10 0.010 2.3 × 10–10 1.2 × 10–10 7.6 × 10–11 4.8 × 10–11 3.8 × 10–11 
Cs-129 1.34 d F 1.000 3.4 × 10–10 1.000 2.8 × 10–10 1.4 × 10–10 8.7 × 10–11 5.2 × 10–11 4.2 × 10–11 
  M 0.200 5.7 × 10–10 0.100 4.6 × 10–10 2.4 × 10–10 1.5 × 10–10 9.1 × 10–11 7.3 × 10–11 
  S 0.020 6.3 × 10–10 0.010 4.9 × 10–10 2.5 × 10–10 1.6 × 10–10 9.7 × 10–11 7.7 × 10–11 
Cs-130 0.498 h F 1.000 8.3 × 10–11 1.000 5.6 × 10–11 2.5 × 10–11 1.6 × 10–11 9.4 × 10–12 7.8 × 10–12 
  M 0.200 1.3 × 10–10 0.100 8.7 × 10–11 4.0 × 10–11 2.5 × 10–11 1.6 × 10–11 1.4 × 10–11 
  S 0.020 1.4 × 10–10 0.010 9.0 × 10–11 4.1 × 10–11 2.6 × 10–11 1.7 × 10–11 1.4 × 10–11 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Cs-131 9.69 d F 1.000 2.4 × 10–10 1.000 1.7 × 10–10 8.4 × 10–11 5.3 × 10–11 3.2 × 10–11 2.7 × 10–11 
  M 0.200 3.5 × 10–10 0.100 2.6 × 10–10 1.4 × 10–10 8.5 × 10–11 5.5 × 10–11 4.4 × 10–11 
  S 0.020 3.8 × 10–10 0.010 2.8 × 10–10 1.4 × 10–10 9.1 × 10–11 5.9 × 10–11 4.7 × 10–11 
Cs-132 6.48 d F 1.000 1.5 × 10–9 1.000 1.2 × 10–9 6.4 × 10–10 4.1 × 10–10 2.7 × 10–10 2.3 × 10–10 
  M 0.200 1.9 × 10–9 0.100 1.5 × 10–9 8.4 × 10–10 5.4 × 10–10 3.7 × 10–10 2.9 × 10–10 
  S 0.020 2.0 × 10–9 0.010 1.6 × 10–9 8.7 × 10–10 5.6 × 10–10 3.8 × 10–10 3.0 × 10–10 
Cs-134 2.06 a F 1.000 1.1 × 10–8 1.000 7.3 × 10–9 5.2 × 10–9 5.3 × 10–9 6.3 × 10–9 6.6 × 10–9 
  M 0.200 3.2 × 10–8 0.100 2.6 × 10–8 1.6 × 10–8 1.2 × 10–8 1.1 × 10–8 9.1 × 10–9 
  S 0.020 7.0 × 10–8 0.010 6.3 × 10–8 4.1 × 10–8 2.8 × 10–8 2.3 × 10–8 2.0 × 10–8 
Cs-134m 2.90 h F 1.000 1.3 × 10–10 1.000 8.6 × 10–11 3.8 × 10–11 2.5 × 10–11 1.6 × 10–11 1.4 × 10–11 
  M 0.200 3.3 × 10–10 0.100 2.3 × 10–10 1.2 × 10–10 8.3 × 10–11 6.6 × 10–11 5.4 × 10–11 
  S 0.020 3.6 × 10–10 0.010 2.5 × 10–10 1.3 × 10–10 9.2 × 10–11 7.4 × 10–11 6.0 × 10–11 
Cs-135 2.30 × 106 a F 1.000 1.7 × 10–9 1.000 9.9 × 10–10 6.2 × 10–10 6.1 × 10–10 6.8 × 10–10 6.9 × 10–10 
  M 0.200 1.2 × 10–8 0.100 9.3 × 10–9 5.7 × 10–9 4.1 × 10–9 3.8 × 10–9 3.1 × 10–9 
  S 0.020 2.7 × 10–8 0.010 2.4 × 10–8 1.6 × 10–8 1.1 × 10–8 9.5 × 10–9 8.6 × 10–9 
Cs-135m 0.883 h F 1.000 9.2 × 10–11 1.000 7.8 × 10–11 4.1 × 10–11 2.4 × 10–11 1.5 × 10–11 1.2 × 10–11 
  M 0.200 1.2 × 10–10 0.100 9.9 × 10–11 5.2 × 10–11 3.2 × 10–11 1.9 × 10–11 1.5 × 10–11 
  S 0.020 1.2 × 10–10 0.010 1.0 × 10–10 5.3 × 10–11 3.3 × 10–11 2.0 × 10–11 1.6 × 10–11 
Cs-136 13.1 d F 1.000 7.3 × 10–9 1.000 5.2 × 10–9 2.9 × 10–9 2.0 × 10–9 1.4 × 10–9 1.2 × 10–9 
  M 0.200 1.3 × 10–8 0.100 1.0 × 10–8 6.0 × 10–9 3.7 × 10–9 3.1 × 10–9 2.5 × 10–9 
  S 0.020 1.5 × 10–8 0.010 1.1 × 10–8 5.7 × 10–9 4.1 × 10–9 3.5 × 10–9 2.8 × 10–9 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Cs-137 30.0 a F 1.000 8.8 × 10–9 1.000 5.4 × 10–9 3.6 × 10–9 3.7 × 10–9 4.4 × 10–9 4.6 × 10–9 
  M 0.200 3.6 × 10–8 0.100 2.9 × 10–8 1.8 × 10–8 1.3 × 10–8 1.1 × 10–8 9.7 × 10–9 
  S 0.020 1.1 × 10–7 0.010 1.0 × 10–7 7.0 × 10–8 4.8 × 10–8 4.2 × 10–8 3.9 × 10–8 
Cs-138 0.536 h F 1.000 2.6 × 10–10 1.000 1.8 × 10–10 8.1 × 10–11 5.0 × 10–11 2.9 × 10–11 2.4 × 10–11 
  M 0.200 4.0 × 10–10 0.100 2.7 × 10–10 1.3 × 10–10 7.8 × 10–11 4.9 × 10–11 4.1 × 10–11 
  S 0.020 4.2 × 10–10 0.010 2.8 × 10–10 1.3 × 10–10 8.2 × 10–11 5.1 × 10–11 4.3 × 10–11 
バリウム f           
Ba-126 1.61 h F 0.600 6.7 × 10–10 0.200 5.2 × 10–10 2.4 × 10–10 1.4 × 10–10 6.9 × 10–11 7.4 × 10–11 
  M 0.200 1.0 × 10–9 0.100 7.0 × 10–10 3.2 × 10–10 2.0 × 10–10 1.2 × 10–10 1.0 × 10–10 
  S 0.020 1.1 × 10–9 0.010 7.2 × 10–10 3.3 × 10–10 2.1 × 10–10 1.3 × 10–10 1.1 × 10–10 
Ba-128 2.43 d F 0.600 5.9 × 10–9 0.200 5.4 × 10–9 2.5 × 10–9 1.4 × 10–9 7.4 × 10–10 7.6 × 10–10 
  M 0.200 1.1 × 10–8 0.100 7.8 × 10–9 3.7 × 10–9 2.4 × 10–9 1.5 × 10–9 1.3 × 10–9 
  S 0.020 1.2 × 10–8 0.010 8.3 × 10–9 4.0 × 10–9 2.6 × 10–9 1.6 × 10–9 1.4 × 10–9 
Ba-131 11.8 d F 0.600 2.1 × 10–9 0.200 1.4 × 10–9 7.1 × 10–10 4.7 × 10–10 3.1 × 10–10 2.2 × 10–10 
  M 0.200 3.7 × 10–9 0.100 3.1 × 10–9 1.6 × 10–9 1.1 × 10–9 9.7 × 10–10 7.6 × 10–10 
  S 0.020 4.0 × 10–9 0.010 3.0 × 10–9 1.8 × 10–9 1.3 × 10–9 1.1 × 10–9 8.7 × 10–10 
Ba-131m 0.243 h F 0.600 2.7 × 10–11 0.200 2.1 × 10–11 1.0 × 10–11 6.7 × 10–12 4.7 × 10–12 4.0 × 10–12 
  M 0.200 4.8 × 10–11 0.100 3.3 × 10–11 1.7 × 10–11 1.2 × 10–11 9.0 × 10–12 7.4 × 10–12 
  S 0.020 5.0 × 10–11 0.010 3.5 × 10–11 1.8 × 10–11 1.2 × 10–11 9.5 × 10–12 7.8 × 10–12 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Ba-133 10.7 a F 0.600 1.1 × 10–8 0.200 4.5 × 10–9 2.6 × 10–9 3.7 × 10–9 6.0 × 10–9 1.5 × 10–9 
  M 0.200 1.5 × 10–8 0.100 1.0 × 10–8 6.4 × 10–9 5.1 × 10–9 5.5 × 10–9 3.1 × 10–9 
  S 0.020 3.2 × 10–8 0.010 2.9 × 10–8 2.0 × 10–8 1.3 × 10–8 1.1 × 10–8 1.0 × 10–8 
Ba-133m 1.62 d F 0.600 1.4 × 10–9 0.200 1.1 × 10–9 4.9 × 10–10 3.1 × 10–10 1.5 × 10–10 1.8 × 10–10 
  M 0.200 3.0 × 10–9 0.100 2.2 × 10–9 1.0 × 10–9 6.9 × 10–10 5.2 × 10–10 4.2 × 10–10 
  S 0.020 3.1 × 10–9 0.010 2.4 × 10–9 1.1 × 10–9 7.6 × 10–10 5.8 × 10–10 4.6 × 10–10 
Ba-135m 1.20 d F 0.600 1.1 × 10–9 0.200 1.0 × 10–9 4.6 × 10–10 2.5 × 10–10 1.2 × 10–10 1.4 × 10–10 
  M 0.200 2.4 × 10–9 0.100 1.8 × 10–9 8.9 × 10–10 5.4 × 10–10 4.1 × 10–10 3.3 × 10–10 
  S 0.020 2.7 × 10–9 0.010 1.9 × 10–9 8.6 × 10–10 5.9 × 10–10 4.5 × 10–10 3.6 × 10–10 
Ba-139 1.38 h F 0.600 3.3 × 10–10 0.200 2.4 × 10–10 1.1 × 10–10 6.0 × 10–11 3.1 × 10–11 3.4 × 10–11 
  M 0.200 5.4 × 10–10 0.100 3.5 × 10–10 1.6 × 10–10 1.0 × 10–10 6.6 × 10–11 5.6 × 10–11 
  S 0.020 5.7 × 10–10 0.010 3.6 × 10–10 1.6 × 10–10 1.1 × 10–10 7.0 × 10–11 5.9 × 10–11 
Ba-140 12.7 d F 0.600 1.4 × 10–8 0.200 7.8 × 10–9 3.6 × 10–9 2.4 × 10–9 1.6 × 10–9 1.0 × 10–9 
  M 0.200 2.7 × 10–8 0.100 2.0 × 10–8 1.1 × 10–8 7.6 × 10–9 6.2 × 10–9 5.1 × 10–9 
  S 0.020 2.9 × 10–8 0.010 2.2 × 10–8 1.2 × 10–8 8.6 × 10–9 7.1 × 10–9 5.8 × 10–9 
Ba-141 0.305 h F 0.600 1.9 × 10–10 0.200 1.4 × 10–10 6.4 × 10–11 3.8 × 10–11 2.1 × 10–11 2.1 × 10–11 
  M 0.200 3.0 × 10–10 0.100 2.0 × 10–10 9.3 × 10–11 5.9 × 10–11 3.8 × 10–11 3.2 × 10–11 
  S 0.020 3.2 × 10–10 0.010 2.1 × 10–10 9.7 × 10–11 6.2 × 10–11 4.0 × 10–11 3.4 × 10–11 
Ba-142 0.177 h F 0.600 1.3 × 10–10 0.200 9.6 × 10–11 4.5 × 10–11 2.7 × 10–11 1.6 × 10–11 1.5 × 10–11 
  M 0.200 1.8 × 10–10 0.100 1.3 × 10–10 6.1 × 10–11 3.9 × 10–11 2.5 × 10–11 2.1 × 10–11 
  S 0.020 1.9 × 10–10 0.010 1.3 × 10–10 6.2 × 10–11 4.0 × 10–11 2.6 × 10–11 2.2 × 10–11 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

ランタン           
La-131 0.983 h F 0.005 1.2 × 10–10 5.0 × 10–4 8.7 × 10–11 4.2 × 10–11 2.6 × 10–11 1.5 × 10–11 1.3 × 10–11 
  M 0.005 1.8 × 10–10 5.0 × 10–4 1.3 × 10–10 6.4 × 10–11 4.1 × 10–11 2.8 × 10–11 2.3 × 10–11 
La-132 4.80 h F 0.005 1.0 × 10–9 5.0 × 10–4 7.7 × 10–10 3.7 × 10–10 2.2 × 10–10 1.2 × 10–10 1.0 × 10–10 
  M 0.005 1.5 × 10–9 5.0 × 10–4 1.1 × 10–9 5.4 × 10–10 3.4 × 10–10 2.0 × 10–10 1.6 × 10–10 
La-135 19.5 h F 0.005 1.0 × 10–10 5.0 × 10–4 7.7 × 10–11 3.8 × 10–11 2.3 × 10–11 1.3 × 10–11 1.0 × 10–11 
  M 0.005 1.3 × 10–10 5.0 × 10–4 1.0 × 10–10 4.9 × 10–11 3.0 × 10–11 1.7 × 10–11 1.4 × 10–11 
La-137 6.00 × 104 a F 0.005 2.5 × 10–8 5.0 × 10–4 2.3 × 10–8 1.5 × 10–8 1.1 × 10–8 8.9 × 10–9 8.7 × 10–9 
  M 0.005 8.6 × 10–9 5.0 × 10–4 8.1 × 10–9 5.6 × 10–9 4.0 × 10–9 3.6 × 10–9 3.6 × 10–9 
La-138 1.35 × 1011 a F 0.005 3.7 × 10–7 5.0 × 10–4 3.5 × 10–7 2.4 × 10–7 1.8 × 10–7 1.6 × 10–7 1.5 × 10–7 
  M 0.005 1.3 × 10–7 5.0 × 10–4 1.2 × 10–7 9.1 × 10–8 6.8 × 10–8 6.4 × 10–8 6.4 × 10–8 
La-140 1.68 d F 0.005 5.8 × 10–9 5.0 × 10–4 4.2 × 10–9 2.0 × 10–9 1.2 × 10–9 6.9 × 10–10 5.7 × 10–10 
  M 0.005 8.8 × 10–9 5.0 × 10–4 6.3 × 10–9 3.1 × 10–9 2.0 × 10–9 1.3 × 10–9 1.1 × 10–9 
La-141 3.93 h F 0.005 8.6 × 10–10 5.0 × 10–4 5.5 × 10–10 2.3 × 10–10 1.4 × 10–10 7.5 × 10–11 6.3 × 10–11 
  M 0.005 1.4 × 10–9 5.0 × 10–4 9.3 × 10–10 4.3 × 10–10 2.8 × 10–10 1.8 × 10–10 1.5 × 10–10 
La-142 1.54 h F 0.005 5.3 × 10–10 5.0 × 10–4 3.8 × 10–10 1.8 × 10–10 1.1 × 10–10 6.3 × 10–11 5.2 × 10–11 
  M 0.005 8.1 × 10–10 5.0 × 10–4 5.7 × 10–10 2.7 × 10–10 1.7 × 10–10 1.1 × 10–10 8.9 × 10–11 
La-143 0.237 h F 0.005 1.4 × 10–10 5.0 × 10–4 8.6 × 10–11 3.7 × 10–11 2.3 × 10–11 1.4 × 10–11 1.2 × 10–11 
  M 0.005 2.1 × 10–10 5.0 × 10–4 1.3 × 10–10 6.0 × 10–11 3.9 × 10–11 2.5 × 10–11 2.1 × 10–11 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

セリウム           
Ce-134 3.00 d F 0.005 7.6 × 10–9 5.0 × 10–4 5.3 × 10–9 2.3 × 10–9 1.4 × 10–9 7.7 × 10–10 5.7 × 10–10 
  M 0.005 1.1 × 10–8 5.0 × 10–4 7.6 × 10–9 3.7 × 10–9 2.4 × 10–9 1.5 × 10–9 1.3 × 10–9 
  S 0.005 1.2 × 10–8 5.0 × 10–4 8.0 × 10–9 3.8 × 10–9 2.5 × 10–9 1.6 × 10–9 1.3 × 10–9 
Ce-135 17.6 h F 0.005 2.3 × 10–9 5.0 × 10–4 1.7 × 10–9 8.5 × 10–10 5.3 × 10–10 3.0 × 10–10 2.4 × 10–10 
  M 0.005 3.6 × 10–9 5.0 × 10–4 2.7 × 10–9 1.4 × 10–9 8.9 × 10–10 5.9 × 10–10 4.8 × 10–10 
  S 0.005 3.7 × 10–9 5.0 × 10–4 2.8 × 10–9 1.4 × 10–9 9.4 × 10–10 6.3 × 10–10 5.0 × 10–10 
Ce-137 9.00 h F 0.005 7.5 × 10–11 5.0 × 10–4 5.6 × 10–11 2.7 × 10–11 1.6 × 10–11 8.7 × 10–12 7.0 × 10–12 
  M 0.005 1.1 × 10–10 5.0 × 10–4 7.6 × 10–11 3.6 × 10–11 2.2 × 10–11 1.2 × 10–11 9.8 × 10–12 
  S 0.005 1.1 × 10–10 5.0 × 10–4 7.8 × 10–11 3.7 × 10–11 2.3 × 10–11 1.3 × 10–11 1.0 × 10–11 
Ce-137m 1.43 d F 0.005 1.6 × 10–9 5.0 × 10–4 1.1 × 10–9 4.6 × 10–10 2.8 × 10–10 1.5 × 10–10 1.2 × 10–10 
  M 0.005 3.1 × 10–9 5.0 × 10–4 2.2 × 10–9 1.1 × 10–9 6.7 × 10–10 5.1 × 10–10 4.1 × 10–10 
  S 0.005 3.3 × 10–9 5.0 × 10–4 2.3 × 10–9 1.0 × 10–9 7.3 × 10–10 5.6 × 10–10 4.4 × 10–10 
Ce-139 138 d F 0.005 1.1 × 10–8 5.0 × 10–4 8.5 × 10–9 4.5 × 10–9 2.8 × 10–9 1.8 × 10–9 1.5 × 10–9 
  M 0.005 7.5 × 10–9 5.0 × 10–4 6.1 × 10–9 3.6 × 10–9 2.5 × 10–9 2.1 × 10–9 1.7 × 10–9 
  S 0.005 7.8 × 10–9 5.0 × 10–4 6.3 × 10–9 3.9 × 10–9 2.7 × 10–9 2.4 × 10–9 1.9 × 10–9 
Ce-141 32.5 d F 0.005 1.1 × 10–8 5.0 × 10–4 7.3 × 10–9 3.5 × 10–9 2.0 × 10–9 1.2 × 10–9 9.3 × 10–10 
  M 0.005 1.4 × 10–8 5.0 × 10–4 1.1 × 10–8 6.3 × 10–9 4.6 × 10–9 4.1 × 10–9 3.2 × 10–9 
  S 0.005 1.6 × 10–8 5.0 × 10–4 1.2 × 10–8 7.1 × 10–9 5.3 × 10–9 4.8 × 10–9 3.8 × 10–9 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Ce-143 1.38 d F 0.005 3.6 × 10–9 5.0 × 10–4 2.3 × 10–9 1.0 × 10–9 6.2 × 10–10 3.3 × 10–10 2.7 × 10–10 
  M 0.005 5.6 × 10–9 5.0 × 10–4 3.9 × 10–9 1.9 × 10–9 1.3 × 10–9 9.3 × 10–10 7.5 × 10–10 
  S 0.005 5.9 × 10–9 5.0 × 10–4 4.1 × 10–9 2.1 × 10–9 1.4 × 10–9 1.0 × 10–9 8.3 × 10–10 
Ce-144 284 d F 0.005 3.6 × 10–7 5.0 × 10–4 2.7 × 10–7 1.4 × 10–7 7.8 × 10–8 4.8 × 10–8 4.0 × 10–8 
  M 0.005 1.9 × 10–7 5.0 × 10–4 1.6 × 10–7 8.8 × 10–8 5.5 × 10–8 4.1 × 10–8 3.6 × 10–8 
  S 0.005 2.1 × 10–7 5.0 × 10–4 1.8 × 10–7 1.1 × 10–7 7.3 × 10–8 5.8 × 10–8 5.3 × 10–8 
プラセオジム           
Pr-136 0.218 h M 0.005 1.3 × 10–10 5.0 × 10–4 8.8 × 10–11 4.2 × 10–11 2.6 × 10–11 1.6 × 10–11 1.3 × 10–11 
  S 0.005 1.3 × 10–10 5.0 × 10–4 9.0 × 10–11 4.3 × 10–11 2.7 × 10–11 1.7 × 10–11 1.4 × 10–11 
Pr-137 1.28 h M 0.005 1.8 × 10–10 5.0 × 10–4 1.3 × 10–10 6.1 × 10–11 3.9 × 10–11 2.4 × 10–11 2.0 × 10–11 
  S 0.005 1.9 × 10–10 5.0 × 10–4 1.3 × 10–10 6.4 × 10–11 4.0 × 10–11 2.5 × 10–11 2.1 × 10–11 
Pr-138m 2.10 h M 0.005 5.9 × 10–10 5.0 × 10–4 4.5 × 10–10 2.3 × 10–10 1.4 × 10–10 9.0 × 10–11 7.2 × 10–11 
  S 0.005 6.0 × 10–10 5.0 × 10–4 4.7 × 10–10 2.4 × 10–10 1.5 × 10–10 9.3 × 10–11 7.4 × 10–11 
Pr-139 4.51 h M 0.005 1.5 × 10–10 5.0 × 10–4 1.1 × 10–10 5.5 × 10–11 3.5 × 10–11 2.3 × 10–11 1.8 × 10–11 
  S 0.005 1.6 × 10–10 5.0 × 10–4 1.2 × 10–10 5.7 × 10–11 3.7 × 10–11 2.4 × 10–11 2.0 × 10–11 
Pr-142 19.1 h M 0.005 5.3 × 10–9 5.0 × 10–4 3.5 × 10–9 1.6 × 10–9 1.0 × 10–9 6.2 × 10–10 5.2 × 10–10 
  S 0.005 5.5 × 10–9 5.0 × 10–4 3.7 × 10–9 1.7 × 10–9 1.1 × 10–9 6.6 × 10–10 5.5 × 10–10 
Pr-142m 0.243 h M 0.005 6.7 × 10–11 5.0 × 10–4 4.5 × 10–11 2.0 × 10–11 1.3 × 10–11 7.9 × 10–12 6.6 × 10–12 
  S 0.005 7.0 × 10–11 5.0 × 10–4 4.7 × 10–11 2.2 × 10–11 1.4 × 10–11 8.4 × 10–12 7.0 × 10–12 
Pr-143 13.6 d M 0.005 1.2 × 10–8 5.0 × 10–4 8.4 × 10–9 4.6 × 10–9 3.2 × 10–9 2.7 × 10–9 2.2 × 10–9 
  S 0.005 1.3 × 10–8 5.0 × 10–4 9.2 × 10–9 5.1 × 10–9 3.6 × 10–9 3.0 × 10–9 2.4 × 10–9 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Pr-144 0.288 h M 0.005 1.9 × 10–10 5.0 × 10–4 1.2 × 10–10 5.0 × 10–11 3.2 × 10–11 2.1 × 10–11 1.8 × 10–11 
  S 0.005 1.9 × 10–10 5.0 × 10–4 1.2 × 10–10 5.2 × 10–11 3.4 × 10–11 2.1 × 10–11 1.8 × 10–11 
Pr-145 5.98 h M 0.005 1.6 × 10–9 5.0 × 10–4 1.0 × 10–9 4.7 × 10–10 3.0 × 10–10 1.9 × 10–10 1.6 × 10–10 
  S 0.005 1.6 × 10–9 5.0 × 10–4 1.1 × 10–9 4.9 × 10–10 3.2 × 10–10 2.0 × 10–10 1.7 × 10–10 
Pr-147 0.227 h M 0.005 1.5 × 10–10 5.0 × 10–4 1.0 × 10–10 4.8 × 10–11 3.1 × 10–11 2.1 × 10–11 1.8 × 10–11 
  S 0.005 1.6 × 10–10 5.0 × 10–4 1.1 × 10–10 5.0 × 10–11 3.3 × 10–11 2.2 × 10–11 1.8 × 10–11 
ネオジム           
Nd-136 0.844 h M 0.005 4.6 × 10–10 5.0 × 10–4 3.2 × 10–10 1.6 × 10–10 9.8 × 10–11 6.3 × 10–11 5.1 × 10–11 
  S 0.005 4.8 × 10–10 5.0 × 10–4 3.3 × 10–10 1.6 × 10–10 1.0 × 10–10 6.6 × 10–11 5.4 × 10–11 
Nd-138 5.04 h M 0.005 2.3 × 10–9 5.0 × 10–4 1.7 × 10–9 7.7 × 10–10 4.8 × 10–10 2.8 × 10–10 2.3 × 10–10 
  S 0.005 2.4 × 10–9 5.0 × 10–4 1.8 × 10–9 8.0 × 10–10 5.0 × 10–10 3.0 × 10–10 2.5 × 10–10 
Nd-139 0.495 h M 0.005 9.0 × 10–11 5.0 × 10–4 6.2 × 10–11 3.0 × 10–11 1.9 × 10–11 1.2 × 10–11 9.9 × 10–12 
  S 0.005 9.4 × 10–11 5.0 × 10–4 6.4 × 10–11 3.1 × 10–11 2.0 × 10–11 1.3 × 10–11 1.0 × 10–11 
Nd-139m 5.50 h M 0.005 1.1 × 10–9 5.0 × 10–4 8.8 × 10–10 4.5 × 10–10 2.9 × 10–10 1.8 × 10–10 1.5 × 10–10 
  S 0.005 1.2 × 10–9 5.0 × 10–4 9.1 × 10–10 4.6 × 10–10 3.0 × 10–10 1.9 × 10–10 1.5 × 10–10 
Nd-141 2.49 h M 0.005 4.1 × 10–11 5.0 × 10–4 3.1 × 10–11 1.5 × 10–11 9.6 × 10–12 6.0 × 10–12 4.8 × 10–12 
  S 0.005 4.3 × 10–11 5.0 × 10–4 3.2 × 10–11 1.6 × 10–11 1.0 × 10–11 6.2 × 10–12 5.0 × 10–12 
Nd-147 11.0 d M 0.005 1.1 × 10–8 5.0 × 10–4 8.0 × 10–9 4.5 × 10–9 3.2 × 10–9 2.6 × 10–9 2.1 × 10–9 
  S 0.005 1.2 × 10–8 5.0 × 10–4 8.6 × 10–9 4.9 × 10–9 3.5 × 10–9 3.0 × 10–9 2.4 × 10–9 
Nd-149 1.73 h M 0.005 6.8 × 10–10 5.0 × 10–4 4.6 × 10–10 2.2 × 10–10 1.5 × 10–10 1.0 × 10–10 8.4 × 10–11 
  S 0.005 7.1 × 10–10 5.0 × 10–4 4.8 × 10–10 2.3 × 10–10 1.5 × 10–10 1.1 × 10–10 8.9 × 10–11 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Nd-151 0.207 h M 0.005 1.5 × 10–10 5.0 × 10–4 9.9 × 10–11 4.6 × 10–11 3.0 × 10–11 2.0 × 10–11 1.7 × 10–11 
  S 0.005 1.5 × 10–10 5.0 × 10–4 1.0 × 10–10 4.8 × 10–11 3.1 × 10–11 2.1 × 10–11 1.7 × 10–11 
プロメチウム           
Pm-141 0.348 h M 0.005 1.4 × 10–10 5.0 × 10–4 9.4 × 10–11 4.3 × 10–11 2.7 × 10–11 1.7 × 10–11 1.4 × 10–11 
  S 0.005 1.5 × 10–10 5.0 × 10–4 9.7 × 10–11 4.4 × 10–11 2.8 × 10–11 1.8 × 10–11 1.5 × 10–11 
Pm-143 265 d M 0.005 6.2 × 10–9 5.0 × 10–4 5.4 × 10–9 3.3 × 10–9 2.2 × 10–9 1.7 × 10–9 1.5 × 10–9 
  S 0.005 5.5 × 10–9 5.0 × 10–4 4.8 × 10–9 3.1 × 10–9 2.1 × 10–9 1.7 × 10–9 1.4 × 10–9 
Pm-144 363 d M 0.005 3.1 × 10–8 5.0 × 10–4 2.8 × 10–8 1.8 × 10–8 1.2 × 10–8 9.3 × 10–9 8.2 × 10–9 
  S 0.005 2.6 × 10–8 5.0 × 10–4 2.4 × 10–8 1.6 × 10–8 1.1 × 10–8 8.9 × 10–9 7.5 × 10–9 
Pm-145 17.7 a M 0.005 1.1 × 10–8 5.0 × 10–4 9.8 × 10–9 6.4 × 10–9 4.3 × 10–9 3.7 × 10–9 3.6 × 10–9 
  S 0.005 7.1 × 10–9 5.0 × 10–4 6.5 × 10–9 4.3 × 10–9 2.9 × 10–9 2.4 × 10–9 2.3 × 10–9 
Pm-146 5.53 a M 0.005 6.4 × 10–8 5.0 × 10–4 5.9 × 10–8 3.9 × 10–8 2.6 × 10–8 2.2 × 10–8 2.1 × 10–8 
  S 0.005 5.3 × 10–8 5.0 × 10–4 4.9 × 10–8 3.3 × 10–8 2.2 × 10–8 1.9 × 10–8 1.7 × 10–8 
Pm-147 2.62 a M 0.005 2.1 × 10–8 5.0 × 10–4 1.8 × 10–8 1.1 × 10–8 7.0 × 10–9 5.7 × 10–9 5.0 × 10–9 
  S 0.005 1.9 × 10–8 5.0 × 10–4 1.6 × 10–8 1.0 × 10–8 6.8 × 10–9 5.8 × 10–9 4.9 × 10–9 
Pm-148 5.37 d M 0.005 1.5 × 10–8 5.0 × 10–4 1.0 × 10–8 5.2 × 10–9 3.4 × 10–9 2.4 × 10–9 2.0 × 10–9 
  S 0.005 1.5 × 10–8 5.0 × 10–4 1.1 × 10–8 5.5 × 10–9 3.7 × 10–9 2.6 × 10–9 2.2 × 10–9 
Pm-148m 41.3 d M 0.005 2.4 × 10–8 5.0 × 10–4 1.9 × 10–8 1.1 × 10–8 7.7 × 10–9 6.3 × 10–9 5.1 × 10–9 
  S 0.005 2.5 × 10–8 5.0 × 10–4 2.0 × 10–8 1.2 × 10–8 8.3 × 10–9 7.1 × 10–9 5.7 × 10–9 
Pm-149 2.21 d M 0.005 5.0 × 10–9 5.0 × 10–4 3.5 × 10–9 1.7 × 10–9 1.1 × 10–9 8.3 × 10–10 6.7 × 10–10 
  S 0.005 5.3 × 10–9 5.0 × 10–4 3.6 × 10–9 1.8 × 10–9 1.2 × 10–9 9.0 × 10–10 7.3 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Pm-150 2.68 h M 0.005 1.2 × 10–9 5.0 × 10–4 7.9 × 10–10 3.8 × 10–10 2.4 × 10–10 1.5 × 10–10 1.2 × 10–10 
  S 0.005 1.2 × 10–9 5.0 × 10–4 8.2 × 10–10 3.9 × 10–10 2.5 × 10–10 1.6 × 10–10 1.3 × 10–10 
Pm-151 1.18 d M 0.005 3.3 × 10–9 5.0 × 10–4 2.5 × 10–9 1.2 × 10–9 8.3 × 10–10 5.3 × 10–10 4.3 × 10–10 
  S 0.005 3.4 × 10–9 5.0 × 10–4 2.6 × 10–9 1.3 × 10–9 7.9 × 10–10 5.7 × 10–10 4.6 × 10–10 
サマリウム           
Sm-141 0.170 h M 0.005 1.5 × 10–10 5.0 × 10–4 1.0 × 10–10 4.7 × 10–11 2.9 × 10–11 1.8 × 10–11 1.5 × 10–11 
Sm-141m 0.377 h M 0.005 3.0 × 10–10 5.0 × 10–4 2.1 × 10–10 9.7 × 10–11 6.1 × 10–11 3.9 × 10–11 3.2 × 10–11 
Sm-142 1.21 h M 0.005 7.5 × 10–10 5.0 × 10–4 4.8 × 10–10 2.2 × 10–10 1.4 × 10–10 8.5 × 10–11 7.1 × 10–11 
Sm-145 340 d M 0.005 8.1 × 10–9 5.0 × 10–4 6.8 × 10–9 4.0 × 10–9 2.5 × 10–9 1.9 × 10–9 1.6 × 10–9 
Sm-146 1.03 × 108 a M 0.005 2.7 × 10–5 5.0 × 10–4 2.6 × 10–5 1.7 × 10–5 1.2 × 10–5 1.1 × 10–5 1.1 × 10–5 
Sm-147 1.06 × 1011 a M 0.005 2.5 × 10–5 5.0 × 10–4 2.3 × 10–5 1.6 × 10–5 1.1 × 10–5 9.6 × 10–6 9.6 × 10–6 
Sm-151 90.0 a M 0.005 1.1 × 10–8 5.0 × 10–4 1.0 × 10–8 6.7 × 10–9 4.5 × 10–9 4.0 × 10–9 4.0 × 10–9 
Sm-153 1.95 d M 0.005 4.2 × 10–9 5.0 × 10–4 2.9 × 10–9 1.5 × 10–9 1.0 × 10–9 7.9 × 10–10 6.3 × 10–10 
Sm-155 0.368 h M 0.005 1.5 × 10–10 5.0 × 10–4 9.9 × 10–11 4.4 × 10–11 2.9 × 10–11 2.0 × 10–11 1.7 × 10–11 
Sm-156 9.40 h M 0.005 1.6 × 10–9 5.0 × 10–4 1.1 × 10–9 5.8 × 10–10 3.5 × 10–10 2.7 × 10–10 2.2 × 10–10 
ユウロピウム           
Eu-145 5.94 d M 0.005 3.6 × 10–9 5.0 × 10–4 2.9 × 10–9 1.6 × 10–9 1.0 × 10–9 6.8 × 10–10 5.5 × 10–10 
Eu-146 4.61 d M 0.005 5.5 × 10–9 5.0 × 10–4 4.4 × 10–9 2.4 × 10–9 1.5 × 10–9 1.0 × 10–9 8.0 × 10–10 
Eu-147 24.0 d M 0.005 4.9 × 10–9 5.0 × 10–4 3.7 × 10–9 2.2 × 10–9 1.6 × 10–9 1.3 × 10–9 1.1 × 10–9 
Eu-148 54.5 d M 0.005 1.4 × 10–8 5.0 × 10–4 1.2 × 10–8 6.8 × 10–9 4.6 × 10–9 3.2 × 10–9 2.6 × 10–9 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Eu-149 93.1 d M 0.005 1.6 × 10–9 5.0 × 10–4 1.3 × 10–9 7.3 × 10–10 4.7 × 10–10 3.5 × 10–10 2.9 × 10–10 
Eu-150 34.2 a M 0.005 1.1 × 10–7 5.0 × 10–4 1.1 × 10–7 7.8 × 10–8 5.7 × 10–8 5.3 × 10–8 5.3 × 10–8 
Eu-150m 12.6 h M 0.005 1.6 × 10–9 5.0 × 10–4 1.1 × 10–9 5.2 × 10–10 3.4 × 10–10 2.3 × 10–10 1.9 × 10–10 
Eu-152 13.3 a M 0.005 1.1 × 10–7 5.0 × 10–4 1.0 × 10–7 7.0 × 10–8 4.9 × 10–8 4.3 × 10–8 4.2 × 10–8 
Eu-152m 9.32 h M 0.005 1.9 × 10–9 5.0 × 10–4 1.3 × 10–9 6.6 × 10–10 4.2 × 10–10 2.4 × 10–10 2.2 × 10–10 
Eu-154 8.80 a M 0.005 1.6 × 10–7 5.0 × 10–4 1.5 × 10–7 9.7 × 10–8 6.5 × 10–8 5.6 × 10–8 5.3 × 10–8 
Eu-155 4.96 a M 0.005 2.6 × 10–8 5.0 × 10–4 2.3 × 10–8 1.4 × 10–8 9.2 × 10–9 7.6 × 10–9 6.9 × 10–9 
Eu-156 15.2 d M 0.005 1.9 × 10–8 5.0 × 10–4 1.4 × 10–8 7.7 × 10–9 5.3 × 10–9 4.2 × 10–9 3.4 × 10–9 
Eu-157 15.1 h M 0.005 2.5 × 10–9 5.0 × 10–4 1.9 × 10–9 8.9 × 10–10 5.9 × 10–10 3.5 × 10–10 2.8 × 10–10 
Eu-158 0.765 h M 0.005 4.3 × 10–10 5.0 × 10–4 2.9 × 10–10 1.3 × 10–10 8.5 × 10–11 5.6 × 10–11 4.7 × 10–11 
ガドリニウム           
Gd-145 0.382 h F 0.005 1.3 × 10–10 5.0 × 10–4 9.6 × 10–11 4.7 × 10–11 2.9 × 10–11 1.7 × 10–11 1.4 × 10–11 
  M 0.005 1.8 × 10–10 5.0 × 10–4 1.3 × 10–10 6.2 × 10–11 3.9 × 10–11 2.4 × 10–11 2.0 × 10–11 
Gd-146 48.3 d F 0.005 2.9 × 10–8 5.0 × 10–4 2.3 × 10–8 1.2 × 10–8 7.8 × 10–9 5.1 × 10–9 4.4 × 10–9 
  M 0.005 2.8 × 10–8 5.0 × 10–4 2.2 × 10–8 1.3 × 10–8 9.3 × 10–9 7.9 × 10–9 6.4 × 10–9 
Gd-147 1.59 d F 0.005 2.1 × 10–9 5.0 × 10–4 1.7 × 10–9 8.4 × 10–10 5.3 × 10–10 3.1 × 10–10 2.6 × 10–10 
  M 0.005 2.8 × 10–9 5.0 × 10–4 2.2 × 10–9 1.1 × 10–9 7.5 × 10–10 5.1 × 10–10 4.0 × 10–10 
Gd-148 93.0 a F 0.005 8.3 × 10–5 5.0 × 10–4 7.6 × 10–5 4.7 × 10–5 3.2 × 10–5 2.6 × 10–5 2.6 × 10–5 
  M 0.005 3.2 × 10–5 5.0 × 10–4 2.9 × 10–5 1.9 × 10–5 1.3 × 10–5 1.2 × 10–5 1.1 × 10–5 
Gd-149 9.40 d F 0.005 2.6 × 10–9 5.0 × 10–4 2.0 × 10–9 8.0 × 10–10 5.1 × 10–10 3.1 × 10–10 2.6 × 10–10 
  M 0.005 3.6 × 10–9 5.0 × 10–4 3.0 × 10–9 1.5 × 10–9 1.1 × 10–9 9.2 × 10–10 7.3 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Gd-151 120 d F 0.005 6.3 × 10–9 5.0 × 10–4 4.9 × 10–9 2.5 × 10–9 1.5 × 10–9 9.2 × 10–10 7.8 × 10–10 
  M 0.005 4.5 × 10–9 5.0 × 10–4 3.5 × 10–9 2.0 × 10–9 1.3 × 10–9 1.0 × 10–9 8.6 × 10–10 
Gd-152 1.08 × 1014 a F 0.005 5.9 × 10–5 5.0 × 10–4 5.4 × 10–5 3.4 × 10–5 2.4 × 10–5 1.9 × 10–5 1.9 × 10–5 
  M 0.005 2.1 × 10–5 5.0 × 10–4 1.9 × 10–5 1.3 × 10–5 8.9 × 10–6 7.9 × 10–6 8.0 × 10–6 
Gd-153 242 d F 0.005 1.5 × 10–8 5.0 × 10–4 1.2 × 10–8 6.5 × 10–9 3.9 × 10–9 2.4 × 10–9 2.1 × 10–9 
  M 0.005 9.9 × 10–9 5.0 × 10–4 7.9 × 10–9 4.8 × 10–9 3.1 × 10–9 2.5 × 10–9 2.1 × 10–9 
Gd-159 18.6 h F 0.005 1.2 × 10–9 5.0 × 10–4 8.9 × 10–10 3.8 × 10–10 2.3 × 10–10 1.2 × 10–10 1.0 × 10–10 
  M 0.005 2.2 × 10–9 5.0 × 10–4 1.5 × 10–9 7.3 × 10–10 4.9 × 10–10 3.4 × 10–10 2.7 × 10–10 
テルビウム           
Tb-147 1.65 h M 0.005 6.7 × 10–10 5.0 × 10–4 4.8 × 10–10 2.3 × 10–10 1.5 × 10–10 9.3 × 10–11 7.6 × 10–11 
Tb-149 4.15 h M 0.005 2.1 × 10–8 5.0 × 10–4 1.5 × 10–8 9.6 × 10–9 6.6 × 10–9 5.8 × 10–9 4.9 × 10–9 
Tb-150 3.27 h M 0.005 1.0 × 10–9 5.0 × 10–4 7.4 × 10–10 3.5 × 10–10 2.2 × 10–10 1.3 × 10–10 1.1 × 10–10 
Tb-151 17.6 h M 0.005 1.6 × 10–9 5.0 × 10–4 1.2 × 10–9 6.3 × 10–10 4.2 × 10–10 2.8 × 10–10 2.3 × 10–10 
Tb-153 2.34 d M 0.005 1.4 × 10–9 5.0 × 10–4 1.0 × 10–9 5.4 × 10–10 3.6 × 10–10 2.3 × 10–10 1.9 × 10–10 
Tb-154 21.4 h M 0.005 2.7 × 10–9 5.0 × 10–4 2.1 × 10–9 1.1 × 10–9 7.1 × 10–10 4.5 × 10–10 3.6 × 10–10 
Tb-155 5.32 d M 0.005 1.4 × 10–9 5.0 × 10–4 1.0 × 10–9 5.6 × 10–10 3.4 × 10–10 2.7 × 10–10 2.2 × 10–10 
Tb-156 5.34 d M 0.005 7.0 × 10–9 5.0 × 10–4 5.4 × 10–9 3.0 × 10–9 2.0 × 10–9 1.5 × 10–9 1.2 × 10–9 
Tb-156m 1.02 d M 0.005 1.1 × 10–9 5.0 × 10–4 9.4 × 10–10 4.7 × 10–10 3.3 × 10–10 2.7 × 10–10 2.1 × 10–10 
Tb-156m’ 5.00 h M 0.005 6.2 × 10–10 5.0 × 10–4 4.5 × 10–10 2.4 × 10–10 1.7 × 10–10 1.2 × 10–10 9.6 × 10–11 
Tb-157 1.50 × 102 a M 0.005 3.2 × 10–9 5.0 × 10–4 3.0 × 10–9 2.0 × 10–9 1.4 × 10–9 1.2 × 10–9 1.2 × 10–9 
Tb-158 1.50 × 102 a M 0.005 1.1 × 10–7 5.0 × 10–4 1.0 × 10–7 7.0 × 10–8 5.1 × 10–8 4.7 × 10–8 4.6 × 10–8 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Tb-160 72.3 d M 0.005 3.2 × 10–8 5.0 × 10–4 2.5 × 10–8 1.5 × 10–8 1.0 × 10–8 8.6 × 10–9 7.0 × 10–9 
Tb-161 6.91 d M 0.005 6.6 × 10–9 5.0 × 10–4 4.7 × 10–9 2.6 × 10–9 1.9 × 10–9 1.6 × 10–9 1.3 × 10–9 
ジスプロシウム           
Dy-155 10.0 h M 0.005 5.6 × 10–10 5.0 × 10–4 4.4 × 10–10 2.3 × 10–10 1.5 × 10–10 9.6 × 10–11 7.7 × 10–11 
Dy-157 8.10 h M 0.005 2.4 × 10–10 5.0 × 10–4 1.9 × 10–10 9.9 × 10–11 6.2 × 10–11 3.8 × 10–11 3.0 × 10–11 
Dy-159 144 d M 0.005 2.1 × 10–9 5.0 × 10–4 1.7 × 10–9 9.6 × 10–10 6.0 × 10–10 4.4 × 10–10 3.7 × 10–10 
Dy-165 2.33 h M 0.005 5.2 × 10–10 5.0 × 10–4 3.4 × 10–10 1.6 × 10–10 1.1 × 10–10 7.2 × 10–11 6.0 × 10–11 
Dy-166 3.40 d M 0.005 1.2 × 10–8 5.0 × 10–4 8.3 × 10–9 4.4 × 10–9 3.0 × 10–9 2.3 × 10–9 1.9 × 10–9 
ホルミウム           
Ho-155 0.800 h M 0.005 1.7 × 10–10 5.0 × 10–4 1.2 × 10–10 5.8 × 10–11 3.7 × 10–11 2.4 × 10–11 2.0 × 10–11 
Ho-157 0.210 h M 0.005 3.4 × 10–11 5.0 × 10–4 2.5 × 10–11 1.3 × 10–11 8.0 × 10–12 5.1 × 10–12 4.2 × 10–12 
Ho-159 0.550 h M 0.005 4.6 × 10–11 5.0 × 10–4 3.3 × 10–11 1.7 × 10–11 1.1 × 10–11 7.5 × 10–12 6.1 × 10–12 
Ho-161 2.50 h M 0.005 5.7 × 10–11 5.0 × 10–4 4.0 × 10–11 2.0 × 10–11 1.2 × 10–11 7.5 × 10–12 6.0 × 10–12 
Ho-162 0.250 h M 0.005 2.1 × 10–11 5.0 × 10–4 1.5 × 10–11 7.2 × 10–12 4.8 × 10–12 3.4 × 10–12 2.8 × 10–12 
Ho-162m 1.13 h M 0.005 1.5 × 10–10 5.0 × 10–4 1.1 × 10–10 5.8 × 10–11 3.8 × 10–11 2.6 × 10–11 2.1 × 10–11 
Ho-164 0.483 h M 0.005 6.8 × 10–11 5.0 × 10–4 4.5 × 10–11 2.1 × 10–11 1.4 × 10–11 9.9 × 10–12 8.4 × 10–12 
Ho-164m 0.625 h M 0.005 9.1 × 10–11 5.0 × 10–4 5.9 × 10–11 3.0 × 10–11 2.0 × 10–11 1.3 × 10–11 1.2 × 10–11 
Ho-166 1.12 d M 0.005 6.0 × 10–9 5.0 × 10–4 4.0 × 10–9 1.9 × 10–9 1.2 × 10–9 7.9 × 10–10 6.5 × 10–10 
Ho-166m 1.20 × 103 a M 0.005 2.6 × 10–7 5.0 × 10–4 2.5 × 10–7 1.8 × 10–7 1.3 × 10–7 1.2 × 10–7 1.2 × 10–7 
Ho-167 3.10 h M 0.005 5.2 × 10–10 5.0 × 10–4 3.6 × 10–10 1.8 × 10–10 1.2 × 10–10 8.7 × 10–11 7.1 × 10–11 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

エルビウム           
Er-161 3.24 h M 0.005 3.8 × 10–10 5.0 × 10–4 2.9 × 10–10 1.5 × 10–10 9.5 × 10–11 6.0 × 10–11 4.8 × 10–11 
Er-165 10.4 h M 0.005 7.2 × 10–11 5.0 × 10–4 5.3 × 10–11 2.6 × 10–11 1.6 × 10–11 9.6 × 10–12 7.9 × 10–12 
Er-169 9.30 d M 0.005 4.7 × 10–9 5.0 × 10–4 3.5 × 10–9 2.0 × 10–9 1.5 × 10–9 1.3 × 10–9 1.0 × 10–9 
Er-171 7.52 h M 0.005 1.8 × 10–9 5.0 × 10–4 1.2 × 10–9 5.9 × 10–10 3.9 × 10–10 2.7 × 10–10 2.2 × 10–10 
Er-172 2.05 d M 0.005 6.6 × 10–9 5.0 × 10–4 4.7 × 10–9 2.5 × 10–9 1.7 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 
ツリウム           
Tm-162 0.362 h M 0.005 1.3 × 10–10 5.0 × 10–4 9.6 × 10–11 4.7 × 10–11 3.0 × 10–11 1.9 × 10–11 1.6 × 10–11 
Tm-166 7.70 h M 0.005 1.3 × 10–9 5.0 × 10–4 9.9 × 10–10 5.2 × 10–10 3.3 × 10–10 2.2 × 10–10 1.7 × 10–10 
Tm-167 9.24 d M 0.005 5.6 × 10–9 5.0 × 10–4 4.1 × 10–9 2.3 × 10–9 1.7 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 
Tm-170 129 d M 0.005 3.6 × 10–8 5.0 × 10–4 2.8 × 10–8 1.6 × 10–8 1.1 × 10–8 8.5 × 10–9 7.0 × 10–9 
Tm-171 1.92 a M 0.005 6.8 × 10–9 5.0 × 10–4 5.7 × 10–9 3.4 × 10–9 2.0 × 10–9 1.6 × 10–9 1.4 × 10–9 
Tm-172 2.65 d M 0.005 8.4 × 10–9 5.0 × 10–4 5.8 × 10–9 2.9 × 10–9 1.9 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 
Tm-173 8.24 h M 0.005 1.5 × 10–9 5.0 × 10–4 1.0 × 10–9 5.0 × 10–10 3.3 × 10–10 2.2 × 10–10 1.8 × 10–10 
Tm-175 0.253 h M 0.005 1.6 × 10–10 5.0 × 10–4 1.1 × 10–10 5.0 × 10–11 3.3 × 10–11 2.2 × 10–11 1.8 × 10–11 
イッテルビウム           
Yb-162 0.315 h M 0.005 1.1 × 10–10 5.0 × 10–4 7.9 × 10–11 3.9 × 10–11 2.5 × 10–11 1.6 × 10–11 1.3 × 10–11 
  S 0.005 1.2 × 10–10 5.0 × 10–4 8.2 × 10–11 4.0 × 10–11 2.6 × 10–11 1.7 × 10–11 1.4 × 10–11 
Yb-166 2.36 d M 0.005 4.7 × 10–9 5.0 × 10–4 3.5 × 10–9 1.9 × 10–9 1.3 × 10–9 9.0 × 10–10 7.2 × 10–10 
  S 0.005 4.9 × 10–9 5.0 × 10–4 3.7 × 10–9 2.0 × 10–9 1.3 × 10–9 9.6 × 10–10 7.7 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Yb-167 0.292 h M 0.005 4.4 × 10–11 5.0 × 10–4 3.1 × 10–11 1.6 × 10–11 1.1 × 10–11 7.9 × 10–12 6.5 × 10–12 
  S 0.005 4.6 × 10–11 5.0 × 10–4 3.2 × 10–11 1.7 × 10–11 1.1 × 10–11 8.4 × 10–12 6.9 × 10–12 
Yb-169 32.0 d M 0.005 1.2 × 10–8 5.0 × 10–4 8.7 × 10–9 5.1 × 10–9 3.7 × 10–9 3.2 × 10–9 2.5 × 10–9 
  S 0.005 1.3 × 10–8 5.0 × 10–4 9.8 × 10–9 5.9 × 10–9 4.2 × 10–9 3.7 × 10–9 3.0 × 10–9 
Yb-175 4.19 d M 0.005 3.5 × 10–9 5.0 × 10–4 2.5 × 10–9 1.4 × 10–9 9.8 × 10–10 8.3 × 10–10 6.5 × 10–10 
  S 0.005 3.7 × 10–9 5.0 × 10–4 2.7 × 10–9 1.5 × 10–9 1.1 × 10–9 9.2 × 10–10 7.3 × 10–10 
Yb-177 1.90 h M 0.005 5.0 × 10–10 5.0 × 10–4 3.3 × 10–10 1.6 × 10–10 1.1 × 10–10 7.8 × 10–11 6.4 × 10–11 
  S 0.005 5.3 × 10–10 5.0 × 10–4 3.5 × 10–10 1.7 × 10–10 1.2 × 10–10 8.4 × 10–11 6.9 × 10–11 
Yb-178 1.23 h M 0.005 5.9 × 10–10 5.0 × 10–4 3.9 × 10–10 1.8 × 10–10 1.2 × 10–10 8.5 × 10–11 7.0 × 10–11 
  S 0.005 6.2 × 10–10 5.0 × 10–4 4.1 × 10–10 1.9 × 10–10 1.3 × 10–10 9.1 × 10–11 7.5 × 10–11 
ルテチウム           
Lu-169 1.42 d M 0.005 2.3 × 10–9 5.0 × 10–4 1.8 × 10–9 9.5 × 10–10 6.3 × 10–10 4.4 × 10–10 3.5 × 10–10 
  S 0.005 2.4 × 10–9 5.0 × 10–4 1.9 × 10–9 1.0 × 10–9 6.7 × 10–10 4.8 × 10–10 3.8 × 10–10 
Lu-170 2.00 d M 0.005 4.3 × 10–9 5.0 × 10–4 3.4 × 10–9 1.8 × 10–9 1.2 × 10–9 7.8 × 10–10 6.3 × 10–10 
  S 0.005 4.5 × 10–9 5.0 × 10–4 3.5 × 10–9 1.8 × 10–9 1.2 × 10–9 8.2 × 10–10 6.6 × 10–10 
Lu-171 8.22 d M 0.005 5.0 × 10–9 5.0 × 10–4 3.7 × 10–9 2.1 × 10–9 1.2 × 10–9 9.8 × 10–10 8.0 × 10–10 
  S 0.005 4.7 × 10–9 5.0 × 10–4 3.9 × 10–9 2.0 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 8.8 × 10–10 
Lu-172 6.70 d M 0.005 8.7 × 10–9 5.0 × 10–4 6.7 × 10–9 3.8 × 10–9 2.6 × 10–9 1.8 × 10–9 1.4 × 10–9 
  S 0.005 9.3 × 10–9 5.0 × 10–4 7.1 × 10–9 4.0 × 10–9 2.8 × 10–9 2.0 × 10–9 1.6 × 10–9 
Lu-173 1.37 a M 0.005 1.0 × 10–8 5.0 × 10–4 8.5 × 10–9 5.1 × 10–9 3.2 × 10–9 2.5 × 10–9 2.2 × 10–9 
  S 0.005 1.0 × 10–8 5.0 × 10–4 8.7 × 10–9 5.4 × 10–9 3.6 × 10–9 2.9 × 10–9 2.4 × 10–9 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Lu-174 3.31 a M 0.005 1.7 × 10–8 5.0 × 10–4 1.5 × 10–8 9.1 × 10–9 5.8 × 10–9 4.7 × 10–9 4.2 × 10–9 
  S 0.005 1.6 × 10–8 5.0 × 10–4 1.4 × 10–8 8.9 × 10–9 5.9 × 10–9 4.9 × 10–9 4.2 × 10–9 
Lu-174m 142 d M 0.005 1.9 × 10–8 5.0 × 10–4 1.4 × 10–8 8.6 × 10–9 5.4 × 10–9 4.3 × 10–9 3.7 × 10–9 
  S 0.005 2.0 × 10–8 5.0 × 10–4 1.5 × 10–8 9.2 × 10–9 6.1 × 10–9 5.0 × 10–9 4.2 × 10–9 
Lu-176 3.60 × 1010 a M 0.005 1.8 × 10–7 5.0 × 10–4 1.7 × 10–7 1.1 × 10–7 7.8 × 10–8 7.1 × 10–8 7.0 × 10–8 
  S 0.005 1.5 × 10–7 5.0 × 10–4 1.4 × 10–7 9.4 × 10–8 6.5 × 10–8 5.9 × 10–8 5.6 × 10–8 
Lu-176m 3.68 h M 0.005 8.9 × 10–10 5.0 × 10–4 5.9 × 10–10 2.8 × 10–10 1.9 × 10–10 1.2 × 10–10 1.1 × 10–10 
  S 0.005 9.3 × 10–10 5.0 × 10–4 6.2 × 10–10 3.0 × 10–10 2.0 × 10–10 1.2 × 10–10 1.2 × 10–10 
Lu-177 6.71 d M 0.005 5.3 × 10–9 5.0 × 10–4 3.8 × 10–9 2.2 × 10–9 1.6 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 
  S 0.005 5.7 × 10–9 5.0 × 10–4 4.1 × 10–9 2.4 × 10–9 1.7 × 10–9 1.5 × 10–9 1.2 × 10–9 
Lu-177m 161 d M 0.005 5.8 × 10–8 5.0 × 10–4 4.6 × 10–8 2.8 × 10–8 1.9 × 10–8 1.6 × 10–8 1.3 × 10–8 
  S 0.005 6.5 × 10–8 5.0 × 10–4 5.3 × 10–8 3.2 × 10–8 2.3 × 10–8 2.0 × 10–8 1.6 × 10–8 
Lu-178 0.473 h M 0.005 2.3 × 10–10 5.0 × 10–4 1.5 × 10–10 6.6 × 10–11 4.3 × 10–11 2.9 × 10–11 2.4 × 10–11 
  S 0.005 2.4 × 10–10 5.0 × 10–4 1.5 × 10–10 6.9 × 10–11 4.5 × 10–11 3.0 × 10–11 2.6 × 10–11 
Lu-178m 0.378 h M 0.005 2.6 × 10–10 5.0 × 10–4 1.8 × 10–10 8.3 × 10–11 5.6 × 10–11 3.8 × 10–11 3.2 × 10–11 
  S 0.005 2.7 × 10–10 5.0 × 10–4 1.9 × 10–10 8.7 × 10–11 5.8 × 10–11 4.0 × 10–11 3.3 × 10–11 
Lu-179 4.59 h M 0.005 9.9 × 10–10 5.0 × 10–4 6.5 × 10–10 3.0 × 10–10 2.0 × 10–10 1.2 × 10–10 1.1 × 10–10 
  S 0.005 1.0 × 10–9 5.0 × 10–4 6.8 × 10–10 3.2 × 10–10 2.1 × 10–10 1.3 × 10–10 1.2 × 10–10 
ハフニウム           
Hf-170 16.0 h F 0.020 1.4 × 10–9 0.002 1.1 × 10–9 5.4 × 10–10 3.4 × 10–10 2.0 × 10–10 1.6 × 10–10 
  M 0.020 2.2 × 10–9 0.002 1.7 × 10–9 8.7 × 10–10 5.8 × 10–10 3.9 × 10–10 3.2 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Hf-172 1.87 a F 0.020 1.5 × 10–7 0.002 1.3 × 10–7 7.8 × 10–8 4.9 × 10–8 3.5 × 10–8 3.2 × 10–8 
  M 0.020 8.1 × 10–8 0.002 6.9 × 10–8 4.3 × 10–8 2.8 × 10–8 2.3 × 10–8 2.0 × 10–8 
Hf-173 24.0 h F 0.020 6.6 × 10–10 0.002 5.0 × 10–10 2.5 × 10–10 1.5 × 10–10 8.9 × 10–11 7.4 × 10–11 
  M 0.020 1.1 × 10–9 0.002 8.2 × 10–10 4.3 × 10–10 2.9 × 10–10 2.0 × 10–10 1.6 × 10–10 
Hf-175 70.0 d F 0.020 5.4 × 10–9 0.002 4.0 × 10–9 2.1 × 10–9 1.3 × 10–9 8.5 × 10–10 7.2 × 10–10 
  M 0.020 5.8 × 10–9 0.002 4.5 × 10–9 2.6 × 10–9 1.8 × 10–9 1.4 × 10–9 1.2 × 10–9 
Hf-177m 0.856 h F 0.020 3.9 × 10–10 0.002 2.8 × 10–10 1.3 × 10–10 8.5 × 10–11 5.2 × 10–11 4.4 × 10–11 
  M 0.020 6.5 × 10–10 0.002 4.7 × 10–10 2.3 × 10–10 1.5 × 10–10 1.1 × 10–10 9.0 × 10–11 
Hf-178m 31.0 a F 0.020 6.2 × 10–7 0.002 5.8 × 10–7 4.0 × 10–7 3.1 × 10–7 2.7 × 10–7 2.6 × 10–7 
  M 0.020 2.6 × 10–7 0.002 2.4 × 10–7 1.7 × 10–7 1.3 × 10–7 1.2 × 10–7 1.2 × 10–7 
Hf-179m 25.1 d F 0.020 9.7 × 10–9 0.002 6.8 × 10–9 3.4 × 10–9 2.1 × 10–9 1.2 × 10–9 1.1 × 10–9 
  M 0.020 1.7 × 10–8 0.002 1.3 × 10–8 7.6 × 10–9 5.5 × 10–9 4.8 × 10–9 3.8 × 10–9 
Hf-180m 5.50 h F 0.020 5.4 × 10–10 0.002 4.1 × 10–10 2.0 × 10–10 1.3 × 10–10 7.2 × 10–11 5.9 × 10–11 
  M 0.020 9.1 × 10–10 0.002 6.8 × 10–10 3.6 × 10–10 2.4 × 10–10 1.7 × 10–10 1.3 × 10–10 
Hf-181 42.4 d F 0.020 1.3 × 10–8 0.002 9.6 × 10–9 4.8 × 10–9 2.8 × 10–9 1.7 × 10–9 1.4 × 10–9 
  M 0.020 2.2 × 10–8 0.002 1.7 × 10–8 9.9 × 10–9 7.1 × 10–9 6.3 × 10–9 5.0 × 10–9 
Hf-182 9.00 × 106 a F 0.020 6.5 × 10–7 0.002 6.2 × 10–7 4.4 × 10–7 3.6 × 10–7 3.1 × 10–7 3.1 × 10–7 
  M 0.020 2.4 × 10–7 0.002 2.3 × 10–7 1.7 × 10–7 1.3 × 10–7 1.3 × 10–7 1.3 × 10–7 
Hf-182m 1.02 h F 0.020 1.9 × 10–10 0.002 1.4 × 10–10 6.6 × 10–11 4.2 × 10–11 2.6 × 10–11 2.1 × 10–11 
  M 0.020 3.2 × 10–10 0.002 2.3 × 10–10 1.2 × 10–10 7.8 × 10–11 5.6 × 10–11 4.6 × 10–11 
Hf-183 1.07 h F 0.020 2.5 × 10–10 0.002 1.7 × 10–10 7.9 × 10–11 4.9 × 10–11 2.8 × 10–11 2.4 × 10–11 
  M 0.020 4.4 × 10–10 0.002 3.0 × 10–10 1.5 × 10–10 9.8 × 10–11 7.0 × 10–11 5.7 × 10–11 

  



 

 

327 

表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Hf-184 4.12 h F 0.020 1.4 × 10–9 0.002 9.6 × 10–10 4.3 × 10–10 2.7 × 10–10 1.4 × 10–10 1.2 × 10–10 
  M 0.020 2.6 × 10–9 0.002 1.8 × 10–9 8.9 × 10–10 5.9 × 10–10 4.0 × 10–10 3.3 × 10–10 
タンタル           
Ta-172 0.613 h M 0.010 2.8 × 10–10 0.001 1.9 × 10–10 9.3 × 10–11 6.0 × 10–11 4.0 × 10–11 3.3 × 10–11 
  S 0.010 2.9 × 10–10 0.001 2.0 × 10–10 9.8 × 10–11 6.3 × 10–11 4.2 × 10–11 3.5 × 10–11 
Ta-173 3.65 h M 0.010 8.8 × 10–10 0.001 6.2 × 10–10 3.0 × 10–10 2.0 × 10–10 1.3 × 10–10 1.1 × 10–10 
  S 0.010 9.2 × 10–10 0.001 6.5 × 10–10 3.2 × 10–10 2.1 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
Ta-174 1.20 h M 0.010 3.2 × 10–10 0.001 2.2 × 10–10 1.1 × 10–10 7.1 × 10–11 5.0 × 10–11 4.1 × 10–11 
  S 0.010 3.4 × 10–10 0.001 2.3 × 10–10 1.1 × 10–10 7.5 × 10–11 5.3 × 10–11 4.3 × 10–11 
Ta-175 10.5 h M 0.010 9.1 × 10–10 0.001 7.0 × 10–10 3.7 × 10–10 2.4 × 10–10 1.5 × 10–10 1.2 × 10–10 
  S 0.010 9.5 × 10–10 0.001 7.3 × 10–10 3.8 × 10–10 2.5 × 10–10 1.6 × 10–10 1.3 × 10–10 
Ta-176 8.08 h M 0.010 1.4 × 10–9 0.001 1.1 × 10–9 5.7 × 10–10 3.7 × 10–10 2.4 × 10–10 1.9 × 10–10 
  S 0.010 1.4 × 10–9 0.001 1.1 × 10–9 5.9 × 10–10 3.8 × 10–10 2.5 × 10–10 2.0 × 10–10 
Ta-177 2.36 d M 0.010 6.5 × 10–10 0.001 4.7 × 10–10 2.5 × 10–10 1.5 × 10–10 1.2 × 10–10 9.6 × 10–11 
  S 0.010 6.9 × 10–10 0.001 5.0 × 10–10 2.7 × 10–10 1.7 × 10–10 1.3 × 10–10 1.1 × 10–10 
Ta-178 2.20 h M 0.010 4.4 × 10–10 0.001 3.3 × 10–10 1.7 × 10–10 1.1 × 10–10 8.0 × 10–11 6.5 × 10–11 
  S 0.010 4.6 × 10–10 0.001 3.4 × 10–10 1.8 × 10–10 1.2 × 10–10 8.5 × 10–11 6.8 × 10–11 
Ta-179 1.82 a M 0.010 1.2 × 10–9 0.001 9.6 × 10–10 5.5 × 10–10 3.5 × 10–10 2.6 × 10–10 2.2 × 10–10 
  S 0.010 2.4 × 10–9 0.001 2.1 × 10–9 1.3 × 10–9 8.3 × 10–10 6.4 × 10–10 5.6 × 10–10 
Ta-180 1.00 × 1013 a M 0.010 2.7 × 10–8 0.001 2.2 × 10–8 1.3 × 10–8 9.2 × 10–9 7.9 × 10–9 6.4 × 10–9 
  S 0.010 7.0 × 10–8 0.001 6.5 × 10–8 4.5 × 10–8 3.1 × 10–8 2.8 × 10–8 2.6 × 10–8 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Ta-180m 8.10 h M 0.010 3.1 × 10–10 0.001 2.2 × 10–10 1.1 × 10–10 7.4 × 10–11 4.8 × 10–11 4.4 × 10–11 
  S 0.010 3.3 × 10–10 0.001 2.3 × 10–10 1.2 × 10–10 7.9 × 10–11 5.2 × 10–11 4.2 × 10–11 
Ta-182 115 d M 0.010 3.2 × 10–8 0.001 2.6 × 10–8 1.5 × 10–8 1.1 × 10–8 9.5 × 10–9 7.6 × 10–9 
  S 0.010 4.2 × 10–8 0.001 3.4 × 10–8 2.1 × 10–8 1.5 × 10–8 1.3 × 10–8 1.0 × 10–8 
Ta-182m 0.264 h M 0.010 1.6 × 10–10 0.001 1.1 × 10–10 4.9 × 10–11 3.4 × 10–11 2.4 × 10–11 2.0 × 10–11 
  S 0.010 1.6 × 10–10 0.001 1.1 × 10–10 5.2 × 10–11 3.6 × 10–11 2.5 × 10–11 2.1 × 10–11 
Ta-183 5.10 d M 0.010 1.0 × 10–8 0.001 7.4 × 10–9 4.1 × 10–9 2.9 × 10–9 2.4 × 10–9 1.9 × 10–9 
  S 0.010 1.1 × 10–8 0.001 8.0 × 10–9 4.5 × 10–9 3.2 × 10–9 2.7 × 10–9 2.1 × 10–9 
Ta-184 8.70 h M 0.010 3.2 × 10–9 0.001 2.3 × 10–9 1.1 × 10–9 7.5 × 10–10 5.0 × 10–10 4.1 × 10–10 
  S 0.010 3.4 × 10–9 0.001 2.4 × 10–9 1.2 × 10–9 7.9 × 10–10 5.4 × 10–10 4.3 × 10–10 
Ta-185 0.816 h M 0.010 3.8 × 10–10 0.001 2.5 × 10–10 1.2 × 10–10 7.7 × 10–11 5.4 × 10–11 4.5 × 10–11 
  S 0.010 4.0 × 10–10 0.001 2.6 × 10–10 1.2 × 10–10 8.2 × 10–11 5.7 × 10–11 4.8 × 10–11 
Ta-186 0.175 h M 0.010 1.6 × 10–10 0.001 1.1 × 10–10 4.8 × 10–11 3.1 × 10–11 2.0 × 10–11 1.7 × 10–11 
  S 0.010 1.6 × 10–10 0.001 1.1 × 10–10 5.0 × 10–11 3.2 × 10–11 2.1 × 10–11 1.8 × 10–11 
タングステン           
W-176 2.30 h F 0.600 3.3 × 10–10 0.300 2.7 × 10–10 1.4 × 10–10 8.6 × 10–11 5.0 × 10–11 4.1 × 10–11 
W-177 2.25 h F 0.600 2.0 × 10–10 0.300 1.6 × 10–10 8.2 × 10–11 5.1 × 10–11 3.0 × 10–11 2.4 × 10–11 
W-178 21.7 d F 0.600 7.2 × 10–10 0.300 5.4 × 10–10 2.5 × 10–10 1.6 × 10–10 8.7 × 10–11 7.2 × 10–11 
W-179 0.625 h F 0.600 9.3 × 10–12 0.300 6.8 × 10–12 3.3 × 10–12 2.0 × 10–12 1.2 × 10–12 9.2 × 10–13 
W-181 121 d F 0.600 2.5 × 10–10 0.300 1.9 × 10–10 9.2 × 10–11 5.7 × 10–11 3.2 × 10–11 2.7 × 10–11 
W-185 75.1 d F 0.600 1.4 × 10–9 0.300 1.0 × 10–9 4.4 × 10–10 2.7 × 10–10 1.4 × 10–10 1.2 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

W-187 23.9 h F 0.600 2.0 × 10–9 0.300 1.5 × 10–9 7.0 × 10–10 4.3 × 10–10 2.3 × 10–10 1.9 × 10–10 
W-188 69.4 d F 0.600 7.1 × 10–9 0.300 5.0 × 10–9 2.2 × 10–9 1.3 × 10–9 6.8 × 10–10 5.7 × 10–10 
レニウム           
Re-177 0.233 h F 1.000 9.4 × 10–11 0.800 6.7 × 10–11 3.2 × 10–11 1.9 × 10–11 1.2 × 10–11 9.7 × 10–12 
  M 1.000 1.1 × 10–10 0.800 7.9 × 10–11 3.9 × 10–11 2.5 × 10–11 1.7 × 10–11 1.4 × 10–11 
Re-178 0.220 h F 1.000 9.9 × 10–11 0.800 6.8 × 10–11 3.1 × 10–11 1.9 × 10–11 1.2 × 10–11 1.0 × 10–11 
  M 1.000 1.3 × 10–10 0.800 8.5 × 10–11 3.9 × 10–11 2.6 × 10–11 1.7 × 10–11 1.4 × 10–11 
Re-181 20.0 h F 1.000 2.0 × 10–9 0.800 1.4 × 10–9 6.7 × 10–10 3.8 × 10–10 2.3 × 10–10 1.8 × 10–10 
  M 1.000 2.1 × 10–9 0.800 1.5 × 10–9 7.4 × 10–10 4.6 × 10–10 3.1 × 10–10 2.5 × 10–10 
Re-182 2.67 d F 1.000 6.5 × 10–9 0.800 4.7 × 10–9 2.2 × 10–9 1.3 × 10–9 8.0 × 10–10 6.4 × 10–10 
  M 1.000 8.7 × 10–9 0.800 6.3 × 10–9 3.4 × 10–9 2.2 × 10–9 1.5 × 10–9 1.2 × 10–9 
Re-182m 12.7 h F 1.000 1.3 × 10–9 0.800 1.0 × 10–9 4.9 × 10–10 2.8 × 10–10 1.7 × 10–10 1.4 × 10–10 
  M 1.000 1.4 × 10–9 0.800 1.1 × 10–9 5.7 × 10–10 3.6 × 10–10 2.5 × 10–10 2.0 × 10–10 
Re-184 38.0 d F 1.000 4.1 × 10–9 0.800 2.9 × 10–9 1.4 × 10–9 8.6 × 10–10 5.4 × 10–10 4.4 × 10–10 
  M 1.000 9.1 × 10–9 0.800 6.8 × 10–9 4.0 × 10–9 2.8 × 10–9 2.4 × 10–9 1.9 × 10–9 
Re-184m 165 d F 1.000 6.6 × 10–9 0.800 4.6 × 10–9 2.0 × 10–9 1.2 × 10–9 7.3 × 10–10 5.9 × 10–10 
  M 1.000 2.9 × 10–8 0.800 2.2 × 10–8 1.3 × 10–8 9.3 × 10–9 8.1 × 10–9 6.5 × 10–9 
Re-186 3.78 d F 1.000 7.3 × 10–9 0.800 4.7 × 10–9 2.0 × 10–9 1.1 × 10–9 6.6 × 10–10 5.2 × 10–10 
  M 1.000 8.7 × 10–9 0.800 5.7 × 10–9 2.8 × 10–9 1.8 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 
Re-186m 2.00 × 105 a F 1.000 1.2 × 10–8 0.800 7.0 × 10–9 2.9 × 10–9 1.7 × 10–9 1.0 × 10–9 8.3 × 10–10 
  M 1.000 5.9 × 10–8 0.800 4.6 × 10–8 2.7 × 10–8 1.8 × 10–8 1.4 × 10–8 1.2 × 10–8 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Re-187 5.00 × 1010 a F 1.000 2.6 × 10–11 0.800 1.6 × 10–11 6.8 × 10–12 3.8 × 10–12 2.3 × 10–12 1.8 × 10–12 
  M 1.000 5.7 × 10–11 0.800 4.1 × 10–11 2.0 × 10–11 1.2 × 10–11 7.5 × 10–12 6.3 × 10–12 
Re-188 17.0 h F 1.000 6.5 × 10–9 0.800 4.4 × 10–9 1.9 × 10–9 1.0 × 10–9 6.1 × 10–10 4.6 × 10–10 
  M 1.000 6.0 × 10–9 0.800 4.0 × 10–9 1.8 × 10–9 1.0 × 10–9 6.8 × 10–10 5.4 × 10–10 
Re-188m 0.310 h F 1.000 1.4 × 10–10 0.800 9.1 × 10–11 4.0 × 10–11 2.1 × 10–11 1.3 × 10–11 1.0 × 10–11 
  M 1.000 1.3 × 10–10 0.800 8.6 × 10–11 4.0 × 10–11 2.7 × 10–11 1.6 × 10–11 1.3 × 10–11 
Re-189 1.01 d F 1.000 3.7 × 10–9 0.800 2.5 × 10–9 1.1 × 10–9 5.8 × 10–10 3.5 × 10–10 2.7 × 10–10 
  M 1.000 3.9 × 10–9 0.800 2.6 × 10–9 1.2 × 10–9 7.6 × 10–10 5.5 × 10–10 4.3 × 10–10 
オスミウム           
Os-180 0.366 h F 0.020 7.1 × 10–11 0.010 5.3 × 10–11 2.6 × 10–11 1.6 × 10–11 1.0 × 10–11 8.2 × 10–12 
  M 0.020 1.1 × 10–10 0.010 7.9 × 10–11 3.9 × 10–11 2.5 × 10–11 1.7 × 10–11 1.4 × 10–11 
  S 0.020 1.1 × 10–10 0.010 8.2 × 10–11 4.1 × 10–11 2.6 × 10–11 1.8 × 10–11 1.5 × 10–11 
Os-181 1.75 h F 0.020 3.0 × 10–10 0.010 2.3 × 10–10 1.1 × 10–10 7.0 × 10–11 4.1 × 10–11 3.3 × 10–11 
  M 0.020 4.5 × 10–10 0.010 3.4 × 10–10 1.8 × 10–10 1.1 × 10–10 7.6 × 10–11 6.2 × 10–11 
  S 0.020 4.7 × 10–10 0.010 3.6 × 10–10 1.8 × 10–10 1.2 × 10–10 8.1 × 10–11 6.5 × 10–11 
Os-182 22.0 h F 0.020 1.6 × 10–9 0.010 1.2 × 10–9 6.0 × 10–10 3.7 × 10–10 2.1 × 10–10 1.7 × 10–10 
  M 0.020 2.5 × 10–9 0.010 1.9 × 10–9 1.0 × 10–9 6.6 × 10–10 4.5 × 10–10 3.6 × 10–10 
  S 0.020 2.6 × 10–9 0.010 2.0 × 10–9 1.0 × 10–9 6.9 × 10–10 4.8 × 10–10 3.8 × 10–10 
Os-185 94.0 d F 0.020 7.2 × 10–9 0.010 5.8 × 10–9 3.1 × 10–9 1.9 × 10–9 1.2 × 10–9 1.1 × 10–9 
  M 0.020 6.6 × 10–9 0.010 5.4 × 10–9 2.9 × 10–9 2.0 × 10–9 1.5 × 10–9 1.3 × 10–9 
  S 0.020 7.0 × 10–9 0.010 5.8 × 10–9 3.6 × 10–9 2.4 × 10–9 1.9 × 10–9 1.6 × 10–9 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Os-189m 6.00 h F 0.020 3.8 × 10–11 0.010 2.8 × 10–11 1.2 × 10–11 7.0 × 10–12 3.5 × 10–12 2.5 × 10–12 
  M 0.020 6.5 × 10–11 0.010 4.1 × 10–11 1.8 × 10–11 1.1 × 10–11 6.0 × 10–12 5.0 × 10–12 
  S 0.020 6.8 × 10–11 0.010 4.3 × 10–11 1.9 × 10–11 1.2 × 10–11 6.3 × 10–12 5.3 × 10–12 
Os-191 15.4 d F 0.020 2.8 × 10–9 0.010 1.9 × 10–9 8.5 × 10–10 5.3 × 10–10 3.0 × 10–10 2.5 × 10–10 
  M 0.020 8.0 × 10–9 0.010 5.8 × 10–9 3.4 × 10–9 2.4 × 10–9 2.0 × 10–9 1.7 × 10–9 
  S 0.020 9.0 × 10–9 0.010 6.5 × 10–9 3.9 × 10–9 2.7 × 10–9 2.3 × 10–9 1.9 × 10–9 
Os-191m 13.0 h F 0.020 3.0 × 10–10 0.010 2.0 × 10–10 8.8 × 10–11 5.4 × 10–11 2.9 × 10–11 2.4 × 10–11 
  M 0.020 7.8 × 10–10 0.010 5.4 × 10–10 3.1 × 10–10 2.1 × 10–10 1.7 × 10–10 1.4 × 10–10 
  S 0.020 8.5 × 10–10 0.010 6.0 × 10–10 3.4 × 10–10 2.4 × 10–10 2.0 × 10–10 1.6 × 10–10 
Os-193 1.25 d F 0.020 1.9 × 10–9 0.010 1.2 × 10–9 5.2 × 10–10 3.2 × 10–10 1.8 × 10–10 1.6 × 10–10 
  M 0.020 3.8 × 10–9 0.010 2.6 × 10–9 1.3 × 10–9 8.4 × 10–10 5.9 × 10–10 4.8 × 10–10 
  S 0.020 4.0 × 10–9 0.010 2.7 × 10–9 1.3 × 10–9 9.0 × 10–10 6.4 × 10–10 5.2 × 10–10 
Os-194 6.00 a F 0.020 8.7 × 10–8 0.010 6.8 × 10–8 3.4 × 10–8 2.1 × 10–8 1.3 × 10–8 1.1 × 10–8 
  M 0.020 9.9 × 10–8 0.010 8.3 × 10–8 4.8 × 10–8 3.1 × 10–8 2.4 × 10–8 2.1 × 10–8 
  S 0.020 2.6 × 10–7 0.010 2.4 × 10–7 1.6 × 10–7 1.1 × 10–7 8.8 × 10–8 8.5 × 10–8 
イリジウム           
Ir-182 0.250 h F 0.020 1.4 × 10–10 0.010 9.8 × 10–11 4.5 × 10–11 2.8 × 10–11 1.7 × 10–11 1.4 × 10–11 
  M 0.020 2.1 × 10–10 0.010 1.4 × 10–10 6.7 × 10–11 4.3 × 10–11 2.8 × 10–11 2.3 × 10–11 
  S 0.020 2.2 × 10–10 0.010 1.5 × 10–10 6.9 × 10–11 4.4 × 10–11 2.9 × 10–11 2.4 × 10–11 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Ir-184 3.02 h F 0.020 5.7 × 10–10 0.010 4.4 × 10–10 2.1 × 10–10 1.3 × 10–10 7.6 × 10–11 6.2 × 10–11 
  M 0.020 8.6 × 10–10 0.010 6.4 × 10–10 3.2 × 10–10 2.1 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
  S 0.020 8.9 × 10–10 0.010 6.6 × 10–10 3.4 × 10–10 2.2 × 10–10 1.4 × 10–10 1.2 × 10–10 
Ir-185 14.0 h F 0.020 8.0 × 10–10 0.010 6.1 × 10–10 2.9 × 10–10 1.8 × 10–10 1.0 × 10–10 8.2 × 10–11 
  M 0.020 1.3 × 10–9 0.010 9.7 × 10–10 4.9 × 10–10 3.2 × 10–10 2.2 × 10–10 1.8 × 10–10 
  S 0.020 1.4 × 10–9 0.010 1.0 × 10–9 5.2 × 10–10 3.4 × 10–10 2.3 × 10–10 1.9 × 10–10 
Ir-186 15.8 h F 0.020 1.5 × 10–9 0.010 1.2 × 10–9 5.9 × 10–10 3.6 × 10–10 2.1 × 10–10 1.7 × 10–10 
  M 0.020 2.2 × 10–9 0.010 1.7 × 10–9 8.8 × 10–10 5.8 × 10–10 3.8 × 10–10 3.1 × 10–10 
  S 0.020 2.3 × 10–9 0.010 1.8 × 10–9 9.2 × 10–10 6.0 × 10–10 4.0 × 10–10 3.2 × 10–10 
Ir-186m 1.75 h F 0.020 2.1 × 10–10 0.010 1.6 × 10–10 7.7 × 10–11 4.8 × 10–11 2.8 × 10–11 2.3 × 10–11 
  M 0.020 3.3 × 10–10 0.010 2.4 × 10–10 1.2 × 10–10 7.7 × 10–11 5.1 × 10–11 4.2 × 10–11 
  S 0.020 3.4 × 10–10 0.010 2.5 × 10–10 1.2 × 10–10 8.1 × 10–11 5.4 × 10–11 4.4 × 10–11 
Ir-187 10.5 h F 0.020 3.6 × 10–10 0.010 2.8 × 10–10 1.4 × 10–10 8.2 × 10–11 4.6 × 10–11 3.7 × 10–11 
  M 0.020 5.8 × 10–10 0.010 4.3 × 10–10 2.2 × 10–10 1.4 × 10–10 9.2 × 10–11 7.4 × 10–11 
  S 0.020 6.0 × 10–10 0.010 4.5 × 10–10 2.3 × 10–10 1.5 × 10–10 9.7 × 10–11 7.9 × 10–11 
Ir-188 1.73 d F 0.020 2.0 × 10–9 0.010 1.6 × 10–9 8.0 × 10–10 5.0 × 10–10 2.9 × 10–10 2.4 × 10–10 
  M 0.020 2.7 × 10–9 0.010 2.1 × 10–9 1.1 × 10–9 7.5 × 10–10 5.0 × 10–10 4.0 × 10–10 
  S 0.020 2.8 × 10–9 0.010 2.2 × 10–9 1.2 × 10–9 7.8 × 10–10 5.2 × 10–10 4.2 × 10–10 
Ir-189 13.3 d F 0.020 1.2 × 10–9 0.010 8.2 × 10–10 3.8 × 10–10 2.4 × 10–10 1.3 × 10–10 1.1 × 10–10 
  M 0.020 2.7 × 10–9 0.010 1.9 × 10–9 1.1 × 10–9 7.7 × 10–10 6.4 × 10–10 5.2 × 10–10 
  S 0.020 3.0 × 10–9 0.010 2.2 × 10–9 1.3 × 10–9 8.7 × 10–10 7.3 × 10–10 6.0 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Ir-190 12.1 d F 0.020 6.2 × 10–9 0.010 4.7 × 10–9 2.4 × 10–9 1.5 × 10–9 9.1 × 10–10 7.7 × 10–10 
  M 0.020 1.1 × 10–8 0.010 8.6 × 10–9 4.4 × 10–9 3.1 × 10–9 2.7 × 10–9 2.1 × 10–9 
  S 0.020 1.1 × 10–8 0.010 9.4 × 10–9 4.8 × 10–9 3.5 × 10–9 3.0 × 10–9 2.4 × 10–9 
Ir-190m 3.10 h F 0.020 4.2 × 10–10 0.010 3.4 × 10–10 1.7 × 10–10 1.0 × 10–10 6.0 × 10–11 4.9 × 10–11 
  M 0.020 6.0 × 10–10 0.010 4.7 × 10–10 2.4 × 10–10 1.5 × 10–10 9.9 × 10–11 7.9 × 10–11 
  S 0.020 6.2 × 10–10 0.010 4.8 × 10–10 2.5 × 10–10 1.6 × 10–10 1.0 × 10–10 8.3 × 10–11 
Ir-190m’ 1.20 h F 0.020 3.2 × 10–11 0.010 2.4 × 10–11 1.2 × 10–11 7.2 × 10–12 4.3 × 10–12 3.6 × 10–12 
  M 0.020 5.7 × 10–11 0.010 4.2 × 10–11 2.0 × 10–11 1.4 × 10–11 1.2 × 10–11 9.3 × 10–12 
  S 0.020 5.5 × 10–11 0.010 4.5 × 10–11 2.2 × 10–11 1.6 × 10–11 1.3 × 10–11 1.0 × 10–11 
Ir-192 74.0 d F 0.020 1.5 × 10–8 0.010 1.1 × 10–8 5.7 × 10–9 3.3 × 10–9 2.1 × 10–9 1.8 × 10–9 
  M 0.020 2.3 × 10–8 0.010 1.8 × 10–8 1.1 × 10–8 7.6 × 10–9 6.4 × 10–9 5.2 × 10–9 
  S 0.020 2.8 × 10–8 0.010 2.2 × 10–8 1.3 × 10–8 9.5 × 10–9 8.1 × 10–9 6.6 × 10–9 
Ir-192m 2.41 × 102 a F 0.020 2.7 × 10–8 0.010 2.3 × 10–8 1.4 × 10–8 8.2 × 10–9 5.4 × 10–9 4.8 × 10–9 
  M 0.020 2.3 × 10–8 0.010 2.1 × 10–8 1.3 × 10–8 8.4 × 10–9 6.6 × 10–9 5.8 × 10–9 
  S 0.020 9.2 × 10–8 0.010 9.1 × 10–8 6.5 × 10–8 4.5 × 10–8 4.0 × 10–8 3.9 × 10–8 
Ir-193m 11.9 d F 0.020 1.2 × 10–9 0.010 8.4 × 10–10 3.7 × 10–10 2.2 × 10–10 1.2 × 10–10 1.0 × 10–10 
  M 0.020 4.8 × 10–9 0.010 3.5 × 10–9 2.1 × 10–9 1.5 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 
  S 0.020 5.4 × 10–9 0.010 4.0 × 10–9 2.4 × 10–9 1.8 × 10–9 1.6 × 10–9 1.3 × 10–9 
Ir-194 19.1 h F 0.020 2.9 × 10–9 0.010 1.9 × 10–9 8.1 × 10–10 4.9 × 10–10 2.5 × 10–10 2.1 × 10–10 
  M 0.020 5.3 × 10–9 0.010 3.5 × 10–9 1.6 × 10–9 1.0 × 10–9 6.3 × 10–10 5.2 × 10–10 
  S 0.020 5.5 × 10–9 0.010 3.7 × 10–9 1.7 × 10–9 1.1 × 10–9 6.7 × 10–10 5.6 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Ir-194m 171 d F 0.020 3.4 × 10–8 0.010 2.7 × 10–8 1.4 × 10–8 9.5 × 10–9 6.2 × 10–9 5.4 × 10–9 
  M 0.020 3.9 × 10–8 0.010 3.2 × 10–8 1.9 × 10–8 1.3 × 10–8 1.1 × 10–8 9.0 × 10–9 
  S 0.020 5.0 × 10–8 0.010 4.2 × 10–8 2.6 × 10–8 1.8 × 10–8 1.5 × 10–8 1.3 × 10–8 
Ir-195 2.50 h F 0.020 2.9 × 10–10 0.010 1.9 × 10–10 8.1 × 10–11 5.1 × 10–11 2.9 × 10–11 2.4 × 10–11 
  M 0.020 5.4 × 10–10 0.010 3.6 × 10–10 1.7 × 10–10 1.1 × 10–10 8.1 × 10–11 6.7 × 10–11 
  S 0.020 5.7 × 10–10 0.010 3.8 × 10–10 1.8 × 10–10 1.2 × 10–10 8.7 × 10–11 7.1 × 10–11 
Ir-195m 3.80 h F 0.020 6.9 × 10–10 0.010 4.8 × 10–10 2.1 × 10–10 1.3 × 10–10 7.2 × 10–11 6.0 × 10–11 
  M 0.020 1.2 × 10–9 0.010 8.6 × 10–10 4.2 × 10–10 2.7 × 10–10 1.9 × 10–10 1.6 × 10–10 
  S 0.020 1.3 × 10–9 0.010 9.0 × 10–10 4.4 × 10–10 2.9 × 10–10 2.0 × 10–10 1.7 × 10–10 
白金           
Pt-186 2.00 h F 0.020 3.0 × 10–10 0.010 2.4 × 10–10 1.2 × 10–10 7.2 × 10–11 4.1 × 10–11 3.3 × 10–11 
Pt-188 10.2 d F 0.020 3.6 × 10–9 0.010 2.7 × 10–9 1.3 × 10–9 8.4 × 10–10 5.0 × 10–10 4.2 × 10–10 
Pt-189 10.9 h F 0.020 3.8 × 10–10 0.010 2.9 × 10–10 1.4 × 10–10 8.4 × 10–11 4.7 × 10–11 3.8 × 10–11 
Pt-191 2.80 d F 0.020 1.1 × 10–9 0.010 7.9 × 10–10 3.7 × 10–10 2.3 × 10–10 1.3 × 10–10 1.1 × 10–10 
Pt-193 50.0 a F 0.020 2.2 × 10–10 0.010 1.6 × 10–10 7.2 × 10–11 4.3 × 10–11 2.5 × 10–11 2.1 × 10–11 
Pt-193m 4.33 d F 0.020 1.6 × 10–9 0.010 1.0 × 10–9 4.5 × 10–10 2.7 × 10–10 1.4 × 10–10 1.2 × 10–10 
Pt-195m 4.02 d F 0.020 2.2 × 10–9 0.010 1.5 × 10–9 6.4 × 10–10 3.9 × 10–10 2.1 × 10–10 1.8 × 10–10 
Pt-197 18.3 h F 0.020 1.1 × 10–9 0.010 7.3 × 10–10 3.1 × 10–10 1.9 × 10–10 1.0 × 10–10 8.5 × 10–11 
Pt-197m 1.57 h F 0.020 2.8 × 10–10 0.010 1.8 × 10–10 7.9 × 10–11 4.9 × 10–11 2.8 × 10–11 2.4 × 10–11 
Pt-199 0.513 h F 0.020 1.3 × 10–10 0.010 8.3 × 10–11 3.6 × 10–11 2.3 × 10–11 1.4 × 10–11 1.2 × 10–11 
Pt-200 12.5 h F 0.020 2.6 × 10–9 0.010 1.7 × 10–9 7.2 × 10–10 5.1 × 10–10 2.6 × 10–10 2.2 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

金           
Au-193 17.6 h F 0.200 3.7 × 10–10 0.100 2.8 × 10–10 1.3 × 10–10 7.9 × 10–11 4.3 × 10–11 3.6 × 10–11 
  M 0.200 7.5 × 10–10 0.100 5.6 × 10–10 2.8 × 10–10 1.9 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
  S 0.200 7.9 × 10–10 0.100 5.9 × 10–10 3.0 × 10–10 2.0 × 10–10 1.5 × 10–10 1.2 × 10–10 
Au-194 1.65 d F 0.200 1.2 × 10–9 0.100 9.6 × 10–10 4.9 × 10–10 3.0 × 10–10 1.8 × 10–10 1.4 × 10–10 
  M 0.200 1.7 × 10–9 0.100 1.4 × 10–9 7.1 × 10–10 4.6 × 10–10 2.9 × 10–10 2.3 × 10–10 
  S 0.200 1.7 × 10–9 0.100 1.4 × 10–9 7.3 × 10–10 4.7 × 10–10 3.0 × 10–10 2.4 × 10–10 
Au-195 183 d F 0.200 7.2 × 10–10 0.100 5.3 × 10–10 2.5 × 10–10 1.5 × 10–10 8.1 × 10–11 6.6 × 10–11 
  M 0.200 5.2 × 10–9 0.100 4.1 × 10–9 2.4 × 10–9 1.6 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 
  S 0.200 8.1 × 10–9 0.100 6.6 × 10–9 3.9 × 10–9 2.6 × 10–9 2.1 × 10–9 1.7 × 10–9 
Au-198 2.69 d F 0.200 2.4 × 10–9 0.100 1.7 × 10–9 7.6 × 10–10 4.7 × 10–10 2.5 × 10–10 2.1 × 10–10 
  M 0.200 5.0 × 10–9 0.100 4.1 × 10–9 1.9 × 10–9 1.3 × 10–9 9.7 × 10–10 7.8 × 10–10 
  S 0.200 5.4 × 10–9 0.100 4.4 × 10–9 2.0 × 10–9 1.4 × 10–9 1.1 × 10–9 8.6 × 10–10 
Au-198m 2.30 d F 0.200 3.3 × 10–9 0.100 2.4 × 10–9 1.1 × 10–9 6.9 × 10–10 3.7 × 10–10 3.2 × 10–10 
  M 0.200 8.7 × 10–9 0.100 6.5 × 10–9 3.6 × 10–9 2.6 × 10–9 2.2 × 10–9 1.8 × 10–9 
  S 0.200 9.5 × 10–9 0.100 7.1 × 10–9 4.0 × 10–9 2.9 × 10–9 2.5 × 10–9 2.0 × 10–9 
Au-199 3.14 d F 0.200 1.1 × 10–9 0.100 7.9 × 10–10 3.5 × 10–10 2.2 × 10–10 1.1 × 10–10 9.8 × 10–11 
  M 0.200 3.4 × 10–9 0.100 2.5 × 10–9 1.4 × 10–9 1.0 × 10–9 9.0 × 10–10 7.1 × 10–10 
  S 0.200 3.8 × 10–9 0.100 2.8 × 10–9 1.6 × 10–9 1.2 × 10–9 1.0 × 10–9 7.9 × 10–10 
Au-200 0.807 h F 0.200 1.9 × 10–10 0.100 1.2 × 10–10 5.2 × 10–11 3.2 × 10–11 1.9 × 10–11 1.6 × 10–11 
  M 0.200 3.2 × 10–10 0.100 2.1 × 10–10 9.3 × 10–11 6.0 × 10–11 4.0 × 10–11 3.3 × 10–11 
  S 0.200 3.4 × 10–10 0.100 2.1 × 10–10 9.8 × 10–11 6.3 × 10–11 4.2 × 10–11 3.5 × 10–11 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Au-200m 18.7 h F 0.200 2.7 × 10–9 0.100 2.1 × 10–9 1.0 × 10–9 6.4 × 10–10 3.6 × 10–10 2.9 × 10–10 
  M 0.200 4.8 × 10–9 0.100 3.7 × 10–9 1.9 × 10–9 1.2 × 10–9 8.4 × 10–10 6.8 × 10–10 
  S 0.200 5.1 × 10–9 0.100 3.9 × 10–9 2.0 × 10–9 1.3 × 10–9 8.9 × 10–10 7.2 × 10–10 
Au-201 0.440 h F 0.200 9.0 × 10–11 0.100 5.7 × 10–11 2.5 × 10–11 1.6 × 10–11 1.0 × 10–11 8.7 × 10–12 
  M 0.200 1.5 × 10–10 0.100 9.6 × 10–11 4.3 × 10–11 2.9 × 10–11 2.0 × 10–11 1.7 × 10–11 
  S 0.200 1.5 × 10–10 0.100 1.0 × 10–10 4.5 × 10–11 3.0 × 10–11 2.1 × 10–11 1.7 × 10–11 
水銀           
Hg-193 3.50 h F 0.800 2.2 × 10–10 0.400 1.8 × 10–10 8.2 × 10–11 5.0 × 10–11 2.9 × 10–11 2.4 × 10–11 
（有機）           
Hg-193 3.50 h F 0.040 2.7 × 10–10 0.020 2.0 × 10–10 8.9 × 10–11 5.5 × 10–11 3.1 × 10–11 2.6 × 10–11 
（無機）  M 0.040 5.3 × 10–10 0.020 3.8 × 10–10 1.9 × 10–10 1.3 × 10–10 9.2 × 10–11 7.5 × 10–11 
Hg-193m 11.1 h F 0.800 8.4 × 10–10 0.400 7.6 × 10–10 3.7 × 10–10 2.2 × 10–10 1.3 × 10–10 1.0 × 10–10 
（有機）           
Hg-193m 11.1 h F 0.040 1.1 × 10–9 0.020 8.5 × 10–10 4.1 × 10–10 2.5 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
（無機）  M 0.040 1.9 × 10–9 0.020 1.4 × 10–9 7.2 × 10–10 4.7 × 10–10 3.2 × 10–10 2.6 × 10–10 
Hg-194 2.60 × 102 a F 0.800 4.9 × 10–8 0.400 3.7 × 10–8 2.4 × 10–8 1.9 × 10–8 1.5 × 10–8 1.4 × 10–8 
（有機）           
Hg-194 2.60 × 102 a F 0.040 3.2 × 10–8 0.020 2.9 × 10–8 2.0 × 10–8 1.6 × 10–8 1.4 × 10–8 1.3 × 10–8 
（無機）  M 0.040 2.1 × 10–8 0.020 1.9 × 10–8 1.3 × 10–8 1.0 × 10–8 8.9 × 10–9 8.3 × 10–9 
Hg-195 9.90 h F 0.800 2.0 × 10–10 0.400 1.8 × 10–10 8.5 × 10–11 5.1 × 10–11 2.8 × 10–11 2.3 × 10–11 
（有機）           
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Hg-195 9.90 h F 0.040 2.7 × 10–10 0.020 2.0 × 10–10 9.5 × 10–11 5.7 × 10–11 3.1 × 10–11 2.5 × 10–11 
（無機）  M 0.040 5.3 × 10–10 0.020 3.9 × 10–10 2.0 × 10–10 1.3 × 10–10 9.0 × 10–11 7.3 × 10–11 
Hg-195m 1.73 d F 0.800 1.1 × 10–9 0.400 9.7 × 10–10 4.4 × 10–10 2.7 × 10–10 1.4 × 10–10 1.2 × 10–10 
（有機）           
Hg-195m 1.73 d F 0.040 1.6 × 10–9 0.020 1.1 × 10–9 5.1 × 10–10 3.1 × 10–10 1.7 × 10–10 1.4 × 10–10 
（無機）  M 0.040 3.7 × 10–9 0.020 2.6 × 10–9 1.4 × 10–9 8.5 × 10–10 6.7 × 10–10 5.3 × 10–10 
Hg-197 2.67 d F 0.800 4.7 × 10–10 0.400 4.0 × 10–10 1.8 × 10–10 1.1 × 10–10 5.8 × 10–11 4.7 × 10–11 
（有機）           
Hg-197 2.67 d F 0.040 6.8 × 10–10 0.020 4.7 × 10–10 2.1 × 10–10 1.3 × 10–10 6.8 × 10–11 5.6 × 10–11 
（無機）  M 0.040 1.7 × 10–9 0.020 1.2 × 10–9 6.6 × 10–10 4.6 × 10–10 3.8 × 10–10 3.0 × 10–10 
Hg-197m 23.8 h F 0.800 9.3 × 10–10 0.400 7.8 × 10–10 3.4 × 10–10 2.1 × 10–10 1.1 × 10–10 9.6 × 10–11 
（有機）           
Hg-197m 23.8 h F 0.040 1.4 × 10–9 0.020 9.3 × 10–10 4.0 × 10–10 2.5 × 10–10 1.3 × 10–10 1.1 × 10–10 
（無機）  M 0.040 3.5 × 10–9 0.020 2.5 × 10–9 1.1 × 10–9 8.2 × 10–10 6.7 × 10–10 5.3 × 10–10 
Hg-199m 0.710 h F 0.800 1.4 × 10–10 0.400 9.6 × 10–11 4.2 × 10–11 2.7 × 10–11 1.7 × 10–11 1.5 × 10–11 
（有機）           
Hg-199m 0.710 h F 0.040 1.4 × 10–10 0.020 9.6 × 10–11 4.2 × 10–11 2.7 × 10–11 1.7 × 10–11 1.5 × 10–11 
（無機）  M 0.040 2.5 × 10–10 0.020 1.7 × 10–10 7.9 × 10–11 5.4 × 10–11 3.8 × 10–11 3.2 × 10–11 
Hg-203 46.6 d F 0.800 5.7 × 10–9 0.400 3.7 × 10–9 1.7 × 10–9 1.1 × 10–9 6.6 × 10–10 5.6 × 10–10 
（有機）           
Hg-203 46.6 d F 0.040 4.2 × 10–9 0.020 2.9 × 10–9 1.4 × 10–9 9.0 × 10–10 5.5 × 10–10 4.6 × 10–10 
（無機）  M 0.040 1.0 × 10–8 0.020 7.9 × 10–9 4.7 × 10–9 3.4 × 10–9 3.0 × 10–9 2.4 × 10–9 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

タリウム           
Tl-194 0.550 h F 1.000 3.6 × 10–11 1.000 3.0 × 10–11 1.5 × 10–11 9.2 × 10–12 5.5 × 10–12 4.4 × 10–12 
Tl-194m 0.546 h F 1.000 1.7 × 10–10 1.000 1.2 × 10–10 6.1 × 10–11 3.8 × 10–11 2.3 × 10–11 1.9 × 10–11 
Tl-195 1.16 h F 1.000 1.3 × 10–10 1.000 1.0 × 10–10 5.3 × 10–11 3.2 × 10–11 1.9 × 10–11 1.5 × 10–11 
Tl-197 2.84 h F 1.000 1.3 × 10–10 1.000 9.7 × 10–11 4.7 × 10–11 2.9 × 10–11 1.7 × 10–11 1.4 × 10–11 
Tl-198 5.30 h F 1.000 4.7 × 10–10 1.000 4.0 × 10–10 2.1 × 10–10 1.3 × 10–10 7.5 × 10–11 6.0 × 10–11 
Tl-198m 1.87 h F 1.000 3.2 × 10–10 1.000 2.5 × 10–10 1.2 × 10–10 7.5 × 10–11 4.5 × 10–11 3.7 × 10–11 
Tl-199 7.42 h F 1.000 1.7 × 10–10 1.000 1.3 × 10–10 6.4 × 10–11 3.9 × 10–11 2.3 × 10–11 1.9 × 10–11 
Tl-200 1.09 d F 1.000 1.0 × 10–9 1.000 8.7 × 10–10 4.6 × 10–10 2.8 × 10–10 1.6 × 10–10 1.3 × 10–10 
Tl-201 3.04 d F 1.000 4.5 × 10–10 1.000 3.3 × 10–10 1.5 × 10–10 9.4 × 10–11 5.4 × 10–11 4.4 × 10–11 
Tl-202 12.2 d F 1.000 1.5 × 10–9 1.000 1.2 × 10–9 5.9 × 10–10 3.8 × 10–10 2.3 × 10–10 1.9 × 10–10 
Tl-204 3.78 a F 1.000 5.0 × 10–9 1.000 3.3 × 10–9 1.5 × 10–9 8.8 × 10–10 4.7 × 10–10 3.9 × 10–10 
鉛 g           
Pb-195m 0.263 h F 0.600 1.3 × 10–10 0.200 1.0 × 10–10 4.9 × 10–11 3.1 × 10–11 1.9 × 10–11 1.6 × 10–11 
  M 0.200 2.0 × 10–10 0.100 1.5 × 10–10 7.1 × 10–11 4.6 × 10–11 3.1 × 10–11 2.5 × 10–11 
  S 0.020 2.1 × 10–10 0.010 1.5 × 10–10 7.4 × 10–11 4.8 × 10–11 3.2 × 10–11 2.7 × 10–11 
Pb-198 2.40 h F 0.600 3.4 × 10–10 0.200 2.9 × 10–10 1.5 × 10–10 8.9 × 10–11 5.2 × 10–11 4.3 × 10–11 
  M 0.200 5.0 × 10–10 0.100 4.0 × 10–10 2.1 × 10–10 1.3 × 10–10 8.3 × 10–11 6.6 × 10–11 
  S 0.020 5.4 × 10–10 0.010 4.2 × 10–10 2.2 × 10–10 1.4 × 10–10 8.7 × 10–11 7.0 × 10–11 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Pb-199 1.50 h F 0.600 1.9 × 10–10 0.200 1.6 × 10–10 8.2 × 10–11 4.9 × 10–11 2.9 × 10–11 2.3 × 10–11 
  M 0.200 2.8 × 10–10 0.100 2.2 × 10–10 1.1 × 10–10 7.1 × 10–11 4.5 × 10–11 3.6 × 10–11 
  S 0.020 2.9 × 10–10 0.010 2.3 × 10–10 1.2 × 10–10 7.4 × 10–11 4.7 × 10–11 3.7 × 10–11 
Pb-200 21.5 h F 0.600 1.1 × 10–9 0.200 9.3 × 10–10 4.6 × 10–10 2.8 × 10–10 1.6 × 10–10 1.4 × 10–10 
  M 0.200 2.2 × 10–9 0.100 1.7 × 10–9 8.6 × 10–10 5.7 × 10–10 4.1 × 10–10 3.3 × 10–10 
  S 0.020 2.4 × 10–9 0.010 1.8 × 10–9 9.2 × 10–10 6.2 × 10–10 4.4 × 10–10 3.5 × 10–10 
Pb-201 9.40 h F 0.600 4.8 × 10–10 0.200 4.1 × 10–10 2.0 × 10–10 1.2 × 10–10 7.1 × 10–11 6.0 × 10–11 
  M 0.200 8.0 × 10–10 0.100 6.4 × 10–10 3.3 × 10–10 2.1 × 10–10 1.4 × 10–10 1.1 × 10–10 
  S 0.020 8.8 × 10–10 0.010 6.7 × 10–10 3.5 × 10–10 2.2 × 10–10 1.5 × 10–10 1.2 × 10–10 
Pb-202 3.00 × 105 a F 0.600 1.9 × 10–8 0.200 1.3 × 10–8 8.9 × 10–9 1.3 × 10–8 1.8 × 10–8 1.1 × 10–8 
  M 0.200 1.2 × 10–8 0.100 8.9 × 10–9 6.2 × 10–9 6.7 × 10–9 8.7 × 10–9 6.3 × 10–9 
  S 0.020 2.8 × 10–8 0.010 2.8 × 10–8 2.0 × 10–8 1.4 × 10–8 1.3 × 10–8 1.2 × 10–8 
Pb-202m 3.62 h F 0.600 4.7 × 10–10 0.200 4.0 × 10–10 2.1 × 10–10 1.3 × 10–10 7.5 × 10–11 6.2 × 10–11 
  M 0.200 6.9 × 10–10 0.100 5.6 × 10–10 2.9 × 10–10 1.9 × 10–10 1.2 × 10–10 9.5 × 10–11 
  S 0.020 7.3 × 10–10 0.010 5.8 × 10–10 3.0 × 10–10 1.9 × 10–10 1.3 × 10–10 1.0 × 10–10 
Pb-203 2.17 d F 0.600 7.2 × 10–10 0.200 5.8 × 10–10 2.8 × 10–10 1.7 × 10–10 9.9 × 10–11 8.5 × 10–11 
  M 0.200 1.3 × 10–9 0.100 1.0 × 10–9 5.4 × 10–10 3.6 × 10–10 2.5 × 10–10 2.0 × 10–10 
  S 0.020 1.5 × 10–9 0.010 1.1 × 10–9 5.8 × 10–10 3.8 × 10–10 2.8 × 10–10 2.2 × 10–10 
Pb-205 1.43 × 107 a F 0.600 1.1 × 10–9 0.200 6.9 × 10–10 4.0 × 10–10 4.1 × 10–10 4.3 × 10–10 3.3 × 10–10 
  M 0.200 1.1 × 10–9 0.100 7.7 × 10–10 4.3 × 10–10 3.2 × 10–10 2.9 × 10–10 2.5 × 10–10 
  S 0.020 2.9 × 10–9 0.010 2.7 × 10–9 1.7 × 10–9 1.1 × 10–9 9.2 × 10–10 8.5 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Pb-209 3.25 h F 0.600 1.8 × 10–10 0.200 1.2 × 10–10 5.3 × 10–11 3.4 × 10–11 1.9 × 10–11 1.7 × 10–11 
  M 0.200 4.0 × 10–10 0.100 2.7 × 10–10 1.3 × 10–10 9.2 × 10–11 6.9 × 10–11 5.6 × 10–11 
  S 0.020 4.4 × 10–10 0.010 2.9 × 10–10 1.4 × 10–10 9.9 × 10–11 7.5 × 10–11 6.1 × 10–11 
Pb-210 22.3 a F 0.600 4.7 × 10–6 0.200 2.9 × 10–6 1.5 × 10–6 1.4 × 10–6 1.3 × 10–6 9.0 × 10–7 
  M 0.200 5.0 × 10–6 0.100 3.7 × 10–6 2.2 × 10–6 1.5 × 10–6 1.3 × 10–6 1.1 × 10–6 
  S 0.020 1.8 × 10–5 0.010 1.8 × 10–5 1.1 × 10–5 7.2 × 10–6 5.9 × 10–6 5.6 × 10–6 
Pb-211 0.601 h F 0.600 2.5 × 10–8 0.200 1.7 × 10–8 8.7 × 10–9 6.1 × 10–9 4.6 × 10–9 3.9 × 10–9 
  M 0.200 6.2 × 10–8 0.100 4.5 × 10–8 2.5 × 10–8 1.9 × 10–8 1.4 × 10–8 1.1 × 10–8 
  S 0.020 6.6 × 10–8 0.010 4.8 × 10–8 2.7 × 10–8 2.0 × 10–8 1.5 × 10–8 1.2 × 10–8 
Pb-212 10.6 h F 0.600 1.9 × 10–7 0.200 1.2 × 10–7 5.4 × 10–8 3.5 × 10–8 2.0 × 10–8 1.8 × 10–8 
  M 0.200 6.2 × 10–7 0.100 4.6 × 10–7 3.0 × 10–7 2.2 × 10–7 2.2 × 10–7 1.7 × 10–7 
  S 0.020 6.7 × 10–7 0.010 5.0 × 10–7 3.3 × 10–7 2.5 × 10–7 2.4 × 10–7 1.9 × 10–7 
Pb-214 0.447 h F 0.600 2.2 × 10–8 0.200 1.5 × 10–8 6.9 × 10–9 4.8 × 10–9 3.3 × 10–9 2.8 × 10–9 
  M 0.200 6.4 × 10–8 0.100 4.6 × 10–8 2.6 × 10–8 1.9 × 10–8 1.4 × 10–8 1.4 × 10–8 
  S 0.020 6.9 × 10–8 0.010 5.0 × 10–8 2.8 × 10–8 2.1 × 10–8 1.5 × 10–8 1.5 × 10–8 
ビスマス           
Bi-200 0.606 h F 0.100 1.9 × 10–10 0.050 1.5 × 10–10 7.4 × 10–11 4.5 × 10–11 2.7 × 10–11 2.2 × 10–11 
  M 0.100 2.5 × 10–10 0.050 1.9 × 10–10 9.9 × 10–11 6.3 × 10–11 4.1 × 10–11 3.3 × 10–11 
Bi-201 1.80 h F 0.100 4.0 × 10–10 0.050 3.1 × 10–10 1.5 × 10–10 9.3 × 10–11 5.4 × 10–11 4.4 × 10–11 
  M 0.100 5.5 × 10–10 0.050 4.1 × 10–10 2.0 × 10–10 1.3 × 10–10 8.3 × 10–11 6.6 × 10–11 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Bi-202 1.67 h F 0.100 3.4 × 10–10 0.050 2.8 × 10–10 1.5 × 10–10 9.0 × 10–11 5.3 × 10–11 4.3 × 10–11 
  M 0.100 4.2 × 10–10 0.050 3.4 × 10–10 1.8 × 10–10 1.1 × 10–10 6.9 × 10–11 5.5 × 10–11 
Bi-203 11.8 h F 0.100 1.5 × 10–9 0.050 1.2 × 10–9 6.4 × 10–10 4.0 × 10–10 2.3 × 10–10 1.9 × 10–10 
  M 0.100 2.0 × 10–9 0.050 1.6 × 10–9 8.2 × 10–10 5.3 × 10–10 3.3 × 10–10 2.6 × 10–10 
Bi-205 15.3 d F 0.100 3.0 × 10–9 0.050 2.4 × 10–9 1.3 × 10–9 8.0 × 10–10 4.7 × 10–10 3.8 × 10–10 
  M 0.100 5.5 × 10–9 0.050 4.4 × 10–9 2.5 × 10–9 1.6 × 10–9 1.2 × 10–9 9.3 × 10–10 
Bi-206 6.24 d F 0.100 6.1 × 10–9 0.050 4.8 × 10–9 2.5 × 10–9 1.6 × 10–9 9.1 × 10–10 7.4 × 10–10 
  M 0.100 1.0 × 10–8 0.050 8.0 × 10–9 4.4 × 10–9 2.9 × 10–9 2.1 × 10–9 1.7 × 10–9 
Bi-207 38.0 a F 0.100 4.3 × 10–9 0.050 3.3 × 10–9 1.7 × 10–9 1.0 × 10–9 6.0 × 10–10 4.9 × 10–10 
  M 0.100 2.3 × 10–8 0.050 2.0 × 10–8 1.2 × 10–8 8.2 × 10–9 6.5 × 10–9 5.6 × 10–9 
Bi-210 5.01 d F 0.100 1.1 × 10–8 0.050 6.9 × 10–9 3.2 × 10–9 2.1 × 10–9 1.3 × 10–9 1.1 × 10–9 
  M 0.100 3.9 × 10–7 0.050 3.0 × 10–7 1.9 × 10–7 1.3 × 10–7 1.1 × 10–7 9.3 × 10–8 
Bi-210m 3.00 × 106 a F 0.100 4.1 × 10–7 0.050 2.6 × 10–7 1.3 × 10–7 8.3 × 10–8 5.6 × 10–8 4.6 × 10–8 
  M 0.100 1.5 × 10–5 0.050 1.1 × 10–5 7.0 × 10–6 4.8 × 10–6 4.1 × 10–6 3.4 × 10–6 
Bi-212 1.01 h F 0.100 6.5 × 10–8 0.050 4.5 × 10–8 2.1 × 10–8 1.5 × 10–8 1.0 × 10–8 9.1 × 10–9 
  M 0.100 1.6 × 10–7 0.050 1.1 × 10–7 6.0 × 10–8 4.4 × 10–8 3.8 × 10–8 3.1 × 10–8 
Bi-213 0.761 h F 0.100 7.7 × 10–8 0.050 5.3 × 10–8 2.5 × 10–8 1.7 × 10–8 1.2 × 10–8 1.0 × 10–8 
  M 0.100 1.6 × 10–7 0.050 1.2 × 10–7 6.0 × 10–8 4.4 × 10–8 3.6 × 10–8 3.0 × 10–8 
Bi-214 0.332 h F 0.100 5.0 × 10–8 0.050 3.5 × 10–8 1.6 × 10–8 1.1 × 10–8 8.2 × 10–9 7.1 × 10–9 
  M 0.100 8.7 × 10–8 0.050 6.1 × 10–8 3.1 × 10–8 2.2 × 10–8 1.7 × 10–8 1.4 × 10–8 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

ポロニウム           
Po-203 0.612 h F 0.200 1.9 × 10–10 0.100 1.5 × 10–10 7.7 × 10–11 4.7 × 10–11 2.8 × 10–11 2.3 × 10–11 
  M 0.200 2.7 × 10–10 0.100 2.1 × 10–10 1.1 × 10–10 6.7 × 10–11 4.3 × 10–11 3.5 × 10–11 
  S 0.020 2.8 × 10–10 0.010 2.2 × 10–10 1.1 × 10–10 7.0 × 10–11 4.5 × 10–11 3.6 × 10–11 
Po-205 1.80 h F 0.200 2.6 × 10–10 0.100 2.1 × 10–10 1.1 × 10–10 6.6 × 10–11 4.1 × 10–11 3.3 × 10–11 
  M 0.200 4.0 × 10–10 0.100 3.1 × 10–10 1.7 × 10–10 1.1 × 10–10 8.1 × 10–11 6.5 × 10–11 
  S 0.020 4.2 × 10–10 0.010 3.2 × 10–10 1.8 × 10–10 1.2 × 10–10 8.5 × 10–11 6.9 × 10–11 
Po-207 5.83 h F 0.200 4.8 × 10–10 0.100 4.0 × 10–10 2.1 × 10–10 1.3 × 10–10 7.3 × 10–11 5.8 × 10–11 
  M 0.200 6.2 × 10–10 0.100 5.1 × 10–10 2.6 × 10–10 1.6 × 10–10 9.9 × 10–11 7.8 × 10–11 
  S 0.020 6.6 × 10–10 0.010 5.3 × 10–10 2.7 × 10–10 1.7 × 10–10 1.0 × 10–10 8.2 × 10–11 
Po-210 138 d F 0.200 7.4 × 10–6 0.100 4.8 × 10–6 2.2 × 10–6 1.3 × 10–6 7.7 × 10–7 6.1 × 10–7 
  M 0.200 1.5 × 10–5 0.100 1.1 × 10–5 6.7 × 10–6 4.6 × 10–6 4.0 × 10–6 3.3 × 10–6 
  S 0.020 1.8 × 10–5 0.010 1.4 × 10–5 8.6 × 10–6 5.9 × 10–6 5.1 × 10–6 4.3 × 10–6 
アスタチン           
At-207 1.80 h F 1.000 2.4 × 10–9 1.000 1.7 × 10–9 8.9 × 10–10 5.9 × 10–10 4.0 × 10–10 3.3 × 10–10 
  M 1.000 9.2 × 10–9 1.000 6.7 × 10–9 4.3 × 10–9 3.1 × 10–9 2.9 × 10–9 2.3 × 10–9 
At-211 7.21 h F 1.000 1.4 × 10–7 1.000 9.7 × 10–8 4.3 × 10–8 2.8 × 10–8 1.7 × 10–8 1.6 × 10–8 
  M 1.000 5.2 × 10–7 1.000 3.7 × 10–7 1.9 × 10–7 1.4 × 10–7 1.3 × 10–7 1.1 × 10–7 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

フランシウム           
Fr-222 0.240 h F 1.000 9.1 × 10–8 1.000 6.3 × 10–8 3.0 × 10–8 2.1 × 10–8 1.6 × 10–8 1.4 × 10–8 
Fr-223 0.363 h F 1.000 1.1 × 10–8 1.000 7.3 × 10–9 3.2 × 10–9 1.9 × 10–9 1.0 × 10–9 8.9 × 10–10 
ラジウム h           
Ra-223 11.4 d F 0.600 3.0 × 10–6 0.200 1.0 × 10–6 4.9 × 10–7 4.0 × 10–7 3.3 × 10–7 1.2 × 10–7 
  M 0.200 2.8 × 10–5 0.100 2.1 × 10–5 1.3 × 10–5 9.9 × 10–6 9.4 × 10–6 7.4 × 10–6 
  S 0.020 3.2 × 10–5 0.010 2.4 × 10–5 1.5 × 10–5 1.1 × 10–5 1.1 × 10–5 8.7 × 10–6 
Ra-224 3.66 d F 0.600 1.5 × 10–6 0.200 6.0 × 10–7 2.9 × 10–7 2.2 × 10–7 1.7 × 10–7 7.5 × 10–8 
  M 0.200 1.1 × 10–5 0.100 8.2 × 10–6 5.3 × 10–6 3.9 × 10–6 3.7 × 10–6 3.0 × 10–6 
  S 0.020 1.2 × 10–5 0.010 9.2 × 10–6 5.9 × 10–6 4.4 × 10–6 4.2 × 10–6 3.4 × 10–6 
Ra-225 14.8 d F 0.600 4.0 × 10–6 0.200 1.2 × 10–6 5.6 × 10–7 4.6 × 10–7 3.8 × 10–7 1.3 × 10–7 
  M 0.200 2.4 × 10–5 0.100 1.8 × 10–5 1.1 × 10–5 8.4 × 10–6 7.9 × 10–6 6.3 × 10–6 
  S 0.020 2.8 × 10–5 0.010 2.2 × 10–5 1.4 × 10–5 1.0 × 10–5 9.8 × 10–6 7.7 × 10–6 
Ra-226 1.60 × 103 a F 0.600 2.6 × 10–6 0.200 9.4 × 10–7 5.5 × 10–7 7.2 × 10–7 1.3 × 10–6 3.6 × 10–7 
  M 0.200 1.5 × 10–5 0.100 1.1 × 10–5 7.0 × 10–6 4.9 × 10–6 4.5 × 10–6 3.5 × 10–6 
  S 0.020 3.4 × 10–5 0.010 2.9 × 10–5 1.9 × 10–5 1.2 × 10–5 1.0 × 10–5 9.5 × 10–6 
Ra-227 0.703 h F 0.600 1.5 × 10–9 0.200 1.2 × 10–9 7.8 × 10–10 6.1 × 10–10 5.3 × 10–10 4.6 × 10–10 
  M 0.200 8.0 × 10–10 0.100 6.7 × 10–10 4.4 × 10–10 3.2 × 10–10 2.9 × 10–10 2.8 × 10–10 
  S 0.020 1.0 × 10–9 0.010 8.5 × 10–10 4.4 × 10–10 2.9 × 10–10 2.4 × 10–10 2.2 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Ra-228 5.75 a F 0.600 1.7 × 10–5 0.200 5.7 × 10–6 3.1 × 10–6 3.6 × 10–6 4.6 × 10–6 9.0 × 10–7 
  M 0.200 1.5 × 10–5 0.100 1.0 × 10–5 6.3 × 10–6 4.6 × 10–6 4.4 × 10–6 2.6 × 10–6 
  S 0.020 4.9 × 10–5 0.010 4.8 × 10–5 3.2 × 10–5 2.0 × 10–5 1.6 × 10–5 1.6 × 10–5 
アクチニウム           
Ac-224 2.90 h F 0.005 1.3 × 10–7 5.0 × 10–4 8.9 × 10–8 4.7 × 10–8 3.1 × 10–8 1.4 × 10–8 1.1 × 10–8 
  M 0.005 4.2 × 10–7 5.0 × 10–4 3.2 × 10–7 2.0 × 10–7 1.5 × 10–7 1.4 × 10–7 1.1 × 10–7 
  S 0.005 4.6 × 10–7 5.0 × 10–4 3.5 × 10–7 2.2 × 10–7 1.7 × 10–7 1.6 × 10–7 1.3 × 10–7 
Ac-225 10.0 d F 0.005 1.1 × 10–5 5.0 × 10–4 7.7 × 10–6 4.0 × 10–6 2.6 × 10–6 1.1 × 10–6 8.8 × 10–7 
  M 0.005 2.8 × 10–5 5.0 × 10–4 2.1 × 10–5 1.3 × 10–5 1.0 × 10–5 9.3 × 10–6 7.4 × 10–6 
  S 0.005 3.1 × 10–5 5.0 × 10–4 2.3 × 10–5 1.5 × 10–5 1.1 × 10–5 1.1 × 10–5 8.5 × 10–6 
Ac-226 1.21 d F 0.005 1.5 × 10–6 5.0 × 10–4 1.1 × 10–6 4.0 × 10–7 2.6 × 10–7 1.2 × 10–7 9.6 × 10–8 
  M 0.005 4.3 × 10–6 5.0 × 10–4 3.2 × 10–6 2.1 × 10–6 1.5 × 10–6 1.5 × 10–6 1.2 × 10–6 
  S 0.005 4.7 × 10–6 5.0 × 10–4 3.5 × 10–6 2.3 × 10–6 1.7 × 10–6 1.6 × 10–6 1.3 × 10–6 
Ac-227 21.8 a F 0.005 1.7 × 10–3 5.0 × 10–4 1.6 × 10–3 1.0 × 10–3 7.2 × 10–4 5.6 × 10–4 5.5 × 10–4 
  M 0.005 5.7 × 10–4 5.0 × 10–4 5.5 × 10–4 3.9 × 10–4 2.6 × 10–4 2.3 × 10–4 2.2 × 10–4 
  S 0.005 2.2 × 10–4 5.0 × 10–4 2.0 × 10–4 1.3 × 10–4 8.7 × 10–5 7.6 × 10–5 7.2 × 10–5 
Ac-228 6.13 h F 0.005 1.8 × 10–7 5.0 × 10–4 1.6 × 10–7 9.7 × 10–8 5.7 × 10–8 2.9 × 10–8 2.5 × 10–8 
  M 0.005 8.4 × 10–8 5.0 × 10–4 7.3 × 10–8 4.7 × 10–8 2.9 × 10–8 2.0 × 10–8 1.7 × 10–8 
  S 0.005 6.4 × 10–8 5.0 × 10–4 5.3 × 10–8 3.3 × 10–8 2.2 × 10–8 1.9 × 10–8 1.6 × 10–8 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

トリウム           
Th-226 0.515 h F 0.005 1.4 × 10–7 5.0 × 10–4 1.0 × 10–7 4.8 × 10–8 3.4 × 10–8 2.5 × 10–8 2.2 × 10–8 
  M 0.005 3.0 × 10–7 5.0 × 10–4 2.1 × 10–7 1.1 × 10–7 8.3 × 10–8 7.0 × 10–8 5.8 × 10–8 
  S 0.005 3.1 × 10–7 5.0 × 10–4 2.2 × 10–7 1.2 × 10–7 8.8 × 10–8 7.5 × 10–8 6.1 × 10–8 
Th-227 18.7 d F 0.005 8.4 × 10–6 5.0 × 10–4 5.2 × 10–6 2.6 × 10–6 1.6 × 10–6 1.0 × 10–6 6.7 × 10–7 
  M 0.005 3.2 × 10–5 5.0 × 10–4 2.5 × 10–5 1.6 × 10–5 1.1 × 10–5 1.1 × 10–5 8.5 × 10–6 
  S 0.005 3.9 × 10–5 5.0 × 10–4 3.0 × 10–5 1.9 × 10–5 1.4 × 10–5 1.3 × 10–5 1.0 × 10–5 
Th-228 1.91 a F 0.005 1.8 × 10–4 5.0 × 10–4 1.5 × 10–4 8.3 × 10–5 5.2 × 10–5 3.6 × 10–5 2.9 × 10–5 
  M 0.005 1.3 × 10–4 5.0 × 10–4 1.1 × 10–4 6.8 × 10–5 4.6 × 10–5 3.9 × 10–5 3.2 × 10–5 
  S 0.005 1.6 × 10–4 5.0 × 10–4 1.3 × 10–4 8.2 × 10–5 5.5 × 10–5 4.7 × 10–5 4.0 × 10–5 
Th-229 7.34 × 103 a F 0.005 5.4 × 10–4 5.0 × 10–4 5.1 × 10–4 3.6 × 10–4 2.9 × 10–4 2.4 × 10–4 2.4 × 10–4 
  M 0.005 2.3 × 10–4 5.0 × 10–4 2.1 × 10–4 1.6 × 10–4 1.2 × 10–4 1.1 × 10–4 1.1 × 10–4 
  S 0.005 2.1 × 10–4 5.0 × 10–4 1.9 × 10–4 1.3 × 10–4 8.7 × 10–5 7.6 × 10–5 7.1 × 10–5 
Th-230 7.70 × 104 a F 0.005 2.1 × 10–4 5.0 × 10–4 2.0 × 10–4 1.4 × 10–4 1.1 × 10–4 9.9 × 10–5 1.0 × 10–4 
  M 0.005 7.7 × 10–5 5.0 × 10–4 7.4 × 10–5 5.5 × 10–5 4.3 × 10–5 4.2 × 10–5 4.3 × 10–5 
  S 0.005 4.0 × 10–5 5.0 × 10–4 3.5 × 10–5 2.4 × 10–5 1.6 × 10–5 1.5 × 10–5 1.4 × 10–5 
Th-231 1.06 d F 0.005 1.1 × 10–9 5.0 × 10–4 7.2 × 10–10 2.6 × 10–10 1.6 × 10–10 9.2 × 10–11 7.8 × 10–11 
  M 0.005 2.2 × 10–9 5.0 × 10–4 1.6 × 10–9 8.0 × 10–10 4.8 × 10–10 3.8 × 10–10 3.1 × 10–10 
  S 0.005 2.4 × 10–9 5.0 × 10–4 1.7 × 10–9 7.6 × 10–10 5.2 × 10–10 4.1 × 10–10 3.3 × 10–10 
Th-232 1.40 × 1010 a F 0.005 2.3 × 10–4 5.0 × 10–4 2.2 × 10–4 1.6 × 10–4 1.3 × 10–4 1.2 × 10–4 1.1 × 10–4 
  M 0.005 8.3 × 10–5 5.0 × 10–4 8.1 × 10–5 6.3 × 10–5 5.0 × 10–5 4.7 × 10–5 4.5 × 10–5 
  S 0.005 5.4 × 10–5 5.0 × 10–4 5.0 × 10–5 3.7 × 10–5 2.6 × 10–5 2.5 × 10–5 2.5 × 10–5 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Th-234 24.1 d F 0.005 4.0 × 10–8 5.0 × 10–4 2.5 × 10–8 1.1 × 10–8 6.1 × 10–9 3.5 × 10–9 2.5 × 10–9 
  M 0.005 3.9 × 10–8 5.0 × 10–4 2.9 × 10–8 1.5 × 10–8 1.0 × 10–8 7.9 × 10–9 6.6 × 10–9 
  S 0.005 4.1 × 10–8 5.0 × 10–4 3.1 × 10–8 1.7 × 10–8 1.1 × 10–8 9.1 × 10–9 7.7 × 10–9 
プロトアクチニ

ウム 
          

Pa-227 0.638 h M 0.005 3.6 × 10–7 5.0 × 10–4 2.6 × 10–7 1.4 × 10–7 1.0 × 10–7 9.0 × 10–8 7.4 × 10–8 
  S 0.005 3.8 × 10–7 5.0 × 10–4 2.8 × 10–7 1.5 × 10–7 1.1 × 10–7 8.1 × 10–8 8.0 × 10–8 
Pa-228 22.0 h M 0.005 2.6 × 10–7 5.0 × 10–4 2.1 × 10–7 1.3 × 10–7 8.8 × 10–8 7.7 × 10–8 6.4 × 10–8 
  S 0.005 2.9 × 10–7 5.0 × 10–4 2.4 × 10–7 1.5 × 10–7 1.0 × 10–7 9.1 × 10–8 7.5 × 10–8 
Pa-230 17.4 d M 0.005 2.4 × 10–6 5.0 × 10–4 1.8 × 10–6 1.1 × 10–6 8.3 × 10–7 7.6 × 10–7 6.1 × 10–7 
  S 0.005 2.9 × 10–6 5.0 × 10–4 2.2 × 10–6 1.4 × 10–6 1.0 × 10–6 9.6 × 10–7 7.6 × 10–7 
Pa-231 3.27 × 104 a M 0.005 2.2 × 10–4 5.0 × 10–4 2.3 × 10–4 1.9 × 10–4 1.5 × 10–4 1.5 × 10–4 1.4 × 10–4 
  S 0.005 7.4 × 10–5 5.0 × 10–4 6.9 × 10–5 5.2 × 10–5 3.9 × 10–5 3.6 × 10–5 3.4 × 10–5 
Pa-232 1.31 d M 0.005 1.9 × 10–8 5.0 × 10–4 1.8 × 10–8 1.4 × 10–8 1.1 × 10–8 1.0 × 10–8 1.0 × 10–8 
  S 0.005 1.0 × 10–8 5.0 × 10–4 8.7 × 10–9 5.9 × 10–9 4.1 × 10–9 3.7 × 10–9 3.5 × 10–9 
Pa-233 27.0 d M 0.005 1.5 × 10–8 5.0 × 10–4 1.1 × 10–8 6.5 × 10–9 4.7 × 10–9 4.1 × 10–9 3.3 × 10–9 
  S 0.005 1.7 × 10–8 5.0 × 10–4 1.3 × 10–8 7.5 × 10–9 5.5 × 10–9 4.9 × 10–9 3.9 × 10–9 
Pa-234 6.70 h M 0.005 2.8 × 10–9 5.0 × 10–4 2.0 × 10–9 1.0 × 10–9 6.8 × 10–10 4.7 × 10–10 3.8 × 10–10 
  S 0.005 2.9 × 10–9 5.0 × 10–4 2.1 × 10–9 1.1 × 10–9 7.1 × 10–10 5.0 × 10–10 4.0 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

ウラン           
U-230 20.8 d F 0.040 3.2 × 10–6 0.020 1.5 × 10–6 7.2 × 10–7 5.4 × 10–7 4.1 × 10–7 3.8 × 10–7 
  M 0.040 4.9 × 10–5 0.020 3.7 × 10–5 2.4 × 10–5 1.8 × 10–5 1.7 × 10–5 1.3 × 10–5 
  S 0.020 5.8 × 10–5 0.002 4.4 × 10–5 2.8 × 10–5 2.1 × 10–5 2.0 × 10–5 1.6 × 10–5 
U-231 4.20 d F 0.040 8.9 × 10–10 0.020 6.2 × 10–10 3.1 × 10–10 1.4 × 10–10 1.0 × 10–10 6.2 × 10–11 
  M 0.040 2.4 × 10–9 0.020 1.7 × 10–9 9.4 × 10–10 5.5 × 10–10 4.6 × 10–10 3.8 × 10–10 
  S 0.020 2.6 × 10–9 0.002 1.9 × 10–9 9.0 × 10–10 6.1 × 10–10 4.9 × 10–10 4.0 × 10–10 
U-232 72.0 a F 0.040 1.6 × 10–5 0.020 1.0 × 10–5 6.9 × 10–6 6.8 × 10–6 7.5 × 10–6 4.0 × 10–6 
  M 0.040 3.0 × 10–5 0.020 2.4 × 10–5 1.6 × 10–5 1.1 × 10–5 1.0 × 10–5 7.8 × 10–6 
  S 0.020 1.0 × 10–4 0.002 9.7 × 10–5 6.6 × 10–5 4.3 × 10–5 3.8 × 10–5 3.7 × 10–5 
U-233 1.58 × 105 a F 0.040 2.2 × 10–6 0.020 1.4 × 10–6 9.4 × 10–7 8.4 × 10–7 8.6 × 10–7 5.8 × 10–7 
  M 0.040 1.5 × 10–5 0.020 1.1 × 10–5 7.2 × 10–6 4.9 × 10–6 4.3 × 10–6 3.6 × 10–6 
  S 0.020 3.4 × 10–5 0.002 3.0 × 10–5 1.9 × 10–5 1.2 × 10–5 1.1 × 10–5 9.6 × 10–6 
U-234 2.44 × 105 a F 0.040 2.1 × 10–6 0.020 1.4 × 10–6 9.0 × 10–7 8.0 × 10–7 8.2 × 10–7 5.6 × 10–7 
  M 0.040 1.5 × 10–5 0.020 1.1 × 10–5 7.0 × 10–6 4.8 × 10–6 4.2 × 10–6 3.5 × 10–6 
  S 0.020 3.3 × 10–5 0.002 2.9 × 10–5 1.9 × 10–5 1.2 × 10–5 1.0 × 10–5 9.4 × 10–6 
U-235 7.04 × 108 a F 0.040 2.0 × 10–6 0.020 1.3 × 10–6 8.5 × 10–7 7.5 × 10–7 7.7 × 10–7 5.2 × 10–7 
  M 0.040 1.3 × 10–5 0.020 1.0 × 10–5 6.3 × 10–6 4.3 × 10–6 3.7 × 10–6 3.1 × 10–6 
  S 0.020 3.0 × 10–5 0.002 2.6 × 10–5 1.7 × 10–5 1.1 × 10–5 9.2 × 10–6 8.5 × 10–6 
U-236 2.34 × 107 a F 0.040 2.0 × 10–6 0.020 1.3 × 10–6 8.5 × 10–7 7.5 × 10–7 7.8 × 10–7 5.3 × 10–7 
  M 0.040 1.4 × 10–5 0.020 1.0 × 10–5 6.5 × 10–6 4.5 × 10–6 3.9 × 10–6 3.2 × 10–6 
  S 0.020 3.1 × 10–5 0.002 2.7 × 10–5 1.8 × 10–5 1.1 × 10–5 9.5 × 10–6 8.7 × 10–6 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

U-237 6.75 d F 0.040 1.8 × 10–9 0.020 1.5 × 10–9 6.6 × 10–10 4.2 × 10–10 1.9 × 10–10 1.8 × 10–10 
  M 0.040 7.8 × 10–9 0.020 5.7 × 10–9 3.3 × 10–9 2.4 × 10–9 2.1 × 10–9 1.7 × 10–9 
  S 0.020 8.7 × 10–9 0.002 6.4 × 10–9 3.7 × 10–9 2.7 × 10–9 2.4 × 10–9 1.9 × 10–9 
U-238 4.47 × 109 a F 0.040 1.9 × 10–6 0.020 1.3 × 10–6 8.2 × 10–7 7.3 × 10–7 7.4 × 10–7 5.0 × 10–7 
  M 0.040 1.2 × 10–5 0.020 9.4 × 10–6 5.9 × 10–6 4.0 × 10–6 3.4 × 10–6 2.9 × 10–6 
  S 0.020 2.9 × 10–5 0.002 2.5 × 10–5 1.6 × 10–5 1.0 × 10–5 8.7 × 10–6 8.0 × 10–6 
U-239 0.392 h F 0.040 1.0 × 10–10 0.020 6.6 × 10–11 2.9 × 10–11 1.9 × 10–11 1.2 × 10–11 1.0 × 10–11 
  M 0.040 1.8 × 10–10 0.020 1.2 × 10–10 5.6 × 10–11 3.8 × 10–11 2.7 × 10–11 2.2 × 10–11 
  S 0.020 1.9 × 10–10 0.002 1.2 × 10–10 5.9 × 10–11 4.0 × 10–11 2.9 × 10–11 2.4 × 10–11 
U-240 14.1 h F 0.040 2.4 × 10–9 0.020 1.6 × 10–9 7.1 × 10–10 4.5 × 10–10 2.3 × 10–10 2.0 × 10–10 
  M 0.040 4.6 × 10–9 0.020 3.1 × 10–9 1.7 × 10–9 1.1 × 10–9 6.5 × 10–10 5.3 × 10–10 
  S 0.020 4.9 × 10–9 0.002 3.3 × 10–9 1.6 × 10–9 1.1 × 10–9 7.0 × 10–10 5.8 × 10–10 
ネプツニウム           
Np-232 0.245 h F 0.005 2.0 × 10–10 5.0 × 10–04 1.9 × 10–10 1.2 × 10–10 1.1 × 10–10 1.1 × 10–10 1.2 × 10–10 
  M 0.005 8.9 × 10–11 5.0 × 10–04 8.1 × 10–11 5.5 × 10–11 4.5 × 10–11 4.7 × 10–11 5.0 × 10–11 
  S 0.005 1.2 × 10–10 5.0 × 10–04 9.7 × 10–11 5.8 × 10–11 3.9 × 10–11 2.5 × 10–11 2.4 × 10–11 
Np-233 0.603 h F 0.005 1.1 × 10–11 5.0 × 10–04 8.7 × 10–12 4.2 × 10–12 2.5 × 10–12 1.4 × 10–12 1.1 × 10–12 
  M 0.005 1.5 × 10–11 5.0 × 10–04 1.1 × 10–11 5.5 × 10–12 3.3 × 10–12 2.1 × 10–12 1.6 × 10–12 
  S 0.005 1.5 × 10–11 5.0 × 10–04 1.2 × 10–11 5.7 × 10–12 3.4 × 10–12 2.1 × 10–12 1.7 × 10–12 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Np-234 4.40 d F 0.005 2.9 × 10–9 5.0 × 10–4 2.2 × 10–9 1.1 × 10–9 7.2 × 10–10 4.3 × 10–10 3.5 × 10–10 
  M 0.005 3.8 × 10–9 5.0 × 10–4 3.0 × 10–9 1.6 × 10–9 1.0 × 10–9 6.5 × 10–10 5.3 × 10–10 
  S 0.005 3.9 × 10–9 5.0 × 10–4 3.1 × 10–9 1.6 × 10–9 1.0 × 10–9 6.8 × 10–10 5.5 × 10–10 
Np-235 1.08 a F 0.005 4.2 × 10–9 5.0 × 10–4 3.5 × 10–9 1.9 × 10–9 1.1 × 10–9 7.5 × 10–10 6.3 × 10–10 
  M 0.005 2.3 × 10–9 5.0 × 10–4 1.9 × 10–9 1.1 × 10–9 6.8 × 10–10 5.1 × 10–10 4.2 × 10–10 
  S 0.005 2.6 × 10–9 5.0 × 10–4 2.2 × 10–9 1.3 × 10–9 8.3 × 10–10 6.3 × 10–10 5.2 × 10–10 
Np-236 1.15 × 105 a F 0.005 8.9 × 10–6 5.0 × 10–4 9.1 × 10–6 7.2 × 10–6 7.5 × 10–6 7.9 × 10–6 8.0 × 10–6 
  M 0.005 3.0 × 10–6 5.0 × 10–4 3.1 × 10–6 2.7 × 10–6 2.7 × 10–6 3.1 × 10–6 3.2 × 10–6 
  S 0.005 1.6 × 10–6 5.0 × 10–4 1.6 × 10–6 1.3 × 10–6 1.0 × 10–6 1.0 × 10–6 1.0 × 10–6 
Np-236m 22.5 h F 0.005 2.8 × 10–8 5.0 × 10–4 2.6 × 10–8 1.5 × 10–8 1.1 × 10–8 8.9 × 10–9 9.0 × 10–9 
  M 0.005 1.6 × 10–8 5.0 × 10–4 1.4 × 10–8 8.9 × 10–9 6.2 × 10–9 5.6 × 10–9 5.3 × 10–9 
  S 0.005 1.6 × 10–8 5.0 × 10–4 1.3 × 10–8 8.5 × 10–9 5.7 × 10–9 4.8 × 10–9 4.2 × 10–9 
Np-237 2.14 × 106 a F 0.005 9.8 × 10–5 5.0 × 10–4 9.3 × 10–5 6.0 × 10–5 5.0 × 10–5 4.7 × 10–5 5.0 × 10–5 
  M 0.005 4.4 × 10–5 5.0 × 10–4 4.0 × 10–5 2.8 × 10–5 2.2 × 10–5 2.2 × 10–5 2.3 × 10–5 
  S 0.005 3.7 × 10–5 5.0 × 10–4 3.2 × 10–5 2.1 × 10–5 1.4 × 10–5 1.3 × 10–5 1.2 × 10–5 
Np-238 2.12 d F 0.005 9.0 × 10–9 5.0 × 10–4 7.9 × 10–9 4.8 × 10–9 3.7 × 10–9 3.3 × 10–9 3.5 × 10–9 
  M 0.005 7.3 × 10–9 5.0 × 10–4 5.8 × 10–9 3.4 × 10–9 2.5 × 10–9 2.2 × 10–9 2.1 × 10–9 
  S 0.005 8.1 × 10–9 5.0 × 10–4 6.2 × 10–9 3.2 × 10–9 2.1 × 10–9 1.7 × 10–9 1.5 × 10–9 
Np-239 2.36 d F 0.005 2.6 × 10–9 5.0 × 10–4 1.4 × 10–9 6.3 × 10–10 3.8 × 10–10 2.1 × 10–10 1.7 × 10–10 
  M 0.005 5.9 × 10–9 5.0 × 10–4 4.2 × 10–9 2.0 × 10–9 1.4 × 10–9 1.2 × 10–9 9.3 × 10–10 
  S 0.005 5.6 × 10–9 5.0 × 10–4 4.0 × 10–9 2.2 × 10–9 1.6 × 10–9 1.3 × 10–9 1.0 × 10–9 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Np-240 1.08 h F 0.005 3.6 × 10–10 5.0 × 10–4 2.6 × 10–10 1.2 × 10–10 7.7 × 10–11 4.7 × 10–11 4.0 × 10–11 
  M 0.005 6.3 × 10–10 5.0 × 10–4 4.4 × 10–10 2.2 × 10–10 1.4 × 10–10 1.0 × 10–10 8.5 × 10–11 
  S 0.005 6.5 × 10–10 5.0 × 10–4 4.6 × 10–10 2.3 × 10–10 1.5 × 10–10 1.1 × 10–10 9.0 × 10–11 
プルトニウム           
Pu-234 8.80 h F 0.005 3.0 × 10–8 5.0 × 10–4 2.0 × 10–8 9.8 × 10–9 5.7 × 10–9 3.6 × 10–9 3.0 × 10–9 
  M 0.005 7.8 × 10–8 5.0 × 10–4 5.9 × 10–8 3.7 × 10–8 2.8 × 10–8 2.6 × 10–8 2.1 × 10–8 
  S 1.0 × 10–4 8.7 × 10–8 1.0 × 10–5 6.6 × 10–8 4.2 × 10–8 3.1 × 10–8 3.0 × 10–8 2.4 × 10–8 
Pu-235 0.422 h F 0.005 1.0 × 10–11 5.0 × 10–4 7.9 × 10–12 3.9 × 10–12 2.2 × 10–12 1.3 × 10–12 1.0 × 10–12 
  M 0.005 1.3 × 10–11 5.0 × 10–4 1.0 × 10–11 5.0 × 10–12 2.9 × 10–12 1.9 × 10–12 1.4 × 10–12 
  S 1.0 × 10–4 1.3 × 10–11 1.0 × 10–5 1.0 × 10–11 5.1 × 10–12 3.0 × 10–12 1.9 × 10–12 1.5 × 10–12 
Pu-236m＊ 2.85 a F 0.005 1.0 × 10–4 5.0 × 10–4 9.5 × 10–5 6.1 × 10–5 4.4 × 10–5 3.7 × 10–5 4.0 × 10–5 
  M 0.005 4.8 × 10–5 5.0 × 10–4 4.3 × 10–5 2.9 × 10–5 2.1 × 10–5 1.9 × 10–5 2.0 × 10–5 
  S 1.0 × 10–4 3.6 × 10–5 1.0 × 10–5 3.1 × 10–5 2.0 × 10–5 1.4 × 10–5 1.2 × 10–5 1.0 × 10–5 
Pu-237 45.3 d F 0.005 2.2 × 10–9 5.0 × 10–4 1.6 × 10–9 7.9 × 10–10 4.8 × 10–10 2.9 × 10–10 2.6 × 10–10 
  M 0.005 1.9 × 10–9 5.0 × 10–4 1.4 × 10–9 8.2 × 10–10 5.4 × 10–10 4.3 × 10–10 3.5 × 10–10 
  S 1.0 × 10–4 2.0 × 10–9 1.0 × 10–5 1.5 × 10–9 8.8 × 10–10 5.9 × 10–10 4.8 × 10–10 3.9 × 10–10 
Pu-238 87.7 a F 0.005 2.0 × 10–4 5.0 × 10–4 1.9 × 10–4 1.4 × 10–4 1.1 × 10–4 1.0 × 10–4 1.1 × 10–4 
  M 0.005 7.8 × 10–5 5.0 × 10–4 7.4 × 10–5 5.6 × 10–5 4.4 × 10–5 4.3 × 10–5 4.6 × 10–5 
  S 1.0 × 10–4 4.5 × 10–5 1.0 × 10–5 4.0 × 10–5 2.7 × 10–5 1.9 × 10–5 1.7 × 10–5 1.6 × 10–5 

  

 
＊ 訳注）他の表などから Pu-236 の誤り。 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Pu-239 2.41 × 104 a F 0.005 2.1 × 10–4 5.0 × 10–4 2.0 × 10–4 1.5 × 10–4 1.2 × 10–4 1.1 × 10–4 1.2 × 10–4 
  M 0.005 8.0 × 10–5 5.0 × 10–4 7.7 × 10–5 6.0 × 10–5 4.8 × 10–5 4.7 × 10–5 5.0 × 10–5 
  S 1.0 × 10–4 4.3 × 10–5 1.0 × 10–5 3.9 × 10–5 2.7 × 10–5 1.9 × 10–5 1.7 × 10–5 1.6 × 10–5 
Pu-240 6.54 × 103 a F 0.005 2.1 × 10–4 5.0 × 10–4 2.0 × 10–4 1.5 × 10–4 1.2 × 10–4 1.1 × 10–4 1.2 × 10–4 
  M 0.005 8.0 × 10–5 5.0 × 10–4 7.7 × 10–5 6.0 × 10–5 4.8 × 10–5 4.7 × 10–5 5.0 × 10–5 
  S 1.0 × 10–4 4.3 × 10–5 1.0 × 10–5 3.9 × 10–5 2.7 × 10–5 1.9 × 10–5 1.7 × 10–5 1.6 × 10–5 
Pu-241 14.4 a F 0.005 2.8 × 10–6 5.0 × 10–4 2.9 × 10–6 2.6 × 10–6 2.4 × 10–6 2.2 × 10–6 2.3 × 10–6 
  M 0.005 9.1 × 10–7 5.0 × 10–4 9.7 × 10–7 9.2 × 10–7 8.3 × 10–7 8.6 × 10–7 9.0 × 10–7 
  S 1.0 × 10–4 2.2 × 10–7 1.0 × 10–5 2.3 × 10–7 2.0 × 10–7 1.7 × 10–7 1.7 × 10–7 1.7 × 10–7 
Pu-242 3.76 × 105 a F 0.005 2.0 × 10–4 5.0 × 10–4 1.9 × 10–4 1.4 × 10–4 1.2 × 10–4 1.1 × 10–4 1.1 × 10–4 
  M 0.005 7.6 × 10–5 5.0 × 10–4 7.3 × 10–5 5.7 × 10–5 4.5 × 10–5 4.5 × 10–5 4.8 × 10–5 
  S 1.0 × 10–4 4.0 × 10–5 1.0 × 10–5 3.6 × 10–5 2.5 × 10–5 1.7 × 10–5 1.6 × 10–5 1.5 × 10–5 
Pu-243 4.95 h F 0.005 2.7 × 10–10 5.0 × 10–4 1.9 × 10–10 8.8 × 10–11 5.7 × 10–11 3.5 × 10–11 3.2 × 10–11 
  M 0.005 5.6 × 10–10 5.0 × 10–4 3.9 × 10–10 1.9 × 10–10 1.3 × 10–10 8.7 × 10–11 8.3 × 10–11 
  S 1.0 × 10–4 6.0 × 10–10 1.0 × 10–5 4.1 × 10–10 2.0 × 10–10 1.4 × 10–10 9.2 × 10–11 8.6 × 10–11 
Pu-244 8.26 × 107 a F 0.005 2.0 × 10–4 5.0 × 10–4 1.9 × 10–4 1.4 × 10–4 1.2 × 10–4 1.1 × 10–4 1.1 × 10–4 
  M 0.005 7.4 × 10–5 5.0 × 10–4 7.2 × 10–5 5.6 × 10–5 4.5 × 10–5 4.4 × 10–5 4.7 × 10–5 
  S 1.0 × 10–4 3.9 × 10–5 1.0 × 10–5 3.5 × 10–5 2.4 × 10–5 1.7 × 10–5 1.5 × 10–5 1.5 × 10–5 
Pu-245 10.5 h F 0.005 1.8 × 10–9 5.0 × 10–4 1.3 × 10–9 5.6 × 10–10 3.5 × 10–10 1.9 × 10–10 1.6 × 10–10 
  M 0.005 3.6 × 10–9 5.0 × 10–4 2.5 × 10–9 1.2 × 10–9 8.0 × 10–10 5.0 × 10–10 4.0 × 10–10 
  S 1.0 × 10–4 3.8 × 10–9 1.0 × 10–5 2.6 × 10–9 1.3 × 10–9 8.5 × 10–10 5.4 × 10–10 4.3 × 10–10 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Pu-246 10.9 d F 0.005 2.0 × 10–8 5.0 × 10–4 1.4 × 10–8 7.0 × 10–9 4.4 × 10–9 2.8 × 10–9 2.5 × 10–9 
  M 0.005 3.5 × 10–8 5.0 × 10–4 2.6 × 10–8 1.5 × 10–8 1.1 × 10–8 9.1 × 10–9 7.4 × 10–9 
  S 1.0 × 10–4 3.8 × 10–8 1.0 × 10–5 2.8 × 10–8 1.6 × 10–8 1.2 × 10–8 1.0 × 10–8 8.0 × 10–9 
アメリシウム           
Am-237 1.22 h F 0.005 9.8 × 10–11 5.0 × 10–4 7.3 × 10–11 3.5 × 10–11 2.2 × 10–11 1.3 × 10–11 1.1 × 10–11 
  M 0.005 1.7 × 10–10 5.0 × 10–4 1.2 × 10–10 6.2 × 10–11 4.1 × 10–11 3.0 × 10–11 2.5 × 10–11 
  S 0.005 1.7 × 10–10 5.0 × 10–4 1.3 × 10–10 6.5 × 10–11 4.3 × 10–11 3.2 × 10–11 2.6 × 10–11 
Am-238 1.63 h F 0.005 4.1 × 10–10 5.0 × 10–4 3.8 × 10–10 2.5 × 10–10 2.0 × 10–10 1.8 × 10–10 1.9 × 10–10 
  M 0.005 3.1 × 10–10 5.0 × 10–4 2.6 × 10–10 1.3 × 10–10 9.6 × 10–11 8.8 × 10–11 9.0 × 10–11 
  S 0.005 2.7 × 10–10 5.0 × 10–4 2.2 × 10–10 1.3 × 10–10 8.2 × 10–11 6.1 × 10–11 5.4 × 10–11 
Am-239 11.9 h F 0.005 8.1 × 10–10 5.0 × 10–4 5.8 × 10–10 2.6 × 10–10 1.6 × 10–10 9.1 × 10–11 7.6 × 10–11 
  M 0.005 1.5 × 10–9 5.0 × 10–4 1.1 × 10–9 5.6 × 10–10 3.7 × 10–10 2.7 × 10–10 2.2 × 10–10 
  S 0.005 1.6 × 10–9 5.0 × 10–4 1.1 × 10–9 5.9 × 10–10 4.0 × 10–10 2.5 × 10–10 2.4 × 10–10 
Am-240 2.12 d F 0.005 2.0 × 10–9 5.0 × 10–4 1.7 × 10–9 8.8 × 10–10 5.7 × 10–10 3.6 × 10–10 2.3 × 10–10 
  M 0.005 2.9 × 10–9 5.0 × 10–4 2.2 × 10–9 1.2 × 10–9 7.7 × 10–10 5.3 × 10–10 4.3 × 10–10 
  S 0.005 3.0 × 10–9 5.0 × 10–4 2.3 × 10–9 1.2 × 10–9 7.8 × 10–10 5.3 × 10–10 4.3 × 10–10 
Am-241 4.32 × 102 a F 0.005 1.8 × 10–4 5.0 × 10–4 1.8 × 10–4 1.2 × 10–4 1.0 × 10–4 9.2 × 10–5 9.6 × 10–5 
  M 0.005 7.3 × 10–5 5.0 × 10–4 6.9 × 10–5 5.1 × 10–5 4.0 × 10–5 4.0 × 10–5 4.2 × 10–5 
  S 0.005 4.6 × 10–5 5.0 × 10–4 4.0 × 10–5 2.7 × 10–5 1.9 × 10–5 1.7 × 10–5 1.6 × 10–5 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Am-242 16.0 h F 0.005 9.2 × 10–8 5.0 × 10–4 7.1 × 10–8 3.5 × 10–8 2.1 × 10–8 1.4 × 10–8 1.1 × 10–8 
  M 0.005 7.6 × 10–8 5.0 × 10–4 5.9 × 10–8 3.6 × 10–8 2.4 × 10–8 2.1 × 10–8 1.7 × 10–8 
  S 0.005 8.0 × 10–8 5.0 × 10–4 6.2 × 10–8 3.9 × 10–8 2.7 × 10–8 2.4 × 10–8 2.0 × 10–8 
Am-242m 1.52 × 102 a F 0.005 1.6 × 10–4 5.0 × 10–4 1.5 × 10–4 1.1 × 10–4 9.4 × 10–5 8.8 × 10–5 9.2 × 10–5 
  M 0.005 5.2 × 10–5 5.0 × 10–4 5.3 × 10–5 4.1 × 10–5 3.4 × 10–5 3.5 × 10–5 3.7 × 10–5 
  S 0.005 2.5 × 10–5 5.0 × 10–4 2.4 × 10–5 1.7 × 10–5 1.2 × 10–5 1.1 × 10–5 1.1 × 10–5 
Am-243 7.38 × 103 a F 0.005 1.8 × 10–4 5.0 × 10–4 1.7 × 10–4 1.2 × 10–4 1.0 × 10–4 9.1 × 10–5 9.6 × 10–5 
  M 0.005 7.2 × 10–5 5.0 × 10–4 6.8 × 10–5 5.0 × 10–5 4.0 × 10–5 4.0 × 10–5 4.1 × 10–5 
  S 0.005 4.4 × 10–5 5.0 × 10–4 3.9 × 10–5 2.6 × 10–5 1.8 × 10–5 1.6 × 10–5 1.5 × 10–5 
Am-244 10.1 h F 0.005 1.0 × 10–8 5.0 × 10–4 9.2 × 10–9 5.6 × 10–9 4.1 × 10–9 3.5 × 10–9 3.7 × 10–9 
  M 0.005 6.0 × 10–9 5.0 × 10–4 5.0 × 10–9 3.2 × 10–9 2.2 × 10–9 2.0 × 10–9 2.0 × 10–9 
  S 0.005 6.1 × 10–9 5.0 × 10–4 4.8 × 10–9 2.4 × 10–9 1.6 × 10–9 1.4 × 10–9 1.2 × 10–9 
Am-244m 0.433 h F 0.005 4.6 × 10–10 5.0 × 10–4 4.0 × 10–10 2.4 × 10–10 1.8 × 10–10 1.5 × 10–10 1.6 × 10–10 
  M 0.005 3.3 × 10–10 5.0 × 10–4 2.1 × 10–10 1.3 × 10–10 9.2 × 10–11 8.3 × 10–11 8.4 × 10–11 
  S 0.005 3.0 × 10–10 5.0 × 10–4 2.2 × 10–10 1.2 × 10–10 8.1 × 10–11 5.5 × 10–11 5.7 × 10–11 
Am-245 2.05 h F 0.005 2.1 × 10–10 5.0 × 10–4 1.4 × 10–10 6.2 × 10–11 4.0 × 10–11 2.4 × 10–11 2.1 × 10–11 
  M 0.005 3.9 × 10–10 5.0 × 10–4 2.6 × 10–10 1.3 × 10–10 8.7 × 10–11 6.4 × 10–11 5.3 × 10–11 
  S 0.005 4.1 × 10–10 5.0 × 10–4 2.8 × 10–10 1.3 × 10–10 9.2 × 10–11 6.8 × 10–11 5.6 × 10–11 
Am-246 0.650 h F 0.005 3.0 × 10–10 5.0 × 10–4 2.0 × 10–10 9.3 × 10–11 6.1 × 10–11 3.8 × 10–11 3.3 × 10–11 
  M 0.005 5.0 × 10–10 5.0 × 10–4 3.4 × 10–10 1.6 × 10–10 1.1 × 10–10 7.9 × 10–11 6.6 × 10–11 
  S 0.005 5.3 × 10–10 5.0 × 10–4 3.6 × 10–10 1.7 × 10–10 1.2 × 10–10 8.3 × 10–11 6.9 × 10–11 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Am-246m 0.417 h F 0.005 1.3 × 10–10 5.0 × 10–4 8.9 × 10–11 4.2 × 10–11 2.6 × 10–11 1.6 × 10–11 1.4 × 10–11 
  M 0.005 1.9 × 10–10 5.0 × 10–4 1.3 × 10–10 6.1 × 10–11 4.0 × 10–11 2.6 × 10–11 2.2 × 10–11 
  S 0.005 2.0 × 10–10 5.0 × 10–4 1.4 × 10–10 6.4 × 10–11 4.1 × 10–11 2.7 × 10–11 2.3 × 10–11 
キュリウム           
Cm-238 2.40 h F 0.005 7.7 × 10–9 5.0 × 10–4 5.4 × 10–9 2.6 × 10–9 1.8 × 10–9 9.2 × 10–10 7.8 × 10–10 
  M 0.005 2.1 × 10–8 5.0 × 10–4 1.5 × 10–8 7.9 × 10–9 5.9 × 10–9 5.6 × 10–9 4.5 × 10–9 
  S 0.005 2.2 × 10–8 5.0 × 10–4 1.6 × 10–8 8.6 × 10–9 6.4 × 10–9 6.1 × 10–9 4.9 × 10–9 
Cm-240 27.0 d F 0.005 8.3 × 10–6 5.0 × 10–4 6.3 × 10–6 3.2 × 10–6 2.0 × 10–6 1.5 × 10–6 1.3 × 10–6 
  M 0.005 1.2 × 10–5 5.0 × 10–4 9.1 × 10–6 5.8 × 10–6 4.2 × 10–6 3.8 × 10–6 3.2 × 10–6 
  S 0.005 1.3 × 10–5 5.0 × 10–4 9.9 × 10–6 6.4 × 10–6 4.6 × 10–6 4.3 × 10–6 3.5 × 10–6 
Cm-241 32.8 d F 0.005 1.1 × 10–7 5.0 × 10–4 8.9 × 10–8 4.9 × 10–8 3.5 × 10–8 2.8 × 10–8 2.7 × 10–8 
  M 0.005 1.3 × 10–7 5.0 × 10–4 1.0 × 10–7 6.6 × 10–8 4.8 × 10–8 4.4 × 10–8 3.7 × 10–8 
  S 0.005 1.4 × 10–7 5.0 × 10–4 1.1 × 10–7 6.9 × 10–8 4.9 × 10–8 4.5 × 10–8 3.7 × 10–8 
Cm-242 163 d F 0.005 2.7 × 10–5 5.0 × 10–4 2.1 × 10–5 1.0 × 10–5 6.1 × 10–6 4.0 × 10–6 3.3 × 10–6 
  M 0.005 2.2 × 10–5 5.0 × 10–4 1.8 × 10–5 1.1 × 10–5 7.3 × 10–6 6.4 × 10–6 5.2 × 10–6 
  S 0.005 2.4 × 10–5 5.0 × 10–4 1.9 × 10–5 1.2 × 10–5 8.2 × 10–6 7.3 × 10–6 5.9 × 10– 6 
Cm-243 28.5 a F 0.005 1.6 × 10–4 5.0 × 10–4 1.5 × 10–4 9.5 × 10–5 7.3 × 10–5 6.5 × 10–5 6.9 × 10–5 
  M 0.005 6.7 × 10–5 5.0 × 10–4 6.1 × 10–5 4.2 × 10–5 3.1 × 10–5 3.0 × 10–5 3.1 × 10–5 
  S 0.005 4.6 × 10–5 5.0 × 10–4 4.0 × 10–5 2.6 × 10–5 1.8 × 10–5 1.6 × 10–5 1.5 × 10–5 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Cm-244 18.1 a F 0.005 1.5 × 10–4 5.0 × 10–4 1.3 × 10–4 8.3 × 10–5 6.1 × 10–5 5.3 × 10–5 5.7 × 10–5 
  M 0.005 6.2 × 10–5 5.0 × 10–4 5.7 × 10–5 3.7 × 10–5 2.7 × 10–5 2.6 × 10–5 2.7 × 10–5 
  S 0.005 4.4 × 10–5 5.0 × 10–4 3.8 × 10–5 2.5 × 10–5 1.7 × 10–5 1.5 × 10–5 1.3 × 10–5 
Cm-245 8.50 × 103 a F 0.005 1.9 × 10–4 5.0 × 10–4 1.8 × 10–4 1.2 × 10–4 1.0 × 10–4 9.4 × 10–5 9.9 × 10–5 
  M 0.005 7.3 × 10–5 5.0 × 10–4 6.9 × 10–5 5.1 × 10–5 4.1 × 10–5 4.1 × 10–5 4.2 × 10–5 
  S 0.005 4.5 × 10–5 5.0 × 10–4 4.0 × 10–5 2.7 × 10–5 1.9 × 10–5 1.7 × 10–5 1.6 × 10–5 
Cm-246 4.73 × 103 a F 0.005 1.9 × 10–4 5.0 × 10–4 1.8 × 10–4 1.2 × 10–4 1.0 × 10–4 9.4 × 10–5 9.8 × 10–5 
  M 0.005 7.3 × 10–5 5.0 × 10–4 6.9 × 10–5 5.1 × 10–5 4.1 × 10–5 4.1 × 10–5 4.2 × 10–5 
  S 0.005 4.6 × 10–5 5.0 × 10–4 4.0 × 10–5 2.7 × 10–5 1.9 × 10–5 1.7 × 10–5 1.6 × 10–5 
Cm-247 1.56 × 107 a F 0.005 1.7 × 10–4 5.0 × 10–4 1.6 × 10–4 1.1 × 10–4 9.4 × 10–5 8.6 × 10–5 9.0 × 10–5 
  M 0.005 6.7 × 10–5 5.0 × 10–4 6.3 × 10–5 4.7 × 10–5 3.7 × 10–5 3.7 × 10–5 3.9 × 10–5 
  S 0.005 4.1 × 10–5 5.0 × 10–4 3.6 × 10–5 2.4 × 10–5 1.7 × 10–5 1.5 × 10–5 1.4 × 10–5 
Cm-248 3.39 × 105 a F 0.005 6.8 × 10–4 5.0 × 10–4 6.5 × 10–4 4.5 × 10–4 3.7 × 10–4 3.4 × 10–4 3.6 × 10–4 
  M 0.005 2.5 × 10–4 5.0 × 10–4 2.4 × 10–4 1.8 × 10–4 1.4 × 10–4 1.4 × 10–4 1.5 × 10–4 
  S 0.005 1.4 × 10–4 5.0 × 10–4 1.2 × 10–4 8.2 × 10–5 5.6 × 10–5 5.0 × 10–5 4.8 × 10–5 
Cm-249 1.07 h F 0.005 1.8 × 10–10 5.0 × 10–4 9.8 × 10–11 5.9 × 10–11 4.6 × 10–11 4.0 × 10–11 4.0 × 10–11 
  M 0.005 2.4 × 10–10 5.0 × 10–4 1.6 × 10–10 8.2 × 10–11 5.8 × 10–11 3.7 × 10–11 3.3 × 10–11 
  S 0.005 2.4 × 10–10 5.0 × 10–4 1.6 × 10–10 7.8 × 10–11 5.3 × 10–11 3.9 × 10–11 3.3 × 10–11 
Cm-250 6.90 × 103 a F 0.005 3.9 × 10–3 5.0 × 10–4 3.7 × 10–3 2.6 × 10–3 2.1 × 10–3 2.0 × 10–3 2.1 × 10–3 
  M 0.005 1.4 × 10–3 5.0 × 10–4 1.3 × 10–3 9.9 × 10–4 7.9 × 10–4 7.9 × 10–4 8.4 × 10–4 
  S 0.005 7.2 × 10–4 5.0 × 10–4 6.5 × 10–4 4.4 × 10–4 3.0 × 10–4 2.7 × 10–4 2.6 × 10–4 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

バークリウム           
Bk-245 4.94 d M 0.005 8.8 × 10–9 5.0 × 10–4 6.6 × 10–9 4.0 × 10–9 2.9 × 10–9 2.6 × 10–9 2.1 × 10–9 
Bk-246 1.83 d M 0.005 2.1 × 10–9 5.0 × 10–4 1.7 × 10–9 9.3 × 10–10 6.0 × 10–10 4.0 × 10–10 3.3 × 10–10 
Bk-247 1.38 × 103 a M 0.005 1.5 × 10–4 5.0 × 10–4 1.5 × 10–4 1.1 × 10–4 7.9 × 10–5 7.2 × 10–5 6.9 × 10–5 
Bk-249 320 d M 0.005 3.3 × 10–7 5.0 × 10–4 3.3 × 10–7 2.4 × 10–7 1.8 × 10–7 1.6 × 10–7 1.6 × 10–7 
Bk-250 3.22 h M 0.005 3.4 × 10–9 5.0 × 10–4 3.1 × 10–9 2.0 × 10–9 1.3 × 10–9 1.1 × 10–9 1.0 × 10–9 
カリホルニウム           
Cf-244 0.323 h M 0.005 7.6 × 10–8 5.0 × 10–4 5.4 × 10–8 2.8 × 10–8 2.0 × 10–8 1.6 × 10–8 1.4 × 10–8 
Cf-246 1.49 d M 0.005 1.7 × 10–6 5.0 × 10–4 1.3 × 10–6 8.3 × 10–7 6.1 × 10–7 5.7 × 10–7 4.5 × 10–7 
Cf-248 334 d M 0.005 3.8 × 10–5 5.0 × 10–4 3.2 × 10–5 2.1 × 10–5 1.4 × 10–5 1.0 × 10–5 8.8 × 10–6 
Cf-249 3.50 × 102 a M 0.005 1.6 × 10–4 5.0 × 10–4 1.5 × 10–4 1.1 × 10–4 8.0 × 10–5 7.2 × 10–5 7.0 × 10–5 
Cf-250 13.1 a M 0.005 1.1 × 10–4 5.0 × 10–4 9.8 × 10–5 6.6 × 10–5 4.2 × 10–5 3.5 × 10–5 3.4 × 10–5 
Cf-251 8.98 × 102 a M 0.005 1.6 × 10–4 5.0 × 10–4 1.5 × 10–4 1.1 × 10–4 8.1 × 10–5 7.3 × 10–5 7.1 × 10–5 
Cf-252 2.64 a M 0.005 9.7 × 10–5 5.0 × 10–4 8.7 × 10–5 5.6 × 10–5 3.2 × 10–5 2.2 × 10–5 2.0 × 10–5 
Cf-253 17.8 d M 0.005 5.4 × 10–6 5.0 × 10–4 4.2 × 10–6 2.6 × 10–6 1.9 × 10–6 1.7 × 10–6 1.3 × 10–6 
Cf-254 60.5 d M 0.005 2.5 × 10–4 5.0 × 10–4 1.9 × 10–4 1.1 × 10–4 7.0 × 10–5 4.8 × 10–5 4.1 × 10–5 
アインスタイニ

ウム 
          

Es-250 2.10 h M 0.005 2.0 × 10–9 5.0 × 10–4 1.8 × 10–9 1.2 × 10–9 7.8 × 10–10 6.4 × 10–10 6.3 × 10–10 
Es-251 1.38 d M 0.005 7.9 × 10–9 5.0 × 10–4 6.0 × 10–9 3.9 × 10–9 2.8 × 10–9 2.6 × 10–9 2.1 × 10–9 
Es-253 20.5 d M 0.005 1.1 × 10–5 5.0 × 10–4 8.0 × 10–6 5.1 × 10–6 3.7 × 10–6 3.4 × 10–6 2.7 × 10–6 
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表 III.2E. 公衆の構成員：吸入による単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量（続き） 

放射性核種 a 
物理的 
半減期 

年齢 ≤ 1 a g > 1 a 
の f1 

年齢 1–2 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 
タイプ f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) 

Es-254 276 d M 0.005 3.7 × 10–5 5.0 × 10–4 3.1 × 10–5 2.0 × 10–5 1.3 × 10–5 1.0 × 10–5 8.6 × 10–6 
Es-254m 1.64 d M 0.005 1.7 × 10–6 5.0 × 10–4 1.3 × 10–6 8.4 × 10–7 6.3 × 10–7 5.9 × 10–7 4.7 × 10–7 
フェルミウム           
Fm-252 22.7 h M 0.005 1.2 × 10–6 5.0 × 10–4 9.0 × 10–7 5.8 × 10–7 4.3 × 10–7 4.0 × 10–7 3.2 × 10–7 
Fm-253 3.00 d M 0.005 1.5 × 10–6 5.0 × 10–4 1.2 × 10–6 7.3 × 10–7 5.4 × 10–7 5.0 × 10–7 4.0 × 10–7 
Fm-254 3.24 h M 0.005 3.2 × 10–7 5.0 × 10–4 2.3 × 10–7 1.3 × 10–7 9.8 × 10–8 7.6 × 10–8 6.1 × 10–8 
Fm-255 20.1 h M 0.005 1.2 × 10–6 5.0 × 10–4 7.3 × 10–7 4.7 × 10–7 3.5 × 10–7 3.4 × 10–7 2.7 × 10–7 
Fm-257 101 d M 0.005 3.3 × 10–5 5.0 × 10–4 2.6 × 10–5 1.6 × 10–5 1.1 × 10–5 8.8 × 10–6 7.1 × 10–6 
メンデレビウム           
Md-257 5.20 h M 0.005 1.0 × 10–7 5.0 × 10–4 8.2 × 10–8 5.1 × 10–8 3.6 × 10–8 3.1 × 10–8 2.5 × 10–8 
Md-258 55.0 d M 0.005 2.4 × 10–5 5.0 × 10–4 1.9 × 10–5 1.2 × 10–5 8.6 × 10–6 7.3 × 10–6 5.9 × 10–6 

a m 及び m’は、放射性核種の準安定状態を意味している。準安定状態 m’は、準安定状態 m よりも高いエネルギーである。 

b タイプ F の 1～15 歳のカルシウムについての f1 値は 0.4。 

c タイプ F の 1～15 歳の鉄についての f1 値は 0.2。 

d タイプ F の 1～15 歳のコバルトについての f1 値は 0.3。 

e タイプ F の 1～15 歳のストロンチウムについての f1 値は 0.4。 

f タイプ F の 1～15 歳のバリウムについての f1 値は 0.3。 

g タイプ F の 1～15 歳の鉛についての f1 値は 0.4。 

h タイプ F の 1～15 歳のラジウムについての f1 値は 0.3。 

注：タイプ F、M 及び S は、それぞれ肺からの吸収が速い、中程度及び遅いという意味を表す。f1：消化管移行係数；e(g)：年齢層別の単位取込量当たりの実効線

量。 
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表 III.2F. エアロゾル微粒子による又はガス及び蒸気による公衆の構成員の被ばくについ

て、吸入による単位取込量当たりの預託実効線量を計算するために用いる肺吸収タイプ 

元素 吸収のタイプ a 
体内動態モデルと吸収のタイプの 
詳細を記した ICRP 刊行物の番号 

水素 F, Mb, S, G Publications 56 [31], 67 [32] 及び 71 [33] 

ベリリウム M, S Publication 30, Part 3 [34] 

炭素 F, Mb, S, G Publications 56 [31], 67 [32] 及び 71 [33] 

フッ素 F, M, S Publication 30, Part 2 [34] 

ナトリウム F Publication 30, Part 2 [34] 

マグネシウム F, M Publication 30, Part 3 [34] 

アルミニウム F, M Publication 30, Part 3 [34] 

ケイ素 F, M, S Publication 30, Part 3 [34] 

リン F, M Publication 30, Part 1 [34] 

硫黄 F, Mb, S, G Publications 67 [32] 及び 71 [33] 

塩素 F, M Publication 30, Part 2 [34] 

カリウム F Publication 30, Part 2 [34] 

カルシウム F, M, S Publication 71 [33] 

スカンジウム S Publication 30, Part 3 [34] 

チタン F, M, S Publication 30, Part 3 [34] 

バナジウム F, M Publication 30, Part 3 [34] 

クロム F, M, S Publication 30, Part 2 [34] 

マンガン F, M Publication 30, Part 1 [34] 

鉄 F, Mb, S Publications 69 [35] 及び 71 [33] 

コバルト F, Mb, S Publications 67 [32] 及び 71 [33] 

ニッケル F, Mb, S, G Publications 67 [32] 及び 71 [33] 

銅 F, M, S Publication 30, Part 2 [34] 

亜鉛 F, Mb, S Publications 67 [32] 及び 71 [33] 

ガリウム F, M Publication 30, Part 3 [34] 
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表 III.2F. エアロゾル微粒子による又はガス及び蒸気による公衆の構成員の被ばくについ

て、吸入による単位取込量当たりの預託実効線量を計算するために用いる肺吸収タイプ（続

き） 

元素 吸収のタイプ a 
体内動態モデルと吸収のタイプの 
詳細を記した ICRP 刊行物の番号 

ゲルマニウム F, M Publication 30, Part 3 [34] 

ヒ素 M Publication 30, Part 3 [34] 

セレン Fb, M, S Publications 69 [35] 及び 71 [33] 

臭素 F, M Publication 30, Part 2 [34] 

ルビジウム F Publication 30, Part 2 [34] 

ストロンチウム F, Mb, S Publications 67 [32] 及び 71 [33] 

イットリウム M, S Publication 30, Part 2 [34] 

ジルコニウム F, Mb, S Publications 56 [31], 67 [32] 及び 71 [33] 

ニオブ F, Mb, S Publications 56 [31], 67 [32] 及び 71 [33] 

モリブデン F, Mb, S Publications 67 [32] 及び 71 [33] 

テクネチウム F, Mb, S Publications 67 [32] 及び 71 [33] 

ルテニウム F, Mb, S, G Publications 56 [31], 67 [32] 及び 71 [33] 

ロジウム F, M, S Publication 30, Part 2 [34] 

パラジウム F, M, S Publication 30, Part 3 [34] 

銀 F, Mb, S Publications 67 [32] 及び 71 [33] 

カドミウム F, M, S Publication 30, Part 2 [34] 

インジウム F, M Publication 30, Part 2 [34] 

スズ F, M Publication 30, Part 3 [34] 

アンチモン F, Mb, S Publications 69 [35] 及び 71 [33] 

テルル F, Mb, S, G Publications 67 [32] 及び 71 [33] 

ヨウ素 Fb, M, S, G Publications 56 [31], 67 [32] 及び 71 [33] 

セシウム Fb, M, S Publications 56 [31], 67 [32] 及び 71 [33] 

バリウム F, Mb, S Publications 67 [32] 及び 71 [33] 

ランタン F, M Publication 30, Part 3 [34] 
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表 III.2F. エアロゾル微粒子による又はガス及び蒸気による公衆の構成員の被ばくについ

て、吸入による単位取込量当たりの預託実効線量を計算するために用いる肺吸収タイプ（続

き） 

元素 吸収のタイプ a 
体内動態モデルと吸収のタイプの 
詳細を記した ICRP 刊行物の番号 

セリウム F, Mb, S Publications 56 [31], 67 [32] 及び 71 [33] 

プラセオジム M, S Publication 30, Part 3 [34] 

ネオジム M, S Publication 30, Part 3 [34] 

プロメチウム M, S Publication 30, Part 3 [34] 

サマリウム M Publication 30, Part 3 [34] 

ユーロピウム M Publication 30, Part 3 [34] 

ガドリニウム F, M Publication 30, Part 3 [34] 

テルビウム M Publication 30, Part 3 [34] 

ジスプロシウム M Publication 30, Part 3 [34] 

ホルミウム M Publication 30, Part 3 [34] 

エルビウム M Publication 30, Part 3 [34] 

ツリウム M Publication 30, Part 3 [34] 

イッテルビウム M, S Publication 30, Part 3 [34] 

ルテチウム M, S Publication 30, Part 3 [34] 

ハフニウム F, M Publication 30, Part 3 [34] 

タンタル M, S Publication 30, Part 3 [34] 

タングステン F Publication 30, Part 3 [34] 

レニウム F, M Publication 30, Part 2 [34] 

オスミウム F, M, S Publication 30, Part 2 [34] 

イリジウム F, M, S Publication 30, Part 2 [34] 

白金 F Publication 30, Part 3 [34] 

金 F, M, S Publication 30, Part 2 [34] 

水銀 F, M, G Publication 30, Part 2 [34] 

タリウム F Publication 30, Part 3 [34] 
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表 III.2F. エアロゾル微粒子による又はガス及び蒸気による公衆の構成員の被ばくについ

て、吸入による単位取込量当たりの預託実効線量を計算するために用いる肺吸収タイプ（続

き） 

元素 吸収のタイプ a 
体内動態モデルと吸収のタイプの 
詳細を記した ICRP 刊行物の番号 

鉛 F, Mb, S, G Publications 67 [32] 及び 71 [33] 

ビスマス F, M Publication 30, Part 2 [34] 

ポロニウム F, Mb, S, G Publications 67 [32] 及び 71 [33] 

アスタチン F, M Publication 30, Part 3 [34] 

フランシウム F Publication 30, Part 3 [34] 

ラジウム F, Mb, S Publications 67 [32] 及び 71 [33] 

アクチニウム F, M, S Publication 30, Part 3 [34] 

トリウム F, M, Sb Publications 69 [35] 及び 71 [33] 

プロトアクチニウム M, S Publication 30, Part 3 [34] 

ウラン F, Mb, S Publications 69 [35] 及び 71 [33] 

ネプツニウム F, Mb, S Publications 67 [32] 及び 71 [33] 

プルトニウム F, Mb, S Publications 67 [32] 及び 71 [33] 

アメリシウム F, Mb, S Publications 67 [32] 及び 71 [33] 

キュリウム F, Mb, S Publication 71 [33] 

バークリウム M Publication 30, Part 4 [34] 

カリホルニウム M Publication 30, Part 4 [34] 

アインスタイニウム M Publication 30, Part 4 [34] 

フェルミウム M Publication 30, Part 4 [34] 

メンデレビウム M Publication 30, Part 4 [34] 
a 微粒子について：F：速い；M：中程度；S：遅い；G：ガス及び蒸気。 

b 特別な情報が利用可能でない場合に、エアロゾル微粒子について推奨されるデフォルト吸収タイプ

（ICRP Publication No. 71 [31]を参照）。 
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表 III.2G. 吸入：可溶性又は反応性の放射性のガス及び蒸気の単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq) 

放射性核種 
物理的 
半減期 

吸収 a 
沈着 

% 
年齢 ≤ 1 a g > 1 a 

の f1 
年齢 ≤ 1 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 

f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g)b 
トリチウム水 
 

12.3 a V 100 1.000 6.4 × 10–11 1.000 4.8 × 10–11 3.1 × 10–11 2.3 × 10–11 1.8 × 10–11 1.8 × 10–11 

有機結合水素 
 

12.3 a V 0.01 1.000 6.4 × 10–15 1.000 4.8 × 10–15 3.1 × 10–15 2.3 × 10–15 1.8 × 10–15 1.8 × 10–15 

[3H]メタン 
 

12.3 a V 1 1.000 6.4 × 10–13 1.000 4.8 × 10–13 3.1 × 10–13 2.3 × 10–13 1.8 × 10–13 1.8 × 10–13 

有機結合 
トリチウム 

12.3 a V 100 1.000 1.1 × 10–10 1.000 1.1 × 10–10 7.0 × 10–11 5.5 × 10–11 4.1 × 10–11 4.1 × 10–11 

炭素-11 
蒸気 

0.340 h V 100 1.000 2.8 × 10–11 1.000 1.8 × 10–11 9.7 × 10–12 6.1 × 10–12 3.8 × 10–12 3.2 × 10–12 

[11C]二酸化炭素 
 

0.340 h V 100 1.000 1.8 × 10–11 1.000 1.2 × 10–11 6.5 × 10–12 4.1 × 10–12 2.5 × 10–12 2.2 × 10–12 

[11C]一酸化炭素 
 

0.340 h V 40 1.000 1.0 × 10–11 1.000 6.7 × 10–12 3.5 × 10–12 2.2 × 10–12 1.4 × 10–12 1.2 × 10–12 

炭素-14 
蒸気 

5.73 × 103 a V 100 1.000 1.3 × 10–9 1.000 1.6 × 10–9 9.7 × 10–10 7.9 × 10–10 5.7 × 10–10 5.8 × 10–10 

[14C]二酸化炭素 
 

5.73 × 103 a V 100 1.000 1.9 × 10–11 1.000 1.9 × 10–11 1.1 × 10–11 8.9 × 10–12 6.3 × 10–12 6.2 × 10–12 

[14C]一酸化炭素 
 

5.73 × 103 a V 40 1.000 9.1 × 10–12 1.000 5.7 × 10–12 2.8 × 10–12 1.7 × 10–12 9.9 × 10–13 8.0 × 10–13 

[35S]二硫化炭素 
 

87.4 d F 100 1.000 6.9 × 10–9 0.800 4.8 × 10–9 2.4 × 10–9 1.4 × 10–9 8.6 × 10–10 7.0 × 10–10 
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表 III.2G. 吸入：可溶性又は反応性の放射性のガス及び蒸気の単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 
物理的 
半減期 

吸収 a 
沈着 

% 
年齢 ≤ 1 a g > 1 a 

の f1 
年齢 ≤ 1 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 

f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g)b 
[35S]二酸化硫黄 
 

87.4 d F 85 1.000 9.4 × 10–10 0.800 6.6 × 10–10 3.4 × 10–10 2.1 × 10–10 1.3 × 10–10 1.1 × 10–10 

[56Ni]ニッケル 
カルボニル 

6.10 d c 100 1.000 6.8 × 10–9 1.000 5.2 × 10–9 3.2 × 10–9 2.1 × 10–9 1.4 × 10–9 1.2 × 10–9 

[57Ni]ニッケル 
カルボニル 

1.50 d c 100 1.000 3.1 × 10–9 1.000 2.3 × 10–9 1.4 × 10–9 9.2 × 10–10 6.5 × 10–10 5.6 × 10–10 

[59Ni]ニッケル 
カルボニル 

7.50 × 104 a c 100 1.000 4.0 × 10–9 1.000 3.3 × 10–9 2.0 × 10–9 1.3 × 10–9 9.1 × 10–10 8.3 × 10–10 

[63Ni]ニッケル 
カルボニル 

96.0 a c 100 1.000 9.5 × 10–9 1.000 8.0 × 10–9 4.8 × 10–9 3.0 × 10–9 2.2 × 10–9 2.0 × 10–9 

[65Ni]ニッケル 
カルボニル 

2.52 h c 100 1.000 2.0 × 10–9 1.000 1.4 × 10–9 8.1 × 10–10 5.6 × 10–10 4.0 × 10–10 3.6 × 10–10 

[66Ni]ニッケル 
カルボニル 

2.27 d c 100 1.000 1.0 × 10–8 1.000 7.1 × 10–9 4.0 × 10–9 2.7 × 10–9 1.8 × 10–9 1.6 × 10–9 

[94Ru]四酸化 
ルテニウム 

0.863 h F 100 0.100 5.5 × 10–10 0.050 3.5 × 10–10 1.8 × 10–10 1.1 × 10–10 7.0 × 10–11 5.6 × 10–11 

[97Ru]四酸化 
ルテニウム 

2.90 d F 100 0.100 8.7 × 10–10 0.050 6.2 × 10–10 3.4 × 10–10 2.2 × 10–10 1.4 × 10–10 1.2 × 10–10 

[103Ru]四酸化 
ルテニウム 

39.3 d F 100 0.100 9.0 × 10–9 0.050 6.2 × 10–9 3.3 × 10–9 2.1 × 10–9 1.3 × 10–9 1.1 × 10–9 
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表 III.2G. 吸入：可溶性又は反応性の放射性のガス及び蒸気の単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 
物理的 
半減期 

吸収 a 
沈着 

% 
年齢 ≤ 1 a g > 1 a 

の f1 
年齢 ≤ 1 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 

f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g)b 
[105Ru]四酸化 
ルテニウム 

4.44 h F 100 0.100 1.6 × 10–9 0.050 1.0 × 10–9 5.3 × 10–10 3.2 × 10–10 2.2 × 10–10 1.8 × 10–10 

[106Ru]四酸化 
ルテニウム 

1.01 a F 100 0.100 1.6 × 10–7 0.050 1.1 × 10–7 6.1 × 10–8 3.7 × 10–8 2.2 × 10–8 1.8 × 10–8 

テルル-116 
蒸気 

2.49 h F 100 0.600 5.9 × 10–10 0.300 4.4 × 10–10 2.5 × 10–10 1.6 × 10–10 1.1 × 10–10 8.7 × 10–11 

テルル-121 
蒸気 

17.0 d F 100 0.600 3.0 × 10–9 0.300 2.4 × 10–9 1.4 × 10–9 9.6 × 10–10 6.7 × 10–10 5.1 × 10–10 

テルル-121m 
蒸気 

154 d F 100 0.600 3.5 × 10–8 0.300 2.7 × 10–8 1.6 × 10–8 9.8 × 10–9 6.6 × 10–9 5.5 × 10–9 

テルル-123 
蒸気 

1.00 × 1013 a F 100 0.600 2.8 × 10–8 0.300 2.5 × 10–8 1.9 × 10–8 1.5 × 10–8 1.3 × 10–8 1.2 × 10–8 

テルル-123m 
蒸気 

120 d F 100 0.600 2.5 × 10–8 0.300 1.8 × 10–8 1.0 × 10–8 5.7 × 10–9 3.5 × 10–9 2.9 × 10–9 

テルル-125m 
蒸気 

58.0 d F 100 0.600 1.5 × 10–8 0.300 1.1 × 10–8 5.9 × 10–9 3.2 × 10–9 1.9 × 10–9 1.5 × 10–9 

テルル-127 
蒸気 

9.35 h F 100 0.600 6.1 × 10–10 0.300 4.4 × 10–10 2.3 × 10–10 1.4 × 10–10 9.2 × 10–11 7.7 × 10–11 

テルル-127m 
蒸気 

109 d F 100 0.600 5.3 × 10–8 0.300 3.7 × 10–8 1.9 × 10–8 1.0 × 10–8 6.1 × 10–9 4.6 × 10–9 
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表 III.2G. 吸入：可溶性又は反応性の放射性のガス及び蒸気の単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 
物理的 
半減期 

吸収 a 
沈着 

% 
年齢 ≤ 1 a g > 1 a 

の f1 
年齢 ≤ 1 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 

f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g)b 
テルル-129 
蒸気 

1.16 h F 100 0.600 2.5 × 10–10 0.300 1.7 × 10–10 9.4 × 10–11 6.2 × 10–11 4.3 × 10–11 3.7 × 10–11 

テルル-129m 
蒸気 

33.6 d F 100 0.600 4.8 × 10–8 0.300 3.2 × 10–8 1.6 × 10–8 8.5 × 10–9 5.1 × 10–9 3.7 × 10–9 

テルル-131 
蒸気 

0.417 h F 100 0.600 5.1 × 10–10 0.300 4.5 × 10–10 2.6 × 10–10 1.4 × 10–10 9.5 × 10–11 6.8 × 10–11 

テルル-131m 
蒸気 

1.25 d F 100 0.600 2.1 × 10–8 0.300 1.9 × 10–8 1.1 × 10–8 5.6 × 10–9 3.7 × 10–9 2.4 × 10–9 

テルル-132 
蒸気 

3.26 d F 100 0.600 5.4 × 10–8 0.300 4.5 × 10–8 2.4 × 10–8 1.2 × 10–8 7.6 × 10–9 5.1 × 10–9 

テルル-133 
蒸気 

0.207 h F 100 0.600 5.5 × 10–10 0.300 4.7 × 10–10 2.5 × 10–10 1.2 × 10–10 8.1 × 10–11 5.6 × 10–11 

テルル-133m 
蒸気 

0.923 h F 100 0.600 2.3 × 10–9 0.300 2.0 × 10–9 1.1 × 10–9 5.0 × 10–10 3.3 × 10–10 2.2 × 10–10 

テルル-134 
蒸気 

0.696 h F 100 0.600 6.8 × 10–10 0.300 5.5 × 10–10 3.0 × 10–10 1.6 × 10–10 1.1 × 10–10 8.4 × 10–11 

単体ヨウ素-120 
 

1.35 h V 100 1.000 3.0 × 10–9 1.000 2.4 × 10–9 1.3 × 10–9 6.4 × 10–10 4.3 × 10–10 3.0 × 10–1 

単体ヨウ素-120m 
 

0.883 h V 100 1.000 1.5 × 10–9 1.000 1.2 × 10–9 6.4 × 10–10 3.4 × 10–10 2.3 × 10–10 1.8 × 10–10 
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表 III.2G. 吸入：可溶性又は反応性の放射性のガス及び蒸気の単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 
物理的 
半減期 

吸収 a 
沈着 

% 
年齢 ≤ 1 a g > 1 a 

の f1 
年齢 ≤ 1 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 

f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g)b 
単体ヨウ素-121 
 

2.12 h V 100 1.000 5.7 × 10–10 1.000 5.1 × 10–10 3.0 × 10–10 1.7 × 10–10 1.2 × 10–10 8.6 × 10–11 

単体ヨウ素-123 
 

13.2 h V 100 1.000 2.1 × 10–9 1.000 1.8 × 10–9 1.0 × 10–9 4.7 × 10–10 3.2 × 10–10 2.1 × 10–10 

単体ヨウ素-124 
 

4.18 d V 100 1.000 1.1 × 10–7 1.000 1.0 × 10–7 5.8 × 10–8 2.8 × 10–8 1.8 × 10–8 1.2 × 10–8 

単体ヨウ素-125 
 

60.1 d V 100 1.000 4.7 × 10–8 1.000 5.2 × 10–8 3.7 × 10–8 2.8 × 10–8 2.0 × 10–8 1.4 × 10–8 

単体ヨウ素-126 
 

13.0 d V 100 1.000 1.9 × 10–7 1.000 1.9 × 10–7 1.1 × 10–7 6.2 × 10–8 4.1 × 10–8 2.6 × 10–8 

単体ヨウ素-128 
 

0.416 h V 100 1.000 4.2 × 10–10 1.000 2.8 × 10–10 1.6 × 10–10 1.0 × 10–10 7.5 × 10–11 6.5 × 10–11 

単体ヨウ素-129 
 

1.57 × 107 a V 100 1.000 1.7 × 10–7 1.000 2.0 × 10–7 1.6 × 10–7 1.7 × 10–7 1.3 × 10–7 9.6 × 10–8 

単体ヨウ素-130 
 

12.4 h V 100 1.000 1.9 × 10–8 1.000 1.7 × 10–8 9.2 × 10–9 4.3 × 10–9 2.8 × 10–9 1.9 × 10–9 

単体ヨウ素-131 
 

8.04 d V 100 1.000 1.7 × 10–7 1.000 1.6 × 10–7 9.4 × 10–8 4.8 × 10–8 3.1 × 10–8 2.0 × 10–8 

単体ヨウ素-132 
 

2.30 h V 100 1.000 2.8 × 10–9 1.000 2.3 × 10–9 1.3 × 10–9 6.4 × 10–10 4.3 × 10–10 3.1 × 10–10 
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表 III.2G. 吸入：可溶性又は反応性の放射性のガス及び蒸気の単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 
物理的 
半減期 

吸収 a 
沈着 

% 
年齢 ≤ 1 a g > 1 a 

の f1 
年齢 ≤ 1 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 

f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g)b 
単体ヨウ素-132m 1.39 h V 100 1.000 2.4 × 10–9 1.000 2.1 × 10–9 1.1 × 10–9 5.6 × 10–10 3.8 × 10–10 2.7 × 10–10 

単体ヨウ素-133 20.8 h V 100 1.000 4.5 × 10–8 1.000 4.1 × 10–8 2.1 × 10–8 9.7 × 10–9 6.3 × 10–9 4.0 × 10–9 

単体ヨウ素-134 0.876 h V 100 1.000 8.7 × 10–10 1.000 6.9 × 10–10 3.9 × 10–10 2.2 × 10–10 1.6 × 10–10 1.5 × 10–10 

単体ヨウ素-135 6.61 h V 100 1.000 9.7 × 10–9 1.000 8.5 × 10–9 4.5 × 10–9 2.1 × 10–9 1.4 × 10–9 9.2 × 10–10 

[120I]ヨウ化メチル 1.35 h V 70 1.000 2.3 × 10–9 1.000 1.9 × 10–9 1.0 × 10–9 4.8 × 10–10 3.1 × 10–10 2.0 × 10–10 

[120mI]ヨウ化メチル 0.883 h V 70 1.000 1.0 × 10–9 1.000 8.7 × 10–10 4.6 × 10–10 2.2 × 10–10 1.5 × 10–10 1.0 × 10–10 

[121I]ヨウ化メチル 2.12 h V 70 1.000 4.2 × 10–10 1.000 3.8 × 10–10 2.2 × 10–10 1.2 × 10–10 8.3 × 10–11 5.6 × 10–11 

[123I]ヨウ化メチル 13.2 h V 70 1.000 1.6 × 10–9 1.000 1.4 × 10–9 7.7 × 10–10 3.6 × 10–10 2.4 × 10–10 1.5 × 10–10 

[124I]ヨウ化メチル 4.18 d V 70 1.000 8.5 × 10–8 1.000 8.0 × 10–8 4.5 × 10–8 2.2 × 10–8 1.4 × 10–8 9.2 × 10–9 

[125I]ヨウ化メチル 60.1 d V 70 1.000 3.7 × 10–8 1.000 4.0 × 10–8 2.9 × 10–8 2.2 × 10–8 1.6 × 10–8 1.1 × 10–8 

[126I]ヨウ化メチル 13.0 d V 70 1.000 1.5 × 10–7 1.000 1.5 × 10–7 9.0 × 10–8 4.8 × 10–8 3.2 × 10–8 2.0 × 10–8 

[128I]ヨウ化メチル 0.416 h V 70 1.000 1.5 × 10–10 1.000 1.2 × 10–10 6.3 × 10–11 3.0 × 10–11 1.9 × 10–11 1.3 × 10–11 

[129I]ヨウ化メチル 1.57 × 107 a V 70 1.000 1.3 × 10–7 1.000 1.5 × 10–7 1.2 × 10–7 1.3 × 10–7 9.9 × 10–8 7.4 × 10–8 
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表 III.2G. 吸入：可溶性又は反応性の放射性のガス及び蒸気の単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 
物理的 
半減期 

吸収 a 
沈着 

% 
年齢 ≤ 1 a g > 1 a 

の f1 
年齢 ≤ 1 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 

f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g)b 
[130I]ヨウ化メチル 12.4 h V 70 1.000 1.5 × 10–8 1.000 1.3 × 10–8 7.2 × 10–9 3.3 × 10–9 2.2 × 10–9 1.4 × 10–9 

[131I]ヨウ化メチル 8.04 d V 70 1.000 1.3 × 10–7 1.000 1.3 × 10–7 7.4 × 10–8 3.7 × 10–8 2.4 × 10–8 1.5 × 10–8 

[132I]ヨウ化メチル 2.30 h V 70 1.000 2.0 × 10–9 1.000 1.8 × 10–9 9.5 × 10–10 4.4 × 10–10 2.9 × 10–10 1.9 × 10–10 

[132mI]ヨウ化メチル 1.39 h V 70 1.000 1.8 × 10–9 1.000 1.6 × 10–9 8.3 × 10–10 3.9 × 10–10 2.5 × 10–10 1.6 × 10–10 

[133I]ヨウ化メチル 20.8 h V 70 1.000 3.5 × 10–8 1.000 3.2 × 10–8 1.7 × 10–8 7.6 × 10–9 4.9 × 10–9 3.1 × 10–9 

[134I]ヨウ化メチル 0.876 h V 70 1.000 5.1 × 10–10 1.000 4.3 × 10–10 2.3 × 10–10 1.1 × 10–10 7.4 × 10–11 5.0 × 10–11 

[135I]ヨウ化メチル 6.61 h V 70 1.000 7.5 × 10–9 1.000 6.7 × 10–9 3.5 × 10–9 1.6 × 10–9 1.1 × 10–9 6.8 × 10–10 

水銀-193 
蒸気 

3.50 h d 70 1.000 4.2 × 10–9 1.000 3.4 × 10–9 2.2 × 10–9 1.6 × 10–9 1.2 × 10–9 1.1 × 10–9 

水銀-193m 
蒸気 

11.1 h d 70 1.000 1.2 × 10–8 1.000 9.4 × 10–9 6.1 × 10–9 4.5 × 10–9 3.4 × 10–9 3.1 × 10–9 

水銀-194 
蒸気 

2.60 × 102 a d 70 1.000 9.4 × 10–8 1.000 8.3 × 10–8 6.2 × 10–8 5.0 × 10–8 4.3 × 10–8 4.0 × 10–8 

水銀-195 
蒸気 

9.90 h d 70 1.000 5.3 × 10–9 1.000 4.3 × 10–9 2.8 × 10–9 2.1 × 10–9 1.6 × 10–9 1.4 × 10–9 

水銀-195m 
蒸気 

1.73 d d 70 1.000 3.0 × 10–8 1.000 2.5 × 10–8 1.6 × 10–8 1.2 × 10–8 8.8 × 10–9 8.2 × 10–9 
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表 III.2G. 吸入：可溶性又は反応性の放射性のガス及び蒸気の単位取込量 e(g)当たりの預託実効線量(Sv/Bq)（続き） 

放射性核種 
物理的 
半減期 

吸収 a 
沈着 

% 
年齢 ≤ 1 a g > 1 a 

の f1 
年齢 ≤ 1 a 2–7 a 7–12 a 12–17 a >17 a 

f1 e(g) e(g) e(g) e(g) e(g) e(g)b 
水銀-197 
蒸気 

2.67 d d 70 1.000 1.6 × 10–8 1.000 1.3 × 10–8 8.4 × 10–9 6.3 × 10–9 4.7 × 10–9 4.4 × 10–9 

水銀-197m 
蒸気 

23.8 h d 70 1.000 2.1 × 10–8 1.000 1.7 × 10–8 1.1 × 10–8 8.2 × 10–9 6.2 × 10–9 5.8 × 10–9 

水銀-199m 
蒸気 

0.710 h d 70 1.000 6.5 × 10–10 1.000 5.3 × 10–10 3.4 × 10–10 2.5 × 10–10 1.9 × 10–10 1.8 × 10–10 

水銀-203 
蒸気 

46.6 d d 70 1.000 3.0 × 10–8 1.000 2.3 × 10–8 1.5 × 10–8 1.0 × 10–8 7.7 × 10–9 7.0 × 10–9 

a F：速い；V：物質は、完全にそして即座に体液に移行されるため取り出されている。 

b 作業者及び公衆の成人構成員のいずれにも適用できる。 

c 沈着：30 %：10 %：20 %：40 %（大腸上部：気管支：細気管支：肺胞間質性）；0.1 d 半減期保持時間（参考文献[36]参照）。 

d 沈着：10 %：20 %：40 %（気管支：細気管支：肺胞間質性）；1.7 d 半減期保持時間（参考文献[36]参照）。 
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表 III.2H. 不活性ガスによる成人 aに対する被ばくについての実効線量率 

放射性核種 物理的半減期 
単位積分空気中濃度あたりの実効線量率 

(Sv · d–1/Bq · m–3)a 
アルゴン   
Ar-37 35.0 d 4.1 × 10–15 
Ar-39 269 a 1.1 × 10–11 
Ar-41 1.83 h 5.3 × 10–9 
クリプトン   
Kr-74 0.192 h 4.5 × 10–9 
Kr-76 14.8 h 1.6 × 10–9 
Kr-77 1.245 h 3.9 × 10–9 
Kr-79 1.46 d 9.7 × 10–10 
Kr-81 2.10 × 105 a 2.1 × 10–11 
Kr-83m 1.83 h 2.1 × 10–13 
Kr-85 10.7 a 2.2 × 10–11 
Kr-85m 4.48 h 5.9 × 10–10 
Kr-87 1.27 h 3.4 × 10–9 
Kr-88 2.84 h 8.4 × 10–9 
キセノン   
Xe-120 0.667 h 1.5 × 10–9 
Xe-121 0.668 h 7.5 × 10–9 
Xe-122 20.1 h 1.9 × 10–10 
Xe-123 2.08 h 2.4 × 10–9 
Xe-125 17.0 h 9.3 × 10–10 
Xe-127 36.4 d 9.7 × 10–10 
Xe-129m 8.0 d 8.1 × 10–11 
Xe-131m 11.9 d 3.2 × 10–11 
Xe-133 5.24 d 1.2 × 10–10 
Xe-133m 2.19 d 1.1 × 10–10 
Xe-135 9.10 h 9.6 × 10–10 
Xe-135m 0.255 h 1.6 × 10–9 
Xe-138 0.237 h 4.7 × 10–9 

a 作業者及び公衆の成人構成員のいずれにも適用できる。 
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付則 IV 
 

緊急事態への備えと対応に使用する判断基準 
 
IV.1. 表 IV.1 は、重篤な確定的影響を回避又は最小化するため、いかなる状況下において

も、その実施が期待される防護措置及び他の対応措置に対する短期間に受ける線量の包括

的判断基準を示す。 
 
IV.2. 表 IV.2 は、緊急時作業者の被ばくを制限するためのガイダンス値を示す。 
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表 IV.1. 重篤な確定的影響を回避又は最小化するため、いかなる状況下においても、その

実施が期待される防護措置及び他の対応措置に対する短期間に受ける線量の包括的判断基

準 
急性外部被ばく（10 時間未満） 
AD 赤色骨髄

a：1 Gy 
AD 胎児：0.1 Gy 
AD 組織

b：0.5 cm で 25 Gy 
AD 皮膚

c：100 cm2まで 10 Gy 

この線量が予想される場合： 
— 線量を包括的判断基準未満に維持する

ために、速やかに予防的緊急防護措置

（いかに困難な条件下であっても）を

講ずる。 
— 公衆に情報と警報を提供する。 
— 緊急除染を行う。 

取込みによる急性内部被ばく 
（Δ = 30 日間）d 
AD(Δ)赤色骨髄：原子番号 Z ≥ 90e の放射性核

種の場合 0.2 Gy 
原子番号 Z ≤ 89e の放射性核

種の場合 2 Gy 
AD(Δ)甲状腺：2 Gy 
AD(Δ)肺 g：30 Gy 
AD(Δ)結腸：20 Gy 
AD(Δ’)胎児

h：0.1 Gy 

 
 
この線量を受けた場合： 
— 速やかな医療検査、相談及び指示され

た医療措置を施す。 
— 汚染制御を行う。 
— （適用可能なら）速やかな体内除染 fを

行う。 
— 長期の医学的フォローアップのための

登録を行う。 
— 包括的な心理カウンセリングを提供す

る。 

a AD 赤色骨髄は、強透過性放射線の均一場での被ばくによる、体内組織又は臓器（例えば、赤色骨髄、肺、

小腸、生殖腺、甲状腺）及び眼の水晶体への、生物学的効果比（RBE）で加重した平均吸収線量を表

している。 

b 放射性線源（例えば、手又はポケットに入れて運ばれる放射線源）との密接な接触により、体表下の

組織において、深さ 0.5 cm で面積 100 cm2 にもたらされる線量。 

c この線量は、100 cm2 の真皮（表面下深さ 40 mg/cm2（又は 0.4 mm）での皮膚構造）に対するもので

ある。 

d AD(Δ)は、取込み（I05）により期間 Δ にもたらされる RBE 加重吸収線量であり、被ばくした個人の

5 %に重篤な確定的影響を及ぼすであろう。この線量は、参考文献[29]の付録 I に記載されているよう

に計算される。 

e この 2 つのグループの放射性核種に特有の取込みしきい値での被ばくによる RBE 加重吸収線量の大

幅な違いを考慮するために、異なる包括的判断基準が採用されている。 
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f 体内除染は、体内に取り込まれた放射性核種を化学的又は生物学的薬剤によって促進して人体から排

出する方法による生物学的プロセスの措置である。体内除染に対する包括的判断基準は、体内除染の

ない予測線量に基づいている。 

g これらの包括的判断基準の目的において、「肺」とは、呼吸気道の肺胞－間質領域を意味する。 

h この特殊な場合、「Δ’」は胚及び胎児の子宮内発育の期間を意味する。 

 
 
表 IV.2. 緊急時作業者の被ばくを制限するためのガイダンス値 

任務 ガイダンス値 a 

救命活動 

Hp(10)b < 500 mSv 
他者への期待される便益が緊急時作業者自

身の健康リスクを明らかに上回る状況や、

自発的緊急時作業者がその活動を実行し、

健康リスクを理解し受け入れる状況におい

ては、この値を超えることがある。 

重篤な確定的影響を防止するための活動及

び人と環境に著しい影響を及ぼし得る壊滅

的状態の進展を防止する活動 
Hp(10) < 500 mSv 

大規模集団線量を回避するための活動 Hp(10) < 100 mSv 
a この値は、強透過性放射線の外部被ばくからの線量にのみ適用する。弱透過性放射線の外部被ばくか

らの線量と取込み又は皮膚汚染による線量は、あらゆる可能な手段で防止される必要がある。それが

可能でない場合は、実効線量と組織又は臓器が受ける等価線量は、ここに示されるガイダンス値に関

連するリスクに従って、個人への健康リスクを最小化するように制限されなければならない。 

b Hp(10)は、d = 10 mm の場合の個人線量当量 Hp(d)である。 
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添付資料 
 

確率的影響のリスクを低減するための防護措置及び他の対応措置に対する包括

的判断基準 
 
 
A－1. 表 A－1 は、20～100 mSv の範囲内の（残存線量によって表された）参考レベルに

適合する防護戦略で用いるための一連の（予測線量及び受けた線量によって表された）包括

的判断基準を提供し、また、さまざまな時間スケールにおける特定の防護措置及び他の対応

措置の詳細を提供している。 
 
A－2. 甲状腺については、ヨウ素甲状腺ブロックは：(i)放射性ヨウ素による被ばくが関係

する場合に、(ii)放射性ヨウ素の放出の前又は直後に及び(iii)放射性ヨウ素の取込み後の短期

間内において、規定されている緊急防護措置である。 
 
A－3. 国のガイダンスがない場合、国レベルにおける判断基準の策定のための基礎として、

この包括的判断基準を用いることができる。代替の食品又は水が利用可能でない場合など、

例外的な状況においては、包括的判断基準としてより高い値の使用が必要となることがあ

る。 
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表 A－1. 緊急事態における確率的影響のリスクを低減するための防護措置及び他の対応

措置に対する包括的判断基準 

包括的判断基準 防護措置及び他の対応措置の例 

以下の包括的判断基準を超える予測線量：緊急防護措置及び他の対応措置を講じる 

H 甲状腺 最初の 7 日間に 50 mSv ヨウ素甲状腺ブロック 

E 最初の 7 日間に 100 mSv 屋内退避；避難；除染；食物、ミルク及び飲料

水の制限；汚染管理；公衆の安心 H 胎児 最初の 7 日間に 100 mSv 

以下の包括的判断基準を超える予測線量：早期防護措置及び他の対応措置を講じる 

E 最初の 1 年間に 100 mSv 一時的移転；除染；食物、ミルク及び飲料水の

制限；公衆の安心 H 胎児 子宮内発育の全期間中 
100 mSv 

以下の包括的判断基準を超える受けた線量：放射線誘発性の健康影響を検出し有効に処

置するための長期的な医療活動を行う 

E 1 か月に 100 mSv 放射線感受性のある特定臓器への等価線量に

基づく健康スクリーニング（医療追跡の基礎と

して）；カウンセリング 
H 胎児 子宮内発育の全期間中 

100 mSv 
説明の上での判断を下すための個々の状況に

応じて行われるカウンセリング 
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定義 
 

以下の定義は、本基準の目的のため適用する。 
さらなる定義は、「IAEA 安全用語集：原子力安全と放射線防護で用いられる用語（2007

年版）」IAEA, Vienna (2007)に記載されている＊：http://www-
ns.iaea.org/standards/safety-glossary.asp 

 
「 」は、注釈情報を意味している。 
「!」は、注意点を意味している。 

注は、定義の一部を構成するものではない。 
 

吸収線量、D（absorbed dose, D） 
 
以下のように定義された基本的な線量計測量 D： 

 

= d ̅d  

 
ここで、d は̅体積要素内の物質に電離放射線によって付与された平均エネルギー、dm はそ

の体積要素内の物質の質量。 
 吸収線量の SI 単位はジュール毎キログラム（J/kg）であり、グレイ（Gy）と呼ばれる。 

 エネルギーは、任意の体積にわたり平均することができ、平均線量は、その体積に付与された

全エネルギーをその体積中の質量で割ったものと等しい。 

 吸収線量は点で定義される；人体の特定の組織又は臓器における平均吸収線量は、臓器線量と

呼ばれる。 

 
事故（accident） 
 
防護と安全の見地から無視できない、操作ミス、機器の故障及び他の災難、それらの影響

又は潜在的な影響を含む、故意でないあらゆる事象。 
 
放射化（activation） 
 
その物質への照射により、物質中に放射能を誘導するプロセス。 

  
 

＊（訳注） IAEA 安全用語集は 2018 年版に更新されている（2020 年 3 月時点）。 
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1放射能／2活動（activity） 
 

1. 所定のエネルギー状態と所定の時間における放射性核種の総量を表す量 A であり、以

下のように定義される： 
 

( ) = dd  

 
ここで、dN は、時間 dt における所与のエネルギー状態からの自発的核変換の数の期待値

である。 
 放射能の SI 単位は 1 秒の逆数（s-1）であり、ベクレル（Bq）と呼ばれる。 

 
2. 「施設と活動」を参照。 

 
周辺線量当量、H*(d)（ambient dose equivalent, H*(d)） 
 
対応する整列/拡張場により、国際放射線単位測定委員会 ICRU 球内のある整列場の方向

に対向する動径ベクトル上の深さ d において生じる線量当量。 
 放射線場における点で定義されるパラメータ。外部被ばくモニタリングにおいて用いるため

の実効線量の直接測定可能な尺度（すなわち代用）として用いられる。 

 強透過性放射線に対する d の推奨値は 10 mm である。 

 
年線量（annual dose） 
 

1 年における外部被ばくによる線量に、その年における放射性核種の取込みによる預託線

量を加えた線量。 
 
承認（approval） 
 
規制機関によって承諾が与えられること。 

 
エリアモニタリング（area monitoring） 
 
あるエリア内のさまざまな地点で測定を行うことによってそのエリアがモニターされる、

作業場モニタリングのひとつの形態。 
 定点におけるモニターによる測定と対照をなす。  
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評価（assessment） 

線源及び行為に関連したハザード並びに関連する防護と安全対策を体系的に解析し評価

するプロセス及びその結果。 

許認可（authorization） 

特定の活動を実施しようとする者又は組織（事業者）に対し、規制機関又は他の政府機関

による書面による許可の付与。 

バイオアッセイ（bioassay） 

体内の放射性核種の性質、放射能、体内部位若しくは残留を直接（生体内）測定によって

若しくは体内から排出された又はそれ以外の体内から取り除かれた物質の生体外解析によ

り決定するために用いられるあらゆる手順。 

介護者と介助者（carers and comforters） 

医療的診断又は治療のための放射線診療手技を受けている患者の介護、支援及び疼痛緩

和を（彼らの職業としてではなく）積極的にそして自発的に手伝う者。 

クリアランス（clearance） 

届出された又は認可を受けた行為内の放射性物質又は放射性の物体を、規制機関による

規制上の管理から外すこと。 
 この関連で規制上の管理から外すというのは、放射線防護の目的のために適用される規制上

の管理を参照している。 

クリアランスレベル（clearance level） 

規制機関によって定められ、放射能濃度によって表される値であり、これと同じか又はこ

れを下回ると、届出された又は認可された行為内の放射線源は規制上の管理から外してよ

い。 

預託線量（committed dose） 

ある取込みの結果生じることが期待される生涯線量。  
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預託実効線量、E(τ)（committed effective dose, E(τ)） 
 
以下のように定義される量 E(τ)： 

 

( ) = ･ ( ) 

 
ここで、HT(τ)は放射性物質の取込み後に経過した積分時間 τ にわたる組織又は臓器 T に対

する預託等価線量であり、wT は組織又は臓器 T に対する組織加重係数である。τ が指定さ

れていない場合、それは成人の場合で 50 年、小児による取込みの場合は 70 歳になるまで

の時間とみなされることになる。 
 
預託等価線量、HT(τ)（committed equivalent dose, HT(τ)） 
 
以下のように定義される量 HT(τ)： 

 

( ) = ̇ ( )d  

 
ここで、t0 は取込みの時点であり、 ̇ ( )は組織又は臓器 T の時間 t における等価線量率で

あり、τ は放射性物質の取込み後に経過した積分時間である。τ が指定されていない場合、

それは成人の場合で 50 年、小児による取込みの場合は 70 歳になるまでの時間とみなされ

ることになる。 
 
封じ込め、閉じ込め（confinement） 
 
操業時（運転時）又は事故時における環境への放射性物質の放出の防止又は制御。 

 
拘束値（constraint） 
 
個人線量（線量拘束値）又は個人リスク（リスク拘束値）の予測的及び線源関連の値であ

り、線源についての防護と安全の最適化のためのパラメータとして計画被ばく状況におい

て使用され、また最適化における選択肢の範囲を定める境界として役立つ。 
 職業被ばくに関して、作業者の個人線量の拘束値は、線源についての防護と安全の最適化にお

ける選択肢の範囲を設定するために、登録者と許可取得者により制定され使用される。 
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 公衆被ばくに関して、線量拘束値は、管理下にあるすべての線源の計画的な取扱いからの線量

を考慮して、政府又は規制機関によって制定又は承認される線源関連の値である。 

 それぞれ特定の線源の線量拘束値は、何よりも、管理下にあるすべての線源の計画的な取扱い

からの線量の合計が線量限度内にとどまることを確保するように意図されている。 

 医療被ばくに関して、線量拘束値は、放射線診療手技を受けている患者の介護者と介助者の防

護と、生物医学的研究プログラムの一環として被ばくを受けるボランティアの防護を最適化

する際に使用される、線源関連の値である。 

 リスク拘束値は、線源からのリスクが最大となる個人のための防護の基本的レベルを提供す

る、線源関連の値である。このリスクは、線量の原因となる意図しない事象の発生確率や、そ

のような線量による損害の発生確率の関数である。リスク拘束値は線量拘束値に相当するが、

潜在被ばくに適用するものである。 

 
一般消費財（consumer product） 
 
放射性核種が意図的に組み込まれているか、放射化により生産された又は電離放射線を

発生する装置又は製造品であり、特別な監視又は販売後の規制上の管理なしで公衆の構成

員が買うこと又は入手することができるもの。 
 これには、放射性核種が意図的に組み込まれている煙探知機や蛍光文字盤のような品目及び

イオン発生管が含まれる。建材、セラミックタイル、温泉水、鉱物及び食品はこれに含まれず、

また公共の場に設置された製品及び器具（例えば、出口標識）については除外する。 

 
閉じ込め（containment） 
 
放射性物質の放出と分散を防止若しくは制御するために設計された方法又は物理的構造

物。 
 
汚染（contamination） 
 
その存在が意図的でない若しくは望ましくない状態で物質の表面若しくは固体、液体、気

体中（人体を含む）に存在する放射性物質又はこのような場所でこれらの存在を生じさせる

プロセス。 
 汚染には、デコミッショニングが完了した後のサイトに残っている残留放射性物質は含まれ

ない。 
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 「汚染」という用語は、意図されないという意味を含むことがある。「汚染」という用語は放

射能の存在のみを指し、それに伴うハザードの大きさを示すものではない。 

 
管理、制御（control） 
 
機能、権限、（通常は controls（複数形）で）指図する、規制する又は制限する手段。 

 安全関連の文脈における‘control’という英単語の通常の意味は、いくつかの他の言語による通

常の翻訳や他の類似語よりも若干「意味が強い」（より能動的である）ことに注意すべきであ

る。例えば、‘control’は典型的に何かを検査又はモニタリングすることだけでなく、検査又は

モニタリングの結果がその必要性を示す場合には是正又は執行の措置が確実にとられること

も意味する。例えば、これは、フランス語や、スペイン語の同等の用語のより限られた用法と

は大いに異なっている。 

 
規制上の管理（regulatory control） 原子力安全及び放射線防護又は核セキュリティに関

係する理由で、規制機関により施設と活動に適用される管理又は規制のすべての形態。 
 
管理区域（controlled area） 
 
特定の防護対策及び安全対策が必要とされる/され得る区域であって、その中では被ばく

を制御する又は通常の作業条件下での汚染の拡大を防止し、また潜在被ばくを防止又は制

限する。 
 
除染（decontamination） 
 
意図的な物理的、化学的若しくは生物学的プロセスによる汚染の完全な又は部分的な除

去。 
 この定義は、人、機器及び建物から汚染を取り除くための幅広いプロセスを含めるが、除染と

は考えられない人体内からの放射性核種の除去若しくは自然の風化又は移行プロセスによる

放射性核種の除去を除くことが意図されている。 

 
体内除染（decorporation） 
 
化学薬品や生物剤によって促進される生物学的プロセスであり、これにより取り込まれ

ている放射性核種が人体から取り除かれる。 
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確定的影響（deterministic effect） 
 
放射線誘発性の健康影響であって、それを超えると線量が高いほど影響の重篤度が増す

線量のしきい値レベルが一般に存在するもの。 
 
重篤な確定的影響（severe deterministic effect） 致命的であるか若しくは生命を脅かす

か又は生活の質を低下させる永久的傷害をもたらす確定的影響。 
 しきい線量のレベルは個々の健康影響の特徴であるが、ある限られた範囲では、被ばくした個

人に依存する場合もある。確定的影響の例には、紅斑及び急性放射線症候群（放射線症）があ

る。 

 確定的影響は、「有害な組織反応」とも呼ばれる。 

 
診断参考レベル（diagnostic reference level） 
 
所定の条件において、患者への線量又は医用画像のための特定の放射線診療手技で投与

される放射性医薬品の量が、その検査に対して異常に高いか又は異常に低いかどうかを示

すために、医用画像において使用されるレベル。 
 
方向性線量当量、H΄(d, Ω)（directional dose equivalent, H΄(d, Ω)） 
 
対応する拡張場により、国際放射線単位測定委員会 ICRU 球内のある特定方向 Ω の半径

上の深さ d において生じる線量当量。 
 放射線場における点で定義されるパラメータ。外部被ばくモニタリングにおいて、皮膚の等価

線量を直接測定可能とする尺度（すなわち、代用）として用いられる。 

 弱透過性放射線に対する d の推奨値は 0.07 mm である。 

 
処分（disposal） 
 
回収（再取出し）を意図することなしに、廃棄物を適切な施設に定置すること。 

 
線量（dose） 
 

1. 放射線によってある標的に沈着したエネルギーの尺度。 
 

2. 文脈によって吸収線量、預託等価線量、預託実効線量、実効線量、等価線量又は臓器

線量を指す。  
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預託線量（committed dose） 預託等価線量又は預託実効線量。 
 
線量評価（dose assessment） 
 
個人又は人の集団に対する線量の評価。 

 
線量拘束値（dose constraint） 
 
「拘束値」を参照。 

 
線量限度（dose limit） 
 
計画被ばく状況における個人への実効線量又は等価線量であり、超えてはならない値。 

 
実効線量、E（effective dose, E） 
 
各々適切な組織加重係数を乗じた組織又は臓器の等価線量を合計した量 E： 

 

= ･  

 
HT は、組織又は臓器 T 中の等価線量、wT は組織又は臓器 T に対する組織加重係数。等価

線量の定義から、以下のとおりとなる： 
 

= ･ ･ ,  

 
ここで、wRは放射線の種類 R に対する放射線加重係数、DT,Rは放射線の種類 R により与え

られる臓器又は組織 T に対する平均吸収線量。 
 実効線量の SI 単位はジュール毎キログラム（J/kg）であり、シーベルト（Sv）と呼ばれる。

量の説明については、国際放射線防護委員会の Publ. 1031の付属書 B で示されている。 

  

 
1  INTERNATIONAL COMMISSION ON RADIOLOGICAL PROTECTION, The 2007 
Recommendations of the International Commission on Radiological Protection, Publication 103, 
Elsevier (2007). 
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 実効線量は、その線量の結果生じる可能性のある放射線損害（放射線デトリメント）の総量を

反映するように作られた線量の総量である。 

 実効線量は、高い線量を定量化したり、確定的影響に関連するすべての治療の必要性を決定し

たりするために使用することはできない。 

 どの種類の放射線又はどの被ばく形態からの被ばくの実効線量の値も、直接比較することが

できる。 

 
緊急事態、緊急時（emergency） 
 
主として人の健康と安全、生活の質、財産若しくは環境へのハザード又は悪影響を緩和す

るために、迅速な措置が必要な通常でない状況。これには、原子力又は放射線源による緊急

事態及び火災、危険な化学物質の放出、嵐又は地震のような従来型の緊急事態が含まれる。

これには、認知されたハザードの影響を緩和するために迅速な措置が必要とされる状況が

含まれる。 
 
原子力又は放射線緊急事態（nuclear or radiological emergency） 下記に起因するハザ

ードが存在するか又は存在すると認知される緊急事態： 
 

(a) 核連鎖反応又は連鎖反応生成物の壊変に起因するエネルギー；又は 
(b) 放射線被ばく。 

 
緊急時活動レベル（emergency action level (EAL)） 
 
緊急事態区分を検知し、認識し、決定するために用いられる、特定のあらかじめ決められ

た観察可能な判断基準。 
 
緊急事態への配備（emergency arrangements） 
 
原子力又は放射線緊急事態への対応において要求される特定の機能又は作業を実施する

ための能力を提供するのに必要な、統合された基盤要素一式。これらの要素には、権限と責

任、組織、調整、要員、計画、手順、施設、設備又は訓練が含まれることがある。 
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緊急事態区分（emergency class） 
 
同種の速やかな緊急時対応を必要とする一組の条件。 

 この用語は、必要な対応のレベルを対応組織及び公衆に伝えるために用いられる。ある緊急事

態区分に属する事象は、施設、線源又は行為に固有の判断基準によって定義され、仮にこれを

超えた場合に、規定されたレベルの区分であるとする。各緊急事態区分に対しては、対応組織

の初期活動があらかじめ定められている。 

 
緊急時被ばく状況（emergency exposure situation） 
 
事故、悪意のある行為又は他の予期しない事象の結果発生し、悪影響を回避するか軽減す

るために迅速な措置を必要とする被ばく状況。 
 緊急時被ばくは、防護措置及び他の対応措置によってのみ低減可能である。 

 
緊急時計画（emergency plan） 
 
緊急事態への対応のための目的、方針及び運用上の概念並びに系統的で調和の取れた効

果的な対応のための体制、権限及び責任を記載したもの。緊急時計画は、他の計画、手順及

びチェックリストの作成の基礎を提供する。 
 
緊急事態への備え（emergency preparedness） 
 
人の健康と安全、生活の質、財産及び環境に対する緊急事態の影響を効果的に緩和する措

置を講じる能力。 
 
緊急事態の手順（emergency procedures） 
 
緊急事態において対応要員が実施すべき措置を詳細に記載した一連の指示。 

 
緊急時対応（emergency response） 
 
人の健康と安全、生活の質、財産及び環境に対する緊急事態の影響を緩和するための措置

の実施。これはまた通常の社会及び経済活動の再開に対する基礎を提供する。 
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緊急時作業者（emergency worker） 
 
緊急事態への対応の際に作業者として特定の職務を持つ者。 

 緊急時作業者には、登録者及び許可取得者に雇用された作業者のほか、警察官、消防士、医療

従事者（medical personnel）及び避難車両の運転士や乗務員のような対応組織の要員も含む

まれるだろう。 

 緊急時作業者は、緊急事態に先立って指名されていることも、指名されていないこともある。

緊急事態に先立って指名されていない緊急時作業者は、緊急事態の前に必ずしも作業者であ

るとは限らない。 

 
雇用主（employer） 
 
相互に同意された関係による個人又は組織の雇用において、作業者に対して責任、責務及

び義務を有すると認められた個人又は組織。 
! 自営業者は、雇用主と作業者の両方であるとみなされる。 

 
環境（environment） 
 
人、動物及び植物が生命活動を営み又は生育し、すべての生命活動と生育を維持する状

況；特に人の活動によって影響されるような状況。 
 環境の防護には、次の防護と保全が含まれる。動物と植物の双方を含むヒト以外の種及びそれ

らの生物学的多様性；食料や飼料の生産のような環境物品及びサービス；農業、林業、漁業及

び観光事業で使用される資源；精神的、文化的及び娯楽的な活動で使用される設備；土壌、水

及び空気のような媒質並びに炭素、窒素及び水の循環のような自然プロセス。 

 
環境モニタリング（environmental monitoring） 
 
環境における線源による外部線量率又は環境媒体中の放射性核種濃度の測定。 

 線源モニタリングと対照をなす。 

 
平衡等価濃度（equilibrium equivalent concentration (EEC)） 
 
実際の（平衡でない）混合物と同じポテンシャルアルファエネルギー濃度を有するとされ

る、短寿命の子孫核種と放射平衡にある 222Rn 又は 220Rn の放射能濃度。 
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 222Rn の平衡等価濃度は以下の式によって与えられる： 

EEC 222Rn = (0.104 × C(218Po)) + (0.514 × C(214Pb)) + (0.382 × C(214Bi)) 
ここで、C(x)は核種 x の空気中濃度である。 

1 Bq/m3 EEC 222Rn は、5.56 × 10–6 mJ/m3に相当する。 

 220Rn の平衡等価濃度は以下の式によって与えられる： 

EEC 220Rn = (0.913 × C(212Pb)) + (0.087 × C(212Bi)) 
ここで、C(x)は核種 x の空気中濃度である。 

1 Bq/m3 EEC 220Rn は、7.57 × 10–5 mJ/m3に相当する。 

 
平衡係数、平衡ファクタ（equilibrium factor） 
 
実際の 222Rn 放射能濃度に対する平衡等価 222Rn 放射能濃度との比率。 

 
等価線量、HT（equivalent dose, HT） 
 
以下のように定義される量 HT,R： 

 

, = ･ ,  
 
ここで、DT,R は組織又は臓器 T にわたって平均された、放射線の種類 R によって与えられ

た吸収線量であり、wRは放射線の種類 R に対する放射線加重係数である。放射線場が異な

る wR 値を有する放射線によって構成される場合、等価線量は以下のとおりである： 
 

= ･ ,  

 
 等価線量の SI 単位はジュール毎キログラム（J/kg）であり、シーベルト（Sv）と呼ぶ。量の

説明については、国際放射線防護委員会の Publ. 1032の付属書 B で示されている。 

 等価線量は、引き起こされる害の総量を反映するように考案された、組織又は臓器に対する線

量の尺度である。 

 等価線量は、高い線量の定量化や、確定的影響に関連するすべての治療の必要性を決定するた

めには使用できない。 

 いかなる種類の放射線による特定の組織又は臓器の等価線量の値は直接比較することができ

る。  
 

2  INTERNATIONAL COMMISSION ON RADIOLOGICAL PROTECTION, The 2007 
Recommendations of the International Commission on Radiological Protection, Publication 103, 
Elsevier (2007). 
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事象（event） 
 
事象の報告及び解析との関連では、事象とは操業者によって意図されたものではないあ

らゆる出来事であり、操作ミス、機器の故障又は他の災難及び防護又は安全の見地からそれ

らの影響又は潜在的な影響が無視できない他者による故意の行為が含まれる。 
 
免除（exemption） 
 
線源又は行為による被ばくと潜在被ばくがあまりにも小さくて、規制上の管理の側面の

適用を是認しないか又は実際の線量若しくはリスクのレベルに関係なく、これが防護のた

めの最適な選択肢であることに基づき、ある線源又は行為が、規制上の管理の一部又はすべ

ての側面に従う必要がないとする規制機関による決定。 
 
免除レベル（exemption level） 
 
規制機関によって定められ、放射能濃度、総放射能、線量率又は放射線エネルギーによっ

て表される値で、これと同じ又はこれを下回る放射線源は規制上の管理の一部又はすべて

に従う必要がない。 
 
現存被ばく状況（existing exposure situation） 
 
管理の必要性について判断を要するときに既に存在する被ばく状況。 

 現存被ばく状況には、管理することができる自然バックグラウンド放射線による被ばく；規制

上の管理の対象でなかった過去の行為に由来する残留放射性物質による被ばく若しくは緊急

事態の終了が宣言された後の原子力又は放射線緊急事態に由来する残留放射性物質による被

ばくが含まれる。 

 
被ばく（exposure） 
 
照射を受けている状況又は状態。 

 
外部被ばく（external exposure） 体外の線源からの放射線の被ばく。 

 
内部被ばく（internal exposure） 体内の線源からの放射線の被ばく。 
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被ばく経路（exposure pathway） 
 
放射線又は放射性核種が人間に到達し、被ばくを引き起こし得る経路。 

 
施設と活動3（facilities and activities） 
 
原子力施設、電離放射線のあらゆる線源の利用、あらゆる放射性廃棄物管理活動、放射性

物質の輸送及び人々が自然起源又は人工の線源からの放射線被ばくを受けかもしれない他

のあらゆる行為又は事情を包含する全般的用語。 
 「施設」には、原子力施設；照射施設；ウラン鉱山のような一部の採鉱と原材料処理施設；放

射性廃棄物管理施設及び防護と安全の考慮が要求されるような規模で、放射性物質が生産、処

理、利用、取扱い、貯蔵若しくは処分される－又は放射線発生装置が設置されている－他のあ

らゆる場所が含まれる。 

 「活動」には、産業、研究及び医療目的での放射線源の製造、利用、輸入及び輸出；放射性物

質の輸送；施設のデコミッショニング；放出物の排出などの放射性廃棄物管理活動；及び過去

の活動からの残渣により影響を受けたサイトの修復のある側面が含まれる。 

 この用語は、一般的なカテゴリーの状況をいうための線源及び行為（又は介入）という専門用

語の代替選択肢を提供することが意図されている。例えば、ある行為は多数の異なる施設及び

／又は活動を伴うかもしれないが、「線源」の一般的な定義(1)は場合によっては広すぎる：す

なわち、用いられる解釈によって、施設若しくは活動が線源を構成することがあり又は多数の

線源の利用を伴うこともあり得る。 

 「施設と活動」という用語は極めて一般的であり、規制上の管理がほとんど又は全く必要でな

いか達成できないものも含まれる：すなわち、何らかの形の許認可が与えられている施設と活

動を区別するには、「認可施設」及び「認可活動」というより具体的な用語を用いるべきであ

る。 

  

 
3 IAEA 安全用語集には、少数の「多様な状況に対応できる」用語—すなわち、「施設と活動」；「防護と安

全」；「放射線リスク」；「構築物、系統及び機器」—が定義されている。これらの用語は、面倒な繰り返しな

しに事柄のグループ全体を述べるために、リスト化された形で用いられるか又は特定の下位グループを参

照するためにわずかに異なる形の用語が用いられる場合もある。これらの定義には用語の個々の要素の意

味の指摘が含まれているが、これらは厳密な適用が意図されたものではない。もし「多様な状況に対応す

る」用語によって包含される特定の項目を正確に参照することが必要な場合には、より正確な用語を用い

るべきである。 
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 基本安全原則（安全原則）において、「平和目的のために使用される－既存と新規の－施設と

活動」という用語は、自然起源又は人工の線源から生じる放射線リスクに晒される人を生じる

かもしれないあらゆる人の活動を包含する一般用語として「施設と活動」と便宜上、短縮され

ている（IAEA 安全基準シリーズ No. SF-14の 1.9 項を参照）。 

 
飼料（feed） 
 
加工、半加工又は未加工で、食品を生産する動物に直接給餌することを意図した、すべて

の単一又は複数の原料。 
 
フルエンス（fluence） 
 

 放射線場の強度の尺度。一般に、粒子フルエンスを言及するために用いられる。 

 
エネルギーフルエンス、Ψ（energy fluence, Ψ） ある放射線場のエネルギー密度の尺度

であり、以下のように定義される： 
 

Ψ = dd  

 
ここで、dR は、断面積が da である球に入射する放射線エネルギーである。 

 国際放射線防護委員会の Publ. 745を参照。 

  

 
4 EUROPEAN ATOMIC ENERGY COMMUNITY, FOOD AND AGRICULTURE ORGANIZATION OF 
THE UNITED NATIONS, INTERNATIONAL ATOMIC ENERGY AGENCY, INTERNATIONAL 
LABOUR ORGANIZATION, INTERNATIONAL MARITIME ORGANIZATION, OECD NUCLEAR 
ENERGY AGENCY, PAN AMERICAN HEALTH ORGANIZATION, UNITED NATIONS 
ENVIRONMENT PROGRAMME, WORLD HEALTH ORGANIZATION, Fundamental Safety 
Principles, IAEA Safety Standards Series No. SF-1, IAEA, Vienna (2006). 
5 INTERNATIONAL COMMISSION ON RADIOLOGICAL PROTECTION, Conversion Coefficients 
for Use in Radiological Protection against External Radiation, ICRP Publication 74, Pergamon Press, 
Oxford and New York (1997). 
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粒子フルエンス、Φ（particle fluence, Φ） ある放射線場における粒子の密度の尺度であ

り、以下のように定義される： 
 

Φ = dd  

 
ここで、dN は、断面積が da である球に入射する粒子の数である。 

 国際放射線防護委員会の Publ. 745を参照。 

 
食品（Food） 
 
加工、半加工又は未加工の食用を意図したすべての物質。 

 これには、飲み物（新鮮な水以外）、チューインガムと、食品の準備又は加工で使用される物

質が含まれる。化粧品、タバコ又は薬物は含まれない。この関連において消費とは、経口摂取

を指している。 

 
グレード別アプローチ（graded approach） 
 
規制体系又は安全系の様な管理のシステムに対して、適用される管理対策や条件の厳格

さのプロセス又は方法が、実行可能な範囲で、管理喪失の可能性と起こり得る結果及び関連

するリスクのレベルと釣り合っていること。 
 
ハザード評価（hazard assessment） 
 
以下を特定するために、国境内若しくは国境を越えた、施設、活動又は線源に伴うハザー

ドの評価： 
 
(a) 国内で防護措置が必要になる可能性のある、これらの事象と関連する地域； 
(b) その様な事象の影響の緩和に効果的と思われる措置。 
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保健当局（health authority） 
 
基準やガイダンスの規定を作成することを含む、人の健康を維持する又は改善するため

の方針及び介入に責任を持つ（国、地方又は地元レベルでの）政府当局であり、かかる方針

及び介入の施行に法的権力を持っている機関。 
 
医療従事者（health professional） 
 
健康に関する職業（例えば、医学、歯科学、カイロプラクティック学、足病学、看護学、

医学物理学、医学放射線技術、放射線薬学、労働衛生学）を営むことについて、適切な国内

手順によって公式に認められている個人。 
 
検診プログラム（health screening programme） 
 
疾病の早期発見を目的に実施される、健康検査又は医療検査のプログラム。 

 
健康監視（health surveillance） 
 
「作業者の健康監視」を参照。 

 
遺伝性影響（hereditary effect） 
 
被ばくした人の子孫に生じる放射線誘発性の健康影響。 

 遺伝性影響は、通常は確率的影響である。 

 対義語：身体的影響。 

 
ICRU 球（ICRU sphere） 
 
密度 1 g/cm3、質量組成が酸素 76.2 %、炭素 11.1 %、水素 10.1 %及び窒素 2.6 %の組織

等価物質で構成する直径 30 cm の球。 
 国際放射線単位測定委員会 ICRU 球6は、線量当量を定義する標準ファントムとして用いられ

る。 

  

 
6 INTERNATIONAL COMMISSION ON RADIATION UNITS AND MEASUREMENTS, Radiation 
Quantities and Units, Rep. 33, ICRU, Bethesda, MD (1980). 
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異常事象（incident） 
 
操作ミス、機器の故障、起因事象、事故の前兆、ニアミス若しくは他のちょっとした事故、

悪意のある又は悪意のない認可されていない活動、防護若しくは安全の観点から、無視でき

ない影響又は潜在的影響を含むあらゆる意図しない事象。 
 
個人モニタリング（individual monitoring） 
 
個人が身につけた機器による測定、個人の体内、体表面若しくは摂取した放射性物質量の

測定又は個人の身体から排出された放射性物質量の測定を用いるモニタリング。 
 通常は作業場モニタリングと対照をなす。 

 
検査用イメージング装置（inspection imaging device） 
 
人の体表面若しくは体内又は貨物や車両内に隠された物体を検出するために、特に人又

は貨物運搬のイメージング用に設計されたイメージング装置。 
 いくつかの種類の検査用イメージング装置では、後方散乱や透過又は両方によって画像を作

成するために、電離放射線が使用される。他の種類の検査用イメージング装置では、電磁場、

超音波とソナー波、核磁気共鳴、マイクロ波、テラヘルツ線、ミリ波、赤外線又は可視光を用

いたイメージングを利用する。 

 
取込み（intake） 
 

1. 吸入、経口摂取又は経皮により放射性核種を身体中に取り込む行為又はプロセス。 
 他の取込み経路は、（核医学において重要な）注射と傷口からの取込みであり、（傷ついていな

い）経皮摂取とは区別されている。 

 
2. ある定められた期間に又はある定められた事象の結果として身体中に取り込まれた放

射性核種の放射能。 
 
関心のある人々（interested party） 
 
ある組織、事業、システムなどの活動と実施に関心又は興味を持つ人物や会社等。 
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 「関心のある人々」という用語は、ある組織の成果に興味がある人又はグループを意味するた

めに広い意味で用いられる。事件に影響を及ぼすことができる人々は、彼らの見解を考慮する

必要があるという意味で－彼らの「興味」が「本物」とみなされるかどうかにかかわらず－事

実上、関心のある人々となる場合がある。利害関係者又は関心のある関係者は典型的に次のも

のを含んでいる：すなわち、顧客、所有者、操業者、従業員、供給者、パートナー、労働組合；

規制された産業又は専門家；科学機関；その責任におそらく原子力が含まれる規制機関（国、

地方及び地元の）；メディア；公衆（個人、コミュニティグループ及び利益団体）；及び他の国、

特に、考え得る越境的な影響に関する情報交換を規定した取決めを結んだ近隣加盟国又は一

定の技術若しくはは物質の輸出若しくはは輸入に関与する加盟国。 

 
調査レベル（investigation level） 
 
これと同じ若しくはこれを上回る場合は調査が実施されるであろう、実効線量、取込み量

又は単位面積若しくは容積あたりの汚染などの量の値。 
 
電離放射線（ionizing radiation） 
 
「放射線」を参照。 

 
正当化（justification） 
 

1. 計画被ばく状況において、ある行為が全体として有益なものであるかどうか、すなわ

ち、その行為を導入又は継続することによって個人及び社会にもたらされる便益はその行

為に起因する害（放射線損害（放射線デトリメント）を含む）に勝るかどうかを決定するプ

ロセス。 
 

2. 緊急時被ばく状況又は現存被ばく状況において、提案された防護措置又は修復措置が

全体として有益なものになりそうかどうか、すなわち、その防護措置若しくは修復措置を導

入又は継続することによって個人及び社会にもたらされる便益（放射線損害（放射線デトリ

メント）の低減を含む）はかかる活動のコスト及びその活動によって引き起こされるいかな

る害又は損傷にも勝るかどうかを決定するプロセス。 
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カーマ、K（kerma, K） 

以下のように定義される量 K： 

= dd  

ここで、dEtr は、質量を dm とするある物質内において非荷電粒子によって生じたすべての

荷電粒子の初期運動エネルギーの合計である。 
 カーマの SI 単位はジュール毎キログラム（J/kg）であり、グレイ（Gy）と呼ばれる。 

空気カーマ（air kerma） 空気に対するカーマ値。 
 荷電粒子平衡の条件下では、空気カーマ（グレイで表された）は数値的に空気吸収線量（グレ

イで表された）にほぼ等しい。 

基準空気カーマ率（reference air kerma rate） 減衰及び散乱について補正された、1 m
の基準位置における空気中の空気カーマ率。 

 この量は 1 m における μGy/h で表される。 

許可証（licence） 

ある施設又は活動に関連する指定された活動を実施する許認可を授与する規制機関によ

って交付される法的な証書。 
 許可証は許認可プロセスの所産であり、現在通用している許可証による行為は認可された行

為である。 

 許認可は、登録など他の形をとる場合がある。 

 許可取得者は、ある施設又は活動の全体責任を負う人又は組織である。 

許可取得者（licensee） 

現在通用している許可証の保有者。 

限度（limit） 

ある指定された活動又は事情において用いられる、超えてはならない量の値。 

認定限度（authorized limit） 規制機関によって定められ又は公式に容認された、測定可

能な量に関する限度。  
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運転限度及び条件（operational limits and conditions） 認可施設の安全な運転のために

規制機関によって承認された機器並びに要員のパラメータ限度、機能的能力及び性能レ

ベルを示す一連の規則。 
 
直線しきい値なし（LNT）仮説（linear–no threshold (LNT) hypothesis） 
 
確率的影響のリスクは（確定的影響が生じるレベルを下回る）すべてのレベルの線量及び

線量率において線量に正比例する、という仮説。 
 すなわち、ゼロでないいかなる線量も確率的影響がゼロでないリスクを意味する。 

 これは、IAEA の安全基準が基礎としている作業仮説である。これは低線量及び低線量率にお

いては証明されていない－実際のところ、おそらく証明できないであろう－が、安全基準の基

礎とすべき、放射線生物学的に最も正当化できる仮定であると考えられている。 

 
肺吸収タイプ（lung absorption type） 
 
吸入された放射性核種が呼吸気道から血液へと移行する際の異なる速度を区別するため

に用いられる分類。 
 国際放射線防護委員会の Publ. 717は、物質を以下の 4 つの肺吸収タイプに分類している： 

(a) タイプ V（非常に速い）は、線量計測の目的の観点より、即座に血液へと吸収されるとと想定

する物質である； 

(b) タイプ F（速い）は、容易に血液へと吸収される物質である； 

(c) タイプ M（中程度）は、中位の速度で血液へと吸収される物質である； 

(d) タイプ S（遅い）は、比較的不溶性であって血液へとゆっくり吸収されるに過ぎない物質であ

る。 

 胃腸管における摂取された放射性核種に関する同様の概念である消化管移行係数も参照。 

  

 
7 INTERNATIONAL COMMISSION ON RADIOLOGICAL PROTECTION, Age-dependent Doses to 
Members of the Public from Intakes of Radionuclides: Part 4 Inhalation Dose Coefficients, Publication 
71, Pergamon Press, Oxford and New York (1995). 
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マネジメントシステム（management system） 
 
方針及び目標を策定しかつそれらの目標を効率的かつ効果的な方法で達成できるように

する、相互関係のある又は相互作用のある一組の要素（システム）。 
 マネジメントシステムの構成要素には、組織、資源及び業務プロセスが含まれる。マネジメン

トは、（ISO 9000 に）組織を指揮し、管理するための調整された活動と定義されている。 

 マネジメントシステムは、組織の目標すべてを達成可能にするために、組織の全要素を一つの

整合のとれたシステムに統合する。これらの要素には組織の構成、資源及びプロセスを含む。

文書化された方針及びプロセスと同様、要員、機器及び組織文化は、マネジメントシステムの

一部である。組織のプロセスは、例えば IAEA 安全基準及び他の国際規約及び基準で定めら

れているような組織に対する要件の全体に取り組まなければならない。 

 
医療被ばく（medical exposure） 
 
医歯学的な診断又は治療の目的で患者が受ける被ばく；介護者と介助者が受ける被ばく

及び生物医学的研究プログラムの一部として志願者が受ける被ばく。 
 患者とは、完治するために又はそれに失敗した場合は最前の疼痛緩和と機能を得るために、

(a)健康の推進；(b)病気と傷害の予防；(c)健康管理；(d)健康の維持；そして(e)病気と機能障害

と傷害の治療を指示する健康管理の専門家及び/又はその代理人によるサービスを受ける、個

人のことである。いくらかの無症候性の個人も含まれる。IAEA 安全基準の医療被ばくの要件

においては、「患者」という用語は、放射線診療手技を受けている個人のみを指す。 

 
医学物理士（medical physicist） 
 
医学における物理学の適用の概念と技術についての専門教育と訓練を受けている医療従

事者（health professional）であり、医学物理学の 1 つ又はそれ以上の副分野（専門領域）

について独立して実施する資格がある者。 
 人の能力について、通常は、様々な専門領域（例えば放射線診断、放射線治療、核医学）にお

ける医学物理士の登録や認定又は認証についての正式な仕組みを持っている国によって評価

される。かかる仕組みをまだ導入していない国は、許可取得者により指名された個人の教育、

訓練、能力が医学物理士として活動できるものか評価し、また国際的な認定基準又はかかる認 
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定基準が存在する国の基準に基づいて、その個人が要求された専門領域において医学物理士

としての職務を引き受けることができるかどうかについて決定する必要がある。 

 
医療放射線施設（medical radiation facility） 
 
放射線診療手技が実施される医療施設。 

 
診療放射線技師（medical radiation technologist） 
 
診療放射線技術についての専門教育と訓練を受けている医療従事者（health professional）

であり、放射線臨床医からの委任に基づいて、診療放射線技術の 1 つ又はそれ以上の専門

分野において、放射線診療手技を実施する資格がある者。 
 人の能力について、通常は、様々な専門領域（例えば放射線診断、放射線治療、核医学）にお

ける診療放射線技師の登録や認定又は認証についての正式な仕組みを持っている国によって

評価される。かかる仕組みをまだ導入していない国は、許可取得者により指名された個人の教

育、訓練及び能力が診療放射線技師として活動できるものか評価し、また国際的な認定基準又

はかかる認定基準が存在する国の基準に基づいて、その個人が要求された専門領域において

診療放射線技師としての職務を引き受けることができるかどうかについて決定する必要があ

る。 

 
放射線診断装置、医療放射線装置（medical radiological equipment） 
 
個人に被ばくをもたらすか又はかかる被ばくの範囲を直接管理したり影響を及ぼしたり

する放射線診療手技を実施するために、医療放射線施設で使用される放射線装置。この用語

は、X 線装置又は医療線形加速器のような放射線発生装置；60Co 遠隔治療装置のような密

封線源を含む装置；ガンマカメラ、イメージインテンシファイヤ又はフラットパネル型検出

器のような医用画像を撮るために使用される装置；ポジトロン断層撮影－コンピュータ断

層撮影のようなハイブリッドシステムに適用される。 
 
公衆の構成員（member of the public） 
 
防護と安全の目的では、一般的な意味では集団内のあらゆる個人のことであって、職業被

ばく又は医療被ばくを受ける場合を除く。公衆被ばくに関する年線量限度の遵守を検証す

る目的では、これは代表的個人のことである。 
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モニタリング（monitoring） 
 
放射線若しくは放射性物質による被ばくの評価又は管理のための、線量、線量率又は放射

能の測定及びその結果の解釈。 
 「測定」は、ここでは若干不正確に用いられている。線量の「測定」はしばしば、直接には測

定できない線量の代用（すなわち、代用）としての線量当量の測定を意味する。また、測定の

予備段階として試料採取が含まれることもある。 

 実際には、放射線レベル、空中浮遊放射能濃度、汚染のレベル、放射性物質の量又は個人線量

の測定が行われることがある。これらの測定の結果は、被ばくに由来又は由来する可能性があ

る放射線学的ハザードや線量を評価するために使用されることがある。 

 モニタリングは次の二通り、すなわち、測定が行われる場所に従って、個人モニタリング、作

業場モニタリング、線源モニタリング及び環境モニタリングに、また、モニタリングの目的に

従って、日常モニタリング、作業関連モニタリング及び特殊モニタリングに、さらに区分され

ることがある。 

 
自然バックグラウンド（natural background） 
 
制御が容易にできない自然線源又は他のあらゆる環境中の線源に関連する線量、線量率

又は放射能濃度。 
 これは通常、自然線源、大気圏核実験及びチェルノブイリ事故による広域の放射性降下物（局

所的な放射性降下物は除く）に関連する線量、線量率又は放射能濃度を含むと考えられる。 

 
届出（notification） 
 
ある行為又は線源の他の利用を実施する意図を通知するために、ある人又は組織から規

制機関に提出される文書。 
 
核燃料サイクル（nuclear fuel cycle） 
 
核エネルギーの生産と関連するすべての作業。 

 以下のものが含まれる： 
(a) ウラン又はトリウム鉱石の採鉱及び処理； 

(b) ウランの濃縮； 

(c) 核燃料の製造； 

(d) 原子炉（研究炉を含む）の運転； 

(e) 使用済燃料の再処理； 
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(f) 核エネルギーの生産に付随する作業に関係のあるすべての廃棄物管理活動（デコミッショニ

ングを含む）； 

(g) 関係するあらゆる研究開発活動。 

 
原子炉等施設（nuclear installation） 
 
ウラン鉱石又はトリウム鉱石の採鉱又は加工のための施設、放射性廃棄物処分施設を除

いて、すべての原子力施設は核燃料サイクルの一部として許認可の対象となる。 
 したがってこの定義には、以下が含まれる：原子力発電所；研究炉（未臨界集合体及び臨界集

合体を含む）及びその付近のすべての放射性同位体製造施設；使用済燃料貯蔵施設；ウラン濃

縮のための施設；核燃料加工施設；転換施設；使用済燃料の再加工のための施設；核燃料サイ

クル施設に由来する放射性廃棄物の処分前管理のための施設；及び核燃料サイクルに関連し

た研究・開発施設。 

 
原子力又は放射線緊急事態（nuclear or radiological emergency） 
 
「緊急事態、緊急時」を参照。 

 
（原子力）安全（(nuclear) safety） 
 
作業者、公衆及び環境を過度の放射線ハザードから防護することにつながる、適正な運転

状態の達成、事故の防止又は事故影響の緩和。 
 
「防護と安全」、「安全」も参照。 

 
（核）セキュリティ（(nuclear) security） 
 
核物質、他の放射性物質、関連する施設若しくは関連する活動を含むか指示する犯罪的又

は国際的に認可されていない行為の防止、検知及び対応。 
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 一般用語の「安全」と「セキュリティ」の間に明確な区別はない。一般に、「セキュリティ」

は、他人に対する危害を引き起こし得るかその恐れがあり得る、人間による犯罪的な行為又は

国際的に無許可の行為に関係するが、「安全」は、原因が何であれ、放射線による人間（又は

環境）に対する害という、より幅広い問題と関係する。セキュリティと安全の正確な相互作用

は、文脈に依存する。核不拡散と関連する理由での核物質のセキュリティは、IAEA 安全基準

の範囲外である。 

 
滞在係数、居住係数（occupancy factor） 
 
ある場所が個人又は集団によって占められている時間の典型的な割合。 

 
職業被ばく（occupational exposure） 
 
作業者がその作業中に受ける被ばく。 

 
運用上の介入レベル（operational intervention level (OIL)） 
 
包括的判断基準に対応する測定可能な量に対する一組のレベル。 

 運用上の介入レベルは典型的に、線量率若しくは放出された放射性物質の放射能、時間積算さ

れた空気中の放射能濃度、地表面若しくは表面濃度又は環境試料、食物若しくは水試料中の放

射性核種の放射能濃度で表される。運用上の介入レベルは、環境測定に基づいて適切な防護措

置を決定するために、（追加的な評価なしに）迅速に直接的に用いられる。 

 
防護と安全の最適化（optimization of protection and safety） 
 
どのようなレベルの防護と安全であるかを決めるプロセスは、個人線量の大きさ、被ばく

対象となる個人（作業者と公衆の構成員）の数、そして「経済的及び社会的要因を考慮に入

れて、合理的に達成できる限り低く」（ALARA）なった被ばくの起こり易さに帰着するであ

ろう。 
患者の医療被ばくについては、防護と安全の最適化は、医療目的と釣り合った患者への放

射線量の管理のことである。 
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 「防護と安全が最適化された」とは、防護と安全の最適化が適用され、そのプロセスの結果が

実施されたことを意味する。 

 
個人線量当量、Hp(d)（personal dose equivalent, Hp(d)） 
 
人体上のある指定された点における適切な深さ d の皮下軟組織における線量当量。 

 外部被ばくの個人モニタリングにおいて、組織又は臓器における等価線量又は（d = 10 mm の

場合）実効線量の直接測定可能な尺度（すなわち、代用）として用いられているパラメータ。 

 全身モニタリングの d の推奨値は、強透過性放射線に対しては 10 mm、弱透過性放射線に対

しては 0.07 mm である。 

 すべての種類の放射線に対し Hp(0.07)は、手及び足のモニタリングのために使用される。 

 Hp(3)は、眼の水晶体の被ばくモニタリングに使用される。 

 「軟組織」は一般に、国際放射線単位測定委員会 ICRU 球と解釈される。 

 
計画被ばく状況（planned exposure situation） 
 
計画に基づく線源の運用や、結果的に線源により被ばくするというような、計画に基づく

活動が原因の被ばく状況。 
 関連する活動を開始する前に防護と安全のための規定を定めることが可能であるため、関連

する被ばく量とその発生の可能性は最初から制限することができる。計画被ばく状況におい

て被ばく量を制御する主たる方法は、設備、機器及び操作手順書を十分良く設計しすることで

ある。計画被ばく状況では、あるレベルの被ばくが発生することが予測される。 

 
計画標的体積（planning target volume） 
 
患者の動きの正味の効果と照射される組織、組織の大きさと形状の変動、そしてビームサ

イズや方向のようなビームジオメトリーの変動について考慮した、放射線治療の治療計画

で使用される幾何学的概念。 
 
潜在被ばく（potential exposure） 
 
確実にもたらされることは予測されないが、予想される運転上の出来事若しくは線源の

事故又は機器の故障や操作ミスを含む事象若しくは確率的性質の事象の結果により生じる

ことがある、将来を見越して考慮した被ばく。 
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 潜在被ばくには、事故、機器の故障、操作ミス、自然現象（台風、地震、洪水など）及び偶発

的な人の侵入（制度的管理が解除された後の浅地中廃棄物処分施設への侵入など）を含む、あ

る事象又は確率的性質の事象の結果における線源による、将来を見越して考慮した（仮想の）

被ばくが含まれる。 

 
行為（practice） 
 
追加的な被ばく源又は被ばく経路を導入するか、既存の線源からの被ばく経路のネット

ワークを変更することにより、人々の被ばく若しくは被ばくの可能性又は被ばくする人の

数を増加させる、人の活動。 
! 放射性廃棄物は、原子力の手段による発電や放射性同位体の診断への応用など、何らかの便益

効果を伴う行為の結果として発生する。したがって、この廃棄物の管理は、行為全体の一部に

過ぎない。 

 
予測線量（projected dose） 
 
計画的防護措置が講じられなかった場合に予想される線量。 

 
防護（放射線に対する）（protection (against radiation)） 
 
放射線防護（radiation protection (also radiological protection)） 電離放射線への被ば

くの影響からの人々の防護及びこれを達成するための手段。 
 
防護と安全（protection and safety） 
 
電離放射線又は放射性物質による被ばくに対する人々の防護及び放射線源の安全。これ

を達成するための手段並びに事故の防止及び事故がもし実際に起きた場合にその影響を緩

和するための手段を含む。 
 IAEA 安全基準において、「防護と安全」は電離放射線に対する人の防護と安全を含んでおり、

安全のうち放射線関連以外のものは含めない。「防護と安全」は、原子炉の炉心、核連鎖反応、

放射性線源又は他の放射線源に関する制御の喪失により発生する可能性のある直接的な結果

とともに、通常の状況における放射線リスク及び異常事象の結果としての放射線リスクにも 
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関係する。安全対策には、異常事象を防止する行為及びそれが万一発生した場合にその影響を

緩和するために行われる取決めが含まれる。 

 
環境の防護（protection of the environment） 
 
「環境」を参照。 

 
防護措置（protective action） 
 
緊急時被ばく状況又は現存被ばく状況において、そうしないと受けるかもしれない線量

を回避する又は低減する目的の措置。 
 
公衆被ばく（public exposure） 
 
計画被ばく状況、緊急時被ばく状況及び現存被ばく状況において、線源により公衆の構成

員が受ける被ばくであり、すべての職業被ばく又は医療被ばくを除く。 
 
資格のある専門家（qualified expert） 
 
適切な審議会若しくは学協会の証明書、職業上の許可証又は学歴及び経験によって、例え

ば医学物理学、放射線防護、労働衛生、火災安全、品質マネジメント又は関連する工学若し

くは安全専門分野など、関連する特定分野における専門知識を有すると認められた個人。 
 
品質保証（quality assurance） 
 
仕様の要件に適合しているという信頼を提供するマネジメントシステムの機能。 

 ある品目、プロセス又はサービスが、与えられた品質要求、例えば許可証に指定された要求を

満たすという十分な信頼を提供するには、計画されかつ体系的な活動が必要である。この定義

は、国際標準化機構 ISO 921：19978でのそれから若干修正され、「製品又はサービス」の代わ

りに「品目、プロセス又はサービス」と言っており、例示が加えられている。品質保証のより

一般的な定義（構造物、システム又は機器は供用中十分に機能するであろうという信頼を提 

  

 
8  INTERNATIONAL ORGANIZATION FOR STANDARDIZATION, Nuclear Energy: Vocabulary 
(Second Edition), ISO 921:1997, ISO, Geneva (1997). 
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供するために必要な、すべての計画されたかつ体系的な活動）及び関連用語の定義は、国際標

準化機構 ISO 8402：19949に見出すことができる。 

 
放射線（radiation） 
 

! IAEA 出版物の中で用いられる場合、放射線という用語は、特に明記しない限り電離放射線の

みをいう。IAEA は、非電離放射線に関しては法令上の責任を持たない。 

 
電離放射線（ionizing radiation） 放射線防護の目的では、生体物質中にイオン対を生成

することができる放射線。 
 最も実用的な目的では、強透過性放射線には約 12 keV を上回るエネルギーの光子、約 2 MeV

を上回るエネルギーの電子、そして中性子が含まれると仮定してよい。 

 最も実用的な目的では、弱透過性放射線には約 12 keV を下回るエネルギーの光子、約 2 MeV

を下回るエネルギーの電子並ぶに陽子及びアルファ粒子のような重荷電粒子が含まれると仮

定してよい。 

 
放射線損害（放射線デトリメント）（radiation detriment） 
 
ある線源からの放射線により被ばくを受けるグループと、そのグループの被ばくの結果

として子孫が最終的に被るであろう被害の全体。 
 
放射線発生装置（radiation generator） 
 
「線源(1)」を参照。 

 
放射線防護（radiation protection） 
 
「防護」を参照。 

 
放射線防護監督者（radiation protection officer） 
ある特定の種類の行為に関連する放射線防護の事柄に技術的能力を有し、規制要件の適

用を監督するために登録者、許可取得者又は雇用主によって指名された者。 
  

 
9  INTERNATIONAL ORGANIZATION FOR STANDARDIZATION, Quality Management and 
Quality Assurance — Vocabulary, ISO 8024:1994, ISO, Geneva (1994). 



 

411 

放射線リスク（radiation risks） 
 
放射線被ばくの有害な健康影響（その様な影響が起こる可能性を含む）と、以下の直接的

な結果として生じ得る安全に関わる他のリスク（環境中の生態系に対するリスクを含む）： 
 

(a) 放射線被ばく； 
(b) 放射性物質（放射性廃棄物を含む）の存在又はその環境中への放出； 
(c) 原子炉の炉心、原子核連鎖反応、放射性線源又は他の放射線源の制御喪失。 

 
放射線加重係数、wR（radiation weighting factor, wR） 
 
組織又は臓器の吸収線量が低線量における確率的影響を含む放射線の生物学的効果比を

反映するために乗じられる数で、その結果は等価線量となる。 
 数値は、関連する関係生物学的効果比を代表するように選定され、線量当量の定義において、

先に勧告された線質係数の値と広範に互換性がある。放射線加重係数値10は、以下のとおりで

ある： 

 

放射線の種類 wR 

光子 1 
電子及びミュー粒子 1 

光子及び荷電パイ中間子 2 

アルファ粒子、核分裂片、 
重粒子イオン 20 

中性子 中性子エネルギーの連続関数： 

 = 2.5 + 18.2 [ ( )] ⁄ , < 1       
5.0 + 17.0 [ ( )] ⁄ , 1 ≤ ≤ 50
2.5 + 3.25 [ ( . )] ⁄ , > 50   

 

注：すべての値は、身体に入射する放射線又は内部放射線源の場合は取り込まれた放射性核種から放出さ

れる放射線に関連している。 

  

 
10  INTERNATIONAL COMMISSION ON RADIOLOGICAL PROTECTION, The 2007 
Recommendations of the International Commission on Radiological Protection, Publication 103, 
Elsevier (2007). 
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放射性（形容詞）（radioactive (adjective)） 
 

1. 放射能を示す；電離放射線若しくは電離性粒子の放射又は放射と関連する性質。 
 これは「科学的な」定義であり、「規制上」の定義(2)と混同すべきでない。 

 
2. 国内法において又は規制機関によって、その放射能のゆえに規制上の管理に従うもの

として指定された性質。 
 これは「規制上の」の定義であり、「科学的な」の定義(1)と混同すべきではない。 

 
放射性物質（radioactive material） 
 
国内法において又は規制機関によって、その放射能のゆえに規制上の管理に従い得るも

のとして指定された物質。 
 これは放射性の「規制上の」の定義(2)であり、「放射能を示す；電離放射線若しくは電離性粒

子の放射又は放射と関連する性質」という放射性の「科学的な」の定義(1)と混同すべきでは

ない。放射性の－放射性物質としての－「科学的な」の定義は、放射能の存在のみを指し、そ

れに伴うハザードの大きさを示すものではない。 

 
放射性線源（radioactive source） 
 
放射線源として使用される放射性物質を含有する線源。 

 
放射性物質（radioactive substance） 
 

 これは放射性の「科学的な」の定義(1)であり、「国内法において又は規制機関によって、その

放射能のゆえに規制上の管理に従うものとして指定された性質」という放射性の「規制上の」

の定義(2)と混同すべきではない。放射性の－放射性物質としての－「科学的な」の定義は、

放射能の存在のみを指し、それに伴うハザードの大きさを示すものではない。 

 
放射性廃棄物（radioactive waste） 
 
法律上及び規制上の目的では、規制機関によって定められたクリアランスレベルを上回

る放射能濃度の放射性核種を含むか又はそれらによって汚染されている、それ以上の使用

が見込まれていない物質。 
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! この定義は純粋に規制目的のためのものであり、放射能濃度がクリアランスレベル以下の物

質は、それに伴う放射線学的ハザードは無視できるが、物理的な観点からは放射性であると認

識すべきである。 

 
放射性廃棄物管理（radioactive waste management） 
 
放射性廃棄物の取扱い、前処理、処理、コンディショニング、輸送、貯蔵及び処分に関係

する管理上並びに操業上のすべての活動。 
 
放射性廃棄物の処分前管理（predisposal management of radioactive waste） 前処理、

処理、コンディショニング、貯蔵及び輸送活動など、処分に先立って実施される廃棄物管

理の何らかの段階。 
 処分前管理は、「処分前の放射性廃棄物の管理」の省略形として用いられるのであって、処分

の一形態ではない。 

 
処理（processing） 前処理、処理及びコンディショニングを含む、廃棄物の特性を変え

るあらゆる操作 
 
放射性廃棄物管理施設（radioactive waste management facility） 
 
放射性廃棄物の取扱い、処理、コンディショニング、貯蔵又は永久的な処分のために特に

指定された施設。 
 
放射線臨床医（radiological medical practitioner） 
 
放射線の医学利用についての専門教育と訓練を受けている医療従事者（health 

professional）であり、所定の専門分野において放射線診療手技を独立して実施する又はそ

れを監督する資格がある者。 
 人の能力について、通常は、所定の専門領域（例えば放射線学、放射線治療、核医学、歯科学、

心臓学）における放射線臨床医の登録や認定又は認証についての正式な仕組みを持っている

国によって評価される。かかる仕組みをまだ導入していない国は、許可取得者により指名され

た個人の個人の教育、訓練及び能力が放射線臨床医として活動できるものか評価し、また国際

的な認定基準又はかかる認定基準が存在する国の基準に基づいて、その個人が要求された専

門領域において放射線臨床医としての職務を引き受けることができるかどうかについて決定

する必要がある。 
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放射線診療手技（radiological procedure） 
 
放射線診断、核医学若しくは放射線治療における検査又は計画のための検査、画像誘導イ

ンターベンション検査若しくは他の放射線を含むインターベンション検査のような、電離

放射線を含む医用画像検査又は治療手段であり、放射線発生装置や、密封線源若しくは非密

封線源が装備された機器又は患者に投与された放射性医薬品によって遂行される。 
 
自然起源の放射性核種（radionuclides of natural origin） 
 
地球上に自然のまま多量に存在する放射性核種。 

 この用語は、始源の放射性核種である 40K、235U、238U、232Th 及びそれらの放射性壊変生成物

に関して、通常用いられる。 

 人工起源の放射性核種と対照をなしている；また人工放射性核種、人為的放射性核種及び人造

放射性核種。 

 
放射性医薬品を扱う薬剤師（radiopharmacist） 
 
放射線医薬品についての専門教育と訓練を受けている医療従事者（health professional）

であり、医療的診断及び放射性核種治療の目的で使用される放射性医薬品の準備と調合に

責任を持つ者。 
 人の能力について、通常は、放射性医薬品を扱う薬剤師の登録や認定又は認証についての正式

な仕組みを持っている国によって評価される。かかる仕組みをまだ導入していない国は、許可

取得者により指名された個人の教育、訓練、能力が放射性医薬品を扱う薬剤師として活動でき

るものか評価し、また国際的な認定基準若しくはかかる認定基準が存在する国の基準に基づ

いて、その個人が放射性医薬品を扱う薬剤師としての職務を引き受けることができるかどう

かについて決定する必要がある。 

 
ラドン（radon） 
 
ラドン元素の同位体のあらゆる組み合わせ。 

 本基準の目的において、ラドンは 220Rn 及び 222Rn のことを指す。 

 
ラドン子孫核種（radon progeny） 
 

220Rn と 222Rn の短半減期の放射性壊変生成物。 
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 222Rn については、210Pb を含まない壊変系列、すなわち、218Po、214Pb、214Bi 及び 214Po、加

えて微量の 218At、210Tl 及び 209Pb が含まれる。半減期 22.3 年の 210Pb とその放射性の子孫核

種－210Bi 及び 210Po、加えて微量の 206Hg 及び 206Tl－は、厳密にはラドンの子孫核種である

が、通常は空気中に浮遊する形態で多量に存在していないことから、この一覧には含まれてい

ない。220Rn については、216Po、212Pb、212Bi、212Po 及び 208Tl が含まれる。 

 
参考レベル（reference level） 
 
緊急時被ばく状況又は現存被ばく状況においては、線量やリスクのレベル又は放射能濃

度がこれを上回る場合は、被ばくの発生を許可する計画は適切ではなく、これを下回る場合

には、防護と安全の最適化の実施が継続されることになる。 
 参考レベルに選定される値は、考慮する被ばくのその時点で広く見られる状況によって決ま

る。 

 
依頼医（referring medical practitioner） 
 
国の要件に従った医療従事者（health professional）であり、医療放射線照射のために個

人を放射線臨床医に依頼する者。 
 
登録者（registrant） 
 
現在通用している登録の保有者。 

 他の派生用語は必要とされないはずである。登録は許認可プロセスの産物であり、また現在登

録されている行為は認可された行為である。 

 
登録（registration） 
 
リスクが低いか又は中くらいの行為に対する許認可の一形態。この際、その行為の責任を

負う者又は組織は、適宜、施設及び機器の安全評価を作成し、規制機関に提出する。行為又

は使用は、適宜、条件又は制限で認可される。 
 安全評価に関する要件及びその行為に適用される条件又は制限は、許可に対するものよりも

厳格ではないものである。 
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 登録が適用される典型的な行為は、以下のような行為である：(a)施設及び機器の設計によっ

て安全をおおむね確保することができる；(b)操業手順が守りやすい；(c)安全訓練の要件が最

低限である；及び(d)操業中に安全上の問題が起きたことは歴史的にほとんどない。登録は、

操業が大きく変化することはないような行為に最も適している。 

 
規制機関（regulatory body） 
 
ある公的機関又は複数の公的機関の体系のことであり、許認可の発行を含む規制プロセ

スを実施し、それによって原子力、放射線、放射性廃棄物及び輸送の安全を規制する法的な

権限を有するものとして国の政府により指定される。 
 放射性物質安全輸送規制（IAEA 安全基準シリーズ No. SSR-611を参照）の国内管轄当局は、

放射線防護と安全の規制機関（参考文献[1]を参照）と同様に、これに含まれる。 

 
規制上の管理（regulatory control） 
 
「管理、制御」を参照。 

 
生物学的効果比（relative biological effectiveness (RBE)） 
 
異なる放射線の種類が特定の健康影響を誘発する際の効果の相対的な尺度で、同程度の

定められた生物学的エンドポイントを生じさせると思われる 2 つの異なる放射線の種類の

吸収線量の逆比として表される。 
 確率的影響の誘発における生物学的効果比の値は、放射線加重係数 wRで表される。 

 確定的影響の誘発における生物学的効果比の値は、緊急事態への備えと対応に重要である重

篤な確定的影響を代表するものとして選定されている。選定された重篤な確定的影響の発生

のための、組織又は臓器特有の及び放射線特有の RBET,R値は、以下の表に示されている。 

  

 
11 INTERNATIONAL ATOMIC ENERGY AGENCY, Regulations for the Safe Transport of Radioactive 
Material, 2012 Edition, IAEA Safety Standards Series No. SSR-6, IAEA, Vienna (2012). 
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健康影響 決定組織又は臓器 被ばく a RBET,R 

造血症候群 赤色骨髄 

外部及び内部 γ 線 1 
外部及び内部中性子線 3 

内部 β 線 1 
外部 α 線 2 

肺炎 肺 b 

外部及び内部 γ 線 1 

外部及び内部中性子線 3 
内部 β 線 1 

外部 α 線 7 

胃腸症候群 結腸 

外部及び内部 γ 線 1 
外部及び内部中性子線 3 

内部 β 線 1 
外部 α 線 0c 

壊死 組織 d 
外部 β 線, γ 線 1 
外部中性子線 3 

湿性落屑 皮膚 e 
外部 β 線, γ 線 1 
外部中性子線 3 

甲状腺機能低下症 甲状腺 
ヨウ素同位体の取込み f 0.2 

他の甲状腺親和性物質 1 
a β 線・γ 線の外部被ばくには、線源の物質内で作られた制動放射への被ばくが含まれる。 

b 気道の肺胞・間質領域の組織。 

c 結腸の内部で均一に広がるアルファ放射体については、腸壁への照射は無視できると想定される。 

d 100 cm2 以上の面積で、皮膚表面下 5 mm の深さにある組織。 

e 100 cm2 以上の面積で、皮膚表面下 0.4 mm の深さにある組織。 

f 甲状腺の組織の均一な照射は、131I、129I、125I、124I 及び 123I のような、低エネルギーベータ線放出同

位体のヨウ素による内部被ばくよりも、確定的影響が 5 倍生じるとみなされる。甲状腺親和性放射性

核種は、甲状腺の組織において不均質な分布となる。131I の同位体は、他の組織内にある粒子のエネル

ギーの散逸により甲状腺の決定組織の照射における効果の減少につながるような、低エネルギーベー

タ粒子を放出する。 
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生物学的効果比（RBE）加重吸収線量、ADT（relative biological effectiveness (RBE) 
weighted absorbed dose, ADT） 
 
量 ADT,R は、以下のように定義される： 

 
AD , = , × RBE ,  

 
ここで DT,Rは、組織又は臓器 T にわたって平均された、放射線の種類 R によって与えられ

た吸収線量であり、RBET,R は、組織又は臓器における重篤な確定的影響の発生における、

放射線の種類 R の生物学的効果比である。異なる RBET,R値を有する異なる放射線の種類か

ら放射線場が構成される場合、RBE 加重吸収線量は以下によって与えられる： 
 

AD = , × RBE ,  

 
 RBE 加重吸収線量のための SI 単位はジュール毎キログラム当たり（J/kg）であり、グレイ

（Gy）と呼ばれる。 

 RBE 加重吸収線量は、重篤な確定的影響の発生のリスクを反映することを意図した組織又は

器官への線量の尺度である。 

 ある種類（複数可）の放射線から受けた特定の組織又は器官ににおける RBE 加重吸収線量の

値は直接比較することができる。 

 
修復措置（remedial action） 
 
現存被ばく状況において他に発生するかもしれない被ばくを防ぐ又は低減するための、

線源の除去又はその（放射能又は量に関しての）大きさの低減。 
 修復措置は長期防護措置と呼ぶこともできると思われるが、長期防護措置は必ずしも修復措

置であるとは限らない。 

 
修復（remediation） 
 
汚染そのもの（線源）又は人の被ばく経路に適用される対策によって、既存の汚染区域に

よる放射線被ばくを低減するために実施されることがあるあらゆる措置。 
 汚染の完全な除去を意味しない。 

 
「除染」を参照。  
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代表的個人（representative person） 
 
集団の中でより高く被ばくする個人への線量を代表する線量を受ける個人。 

 国際放射線防護委員会の Publ. 10112では、代表的個人への線量は「『決定グループ』における

平均線量と等価であり、それを置き換えるものである」ことを示しており、代表的個人への線

量を評価するガイダンスを提供している。決定グループの概念は、有効なままである。 

 
「公衆の構成員」を参照。 

 
残存線量（residual dose） 
 
防護措置が終了した後（又は防護措置をしない決定が下された後）に受けることが予想さ

れる線量。 
 これは、現存被ばく状況又は緊急時被ばく状況に適用される。 

 
対応組織（response organization） 
 
緊急時対応のあらゆる局面を管理又は実施する責任を負うものとして、国により指定又

は認定された組織。 
 
リスク（risk） 
 
被ばく若しくは潜在被ばくに伴うハザード、脅威若しくは有害な影響又は傷害を与える

可能性を表す多重属性の量。これは、特定の有害な影響が生じる確率やそのような影響の大

きさや特徴などの量に関係する。 
 
「放射線リスク」を参照。 

 
リスク拘束値（risk constraint） 
 
「拘束値」を参照。 

  

 
12 INTERNATIONAL COMMISSION ON RADIOLOGICAL PROTECTION, Assessing Dose of the 
Representative Person for the Purpose of Radiation Protection of the Public and the Optimisation of 
Radiological Protection: Broadening the Process, ICRP Publication 101, Elsevier (2006). 
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安全（safety） 
 
「（原子力）安全」、「防護と安全」を参照。 

 基本安全原則（安全原則）13において、「安全」という用語（すなわち、防護と安全を意味す

る）のこの特定の文章おける一般的使用が、以下のとおり説明されている（3.1 項及び 3.2 項）： 

 
「3.1.この文書の趣旨から、「安全」とは放射線リスクに対する人と環境の防護及び放射

線リスクを生じる施設と活動の安全を意味する。この文書及び IAEA 安全基準で使用し

ている「安全」とは、原子炉等施設の安全、放射線安全、放射性廃棄物管理の安全及び放

射性物質の輸送の安全を含んでいる。また、ここでは、安全のうち放射線関連以外のもの

は含めない。 
 
「3.2.安全は、原子炉の炉心、核連鎖反応、放射性線源又はその他の放射線源に関する制

御の喪失により発生する可能性のある直接的な結果とともに、通常の状況における放射

線リスク及び異常事象の結果としての放射線リスクにも関係する。安全対策には、異常事

象を防止する行為及びそれが万一発生した場合にその影響を緩和するために行われる取

決めが含まれる。」 
 
安全評価（safety assessment） 
 
防護と安全に関わる行為のあらゆる側面の評価である；認可施設では、施設の立地、設計

及び運転を含む。 
  

 
13 EUROPEAN ATOMIC ENERGY COMMUNITY, INTERNATIONAL ATOMIC ENERGY AGENCY, 
FOOD AND AGRICULTURE ORGANIZATION OF THE UNITED NATIONS, INTERNATIONAL 
LABOUR ORGANIZATION, INTERNATIONAL MARITIME ORGANIZATION, OECD NUCLEAR 
ENERGY AGENCY, PAN AMERICAN HEALTH ORGANIZATION, UNITED NATIONS 
ENVIRONMENT PROGRAMME, WORLD HEALTH ORGANIZATION, Safety Fundamentals: 
Fundamental Safety Principles, IAEA Safety Standards Series No. SF-1, IAEA, Vienna (2006). 
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安全文化（safety culture） 
 
すべてに優先して防護と安全の問題が、その重要性に相応しい注意を受けることを確保

する、組織及び個人の特性と姿勢を集約したもの。 
 
安全対策（safety measure） 
 
安全要件の要件を満たすため、講じられるかもしれないあらゆる措置、適用されるかもし

れない条件又は、従うかもしれない手順。 
 
安全基準（safety standards） 
 

IAEA 憲章14[31]の第 III 条(A)(6)15に従って発行された、安全に関する基準。 
 IAEA 安全基準シリーズとして 1997 年以降に発行された安全基準は、安全原則、安全要件又

は安全指針と呼ばれている。 

 
シナリオ（scenario） 
 
仮定若しくは想定された条件及び／又は事象の一式。 

 原子力施設における可能性のある事故又は処分場やその周辺環境の可能性のある将来の進展

変化のような、可能性のある将来の条件及び／又は事象をモデル化することを表すために解

析又は評価において最も一般的に使われる。シナリオは、ある一点の時間における条件又は、

単一の事象若しくは、条件及び／又は事象（プロセスを含む）の時間履歴を表すかもしれない。 

 「事象」を参照。 

 
セキュリティ（security） 
 
「（核）セキュリティ」を参照。 

 
身体的影響（somatic effect） 
 
被ばくした人に生じる放射線誘発性の健康影響。  

 
14 Statute of the International Atomic Energy Agency, IAEA, Vienna (1990). 
15 「[機関は、・・・権限を有する。]国際連合の権限のある機関及び関係専門機関と協議し、かつ、適切な

場合にはそれらと協力して、健康を保護し並びに人命及び財産に対する危険を最小にするための安全上の

基準（労働条件のための基準を含む。）を設定し又は採用すること、・・・」 
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 これには、子宮内被ばくに起因する、出生後に生じる影響が含まれる。 

 確定的影響は通常は身体的影響でもあり、確率的影響は身体的影響又は遺伝性影響であるこ

ともある。 

 対義語：遺伝性影響。 

 
線源（source） 
 

1. 放射線被ばくを引き起こす可能性があるもの－例えば、電離放射線の放出又は放射性

物質の放出によって－であって、防護と安全の目的では単一の実体として扱うことができ

る。 
 例えば、ラドンを放出する物質は環境中の線源であり、ガンマ線照射滅菌装置は放射線による

食品保存及び他の産物の滅菌を行うための 1 つの線源であり、X 線装置は放射線診断を行う

ための 1 つの線源であることがあり、原子力発電所は核分裂によって電力を生産する行為の

一部であり、1 つの線源（例えば、環境への排出という点で）又は線源の集合体（例えば、職

業上の放射線防護の目的で）とみなされる場合がある。1 つの場所又はサイトに位置する複合

施設又は複数の施設は、適宜、安全基準の適用の目的では単一の線源と考えてよい。 

 
自然線源（natural source） 太陽と恒星（宇宙放射線の線源）及び岩や土壌（地球上の放

射線源）のような自然起源の放射線源又は鉱物の処理による製品や残渣のような、その放

射能がどの点からみても自然起源の放射性核種のみに起因する他のすべての物質。ただ

し、原子炉等施設で使用される放射性物質と、原子炉等施設で発生する放射性廃棄物は除

く。 
 
放射線発生装置（radiation generator） 科学、産業又は医療の目的で使用される X 線、

中性子、電子又は他の荷電粒子のような電離放射線を発生することができる装置。 
 

2. 放射線源として用いられる放射性物質 
 例えば、医学利用又は産業用機器の中で用いられるもの。これらの線源はもちろん、(1)に定

義された線源ではあるが、(2)におけるこの用法はそれほど一般的ではない。 

 
危険線源（dangerous source） 管理下にない場合、重篤な確定的影響を引き起こすのに

十分な被ばくを生じさせる可能性がある線源。この分類は、緊急事態への配備の必要性を 
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決定するために用いられるものであり、他の目的での線源の分類と混同してはならない。 
 

 「危険線源」という用語は、「放射性物質の危険な量（D 値）、緊急時への備えと対応 EPR-D-

VALUES 2006」16で勧告されている、危険な量（D 値）と関係している。 

 
放射性線源（radioactive source） 放射線源として使用される放射性物質を含有する線源。 

 
密封線源（sealed source） その中の放射性物質が(a)容器に永久に密封されるか又は、(b)
密に結合された固体状の放射性線源。 

 
使用済線源（spent source） 放射壊変の結果、その意図する目的のためにもはや不適切

な線源。 
! 使用済線源は、まだ放射線学的ハザードを示すかもしれないことに注意。 

 
非密封線源（unsealed source） その中の放射性物質が(a)容器に永久に密封されていな

いか又は(b)密に結合された固体状でもない放射線源。 
 
線源モニタリング（source monitoring） 
 
環境に放出された放射性物質中の放射能の測定又はある施設若しくは活動内の線源によ

る外部線量率の測定。 
 環境モニタリングと対照をなす。 

 
使用済燃料（spent fuel） 
 
照射後に原子炉から取り出された核燃料で、核分裂性物質の減少、毒物のビルドアップ又

は放射線損傷のために現在の形ではもはや使用できないもの。 
  

 
16 INTERNATIONAL ATOMIC ENERGY AGENCY, Dangerous Quantities of Radioactive Material 
(D-Values), Emergency Preparedness and Response, EPR-D-VALUES, IAEA, Vienna (2006). 
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 「使用済」という形容詞は、使用済燃料はその現在の形では燃料として使用できないことを示

唆する（例えば使用済線源と同様に）。しかし実際には、使用済燃料は一般に、燃料として使

用されてきたが、利用できるかできないかにかかわらず、もはや使用されない燃料をいうのに

用いられる（「使用されていない燃料」と呼ぶ方がより正確かもしれない）。 

 
標準線量計測機関（standards dosimetry laboratory） 
 
関連する国の当局によって指定された機関であり、放射線線量計測のための一次又は二

次標準を展開し、保持し、改善するために必要な証明又は認定を所有する。 
 
確率的影響（stochastic effect） 
 
放射線誘発性の健康影響であって、放射線量が高いほどその発生確率が高まり、その重篤

度が線量には依存しないもの。 
 確率的影響は身体的影響である場合もあれば遺伝性影響である場合もあり、一般には線量の

しきいレベルなしに生じる。例には固形がん及び白血病がある。 

 対義語：確定的影響。 

 
貯蔵（storage） 
 
放射性線源、放射性物質、使用済燃料又は放射性廃棄物を、回収の意図を持って、それら

の／その格納施設に保管すること。 
 
構造物、系統及び機器（structures, systems and components） 
 
ヒューマンファクターを除く防護と安全に寄与する施設又は活動の要素（品目）のすべて

を包含する一般用語。 
 構築物は、静的な要素すなわち建物、容器、遮蔽など。系統は、特定の（動的な）機能を果た

すように組み立てられた複数の機器からなる。機器は、ある系統の個々の要素である。例には、

ワイヤ、トランジスタ、集積回路、モーター、リレー、ソレノイド、配管、取付部品、ポンプ、

タンク及び弁がある。 

 ヒューマンファクターは、人間工学－作業環境における人間の効率の研究－がその設計の要

素である限りにおいて、構造物、系統及び機器を反映することがある。 
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周辺監視区域（supervised area） 
 
管理区域に指定されてはいないが、たとえ特定の防護対策又は安全対策が通常は必要と

されないとしても、職業被ばくの状況が監視下に置かれている区域。 
 
（線源の）供給者（supplier (of a source)） 
 
登録者又は許可取得者が、ある線源の設計、製造、生産又は建設に関連した任務を、全部

若しくは一部を割り当てる人又は組織。 
 「供給者」という用語には、線源の設計者、製造者、生産者、施工者、組立者、設置者、配布

者、販売者、輸入者及び輸出者が含まれる。 

 
組織加重係数、wT（tissue weighting factor, wT） 
 
放射線防護の目的のために用いられる組織又は臓器の等価線量の乗数であり、放射線の

確率的影響の誘発に対する種々の臓器及び組織の異なる感受性を考慮するために用いられ

る。 
 実効線量の計算に使用される組織加重係数は、以下のとおりである。 

 

組織又は臓器 wT ∑  

骨髄（赤）、結腸、肺、胃、乳房、残りの組織 a 0.12 0.72 

生殖腺 0.08 0.08 
膀胱、食道、肝臓、甲状腺 0.04 0.16 

骨表面、脳、唾液腺、皮膚 0.01 0.04 

 合計 1.00 
a 残りの組織に対する wT(0.12)は、両性別における以下の 13 の組織及び臓器への相加平均線量に適用

される：副腎、胸腔外の領域、胆嚢、腎臓、リンパ節、筋、口腔粘膜、膵臓、前立腺（男性）、小腸、

脾臓、胸腺、子宮／頸部（女性）。 
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越境被ばく（transboundary exposure） 
 
他の国における事故、排出又は廃棄物処分を経て放出された放射性物質による、ある国に

おける公衆の構成員の被ばく。 
 
輸送（transport） 
 
放射性物質（推進手段の一部をなすもの以外）をある場所から別の場所へ意図的に物理的

に移動させること。 
 
緊急防護措置（urgent protective action） 
 
「防護措置」を参照。 

 
作業者（worker） 
 
常勤、パートタイム又は臨時であるかにかかわらず、雇用主のために働き、職業上の放射

線防護に関する権利と義務が認められた者。 
 自営業者は、雇用主と作業者の両方の義務を有するものとみなされる。 

 
作業者の健康監視（workers’ health surveillance） 
 
対象とする作業への作業者の適合性を、初期及び継続的に保証することを意図した医学

的監督。 
 
作業場モニタリング（workplace monitoring） 
 
作業する環境において行われる測定を用いるモニタリング。 

 通常、個人モニタリングと対照をなす。 
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